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 I  .  ,  ^ 

土地 制度 は 如何なる 時代に 於ても、 農村 問題の 根柢で ある。 我國 現下の 農 

村 政策と して 土地 問 の 解決が その 基礎 をな すべき こと は 云 ふ 迄 もない。 

だが 現在の 制度 はよ つて 基 づ く 所 遠く、 その 適切なる 解決 を 求める に は その 

歴史的 發展の 跡 を たづね なければ ならない。 かりに 海外の 例に 做 ふとし て 

も、 その 對策は その 國の 歴史に よって 制約され てゐ る。 仍って それぞれの 

國の 土地 制度の 發展 を跡づ け、 之 を 比較 研究す る 必要が ある。 

純 粹な歷 史的 興味より しても、 土地 制度 は 各個の 經濟 生活の 基礎で あり、 そ 

の特朱 ft は 又 土地 制度の 中に 反影して ゐる。 吾々 は 社 會經濟 史上 こ の 重要 

な 問題 の 研究 を 思 ひ 立った の で あ る が、 幸 にして 三年 間に 亘 つて 日本 學術振 

興會 の 厚き 援助 を し、 こ れを 遂行す る 事が できた。 小 野 は 日本 を擔當 し、 本 

お 田 は歐洲 を擔當 して、 今や その 成果の 一 部 を 刊行す るに 隙 し、 同 會に對 し 深 

甚 なる 感謝の 意 を 棒げ る もの で あ る。 


比較 土地 制度 史 研究 


、日本の 部 

S 日本 兵 農 史論 

© 日本 庄園 制 史論 

g  lg 土地 制度 史 論 

S  II  土 地 制度 史論 


小 K 武夫 

小 好 武夫 

小 K 武力 

小 武夫 


二、 歐洲の 乱 

8 英國 土地 制度 史論 

© 佛國 土地 制度 史論 

g 獨逸 土地 制度 史論 


本位 田祥男 

本位 田祥男 

本位 E 祥 男 


一 、 兵と 農と が相關 する 歷 史的 發展の 硏究は 余が 十數年 前に 選み たる 題目で ある。 爾來 或は 實 地に 

踏査し、 文 獻に徵 しつ、、 思索 を 重ねて 漸く 成 稿 を 得、 今 之 を 日本 土地 制度 發達史 の 序論と して 

公表し、 學界 批判の 前に 立つ ことにな つた。 日本 土地 制度 發達史 を槪觀 する に は 幾多の 方法が あ 

らうが、 其と 農との 一致と 其が 分離の 經過 を敍述 する こと も 其の 方法の 一 つで ある。 

二、 本耆の 組み立て をニ大 E 分し、 第一 篇に 於て は 日本 兵 農 史發展 の 跡 を 上下 三千 年に 百 一り 通観せ 

ん とする ものであって、 先づ 上世 氏族 時代に 於け る ハ 制の 特徵 を觀、 次で 大化 改新 直後に 於け る 

王朝 政權 下の 兵制と 其の 崩壊 事情 を 明かに し、 進んで 庄園 制度の 發 生と 其れに 伴 ふ 新 農兵 制の 出 

現を考 へ、 更に 時代の 推移に 促されて 庄園 內の 兵と 農と が 身分 的 分離" i に 地域的 分離 を 遂げた る 

經過を 論じ、 後ち 明治維新の 際、 封建制度が 崩 壤を吿 ぐるに 當り、 明治 新 社會を 背景と する 國民 

皆兵 制の 成立した る 經緯を 語 つ て 篇を 結ばん と す る ので ある。 日本 兵農史 は 其の 學的 構造に 於て 

封建制度 概論に 該當 し、 且つ 一面 兵制 史 であると 共に、 他面に は 社會史 であり、 叉 精神 史 にも 觸 


序  二 

る、 ものであるから、 之が 敍述に は 其れに 相應 する 手法が 施されねば ならぬ。 第二 篇に 於て は 著 

者が 過去 十數年 來中國 地方 及び 東北 地方の 名家 を 歴訪 研究して 得た る 特別 論 放の 集成で ある。 此 

等の 實地 踏资に 墓く 研究に は 一 簑 一 笠の 行脚 をな す を 要した ると 共に、 他方に は 文獻的 考察 を 作 

はねば ならぬ ので、 徵 からぬ 勞苦を 伴った が、 併し 幸に も 此の 辛 勞に堪 へ. 特別 研究 を 試みる こと 

により、 著者の 本 問題に 關 する 學的 信念 を强 ふす る こと を？ 4- た。 此の 種の 硏究は 之 を 家 厘 述 築に 

譬 ふるならば、 彼の 土臺 石の， R きもので、 此の 基礎 構築 ある ことにより 始めて 全 家屋の 堅牢 性が 

期待 せらる 、 ので ある。 此の 點 よりして 此の 種 特別 研究 は 更に もっと 多く 爲 さるべ きであった か 

も 知れない が、 今 は 唯旣往 の收穫 を探錄 する に 止めて 置く。 

三、 本書の 第一 篇 「兵 農史槪 論， 一 の 舊稿は 曾て 昭和 九 年 「經濟 志 林」 に 「兵 農 制度の 時代 的 發展」 

と 題して 揭 載した ことがある けれども、 今度 新に 多數の 資料 を增 補し、 且つ 全篇に 瓦り 根本的 改 

修を 加へ たから、 其の 分量に 於ても 內容に 於ても、 全く 別 文の 觀 あるまでに 更新され てゐ るので 

ある。 第二 篇の 第一 論孜 一， 出 雲の 名 族」 は 昭和 三年 「農業 經濟 硏究ー に、 第二 論孜の 「^巾 東邊 

■ に 於け る豊間 根鄕士 一  は 昭和 十 年 「經濟 志 林」 に、 笫 三論 の 「石 見に 於け る 名の 造 制」 は 昭和 

十二 年 「社 會經濟 史學」 に 夫々 發 表し、 然も何れも其の後に入手したる资料を：^て補訂したもの 


で あ る 。 

四、 著者 は 近時 本邦 土地 制度 發達 史を歐 洲諸國 土地 制度 發達史 と 比較す る 目的の 下に 綜合 研究 を 企 

て 其の 成 稿 を 急ぎつ、 あるが、 此の 綜合 硏究 は大約 左の 加く 編 別せられ、 其の 稿 成る に 連れて 順 

次 公表す る 積 b である。 

一 、 日本 兵 農 史に關 する 硏究 (全體 の 研究に 對 する 序論と して) 

一 、 庄園 制度の 變 遷に關 する 硏究  ~ 

一 、 近世 土地 制度に 關 する 研究  . 

一 、 明治 前期 土地 制度に 關 する 硏究 

而 して 今囘 公表の 分 は 右の 中の 第 一 篇 冊であって 追って 刊行 せらる ベ き 各 時代 土地 制度 史論の 

序論で ある。 

五、 今 を距る 十數年 前著 者 は ー鄕士 制度の 硏究」 なる 小 著 を 公け にした ことがあ るが、 同書に 於て 

は 主として 德川 時代に 於け る鄕士 制度 を 平面 的に 觀 察し、 其の 間 僅かに 中世 期 並に 明治維新 後の 

推移に 言及す るに 止め、 其の 考察の 對象を 專ら德 川 時代に 限りた る關係 上、 此の 時代の 前後に 接 

觸 する 史實に 充分の 注意 を 拂ひ能 はざる 慽 みがあった が、 今度の 兵 農 史槪論 は 上世より 近世に 亙 

序  一-一 


序  E 

る 發展の 跡 を 一括して 同格に 収揪 ひ、 配す るに 等分の 材料と 記述 を 以てした から、 ：：^ 部に 精に 

して 他の 部に 練なる が 如. き 缺點を 除き 得た こと、 思 ふ。 其れ故に 德川 時代の 鄕士 制度に 關 して は 

本 蔷は單 に 史論 發展に 必要なる 限りの 紙面 を 割く に 止め、 委曲 は 一 切 之を舊 著に 讓る ことにした „ 

此の 意咏に 於て 本書 は 其の 題名に 於て 多少 舊 著と 近似して はゐる けれども、 其の 內容に 於て 全然 

特立す る も の で ある こと を 一 言し て 置く。 

六、 歷史 記述に 於け る 技術的 問題の 一 っは觀 察の 年代 を 短き 段階に" R3-"、 其の 年代 內の あらゆる 

問題 を 拾 ふて 說 明し 〔：；^ くべ きか、 叉 は 極く 大體の 年代^ 分に 從 ひつ 、或る 重要 問題 を從へ 其の 端 

絡、 本質、 崩壊の 筋道 を迎 つて 解明すべき かで ある。 故文學 博士 三 浦 周 ハれ， 氏 は 前の 方法 を 重んじ 

其の 一 兵力 中心の 移動から 見た 兵制の 六欒」 と 題す る 論考に 於て 上 F 三千 年に 瓦る 我 兵制 史を六 

^に 分ち 第一 期 を 氏族制度 時代、 第二 期 を大化 改新 後の 軍事 制度、 第三 期 を 5^ 事 制に 代置せられ 

たる 健；： ル 制度、 四 期 を 庄^の &ハ 制、 第五 期 を 鎌 食 幕府 創. ，こ 同時に 起された る 御家人 制」 卜ん を繼 

承した る 川 時代 迄の 封建制度 存續全 期間、 第 六 期 を 維新 後の 國民ル ハ制 として ある (H 本 歴史 

地理 學會、 日本 兵制 史)。 之 はー應 首肯 せらるべき iHil 分 法で は あるが、 併し 單 なる 年代 的" 分に 

重點を 置く 觀察 方法 は往々 にして 一 片の 年代記と な h 了る 虞が あるから、 本省に於ては寧ろ^<體 


の 年代 的區 分に 據， c つ 、 も、 然も あらゆる 所要の 問題 を 兵 農 發展史 に 結び 附 けて 說 明す る ことに 

する であらう。 

七、 本書の 目標と する 處が兵 農 發達史 なる 小 部分 範圍に 限られた る關係 上、 各 時代の 兵 農史を 背景 

とする 社會 組織 を 精細に 解剖す る こと は 不可能で ある が、. 之 は 追て 公表 せらる ベ き 庄園 制の 變遷、 

德川 時代の 土地 制度 1^ に 明治時代の 土地 制度の 諸卷 中に 於て 精細に 考察す る 害で あるから、 本篇 

の 論考に 慊ら ざる 點が あると しても、 其れ は 他日に 充 たさるべき ものと して、 姑く 寬容 せられん 

こと を 希望す る。 

八、 本書 記述に 於け る 表現の 方法 は 成るべく 平明な もんこと を 期し、 記紀 其の 他の 古文書 を 引く 場 

合に も 漢文 は 口語 體に譯 し、 叉 神 名、 人名、 地名 等 難讀の ものに は 振 假名 を附 する ことにする。 

記述に 正確 を 保ちつ 、 表現の 方法 は 成る ベ く 簡潔 暢達 を 旨と すべ しとす る 著者 平素の 主張 を 本書 

の敍 述に實 行す る 積り である。 此の 態度 は 次で 刊行 さる ベ き 時代 別 土地 制度 史論に 於ても 亦持續 

される であらう。  • 

九、 此の 書の 完成 を 見る までに は 多 數の學 友 並に 地方 有志の 方々 から 援助 を 受けた。 其のう ち 特別 

硏究實 施に 際して 援助に 預 つた 向きに 對 して は當該 硏究 報告の 冒頭 叉は篇 末に 芳名 を錄 して 謝意 

序  五 


を 表して 置いた が、 本書. 全體の 史料 整理 並に 校正に 就て は 學友今 井林 太郞、 細 川 龜巿、 

の 三 氏から 少 からざる 助力 を 得た こと を 特記して 感謝の 意 を 表する 次第で ある。 


昭和 十一 二 年 九月 
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. 第二 節 初期 農兵 制の 廢頹  
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.  發達 期に 於け る社會 心理の 檢 討)  一 一六 

(ィ) 武士階級の 內部的 結合 心理.  二 や 

(口.) 王朝 政權 よりの 離脫 心理  二八 
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第 六 章 江戶 時代に 於け る 城下 武士  
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第二 節 身分 的關 係の 固定 化  

第三 節 完成 期 封建時代に 於け る 武士の. 性質  
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第一 節 新鄕士 出現の 必然性  ■•: 
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(ィ) 時代 的特徵 としての 登用 鄕士  
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0  一一 一一 a  s 

一 槪 說  一一 元 

二 名 族由來  二  g 

(ィ) 田 部 家 沿革  一一 一一 一一 一一 

(口) 櫻 井家 沿革  ニー K 

(ハ) 絲原象 沿革  一一 四 0 

三 三 家と 經祷  二 四 一一 

人ィ) 三 家と 土地 所有 權  二 四 二 

(口) 三 家の 計理  二 四 七 
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本書に 問題と する 兵 農 史論の 一 面 は 兵 農の 一 致、 他面 は 兵 農の 分離と 云ふ兩 概念より 構成 せられて 居る。 而 して 

兵袅 一 致と は、 兩者各 ~ 其の 蛾 業 を 兼帶し 又は 兵と 農と が 同 一 地域に 住居す る 狀態を 指して 1K ふので あって、 其の 

具體 的なる 史的 事實と 展開 は 後に 設 くる 數 章に 於て 究明 せんとす るので あるが、 其の 梗概 を 把握す る 便宜の 爲に鼓 

に 聊か 其の 大綱 を述 ぶるならば、 先づ 氏族 制 時代に は 氏族 配下の 部 民に して 兵事 を 兼ねた る 一群が あり、 後ち 大化 

改新と 共に 打 立てられ たる 國民 皆兵 制 は 王朝 中央 集權制 F に 編成せられ、 中央 帝都に 於け る 防備に は 衞府を 置き、 

地方 鎖 護の 爲め國 毎に 軍圑を 置き、 更に 邊耍 地た る 西 國の筑 紫に は 防人 を、 東北の 奥 羽に は 鎮守府 を 設けて、 兵備 

上 萬 遺憾な きを 期せん とする のであった。 當 時の 軍隊の 主 腦部は 貴族 若 く は 其の 子弟に より 固められ、 兵士 は在來 

の 部 民から 徴集した。 此の 首腦 部の 指揮 命令に 服す る ことが 兵士 兼 農民の 守る ベ き 職分であった。 卽ち 一 定の 年齢 

に 達した 農民 は 必らす 兵士た るべ き 義務 を 負 はされ る。 彼等が 兵士に 編入 せらる k や 否や は、 政府の 必要と する 兵 

士の 員數關 係に よって 不定で あつたが、 當 時の 人民 戸籍 計 帳に は 兵士に して 百姓た る 者の 名前が 屢.々 見えて ゐる。 

兵士と なった 者に は 一 定 限度の 公課 を 減免す る ことにな つて ゐ たけれ ども、 兵器と 糧食 は 殆んど 各自の 自辨 であつ 

たから、 屈強なる 男子 を徵發 せられる こと は 農村に とって 尠 からぬ 經濟 上の 負擔 であった。 
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然るに、 斯の 如き 兵 農 合一 主義に 基く 兵制 は、 概ね 奈良朝 末期の 頃より 崩 壤の徵 が 見えた。 政府より する 祖、 席 • 

調の 誅 求に 堪へ 切れ なくなった 農民 等 は 本 貫を脫 して 他國に 浮浪す るに 至った 爲に、 農村から 兵士 を徴發 する こと 

を 困難なら しめ、 叉租稅 逋脫の 目的 を て 戸籍 計 帳 を 偽り、 男子 を 女子と して、 叉 は 壯年者 を 老幼 癀疾 者と して 詐 

稱 する もの 等が 續 出す るに 至った ので、 兵士 徵發の 事務 は 愈々 不可能に 陷 りつ、 あった。 斯く なれば 其が 本 來の建 

前た る國民 皆兵 制 を 維持す る こと は 益々 困難と ならざる を 得ない。 而 して 諸國に 浮浪す る 農民のう ち 身 を權鬥 勢家 

に 寄せ、 其の 保護 を受 くる 「私 民」 が續 出す る 傾向 を 示す に 至って は、 官府 組織す る 所の 兵制 は 最早 其の 存 綾の 意 

義を失 はざる を 得ない、 私 は 此の 事實を 以て 日本 最初の 裹 兵制が 崩 壌に 瀕した と 云 ふので ある。 尤も 此の頃の 湖 縫 

策と して なる ものが 設置せられ たけれ ども、 問 もな く廢 滅に歸 して 世 は 漸く 騷然 たる 形勢 を呈 した。 加 ふるに 

大化 改新に よる 彼の 班田 制度 は 漸く 崩壞し 始め、 同時に 墾田 制の 擡頭に より 庄園 隨處に 生起す る を 見た ると 共に、 

庄園 領主 は 自己の 權カを 以て 朝廷への 納稅を 担 拝し、 國衙の 命に 從 はす、 庄園 を 警備す る爲め 却て 銘々 に 兵力 を 養 

ふ もの あるに 至った。 是れ卽 ち 「私兵」 の 起源で ある。 斯る 時に 當り 庄園の 一角で は 兵事 戰鬪を 主 職業と する 武士 

の 一群が 擡頭し、 彼等 も 亦 庄園 擁護 者と しての 新地 位に 就き 其の 集圑的 戰鬪カ を增强 せんとした。 蓋し 此の頃 庄蹈 

の 農民と 前來 の奴隸 とが 相 共に 庄園の 隸民 となり、 其の 傍らより 武士が 崛起 するとい ふ兩 個の 事實 は、 奈良朝 末期 

から 平安朝 初期に かけて 逸く 兵と 農と が 職業的 乃至 身分 的 分離 をな す 發端を 示した こと を 語る ものである。 固より 

身分 的 分離 後に 於ても 農民が 軍事 又は 雜 役に 徵發 せられた こと はあった が、 併し それ は社會 史上 聊か も 基本的な 問 


題に 觸る、 もので ない。 問題 は 農耕 を 主と する 農民と， 兵事 戰鬪 を專ら にす る 武士との 身分 的 分離の 行 はれ 始めた 

點に 在らねば ならぬ。 

此の 身分 的 分離 作用 は 平安朝 時代より 中 *1 全體を 通じて 相當 永き 期間に 見られた 現象で あるが、 中世に 至って 遂 

に 其の 最高潮に 達する を 見た。 豐 臣秀吉 による 刀 狩なる ものが 其の 最も 顯 著なる 樣 相であった。 併し 刀 狩り.^ 自 

體は兵 農 分離の 史的 發展 過程に 於け る 一 様相 を 示す ものに 過ぎす して、 近年 一 部學 者の 考 ふる 如く 兵 農 分離の 劃期 

的 段階 を 意味す る も の ではな い 。 換言すれば 刀 狩り によつ て 兵士と 農民と の 身分 的 分離が 固定した と 云 ふに 過ぎな 

い。 而 して 此の 前後より して 農村 住居の 兵士 は 田舍を 引き上げて 附近の 軍事的 都府へ 集中し つ k あった。 此の 都府 

集中 こ そ は 兵 農 分離 を 徹底的なら しむる 運動 で あった。 後ち 德川 幕府 は秀吉 の 遺業 を繼 いで 農民の 帶刀を 厳禁し、 

苗字 帶刀 御免 の 制度の 如き は 却って 破格の 恩典と しそ 看做さ る、 こと、 なった。 德川 時代の 學 者が-此の 時代の み を 

以て 劃期的 兵 農 分離の 時代で あるかの 如く 云って 居る の は、 兵 農 制度 發達史 の 全 的 過程 を通觀 せざる より 來る 誤謬 

である。 

左れ ど、 德川 時代に 至って 自己 否定の 矛盾 を包藏 する 末期的 封建 現象 を 露呈した。 然も 此の 時代の 初期に 在りて 

は 未だ 矛盾の 萌芽が 左程 顯 著でなかった が、 元祿、 享保 頃より 漸くに して 明かと なりつ、 あった 。支配階級 たる 武 

士は 土地 經濟と 貨幣 經濟 との 矛盾 衝突の 坩堝の 中に 喘ぎ、 之まで 甚だしく 賤視 して ゐた 町人の 前に 頭 を 垂れて 其の 

物質的 支援 を 乞 はねば なら なくなり、 殊に 鄕 村の 豪農 並に 市 府の富 商に 對し金 穀獻納 の 報償と して 苗字 帶刀 御免の 
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特典 を與 ふるもの 續 出し、 身 は在鄉 者で あっても、 待遇 は 武士で あると 云ふ奇 現象 を呈 する に 至った。 是れ殺 も 厳 

格に 障壁 を設 くべ き 封建的 身分 制度に 對 する 武士階級 自身の 冒瀆 であり、 自己 否定で あると 共に、 兵 農 分離 制度の 

維持が 不可能と なり、 其の 內部 的崩壞 の 避くべからざる に 至りた る 事實を 曝露す る ものであった。 

明治維新 後、 社會 組織の 大變 革と 共に 新なる 時代の 衣裳 を 装 ふた 兵 農 一致 制が 出現した。 明治 初頭に 於け る 徴兵 

制 卽ち是 である。 此の 新兵 制 を 以て 一 千年 前に 於け る奈良 朝の 農兵 制に 倣 ひ 再び 國民 皆兵 制 を 出現せ しめた 譯 であ 

るが、 此の 國民 皆兵制度 は 併し 封建制度 崩壞 後に 勃興した 日本 資本主義 社會の 一 斷面 として 生成され たもので ある 

との 見解が 成り立つ であらう。 

斯くて 吾人の 觀る處 を 以てすれば、 我國 史上 眞に 兵と 農と が 一 致して ゐた， の は 王朝 時代の 軍團 制と 初期 庄阅の 私 

兵制であって、 同じ 庄園 時代と 云っても 兵と 農と が 身分 的 分離 をな した 後に 於て は 謂 ふ 所の 農兵 は旣に 其の 赏^ か 

ら 遠ざかって ゐ たので ある。 隨 つて 本論の 主 目標と する 處も亦 上記 兩 時期の 農兵 制度が 如何にして 起り、 如何にし 

て 成熟し， 且つ 如何にして 崩壞 した かの 說 明に 集中 せらる、 であらう。 殊に 庄園に 於け る 兵 農 一致 (身分 的 一致 並 

に 地域的 一 致) と 其が 分離へ 9 進行 經 過に 對 する 論述に 大部分が 費 さる、 であらう。 

- 以上 は 本書に 盛らん とする 兵 農 史論 展開 の 梗概で ある、 之より 進んで 其の 詳述に 向って 筆 を 進む るで あらう。 . 
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此の 時代に 於け る 兵制 は 氏族 時代 特有の 社會 制度と 生產 組織と 武器 使用法と 戰鬪法 の 縫合 狀態 を說 明す る こと 

によって 其の  一 が 理解 せらる る。 併し、 本章の 目的と する 所 は專ら 氏族制度 中の 兵事 部面で あるから、 兵事 を 語 

るに 必要なる 限りの 記述に 止め、 其の 他の 氏族 制に 關 する 史實 は、 問題の 範疇 外と して 姑く 之 を 省略す るで あらう。 

氏族 肚會に 於て は 血 緣關係 者に よって 一 つの 氏族 集團が 構成せられ、 各 氏族 團體の 下に は 氏と 何等 血 緣的關 係 を 

持たない 部 民が 隸屬 して ゐた。 而 して 氏族 圑體の 統率者 は 氏の 上で あり、 氏の 上 は 其の 土地に 於て 氏人 及び 部 民 を 

統率しつつ 生活し、 其の 或 者 はく it 造、 縣主 等の 地方 官を 勤め、 叉 或 氏族 は 中央 朝廷に 仕へ て 種々 の 官職 

を分擔 する のであった。 

詳しく 云 ふなら ば、 j^, 配 的 地位 を 有する 上級^ wl.! 被 支配的 地位に 置かれた 部 民の 上に 立つ 關 係であって、 部 

民 自體も 部落 內に 於て 横の 關 係で 血 鎵 的に 結合 せられて ゐ たので ある。 隨 つて 人口の 繁殖に 伴 ひ、 新田 開 發の行 は 

る. -際、 上級 氏族の 某が 所有地 中の 某 地點を 選み て 開 塾 主と なり.、 部 民の 一部が 其 處に入 地して 被 支配的 關 係に 於 

て 開墾に 從 事し、 上級 氏族 支配 下の 部落 關係を 作った こと も あるで あらう。 斯くて 一氏 族の 支配 管內に 上級 氏族の 

末裔 を 戴く 數個 部落の 被 支配 關 係が 派生し、 以て 廣大 なる 地域に！^ る 氏族の 最高 長者が 幾つかの 部落の 支配者と し 

,  第 一 章 上れ 氏族 制， 卜の 兵制  J, 
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て、 叉 政治的 實權 者と して 立つ に 至った ものが 彼の 國造 であり 叉 伴 造であって、 銘々 多 數の部 民 を 産業 者 兼 戰鬪具 

として 抱へ、 いざ 事 ある 際に は 彼等 を K 催して 出陣した ので あるが、 更に 地位の 低い 氏の 上た る 縣主等 も 亦 夫々 級 

氏 上 族に 屬 しつ、 其の 部 民の 上に 立って ゐ たので ある。 

飜 つて 中央 を 見る に、 中央に 於て は  一 ニーの 雄 族が 部 民 を 率ゐて 朝廷 親衛の 事に 當 つて ゐた。 卽ち 神武 東征 営 時、 

お ほと も く め  あ .Qc& しひ C みこと  あ 2 つ くめ C みこと 

軍事の 部 鬥を專 ら擔當 したの は大 伴、 久 米の 二 氏で ある。 中に も大伴 氏の 祖天忍 日 命と、 久米 氏の 祖 天津 久米命 

いは^ぎ  かぶつち  はじ ゆみ  ま か ご や 

は 天孫 降臨の 時、 天の 石 靱を負 ひ、 頭椎の 太刀 を 佩き、 天の 攄弓を 持ち、 天の 眞鹿兒 矢 を 挾んで 降臨の 道筋 を 先導 

V  みち G をみ G みこと 

したと 云 はれ、 叉 後年 神武 天皇 大和 遠征の 際に は 右の 天 忍 日 命の 後裔た る 道 臣 命 (大伴 氏) と 天津 久米 命の 後裔 

お ほくめ？ t こと 

たる 大久米 命 (久米 氏) の 二人が 相 並んで 征 旅に 從ひ戰 功 を 建て、 ゐる。 此等 肇國當 時の 軍隊 統率者の 出身 關係を 

考へ 見る に、 大伴氏 は 早く 旣に 天孫 降臨の 際 天孫に 隨從 しながら 先導した と 云 はれる から、 純粹 なる 天孫 民族で あ 

るか も 知れぬ が、 ^.^STrmxrFS, 全， リ. f=^l 隼 人 族の 歸順 せる ものである らしく、 卽ち久 米 氏 は 天神が 未だ 九州に 

入らざる 前より 此の 地方に 住み、 天孫 民族の 降臨に 際し 其の 皇 威に 服し 投降して 其の 先導と なり、 後ち 平時の 禁衛 

に 服す る ことにな つたので あって、 同地 先住の 土酋 出身の 氏族で ある。 隨 つて 其の 身分 的 關係は 喜 田 博士が 考證し 

てゐる やうに 最初 は 天皇に 對 して 『^ふる 狗に 代りて 仕へ 奉る. 一 番兵の 類に 過ぎぬ ので あつたが、 後ち 東征に 從ひ 

功 を 建て 大和 地方に 北上して から は、 侍從 武官 長と して 御身 邊 近く 御 奉仕 申 上げ、 後に は 遂に 神武 天皇 皇后 冊立の 

御 媒介 を 申 上ぐ る 程の 地位にまで 昇進した し 此の 他 皇室 に 接近した る 護衛兵 に ば|.^_—葬1^3?^,にぁらすし 3: 囚 の 


で.^ つた ものが 少 くない、， % へば 佐 伯お の 率 ゐる佐 伯 部の 如き も 其の 著明な ものであって、 雄 略 天皇の 時、 大 

かたる 

. 伴 氏の 率 ゐる大 伴 部の みに て は 充分 宮廷 護衛の 大任 を果し 得なかった ので、 大伴談 をして 新に 佐 伯 氏 を 創立せ しめ、 

其の 下に 佐 伯 部を屬 せしめた が、 之より 大伴、 佐 伯の 二 氏が 宮廷の 護衛に 當る こと、 なった ことが 新撰 姓氏 錄に見 

える。 佐 伯 部の 長た る 佐 伯 氏 は大伴 氏の 一族で ある けれども、 炮， 伯 部 を 構成す々 部， US 元來 蝦夷であって、 朝廷が 

^^|し|た征夷軍 の 俘虜と あり、，， 叉 は 土着した ま、 歸 順して 皇 化に 浴した ものであった。 更に 叉 物 部 氏 は 大和 地方 に 於 

.  にぎ はや ひのみ こと 

て 神武 天皇 を 邀擊し 奉った 饒速日 命が 歸 順し 忠勤 を 柚んで 、ゐる 問に 朝廷より 禁衞 軍の 長と して 重用 せらる 、 に 至 

つた ものである。 後世 武士の 別名 を 「もの、 ふ」 と 云 ふの は 此の 物 部 氏から 起った とも 一 K はれて ゐる。 此等は 何れ 

も 日本 民族 成立 史上に 於け る 天神 系と 國神 系との 合體 したる 事實を 語る ものである。 別言すれば、 神武 天皇 は * だ 

九州に 在らせら る、 折、 其の 皇德を 以て 同地 方の 土 曾 を懷柔 して 部下と し、 後ち 之 を 相 営に 重用せられ たので ある 

から、 遠征 軍の 率 ふる 隊員 は 悉く 純粹 なる 天神 系の 兵士から 成って ゐる ものではなかった。 況んゃ 大和 平定 後に な 

された る 諸 民族 綏撫 事業の 進行 後に 於て を やで ある。 而 して 以上 三 氏— 大伴、 久米、 物 部— のうち、 久米氏 は 比較 

的 早く 衰 へて 大伴氏 $ 勢力に 覆 はれた もの、 やうで ある e、 現に 日本書紀に 神武 天皇の 大和 征定の 際に 道臣命 (大伴 

氏) が 來目部 (久米 氏の 部 民) を 率 ゐて戰 つたと 記して あ パ！？ の は 或は 事實 かも 知れぬ。 何と なれば、 日本書紀の 撰 

せられた 頃に は 實際上 旣に久 米 氏が 大伴 氏の 支配 下に 立って ゐ たから、 勢 ひ 此の やうに 記述せられ たの かも 知れぬ 

のであって、 久米氏 勢力 失墜の 一 端が 此の 記事の 上から も 推察 せらる \ からで ある。 而 して 當時 武力 は斯る 二三の 
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雄 族の みに よって 蓄 へられて ゐ たので はなく、 地方の 氏族 も 多 かれ 少 かれ、 皆銘々 氏の 上と して 部 民 を 抱へ、 且つ 

武器の 製作 をな さしめ てゐ たので ある。 蓋し 武器 は 兵制と 相竝 立し、 戰鬪を 交 ふる 上に 不可 缺の ものである。 氏族 

制度 時代に 於て 武器 製造の 實權が 氏族に よりて 握られ、 其の 部 民 をして 製造に 當 らしめ、 同時に 之を携 へて 戰 闘に 

從事 せしめた こと は、 社會 支配 の實 力が 氏族の 手中にあった こ. と を 端的 に 語る ものである。 卽ち 例へ ば 日本書紀 の 

い e しク 0 みこ W  たて ム>  ベ しとりべ かむ-ゆ "b ベ .f しゃ はぎべ  を ほ あたし ベ は つかしべ 

一書に は 旣に垂 仁 天皇の 時、 五十 埴敷 命が 河 上部に 於て 楣部、 倭 文部、 神 弓 削 部、 祌矢作 部、 大穴 碟部、 泊栂 部、 

た ュ< すりべ  か V,->^V.A ベ ひ をき ベ  た ち ヒ ぎ，. へ  とも C みやつ こ 

玉 作 部、 神 刑 部、 日 置 部、 太刀 佩 部 等 合せて 十 箇の品 部 を 朝廷から 賜った とのこと が 見え、 此の 五十 瓌敷 命に 8» 

す る 右の 部 民 中 に は 武器の 製作に 営る ものと、 武事 を 專鞏す る ものと が 夫々 あつたので あるから、 部 民 を 基礎と す 

る 或る 程度の 軍事的 設備 は 各地 方に 旣に 整って ゐ たこと が 判る。 

.*， た < しっかる C みこ  あな ほ 0 みこ 

其の後 時代 は 移り 允恭： 人皇の 崩御 後、 木梨輕 皇子が 穴穗 皇子 を 討たん とした 爲に戰 備を整 ふる 、必要に 迫り 輕皇 

ん る や  ^ 

子は輕 箭と稱 ふる 箭を、 穴穗 皇子 は穴穗 箭と稱 ふる 箭を 夫々 に 作った とのこと が 見える が、 此の 箭の 製造 は夬々 の 

み な しろ 

皇子 の 有する 御名 代 の 部 民に よってな された ので ある。 义 後年 大化 改新 か ら 程遠 か らぬ 前に 物 部 氏を仆 して 大に勢 

力 を 振った 蘇 我 氏の 如き は、 歃傍 山の 東方に 家居 を 築いて 家 城と なし、 其 處に坂 東 地方の 勇猛なる 兵士 を 肺 ひ 入れ 

て衞 兵と し、 家門の 近傍に 兵 庫 を 設けて 箭を貯 へ、 衛兵に 武器 を携 へしめ て 守備せ しめ、 其の 數 平生 五十人に 達し、 

ちからび と  1 

之 を 健 人と 稱 へたとの ことで あるが、 此の 健 人なる ものが 部 民の 其れであった こと は 1K ふまで もない。 

斯 の 如く 當¥ の 氏お は 夫々 武事， S^E: と する 部 民 を— f3 て，；^: ST* あるが、 此の 部 民 1^ や 生 は 生 活 .ffl として 種 


々 の 職業に 從 事し、 其の 他の 單 なる 部 民 もい ざ戰爭 となれば 武器 を 取って 氏の 上に 從ひ 出陣し なければ ならぬ ので 

 .  やましろ を ほ ゑの みこ  ふ ュぐゃ 0 

あった。 例へば 山背 大兄 王が 蘇 我人 鹿から 攻められ 給 ふた 時、 其の 臣 三輪 文 屋君は 皇子に 勸 めて 東 國に 下らし め、 

乳 部の 民に 據り 再擧 を圖ら るべ しと 進言した ことがあ るが、 之 も 亦 普通の 部 民 を 促して 武装せ しめた 一 例と 見る ベ 

く、 後せ の 兵 を 農村より 募る の 先 驅と考 へても よいで あらう。 

部 民自體 も血緣 的に 團 結して 上級 氏族に 屬 して ゐ たが、 部の 屬 する 氏に よって 異る產 業と 勞 働に 從 ひつ、 異る貢 

納品 を 上納して ゐた。 隨 つて 矢 作 部、 榑部、 太刀 佩 部 等と 1K ふやうな 各種の 專鬥的 兵器 製作 部 民が 生じた 譯 である _ 

W し 之を以 て當 時に 於け る 職業 上 の 純粹な る 分業と 見る の は安當 でない。 此等 各種 の 部 民 は 平素 主として 農耕 を 業 

としながら、 傍ら 他の 諸 業 を も兼帶 して ゐ たので ある。 彼の 專ら 兵事に 携 はった と 云 はる、 雄 族の 一 人た る 久米氏 

の 部 民 も 平生は 農業に 從 事して. < ^た。 此の こと は 神武 天皇の 御製に 

みつみつし、 くめの こらが、 あは ふに は、 かみら ひと もと、 そね が もと、 そね めつな ぎて、 うちて しゃまん- 

みつみつし、 くめの こらが、 かき もとに、 う ゑし はじかみ、 くち ひ く、 われ はわ すれす、 うちて しゃまん 

かみら はじかみ  S 

と あるに よって 判る のであって、 兵事 を 主と する 久米部 も 平常 は 粟 や 香 蒜 や、 薑を 作って ゐ たこと が 知れる。 此の 

外の 職業に 從 事して ゐた部 民 も 亦 略 ぼ 同様であって、 農業の 傍ら 種々 な 仕事に 從ひ、 有事の 際に は 武器 をと つて 戰 

鬪員 となった ので ある。 それ 故、 部 民 を多數 持てば 持つ 程大 たる 武力 を 有した 譯 であり、 是が叉 纏て 上代に 於け る 

雄 族の 肽扈 を大 ならしめ た 主要の 原因であった。 

m 一  章 上代 氏族 制 下の 兵制  1 I 


第一 篇兵農 史槪論  ニー 

當 時の 戰爭は 歩兵 戰を 主と し、 武器の 構造の 如き も簡單 で、 狩獵 用具と 一致す る ものが 多かった。 . ^器の 未だ 發 

明せられ ざる 當 時の 武器と して は攻擊 具と して 劍と 矛が あり、 飛道具と して 弓矢が あり、 防具と して は栂の 類が あ 

つた。 殊に 此等 武器の 中 弓矢が 狩獵 用具 を 兼ねて ゐ たこと は、 同時代の 經濟 段階が 未だ 完全に 分化して ゐ なかった 

一 面 を 語る ものであった。 卽ち當 時の 經濟 段階 は旣に 農業 時代に 入って はゐ たけれ ども、 尙 前代の 狩獵 時代 を 全く 

離脫 せす、 部 民 中の 或 者 は 農耕の 傍ら 狩 獵に從 ひ、 其の 獲物が 生活 手段の 一 部 を 成して ゐ たので ある。 然 らば 斯く 

狩獵具 兼戰鬪 具た る 性質 を 帶んだ 武器の 構造と 用法 は 如何で あつたかと 云 ふに、 垂仁 天皇 廿七 年に は 弓矢 及び 横 刀 

を神幣 として 諸國の 神社に 納めし めた ことがあり、 前に 引きた る 同 天皇の 皇子 五十 瓊敷 命が 毅 冶工の 河 上なる 者に 

いそ C かみ  ,1  1- ■ - 

太刀 一千 口 を 作らし め、 之 を 大和 國山邊 郡， 石 上 神社に 奉納せられ たと あるが、 之 は當時 未だ 武庫の 制度が 盤 はす、 

祭 に 义 政治 上の 實權者 であって、 神社 を 武庫と して 兼用した る實 例と して 見るべき である - 

而 して、 神社 所納の 兵器 は當 時の 武器 中 主要の 位置 を 占めて ゐ たが、 此の 石 上 神社の 太刀 は 其の後 朝廷の 軍事 を擄 

當 する 物 部 氏の 專ら 管理す る處 となった。 當 時の 太刀 は旣に 銅製より 鐵 製に 移り、 刀身が 未だ 後世の 如き 反りの な 

い 直刀で あつたの は、 歩兵 戰が 主で 突刺戰 法が 專ら行 はれて ゐ たからで ある。 卽ち 反り 刀よりも 直刀の 方が 便利で 

く ふつち  かふつ ち 

あつたから である。 我國 固有の 刀と して は 記紀に 頭 植劍叉 は 頭椎之 太刀と 呼ばれる ものが あり、 古事記 神武 天皇の 

歌に、 『くぶつつ い、 いしつ 、い 持ち、 擊ち てし やまむ』 と 見えて ゐる のが 其れであって、 何れも 反りの ない 直刀で 

あま C ひま こ い. つし かたな  い さ 、つた ち 

ある。 此の 他 大陸より 渡來 したる 直刀と して は 天日 槍、 出 石 小刀 や 膽狹淺 太刀が あり、 祌功 皇后の 御代に 百濟 より 


1  ん -A ごやった ち  こまつる ぎ 

獻 じた 七 技 刀、 或は 高麗より 傳 はった と 一 K はれる 拍劍 などが あった。 此の頃 大陸 文化が 我 武器の 製造 技術に 影響し 

た こと は、 此の 時代に 於け る 他の 文化史 部面と 共 に 注意 さるべき で あ る。 卽ち 武器が 氏族 支配 下の 部 民に よ り 作ら 

れた としても、 其の 製造 技術 は 概ね 大陸から 學ん だもので ある。 

刀劍 と共に 槍 も 亦 武器と して 用 ひられ、 古事記に 倭 健 命が 東征の 途に 上る に當 り、 「比：^ 羅 木.? jr?flfp」 を授 

け 給 ふたことが 記され、 叉 日本書紀 祟 神 天皇の 條 にも 黑矛、 赤 矛の 名が 見えて 居る ことによ つても 其の 一斑 を 知る 

ベ きで ある。  . 

弓が 有史 以前に 於て 旣に 盛んに 使用せられ たこと は 土中 發 掘の 銅鐸 面の 繪畫に 弓 を 以て 野 獸を獵 する 場面の 描か 

れてゐ る ことによ りても 推察 せらる 、ので あるが、 後ち 有史 期に 入り 弓矢が 使用 せられた 事 實は紀 記に 極めて 多く 

C  J  -  r-  -  >  ：  r  9^ あめの はじ ゅケ あ-つ M め み つぎ： S み 

散見す る。 弓の 形 は 長 弓 且つ 直 弓で あり、 天 裾 弓、 梓弓、 槻弓 等の 名が 出て ゐる 程で あるから、 其の 用材の 略 ぼ 何 

であった かも 察する ことが 出來 よう。 三國 志の 東夷 傳は 倭人の 弓を說 明して、 『木 弓 下に 短く、 上に 長し』 と 云 ひ、 

矢に 就て は 『竹箭 或は 鐵鏃 或は 骨鏃』 と 記して あるが、 其の 頃の 弓の 矢 は 事實上 竹の 先 を 尖らせた もの や、 骨 製の 

鏃ゃ、 鐵 製の 鏃が 最も 多く 用 ひられ、 又 銅製の 鏃も 多少 づ \ 用 ひられた もの、 如く、 古事記に は輕 太子の 作り 給 ふ 

5 

た 輕箭は 其の 箭の 先が 銅製で あつたと 云 ふ。 矢の 蔑に は 多く 木質 又は 竹が 用 ひられ、 羽 は 多く 二 立 羽で あつたと 推 

2  なりから 二ら や  to- つめ りか ぶら 

定 せられる。 尙ほ鳴 鎬矢も 早くより 用 ひられ、 日本書紀に は 天孫 降臨の 際、 天 忍 日 命が 天 羽の 矢に 「八 目 鳴鎬」 を 

副 ひ 持った とのこと が 載せられ、 考古學 者の 調査せ る 土中 遣 物の 上から も 其の 存在が 立證 せられて ゐる。 右の 外欽 

第 一 意 上代 氏族 制 下の 兵制  1 三 


第一. 兵 €X 史 論，  一 e: 

まくき いさき  ひや  2 

明 天皇 十五 年 新羅 征伐に 際し、 筑 紫の 物 部 莫奇委 沙奇が 火箭 を 射、 敵 城を燒 亡せ しめた ことが 見える、 我國に ^> 、て 

火箭の 用 ひられた の は 之 を 以て 初見と す る 。 

當 時の 武器が 斯る ものであった から、 攻 擊に備 ふる 防禦 設備の 如き も 極めて 原始的で、 後世の 如き 城此" ゐの 構築 は 

未だ 見られす、 現に 東夷 傅に は 『國 無-一 城郭 1 聯レ 木爲， 一 柵 落 J と ある 位であった。 書紀 神武 天皇 大和 平定の 條には 

『城 を 作る 所 を 城 田と 曰 ふ』 と 述べて ゐ るが、 此の 場合、 柵と 城との 訓が 同じで あると ころから、 防 ま 用の 木 柵 

のこと を 城の 字で 表 はした もので あらう と考 へられる。 垂仁 天皇が 地方 蟠 居の 氏族 狹穗彥 を 討た しめ 給 ふた 時、. 彥 

ひたぎ 

は 之 を 防ぐ 爲に 『稻を 積んで 城 を 作り』 之を稱 城と 稱し、 頗る 堅固な りし 爲め、 官軍 は 容易に 之 を 破る ことが 出來 

なかった と ある 如き、 當 時の 築城 術の 一 端 を 窺 ふべき である。 惟 ふに 當時 咄嗟の 間に合せる 爲に稻 を點々 家宅の 周 

圍に 積み重ねて 砦と なし、 敵の 矢 石 を 防ぐ 要害と した ものが 稻 城であって、 稻 城なる 語 は 元々 稻 垣の 約言であって 

- なぎ  ね C を み 

糖 圍の義 であると 云 ふ。 而 して 此の 稻城は 其の後 も 防禦 手段と して 屢々 戰鬪に 利用せられ、 雄 略 天皇 十四 年 根 使 主 

^  もりや ぶな ほ べつみ 二 

は 和 泉國日 根に 稻城を 棒へ 官軍に 杭し、 叉 用 明 天皇の 崩 後、 物 部 守屋は 穴穗部 皇子 を 立て 奉らん とし、 蘇 我 馬子の 

反感 を 買 ふて 彼の 爲に 攻撃せられ たこと があった が、 守屋は 漉 河 家に 稻城を 設け 其の 中に 立て籠った ことがある" 

此の 他當 時の 防禦 陣地と して は稻の 代りに 茨， を 以て 防 障と する 事 もあった らしく、 例へば 常 陸 風土記に は 茨城なる 

地名 を說 明し、 會て 官軍が 此の 地方に 住んで ゐた 國巢を 征伐した る 際、 官軍の 將黑坂 命が 『茨 を 以て 城 を 造った J 

のに 由來 すると 述べて ゐる。 斯の 如く， 當 時の 野戰 防備 工作 は 頗る 簡單 であった と共に、 人家が 城郭の 役割 をな し 


て 所謂 家 城 を 形作って ゐ たこと に 注意す ベ き で ある。 前に 記 した 物 部守屋 の 雜河家 に 於け る 家 城の 如き、 又 蘇 我 人 

鹿が 畝 傍 山の 東方に 設けた 家 城の 如き 其の 顯 著なる 例で あらう。 以上の 如き 武器 を 用 ひ、 以上の 如き 城砦 を 利用し 

て戰 鬪に從 事した 其の. 兵員の 主力が 部 民より 成り、 殊に 中央の 氏族に あって は 兵事 を 主と する 部 民 を 抱 へ、 之 をし 

て 平常 農事に も いそしま しめて ゐた ことに 注意す ベ きで ある。 

以上の 如き 兵制 を 以て 屢々 朝廷と 謀叛 氏族、 拉に 地方 氏族と 氏族との 間に 戰鬪が 交 へられた 事例 を 二三 語って 見 

るなら ば、 神武 東征 後數 百年 問 は邊彊 未だ 皇 化に 浴せ す、 土齒 たる 地方 氏族 中 頑強に 抵抗す る ものが 少 くなかった 

から、 屢々 朝廷より 征討 軍が 派遣せられ たので ある。 倭 健 命の 遠征 は事餘 りに 有名であって 記述す るに 及ばす とし 

うしろ すくね 

て も、 其の 他 類似の 小事 變が屢 々繰り返された。 例へば 雄 略 天皇 十八 年、 朝廷 は 禁衛の 事に 當る物 部 蒐代宿 彌と物 

むら ぢ  あさひ C いらつ こ 

部 目 連の 二人 を 遣して 伊勢 國の叛 族 朝日 郞 を 伐た しめたが、 朝日 郞は 官軍 到る と 聞き 之 を 伊賀の 靑 墓に 迎へ擊 つ 

た。 朝日 郞は 自ら 能く 射る こと を 誇り 官軍に 向って 傲 語し、 朝日 郞が 軍に 何人が 中るべき ぞ、 吾が 發っ箭 は 二重の 

甲 を 穿つ に 足る と 云 ふ 程の 技倆であった ので、 官軍 皆 懼れ、 菟代宿 彌も爲 に進擊 する， ことが 出来す、 相 持す る こと 

きく  も ベお ほ をのて 

二日 一夜、 其の 間に 物 部 目 連 は 自ら 大刀 を 執り、 同時に 筑 紫の 聞 物 部 大斧手 をして 裙を 執らし め、 相 俱に軍 を叱咜 

して 進んだ。 朝日 郞 乃ち 之を遙 かに 見て 弓 を 張り、 相手の 楣と 二重の 甲 を 射 穿し、 身の 肉に 入る こと 一寸に 及ぶ、 

大斧手 之に 屈せす、 其の 榍を 以て 物 部 目 連 を^した ので 目 連卽ち 朝日 郞を 捕へ て 之 を 斬り 兵亂 を鎖定 したと 1K ふ 如 

^  くに 0 みやつ こ あた ひ をみ 

き、 更に 又 地方 氏族と 氏族との 間に 起った 鬪爭の 事例と して は 安閑 天皇の 朝に 於て 武藏國 造 笠 原 直 使 主 は、 同族の 
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fS ー篇兵 e~ 史槪論  一力 

. ^杵と 國 造の 官職 を爭 つたが， 小杵 頑固と して 降らす、 密に 援軍 を 上毛ノ 1^; 小 熊に 求めて 使 主 を 殺さん と 謀る、 使 

主 之 を覺り 京に 登りて 其， の 眞狀を 奏す、 朝廷 之 を聽き 栽斷を 下して 使 主 を武藏 國の國 造と なし、 相手の 小 件 を誅戮 

し て 爭亂を 治めた と 云 ふ 如きが 其れ で あ る。 斯く 朝廷が 地方 氏族 の 叛亂^^Ii^^l^^In教姨が之をi-Kみlに も、 

亦 地方 氏族と 氏族と が相爭 はんとす るに も、 總て 氏：^ の！ UK, が 其； g 配下 ひ、 i 民 を 率， ゐて 出^ レ w§u^ -ふ ゲ 

淮 ふに 氏族制度の 一大 特徴 は 同族 內に 於け る 協同 觀 念の if. 固なる ことで ある。 此の間、 上級 氏族 對 下級 部 民た る 

被 支配 關係は 勿論 あるが、 併し 其れ は 上級 氏族に より 覆 はれ， たる 卽ち 支配 氏族と 被 支配 氏族との 關 係に より^がれ 

たる 協同 體 であって、 此の 協同 體を 維持し 發展 せし むる 爲の 努力が 上級 氏族と 下級 氏族に より 爲 さる 、問 は 氏族 制 

度が 發展の 一 路を迪 るので ある。 然も 年月と 共に 人口 增 加して 一 氏族- 2:、 殊に 下級 氏族 の 比較的 近親者の みが 大 

家族 を 結成す るに 至れば、 殊に 開墾に より 分 村 を 立て、 其 處の草 分 人 を 中心とした 大家族 制度が 起る ことに なれば、 

本來の 氏族制度 は 自ら 崩 壌の 一歩 を 踏み出す ことになる。 而 して 此の 大家族 制度が 社 會制麼 として 支配的 體制を 持 

つ ことに なれば、 本來の 族長の 權利は 一 變 して 單 なる 政治的 支配者と しての み淺 るに 至る。 犬 化 改新 前に 於け る 各 

地方の 上級 氏族の 長た る國造 や、 伴 造 や は 當に斯 る 性質にまで 變 つて ゐ たので あらう と 思 ふ。 故に 大化 改新 前の 社 

會體制 を純粹 なる 氏族制度 時代と 呼ぶ は 常らない。 其れ は旣に 多分に 稀薄 化された 氏族制度 I 大家族 制に より- s: 

容附 けられた 淺骸 としての 氏族制度 —— でし かたかった と iK つ. てよ いで あらう。 故に 大化 改新 前の 兵制の 如き も 政 

冶 的 權カを 有する 氏の 上が 其 の 支配 管 內 の 大家族 を 構成す る多數 の 世 帶主を 半 强制的 に微 集して 軍隊 を _J 成す る こ 


1 碲 %^ 


(3) 


とに なって ゐ たものと 考 へられる。 

r 之 を 要するに 上代の 兵制 は 最初 其の 社會的 特徴た る 氏族 を主體 とし、 氏族 は政權 と共に 兵事の 實權を 握り、 殊に 

中央 帝都の 雄 族 中には 特に 軍事 を專鬥 とし 專ら 兵士と して の 部 民 を 擁して ゐる ものが あつたが、 地方 的 氏族 は 一 朝 

有事の 日に 備 へん 爲に 普通の 部 民 を隨時 調練す るに 止った。 此の 種の 部 民 は 其れ故に 平生 銘々 の 生業に 從 ひつ 、 い 

ざ 事 ある 際に 出陣す る 建前であった。 再 一一 目 すれ ば 部 民 は 其の 屬 する 氏族の 如何に 拘ら す 概ね 平素 農業 を專 にし 义は 

農業の 傍ら 他の 職業に も從 事し つ 、、 有事の 日に 干戈 を 執て 軍事に 從 ふたので ある。 し 此の 時代の 兵制 を 以て li! ハ 

農 一 致と iK ひ 得べき や 否や は 疑問で ある。 何と たれば 彼等が 從 事して ゐた 生業 は 未だ 完全に 分業 化して 居ないで、 

多分に 農業 者た る 性質 を備 へつ、 其の 傍ら 狩獵 にも 從 事し、 叉 若干の 手 H 業に も從 事す る ものであった からで ある- 

序で ながら、 氏族制度が 旣に 多分に 大家族 制度 化し ゐ た大化 改新 の 直前に 軍事 を專 掌す る 物 部 氏と 蘇 我 氏と が 相 

爭 ふて 物 部 氏 倒れ、 次で 蘇 我 氏义誅 戮に會 ふて； I 亡した ので、 中央の 政情 は 彼の 史上 {4i 前の 大 改革た る大化 改新 を 

/、に C みやつ 二 とも C みやつ こ あがた ムし 

實 施す るのに 都合よ き狀 勢を呈 したが、 愈 ~大 化 改新が 實 現せら る、 や、 各地の 國 造、 伴 造、 縣主等 を 始め 其 

の 他 大小の 氏族 は大化 改新の 成立と 共に 國 郡制 ドの郡 司 叉は鄕 長に 任ぜら る 、 ことにな つたの である。 而 して 當時 

舊 氏族に 統率 せられた 部 民のう ち、 多分に 兵士 的 色彩 を帶 びた る もの も、 又 生産者 的 色彩の 濃厚なる もの も、 ー齊 

に 班田 を 給せられ て 公民に 編入せられ、 此の 公民 中よ り 更 め て 中央 帝都 の 衞兵、 地方 國 郡の 軍 團兵並 に邊 要地の 守 

備兵 を微 募す る こと、 なった ので ある。 再 言 すれば、 大化 改新の 行 はる、 に 際し、 從來の 社會祖 織と 兵制 を ー擧に 
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第一 ほ 兵 藝 史 現 i5  -  A 

解體 し， 其の 跡に 王朝 政".^ による 中央 集權 下の 國民 皆兵 制が 樹 てられ、 其の 兵員 を 舊來の 部 民より 株 用した と 云 ふ 

所に 重耍 なる 政治的、 軍事的 並に 社會的 意義が 存す るので ある。 
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第二 章 奈良朝 時代に 於け る 農兵 

第一 節 初期 農兵 制の 成立と 其の 特徵 

大 化の 改新が 社 食上經 濟上拉 びに 政治 上に 於け る 一 大 革新であった こと は 云 ふまで もない が、 就中 兵制に ありて 

は 根本的な 變革 を招來 した。 旣に 前章に 於て 述べた やうに、 神武 創業より 大化 改新 以前の 頃まで は， 兵事 は 氏族の 

統御す る 部 民の 仕事に 屬し、 大伴 氏、 久米 氏、 物 部 氏の 如き 相次で 其の 雄なる もので あつたが、 大 化の 改新 は先づ 

此等 兵力 を 有する 氏族の せ 襲的特 權を廢 止す る ことから 始まった。 然も 改新の 成果に 於て は豫 期に 反する ものが な 

いではなかった けれども、 少く とも 立法 上の 態度 に 於て は 新ら しき 改革の 意 氣が示 さ れてゐ た。 當時 氏族 等 の 私有 

する 田 莊を收 公して 公 地 公民と なし- 同時に 彼等の 擁する 私兵 を 朝廷. に接收 し、 支那より 移植せ る 新制 度に よって 

此の 國家 編制の 新 軍隊 を 規律 せんとす るので あった。 蓋し 前章 旣に說 明した る 氏族 制 時代の 部 民 中には 農業 以外の 

雜 業に 從ふ もの も 若干 あつたが、 其の 大部分 は 農業 者であって、 彼等 は大 化の 改新と 共に 班田 を授與 せられて 公民 

,  となった。 此の 公民 中より 軍團 制に よる 兵員 を徴 し、 平時 は 農業に 從 はしめ つ、 調練し、 一旦 事 あれば 戰陣に 出動 

せしめん とする ものであった から、 氏族 制 下の 部 民兵 制よりも 更に 一歩 進みた る 農兵 一致 •—— 國民 皆兵 制 -I! が 組 

織せられ 、三 浦 周 行 博士の 所謂 日本 兵制 史上の 第一 期が 出現した 譯 である。 私 は 之 を 特に 初. SS と稱 へて、 庄 
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第一 篇 兵農史 概論  一三 

園 制度 發 生後 に 於け る i& の 私兵 を 次期 農兵 と 呼ばん とする の ヒ對照 せんとす るの で あ る 。 

新 置の 軍團 兵に 對 する 武器 供給 方法 は 如何であった か， こ 一 K ふに、 日本書紀 大化 元年の 條に 於て は 『{41 地に 兵 庫 を 

造って 國 軍の 刀、 甲 弓、 矢 を收藏 し、 殊に 邊 境の 蜈 夷と 境 を 接する 所に 於て は  一 n: 悉く 兵器の 數を 調査して 鬼 集し" 

之 を 本 主に あ づけ 給 ふべ し』 と ある。 惟 ふに 國軍 編成に 最も 必要なる もの、 一 つ は 武器で ある、 如何に 兵備が 整 ふ 

て も 武器が 伴 はなければ 國軍は 其の 用に 立たない ので ある。 當 時の 武器と して は旣に 前代から 持ち 傅へ た 氏族 所持 

W 武器 を收 公.， し. で， lil;M., 叫^^-^..^ やれ 大部分 であった で あらう。 r 武器 を收公 した ことと 土地 を收 公して 班田 制度 を 

實 施した ことと は 王朝 政府が 財政 上の 實權と 兵 權とを 一 手に 收め たものと して 大に 注目す ベ きで ある。 卽ち眾 M 制 

度の 實施 と共に 武器 を收 公して 國有地 小作 制度に 臨まん とした 處に、 兵權を 背景と する 王朝 政府 經濟 政策の 意義が 

端的に 現 はれて ゐ るので ある- f 降って 同年 九月 に は 朝廷の 使者 を諸國 に 遣し て 兵を閱 した こ と が 見え、 次 で齊 明. 大 

「； V;f ふな.../、 さ  あきた ぬ しろ  ， 

皇四年 夏 四月に は 『阿倍の 臣が 船師百 八十 艘を率 ゐて蜈 夷 を 伐った が、 解田濘 代 二 郡の 蝦夷 等お ち 恐れて 歸順を 乞 

ふた、 玆に 於て 軍 をと、 のへ、 船 を 解 田 につら ねて』 と あるより 見れば、 此の頃 旣に 海軍 制度 も 併設せられ たも 

の 、如く、 其の 規模の 大小 は 固より 間 ふべき でな く、 海軍 を 率 ゐて蜈 夷 を 討伐した と 云 ふ 其の 事に 注意し なければ 

ならぬ ので ある。 

然れ ども 大化 後に 於け る 兵制が 略  >. 完備の 緒に 就た の は、 天武 天皇 朝に 入. つてから であって、 此の 時代 以前 は 謂 

は  < 準備 時代 に屬 した。 然も 同 天皇 朝 に 於て 如何な る 程度に 其れが 膂遍 化されて ゐ たかは 疑問で あるが、 同 天皇 は 


夙に 騎兵と 歩卒レ -を拉 置して 乘 al^ の 習練 を勵 まさせられた。 日本書紀 同 天皇 十三 年間 四月の 條に 此の 事 を 述べ て 曰 

く、 『凡そ 政の 要は 軍事に あり、 鼓 を 以て 文 武官 諸人に は 努めて 兵器の 使用 及び 乘馬を 習 はしむ る、 馬 を 持つ 者 を 

騎士と なし、 馬 を 持たない もの を歩卒 とし、 共に 訓練し、 動員に 支障た からしめ る 云々』 と。 因みに 騎兵 は 一， ム マ 

ノ リヒト」 と讀 み、 歩卒は 一 カチ ヒト」 と訓 する。 更に 曰く 『若し 此の 詔 3 ほに 違 ふ もの あらば 處 罰し、 熱心に 練磨 

す る 者 は 罪 を 犯 し 縦 令 死刑 る に 當る 者で も 特に 二等 を 減す る』 と 云 ふので あるから、 王朝 政府が 當時 如何 に 兵備 の 

急 要 を 感じ てゐ たか i ^察せられ， る。 騎兵 の 設置 は 此の 時が 初見で あるが、 馬上 兵 の 敏速なる 行動 は 戰鬪上 に 於ても 

重要なる 任務 を果 した もの \ 如く、 光仁 犬 皇寶龜 七 年 五月に は、 出 羽 國志波 村の 賊徒が 叛逆して 國衙 を， 襲 ひ、 官軍 

不利であった 際、 態々 遠く 下野、 常 陸地 方より 騎兵 を徵" 集して 討伐せ しめて 居り、 叉 或る 場合に は 外國の 使臣 を歡 

迎 する 爲に 騎兵 を 差遣す る こと もあった。 文武 天皇 景雲 二 年 十 一 月 十三 日に 『諸國 の 騎兵 を徵發 して 新羅 使を迎 へ、 

ぎ つ-一 まろ 

正 五位 上 紀古磨 を 以て 騎兵 大將 軍と す』 と あるが 如き も 其の 一例で ある。 蓋し 專鬥的 技能 を 要する 騎兵の 發達は 兵 

の戰鬪 カを强 化し、 後年に 於け る 兵長の 身分 的 分離 を 促進す る 一 助と なった ものであるから、 特に 此の 事 を 一 言す 

る 次第で ある。 . 

斯くて 漸次 整備され つ \ あった 王朝 時代の 兵 農 一致 制 は 持 統犬皇 朝に 至って 始めて 全國 的に 完備す る を 見た。 同 

天皇 三年 闺 八月の 詔に 曰く、 『諸 國の國 司に 詔して、 今 各 戶籍を 造り、 九月に 限って 浮浪 を 糾し捉 へしめ、 兵士 は 一 

國 毎に 四 分し、 其の 一 を點檢 して 武事 を 習 はし £>』 と iK ふので あって、 王朝 時代の 兵制 は 略-' 此の頃 を 以て 完成し 
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たものと 云 ひ 得る であらう。 勿論 之より 以前、 旣 に天武 天皇 朝に 於ても 大に 兵制の 再編 組に 努力せられ、 其の 十四 

二つ  >  ろ .tl つ  ，こ. てつ  たけ だ 0  ^  ^  0  00  I 

年に は宮處 王、 廣瀬 王、 難， 波 王、 竹 田 王、 彌努王 を 京 及び 畿內に 遣して、 各， - 其の 兵 を 校せ しめた 程であって 畿 

內 附近 は餘程 早くから 兵備に 留意され てゐ たやう である けれども、 其の 全國 的軍圑 制の 整備 は 持 統犬皇 朝に^つ て 

初めて 見られた と 云って よいので ある。 而 して 奈良朝 政府 は 兵役 を 以て^ 役の 一種と 見做し、 之 を 正 丁卽ち 二十 一 

歳より 六十 歳に 至る 男子の 負擔 すべき 義務と い、 稀に 例外的に 中 卽ち 十七 歳より 廿歲に 至る s?^ 子の み を 兵士に 徴 

發 する こと もないで はなかった。 例へば 美 濃 國の戶 籍殘簡 によれば、 百 六十 戶 (人口  一  二 千 八十 丸 人) 中で 共士  二 

十四 人と あり、 其の 內譯は 次の 如くであった、 

正 丁 五 百 六十 一 人に 兵士 百 二十 七 人 

中 男 百 三十 四 人に 兵士 七 人 

何故に 中 男のう ちから 兵士が 徵發 され たかは 明かで ない が、 恐らく 當 該の戶 口の 正 丁に 事故 あり、 其の 代りに 屮 5- 

を 出した もので は あるまい か" 今 試みに 兵士 全員が 正 丁より 召さるべき 害の ものと して 徴發 人員 を 計算して 見れば- 

正 丁 百 人に 對 して 兵士 二十 一一 一人 八 分 九星の 割合と なり、 持統 三年の 兵制の 四 分の 一 よりも 稍 ~少 いこと になる。 其 

の 後 養老 軍 防 令に 於て は、 國內正 丁の 三分の 一 を徵 集す る ことに 變更 せられた ので ある。 

斯の 如くして 成立し ぶ 兵制 は 中央 帝都の 守備 丘へ と， -li 地方 軍圑 と、 邊 要地の 守備 軍と に 分 たれた。 帝都の 守備と し 

て は先づ 京に 衛鬥」 肘、 左右 衞士」 お及び 左 右兵衞 府 11 之 を 五衛" 时と いふ i と、 左右 馬 寮、 左お 兵 庫 寮と があって』 


禁裏 及び 京師の 守護に 営って ゐた。 衛門府 及び 左右 衞士府 に は衛士 が所屬 して 警備の 職 を 勤めた が、 衞士は 現今の 

衛兵に 當り 諸國 より 京都に 差遣 せられた 兵士であって、 兵士 服役 期間 中の 特別 義務と して 課せられた ものである。 

軍 防 令に は 『凡 兵士、 向 レ京者 名 ニ衞士 一』 と ある。 其の 在勤 年限 は 養老 令に よれば 一年と なって ゐる。 京の 守護に 

は 衛士の 外、 郡 司の 子弟 を 以て 構成せられ たる 兵衛が あり、 左 右兵衞 府に 所屬 して ゐた。 然るに 此等 衞士の 京都 上 

番は 兵士と しての 負擔を 一 暦 重く し、 且つ 律令 政治 其の ものが 顏廢 した 結果と して、 衞士の 徵發を 困難たら しむる 

に 至った ので ある。 

次に 邊 要地なる 九州 びに 奥 羽に 於て は 特に 防備 を嚴 にし、 それん \ 特別の 守備兵 を 常置した が、 九州 派遣. の 兵 

さきもり  K 

士 は諸國 より 徵發 せられ、 之 を 特に 防人と IK ひ、 三年 毎の 上番に なって ゐ たが、 奥 羽に 設けられ たもの は 鎮守 "おと 

稱 せられ、 蝦夷に 對 する 警備が 主要 目的であって、 戰時的 編隊の 上に 武將を 常置し、 一時 は 其の 兵員 數干 人の 多き 

を 見る こと もあった。 ^し 此等邊 要地の 警備 も 奈良朝 時代 末期より 類 廢の緖 に 就き、 延喜 以後 は 著しく 衰微 を 示す 

に 至った。 

に は諸國 配置の 軍圑 であるが、 各國 平均 三 四 郡 毎に 一軍 圑を 配置し， 兵士 一千 人に 滿 つれば 大毅 一人、 小毅ニ 

人、 主 帳 二人 宛 將校を 置き、 六 百 人 以上の 場合 は 大毅、 小毅、 主 帳 各 一人、 五 百 人 以下の 場合 は單に 小毅、 主 帳 各 

一人の 將校を 置きて 訓練せ しめた。 大毅、 小 毅は部 內の散 位勳位 及び 庶 人の 武藝 優れた もの、 中より 株 用す ると 共 

に、 庶民よりも rr 馬に 堪 ゆる 者 を 校 尉と して 採用した。 兵士 は豫め 定められた 上番の 日の み 幾日 かづ、 守備に 任じ 
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餘曰は自家に在って農業に ぃそしんだのでぁっ^^。 是れ 最も 注意す ベ きこと であって、 王朝 時代に 於け る兵褒 一 致 制 

の 最も 著しき 特徵を 現 はす ものであった"  . 

兵士の 軍圑 上番 日數に 就て は 軍 防 令に 何等の 規定 を 見す、 時と 場所と により 一 定 して ゐ なかった やうで ある。 麼 

雲 元年 六月の 勅に は、 諸國の 兵士 は 每國十 個の 番組に 分ち、 各番 毎に 十日 間 宛武藝 を敎智 すべし と あり、 從 つて 丘ハ 

士は 百日のう ち 十日 間、 一年 三百 六十 五日のう ち 三十 六日 間 上番すべく 規定され てゐ る。 又 承 和 十 年 四月の 陸奧國 

言上に よれば、 同國の 上番 日 數ーケ 年 六十 日 は 多き に 過ぎる 故、 四十 五日に 短 ii せられた しと 請 ひ、 其れが 許され 

てゐ ると ころから 見れば、 上番 日數 は大體 三十 六日 乃至 六十 日であった であらう。 

兵士に 微發 された 正 丁 は 其の 代償と して 國內 上番の 場合 は^ 役が 免除せられ、 鄕里を 離れて 銜士 或は 防人と して 

3 

宿衞に 任じた 場合 は^ 役 及 調が 免除 せられた。 し 所定の 武器と 平時の 食料と 行軍の 路粮等 は總て 兵士の 自辨 であ 

9 

り、 從 つて 農民に して 兵士に 徵 せられた 者に とって は 兵役 は輕 からざる 負擔 であって、 農民 窮乏の 一 原因と なり、 

其の 揚句 遂に 浮浪 人 化して 軍圑 制の 弛緩 を來 すに 至り、 又徵發 せられた 兵士 は國 防の 任に 就く よりも. ¥ ろ 國司ゃ 軍 

毅 等の 私用に 驅 使せられ、 漸次 王朝 政府の 軍役に 遠ざかる に 至った が、 其の 詳細なる 叙述 は 次 節に 讓る。 

之 を 要するに 奈良朝 時代の 兵制 は 制度 上で は 兵 農 一 致で あっても、 其れ を 編 組す る 農兵 は從來 の通リ 農村 部落よ 

り 徴集せられ たので あるから、 兵の 實質は 前代の 部 民兵と 差して 著しき 變り はなく、 唯 兵 g 其 もの を 支那 制に 則つ 

て 中央 帝都の 衛兵、 諸 國軍圑 共 並に 東北 丸 州 地方の 邊防兵 等に 區 分し 其れが 著しく 精 緩と なった 點に 時代 的 特微が 


あるので あった。 

鼓に 附け加 へて 置くべき こと は軍團 設置と 共に 戰術 及び 兵法 は 如何に 發 達した か の 間 題で あるが。 兵法 は儒學 の 

我國に 輸入せられ たと 殆んど 時 を 同じう して 孫子の 兵學、 太公望の 六韬 等が 輸入せられ たもの 、やうで あるが、 其 

れが 何程までに 講究せられ 且つ 實 地に 應 用せられ たかは 固より 明かで ない。 谆仁 天皇、 天平 寶字四 年 十一月に 『授 

刀の 舍人春 日 部 三關、 中衛の 舍人土 師宿彌 關成等 六 人 を 太宰府に 遣し、 大 贰吉備 朝臣 眞 備に 就きて 諸 葛亮の 八陣、 

孫子の 九地 及び 結營 向背 を 習 はしむ』 と あるから、 其の 頃旣に 支那の 兵法 書が 講ぜられ、 其れが 兵の 調練に も 幾分 

實 用せられ たで あらう こと は 推測す るに 難くない。 

註 出！！： 本書 紀卷 第二 十五、 孝德 天皇 大化 元年 八月 

g 日本書紀 卷 第二-丁 五、 孝德 天皇 大化 元年 九月 

§H 本書 紀卷 第二 十六、 齊明 天皇 四 年 四月 

ゆ H 本書 紀卷 第二 十九、 天武 天皇 十三 年閏 四月 

g 續 日本 紀卷 第三 十四、 光仁 天皇 寶龜七 年 五月 

g 扶桑 略紀 第五、 文武 天皇 慶雲ニ 年 十一 月已丑 H  (簡 國史 大系、 笫 十二 卷、 七 四 頁〕 

本書 紀卷 第三 十、 持統 天皇 三年 閏 八月 

§日 本書 紀卷 第二 十九、 天武： 人皇 t 四 年 九月  . 

§ 令 義解卷 五、 軍 防 令 (舊 辑國史 大系、 第 十二 卷、 一 七〇^、 一  八 〇 頁) 
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g 渾田 吾一、 奈良時代 R 政經濟 の數的 研究、 八  一 11 八 二 K 

§ 令 義解卷 五、 軍 防 令 (前掲 本、 一 七 0 買) 

§ 令 義解卷 五、 軍 防 令 (前掲 本、 一 七三 頁) 

§ 令 義解卷 五、 軍 防 令 (前揭 本、 一七 二— 一  七三； ao 

！^令義解卷五、 軍防令 (前揭本、 一七 〇 頁) 

牧健 二、 日本 法制 史論、 朝廷 法 時代 上卷、 四 一 八 下 

ゅ績 日本 紀卷笫 三、 文武 天皇 慶雲 元年 六月 

切續 日本 後 紀卷第 十三、 仁 明 天皇 承 和 十 年 四月  , 

§ 令 義解卷 三、 賦役 令 (前揭 本、 一 一 一一 一 頁) 

§ 令 義解卷 五、 軍 防 令 (前揭 本、 一七 一 頁) 

§績 日本 紀卷^ f 三、 淳仁 天皇 天平 寳字四 年 十 一 月 

g 、八陣 とに 蜀志 諸お 亮傳に 於け る 「推 ニ演 兵法 T 作 一一 八 陣圖こ と ある こと を 指し、 又 孫子の 九地と に 用兵の 法に 故 地輕地 

爭地交 地 銜地重 地 圯地開 地 死地 有り 云々 のこと を 指す。 

第二 節 初期 農兵 制の 廢頹 

I 初期の 農兵 制た る 王朝 時代の 兵制が 崩 壌す るに 至りた る 主 原因 は、 軍圑 兵士と 一 般蠱民 等の 窮乏より 來る 浮浪 人 

の續 出で あつたが、 一 其の 原因の 下に は大化 改新の 一 大 目標た る 彼の 班田 制の 社會 的經濟 的缺陷 があった"^ 農民 は大 


化 改新 後地 方 官吏に より 行 はる、 租 稅と勞 役の 誅 求より 免れん 爲に、 銘々 の 本 貫を脫 して 諸國に 流浪し、 戸籍と 其 

の 計 帳 は 逃亡と 詐 稱に滿 ちた から、 戶籍帳 を 基礎と して 行 ふ 兵士の 徵集は 事實上 困難に 陷 りつ 、あった。 卽ち 早く 

も 元 明 天皇 和 銅 1 一年 十月の 勅に は、 『畿內 並に 近， y の 國の土 豪 等が 法律 を 恐れす- 浮浪 人 及び 逃亡の 壯丁等 を 自邸に 

容隱 して 之を驅 使し、 以て 彼等の 多く は銘々 の 本鄕に 還らない やうに なって ゐ るが、 之に 對し國 司に 敢て 懲戒 を 加 

へない のみなら す、 國司 自ら 其の 風潮に 乘 ぜんとす るに 至った から、 其の 弊害 は 益々 甚 しきものが ある、 今より 以 

後 決して 左様の ことがあって はならぬ』 と 朝廷 自ら 宜して 居る 所から 見れば、 旣に 此の 時代に 於て さへ も、 富裕な 

る 土 豪 等が 浮浪 人 や 逃亡 壯丁 を容隱 して、 密かに 之 を 使役した る 實狀が 窺 はれる。 更に 寶龜十 一 年 十月 二十 六日の 

太 政 官符は 伊勢 國 司の 解狀を 引き 『同國 の 簣民等 管內に 浮浪し- 差 料 の 日に 出す ベ き^ 夫 0 人數が 足り な い から、 

諸 郡に 布令して 檢括を 加 ふること にす る、 义 逃れて 戶籍 帳から 除かれ、 或は 死者と 詐 つて 其 名 を 削り、 王臣 家の 庄 

圜 に 配け 込んで 徒らに 課稅の 任務 を 免れん とする 者に は 訪捉を 加へ、 隱首を 探し出し、 除 帳され たもの は立歸 らし 

め、 死 を詐る 人民 を 括 出し、 且つ 悉く 之 を 本籍に 編附 する、 而 して 又 故ら に詐 つて 他人の 貫屬を 冒す 詔 諛の徒 も あ 

るので、 克く戶 籍帳を 調べ て 見る と 其の 人数が 戶籍 帳に 合 はす、 難詰 を 加 ふる けれども 猶ほ 其の 地の 土民で あると 

稱す る、 仍て 歷名 を 勒し之 を 具 さに 別卷に 載す る ことにする、 京都 の 官吏 並に 畿內 七道の 官吏 は宜 しく 右伊 勢國司 

の 例に 準すべし』 と 命じて 居る。 更に 叉 延曆四 年 十二月 九日 Q 太 政 官符は 『九州 太 宰管內 九 個 國の臭 民が 浮浪して 

調庸を 輪さない から、 巳む を 得す 他 地方 浪人の 課役 を徵發 する が、 日向 國 百姓 は 課役 を 避けて、 大隅、 薩摩國 に 逃 
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げ入 るので、 本鄕 は空墟 となって 遂に 公け の 政治が 屆 かない、 之 は 畢竟 逃亡者 II 出し 奸詐を 極む る ものであるから 

大に 課役 を徵 せねば ならぬ、 府は 宜しく 此の 事 を 承知し、 管內の 百姓 浮 { 石 を 精細に 督 察し. 調 庸を輸 さしむ るが よ 

い、 若し 疎漏が あれば、 府官 並に 國 司に 達 勅の 罪 を 科し、 其の 任 を 解く であらう、 謝罪す ると も 許す 眼り にあら す』 

と 述べ てゐ る。 し 政府-者が 斯 くも 聲を 荒らげての 切言に も拘ら す、 諸國裹 民の 逃亡 は 抑止すべからざる 趨勢に 向 

つて ゐた。 正倉院 文書に 牧 むる 左の 天平 五 年 右京 計 帳 は そ も/ \ 何 を 語って ゐる であらう か、 

右京 計 帳 gg 院 

右京 三 條三坊 

〔中略〕  - 

課 戶主秦 小 宅收庄 年 參拾捌 正 丁 左 頰黑子 

母 韓人 智努女 年 陸 拾 正 女 左頰疵 

男 秦小宅 虫麻呂 年 捌 小 子 

女 秦小宅 富 女 年 捌 小 女 

弟 秦小宅 石 床 年 贰拾肆 正 丁 養老 七 年 八月 逃 

妹 秦小宅 逆 女 年 參拾贰 正 女 同月 逃 

妹 秦小宅 大宅女 年 贰拾玖 正 女 同月 逃 


1 在 帳者數 

逃亡者 數 

耆老 

1  2 

0 

老丁 

0 

0 

正 丁 

15 

2 

少丁 

5 

0 

小 子 

20 

0 

綠子 

5 

0 

癎 

1 

0 

省 女 

6 

0 

老女 

2 

0 

正 女 

51 

4 

少女 

5 

小 女 

16 

0 

綠女 1 

0 

妹 秦小宅 女 年 貳拾捌 正 女 左目 上黑子 

妹 秦小宅 眞節女 年 贰拾深 正 女 同年 逃 

妹 秦小宅 木 葉 年 貳拾伍 正 女 同年 逃  - 

妹 秦小宅 刀自 女 年 拾 玖 少女 同年 逃 

天平 五 年 七月 十一 日 文 進 智努女 

坊令大 初 位下、 尾 張 連 牛 # 

然も 其の^ 亡者が 主として 正 丁で あり、 丁 女であった ことに 注意せ ねばならない-其の 計 帳 殘簡は 次の 如き 統計 

を 示して ゐる。 


以上 は樣に 一事 例に 過ぎない が、 斯の 如き 事態が 當 時の 社會的 潮流と ならん としつ、 あつたので、 政府 は屢々 浮 
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逃に 關 する 禁令 を 雨 下した ので あるが、 結局 其の 目的 を 達する ことが 出來 なかった。 而 して 此の 事が 王朝 時代の^ 

兵 一致 制度 を崩壤 せし むる ところの 一大 誘因と なる のであった。 何故ならば、 兵士の 徴集 上に 最も 必要なる 戶籍及 

び 計 帳 は 逃亡と 詐 僞に滿 ちて 兵の 徵 募が 實際上 不可能と なって ゐ たからで ある。 其れの みならす、 綱紀が 弛んだ 爲 

に 一 たび 兵士に 徵 集せられ たもの も屢々 逃亡す るに 至った。 例へば 延曆 十四 年 十二月 二十 六日に は、 軍隊から 逃亡 

した 諸國の 軍士 三百 四十 人に 對し、 死罪 を 以て 罰すべき であるが 特に 許して 陸 奥國に 配流し、 永く 同地の 柵戶 とな 

すと 云って 居り、 叉 大同 四 年 四月に は 平 城 上皇が 使 を 遣し、 畿 -s: 並に 紀伊國 の 兵を發 して 川口 道より 東 國に向 ひた 

るに、 士卒 逃亡す る 者 多く、 爲に 目的 を 達し 得なかった ことがあり、 更に 文德 天 皇齊衡 元年 四月の 陸 奧國奏 言 に は、 

『去年 稔らす 百姓 困窮、 兵士 逃亡して 已に屯 戌 乏し、 今 虎狼の 類は爭 つて 强盜を 事と す、 逆 亂の萠 近く 目前に 在り、 

請 ふ 援兵 一千 人を發 し、 以て 不慮に 備 へん 一 と 云って 居.^。 而 して 當時 兵士の 逃亡者に 對 して は 死罪 を 以て 臨んだ 

ので あるが、 如何に 嚴刑を 科しても 其の 效果 のなかつ たこと 凡そ 斯の 如き もので あつたので ある。 

初期 農兵 制 は斯る 事情の 下に 於て 奈良朝 末期 を 以て 略々 崩壞し 終り、 此の 時代 以降に 於け る 政府の 兵備 は § 舉なる 

惰勢的 存在に 止り、 實質上 最早 往年の 機能 を發 揮す る ことが 不可能と なって ゐ たが、. 此の 傾向 を 更に 助長した もの 

が 彼の 國司 ゃ軍毅 により 兵士 を 私用に 使役す る ことであった。 旣に 早く 夭 平 寶勝五 年 十月の 官符に は 『國 司が 違法 

すき 

を 以て 兵士 を 自己の 仕事に 使役す るから 兵士 は 弓矢 を棄て \ 家に 還って 龃ゃ鍬 をと る』 と 指摘して、 國 司が 兵士 を 

雑役に 使役す る こと を 禁じて 居る が、 併し 此の 種の 弊害 は 依然として 改まらす、 寶龜 十一 年 三月の 太 政せ 奏には 


IT 但今 諸國の 兵士 は 大略 羸弱と なり、 徒らに 自己の 庸役を 免れん とし * 國司 軍毅は 自ら 窓に 之を驟 役して， 未だ 會 

て 弓馬の 術 等 を 慣習せ す、 唯 薪 草 を 刈らし むる、 縦 令 か \ る 兵士 を戰 場に 赴かし むる も實 役に立た す、 民を棄 つる 

に 等しい ものである』 と 云って ゐる。 斯の 如き 國 司の 違法に より 王朝 兵制 は 全く 無力 化し、 國 軍の 備は 空 虚 となら 

ざる を 得なかった。 延曆 交替 式に よれば、 奈良朝 末期た る寶龜 年間に は旣に 兵備が 空虚と なって ゐ たやう である。 

寶龜四 年 正月 二十 三日 明 法曹 司の 解 文に 曰く 『今 令 文 を 案す るに、 國司 交替の 時、 動もすれば 國 司が 虚偽の 帳簿 を 

以て 備な きを あるかの 如くに 装 ふ ことがあ るから よく 調査せ ねばならぬ、 元來 兵糧米： s に 武器 類 は 兵士の 自辨 すべ 

きもので あるが、 其の 装備 を國 司が 怠り、 且つ 旣に國 司が 交替して 責任者の 無い 場合 は 軍毅が 終身官で あるから、 

軍毅に 於て 補塡 するがよい、 若し 之 を も 怠った 場合 は軍毅 をも處 分せ お』 と。 當 時の 國 司が 中央政府に 對 して 懈怠 

と 非違 を敢 てした こと は歷 史上 著名で あるが、 其の こと は 纏て 叉 兵制に も 反映し、 遂に 兵備の 『虚 帳』 を 結果して 

王 朝政」 お の 軍備 を朽廢 せしめて 行く のであった。 之と 相 並ん で 叉 鎮守府 將軍 の 曠職 も 併せて 注目す ベ き 事柄. で あ つ 

た。 平 城 天皇 大同 三年 七月 四日の 勅に は 鎮守府 將 軍が 任國を 離れ、 其の 職を曠 ふす る を 難 じて 『鎭 守府將 軍の 任 は 

邊境を 守る にあり、 暫く も缺 くこと が出來 ない、 今 聞けば 鎮守府 將軍從 五位 下 兼 陸 奥 介 百 濟王敎 俊 は 遠く 鎮所を 離 

れて 常に 國府 にあって 臨機の 要に 立たない、 自今 以後 鎭所を 離れる こと を禁 す』 と。 事態 旣に斯 の 如き ものが あつ 

さんく わん 

たから、 政" 肘 は 結局 兵備の 縮小 ソを餘 儀な くせねば なら なくなった。 寶龜 十一 年 政府 は 三 關邊耍 を 除く 外、 國の 大小 

に從 つて 兵士の 數を 定め、 殷富の 百姓で 其の 才幹 弓馬 に堪 ゆる もの を點檢 し、 其の 番に當 る 毎に 專ら 武藝 を^ はし 
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め、 直 弱の 兵士 は專. ^農耕に 從 はしめ、 以て 兵士 素質の 改善と 同時に 兵 數の縮 少を阖 つたので ある。 次で 延暦 十一 

年に は 遂に 陸 奥、 出 羽、 佐 渡 及び 九州 太 宰管內 諸國を 除く 外、 京畿 七道の 徴兵制 を停廢 する に 至った g、 徴兵制の 

二んで ひ 

廢 せられた 地方に 於て は 新に 郡 司の 子弟 を 以て 健兒に 仕立て、 彼等 をして 兵 庫、 鈴 蔵 及び 國" 財の is 備に 當 らしむ る 

ことにした。 ^し 健兒 の 數は之 を 前の 徵募 兵士 に 比すれば 其の 數 極め て 少數 であって、 京師の 如き 重要 地帶は 此の 

少數 健兒を 以てして は 到底 充分 に 守備し 得な いので、 延曆 二十 年に は 再び 元の 衞兵 制度が 復活 せられた。 其れによ 

れば、 平 城 天皇 大同 三年 七月 二十 二日に は、 衞 鬥を廢 して 左右 衛士特 を 合併し、 衞士府 主 帥 各六ト 人を廢 し、 新に 

門 部 各 一 百 人 を 置く ベ きこと を 命じて ゐる。 し 此の 一 時 的 兵制が 時代の 推移 を旣 倒に 防ぎ 得る ものでなかった の 

は IK ふまで もない。 然 らば 當時尙 農兵 徵募 制度の 存續 された 陸 奥、 出 羽 地方に 於て はどうで あつたか、 弘仁 ニ年閏 

十二月 十 一 日に 奉れる 征夷 將軍 參議從 三位 行 大藏卿 兼 陸 奥 出 羽 按察使 文 室 朝臣 綿 麻 呂の奏 言に よれば、 同地 方に 於 

て も 兵備の 極端なる 縮少が 切言され 『兵役 は 非常に 備 ふる 爲で あ る が、 當地 は遣寇 がな い からお 士を 置く の 必要が 

ない、 但し 邊 境の 守り は 早速 停止す る こと は 出來ぬ 故、 二 干 人 を 置き、 他 地方の 兵役 は 解除 せられん こと を 望み 乞 

ふ、 又 寶龜五 年より 當年迄 三十 八 年間 邊寇 屢. "動き、 警備 絶 ゆる ことな；、 丁壯 老弱 或は 征 戌に 疲れ、 或は 轉 運に 

倦み、 百姓 窮 弊し 未だ 休息す る こと を 得ない から、 復た四年の暇を給はらんことを^5}-む、 殊に 疲弊 を 休め、 Si 兵 は 

順次 之 を差點 し、 輪 轉復免 共に 之 を 許され 度し』 と 述べて ゐる。 斯く 中央 並に 地方 を 通して 王朝 兵制が 到底 維持す 

ベから ざる ものに なりつ ^ あった 事 は、 貞觀 十六 年 九月 十四日の 檢 非違 使 五箇 條の 起請文 第四條 に、 共 士の體 力 脆 


！ i にして 其の 帶 ぶる 箭 數の少 きを 指摘して ゐる ことによ りても 察知 せられる。 降って 「三代 賁錄」 元慶 元年 十月 十 

七日の 條に は、 轩賊 多く 制し 難き により、 浪人 をして 要害 を 守らし むる ことにし たいと iK つて ゐる やうな 實狀 であ 

つて、 王朝 制 下の 兵 農 一致 は旣に 其の 脚下に 生起し つ. - あった 社會 分裂の 事 實に誘 はれて 颈廢 し、 別に 異る 方面よ 

りして 新なる 兵制の 興隆が 待望され つ、 あつたの である。 而 して 斯く 初期の 農兵 制度が 漸く 維持 困難と なりつ.. -ぁ 

る 時に 際し、 過渡的 現象と して 出現した ものが 彼の 健兒 制度で あるが、 健兒 制に 就て は 別に 次 節に 於て 詳説す る。 

询に 平安朝の 初期 乃至 中期 は 社 食の 秩序 全く 紊れ、 唯 權門を 擁立し 實カ t>,J 行使し 得る もの \ みが 浮浪の 徒 を 呼び 

集めて 身邊を 護衛せ しめ、 空閑地 を 占 兼して 私有 庄園 を拓 くの 時代で あり、 中央政府 は 之に 對し 殆んど 手の 下し や 

うがない のであった。 斯る社 會混亂 の 狀勢を 導き出し たる 抑々 の 根源 は 地方の 舊 勢力た る 郡 司と 農民との 因 緣絕ぇ 

ざると、 國司叉 中央 朝廷 を 恐れす して 私心 を逞 ふし、 朝廷 之 を 阻止す るの 力 を 失 ひたる によるの である U 斯く 王朝 

政權の 支持者た る 兵士が 王朝 支配 下より 離晚 して 新興 勢力に 阿從 せんとす ると ころより * 國內 至る所 秩序 秦れ、 紛 

糾と混 亂が隨 所に 露呈 せらる るので あった。 

註 S 續 日本 紀卷 四、 天明 天皇 和 銅 二 年卞月 

§ 類聚 一 一一 代格卷 十二  辑國史 大系、 第 十二 卷、 七 五八 頁) 

g 類聚 一一 一代 格卷八 (前揭 本、 七 〇 八 頁) 

ゆ 大日 本 古文書 之 一、 四 八 七 I 四 八 八 ：歲 
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® 北山 茂 夫、 奈良時代の 農民 問題 (社 會經 濟史學 笫六卷 第一 號、 六 九 K) 

g 日本お 略 前篇 亍三、 桓武 天皇 延曆 十四 年 十二月 乙 酉、 (新訂 國史 大系、 笫十卷 、ニー 六 九： A) 

の H 本 後紀卷 十七、 平 城 天皇 大同 四 年 四月 

g 文德 實錄卷 六、 文德 天皇 齊衡 元年 四月 壬 午 

g 類聚 一二 代格卷 十八 (前掲 本、 九 四 六 頁) 

§ 镜 HI 本紀卷 三十 六、 光仁灭 皇寶龜 十 一 年 三月 辛已 

、； 5 延曆 交替 式 (舊 辑國史 大系、 笫 十三 卷、 六 頁) 

§«! 本 後紀卷 十七、 平 城 天皇 大同 三年 七月 5. 中  . 

g 績 日本 紀卷 三十 六、 光仁： 大皇 寶龜十 一 年 三月 辛 己 

g 鎮聚 三代 格卷 十八、 延曆十 一 年 六月 七 m 勅 (前揭 本、 九 四  一 3 

ゆ 類聚 一一 一代 格卷 十八、 延曆 十一 年 六月 十四 m 太 政官符 (前？^ J^、 九 五三 頁) 

的 «聚 三代 格卷 十八、 延曆 二十 年 四月 二十 七 H 太 政官符 (前掲 本、 九 三 八 K) 

^日本 後紀卷 十七、 平 城 天皇 大同 三年 七月 壬 寅 

ゆ 日本 後紀卷 二十 一、 峻峨 天皇 弘仁ニ 年閏ナ 一： 月 

第三 節 瀰鏠 策と し て のぎ 兒制 

王朝 政府の 衰微に 伴 ふて 諸國軍 團は旣 に弛廢 して 軍役の 用に 立た なくなつ たから、 政府、 殊に 地方 政府に 於て は 


之に 代る ものと して 健兒 制度 を 採用して 騷亂の 巷と 化せん とする 社 食の 秩序 を 維持 せんとした。 健兒 制度と は紀綱 

の紊亂 によって 被害 を 蒙った 諸 國の郡 司 等が 其の 子弟 を 集めて 組織した る 一 種の 自警 圑 である。 蓋し 郡 司 は 前に も 

一言した やうに、 元々 舊國造 出身の ものが 多く、 其の 家柄の 關係上 附近 農民との 因緣關 係が 最も 深く、 且つ 各自の 

子孫の 繁 生す るに 連れて、 國 司に 無斷で 又は 國 司と 結 托して 空閑地 を 獲得し、 其 處を拓 きて 自己の 私有と する 風が 

盛んで、 事實上 地方 勢力の 核心であった "斯くて 健 兒は郡 司の 生命 財產を 保護す る爲に 組織せられ たもので ある 丈 

け、 郡 司が 地方 勢力 を 維持す る爲， の 爪牙 支援 力で なければ ならなかった。 

健兒に 課せられた 任務 は 先の 軍團 兵と 左程 異らぬ もので あつたが、 徵募 上の 制度と して 郡 司 又は 勳位を 有する 地 

方 貴族の 子弟より 採用した 點が異 るので ある。 尤も 健兒 採用 制 は 此の頃に 至って 突如 出現した もので なく、 旣に早 

き 時代より 若干 見られて ゐ、 其れが 如何なる 性質の ものであった か は 明らかで なく、 天平 寶字六 年 二月 辛 酉の 條に 

『伊勢、 近 江、 美 濃、 越 前 等 四 ケ國の 郡 司 子弟 及び 百姓 を簡點 し、 年 四十 以下 二十 以上に して 弓馬 を 練習す る もの 

を 以て 健兒 となし、 其の 身 は 田租 及 雜徭を 免除す る』 と ある 如き 其の 片鱗 を 示す ものである。 從 つて 延曆十 一年に 

新設され た 健 兒の前 驅は旣 に 天平の 頃より 存在した ものと も考 へられる。 併しながら、 延曆十 一 年に 新 置せられ た 

健兒の 名稱は 前代の ものと 縦 令 同じで あっても、 兵制 上の 意義が 根本的に 異 つて ゐる。 卽 ち舊來 の健兒 は軍圑 兵士 

と竝 行し、 其れ を補强 する 意味で 徵 集され たので あるが、 延曆 十一 年 創設の 健兒 は軍圑 兵制 度 廢滅の 後 を 承け、 軍 

圑制を 代行す ベ き 任務 を帶 ぶる 兵員と して 登場した ので あり、 然も 彼等 健 兒は郡 司 や 有 位 有勳者 子弟の 出身で、 弓 
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馬に 堪 ゆる ものの 中から 採用した 關係 上、 彼等の 身分 は 農民に あらす して 地方 有司の 子弟で ある。 隨 つて 當 代の 學 

者 中には 健兒 制の 採用され たこと 其れ 自體を 以て 王朝 時代に 於け る 兵 農 分離の 初見で あると する 向きがない ではな 

いが、 併し 其 は單に 制度の 上の 形式に 囚 はれた 一 個の 獨斷 に過ぎないの である。 

斯る 動機に より 發 生した 健兒は 『延喜 式』 によれば 左の 如き 各國 駐屯 數を 示して 居る。 


諸 國健兒 

山 城 

出 


泉 

豆 


越 


^ 入 

卄 入 

一 百 入 

五十人 

卅 人 

一 百 五十人 

一 百 五十人 

一 百 入 

一 百 入 

一 百 入 

五十人 

一 百 八 


大 

若 


和 國 

津 國 

摩 國 

江 國 

斐 國 

房 國 

陸 國 

野 國 


能 登 國 

佐渡國 


七 

卅 

五 

二 

1 

17 

五 


十 

十 


人 

八 


伊 

尾 


上 

丹 


内 

河 


濃 國 

奥 國 

前 國 

中 國 

波 國 


五 

五 


■ 一 

71 


八 

入 


一 百 

一 百 

二 百 

一 百 

三百せ 四 人 

一 百 人 

五十八 

五十人 


丹後國 

伯耆國 

隱岐國 

備前國 

安 藝 國 

紀伊國 

讚岐國 


卅 人 

五十 入 

一 百 人 

五十人 

卅 入 

六十 人 

一 百 人 


但馬國 

出 雲 國 

播磨國 

備中國 

周防國 

淡路國 


伊豫 國 

凡 鎮兵陸 奥 國五百 人、 出 羽 國六百 五十人 


五十人 

一 百 入 

一 百 入 

五十 入 

五十人 

卅 人 

五十： < 


因幡 國 

石見國 

美作國 

備後國 

長門國 

阿波 國 

土佐國 


五十人 

卅 人 

五十人 

五十人 

五十 入 

卅 入 

# 入 


以上の 數字を 前の 王朝 時代の 軍團 兵に 比すれば 甚だしく 少數 である 上に、 其の 素質 柔弱に して 紀綱板 はす、 騷亂 

の 巷と 化せる 諸 國郡鄕 の 治安 を 維持し 得る ものではなかった。 唯陸奧 地方に は 前表に も 見 ゆる 如く 特に 多数の 健兒 

を增 置して あつたが、 之 とても 往年の 特別 駐屯の 守備兵に 比すれば 其の 數遙 かに 少 いので ある。 果せる 哉、 諸國浮 

逃の 農民 は 健兒の 編成され たこと に HI も吳れ す、 相次で 强盜 又は 群盗と なって 國衙を 襲撃し、 官吏 を 殺害す る こと 

頻々 たるに 至った ので あるが、 然も 政府 及び 地方 廳は之 を 如何 ともなす ことが 出來 たかった。 加 之、 國郡 治安の 任 

務を帶 ぶる 健兒 の 素質 は爾來 年と 共 に 降.？ ヽ 遂に 間もなく 其が 存在の 理由 を さへ 失 はざる を 得ざる に 至つ た。 A 觀 

八 年 十一月 十七 日の 太 政 官符は 其の 狀を 指摘して 『聞く が 如くん ば、 諸國 差す る 所の 健兒 曾て 才略な く、 徒らに 爪 

牙の 備を 構へ、 螳 蜋の衞 に異ら す、 況ん やまた 敎 へざる の 民何ぞ 非常の 敵 を 防がん や、 夫れ 十步の 中必す 芳草 有り， 
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百 城の 內 寧ろ 精兵に 乏し、 國司 宜しく 能く 其の 人を簡 し、 勤めて 試練 を 加へ， 一 を 以て 百に 営ら しむる を 期せよ』 

と 云 つ て ゐ る 狀態 で あって、 混亂の 渦中に 投ぜら れた當 時の 社 食に は、 却 つ て 新ら し き 意味 を 持 つ 庄園 私兵 の 自然 

； ^勃興 を 促しつ、 あった。 再 言 すれば 郡 司 等が 一 時 的 方便の 爲に 創設した 自警 團 よりも、 庄園 所 ® の 私兵の 方が 其 

の氣 力に 於て、 鬪爭 力に 於て、 優に 一世の 囑 目に 値する ものに ならん としつ k あつたの である。 

註 S 模 H 本紀卷 二十 四、 淳仁 天皇 天平« 字 六 年 二月 辛 酉  - 

§ 延 喜式卷 二十 八、 兵 部 省 (舊 輯國史 大系、 第 十三 卷、 八 四 一 111 八 四 四 K) 

g 類聚 三代 格 卷卞八 (前揭 本、 九 五 五 頁 レ 


第三 章 平安朝 中期に 於け る 農兵 

第一 節 庄園の 發生 

吾人 は 前章に 於て 庄園 制度 發生 原因の 一端に 觸 る&處 があった が、 本章に 於て は 次期 農兵 制 出現の 基本 事 實を語 

る爲 に先づ 庄園 制度の 成立に 一 瞥を與 ふるで あらう。 

惜て大 化 改新 以後、 奈良朝 末期に 至る まで 王朝 政府の 經濟的 基礎 を 成した る 班田 制 は、 一見 政府 令す る處の 法制 

に隨應 して 成 鑌を擧 げた もの」 やうで はあった が、 然も 奈良朝 末期に 至って は © からざる 不備と 缺 陷を瞎 露し、 崩 

壌の 兆候 歷然 たる もの ある を 見た。 元來 班田 制度 は 土地 國有 主義に 立脚し つ、 原則として 一切の 私有 を 禁止す る も 

ので あるに 拘ら す、 當 時の 肚會的 要求 及び 農業 生產 力の 發展 は斯る 所有 關 係より 農民 を 解放 せられん こと を 要求し 

て 止まなかった。 現に 元 明 天皇 和 銅 四 年 十二月の 勅に 於て 『親王 以下 及び 豪 強の 家 多く 山野 を 占めて 百姓が 業を妨 

ぐ、 今より 以來、 厳に 禁斷を 加 ふ 云々』 と宣 せられ、 寺社 權門 勢家の 土地 占 兼 を 厳重に 禁斷 せんとして ゐる 如き は、 

土地 私有 制 を 以てする 生産力の 發展を 時代 人が 熱烈に 要求して ゐる 一 面の 社會 心理と 一 K ふべき である。 斯る 現象 は 

此の 時代 以降 益々 顯著 となった から、 政府に 於て 禁遏を 加へ たけれ ども 到底 其の 效を 奏する ことが 出來 なかった。 

左れば こそ、 元 正 天皇 養老 七 年 四月に 至って 史上 周知の 三世 一身の 令 を 布き 『頭 者 百姓 漸く 多く 田地 窄狹 なり、 望 
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み 請 ふらく は、 天下に 勸め 課して 田 疇 を 開き 闘かん、 其の 新に 溝 池 を 造り 開 塾 を 營む者 あらば、 多少 を^ら す 給 ふ 

て 三世に 傳 へん、 若し 舊溝 池を逐 は、.^ 其の 一 身に 給 ふ』 と宣 せらる &に 至った" 、此の 三世 一身の 令 こそ は赏に 政府 

自^3^が班田制度の內部に生起しっ 、ぁった矛盾を率直に承認し、 個人の 利己心 を 刺戟して 生産力 發展を 促進 せんと 

したる ものに 外ならぬの であって、 明かに 時代 的 意義 を 現 はせ る ものである。 然れ ども 之に よって 班田 制度の 根本 

精神 は 未だ 完全に 否定し 盡 された 譯 ではない、 其れ は聖武 天皇 天平 十五 年 五月に は 親王の 一品 及び 一位 以下の 者の 

領有すべき 墾田の 面積 を 特に 限定し、 奸惡 にして 法 を 犯す 輩 は 法に よって 罪 を 科せよ と 云へ るに よって 明かで ある- 

卽ち 其の 勅に 曰く 『聞く が 如くん ば、 墾田 は 養老 七 年の 格に より 年限 滿 つる 後、 之 を收授 する ことにな つて ゐ るが- 

其の 爲め 農夫 は 怠り 倦み、 開墾の 後 再び 荒廢 せしめて ゐる、 自今 以後 は 三世 一 身に 論な く永領 として 之 を 取 上ぐ る 

ことなし、 親王 一品 及び 一位 は 五 百 町、 二 品 及び 二位 は 四百 町、 三 品 及び 三位 は 一二 百 町、 四 位 は 二百 町、 五位 は 百 

町、 六 位 以下 八 位已上 五十 町、 初 位 已下庶 人に 至る 十 町、 郡 司の 大領 小領は 三十 町、 主 政 主 帳 は 十 町、 若し それ 以 

上 超過の 場合 は官に 還す、 國司 在任中の 墾田 は 前 格の 如し』 と。 此の 私有地 領有 面積の 限定 令が 菜して 如何なる 程 

度で 實 行され たかは 大に 疑問と する 所で ある。 否、 斯る 規則が 殆んど 其の 通りに 履行され なかった であらう こと は 

天平 神 護 元年 三月の 勅に 於て ん遽私 墾田 を赣禁 し 『今 聞く、 墾田 は 天平 十五 年の 格に よるに、 今より 以後 恣に 私財 

となして 三世 一身 を 論す る ことなく、 或は 悉く 永年 公收 する ことと したが、 然も 天下の 諸人 銃って 墾田 をな し、 勢 

力の 家 は 百姓 を驅 使し、 貧窮の 百姓 は 自ら 存す るに 暇な し、 今より 以後 は 一切 禁止す る、 加墾 せし むる 勿れ』 と 「み 
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て 耕種せ しめ、 一 年 を 經て尙 ほ 耕さない 場合 は 希望者に 與へ、 若し 二 年 迄に 開 塾せ ざる 者 は 改めて 他人に 與 へる、 

而 して 開 熟の 人 を 以て 永く 其の 地の 地主と なす』 と 宜して、 啻に 私 墾田 を禁遏 しないば かりで なく、 進んで 之を獎 

勵 せねば ならぬ やうな 事態 を 誘致し つ. - あつたの である。 個人的 營利 心に 刺戟 を與 へて 開墾 を獎勵 し、 業 生康カ 

の 發展を 助長 せんとす る 時代 的氣 運の 動きが 明かに 見え 始めて 居る。 

然るに 此の 墾田 は 庄園の 中核と なり 益々 量的に 發展し 行く と共に、 比較的 短期間に 政治的 轉形を 遂げ 行きつ --ぁ 

る を 見た。 其れ は 此の頃より 庄園 を 起す に は 立 券 庄號と 官省符 申請なる 新規の 手 續を經 る ことが 必耍 とせられ、 此 

の 官府 手續 によって 庄園の 不轍 性と 不入 性と が 朝廷より 公認 さる X 形勢と なった ことで ある。 卽ち庄 阅は國 衙に官 

物を輸 さす、 且つ 官使も 國使も 庄園に 入部し 檢斷 する を 拒み 得る 特立の 地域た る を 原則と する ことにな つたので あ 

つて、 法制 史上より 云へば、 不 輸の特 權が不 入の 特權と 相 並んで 庄園の 基本的 事實 たるに 至った ので ある。 再 一 百す 

れば、 延喜 時代 以降 朝 綱， く 弛み、 帝都 在住の 王臣 家の 權威增 大した 結果と して 生起した る ものであって、 從來旣 

に 皇室の 藩 昇と して 顕要の 位置 を 占めたる 皇族 其の 他の 權門は 漸次 其の 實カを 背景と して 多数の 庄^ を掩 有し、 其 

處 より 租稅 を輸納 せす、 不 入の 特權を も 求む るに 至った ので、 斯る 慣例 は 纏て 全國を 風靡し、 今や 庄 として 不輸な 

ら ざる は 無く、 不輸 地と して 庄圃 ならざる は 無き 狀態を 現 はすに 至った ので ある。 而 して 此等權 門の 新興 勢力 を迎 

合する もの は 地方の 國司 であり 郡 司であった、 彼等 は銘々 管內の 地主と 結 托して 庄園の 成立 を 助長し、 此の 庄！ S を 

掩 有する に 更に 中央 權 門の 勢力 を 以てせん とする ので あるから、 其處に 必然的に 封建的 體 制が 醜 成せられ ざる を 得 


ない のであった。 

全國の 形勢が 斯の 如くな りたる 結果と して 王朝 政府の 財政 收入は 勢 ひ 重大なる 影響 を 蒙る に 至った ので、 政府 は 

百方 庄園の 隆與を 禁止す るの 態度 を 示した。 庄園 禁止 を 明文と して 布告した 最初の 法令 は 延喜ニ 年の 其れで あるが、 

此の 時代から 庄園 組織の 體制 化が 著しく 進行し 始めた やうに 思 はれる。 尤も 初期の 庄園 は 其の 總 てが 必 すし も納稅 

を担捍 したり、 又不 入の 特權を 有する 土. 地で はなく、 事 實上租 稅を滯 りなく 收納 する ことが 困 狼と なった ので ある。 

其の こと は 次に 示す 太政官 符の述 ぶる 處に よっても 明かであって、 早く も延曆 時代に 於て 庄官は 王朝 政府に 對捍の 

態度 を 示して ゐ るので ある、 卽 ち延曆 十六 年 八月 一二 白の 太 政 官符に 曰く 『浮宕 の 徒が 讃庄に 集り、 其の 主人の 權威 

を かって 調庸を 免れ、 郡 國も之 を 催し 徵 する ことが 出來 ない、 國宰郡 司 は 現 人卩を 調査し、 毎年 浮浪 帳に 附 して 調 

庸を收 めしめ よ、 若し 庄長 等が 担捍 し、 一 人で も脫 漏せば 其の 身 を 禁じて 言上し、 違 勅の 罪に 處 すべし、 國 司の 阿 

容 したる もの も 之と 同罪』 と。 地方 經濟 組織 中に 導入せられ たる 斯る變 革 は 頓て叉 他の 一切の 社會的 諸關係 を變革 

せねば 媳 まない。 私が 前章に 於て 「公民」 の 逃亡 浮浪の 事實を 述べた 際に は、 彼等の 行 先 を 端的に 明示し なかった 

が、 逃亡した る 彼等 は 今や 或は 群盗に 投じ、 他の 大部分 は 雨後の 筍の 如く 生起し つ」 あった 各地の 庄園 內に 流れ込 

み 「私 民」 に轉 化して 其處の 農奴に 化しつ. - あつたの である。 此の 事 は 其の 頃に 於け る 兵制の 發展と 密接なる 關係 

あるが 故に 左に 數言を 試みる であらう。 

偖て 裹 民の 浮浪 化 は 前段に 述べた る 如く、 奈良朝 時代 に 至り 漸く 顯著 となった が、 特に 平安朝 初期 に 至って 最も 
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念激 なる 進行 を 示した ので ある。 吾人 は 之に 關し 多くの 史實を 提示し 得る けれども、 煩雜を 避く る 爲め玆 に は 僅に 

み よし  キー 二つら 

其の 一例 を 引く に 止めて 置く、 其れ は 從四位 上 行 式部 大輔三 善 朝臣 淸 行が、 延喜 十四 年 四月 二十 八日に 奉った 意見 

封 事 十二 箇條 である、 淸行は 其の 封 事に 於て 朝政の 紊亂を 微細に 指摘して 曰く 『臣 去る 寬平五 年備中 V, 丁に 任ぜら る、 

に ま 

彼國の 下道の 郡に 邇 磨の 鄕 あり、 爱に 彼國の 風土記 を 見る に、 皇極 天皇 六 年、 大唐將 軍 蘇定方 新羅 軍 を 率 ゐ百濟 を 

伐つ、 百 濟使を 遣 はして 救 を 乞 ふ、 天皇 筑 紫に 行幸し 給 ひ、 將に 救の 兵 を 出さん とす、 時に 天智 天皇 皇太子と して 

政を攝 せらる、 行路より 下道の 郡に 宿し、 ー鄕を 見る に戶邑 甚だ 盛んな り、 天皇 詔 を 下し 給 ひ、 試に 此の 鄉の 軍士 

を徵 す、 卽ち勝 兵 二 萬 人 を 得、 天皇 大いに 悅び給 ひ、 此の 邑を名 づけて 二 萬 鄕と曰 ふ、 後 改めて 邇 磨と 曰 ふ、 其の 

後天 皇筑 紫の 行宮に 崩 じ 終に 此の 軍 を 遣 はさす、 然れば 則ち 二 萬の 兵士 彌々 蕃 息すべし、 而 して 天平 神 護 年中、 右 

大臣 吉備 朝臣、 大臣なる を 以て 本 郡 大領を 兼ね、 試みに 此の 鄕の戶 口 を 計る に、 繙に課 丁 千 九：，： z 餘人 あり、 貪觀の 

初め、 故 民 部 卿 藤 原 保 則 朝臣、 彼國の 介と なりし 時、 舊記を 見る に 此鄕ニ 萬 兵士の 文 あり、 大帳を 計る の 次、 其の 

課 丁を閱 すれば 七十 餘人 あり、 其 任に 到り 又 此鄕戶 ロを閱 する に老丁 二人、 正 丁 四 人、 中 SR 三人 あり、 去に し延喜 

十一 年、 彼 國介藤 原 公利 任滿 ちて 歸 都す、 淸行邇 磨 鄕の戶 口 を 間 ふて 曰く 當今 幾何 ぞゃ、 公利 答へ て 曰く、  丁 < も 

有る 無しと、 謹んで 年紀を 計る に、 皇極 天皇の 六 年 庚申より 延喜 十一 年 辛 未に 至る まで 樣に 二百 五十 年、 衰 弊の 速 

なること 亦た 旣に斯 くの 如し、 ー鄉を 以て これ を 推す に、 天下の 虛耗は 掌 を 指さして 知る ベ. 3.』 と、 固より 此言と 

其の 數 字に は 聊か 誇張の 感な きを 得ない が、 然も 沟 によく 其の 頃に 於け る 豊民浮 逃 9 狀況 を描寫 せる 一 大文字と I ス 


ふべき である。 

斯の 如く 逃亡した 農民 は續々 として 不輸の 特權を 有する 庄園 內 へと 流れ込んだ。 現に 久 安四 年 九月 鴨 縣立伊 俊 等 

の 解 文に は、 神領 となる 後 は 官役國 役 免除. の 故に 浮浪 人が 多々 居住す るに 至った と 見えて 居る。 而 して 領主 は 庄園 

開 發の爲 に 勞働カ を 必要と する から、 此等 浮浪 人の 庄園 流入 を大 に歡迎 し、 更に 積極的に 浪人 を 募集す る こと すら 

も 珍しくなかった。 應德 三年 醍醐 寺領越 前國牛 原庄に 於て は 浮浪 人 を 招致して 開發を 行った ことが 長 承 元年 九月 二 

十三 日の 官宣 によって 知られて 居る。 庄園の 發展は 實に斯 る 浮浪 蒉 民の 勞働 力に よってな された ので ある。 而し 

て 浮浪 民 は 庄園に 入り込む ことによって 官 役と 國 役の 苦痛から 免れた けれども、 其の 代償と して あらゆる 庄 M の 課 

役 を負撸 すべき 領主の 私 民と 化し、 同時に 農奴 的 地位に 轉 落しつ K あった こと を 忘れて はならぬ。 惟 ふに、 領土 經 

濟の 上に 立つ 封建 組織の 分化、 別言すれば 領主の 支配 を受 くる 封建 農民の 社會 的、 經濟的 階級 分化の 基點は 實に此 

の 庄園 內に 流れ 來 りたる 浮浪 農民と 庄官 との 新關 係から 發 足す るので ある。 以上の 現象が 庄園の 土地 制度 上に 現 は 

れて旣 に 前に も 一 言した る 耕地 請 作 制度 (小作 制度) の 創始と なる ので ある。 顧へば 王朝 時代の 初葉， に 於け る 小作 

制度 は、 彼の 官營 田、 省營田 等の 公田 叉 は 若干 私有地に 於け る賃租 制度に 見られ、 叉 班田の 用益 權を 密かに r 賣 買」 

する 形式 を 以てする 所の 土地 所有 移動 も 見られないで はなかった が、 然も 其の 頃の 地主と 請 作 人と は 比較的 平等の 

地位に 置かれて 支配 被 支配の 關係は 薄かった ので ある。 然るに 其の後 社會 組織が 庄園 制度 化する に 至る や、 土地の 

私法 的 用益 關 係の 上に も 反映して、 領主の 土地 を 下賤なる 農民に 充て 行 ふ 形式にまで 轉 化する を 見た、 卽ち 庄圃領 
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主 は 其の 所有地 を庄 民に 貸して 耕作せ しめ、 其の 益 得を收 入す る ことにな つたので ある。 其の 手緩と して は 先づ庄 

內の 農民に して 土地 を 請 作 せんと すれば 地主た る 領主に 對 して 贷與方 を 出願し、 地主に 於て 適當と 認めた る 者に 充 

行狀 を下附 して 耕作 を 許し、 同時に 作 人より 請 狀を差 出さし むる ので ある。 是卽ち 臭 民隸屬 化の 端的 表現であって- 

斯くて 土地に 緊縛せられ たる 庄民 は先づ 居住 移轉の 自由 を 奪 はれ、 領主の 意の 傣に驅 使され ねばならなく なった。 

大化 改新 下の 班田 百姓が 國 衙の誅 求に 堪え兼ねて 庄園に 流れ込んで 見る と、 其處 には乂 庄園 領主の 新 支配 關 係が 作 

ふて 再び 下賤なる 一介の 農民に 化し 了った の は、 時代の 推移の 然 らしめ た 所と は 一 おへ、 又 驚歎すべき 社會的 動で 

あると 云 はねば ならぬ。 

斯くて 庄園 制度が 確立せられ、 多數 農民が 庄園 領主の 私 民と 化する 頃より、 領主 は 王朝 政 權に對 して 自領を 護り 

叉 は 他庄を 侵掠す る爲 に、 自費 を 以て 多數の 兵士 を 養 はねば なら なくなった。 其の 兵士なる ものが 多分に. 圧- の 住 

民で あり、 且つ 其れが 前記の 如き 形式 下に 小作農 業 を 營んで ゐた點 からして、 今や 新しき 時代 的 意義 を 有する 農^ 

制度が 出現した ものと 云って 不可な く、 私 は 之を稱 して 次期 農兵 制が 創設され たと 云 ふので ある。  • 

註 5 镜 日本 紀卷 五、 元 明 天皇 和 銅 四 年 十二月 

g 績 H 本紀卷 九、 元 正 天皇 養老 七 年 四月 

g 續 H 本紀卷 十五、 聖武 天皇 天平 十五 年 五月 

④續 H 本紀卷 二十 六、 稱德： 大皇： 大平神 護 元年 三月 


§ 類聚 一一 一代 格卷 十六 (篤 辑國史 大系、 第 十二 卷、 八 六 八— 八 六 九 頁〕 

g 中 田 蒸、 H 本庄 11 の 系統 (國 家學 f 雜誌 第二 十卷 第二 號、 六  一 K) 

_s 牧健 二、  H 本 法制 史論、 朝廷 法 時代 上卷、 四 一六 買  . 

g 類聚 三代 格卷八 (前揭 本、 七 〇 八 頁 J  . 

§.ー1 一善 i^s 行、 意見 十二 箇條 (新 校 群 書類 從 第二 十卷、 六 八 〇— 六 八 一 頁) 

^東大寺 文書、 笫四囘 ^訪 笫四册  、 

S 酸醐雜 事記卷 十二、 五一 七 I 五一 九夏 

第二 節 私兵 制度の 發生 

庄園に 於け る 私兵 制度の 發 lij は 庄園が 王朝 政權の 下より 萠芽し、 生長し 來 りたる 現象と 相 並行して 說 明され ねば 

ならぬ、 卽ち舊 勢力の 破壞 者と して 新 勢力の 擁護 者と しての 任務 を帶 ぶる 私兵 は先づ 王朝 政 權に對 する 庄園の 沉爭 

主力と して 說 明す るの が適當 である。 

虫 園の 私兵 は 彼の 王朝 政府が 國郡を 警備した る軍圑 兵と は 違 ひ、 各地 方の 勢 ある ものが 各自の 負擔に 於て 共士を 

養 ふ 制度と して 起った ものであるから、 王朝 權 力の 衰 類した ると 相對 的に 發 達した ものと 云 ふべき である。 王朝 政 

府の 武力 は 斯くて 日に 月に 有名 無實 にならん としつ ： あ つ たが、 法曹 至 耍抄は 其の 頃の 私兵 徴募の 事情 を 語り て 
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『擅に 兵 を 二十 人 以上 發し たもの は 杖 一 百 五十、 徒 一年、 五十人 以上 發し たもの は 更に 一等 を 加へ る、 若し 逃亡の 

盗賊 あり、 假 りに 人夫 を 遣して 追 捕した もの 及び 公私 田の 獵者は 此の 律 を 用 ひす、 又 條に云 ふ、 私に 武器 を蓄 ふる 

もの は 徒 一年に 處す』 と 1K つて ゐる。 庄園が 起り 始めた と は iK へ、 未だ 王朝 政 權は嚴 として 遺存 する ので あるから、 

其の 間 擅に 兵を發 し、 私に 兵器 を蓄 ふる 者 は 厳に 禁制 せらる、 の は當然 であった が、 然も 綱紀 愈- 紊れ、 治安の 維 

持が 保てなくなる と、 農民 等 も 自己 防衞 の 必要 上 自ら 武装す る 必 要 に 迫 ら れ た で あ ら う 。 今昔 物語 に は 斯る狀 態 を 

證明 する 多くの 說 話が 載せられて 居る が、 其の 引用 は 姑く 省略 するとして、 天曆八 年に は 政府より 私 こ 11^ 杖 • を帶ぶ 

I  り 

る ことの 禁令が 出されて 居り、 又 弘仁六 年 三月 二十日の 勅に は 『軍用の 要は 馬 を 第一と する、 今 聞く、 植 貴の 家、 

富豪の 輩、 使 を 邊邑に 通し、 馬 を 夷狄に 求む、 部內は 之に より 靜肅 ならす、 兵馬 闕乏 を來 す、 延 暦六ハ ヰの 格 を 以て 

陸 奥 出 羽 兩國に 馬 を 買 ふこと を 禁じ、 若し 違犯せば 厳科 を 以て 官沒 すべし、 但し 駄馬 は 此の 限りに あらお』 と 宜し 

てゐ るが、 之に よって 見ても、 權鬥 勢家の 輩 は 駄馬に あらざる 軍用 馬 をば 陸 奥、 出 羽 兩國に 於て 頻りに 【s ^ひ.^ めて 

居り、 同時に 各自の 部 內靜謐 ならす して 騷擾 せ る有樣 が よ く 窺 は る \ の である。 此の 種の ：.s- 馬 は 必す ゃ庄！ 1 の 擁す 

る 私兵 をして 驅使 せしめ、 其の 軍役に 立た しめたの であらう。 平安朝 初期の 弘仁年 問で さへ も 旣に斯 の 如き 狀 態で 

あつたので あるから、 年月の 進む と共に 愈  >- 私兵 制度が 發 達す るの は 必然 の 趨勢であった。 

「三 代 實錄」 ー兀慶 元年 四月 二十 五日の 條には 『人 臣之家 に は 隨身之 仗が あり、 州 郡の 宰に は耀 威の 兵な きに 非.^』 

とて 私兵 保有の 事實を 語って 居る。 現に 冷泉 天皇の 安和 二 年 二月 七日 * 右大臣 師， の 家人と 中納 Iw 兼 家の 家人と が 


亂鬪 し、 右大臣 家の 舍 人が 殺害され た ことがある、 其處で 其の 家人 數百 人出で 來 りて 中 納言家 を 襲撃した、 中納言 

家の 兵 三人； ！脱 に 髮を亂 し 鉢 を 取る 者 四 五 人出で 來り、 右大臣 家の 一人 を 射殺した とい ふ。 京都 貴族の 如きで さへ も 

旣に 早く も 自ら を 護る 爲に、 かやう に 夫々 私兵 を 養って ゐ たので あるが、 地方 は 中央に 比して より  ー&? 王朝 勢力の 

衰退が 甚 しかった 丈け、 私兵の 發 達も顯 著で あり、 武士の 權勢は 此の 無警察 狀 態に 置かれた 地方の 治安 維持の 爲に 

逸く 發達 したので ある。 平將 門が 叔父 良 兼 を 常 陸に 邀撃した 時には 彼の 手兵 千 八百餘 人で あつたと 言 はれ、 將鬥の 

誅伐に 向った 平貞盛 及び 下野 押 領使藤 原 秀鄕の 率ゐた 兵數は 四千 餘 人で、 *i の 悉くが 庄園に 養 ふた 私兵であった。 

以て 當時 各地 方に 於け る 庄園の 兵士が 如何に 隆盛に 向 ひつ- - あつたか を 察する ことが 出來 るで あらう。 從 つて 地方 

豪族の 叛亂に 際して は、 微力なる 政府 自ら 之 を鎭壓 する 力なく、 地方に 蟠居 する 王朝 系 豪族の 兵力 を藉 つて 漸く 鎭 

壓す る を 得る 狀態 であった。 因みに 玆に云 ふ 豪族 と は 國司郡 司に して 庄園 領主 化せ る もの 及び 中央 王 臣家 の 末裔に 

して 地方に 出で 居る もの 等で、 其の 或 者 は 謀叛し 或 者 は 王朝 政府の 驅 使に 甘ん する のであった。 何れも 國衙の 兵力 

皆無と なりたる 後に 於け る 地方 政情の 表現で ある。 而 して 當時 京都に 於け る 王朝 政府の 軍隊が 如何に 無力な もので 

あつたか は 彼の 奥州 前 九 年の 役に 際し、 天 喜 五 年 十一 一月 附の 國衙の 解狀が 『諸國 の 兵粮 及び 兵士 は 徵發の 名 あると 

雖も、 到 來の實 なく、 當國 人民 悉く 他國に 越し、 兵役に 從 はす、 不次の 恩賞 を 蒙りながら 全く 征伐の 心なく、 諸國 

軍兵 兵粮 亦 以て 來ら す』 と 云って ゐる ことによ つても 知れる。 而 して 奥州の 安倍 氏 を滅し 此の 叛亂を 平定した の は 

中央 軍隊で なくして、 地方 豪族た る 源頼義 及び 其の 子義 家であった。 斯くて 王朝 軍 11 官兵 ，i は 今や 全く 其の 實 
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力 を 失って 了った のに 反して、 地方 治安の 任に 當る もの は 實に數 千. 數萬 人の 私兵 を 擁する 庄^の 本 所で あり、 領 

家であった。 奥州 後三年の 役に 際し、 源 義家は 國解を 奉って 『武 衡、 家衡が 謀反す でに 貞任宗 任に 過たり、 わたく 

しの 力 を もってた ま/ \ う ちたいら ぐる 事 を 得たり、 早く 追討の 官符 をた ま はりて 首 を 京へ たてまつらん』 と 政府 

に對し 追討の 官符を 請 ふたと ころが、 朝廷の 方で は 之 を 私闘と 見做して 義 家の 請願 を 許さなかった ので、 三年に lyl 

る 奥州 叛亂は 全く 義 家の 私兵に よって 鎖壓 された 譯 である。 之より して 東國 地方の 武士 は 漸く 朝廷から 離脫 して 

獨自の 活動 を 示し、 同地 方に 於け る 武士 勢力の 伸長が 著しく： n 立つ こし-、 なる。 私兵 制度 も 此處に れば旣 に大下 

の 大势を 左右すべき 一 大 存在と して 見ら る、 に 至る のであった。 

斯る 多勢の 私兵 を 養って ゐる 地方 勢家 こそ は是れ 取り も 直さす 庄園 領主であって、 其の 代表的なる ものが 東：！ 地 

方に 勢力 を 扶植した 源氏であった。 源義 家が 後三年の 役 後、 東國 地方 一 帶の土 一： J 私より 土地の 寄進 を 受けて 版大 なる 

莊 倒を掩 有する に 至った 事 は、 寬治五 年 六月 朝廷が 特に 諸國の 百姓に 對し 今後 其の 所有す る 田 iia の 公 驗を義 家に 寄 

附 する こと を 禁じ、 更に 翌 五月に は義 家が 諸國に 立てた 庄阐を 形式 上^ 4=. せんとし たる こ，：： 一 によっても 其の 一端が 

窺 はる k であらう。 百姓が 所有 田 畠の 公 驗を義 家に 寄附 するとい ふこと は、 斯る寄進行爲を通して義家..：>土<^- -—— 

地主 11 との 問に 新に 主從關 係が 結ばれた こと を 指す ので ある。 而 して 右の 場合に 於け る義家 は東國 地方の 最高 領 

主と なり、 寄進 者 は 其の 土地の 下司、 公文と 呼ばる、 庄官 であって、 土地の 赏 質的 管理に 當る 者であった。 斯 して 

義家 の 支 配下 に 入つ た莊闹 は、 開墾に よる ものより も 上 分 寄進 行爲 による もの X 方が 多く、 此の やうに して 宽^ 地 


方 は 源氏の 支配 下に 入り、 源氏の 郞黨 たる ことにより 各自の 地位と 財産と が 保障 せらる、 のであった。 而 して 右下 

司、 公文と 呼ばれた る 庄官は 其の 下に 多くの 庄民を 持ち、 領主の 命 あれば 直ちに 勇壯 なる 兵士 を 率いて 出動した の 

であるから、 玆に 典型的なる 兵 農 一 致卽ち 私兵 を 農より 起す の 制度が 完全に 成立した と 云って よい。 現に 兵 部 卿 平 

信範の 日記なる 兵範記 (人事 記と も信範 記と も 1K ふ) の 保 元元 年 七月 八日の 條には 『今日 藏 人頭 左 中辨敎 朝臣、 勅 

定を 奉じ 御 敎書を 以て 諸國 司に 仰せて 云 ふ、 入道 前 太 政 大臣 幷 左大臣、 庄園 軍兵 を 催す の 由、 其の 聞え あり、 糙に 

停止せ しむべ：^』 とて、 左大臣 藤 原 頼 長が 自己の 庄圃內 より 徴募した る 軍兵 を 率ゐ、 大擧 して 京都に 攻め上る 風聞 

あるに より、 之 を 停止せ しめんと した こと を 述べて 居る。 鑌 いて 同月 十七 日の 條には 『今日 頭 辨勅を 奉じ、 諸國司 

に 仰せ を 下し、 宇治 入道 猶ほ 軍兵 を 催さし むる 由 其の 閒 あり、 件 庄^ 幷 左大臣の 所領 健に 沒官 せしめ、 彼の 奸濫朝 

家の 亂逆を 停止せ しむべし、 巳に 此の 時に 當り、 國司 若し 懈緩を 致さば 罪科に 行 ふべ し、 綸 33 により 執務 如 件』 と 

一 K つて ゐる。 卽ち保 元 の 亂 の 風雲 愈 "急 を 告げつ \ ある 秋に あたり、 左大臣が 其の 庄^より 軍兵 を徵し て 事 を 構へ 

ん とする を 停止せ ざるに 於て は、 其の 所領 庄園 を 沒官す ベ し と 云 ふ の で ある。 右の 場合 の 私兵が 如何な る 軍事的 組 

織 を 庄園 內に 持って ゐ たかは 明かで ない が、 其の 多くが 農兵であった こと は爭 はれす、 平時 は 耕作の 業に 從 ひつ 、 

庄園 經濟 の 基礎 を 形作る もので あつたので ある。 

0  S 法曹 至 耍抄、 中 (日本 經濟 大典、 第一 卷、 一一 一 頁) 

め 同上、 中 (rH 本經濟 大與、 第一 卷、 一一 一 页)  . 

第 三 章 平安朝 *. 期に 於け る 農兵  一一 


第一 篇 兵農史 概論  |_<四 

§ 類聚 國史卷 七十 九、 (新 輯國史 大系、 笫 五卷、 四 二 六 页) 

S 日本 三代 實錄卷 三十 一、 陽成天^；：亡兀鹿元年四月サ五日丙申 

本お 略、 冷泉 院 安和 四 年 二月 七日 (前揭 本、 後篇 五、 一 一 〇：A) 

g 將門記  . 

の 陸 奥 話 記 (新 校 群 書類 從、 第 十六 卷、 一 八 頁) 

g 奥州 後三年 記、 下 (同上 書、 一一 一四 頁) 

g 後 二 條邮通 記、 寬治五 年 六月 十二 日條 

f 後 二 條師通 記、 寬治六 年 五月 五日 條 

§ 兵範記 (史料 通覽 本、 第二 卷、 一 一六 页) 

切 兵範記 (前掲 本  一二 四 頁) 

第三 節 庄園 隆起と 自然 經濟 への 復元 - 

本節に 於て 論じた きこと は、 王朝 政權 下より 何が 故に 庄園なる ものが 起り 來っ たかと 一 K ふ 其 Q 根本 l^H である。 

惟 ふに 大化 改新の 目的が 氏族制度に 基く 政治的 竝に 社會的 沈靜を 打破す るに 在った の は 勿論で ある けれども、 元來 

大化 改新 は 営 年の 支那 留學生 等が 支那 文化に 心醉 し、 其の 規範に 做 ふて 我 國に之 を 移した もので あつたが 爲に、 幾 

多の 無理が あった。 一 併し 我國に 於て は 其れより 以前，^ 然發生 的なる 氏族制度の 體內に 大家族 制が 包容せられ、 此の 


制度に より 生産せられ たる 農 產物を 以て 國宰、 國造、 伴 造 等 支配 下の 地方 政 費 を支辨 し、 此の 地方 制度の 上に 立つ 

中央政府 を 維持す る こ と を安當 なりと し、 且つ 自然 であると したので ある。 此 の 問 地方 氏族 等に よ り 行 はる、 秕政 

は 勿論 あつたが、 其れ は 併し 大 化の 改新に より 根本的に 刈 除 せらる K 性質の ものではなかった。 卽ち大 化の 改新に 

より 新政」 时が 樹立せられ、 中央 集 櫂の 組織が 整備す ると 共に 地方に は國 郡の 制が 布 かれ、 國 毎に 國衙 を、 郡 毎に 郡 

|^^&^ぎ*,ま|?ぉは特に|^敎寺院を配するなどして、 其の 政 費 は 從來の 行政 費よりも 遙 かに 多き に 至り、 當 時の 曲 一お 

i— お ir 力 を 以てして は 到底 之 を 支持す る ことが 出來 ない のであった。 然も 一 たび 樹立 せられた 政治 體制は 飽くまで 

之 を 維持し なければ ならぬ から、 其の 放 費 を 捻出す る 爲には 勢 ひ 園 衙領の 農民に 背歛を 加へ 其の 增收を 以てする 外 

に途 がない ことにな つた。 當時 王朝 政府が 租、 庸、 調の 名の 下に 農民より 徴收 したる 現物 並に 勞働量 は 相當の もの 

であった ので、 農民 は 此の 背欽な る 賦課 を 免れん 爲に、 より， 賦課の 輕 き 地方に 逃れん こと を 切望す るの 念願が 嫌烈 

となった。 此の 逃避 心理と 班田 制度の 技術的 不合理と が 相 倚り 相 助けて 各地 國衙領 の 農民 をして 浮浪 人 化せし め、 

此の 浮浪 人の 流入 個所が 庄園で あつたので ある。 然も 一 口に 庄園と 云へば 新に 開墾した る 庄園との み 思 ひ 做す かも 

知れない が、 庄園 中には 王. 朝 時代に 夫々 の 田 類 を 朝廷より 賜 はった 顯官の 土地の 庄園 化せる ものが 少 からすあった 

ので ある。 例へば 彼の 賜 田、 功田 等が 其れで ある。 緊密 化した 王朝 政府の 政治 を 運用して 行く に は 勢 ひ 政 費 調達の 

爲に國 衙領の 農民に 賦課し なければ ならぬ から、 其 處に勢 ひ 自然 經濟を 基本と する 往年の 政治 組織へ の 復元 11 舊 

氏族 制 下の 社 會と餘 り 遠から ざる 庄園の 設立- 1" によって 大化 改新 下に 於け る 政治 經濟の 不合理 を 修正して 過度な 
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る收歛 より 免れん とする 心理が 起らざる を 得なかった。， 當， 時 諸國の 農民が 績々 と 王朝 支配 下の 本 貫を脫 して 庄^に 

流入した の は 政治 様式 完備して 然も 誅求 背歛 なる 國衙領 よりも、 政治機構 簡單 にして 賦課の 輕ぃ 地方 を 選ばん とす 

るので あった。 一 此の 點 より 觀る時 は、 大 化の 改新 は 王朝 政府 を圍繞 せる 官僚 等が 其の 時代の 國 民生 魔力 を 打算 外に 

置き、 徒ち に 支那 文化の 輪奐 美に 眩惑した る淺 慮と 失策 は 之 を 覆 はんとして 覆 ひ 能 はざる ものであった。 庄^ 隆起 

の 原因の 一 面が 人口 增 加に 伴 ふ 農業 生産力 發展の 衝動に 在った こと は 云 ふまで もない ので あるが、 然も 庄阅の 勃興 

を 以て 徒らに 當時 の 權門 勢家 等が 犯した る 私利 心 のみに 基く もの とす る 見解 は 當らな い 。 權門 勢家 等が 支邠 文化 の 

輸入に よる 政治 體 制の 特徵を 認めつ、 も、 時代の 動きに 乘 つて 庄園 を 起し、 同時に 地方 官史 等が 之に 隨應 し、 各地 

方の 地主 も 亦 其の 土地の 上 分 を 寄進して 庄園 支配 下に 入る を 喜び、 叉 微力なる 農民 等が 其の 本 貫を脫 して 安住の 地 

を 庄園 に 求めた の は、 皆是れ 大陸 文化 の 移植に 過 ぎ ざ る大化 改新 下の 社 會經濟 組織 を 否定 せんとす る 行動で あり、 

なりと 二ろ 

其が 存續へ の 抵抗であった。 而 して 此 Q 否定と 抵抗の 結果 實 現せられ た 庄園 は 往年の 氏族制度 時代の 田莊と 一 脈 相 

通す る ものが あった。 殊に 庄園 內に 於て 小 部落 を 結成す るに も血緣 者が 集って 共同生活 を營 まんと せる が 如き は 新 

しき 形に 於け る 往年の 大家族 制の 再現 を 思 はしむ る もの が あ る 。 卽ち 人爲 的な る舶來 文明 は 自然 發生 的なる 土の 文 

明へ、 別言すれば、 遠き 以前より 持ち 来った 日本 民族 固有の 社會 組織へ、 還元し なければ 媳 まなかつ たので ある。 

旣 に 前々 化； If にも 論じた やうに、 大化 改新 前 に 於け る 社 會體^ は 日本 村落 制度 發展の 段階より 云 へ ば 純 氏族制度 時 

代 を 過ぎて 大家族 制度 時代 に 入り、 高貴 な る 族長に 卑賤な る 部 民の 服從す る 關係は 主 と し て 政治的 機構 の 上の みに 


淺存 する を 見る に 至った けれども、 農民 は 大家族 制 下に 於け る 協同 生活の 特徵を 未だ 全く 忘れ 得なかった ので ある。 

然るに 大 化の 改新 は 一 朝に して 此の 大家族 制度 を廢 止し、 土地の 班 給 其 Q 他 一 切の 政治 經濟 施設 をば 备世帶 を單位 

として 實 施す る ことにな つたから、 彼等 は 必 然的 に 村落 生 活 の 空虚と 經濟上 の 逼迫 を覺 えざる を 得なかった。 尤も 

大化 改新 後の 地方 制度と して 郡鄕 保の 制度 は樹 てられた けれども、 其 は 唯 法制 上の 規準 を與 へたに 過ぎす、 此の 改 

新 後 に 於け る 13 民 等 の 精神的 不， if と 生活 の 不便 さ は 到底 容易に 償 はる 、ものでなかった" 此 Q 點： より  一 K へば、 班 

田 制度の 下から 生れた 庄圃 制度 は 氏族制度 末期の 大家族 制度と 其 Q 形質が 近 似す る もの で あ ら ね ば な ら な かった。 

兩 者の 間の 社會的 經濟的 性質が 全々 同 一 であると は 一 K はない けれども、 彼の 木に 竹 を 接ぎた らんに も 似た る 大化改 

新 の 郡鄕保 の 制度よりも 庄園 制度 は 一 曆 自然 的な たも ので あつたと 云って よい。 卽ち大 化 改新に より 打ち 樹 てられ 

たやうな 人爲的 地域 制より 別個に 發 達した る 庄園 內に 於て 庄長 と庄 民と が 土地 制度に 於て は充 行と 請 作の 關係を 結 

び、 又 身分 關 係に 於て は 朝廷 支配 下の 公民 レニ K ふやうな 形よりも、 寧ろ 庄長 Q 隸屬 民と して 其の 保護 下に 生活 安定 

を 得る ことが 彼等の 希望す る處 であった ので ある。 卽ち 大家族 的 鶴祥を 一朝に して 解除した る 王朝 政府 も、 其の 政 

治經濟 施設 を 以てして は 曾ての 大家族 制度 時代 に 於け る と 同様 の滿 足さ を 農民 に 與 ふ る こ とが 出來 なか つたから、 

鄕 保の 農民 は 自ら 生く る 道と して 新興の 庄園 を 選み、 其處に 安住の 地 を 求めて 流轉し 行いた ので ある。 

更に 又 王朝 系統に 代りて 庄園 制度が 樹立 されても、 庄園の 支配的 要素の 大部分が 奮 王朝 系統 人物の 後裔で あり、 

殊 に 皇族 所 出 の責 族が 相次で 國司 として 地方に 出で、 其の 地よ リ 庄園の 發 生した る 事 實を思 ふ 時、 王朝 系統 の 社會 
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と 一 見 別個の 存在なる かに 見 ゆる 庄園 は、 實は 王朝 系統の 國司ゃ 郡 司が 自已 管內に 於け る 行政 組織 を^ 業生蓝 力に 

應 する 丈け の ものに 再編 せんとす る 運動で あつたと 云って よいので あった。 而 して 一 たび 打ち立てられ たる^ 王 

朝政 權を 再び 氏族 制 下の 田 莊に勢 驚す る 庄園に 改. 造 せんとす るに は 必然的に 兵力の 行使 を 必要と する。 大化 改新の 

やぐら 

際 武器 は 一 應 地方 貴族の 手より 收 公して 特設の 兵 庫 叉 は 兵 庫 代用の 神社に 收藏 した けれども、 王朝 政權の 弛緩す る 

と共に 庄園 領主 叉は庄 官. の 手に より 武器が 製造 せらる K ことにな つて、 自然 經濟へ の復歸 作用 は 益 々強調 せらる X 

を 見た。 而 して 一般の 庄園に 發 生した 農兵 も、 寺領 庄園に 起った 僧兵 も、 結局 は 皆 自然 經濟 復歸 への 闘士で あり、 

又 自然 經濟 復元の 流れに 沿 ふて 發展し 行く 運動の 先鋒で あつたので ある。 

第 四 節 武士階級の 躍進に 伴 ふ 農兵と 僧兵 

(次 期 農 兵 制の 成立) 

(ィ) 保 元 平 治の 亂と 武士階級の 躍進 

庄園に 於け る 私兵の 發展は 王朝 政權衰 類の 成果で あり、 且つ 軍團 兵に 其れが 代替した と 一 K ふば かりで なく、 纏て 

又 共 農の 身分 的 分離 を 促す 端緒で もあった ので ある。 換言すれば 蛰兵 制度が 庄園 を 基礎と して 再び 出現した と 云 ふ 

こと は、 纏て 乂 兵と s;^ とが 身分 的 分離 をな す 準備 行動 を 意味す る ものと IK つても よいので あった。 此の 私お たる^ 


兵 は 平生 其の 家に 幾人 かの 家の 子 を 擁し 農業 を營 みて 庄園の 物質的 基礎 を 固む ると 共に、 他方 武藝を も 練磨す る 者 

であった。 而 して 庄園の 領主と なれる 權門 は實は 王朝 系統の 貴族であって、 元來 彼等が 政治的 竝に 物質的 權 力の 掌 

揮 者であった 關係 上、 此の頃に 至って は 首 鼠 兩端を 持し、 頗る 矛盾に 滿ち たる 生活 をな し 居る 實狀 であった が、 彼 

の 保 元 平 治の 亂の 結果、 彼等が 有した る 在 來の政 權はー 應淸算 せられねば ならなかった。 卽ち 此の 兵亂 は全國 庄園 

の 上に 覇權を 握らん とする 武士の 實カ 抗爭 により 藤 原 氏 等 貴族の 大半 を 一 擧に 埋葬し 終る の 結果 を齎 したので ある。 

而 して 其の 改革 を 遂行す る爲に 必要と した 兵力 は、 彼等が 年來 養ひ來 つた 庄園の 私兵 群から 供給され たので あるか 

ら、 兹に は先づ 私兵 卽ち 農兵と しての 庄園 武士の 躍進に 就き、 次で 寺領 僧兵が 保 元 平 治 以前から 如何に 發 達し 來っ 

たかに 就き 語る ことにする。 

(□) 農兵の 躍進 

王朝 權 力が 衰 類し、 各地 方の 土 豪が 自己 防衛の 策 を 講じつ、 ある 秋に 際し、 其の 軍事的 要求 を滿 した ものが 庄園 

に 於け る 私兵であった。 庄園に 私乒、 が 出現した る 原因と して は旣に 述べ たやう に先づ 庄園に 流入した 浮 逃 農民 を數 

へねば ならぬ が、 此の 他 地方 官が 任期 滿 つる も 京に 歸ら す、 叉 郡 司 も 任地に 其の儘 定着して 世襲の 勢 を 作り、 其の 

子孫 多く 鄕 村に 繁殖して 農兵 歷を 形作る に 至った 事 を も 記憶せ ねばならぬ。 然も 吾人の 觀る 所に よれば、 此等は 同 

じ 武士で も 上級 武士に 屬 する ものであって、 下級 武士と して は 前記 班田 農民が 本 貫 を 離れて 徘徊し、 後ち 庄園に 入 

つて 庄民 となった ものからの 出身が 多數 であった こと は爭 はれない。 中に も 著し いのは 群盗と なった 徒輩であって 
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數百 入隊 を 結び、 權貴を 襲 ひて 財 を 奪 ひ、 叉 國衙を 襲擊し 官吏 を 殺害す る を 業と する ものであった。 治安 三年 十二 

月 丹 波 守 藤 原資 業の 京都 中 御門の 第 宅は此 等の 群盗に よって 放火 せられた。 當時資 業の 政務 を 執る や 苛酷 無道な り 

との 評判が あつたので、 右大臣 實資は 彼 を 評して 『州 民 之愁、 备結ニ 凶黨之 類； 成レ犯 敷』 と 云って 居る ので ある。 

更に 陽 成 天皇の 元慶七 年に は、 太宰府の 管內に 於て 百餘 人の 群盗が 國衙を 襲撃し、 其の 長官 を 射殺して 官物を 掠奪 

したと 云 ふ 事件が 突發 した けれども 太宰府 は 之 を 追 捕す る ことが 出來 なかった。 「三代 實錄」 は 其の 狀を 記して 

『これより 先、 太宰府 六月 六日の 解に 偁ふ、 今月 三日 夜分 群盗 百 人 許り、 國守都 御 酉の 館 を 園んで、 御 酉 を 射殺し、 

財物 を 掠め奪った。 傍 吏 は 人の 叫聲を 聞いて 俄に 兵仗 を發 して 赴き 集った が、 群盗 は 逃散し、 夜暗く 丘 〈少 きため 追 

捕す る 能 はすと いふ、 太宰府 は國 の解狀 により 少監正 六 位 上 中原 眞人長 城 等 をして、 兵卒 を 率 ゐて發 遣、 搜索 せし 

むる と 同時に、 朝廷に 言上した。 之に 對し太 政官は 太宰府 司 を 譴責し、 牧 宰の官 (國 1^) の委 寄の 任 は 重い のに 郞 

に 殺戮せられ たの は 惡の甚 しきで ある。 筑後國 は 太宰府 を 去る 往還 半日の 處 であるから、 縱令 三日の 夜、 夜暗く  ハ 

少く とも、 四日 五日に は 兵 を增し 追討す べきに、 之 を 逃散せ しめたの は 殆ど 傍 吏の 懦弱の 致す ところで ある。 つ 

管 內の亂 を 鎖む るは府 司の 任で あるのに、 虎 兒を濫 より 出した の は 誰の 過失で あるか、 又 長 城 等を發 向の 後、 旣に 

月餘 の 日 を 積む に擒 獲の 狀 今に 閒く なき は、 蓋し 長 城の 逗撓の 致す ところ か。』 と  一 K つて ゐ るが、 右記錄 に 現 はれた 

やうな 王朝 權 力の 衰額 事情に 就て は 旣に是 迄廣々 言及した から 此處に 再び 繰り返す こと を しないが、 唯 吾人が 關心 

の 最も 集中され るの は、 此の 種 Q 一群 盜は 農民で あると 同時に 平素 或る 程度のお 藝を 練磨し、 軍事行動 を 執り 得る 者 


であり、 從 つて 彼等 は 農民と 云 ふ よ り も 寧ろ 專業 の 武士に 近い ものと なって ゐ たとい ふこと である。 勿論 彼等 の 所 

出 は 元々 班田 農民で あつたが 今や 其の 本 貫 を 離れ 浪々 として 國衙 領內を 徘徊した る 後ち 庄園に 入って 其の 領主の 私 

兵と なり、 其の 戰鬪 員た る 生活 を營み 始め たので ある。 

i 斯の 如く 地方 官の 子弟の 一群 を 上級 武士と し、 並に 舊 班田 農民の 群盗 化せる もの を下曆 武士と する 庄園 武士 は、 

政府の 官吏 を 眼中に 置かす、 國 郡の 官吏 却って 此等 武士の 權威 を^る k 有様であった。 例へば 「十 訓抄」 に は 『丹 

後 守 保 昌任國 に 下向のと き、 よさの 山に て 白髮の 武士 一騎 あ ひたりけ り、 木の下に うち 入て 笠 を かた ふけて 立たり 

ける を、 國 司の 郞黨 云、 此翁 何不, 下， 馬 哉、 奇怪な り、 とがめお ろすべし とい ふ。 爰に國 司の 云、 一人 當 千の 馬の 

、ゝ、 、、 、、、、、、、、、、、、、、へ  0^ 

立 やうな り、 たく-ものに あらす 咎 むべ からすと 制止し うち 過る 問。』 と  一 K つて ゐ るが、 是れ 平安朝 末期に 於け る 公私 

權 力の 强弱關 係 を 最も 端的に 說明 せる 一例で ある。 『觸ら ぬ 神に 祟な し』 とい ふ 古語 を會 得せる 此の頃の 國司は 右 

の やうに 如何に 無氣 力と 評せられても、 命 を 捨てまい とする 點に 於て 賢明で あつたのに 反し、 徒らに 自己の 權威を 

示して 武士と 戰 はんとす る國司 は屢々 失命の 苦杯 を 嘗めねば ならなかった。 『古事 談』 に 見 ゆる 次の 記錄の 如き も 

亦 其の 一例で あらう， 曰く 『宗 形宮內 入道 師 綱が 陸 奥 守と して 其の 國に 下向の 時 藤 原 基衡が ー國 を押領 し、 國 司の 

威 はなき が 如く、 仍て 事の 由 を 朝廷に 奏聞し、 宣旨を 申 下して 國 中の 公田 を撿 注せん とした 所、 奥州 忍 郡 は 基衡が 

先々 より 國使を 入れなかった 地で あるが、 今度 宣旨 によって 檢 注せら れんと したので、 基 衡は忍 郡の 地頭で 大庄司 

である 季春と 心 を 合せて、 國 司の 檢 注を禦 ぎ、 國 司が 猶ほ宣 3 曰を帶 びて 押し入らん としたので、 巳に 矢 を 放って 合 
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戰 となり、 守る 方で 疵 けられた 者が 甚だ 多 かつん In と。 藤 原 基 衡は當 時 陸奧ー ケ國 を押領 し、 其の 勢 は 陸 奥の 國！. H- 

を 璽し、 國 司の 威力 は 無き が 如しと あるので あるから、 多數の 武士 を 擁し 且つ 所謂 不輸不 入の 權カを 擁する 彼れ 基 

衡の 勢力 は實 に强大 なる ものであった。 卽ち國 司が 此の 押領 された 土地 を檢 注す る爲に 官吏が 入部しょう とすると、 

基衡は 自己の 庄官 をして 檢注を 妨碍せ しめ、 矢 を 放って 戰ひを 挑んだ と 云 ふので あるから、 地方 庄園の 赏 力が 王朝 

權 カを壓 したる 實狀は 之 を 以て 知るべき である。 而 して 此の 種 強大なる 權勢を 擁する 地方 領主と 之に 抱 へらる \ 武 

士は旣 に 之より 先き 天慶年 問に 於け る平將 門の 叛亂ゃ 藤 原 純 友の 內亂を 誘起し、 叉 前 九 年 役、 後一 二 年 役に 於て は 源 

氏の 麾下と して 最も よ く 其 の 威力 を發 揮し たもので あ る が、 遂に 保 元 平 治 の亂を 劃期と し て 政治的 並 に 經濟 的赏權 

を 完全に 掌握して 武 蒙社會 主導者の 地位に 躍進し、 同時に 此等 武士の 家 子 叉 は郞黨 となりた る 下級 武士 は 奥 耕 業に 

集 脚を觸 れつ、 平常 武藝を 8S し、 一 朝 事 ある 際に は 勇躍 出陣す る戰士 たるに 至った ので ある。 尤も 後に 述ぶ るが 

如く、 斯くて 此の頃 漸く 兵と 農と が 分離し 始めた と は 云 ふ もの、、 後年 德川 時代に 見られた やうな 最後 的^ 展 段階 

に 入る には尙 頗る 程遠い もので あつたが、 併し 之が 所謂 兵と 農との 分離す る基點 であった と 一 K ふ點に 時代 的直耍 性 

が存 する の で ある。 細胞の 發 見が 生物 學上 の 根本 問題 で あると 同じく、 新な る 社 會關係 生誕 の 萌芽 形態 を發 見す る 

こと は、 社會 制度の 歷史 過程 を 時間 的に 把握す る 上の 基礎的 觀念 である。 私兵 制度の 發 達と 兵 臭 分離 制度 成立との 

相 關關係 も 亦 かやうな 意味に 於て 正當に 理解 さるべき である。  - 

註 S 西 岡 虎之助、 平安時代 史 (歷 史敎育 講座、 四 六 ー 四セ 頁) 


は 日本 三代 實錄卷 四十 四、 陽 成 天皇 元 慶七年 七月 十九 H 

g 十 訓抄、 笫三 (新訂 國史 大系、 笫 十八 卷、 四 五 頁) 

S 古事 談、 第 四 (同上 書、 九 一 頁) 

(ハ) 僧兵の 發達 

其の 本質に 於て 農兵と 變ら ない ものに 僧兵が あった。 日置昌 一氏 は 僧兵が 記錄の 上に 現れた る 起源と して 奈良朝 

時代の 貴族が 東大寺 其 他の 寺院に 奴隸 を獻納 し、 其れが 寺領 庄園の 成立す るに 連れて 山門 擁護の 兵士と なった ので 

あろと 云 はれて 居る が、 僧兵 は 啻に 畿內 地方の みならす 各地 方 寺院に も蓄 へられた。 何れにしても 曾 兵の 出現 は 平 

安 朝 初期の 頃から 見え、 漸次 其の 數を增 加し つ k あった。 延喜 十四 年 三善淸 行の 捧げた 意見 封 事に は 『請 禁諸國 僧 

徒 濫惡、 及 宿 衛舍人 凶暴 事』 の 一條が あり， 又惡 僧の 暴狀を 端的に 指摘して 曰く 『臣 伏して 見れば、 去に し 延喜元 

年の 官符、 已に權 貴の 山川 を 規錮し 勢家の 田地 を 侵し 奪 ふこと を 禁ぜり、 州 郡 之枳棘 を^り、 衆庶の 婺@ を 除かば、 

吏 治 施し 易く 民 居 安き こと を 得ん、 但し 猶ほ 凶暴 邪惡 なる は惡 僧と 宿衛 なり、 伏して 以れ ば、 諸 寺の 年分 及び 臨 寺 

得度の 者、 一年の 內 或は 二三 百 人に 及ぶな り、 就中 半分 以上 は 皆是れ 邪濫の 輩な り、 叉 諸國の 百姓 課役 を 逃れ 租調 

を 通る、 者、 私に みづ から 髮を おろし 猥りに 法服 を 着く、 斯の 如きの 輩、 年 を 積んで 漸く 多し、 天下の 人民 三分の 

二 は 皆 是れ秀 首の 者 也、 是れ皆 家に 妻子 を蓄へ 口に 腥膻 を啖 ふ、 形 は 沙門に 似て 心 は 屠兒の 如し、 況んゃ 其の 最も 

甚だしき 者は聚 つて 群盗 をな し、 密かに 錢貨を 鑄る、 天刑 を 畏れす 佛律を 顧みす、 若し 國 司法に よって 勘 礼 すれば、 

第 三 章 平安朝 *. 期に 於け る 農兵  - 


第一 11 兵 SI  i 慨論  六 s 

M ち 霧の 如く 合 ひ、 雲の 如く 集り、 競って 暴 逆 をな す。 前年 安藝 守 藤 原 時 善 を 攻め 園み、 紀伊守 橘 公 鹿 を 劫略した 

者 は 皆 是れ濫 惡の僧 其の 魁師 たり  1』 と。 此の 種の 暴徒に して 武事 を 修練した^ 僧兵 は 必すゃ 諸 他の 武士に 笛 同して 

其の 勢力 を增强 したで あらう。 僧兵 は ち 僧服 を 纏へ る 山門の 武士であって、 平時 麇耕 の 業に 從ふ もので ないから 

農兵 と は iK はれない。 彼等の 兵糧米 の 多く は 寺院が 其の 所領 農民よ り徴收 した 所當 米に よって 供給せられ たので あ 

る。 畿. 2： 地方の 延曆 寺、 東大. 1^、 興 幅 寺、 阅城 土寸の 如き 諸 大寺院 は. 皆 上述の 如き 素 i おより 成る 數千 人の 僧兵 を 養 ひ 

『虎狼に 等しき』 暴 逆を敢 てす る を敢て 許した ので ある" 彼等 僧兵 は 身に 法服 を 纏って はみ る もの、、 心に；； E 仰な 

/、， 實 際に 於て 惡黨 其の 者で あり、 唯 山門に 所屬 する ことによって 僧兵と 一 K はれ、 武士と 此-- かも 異らぬ もので あつ 

た。 斯くて 僧兵 は 浮浪 民の 武士 化した 農お と共に 特殊の 社 會集圑 を 形作り、 武士 I の 社會的 勢力 を增 進し 村く 半 ，叫 

の 原動力と なった。  . 

註 行、 意兑 t 二 简條 (新 校邶眷 類從、 第二 十卷、 六 八 八— 六 八 九 K). 

②财 兵に 關す る 注 ：= す ベ き 論 著と し て は 左.：， を參照 せ ら る ベ し。 

. 一 、 竹！； 勝， SJ、 牛 i 化 朝の 寺- 院と l|5 兵 (= 本 藤お. 地理 學會！ i 纂 「H 本 兵制 电」 所收 論文) 

一 、 让 1: 之 助、 =水佛敎^-之研究 (：綾 篇) 

1、 大 a! 德城、 H 本 佛敎史 の 九、 笫ニ 卷所收 論文、 (同氏の 文 は 中世の 财兵 研究と 交^して ゐる こと を 注 してお く) 

1、 細 川 „ ^市、 肘 兵と 寺^-: £^  (.：•  小敎 W 究、 第八卷 第五 號所敉 論文) 
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第一 節 兵と 農との 身分 的 分離の 初 發 

<TSik の 武士が 兵馬 倥傯の 主役 者と して 擡頭し 來 るに 從 つて、 彼等の 身分 は 次第に 農民と 異る ものと ならざる を 得 

なくな つ た。 武器 を以 て 自己 を 護り 他 を 侵掠す る こと を 蛾と する に 至 つ た 彼等 は， 到底 農業 の 餘暇を 以て 其の 手腕 

を 修練し 得べ きも の ではなくな つ た。 今、 彼等が 平時 武技 を 練り 有事 の 日に 勇壯 無比なる 働き振り を 示した 實例を 

引くならば、 彼の 奥州 後三年の 役に 於て 『相 模の國 の 住人 鎌 倉の 權五 郞景 正と いふ もの あり、 先祖より 聞え 高き つ 

はものな り、 年ゎづ かに 十六 歳に して 大 軍の 前に ありて 命 をす て k た k かふ 間に、 征矢に て 右の： E を 射させつ、 首 

を 射 つらぬきて か. ぶとの 鉢 付の 板に 射 付ら れぬ、 矢 をと りかけ て 當の矢 を 射て、 敵 を 射と りつ、 さての ち しりぞき 

歸 りて かぶと をぬ ぎて、 景正手 負たり とて のけざまに ふしぬ、 同國の つ はもの 三 浦の 平 太郞爲 次と-い ふ もの あり、 

これ も 聞え たかき 者な り、 つらぬき を はきながら、 景 正が 顏を ふまへ て 矢 をぬ かんとす、 景正 ふしながら 刀 をぬ き 

て、 爲次 がく さすり を とらへ てあげ ざまに つかん とす、 爲次 おどろきて、 こ はいかに など かくはす るぞ とい ふ。 景 

正が い ふやう、 弓箭に あたり て する はつ はもの、 のぞむ ところたり、 いかで か 生ながら 足に て つら を ふまる、 事 

あらん、 しか じ汝を かたきと して われ 爱 にて 死なん とい ふ、 爲次舌 を まきて いふ 事た し。 膝 を か、 くめ 顏を おさへ て 
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矢 をぬ きつ、 お ほくの 人 之 を 見聞、 景正 がかう みやう いよ/ \ ならびなし。』 と 云 ふやうな 若武者 さへ も 見ら る、 

に 至った」 是れ 決して 百姓 等の 爲し 得る ところでない。 日頃より 武術と 膽カを 練磨して ゐ たれば こそ、 斯く 剛瞻で 

あり 得た ので ある。 ， 如何に 農民に 武器 を 持た しても、 それ は 所謂 烏 合の 衆であって、 武士 的 訓練が 缺 けて ゐ るから、 

前記の 如き 勇鬪 振り は 到底 見られす、 且つ 軍隊と しても 秩序 ある 戰鬪 行爲は 到底 望む ことが 出來 なかった であらう 0 

更に 又 別 方面の 兵士た る寺領 庄園に 於け る 僧兵の 如き も、 後に は 頗る 洗練され た 軍事的 手腕と 膽カを 有する やう 

になった、 『平家物語』 に は それに 關 する 數 多くの 記 錄が現 はれて ゐ るが、 今 其の 一例 を 示すならば、， 

おどし 

堂 衆の 中、 筒井の 淨 妙明秀 は、 褐の直 垂に黑 革 威の 鎧 著て、 五 枚 甲の 緖を しめ、 黑 漆の 太刀 を帶 き、 二十 四 

差た る黑 ほろ の 矢 負 ひ、 塗 籠 藤の 弓に、 好む 白 抦の大 長刀 取 副て、 橋 3 上に ぞ 進んだ る、 大昔 聲を揚 て 名の 

りけ る は 『日來 は 音に も 聞き つらむ、 今 は 目に も 見 給へ、 三 井寺に は 其隱れ 無し、 堂 衆の 中に 筒井 淨妙 明秀 

とて、 一人 當 千の 兵 ぞゃ、 我と 思 はむ 人々 は 寄 合 や、 見參 せむ』 とて 二十 四 差た る 矢 を 差 詰 引 詰 散々 に 射る、 

矢庭に 十二 人 射殺して、 十一 人に 手 負せ たれば、 旅に 一 っぞ殘 たる、 弓 をば からりと 投 捨て、 旅 も 解て 捨て 

けり、 つらぬき 脫で 跣に 成り、 ； i の 行 桁 を さら/ \ と 走 渡る、 人 は 恐れて 渡らね ども、 淨明坊 が、， i 也に よ、 

一條 ニ條の 大路と こそ 板 舞 なれ、 長刀で 向 ふ 敵 五 人 確 ふせ、 六 人に 當る 敵に 逢て、 長刀 中より 打 折て 捨てけ 

り、 其 後 太刀 を 拔て戰 ふに、 敵 は 大勢な り、 蜘蛛 手、 角繩、 十文字、 崎检 返り、 水車、 八方 透 さす 切たり け 

り。 矢庭に 八 人 切 ふせ、 九 人に 當る 敵が 甲の 鉢に、 餘に强 ぅ打當 て、 m 貫の 元よりち やうと 折れ、 人 を拔け * 


河へ ざぶ と 入に けり、 憑む 所 は 腰刀、 偏へ に 死なん とぞ 狂け る。 

爱に 乘圓房 阿闍梨 慶秀が 召使け るー來 法師と 云 ふ 大力の 剛の者 在け り、 續て 後に 戰 ふが、 行 析は狹 し、 側 通 

べき 樣 はなし、 淨妙 房が 甲の 手 さきに 手 を 置て、 『惡ふ 候淨妙 房』 とて、 肩 を ふんで 跳り 越て ぞ戰 ひける、 一 

來 法師 打 死して にけ り、 淨妙房 は 這々 歸て、 平等 院の 門の 前なる 芝の 上に 物具脫 捨て、 鎧に 立た る 矢 目を數 

へたり ければ 六十 三、 裏 搔く矢 五所、 され 共 大事の 手なら ねば、 所々 に 炙 治して、 首から げ淨衣 著て、 弓 折 

. 切り 杖に 突き、 平 あした はき、 阿 彌陀佛 申て、 奈 良の 方へ ぞ罷 ける。 

屈強なる 僧兵の 武術 修練の 成果の 現れ は 此の 一例に よっても 亦遣憾 なく 示されて 居る が、 彼等 は 口に 稱名 を唱へ 

身に 法衣 を 纏って は 居れ ど、 其の 實に 於て は 猛り狂 ふ 武士であって、 柔順 是れ 事と する 百姓と は 懸け離れ たる もの 

であった。 別 言す れば旣 に 寺院 社會 が 斯る專 門 的 戰鬪員 を 必要と する 時代と なった から、 兵士と しての 性能 を 農民 

に 求めん としても、 到底 期待され 得る もので はなくな つた。 斯くて 農民 は庄 民と して 農耕 を專ー に 努め、 鍬 取る 外 

の 術 を 知らざる ものと ならん としつ、 あるので ある。 而 して 武士の 頭 梁 は 其の 配下に 家の 子 を 養 ひ、 一朝 有事の 際 

に は 之 を 引き 具して 戰 場へ 驅 け出づ る將 としての 自覺を 有す る やうに なった。 然も 此の 家の 子なる 下級 武士が 平時 

鄕 村に 於て 袅 業に 從 事しながら 武藝を 練磨す る こと は 依然た る狀 態であった。 別 fE すれば、 上級 武士 は 全く 農より 

離れても、 下級 武士 は 農民 的 性質 を脫し 得ない のであった。 德川 時代の 學 者が 此の 事實を 見て 兵 農 一致の 時代で あ 

ると S つて 居る の は 特に 注意すべき である。 例へば 太 宰春臺 は 『日本 は 昔より 唐の 風に 做て、 農と 兵 を 分る 法 なれ 
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ども、 古の 武士と S ふ は、 営 代の 武士の 如くに は 非す、 常に 田舍に 住で 農業 を 務め， 今の 世の 有德 なる： C 姓の 如し、 

鎌 倉の 三 浦 島山の 輩 を、 今の 世の 諸侯の 如くた らんと 思 ふ は 非 也、 其 に 之 を 大名と 稱 せし は、 在所に 名 田と lis- ふ 

ことおて * 名 田お 持た る 者の 中に て、 家 富み 僮 僕 を 多く 蓄ふ者 を 大名と 稱せ しなり、 今の^に 國 郡を領 する 侯 を 

大名と いふ は、 俗の 談也、 鎌 倉の 末に 及び、 元 亨建武 の 間に、 武家と 稱 せし 新田、 足 利な どの 一族 も、 皆 彼 大名の 

類 也、 されば 其 世に は、 百姓と いふ 者 皆武を 務めし 故に、 軍に 出る に 及で、 兵 數甚多 かりし なり。 近世 戰 となりて 

より 當 代に 至て、 武家 は 武家、 農 人 は 農 人と 分れて、 農 人 は 一向に 軍陚に 入らす、 僅に 只 人夫 を 出す のみなる 故に、 

今の 世に は 兵の 出る 數甚 少し』 と 云 ひ、 有 澤武負 は 享保ニ 年 八月に 公刊せ る 「贺州 御 軍役 私考」 に 於て 『夫 軍役の 

起る 處は 農より 出る、 古 來其制 大概 を 解て 委を 不， 見、 中古 以來 士農漸 分れて， 猶其士 田地 を 不離、. E 川の 地 を領し 

て 軍役 を 勤る 者 農と 共に 成、 之に より、 人馬 整 事 早し』 と 云って 居り.、 在鄕の 家の 子 郞黨は 一面 武士で ありながら， 

他面 ，農 人で あつたと  一 K ふ點を 指摘して 居る の は 正しい が、 其の 結論に 至って は 聊か？^ 護に 陷 つて 居る。 卽ち 近^の 

學者は 中世の 地域 形態に 於け る 兵 農 雑居の 事實を 認識す るに 止まり、 上級 武士と 農民との 身分 的 分離の^ 階 的 様相 

を 無視して ゐ るので あろ。 兵 農 分離に 對 すろ 正確なる 認識 を 得ん とせば、 先づ觀 察の 重點を 此の 時代に 於け る 武士 

と 農民との 身分 的 分裂 に 集中して 其 處に劃 線 を：； K  く. に あ ら ざれば、 歷史 進化の 眞相を 把握す る こと は 出来ない ので 

ある。 蓋し 農より 離れた 武士に 從屬 すると ころの 家の 子郞黨 が、 平生 農業に 從事 しつ 、共士 としての 鍛練 を总ら な 

かった と 云 ふ 事 そ れ自體 の 中に 階級 分化 の 胎動が 示されて ゐ るの で あ る 。 


社會 生長の 過程に 於て は 社 會自體 の 中に 其が 發展 の爲の K 芽を藏 し、 幾多 複雑 多様なる 競合、 醱酵、 遊離、 抱 合 

の 諸 作用が 起り、 其の 影響 を 受けて 轉 形と 變 質の 一 路を fl る ものであるが、 此 等の 現象 を科學 的に 分析す る ことに 

よつ ての み 初めて 其の 最も 正しい 認識に 到達し 得る と 同じく、 兵 農 分離 史の論 明に 當 つても 亦 常に 之 を 複雑 多様な 

る發展 過程の 一節と して 理解す る ことに 努めねば ならぬ。 繰り返して 云へば、 後年に 於け る 兵 農の 完全なる 分離 1- 

地域的 分離 ー に 到達す る 爲の端 初 的 現象が 此の頃に 於け る 兵 農 制度 發展 段階 に 一 劃 線 を 描いた ものと 見て 不可ない 

ので ある"  . 

「 尙： 一  應論辯 を 試み 置かねば ならぬ こと は、 此の頃 兵と 農と が 何故に 斯 くも 頻りに 身分 的に 分離して 兵士が 戰 

鬪 の 業 を專掌 せんとし、 义 は專 掌し 得 る に 至った かに 關す る 經濟的 見解 で ある。 惟 ふに 此の頃に 於： t る 農業 技術 は 

小 M 幼稚で は あ つ たけれ ども、 然も 前代より 屢. - 支那 農法 を 輸入す ると 共に、 ，，t 地 農村に 於け る實驗 家の 農法 を 取 

り 入れ 應 用した る 結果、 耕作 技術 次第に 進歩して 農業 生産力が 餘裕を 二 小す に 至り、 以て 共と 農と が 相 別れ、 農民 曆 

が 其の 生産物の 一部 を 割きて 支配 暦 を 養 ひ 得る に 至った 事 を 認めねば ならぬ。 別言すれば、 此の頃に 於け る 農業 技 

術の 發達 により 多分の 餘剩を 生み出し、 此の 餘剩を 基礎と して 農より 離れた る 一 部 兵士が 軍事に 專 心し 得る に 至つ 

たと 看做して よいの である。 ^士 は旣に 庄園の 實カ的 支持者と なった けれども、 當 時の 武士 は 未だ 精神 修養 を も、 

行儀作法 を も 習 はす、 其の 氣 品が 粗野で あり、 生活様式が 奔放であった。 彼等 は 其れ故に 社會 支配の 實カを 失 はん 

とする 藤 原 氏から さ へ も往々 にして 侮蔑せられ、 甚 しき は 無作法た るの 故 を 以て 面罵 せらる 、 こと さ へあった》 其 
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れ にも 拘ら す、 立脚の 根幹 を 庄園の 農民 警に 置く 武士 は 其の 前途に 塞がる あらゆる 政治的 並 社會的 障碍 を 克服して 

躍進 叉 躍進の 一 路を迪 るので あった。 

註 S 奥州 後三年 記、 上 (新 校 群 書類 從、 笫 十六 卷、 二 七— 二八 K) 

② 平家物語、 卷第四 

® 太宰 春臺、 經濟 錄卷七 (日本 經濟 大典、 第 九卷、 五八 九 I 五 九 〇 頁) 

S 有澤 武贞、 が 州 御： 束 役 私考 ば 本經濟 大典、 第 十卷、 四 ニー！ eO 

第二 節 庄園に 於け る 名主の 生長 

(ィ) 名主の 性質 並に 名主と 請 作 

みや-つ しゅ 

名主と は 庄園が 旣に 一個の 體 制を備 ふるに 至りた る 後、 其の： s: 部 的 組織と して 現 はれた る 大小の 地主 謦に 外なら 

ぬ。. 平安朝 中期の 頃より 現れ 始めた 此の 名主が 渐次 其の 數と 勢と を增强 し、 庄 K 內の 土地の 殆んど 全部が 大か小 か， 

2! 主により て 占められ、 其れが 庄官の 直接支配 地た る庄 官給 田と 並びて 庄內の 土地 所有 形態 上に， 支配的 地位 を 占 

むる に 至った の は、 平安朝 も 中葉 以後の 頃からで ある。 惟 ふに 曾て は 國司郡 司の 子弟が 管內の 空閑地 を 見立て、 開 

墾を 企て、 其の 庄園の 庄官 たらん とする 便 向が 見られた が、 今や 此の 庄官 支配 下に 於て 庄官の 一族 郞黨 又は 庄阁 

の 新 有力者が 庄官 の 許可 を 得て 新田 を 開き、 自作 百姓 又は 地主と なって 名主なる 地主 を 形成す るに 至った ので あ 


る。 尤も 名 田 は 開墾に よる ものば かりで はなく、 舊 班田 百姓が 土地の 持 添 をな して 地主と なった もの も ある こと を 

記憶せ ねばなら ぬが、 何れに して も 庄園が 多數 の 名より 成り立つ に 至った の は 事實で あ る。 今 之 を文獻 により 證明 

するならば、 例へば 保 元の 亂の 起る 直前、 久安六 年 東大寺 領水 問 御 杣內檢 帳に よれば、 

注進 水 間 御 杣當年 內檢帳 丸目錄  • 

合 水田 四 町 四 反 佰捌拾 歩 

除 田 一 町 二 段 

神 祭 田 一反 八幡宮 田 二 反 庄堂田 二 反 

庄司田 五 反 職工 田 口 反 

定田三 町 二 反 百 八十 步 分 米 六 斗 五 升 但升八 合 • 

0  0  0 

助 正 名 

在 添 上 郡 四 石 原 一二 反 野中 三 反 八賴山 一反 八幡 庄司田 五 反 

巳 上 一町 二 反 

定田 一反 分 米 二 升 

國持名 

添 上 郡 柴本ニ 反 九 中 坊ニ反 十四 宗持 一反 粟 ロー 反 八幡 田 二 反 十六 免 山 西 邊三反 
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已上九 反 

定田七 反 分 米 一斗 四 升 

0  0  0 

快增名 

添 上 郡 一波 多 木 三 反 六十 歩 十六 免 山 二 反 小 十七 坂 本 二 反 荒 也 常 荒 二 反 定田五 反 半 分 米 一斗 一升 

0  0  0  . 

守 永 名 

添 上 郡 1 一大 田 五 反 五 葦原 一 反 十六 免 山 西 一 反 庄司田 五 反 祌田 一 反 

已上 一町 三 反 

定田五 反 分 米 一斗 

助貞名 

添 上 郡 二 高 田 六 反 十 五大 田 粟 西 三 反 職工 田 一反 

已上 一 町 

定田八 段 分 米 一 斗 六 升 

0  0  0 

國永名 

添 上部 三 長 谷 三 反 九 中二 西 一反 十六 免 山 W 二 反 谷地 一反 庄堂五 反 定田五 反 分 米 一斗 - 

右 注 數代例 內檢帳 注進 如 件 


久安六 年 十一月 二十 八日 

.  御 使  - 

.  ，  御庄 司 

とあって、 右水 間杣 なる 一 つの 庄は 一 町內 外の 面積 を 有する 六 個の 名から 成立して 居る 事が 證據 立てられ、 叉 仁 安 

三年 東大寺 領 高殿， 庄油作 人 日記に よれば、 此の 庄は武 元 名、 武貞名 外 二十 八箇の 名に よって 樺 成せられ て 居り、 其 

の 外 治 承 三年 醍醐 寺 領笠取 西 庄實檢 取 i、 或は 文治 二 年 一 乘院領 池 田庄丸 帳に よれば、 笠 取 西庄は 二十 箇の 田堵名 

から 成り、 池 田 庄は十 一 箇の 名から 出 來てゐ る ことが 立證 されて ゐる。 

斯くて 平安朝 中期に 發 生した 名主 制度 は 其の後 年 を 追うて 發 達し、 遂に 庄園の 大部分が 名主に より 占めら る. -に 

至った 0 である。 然 らば 此の 名主と 名 田との 關係 はどうい ふ 風であった か、 從來 の學說 にて は 開墾 者が 自己の 名 を 

食 はしめ た 土地が お _f」 あって、 ー帶 の集團 地を爲 すかの やうに 考 へられて ゐ たが、 實 際に 就て 見る に、 名が 一箇所 

に 纏って 部落 を 形成す る 場合 は 比較的 少く、 多く は 一筆の 土地が 庄園 內の あちこちに 散在し 居り.、 從 つて 一 つの 名 

うしろ C みやう 

_ が 本書 第一 ー篇の 特別 研究 中に 見 ゆる 石 見 國那賀 郡 岡 本 氏 所有の 後野 名の 如べ に 最初から 一 人の 名主に よって 占有 さ 

^、 且 つ 持ち 繽け ら れ た 場合 は 寧ろ 稀で あって、 其の 中に は 若 千 の 開墾地と 共に 賫買其 の 他の 事情に より 兼併 せら 

比た 土 * が 交錯して 一 箇の名 を 成して ゐる ものが 多かった ので ある。 而 して 耕作地の 一 部 或は 全部 を 失った 小百姓 

. は 勢 ひ 富裕なる 附近 名主の 所有地の 小作人と ならざる を 得すして、 鼓に 名主 を主體 とする 作 人 (百姓) が 現れ、 名 
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主 は 此の 作 人から 徵收 する 名主 得分 によって 生活す ると ころの 地主 的 性質 を帶ぶ るに 至る ので あ る。 延慶 一二 年 九： 

の 東寺領 平野 殿 庄預所 平 光清の 重 陳狀に は  ， 

凡 當國諸 庄園 之 習、 於 n 地上 果役 1 者、 地主 半分、 百姓 半分、 致 二 沙汰 1 者 通例 也 

と ある。 之に 見ても 名主 は 名主 得分なる 小作料 を收 むる 地主であった ことが 判る。 併し 此の 場合に 於け る 地主 は 現 

今の 地主と 必す しも 同一 でない。 中 田 博士 は 此の 場合の 名主 も 亦 庄園の 本 所に 對 して 年貢 課役 を負搶 する 義務 を 負 

ふて ゐ たから、 年貢 負 擔附名 田の 地主 卽 土地 所有者で あると 定義 せられて ゐ るが、 此の間 題に 就て は 別に 更 めて 後 

節に 於て 說明 する であらう。 

^平安朝 時代に 於て は 名 田 所有者 を必 すし も 名主と 呼ばす に、 一般 百姓と 竝 ベて 「作 手」 と 呼んで ゐた例 も あつ 

た。 例へば 應德 年度の 頃、 東寺領 伊勢 國川合 莊に三 町の 名 田 を 有する 大 神主 權 彌宜延 能なる 者の 有する 名主 蛾 を 指 

して 五代 相 傳の作 手職と 稱 して ゐる。 併し 彌宜延 能 自身が 名 田 耕作に 從 事した 者で ない こと は 無論であって、 應德 

二 年に は延 能に 隸屬 する 三十 餘 人の 從類 (小作人) が 右 名 田の 年貢 未進 催促の 爲に 遣され た 使者の 制 4：: をも肯 かす、 

押して 其の 地に 種子 を 重播し 且つ 押植 したとの 記事が ある ことより 見ても、 名主 は 農業に 從 はす、 耕作 は 一 に 其の 

小作人た る 作 手 をして 經營 せしめた ものである 事が 窺 はれる であらう。 

治 曆ニ年 東大寺で は 伊賀 國名張 郡 築 瀨鄕の 荒 燕 地の 開 發を丈 部爲延 なる 者に 命じた ことがあ るが、 其の 時の 條件 

として 開發 後三年 問 年貢 を 免除し、 四 年 目より 年貢 を微收 し、 且つ 段別 一斗の 加 地 子 を 地元の 領家 東南 院に 進納せ 


しむる 代償と して、 爲延の 子孫に 作 手職 を 傳領せ しむべし とのこと が 規定され てゐ る。 丈 部 氏 は會て 名 張 郡 司 に も 

任ぜられ たことの ある 地方の 勢家で あり、 從 つて 作 手職 を 充て 行 はれた 丈 部 氏 は 自ら 開 發に從 事した もので なく、 

他より 百姓 を 招 來し之 を 使役して 開墾せ しめた もので あらう。 故に 此の 場合の 作 手職 は 前に 擧 げた 名 田作 手と 同様， 

其 の 下に 耕作者 を 有す る 仲 地主で あった， ことに 注意す べきで ある。 斯く 子々 孫々 に 相傳 ふ る こ と を 得た 作 手職 は卽 

ち 永 作 手 (永小作 人) であって、 年を經 ると 共に 用益 關 係が 固定 化され、 同時に 其の 名主の 武士 化 傾向が 濃厚と な 

るに 連れて 此の 永 作 手 も 亦 名主へ 上昇 せんとす る 性質の ものと なった。 其の 一例と して 時代 は 少し 降る が、 貞治元 

年 山城 國乙訓 郡 下 久世庄 內に大 江 親 綱なる 者の 有する 永 作 手 田が あつたが、 其の 賣券狀 の 一節に は 『右 件 田地 者。 

大：： d 親 綱 相 傅 之 名 田 也』 と 記して あん、 此の 場合に 親 綱 は 自己の 永小作 手 田 を 名 田と 稱 へて 一 般の 所有地と 同 一 視 

して 怪しまなかった ので ある。 

(名主が 庄園の 地主 署 として 重き を 成す 頃に は、 全國の 班田 制 は 夙に 崩 壌して 仕舞 ひ、 其の 始めて 庄園の 起された 

時に 班田 農村から 流入し 來 つた 浮浪 人 も 百年、 二百 年と 經 過して 今や 其の 一部 は 武士と なり、 他の 一部 は 家 產を作 

つて 名主 卽ち 地主の 地位にまで 進んで 來 たもの が ある。 同時に 元の 班田 を 持ち 續 けた 百姓 も 自己の 居住地が 庄園に 

編入せられ てから は、 其の 土地の 本來的 持主 卽ち 名主と なった ので ある。 斯 して 全國の 農村 は 其の 成立 原因が 開懇 

である 場合で も、 旣墾 地で ある 場合で も、 大小の 名主が 庄園の 中堅と なり、 此の 名主の 下に 小作人 卽ち請 作 人の 一 

群が 附 くこと になった。 別言すれば、 今や 往年の 庄園 隆起の 際に 入 地した 請 作 人 や 班田 百姓 を 先祖と する 無 數の名 
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主により 農村の 土地が 所有せられ、 其の に 小作人が 附隨 する 社會 となった ので ある^  , 

然 らば 斯る名 田 は 如何にして 耕作され たので あるか。 建 仁 四 年 二月 廿 一 日 鎌 倉 幕" $ が 信 濃國の 御家人 中 野 能 成に 

對 して 與 へた 下知 狀 によれば、. 同 國中野 鄕の名 田 拾 町 及び 屋敷 を 能 成の 爲に 安堵し、 能 成の 所 從等は 其の 田地と 共 

に 元々 通り 召使 ふて よい こと を 記して あ マが。 此の 場合 能 成なる 名主が 自己の 隸屬民 を 使役して 耕作した 土地 は 所謂 

手 作 地で あるが、 斯る手 作 地は當 時全體 から 見て 其の 割合 極めて 少く、 一  般の名 田 は 請 作^ち 小作に 出されて あつ 

たので ある。 例へば 和 泉 國大鳥 庄に關 はる 應長ー 一年 三月 四日の 田地 注文 斷片 によれば、 同地の 吉貞名 一 町 九 反 百 四 

十 歩 は 水 合 里、 布施 屋 単：、 南 原 単； 郡 ST 三井戶 単： と 云 ふやう に數筆 宛に 散在し、 其のう ち 五 反 二； S 六十 九 歩が 自 

作 地と 記されて ある。 之に より 見ても、 名主の. HE 作 地が 小作 地の 間に 點々 散在して ゐ たこと は 明かであって、 其の 

手餘り 地が 請 作卽ち 小作に 出されて ゐ たこし」 が立證 される。 此の 名 田の 請 作 百姓 は 庄園の 本 所に 對 して 年貢 課役 を 

負擔す る と共に、 名主に は 名主 得分た る 小作料 を 加 地 子の 名稱を 以て 納めねば たらな か つ た。 從 つて 彼等 請 作 人 

(小作人) は 本 所 年貢と 名主 得分の 二重の 取 立て を 受けねば ならぬ ので あるが、 此の 本 所 年貢と 名主 得分の 割 介 は 

名 田 設定 當 時の 事情に 應 じて 必 すし も 一 様で はたかった" 而 して 開墾地に 於け る 名主の 得分 は、 其の 庄^の 本 所に 

對す る 年貢より も 多い の が 普通 で あった。 而 して 常時 請 作 人た る ぱ 姓より 年貢 を 上納す る 手 綾と して は、 

(甲) お 姓より 名主 得分 及び 不 所年貨 を 加算した も の を先づ 名主 に差屮 I し、 名 キ， が 其 の 中より 自 匕の 分 を 

控除し 其の 錢餘を 本 所に 進納 する f 


(乙) 百姓より 名主 得分 及び 本 所 年貢 を 夫々 Q 向きに 對 して 直 納 する 場合 

4 

との 二つが あった。 此の方 法 中、 甲の 場合が 乙の 場合よりも 本質的で あり、 封建的 土地 所有に 伴 ふ 普通の 納付 形態 

であった であらう と 思 はれる の は、 後年 德川 時代 迄 も 残存して 農村に 行 はれて ゐ た事實 からしても 其れが 看取され 

るからで ある， W し 何れにしても 名主 は 本 所に 對し 自己の 小作人の 年貢 未進に 對 して 責任 を 負 はねば ならなかった- 

例へば 東寺領 矢野庄 の眞藏 名に 於て は、 百姓 圓 道なる 者が 死去した 跡の 年貢 未進 分 一石 七 斗 八 升 九 合 を、 寺 例に 據 

6 

り、 同名 主が 直接 責任者と して 代行 辨濟 すべし と 命ぜられて 居る が 如き 其れで ある。 

之 を 要するに、 名主の 發生 原因と して は 班田 百姓より 延長した もの もあった であらう が、 f, 人口 增 加に 處す 

る對 策と し て 逐年 新田 開 發が行 はれ、 其の 開 發者を 名主と 呼ぶ に 至った ことが 主要の 起因で ある。 名主に も大な る 

と 小なる とが あり、 大 なる は 優に 一部 落 を 形成す るに 足り、 小なる は 僅に 自己の 生活 を營 むに 過ぎざる もので あつ 

たで あらう。 而 して 一部 落 を 成す に 足る 名主 も 實質上 其の 土地の 所有者と して 實權を 握りつ \ も、 上級 支配者の 管 

轄を 受けねば ならなかった ので あるから、 中 田 博士の 言へ る 如く 彼等 は 一種の 負 擔附き 土地 所有者であって、 庄園 

武士の 戰鬪 力と 肘 政 的 資源と は、 一 に 此の 名主 層の 經濟 力に より 供給され たので ある。 唯 鼓に 附言 を 要する は、 此 

の 頃の 名主の 上納 物 は 小作料で もなければ、 租稅 でもない 性質 を 帶 ん でゐ たか ら 、 附擔附 き の 私有 權 とし て 見る こ 

とが 架して 妥當 であるか 否か は 疑問であって、 一 概 に論斷 する ことの 困難な ことで ある。 

註 m 東大寺 文書、 第四囘 探訪、 四 五 
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$1 東大寺 文書、 第四囘 探訪、 一：； 八 

§ 酸 醐雜事 記卷 二、 三ニ页 

④ 古文書 基 3 

@ 東 寺 百合 文書と 一九— ニニ 

g 中 田薰、 板 倉 氏 新式 目に 就て (圏 家 學會雜 誌、 笫 三十 七卷第 八號) 

の 東 寺 百合 文書な 三 二  — 三 九  . 

g 東 寺 百 合 文書せ 一— 一 六。 a に 竹内理 三、 平安朝に 於け る 束 寺の 經濟的 研究 (歷史 地理、 第 六十 七卷 第三 號) 

g 三國 地誌、 卷之 w 六 

g 竹內理 三、 莊園 成熟期の 東大寺 領 (社 會經濟 史學、 第四卷 第二 號) 

g 東 寺 百合 文書よ 四 下— 六 

§ 市 川 文書 一  - 

g 牧健 二、 攝關 家の 大番領 と 和 泉國大 IS 庄 (歷史 と 地理、 笫 一一 一十 卷 第二 號) 

W 今 井林 太郎、 土地 制度 11 後期 (世界 歷史 大系、 第 十一 一一 卷 A 中世 編 所收、 八 五 I 八 九 •<« -參 照) 

§ 小野武 央、 德川 時代 9 小作料 徵收 組織 (土地 辉濟 史考證 敉錄) 

M 東 寺 百合 文書 ル三 八— 四 七 

名主の 武士 化 

如 く， お 1 本 に對 して 年貢 進納の 萄 S ふま 主 は、 他方 自己 名 竝に 所屬 の 庄^ に 於け る 治安の 庄^ を も 


連帶的 に 負擔さ せられて ゐ た " 是 れ 纏て 名主が 武士 化し なけれ ばなら ぬ 前提 的狀勢 で あ る。 例へ ば 東 寺領上 久せ庄 

の 名主 千 松 丸が 康曆 元年 捧げた 請 文に は 『或は 人の 語 を 得、 或は 私曲 を 有し、 事 を 左右に 寄せて 訴訟す ベから す、 

歎き 申すべき じ 3 あれば 隱 かに 子細 を 申入れ、 本家の 成敗 を 仰ぐべく、 更に 權門 勢家に 付して 緣狀を 申し 成し、 暾訴 

に 及ぶ ベから す、 將 又た とひ 百姓 等庄 家の 一 揆と稱 し、 傲々 の 群訴を 致す と雖 も、 # て 同心 許容の 議 あるべ からす』 

とて、 名主 は旣に 王朝 勢力の 淺骸 たる 權 門の カを恃 まない と共に、 百姓 等が 嗷訴を 企てた 場合、 敢て 其れに 參 加し 

たいこと を 誓 ふて、 彼等の 獨自的 支配 性 を發揮 せんこと に 努めて 居る、 卽ち 『庄 家の ため 公私に つき 遠 亂出來 の 時 

は、 -s: 外の 秘策 を 廻らし、 涯 分の 警固を 致し、 地下に 牢籠 のない 樣 計略 を 加 ふべ し』 とて、 一揆 嗷訴 等の あった 場 

合 は 、 能 ふ 限りの 手段 を 廻らし て 之 を 鎮壓す る爲の 積極策 を 自ら 講ぜ ん として ゐ るので ある。 斯くて 名主が 消極的 

に は獨自 性を發 揮し、 積極的 に は 庄園 警固 の 任に 當 るに 至った と 云 ふこと は、 彼等が 旣 に 相當 の 武力 を 持 つやう に 

なって ゐ たこと を 想像せ しむる に 充分で ある。 現に 弘安 年間 東寺領 平野 殿庄に 於て 年貢の 對择を 企てた 名主 は 其の 

背後に 武力 を 持って ゐ たやう であるが、 此の 他 名主が 武力 を備 へて ゐた 事例 を 示す 資料 は 極めて 多く、 現に 元亨 一二 

年 矢 野 庄例名 方 有 光 名の 名主 實 長の 如き は 寺 敵た る 寺 田 法 念の 從 類と 合 戰し、 其の. 際 「忠 身」 を 致した とい ふ 功績 

によって 名主に 補せられ てゐ るので ある。 而 して 名主が 斯く 武力 を 持ち 得た の は、 彼等が 其の 名 田 を 家の 子 或は 其 

の 他の 下人 をして 耕作せ しめ、 其の 牧益 によって 生活す る 地主と なって 勞苦を 伴 ふ 農耕の 業から 解放せられ たるに 

よ る と 共 に 、 傍ら 武術 を 修練す る 時間 的 餘裕を 持ち 得 るに 至つ た 事 に 胚胎す る 。 蓋 し 自己 の 生活の 爲に 平生 耕作 に 
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專念 する 純 農民に は 斯る餘 力 は 期し 得られない。 故に 武士階級に 迄 成長し 得た 庄園 名主 は， 一 面 武士で あると 共に、 

他面 地主で あり： 然も 農村に 住居したがら 農業に 從はな いところ の 上 is 階級 者で あ つ た" 之と 同時に 名主に 隸 ^十 

る從類 は 農業に 從 ひつ 、- , 有事の 日に は 武器 を携へ 名主に 從ひ 出陣す る 者であった。， }ii 原 明衡の 新猿樂 記に は 『三 

0 の 夫 出 羽 權介田 中豐益 は、 偏へ に 農耕 を 以て 業と なし 更に 他の 計 ひなし、 歡 町の 戸主で あり、 大名の 田堵 である』 

と 記されて あるが、 右 大名なる 語の 持つ 內容は 各 時代に より 夫々 異る けれども、 大名なる 語 其 もの は 謂 ふ 所の 名主 

に該當 し、 農村 有力の 武士 を 意味す るので ある。 現に 吾妻 鏡に は壽永 三年 三月 源氏が 平家 追討に 際し、 土佐國 大名 

に對 して 同心 合力 を 求めた 文書が 載って ゐる、 曰く 『當 H の 大名 並に 御 方 有志の 武士 は、 つ は 參上を 企て、 且は 

同心 合力して 平家 を 追討す ベ きのじ W を 宣下 せられた 上 は、 鎌 倉 殿の 仰せに より 下知せ しめる ところ 也、 就中 常時 上 

洛中の 御家人 信恒 をして 下向せ しめ、 もとの 如く 安堵せ しむべし、 狼藉 あるべ からす、 大名 武士 同心 八：： 力し、 信 

を 見放す ベから すの 狀 件の 如し、 宜しく 承知して 違 失する こと 勿れ』 と、 次で 其の 戰鬪 地域が 州 方面に 擴大 する 

や、 更に 豐後國 大名 を 味方に 誘 はんが 爲め、 元 曆ニ年 二月 次の 如き 院廳の 下 文 を 出して ゐる、 曰く 『右平 家 謀叛の 

黨 類が 四 國の 島の 附近 を 往返し、 朝憲 をない がしろ にし、 鎭西 Q 民 多く 烏 合の 群に 入り、 狼驗を 企て k ゐる、 然る 

に 豐後國 の 軍兵 等 は 堅く 王法 を 守り、 凶 醜に 與せ す、 遂に 數船を 整へ、 官軍 を 迎へ九 國の楚 を服從 せし むべき の 由 

その 聞え あり、 殊に 以て 叙感 す、 いよ/ \ 鋭兵 を まし. かの 徒 を 討滅せ しむべし、 各勳 功に 從ひ、 申請に 任せ 恩 

あるべし" 営國 大名 等 宜しく 承知し 違 越す る 勿れと いふ >  仰の 所 件 Q 如し、 故に 下す』 云々 と、 此の 場合 土 佐國及 


び 豐後國 に 於け る 所謂 大名 は實は 地主で あ る。 然も 軍なる 地主で はなく して、 武力 を 具 へ た 名主で あつ たと 云 つ て 

よい。 叉 鎌 倉の 御家人』  1 谷武 重なる 者 は 其の 先祖に 就て 『先祖 重國 11 谷 者 誠 相摸國 大名 內也』 と 云って ゐる。 此 

の 濉谷 重國は ^ハ 合& の庄 司と して 維 谷庄內 に 多くの 名 田 を 持ち た る 大名であった。 因みに 後世の 大名 小名 は 此の頃 

より 稱 へられ 始めた のであって、 名 田 を 僅かに 所有す る も の が 小名 であり、 多數 所有す る もの が 大名 であった から- 

大名と 稱 せられた 名主 は、 其の 下に 永 作 手 的 性質 を 有する 幾人 かの 名主 を 有して ゐた譯 である。 

. 係で 斯 くして 名主が 漸次 武士へ 上進す ると 共に 彼等に 隸 屬 する 家 子 達 は 農業よりも 寧ろ 軍事的 任務 を 主と する 從 

士に轉 化しつつ 、あた。 然も 此の 種の 從士は 完全に 農業から 離脫 する 譯に 行かす、 平時 若干の 農耕に 從ふ もので あ 

つた。 治 承 四 年 平氏が 自己の 兵力 を充實 する 爲に 院宮ゃ 公卿の 莊 園から 微發 した 兵士 は 以上の 如き 性質 を 有する 兵 

士卽ち 武士 化した 名主と 其の 家 子の 群から 成って ゐ たので ある。 

r^l を 要するに 庄園の 名主が 武士 化した の は 一 面 庄園の 上歷 支配者た る 本 所ゃ領 家が 自己の 勢力 維持の 爲に 經濟的 

二 莨 力 を 有する 庄內の 名主 を 利用 せんとす る 所より 起った ので ある。 何と なれば 名主 は 何れも 土地 を 有し 郞從を 養つ 

て ゐ た 故、 名主 を 利用す る の が 最も 便利 であった からで ある。 彼等 名主 も 亦 上 命 の 儘に 郞從を 引き 具 し て 出陣す る 

姿勢 を 取る ことによって 其の 位置 を 保ち、 生命 財産 の 安固 を 期し 得る のであった。 庄園 制度 成熟期 に 於， ける 武士の 

經濟的 基礎と 兵制 は實に 此の 無數 有力なる 名主の 上に 置かれて ゐ たので ある。 而 して 此の 名主 1^ を 奮 勢力た る 本 所 

領 家の 支配 關 係より 引き離して 鎌 倉 幕府 直系の 守護 地頭の 勢力下に 收 めようと する のが 源 頼 朝の 意圖 であり、 且つ 
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武士階級の 横斷的 結成 運動 の 發 足す る基點 で あ つ た。 _> 

註 S.M 寺 百合 文書 ィ  一— 二 四 

§ 東 寺 百合 文書 ョ. 丁 三 —ニー  ， 

g 東 寺 百合 文書み 十六— 二 九 

お：！ 妻鎗卷 三、 壽永 三年 三月  一 H 條 

吾妻 鏡卷 四、 元 暦 二 年 一一： 月 二十 九 S 條  , 

妻鋭卷 五 十、 弘 元年 五 月 十 三 H 條 

S: 本章 第 S 節參 ii 

g 玉 葉、 治 承 1" 年 十二月 十五 H 條 

(ハ) 鎌 倉 幕府と 名主 

武士 化した 名主の 或 もの は 鎌 倉 幕府の 成立と 共に 幕" 肘. の 御 {; 級 人と なった もの も あるれ、 他の 一 部分 は 依然 非 御，：！^ 

人と して 各地 方に 留まった ので ある。 而 して 幕" 时 配下の 御家人と なった 名主 等 は、 庄園 內に 土地 を 有す る^り、 其 

の元來 領主た る 本 所に 對 して 年貢 課役 を負擔 する 義務 を 有する と共に、 幕 "吋-に 對 して 御家人 役 を負擔 すべき 二重の 

義務 を 負 ふた。 ^ク I て當 時の 名主 は 當にニ 段の 被 支配 關係 下に 立って ゐた譯 である。 名主に 對 する 支配 權は 元來本 

所に 歸屬 して ゐ た の で あるか ら、 名主が 本 所 に 對す る 年貢 課役 の 怠慢 其 の 他の 不法 行 爲がぁ つ た 場合 に は、 本 所 は 

業 然庄官 の 手 を經て 名主 職の 改替を 行 ふた。 此の 改替の 場合， 本 所と して は 幕府の 御家人に 非ざる もの を 其の 跡签 


に 採用しょう としたの であるが、 斯る本 所の 仕 打 は當然 幕府の 利害と 相 背馳し、 幕府の 物質的 地盤 を動搖 せし むる 

ことになるから、 幕府と して は 之 を 本 所の 自由 裁量に 任せて 置く 譯に 行かなかった。 左れば 寬元ニ 年 八月、 幕 "おは 

御家人 領が本 所の 進 止 自由に 屬 して ゐる 場合で も、 御家人に 著しい 過失の ない 限り、 本 所 は 之 を改替 する を 得す、 

若し 御家人に 不都合が あって 改替 せられた 場合で も、 其の 跡に は必す 『御家人 役 勤 仕 之 仁』 卽ち 御家人た る 身分の 

者 を 以て 補任すべし とのこと を 規定した。 而 して 一 旦 御家人 領 となった 名 田 は、 任意に 之 を 非 御家人の 手に 移す こ 

と を 認めな くな つた 爲に、 御家人た る 名主の 地位 は 非 御家人た る 名主よりも 遙に强 力な ものと なった。 之より して 

全國の 名主 は爭 ふて 御家人た らんこと を 欲する に 至り、 遂に 地方 庄園の 下司、 庄官 でさへ も 名 を 御家人に 假り、 在 

來の領 家の 命令に 對抗 せんとす るに 至った ことが 御成 敗 式目に 見えて 居 V5。  ^^し庄園の名主等が績々と幕府の御家 

人に 編入 せ らる k こと は、 幕府の 勢力 を 庄園 內に 浸透 させ、 本 所領 家 の 統制 力 を 薄弱なら しむる ものであるから、 

本 所領 家 は 自己 支配の 庄官 や 名主が 御家人 化する こと を 潔し とせす、 彼等 をして 妄りに 御 象 人になる まじとの こと 

を 請 文 も て 誓約 せし むる もの もあった。 現に 東 寺 領上久 世庄の 公文 橘仲貞 の 請 文 に は 『當職 供 僧 中より 寺 恩 として 

補任 を 下されし 上 は、 一 事と 雖も寺 命に 背き 奉らす、 奉公の 忠勤 を抽じ 奉るべし、. 向後に 於て は 身 を 武家に 容 れ" 

御家人と 號 すべから す』 と 誓 ひ、 叉 同庄の 名主 千 松 丸 も 其の 請 文に 『寺 命 を 伺 はす、 或は 肩 を 武家に 容れ、 諸家 奉 

公の 猇を 募り、 或は 權 門に 屬し、 養父 養子の 契約 を 致す ベから す、 偏に 寺 家の 被官 として 忠勤 を抽 すべ .2』 との 一 

條を 載せ てゐ る。 斯の 如く 本 所と して の 大寺院 等 は 其 の 庄官と 名主が 鎌 倉 幕府と 臣從關 係 を 結ぶ こと を 極力 阻止し 
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ようとし たので あるが、 此の 一事 を 以てしても 當 時集權 政府と しての 幕府が 鎌 倉に 創設され たと は 云へ、 其の 梨權 

的 作用 は尙ほ 脆弱に して、 元 來の責 族 名門 を 背景と する 奮 庄園 系の 勢力 を 一 擧に拔 くこと が出來 すして、 幕府の 擁 

して ゐた 勢力 は 今日 吾人の 想像す る やうに 強大な ものでなかった ことが 想 見され るので ある。 W し 其れに も拘ら す- 

幕" 时 置く 處の 守護 地頭 を 以てする 地方 勢力の 糾合と 統制 は 漸次 其の 功 を 奏しつ k あった。 

、.-,^^が庄園の本所領家に取リても、 鎌 倉 幕府に 取りても、 其が 存立の 基礎 を 戌す ものであって、 全國め 名主 を 其 

の 翼 下に 收め 得る か 否か 天下 を 統一す る 實權を 有する か 否かに 關 する ことにな つた。 是れ 名. S が 一 面 經濟的 原因 

により 他面に は 武士 層と して 兵力 を 掌握す るに 至った からで ある。 殊に 鎌 倉 幕府 は 庄園 の 名主 を自^1藥铌中 の もの 

にす る 乙と が 地方 政治の 目標で あり、 此の 目標に 向って 守護 地頭なる 地方 官を 創設し、 之 をして 庄 11 の 舊 勢力 た る 

本 所 .領 家 を 抑へ て 彼等と 名主との 關係 を斷絕 せしめん としたので あるひ 

註 S 新見士  3 治、 名主の 研究 (武家政治の W 究 所收、 二 七 七：. U— 二 七 八 頁) 

g 佐 藤 三郎、 嫌 倉 幕府の 土地 政策 (歷 史學 研究、 笫三卷 第二 號七— 九页參 照) 

g 式目 新遍 追加 (H 本經濟 大典、 第一 卷、 £ 八 六 頁 J  , 

S 御成 放 式 =3  (日本 經濟 大典、 やお ー卷、 四 〇 五茛) 

§ 東 寺 w 合 文書 マ 三 九 —六十 

§ 東 寺 百合 文書 ィ  一 —二 四 

め 今 井林 太郎、 十； 地 制度 11 後期 (世界 歷史 大系、 第 十三 卷 中世 編、 一 0 八 页 ，  一 一 OJa; 參照) 


(一一) 名主 武士 化の 經濟的 意義  ■ 

鎌倉時代 以降の 名主 殊に 大 なる 名主が 何故に 單 なる 地主と しての 生活に 甘ん ぜす、 武器 を携 へて 兵士 化した ので 

あるか、 惟 ふに 彼等が 呼吸して ゐた 時代 は 封建制度が 駸々 たる 勢 を 以て 發展 して ゐた 時代で あるから、 彼等 は 唯 土 

地 を 自作し 又は 之 を 小作せ しめて 得分 を牧 むる ことのみ に滿 足す る を 得す、 彼等の 名譽愁 と 、 物質 慾 を 充分に 滿足 

せし むる に は銘々 從士を 養 ひ、 之 を 提げ て 上司に 忠勤 を抽ん じ、 其の 庇護 下 に 恩賞 卽ち 領地 を K スく る ことにより 精 

祌的 又は 物質的 慾 望 を滿 足し 得る 時代であった。 此の 事 は 適 か 降って 德川 時代の 中葉に 於て 封建制度 の母體 內に資 

本 主義 制度が 擡頭し、 農村の 地主 等が 爭 ふて 土地 を 開墾し 又は 兼併 せんとし、 又 城下の 家中 士が 町人と 結んで 財貨 

を 獲得 せんとし たる 虚の 風潮と 比較して 見れば、 各 時代々 々 の 持つ 社會的 本質が 其の 時代 人の 心理に 强く 反映す る 

ものである ことが 理解 せらる、 であらう。 經濟、 人 を 支配し、 人、 經濟を 支配す るの 事實 が、 庄園 名主の 武士 

化 過程に も克く 現れて 居る ので あるひ  0 

(ホ) 名主の 階 着  . 

が 武士 化した と 1K へば 農村の 地主が 悉く 武士 化した もの、 やうに 思 ひ 做す かも 知れない が、 實 際に 於て は必 

すし も然ら す、 武士 化した 名主の 外に 小 位の 名主と 中位の 名主が あり、 此の 小 中 地主 は 一面 地主と して、 又は 自ら 

農業に 從 事し、 武士 化した 名主の 庇護と 其の 制壓 下に 封建的なる 農民 生活 をして ゐ たので ある。 \而 して 大な. る 名主 

の 武士 化した もの は 其の 家に 下人 兼 兵士 を 抱へ てゐ たけれ ども、 純粹の 農民た る 小 中 地主 は 主として 自分の 勞 力で 
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耕作し、 其の 手餘り 地. を 小作せ しむる のであった。 當 時の 農村 人口の 割合より すれば 此等小 中位の 地主が 大部分 を 

占め、 武士 化した 大 なる 名主と 其の 下人 は 寧ろ 小勢 力であった であらう と 思 はれる。 別言すれば、 此の 数字 的多數 

者た る 小 中 名主の 農業 生産力に 依據 して こそ、 當 時の 封建 支配 Ei" は發展 する ことが 出來 たので ある。 

第三 節 庄園 制度の 集 權化倾 向 

前代より 進行し 來 つた 兵 農の 身分 的 分離 は 鎌倉時代に 至って 著しく 發 達し、 愈 > 明確た る 身分 的 分離 ei 制へ 進展 

する 形勢と なった。 

源賴 朝に よって 鎌 倉 幕府が 開かる k や、 武士 農民 間の 身分 的 分離の 僳向は  ー&? 顯 著なる 狀勢を 示し、 武士 以外の 

農民と 商人 は 一 括して ヌ 下と 呼ばれ、 „ ^下 は 武士の 身分に 轉 する こと を 許され なくなった。 例 へ ば北條 氏が 第の 

郞從 たる 伊豆 國の 住人 幾人 か を 選んで 侍 階級に 列 せられん こと を 請 ふたと ころ、 將軍實 朝 は 其の 要請 を け、 i 右し 

斯る 侍で ない 者 を 侍に 取り 立つ るに 於て は、 後世 彼等 の 子孫が 土着 の 住人 たる 身分 を 忘 れて 御家人た らんこと を 望 

む や も 測り 難く 『可 レ招ニ 後難 一之 因緣 也』 と 一 K つて 居り、 叉 『沙汰 未練 書』 に は i; 家人 を 規定して 『御家人 者 往昔 以來 

開發 領主、 賜 二 武家 御 下 文 1 人事 也』 と あるの は、 鎌 倉 幕府と 直接の 主從關 係に 立つ 御家人 は 地主で あると 同時に 武 

士の 身分で なければ ならぬ との 意！^ を 示した ものであるが、 兹に云 ふ 地主が 旣に說 明した る 名主で ある こと は 云 ふ 

まで もない。 此の方 針に 從ふ て 鎌 倉 幕府 は 其 の 權カ を 化する 爲に 武藏國 其 の 他關東 地方 の 庄. S に 於け る 譜第 の 御 


家人た る. 庄官叉 は 名主 を 遠國に 出向せ しめて 守護 义は 地頭に 補任した。 卽ち 『吾妻 鏡』 文治 元年 十一月 二十 八日の 

條に 載す る 所の 『補 二 任諸國 平均 守護 地頭； 不 41 ニ權門 勢家 庄公； 可レ宛 一： 課 兵粮 米 一 5^1 之 i_』 なる 制度 を實 行した の 

であるが、 同じく 『吾妻 鏡』 文治 元年 十一月 十二 日の 條には 此の間の 事情 をよ く說 明して 『前 因幡 守廣元 申し 一 K ふ、 

撒 己に 澆季 となり、 梟悪なる もの 時 を 得、 天下 反逆の 輩 更に あと をた k す、 然るに 東海道の- s: に 於て は 御 居所に よ 

り靜謐 では あるが、 地方に 於て は奸濫 定め て 起る であらう、 相 鎮める 爲 めに 毎度 東 土を發 遣せ しめんと すれば 人 , 

の 煩と なる、 此の 次 を 以て 諸國に 御沙汰 を 交へ、 毎國衙 庄園に 守護 地頭 を 補せられ るなら ば、 强 ひて 怖れる ところ 

はたい、 早く 申請 はしめ 給 ふべ し』 と 記載して ゐる。 斯ぃキ 護 地頭 を 全國に 配置した の は 鎌 倉 幕" 肘の 權カ を强 化す 

る 手段であった こと は 疑 ふよし もない ので あるが、. 其の 結果 守護 は 往年 の國 司の 勢力に 代り、 地頭 は 庄園の 本 所領 

家 を制壓 する 赏カ を與へ られる ことにな つた。 別 言 すれば 守護 を 以て 王朝 政 權の餘 勢 を 刈り 除き、 地頭 を 以て 庄園 

の旣成 勢力 を 押へ で 以て 武士階級の 横斷的 結成 を 行 ひ、 鎌 倉 幕府 治下の 集權 制度 を 確立 せんとす るので ある。 

先づ 守護に 就て 見る に、 最初 其の 職務 は 管內の 御家人 を 統轄し、 京都 大番の 召集 を 行 ひ 且つ 謀叛 人 及び 殺害 人 を 

檢斷す ベ き 所 IS 大犯三 箇條 により 限定され たと ころの 治安警察 的なる 權 能が 與 へられ、 一 種 地方，， ifiF. の 如き もの 

で、 何等 領主と しての 全權を 認められ たも の で はたかった。 然も 守護に 任命され る もの は 御家人 中で も 有力な も の 

であり、 其の 多く は 旣述の 如く 武相 地方の 庄園に 於け る 源氏 直系の 人物から 株 用した。 而 して 此等 新任の 地方 官中 

に は往々 守護た ると 同時に 地頭 を も 兼ぬ る ものが あった。 例 へ ば淡路 H 太 田 文」 
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三 原 郡 國領 

笑 原 保 田 六十 町 一 反 二百 五十 歩 

畠 二十 九 町 七 反 七十 歩 

八 木 村 鹽濱村 八 太 村 寺 宮合六 所 

前 地頭、 前 守護 中務 入道 殿 

新地 頭當 守護 所 此內在 廳列名 

略 之 

と ある 如き 其れであって、 右の 守護 中務 入道なる 者 は 守護た ると 同時に 笑 原 保 初め 二三 莊圜の 地頭 を兼帶 して ゐた U 

斯る 場合の 守護 は檢察 亂彈の 職務と 共に 兵粮 米の 徴收 をす るので あるから、 其の 勢力 は 極めて 強大で あつたに 途ひ 

ない。 而 して 限定 せられた 權 能を與 へられた 守護 は 其の 公認 せられた 兵馬の 權を 纏て 不 営に 亂 用し、 荒 政 暴 逆の 數 

々を盡 して 只管に 自己 が 經濟的 並 に 政治的 權カ を 伸張しょう とする のであった。 彼等 は 其れが 爲に 種々 なる 乎 段 を 

執った が、 特に 注 HI すべき は 幕 時 規定す る處の 所謂 守護 使不 入の 庄園に 無斷 侵入し、 領民 を责虐 して 所當を 掠め取 

り、 時の 風雲に 乘 じて は 更に 所在の 庄闻 を押領 する もの さへ あった。 旣に 早く も. 效久 役の 直後、 河內國 金剛 寺領に 

守護 所の 武士が 亂 入して 狼藉 を 働いた 史實が 見 ゆる、 左に 示す は 其の 一例で ある。 

仁 相 寺 入道 道 助 親王 廳下文 


{ ^道 助. - 

入道 一 一品 親王 廳ド 文、 河內國 金剛 寺 所 司 等 可 r 早 驗河次 郞泰村 下知 狀 令い 停 止 守護 所 使亂入 狼藉 1 事 

副 下 

泰村請 文 並 下知 狀等 

右、 守護 所 使 動 亂ュ入 寺領； 致 二 狼藉 煩, 之 由 依 •： 訴申； 被 觸-仰 子細 1 之處、 泰村 下知 狀如， 此、 任， 狀、 於，， 今 

者， 早 停 IT 止 彼等 自由 亂入 1 寺 家 安堵、 可， 令 A 興 rr 行 恒例 佛事 一之 狀、 所, 仰 如, 件、 宜ま 知、， 依. 件 用， 之， 以下 

承久 ral 年 正月 日 

公文所 大 法師 (花押) 

院司 威儀 師 (花押) 

別 當權少 僧都 

法  眼 

法 眼 

法 橋 

洵に承 久^ 以後に 至れば 諸國に 於ても 守護 亂 暴の 趨勢が 頗る 顯著 となった。 現に 『承久 軍 物語』 に は 此の こと を 

述べて 『いにしへ はこく し、 りゃうけ とい ふば かりなり し を、 この 時に あたって、 くにん \ にしゅ ご を をき、 郡鄕 
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(花押) 

(花押) 

(花押) 
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(花押) 
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に 地とう をす えて.' たへ づ ひやう らう 米 を あて とらる X あ ひだ、 こくし はしゅ ご を そね み、 りゃうけ は 地とう を あ 

だとお も ふ。』 と iK ふ 程であった から * 幕" 射に 在りても 彼等の 驕暴を 停止せ しむる 爲に絕 え す然令 を 下して 居 る 。 

幕府 最初の 成文法た る 「御成 敗 式目」 1/ は 右 大將象 御 時に 定め 置せられ ると ころ は大番 催促、 謀叛、 殺 人 (付 夜 

討、 强盜、 山賊、 海賊 等) の檢斷 である。 然るに 近年に 至って は 守護の 手 を 以て 郡鄕に 代官 を 分 補し、 公事 を庄保 

に 充て 諫し、 围 司に 非す して 國務 に干與 し、 地頭に 非す して 地 利 を 貪り、 所行の 企て 甚 以て 無道な り、 抑々 重代 御 

家人と 雖も 所帶を 持たざる 者 は K 催す ベから す、 兼て 叉 所々 -ト 司庄官 以下が 其の 名 を 御家人に かり、 國司領 家の 下 

知に 對梓 すると 一 K ふが、 斯る 輩が 守護 所領の 世話 を 勤めたい と 望み 申し出ても、 一切 K 催して はならぬ *  n 干く 右大 

將 象の 御 時の 例に 任せ、 大番役 並に 謀叛 殺害 人 檢斷の 外、 守護の 沙汰 を 停止せ しむべし， 若し 此の 式目に 背き 自餘 

の 事に 相 交り、 或は 國司領 家の 訴訟に より、 或は 地頭 土民の 愁觀に 就き、 非 法の 至り 顯然 たる 時 は 所帶の 蛾を收 め、 

穩 便の 輩 を 補すべし、 又 代官に 至って は 唯 一 人を定 むべ レ』 と 守護 本 來の權 限を囘 顧して 彼等の 越 權行爲 を 抑制せ 

ん として ゐ るので ある。 ^し 彼等の 不法 行爲は 一片の 法令 を 以て 到底 抑止し 得べ くも あらす、 彼等 は 其の 武力 を强 

化する 爲に は往々 城郭 を 築き、 其處を 根城と して 近鄕に 勢威 を 張らん とし、 同時に 本來ニ の 支配者た る 本 所領 家 

へ の 年貢 收納を 請負 ふと 稱 して 所謂 守護 請 所 を 設定し、 進んで 請 地 其 もの を 掠奪して 自己の 所領と し、 逐次^ 內の 

庄官、 名主 等 を 自己 配下に 歸屬 せしめて、 全 管內を 完全なる 一圓 的 領地 制に 發展 せしめん とした。 守護 は .哲 に 守護 

請 制に 於て 庄闕を 侵蝕した るの みならす、 他方 半濟 制度なる 租稅 分割 手段 を經て 幾多の 庄^ を W 吞 して 行った が、 


半濟制 に 就て は 別に 後段に 於て 詳述す る ことにし、 玆には 直ちに 地頭の 請 所 制 に 就て 語 る で あ ら う。 

地頭 に は承久 以前 に 補せられ た 本 補 地頭 と、 承久亂 の 直後幕」^- に沒收 せられた 全國三 干餘ケ 所の 庄園に 補任 せ ら 

れた新 補 地.： 诚 とが ある。 地頭 は 其の 新 補た ると 本 補た ると を 問 はす、 其の 任務と する 所 は 庄園 內に 於け る 年貢 を 名 

主 百姓より 徴收 して、 本 所 义は領 家に， 引渡す と共に、 幕府に 兵糧米 を進納 する ことであった。 然るに 地頭 も 追々 武 

カを蓄 へ、 往々 山 f;? を 築く もの さ へ 生じ、 其の 實カ を恃み 規定の 年貢 を領 家と 本 所に 引渡さす して 不 営に 之 を 抑留 

し、 爲に領 家 本 所との 間に 年貢米 未進に 關 する 紛 爭が絕 えなかった。 其れ故、 御成 敗 式 E に は 詣國の 地頭が 年貢 所 

営 を 抑留す る を 裁く 爲に 『右 年貢 抑留の 由、 本 所の 訴訟 あり 次第 結 解 を 遂げ、 勘定 を 請くべし、 若し 年貢 犯 用の こ 

とが あれば 員數に 任せて 之 を辨惯 すべ し、 但し 少分 であれば 早速 沙汰す ベ し、 過分で あれば 三ケ 年中に 辨濟 すべ レ， 

猶ほ 此の 43 に 背き 難潞 せば、 所 職 を 改めら るべ し』 とて、 年貢 辨濟 に關 する 規定 をす る 必要 を 見た 程で ある。 惟 ふ 

に 當時本 所の 名の 下に 廣大 なる 庄園 を掩 有する もの は畿內 其の 他の 地方に 於け る 寺院が 主で あり、 彼等 寺院 が 幕府 

に對 して 忠誠 を盡し て ゐる間 は 之 を 彈壓す る 必要 もない から、 守護 使不 入の 地と して 幕府の 手に 於て 之 を 保護し， 

然も 其 の 權カ の 過度に 增大す る を 抑 へんと する 政策 を 怠 ら なかった。 御成 败 式目 に 見 ゆ る 立法 精神 は 恐 らく 以上 の 

趣意 からであった らう。 左れ ど 新る 制規は 殆んど 實行 せられす、 殊に 農作物 の 不熟 損亡 を 口 實と して 年貢の 滞納 抑 

留が行 はれた ので、 本 所領 家 は 此の 種の 紛爭を 免れん 爲に、 不熟 損亡の 有無に 拘ら す、 毎年 一定 額の 年貢 を 地頭に 

0 

請負 はせ、 其の 代り 庄園の 經營は 一切 地頭に 委 する 方法 を 採った。 是れ 所謂 地頭 請 所の 濫觴であって、 地頭が 庄 11 
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を 一圓 的に 支配す るに 至る 契機で ある" 旣に 早く も 『吾妻 鏡』 文治 二 年 七月 二十 八日の 條に斌 藏國河 肥庄の 地頭 

所 に 關 する 記錄が 見え て 居る 如 きも 其 の 著 例 で あ る- 斯くて 本 所領 家 の 得分 は 日に 月に 減少 して 地頭の 利潤の み增 

大す るので あった。 而 して 地頭が 年貢 を 請負 ひ、 其の 請負 ふたる 年貢 を 正確に 本 所領 家に 進納 すれば 問题は 起らぬ 

が、 實際は 年貢 を 請負 ふても 該請 地の 年貢 を 本 所領 家に 進納 しなかった ので、 本 所領 家に 於て は 年貢の 收納が 完全 

に 行 はれす、 巳むな く兩 者の 間に 和與が 成立して、 下地の 中分なる ものが 行 はれね。 下地 中分と は 本 所領 家と 談 判 

し 土地 其の もの を 双方に 分割して 一 方 を 地頭の 完全 支配 地と し、 他方 を 本 所領 家の 支配 地と せんとす る ものである。 

下地 中分の 最も 早い 例 は、 石淸水 八幡宮 領 出雲國 安田 庄で あって、 同庄に は承久 の 亂後新 袖 地頭が 入つ て來 たが、 

同地 頭の 非 法 行 爲甚， だしく 遂に 寬喜四 年 二月、 右の {.§庄 を 南北に 二分し、 南方 を領家 所领、 北方 を 地 の 所領， 

し， 夫々 完全な 一 圓 領地と なした ので ある。 斯る 中分の 方法 は 鎌 富 時代の 中葉 以後 漸次 各地の 庄！ S に 於て 試みられ、 

長祿 一一 一年の 『丹 波 國諸庄 鄕保惣 田 數目錄 帳』 の 如き 最もよ く 其の 事赏を 示して ゐる。 

轉 じて 守護の 强 制する 半濟制 を 以て 進む 所の 土地 侵略に 就き 述べん に、 半濟 制度と は 最初 窒町 幕" 吋が 軍費 調達の 

in 的 を 以て、 觀應 一二 年 七月 営 年 一作 を阪 り、 近 江、 美 濃、 尾 張三ケ H の 本 所 顿の待 分 を 折半して 半分 を 本 所得 分、 

他の 半分 を 幕 "せの 兵糧と して 收納 し、 其の 事務の 一切 を 同地の 守護に 一任した のに 始まる ので ある，.。 其の後 此の 半 

濟 制度の 施行 範圍は 次第に 擴大 せられた。 然も 幕府に 於て は斯の 如き は 全く 一  時 的 便法に 過ぎない もので 一 般に 及 

ぶべき 性質の もので はない としたが、 其れに も拘ら す半濟 制度 は 益々 擴大 せられ 行きつ、 あった。 卽ち 一 たび 半濟 


制 を 許された 守護 は 其の 事由の 消滅した 後まで も、 尙本 所の 得分た る 半 濟分を 本 所に 送付し ない 爲に、 守護と 本 所 

との 間に 年貢 半濟 問題 を繞 つて 紛爭が 引き起された。 仍って 室町 幕府 も應急 手段 を 取らざる を 得 なくなり、 應 安元 

年 六月 禁裏 仙 洞 御料 所 殿下 渡領 寺社 一 圓 所領に 於て は 半 濟制を 停止す べしと 命 ベリした。 左れ ど 其 は 唯 此の 一 ケ 所に 

4- り、 其の 他の 諸國 庄園の 本 所領に 於て は 勢の 進む 處 遂に 巳む を 得す 半. 濟制を 認め、 且つ 下地 を 暫定的に 中分して 

一方 を 守護の 所領、 他方 を 本 所の 所領と して、 兩者 互に 其の 知行 を 全うせし むる 事に した。 斯くて 最初 年貢 得分の 

折半 を 意味した る半濟 も、 今や 現地 其の も の を 折半す る ことに 迄 進展した ので ある。 而 して 此の 半濟 制度 Q 實施は 

守護に 一任され たから、 其の 政治的 操作に よる 權 力の 伸長 は 年と 共に 著しく、 遂に 守護 は 半 濟地を 自己の 家 來に分 

與し、 管內の 土地 人民の 支配 權を 一 手に 掌握す る ことにな つた。 斯くて 室町 時代に 於け る 守護 權カ增 大の狀 態 は 

一、 或は 勳 功の 賞に 募り、 或は 譜 第の 職と 稱し、 寺社 本所顿 を押妨 し、 所々 の 地頭 蛾 を 管領して 之 を 軍士に 

預け 置き、 或は 家人に 充て 行 ふ、 大犯 三ケ條 (付 刈 田 狼藉、 使節 遵行) の 外、 所務 以下の ことに 相綺 ひ、 

地頭 御家人の 煩 をな す 事、 公役 對 と號 し、 凶徒 與 同と 稱し、 左右な く 所領 を 管領し、 恥辱 を與 へ、 牢籠 

に 及ぶ こと、 論人當 知行 人の 語 を 得て、 下知 遵行 難濉 のこと、 訴論 人の 所領 を 分ち 取り、 國 中の 闕所を 押 

領し、 表裏の 沙汰 を 構へ。 

, 一 、 緣 者の 契約 をな し、 無理に 味方と 致す こと、 請 所と 號し、 名 を 他人に かり、 本 所 寺社 領主 知行せ しめ。 

一， 國司領 家の 年貢 議 納と稱 し、 佛神用 催促と 號し、 使者 を 所々 に 放ち 入れ、 民 屋を追 捕し。 
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一、 兵粮 並 借用と 號し、 土民の 財產を 責め 取る こと、 自身の 所 課 を 以て、 ー國の 地頭 御-!!^ 人に 分配し •• 

一、 新 關を檸 へ、 津 料と 號し、 山手 河 手 を 取り、 旅人の 煩 をな す。 

と 一 K はれる 程に なった。 

事兹に 至れば、 守護 本 來の權 限が 何で あらう と、 守護の 管轄 地 一 圆 は 事實上 其の 領國と 何等 異ら ない ことになる。 

而 して 幕府 直系の 地頭 は 勿論の こと、 庄園の 舊 勢力た る 本 所內の 庄官ゃ 名主 も 次第に 御家人 化して 本 所と 絕緣 し、 

叉 守護 不 入の 地た る 寺社 領も 守護の 制壓 下に 崩 壌せ しめられざる を 得 なくなった。 惟 ふに 寺社 領 たる 本 所 を 守護 使. 

不入 としたの は、 寺院 は 朝廷 並 に 幕府の 信仰に よって 建立 さられた もの で あ るから 之 を 尊崇す る 意味 に 於て 斯 くな 

された ので ある。 然るに 今や 鎌 倉 幕府が 治 外法 權的取 极を與 へた 此 等の 地域に 對 しても 守護が 越權 して 其の 兵 を 進 

め、 自分 配下の 代 〔巨 を 差遣して 侵略の 手 を 伸ばさん とする ので あるから、 山門の 僧徒が 躍り 出で、、 反 擎 手段に 訴 

ふるのば 営然 である。 後年 彼の 畿內 地方に 勢力 を 得た る 織 田 信 長と 同地 方 巨大 寺院との 間に 起った 戰爭の 如き は * 

實 に寺領 庄園 崩壤 期に 見られた 著しい 現象であった。 以上 は實に 守護 地頭が 一 圓 領地の 大名にまで 進：！^; する に； ヤーる 

政治的 飛躍 の 過：； 4 である。 斯 くして 成立した る 守護 中 の 弱小なる もの は 強大なる 守護の 攻略に 逢 ふ て 次第に 併合 せ 

られ 行く のであった。 現に 山 名 氏の 如き は 其の 最 盛時に 於て 十 一 箇國の 守護 を 兼任し、 其の 勢力の 强大 なる 足 利 幕 

",5 の 右に 出づ る 程で あ つて、 殆んど 獨立的 地位 を 保有す る 有様で あ つ たが、 斯る 傾向 を 徹底的に 押し進め たも の は 

被の 應 仁の 大亂 及び 其れに 續 く無數 の爭亂 であった。 今此の頃各地方の守護にょり行はれたる領地^^合の狀態を 一 


條兼 良の 『桃花 蕊葉』 によって 窺 ふに、 嵯 峨禪惠 院寺領 因幡 國鳥取 吉方鄕 にて は 『山 名 被 官請地 也、 亂世 以後 有名 

無實』 と あり、 光明 峰 寺領小 鹽庄に は、 『爲 ニ昌山 一所 二 押領； 言語 道斷 次第 也』 と あり.、 攝津 福原庄 にて は 『領 家職 

土 貢 者 赤松 請 申 時、 爲ニ 四百 五十 貫； 次第 減少、 當時香 川預レ 之』 と あり、 備後國 坪生庄 にて は 『山 名 被 官人大 田 垣 

爲， 一 代官； 其 後平 賀預， 一 申 之； 毎年 三千 五 百疋、 然而 依， 1 當國 錯亂； 未 二 入手 一也』 と あり、 越 前 國足羽 御厨に て は 『代 

官朝倉 美 作， 入道 請， 之、 毎年 土 貢 四百 餘貫、 應仁亂 世 以來、 朝 倉 一向 押ニ領 之； 言語 道斷 也』 と 見えて 居 t^。 斯 くし 

て 守護 及 其の 被官人 は元來 守護 不入 地た る 寺社 領をも 遠慮なく 柙領 して 漸次 近世 的な 大名へ と 成り 上り 行く ので あ 

つた。 

要するに、 守護 請 又は 地頭 請に より 先づ 守護が、 次で 地頭が、 庄園の 舊 支配力 を 侵蝕し、 更に 守護 は半濟 制なる 

老狡 手段に より 庄園の 舊 勢力 を排 して 自 巴の 權カを 扶植した ので、 各地 方 共に 庄園 廢れて 守護 地頭に よる 一 圓 領地 

制の 發展 する 傾向が 頗る 濃厚と なり、 此の間 地頭と 地頭、 地頭と 守護 叉 は 守護と 守護との 權勢爭 奪 も 所在に 見られ、 

結局 は 守護が 廣大 なる 領土 を 併有して 近世 的 大名 成立 を 急ぐ 幹流 をな すに 至る ので ある。 彼の 九州の 南端に 雄飛し、 

德川 時代に 至り、 其の 總 石高 七十 七 萬 八 千 石と 稱 せられ、 幕府に 取り 一大 敵國を 形成す るに 至った 島津氏 は、 中世 

期に は 日向、 大隅、 薩摩三 ケ國に 於け る 一個の 守護で あり、 叉大 友、 細 川、 赤松、 畠 山 等々 の 諸 大名 も 元は 一圃の 

守護で あつたが、 今や 一 箇國 又は 數箇國 を 管領す る 一 圓 支配の 大名と なった。 固より 數 多き 守護 中には 戰國 末期に 

於て 陶汰 せられて 滅亡し 終った もの も あるが、 其れにしても 近 食 的 大名 成立の 傅統を 語る 主動的 勢力が 元々 幕府 任 
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命す る處の 守護 又は 地頭であって、 其 他の 所 出に よる ものが 比較的 少なかった こと は、 近世 封建制度の 完成に 一刻 

線 を 描く ものと して 大 なる 意義 を 含む ので ある。 斯くて 成立せ る 諸 大名 は 各 其の 彊 域に 於て 獨立 侯國を 建設し、 其 

處に 最も 封鎖 的 且つ 排他的な 政策 を實 行し、 漸次 日本 全國を 一 圓 とする 封建制度の 部分 祖織 を、 形成す る ことになる 

ので あるが、 此の 大勢の 指導 的 役割 を帶び つ. - 遂に 最高潮 の 完成にまで 漕ぎつ けた ものが 織 田 氏で あり、 璺臣 氏で 

あり、 德川 氏であった。  . 

如くして、 最初 守護が 諸國 に、 地頭が 庄園に 布置せられ、 此の 兩 者が 追て 越權を 直ね て庄？ 1 の藿 勢力た る 本 

所領 家の 政治的 並に 經濟的 實カを 侵蝕し、 進んで 守護 使不 入の 寺領を 侵し 遂に 之 を も 併 谷して 一四 領地 制 を 成立せ 

しめた ことが、 耱て 幕府の 擁する 中央 集權を 覆滅す る 原因と なった と共に、 他方、 強大なる 地方 分權的 勢力の 摄頭 

を 誘致す る 結果と なった ので ある 一。 併し 何れにしても、 無數 零細の 地域に よる 庄園が 最初 先づ 守護 地頭の 統制： 卜に 

入りつ、 漸次 陶汰を 受け、 遂に 大名 領地 制へ 移行した の は、 換言すれば 封建制度が 次第により 廣大 なる 地域 制へ 擴 

大 せられて 行った の は、 發展 途上の 封建 機構が 本来の 小 地域 制より 廣 地域 制へ 進展 せんとす る 時代 的 特色 を 語る も 

の で あ つて、 其の 背後に 於け る 簣 村 の 經 濟的幷 に 文化的 機構 の 多様化と、 1  交換^ 濟 の 發達 とが 刺戟 を與 へた ことに 

よるの は 云 ふま で も な い。 卽ち 庄^の 支配 暦 として 強 達した 武士階級 は 其の 被 支配^ たる s!^ 民の 農業 生 魔力 に 依據 

しつ」 も、 他方 旣に 若干の 發達を 見せた る 商業資本に 依據 し、 其の物 質的 給與 によって 生活し、 活動し 得る やうに 

なった ものである 事 を 看過して はならぬ。 此 等の 事 は 兵 農 分離の 形勢の 發展 した 結 * であると 共に、 纏て 又 丘ハと 


と が 地域的 分離 體制 へ 向 はん とする 前提で あり、 其 の 加 直 力 であった と 見て よいので ある プ 

註 G: 吾妻 鏡卷 f 八、 承 元三 年 十一月 十 SEW 條 

五" 妻鏡卷 五、 文治 元年 十 一月 二十 八 H 倐 

gs: 妻鏡卷 四、 文治 元年 十一月 十二  = 條 

吾妻 鏡卷 十五、 正 治 元年 十二月 廿九 rn 條、 御成 败 式目、 第三 條 (新 校 群 書類 從第， 1- 七 卷三五 七 H) 

g 淡 路國太 S 文 (續群 書類 從、 卷九百 七十 三) 

g 大 nr 本 古文書、 家 わけ 第 七、 金剛 寺 文書 (八 三— 八 四：. 3;) 

の 承久： 束 物 It お、 卷 第一 (新 校 群 書類 從、 笫 十六 卷、 三 六 H) 

g 御成 败 式目 第三 條 (前掲 本 三 五 七 K) 

§ 御成 败 式目 第 五條 (前掲 本 三 五八 頁) 

§ 八代國 治、 國史 叢說、 一 八 四^ 

牧野 信 之 助、 莊園 制の 崩壞ニ 四— 二 九 頁。 舟 越 康壽、 請 所の 研究 (社 <晋 經濟 史學、 第五 卷第， 1- ー號) 

大日 本 古文書、 家 わけ 第 十、 東 寺 文書  一 ノ九六 一 

M 大日 本 古文書、 家 わけ 第 四、 石淸水 文書  一 ノ四 〇  一、 一 ノ四 〇 九 

g 丹 後 國田數 目錄帳 (改定 史籍 集覽、 笫廿 七册) 

§ 建武、 M 來 追加 (新 校 群 書類 從、 ^十七 卷三八 七 K) 

g 建 武、： S 追加 (前揭 本、 三 九 〇 頁) 
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5^ 武、 來.； si 加 (前揭 本、 三 八 六： A) 

桃花お 葉 (改定 史籍 集覽、 ^サ七 册) 

小 野 武夫、 鹿兒島 藩の 門 割 制度 (土地 經濟史 考證、 一一 Ino  . 

第 四 節 身分 的 分離 の 進行 

(ィ) 武士階級の 强 化と 兵器 及戰術  - 

兵器と 戰 術に 關 して は 別に 專攻 の士 あり、 又 專鬥の 書と して は 例へば 有 馬成甫 氏の 近著 「北條 氏 長と 其の 兵學」 

の 如き 著述が あるから、 玆には 唯 武士階級の 強化 手段と して 發 達した る 兵器と 戰 術の 一 端に 觸る 、に 止まる であら 

ラ 0 

旣に 述べた るが 如く、 我 氏族 制 時代に 於け る 兵器の 構造と 攻防の 戰術は 極めて 幼稚で あり、 且つ 戰 訓練の 如き 

も 僅かに 平時の 狩獵が 其の 用 を 兼ぬ るの 實狀 であった が、 大化 改新 後に 至り 其の 面 ほが 一 新せられ、 後ち 庄^の 發 

達する に 連れ 各地 方 毎に 戰 闘の 術が 修練 せらる. - ことにな つた。 兵が 農より 離れて 農民 I の 上に 支配的 組織 を 形 

成す るに 至る に は、 武士が 其の 實カを 以て 農民 層 を抑壓 する こと を 必要と する から、 攻防 としての 丘ハ 器、 防 設 

備 としての 城砦 拉 に 戰鬪法 の 上達が 伴 はねば ならぬ のであった。 此のう ち 城此； 5 の 事に 就て は 追て 後 やに 於て 述 ぶる 

ことにし、 玆には 主として 武器と 戰 術に 就き 略述す るで あらう。  . 


新 井 白 石 は 其の 著書  一 I 本朝 軍器 考" に 於て 兵器 を 旗幟 類、 金 鼓 類、 節錢 類、 弓矢 類、 弩砲 類、 火器 類、 矛 槍 類、 

刀鈕 類、 甲胄 類、 HI 棺類、 帷幕 類、 鞍轡 類の 十二 種に 分類して あるが、 是は 廣義の 武器 一切に 就き 分類した もので 

あ つて、 實際上 戰鬪に 於て 敵の 死命 を 制する も の は 飛道具と して の 弓矢 及び 鐵 砲、. 斬殺 具と して の 矛 槍 及び 刀劍類 

であった。 

飛道具と しての 弓矢 は旣に 述べた る 如く、 早く も 有史 以前より 狩獵 具と して 用 ひらる、 と 同時に、 武器と しても 

使用せられ 來 つたが、 庄園 時代 以降 射 術の 技 漸く 發 達し、 敵を攻 むる にも 亦 止って 守る にも、 之 を 近接 距離に 引き 

附け、 數間 先き にて 射 止む る もの を 妙手と する に 至った。 斯るは 一 面剛 fsf; なる 精神力 を 養 ふと 共に、 他面 技術 其の 

も の を 平素より 修練して 始めて 見ら る 、ものであった。 叉攻擊 具と して の 刀 は 最初 は 直刀 卽ち劍 が 主なる もの で あ 

つたが、 後. ち 騎兵 制度の 發 達する に 連れて、 馬上より 敵 を 斬る の 便利に は 刀身の 反りた る もの 、方が 操作 上 容易で 

ある 爲に、 反り 刀が 用 ひらる、 ことにな つた。 而 して 刀の 使 頃 は 戰鬪者 をして 技術的 修練 をな さしめ たと 共に 不退 

轉 なる 精神力 を 併せ 有する こと を 必要と した。 然るに 次 項に 述ぶ るが 如く 鎌倉時代から 騎兵の 外に 歩兵が 重んぜら 

れる やうに なって 軍隊の 組織に 變 化が 起り、 叉 元 弘建武 の IS から 槍が 盛んに 用 ひられ 始め、 歩丘ハ をして 之 を 使用せ 

しむる に 至り、 降って 織 田 信 長の 頃に は 槍の 丈け 長く 一  丈 八 尺より 二 丈 一 尺餘の ものが 用 ひらる、 に 至った とのこ 

とで ある。 「本朝 軍器 考」 にも 『足 利 殿の 代の 末にお よびて 我國の 軍制 又 あらたまりて、 東國 にこ そ 騎戰も ありけ 

れ、 なべて f は 歩 戰を用 ふる ほどに、 およそ 軍功 を 論す るに 髓ま じふる 事に その 賞 格を定 むる 事に なりし かば、 弓 
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矢 打 物と りての 高名 は あれ どもな きに 似たり き。 か、 りし 後 は 此物軍 國の要 器と なりて、 古の 儀 戈な どい ひし 物の 

ごとく、 其 人々 の 位に よりて、 此物を 執らし め、 その 威儀と せらる、 事に はなり たり』 と あり。 前に 記した 射程 

が 短距離と なった 弓矢と 共に 敵に 損害 を與 ふる 主要の 手段と なった。 尤も 此の間に 在って 騎兵が 依然として 戰 闘 力 

を發 揮した に は 相違ない けれども、 騎兵 は 敵 兵の 攻擊 目標と なり 易き 丈け、 飛道具に 對 して は 著しき 弱 點を 有する 

のであった。 之に 反し 弓矢 叉 は 長 槍 を 以てする 歩兵の 攻擊戰 術 は 迅速に 敵の 死命 を 制する 手段と せられた。 彼の 一 

番搶， 二番 槍の 功名 を 爭ふ士 風 は實に 此の ® より 始まった ので ある。 

護身 具と しての 甲胄 類に は 著しい 變化は 見えなかった が、 し鐵 砲が 天文 前後に 渡來 してから 若干の 變化を 見た、 

鐵砲渡 來後は 其の 銃彈を 防ぐ 爲に 甲胄の 厚さ を增 さしめ たもの、 やうで ある。 「本朝 軍器お」 に 『應 仁の 亂 より 後 

世の 人つ ねに 甲胄 を帶 したりければ、 胄 小し きければ 氣 つまりて 頭いた む 也と て、 其 制 稍 大きく なれり、 武士の 月 

代な ど の 大きく なれる も 此^より の 事に て ある 也、 かくて 鐵 砲と い ふ 物 出來て 其彈丸 の ゎづ かも 胄に ふれ ぬれば、 

忽に頭 さけ 腦 くだけ、 れば、 帽子 鉢卷 たどして 頭つ、 み、 胄をも 着く る 程に、 次第に 大きく も 厚 くもなり たり』 

と あるの が^ち 其れであって、 天文 年間に 飛 道 は， ハ として の鐵 砲が 波來 してから 其の-影 饗 が 甲 宵にまで 及ん. だので あ 

る。 

武士の 戰闘カ は 义城此 一ん と 城郭の 發達 により 助長 せらる、 ので あつたが、 城 f ム 城郭に 就いては 別に 後. いに 述に るか 

ら玆に 雀 略す るとの こと を 重ねて 斷 つて 置く。 


尙 武器と 戰術發 達の 裏に 潛む軍 學の發 達 を も 看過して はならぬ。 我國に 軍學の 輸入せられ たの は 恐らく 彼の 儒學 

が 輸入せられ たと 殆んど 時 を 同じう し、 孫子の 兵法 書、 大公 望の 六韬 等が 王朝の 頃 旣に戰 略の 指南 書と して 用 ひら 

れた であらう こと は 旣に之 を 語った が、 武士階級 間に 於け る實 驗的戰 術が 重んぜられ 始めた の は 平安朝 末期からの 

やうで ある。  . 

荻 生 徂徠が 『我國 の 軍法 は 本は大 江の 儒家に 傳 つて 匡 房より 八幡 4i. 郞に 授けた る 事 なれば、 儒者た る 者 も 軍旅 を 

知らす して 不, 叶、 武將 たる 人 も文學 なくて は不， 叶 事 明かな り、 淡 海 公の 令の 趣を考 ふるに は 吾國の 軍法 は 唐朝の 

軍法 を傳 たる 事に て、 當時 諸家の い へ ると は遙に 別なる 事な り (中略). 當代 諸家の 軍法と いふ もの は 戰國名 將の下 

の 物師の 物語に 本つ きたる もの なれ ども、 師を 立て 人に 敎 ふるより、 問に 答 ふる 爲に事 を 全備 させんと て、 多く は 

寬 永の 末より 寬 文の 頃 迄の 人の 增 補した る 物な り』 と 1K つて ゐ るの は、 當に 我國に 於け る 軍 學の發 達 を 道破せ る も 

のであって、 軍法 書な る も の は 多く は 後年 德川 時代 の 所述に 係る ものであって、 之より 先き 旣に 源義家 の 如きが 大 

江 匿 房に 就きて 軍學 を學ん だと は 云 ふ もの \、 其の 軍學 なる もの の 內容は 恐らく は 孫子の 兵學 や、 大公 望の 六韬三 

略の 類であった であらう と 思 はれる。 

惟 ふに、 平安朝 末期より 鎌 倉、 足利時代に 至る 間に 於て は 武士 は 其の 精魂 を學 問に 打ち込む 暇な く、 多く は無學 

であり、 唯 其の 天分の 才能と 機略 を 以て 事に 當 るに 過ぎぬ ので あるから、 自ら 軍書に 親しむ こと 能 はす、 軍學 とし 

て は 儒者の 講釋 を聽く か、 叉 は物師 なる 軍談 師 の 軍 物語 を聽き て戰術 の 理論と 實 際を會 得す る 程度の ものであった" 
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隨 つて 彼の 「楠 木 武經」 とか 太 田 道 液の 所 說と云 はる、 「持 资流 軍法 衍儀」 等の 兵書が あつたと しても、 其れ はヒ 

に 引きた る徂徠 の 所說の 如く 德川 時代 になって からの 所述 であって、 其れ 以前の 實 戰に應 用せられ たもので はない。 

併し 旣に 早くより 講述 せられた る 支那 兵法 書の 所述が 多少 武家の 間に 利用せられ、 其れに 賞戰の 智識が 織 込まれて 

獨自の 戰略戰 術が 發 明せられ たで あらう こと は 否み 難く、 其の 戰術實 施の 結果が 軍談 師 たる 物師 により 語られて 武 

人間の 戰術 研究 を 助く るので あった。 

斯くて、 武士 は 年と 共に 進歩の 一路 を 迪れる 兵器と 時代相 應 なる 戰 術の 修得 を 以て 其の 推進力たら しめたから、 

支配 階教 としての 實カは 日に 月に 强盛 となり、 彼等と 雜居 する 鄕 村の 農民 は 愈， - 彼等の 下に 制壓 せられざる を将ぬ 

のであった。  . 

註 m 、新 井 e 石、 本朝： 車 器考、 序 m  (元 文 元 年刊)  . 

§ 新 井 白 石、 本朝 軍器 考、 卷七 

g 新 井 白 石、 本朝 軍器 考、 卷九  # 

S 荻 生 征徠、 铃錄、 序 

§ 大森金 五郎、 中世の 軍法 書 及 水 軍の 書に 就て (歷史 地现、 日本 兵制 *0 

(□)： 農民の 強制的 武 ，1 ^顧め， 

武士の政治上，並に社會上の勢カを^?養する經濟的根源は依然として15^民でぁるからノ，，^は 一 方 種々 の 手段 を碰 


して 農民の 生産力 を 利用 せんこと に 努めた と共に、 他方 農民 曆の 中より 兵士 を徵 集して 其の 戰鬪カ を補强 する 必要 

を 見た。 別言すれば、 今や 旣に 農業より 離れた る 武士 は 武力の 基本た る 兵員 を單 に從來 6 家の 子郞黨 のみに 待つ こ 

とが 出來 なくなり、 新に 普通 曲 一お 民より 兵員 を徵 募し、 之に 若干の 訓練 を 加 へ て戰 場に 引き出さ ねばならなくな つた。 \ 

武士 層が 斯の 如く 農民より 兵 を 募りて 攻守 力 を增强 せんとす るに 至れば、 村里に 淺留 せる 農民が  一 i? 彼等より 壓迫 

せらる 、 に 至る は 云 ふまで もない。 今 其の 一 例と して 「醍醐 雜事 記」 の 一 節 を 引くならば、 其の 卷第十 一 に は、 

1 、 寺 家 宿直 兵士 事 兀— g 

正月 牛 原 南庄、 二月 同 庄、 

三月 牛 原 北庄、 四月 同庄、 

五月 河 內庄、 六月 中 夾 庄、 

七月 柏 原庄、 八月 同 庄、 

九月 曾 禰庄、 十月 同 庄、 

J-  一  3 自朔日 十 五箇 日中 原北庄 下司、 

11 一 月 自 十六 曰 十 五箇 曰 牛 原南庄 下司 

し - -3 自朔日 六 筒 日. B 夾ド司 自 七日 八箇日 柏原庄 下司 

ill 一月 自十 七日 七 筒 日 大野 木 下司 .Inn 一十 二日 九箇日 禰庄 下司  I 

右 兵士 五 人 限 n 永代 一可 11 勤 仕 1 之狀 所， 定如， £ 

と ある。 領主た る醍画 寺が 毎月 自領莊 園 た る 牛 原 庄外數 個 の庄 から 五 人 宛 の 兵士 を徴 して 三 寶院を 守護せ しめて ゐ 
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るので あるが、 斯 くして 本 所た る 寺院が 其の 庄園より 臭 民 を 召集して 「兵士」 又は 「宿直」 にあて たとい ふ 事 は * 

武家 化し た 寺院が 庄內 の 農民 を徵 集して 兵役に 就かし めた こと を 端的に 語る ものである。 而 してお の 兵士と 1K ひ 、 

宿直と 云 ふ も、 實は雜 兵 程度の ものであった かも 知れない が、 併し、 彼等が 護衛 勤務に 堪 ふる 程度の 武装 をして ゐ 

たこと は事實 である。 何と なれば 此の頃 旣に 武士階級が 兵士 を 農村より 徵 した 事例 は 此の 他に も少 くないから であ 

る。 卽ち 時代 は 少し 降る が、 洽承四 年 十二月 平氏 は 伊豆に 蹦 起した る 源 賴朝を 討伐す る爲に 京都の 公卿 及び 諸國庄 

園に 依賴 して 皮園內 より 兵士 を徵 集して 居り、 叉 壽永ー 一年 六月 源義 仲が 木 曾より 南下 を 企つ るに 際しても 近：： d 國 諸 

庄園の 兵士 を 募って 各地の 要害 を 守護せ しめた 等々 ぬ、 武家が 兵力 充實 の爲に 庄園より 豊民を 徴募した る こと を 立 

證 する ものである。 斯る 農民 召集 制度 は 他の 一般の 大寺院に 於ても 見ら る、 傾向と たった。 例へば 正中 二 年 一 二月 

「最 勝光院 注進 寺院 庄圜 年貢 近年 所 濟分書 等散狀 事」 によれば 

一 播摩國 桑原 庄 六月 兵士 十 人 

一 攝津國 山邊庄 三月 兵士 五 人 

ー辦庄  九月 兵士 七 人 

一 讃岐國 志波庄 十月 兵士 七十 人 

一 筑前國 三原庄 七月 兵士 十 人 

一 筑前國 志比庄 五月 兵士 七 人 


一 出雲國 大野 庄 十二月 兵士 十 人 

一 近江國 湯次庄 正 ニ兩日 兵士 十三 人力？ 

一 檜物庄 ra 月 兵士 十 人 

一 遠江國 原田庄 八月 兵士 十 人  ■ 

一信 濃國盥 田庄十 一 月 兵士 十 人 

一 常 睦國成 田 庄間月 兵士， 三人 

と あり、 各庄 毎に 兵士の 數 を列擧 し、 其の 兵士の 傍に 何れも 朱筆で 木 守と 記入され て ある 所から 推して"、 彼等の 

任務が 略 何で あつたか を 察する ことが 出來 よう。 叉 德治ー 一年 寺領 庄園の 筆頭た る 高野山の 諸 衆評 定置 文に よれば、 

不斷經 食の 警護の 爲に、 諸庄 より 農民 を徴發 して 登山せ しめ、 不參の 輩 あれば 其の 所 罰と して 食堂と 禮 堂の 疊 さし 

を 課する が规定 されて ゐ るが、 徴集 せられた 農民が^ 具を携 へ て不斷 經會の 警護に 任じて ゐ たこと は 正應ー 一年 同 

山 諸 衆の 不斷經 會に關 する 評定 置 文に 『兵士 之 外、 於 二 壇上； 大刀 長刀 狀可ニ 停止 1^ 之』 と あるに よっても 一斑が 窺 は 

れる。 更に 又元弘 三年 高野山 領志富 田 • 相 賀の兩 庄園が 根來 寺の 爲に 押領 せられた 畤、 高野山 側で は 諧莊の 農兵 數 

十 人を駄 催して、 根來 寺の 下司 等を擊 退せ しめた 事 も、 等しく 農民 を强制 的に 武装せ しめた 事例 を 示す ものと して 

よい。 別 すれば、 各 寺 領には 前 來旣に 農兵なら ざる 僧兵が 蓄 へられ、 之 を 使って 自領を 守り 又は 他領. を 侵しつ、 

あつたが、 今や 此の 僧兵^ 外、 更に 自己 庄圃內 の 農民 を驅り 立て、 戰陣に 走らし むる やうに なった ので ある。 
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要するに 庄園 領主が 兵士 を 農村より 募り て 其の 攻守 力 を增强 する ことによって 武士 の 政治的 基礎 愈 々 筚固を 加 へ ， 

農民に 對す る誅 求と 制壓が S 々强 化せ られ 行く の で あった。 惟へば 曾て 庄園に 私兵の 起った 當時 は、 庄阂に 侵入し 

た 國衙領 の 浮浪 人 又は 山門の 僧兵 等が 主要 兵力で あつたが、 今や 時代 は遷 つて 庄園の 兵力 を强 化する や 段と して 新 

に 領內 の 農民 を驅り て 兵士と なさ ん とする の で あ る 。 而 して 斯く 農民より 徴集した 兵士 は、 彼の 後年の 足輕に 匹敵 

する ものであって、 身分 輕き 農民が 一 時の 急に 應 する 爲に 兵士と なる の 端 は旣に 早く も 此の 顷 より 見られた ので あ 

つて 「源平 盛衰 記」 に 散見す る 足輕の 文字 は 此の 事實の 存在 を 語って ゐる。 卽ち 「源平 盛衰 記」 治 1$ 四 年 五月 十四 

日 高 倉院夜 討の 條に 『足が る ども 亂 入して さがし 奉れと 下知す、 下知に 隨 ひて 下 郞等亂 入して 狼藉 不， 斜』 と ある 事 

や、 同じく 「三 井寺 愈議」 條 中に 『足輕 二三 百 人 法 勝 寺の 北 さまより 三條 河原 祇園の 邊 まです るりと 追て 在家に 穴 

を 放ち』 云々 と ある こと や、 叉 同じく 「景 高景時 入城」 の條、 一 の 谷 木戶に 『梶原 五 百餘騎 にて 押 寄す るに、 足輕 

四 五十人 腹卷 着せ 手榷 つかせて 曳聲 出して 逆茂木 引退け』 云々 と ある 如き、 何れも 農村より 徴集した る 歩兵が 足輕 

0 

の 名の 下に 軍役 に 服した 事 實を語 る ものである。 斯くて 庄圃の 臭 民 中より 兵 を 募る の -M は 爾來益 盛ん となり、 遂に 

足利時代の 半 頃より 足輕は 殆んど 軍隊の 主力 を 成す に 至った が、 戰國 時代に 於け る 足輕に 就て は 別に 次-! i 早に 於て 詳 

說 する 害で ある。  . 

註 山^ 醐雜事 記、 卷第 十一、 四 五八 頁  • 

②山槐 記、 治， W 四 年 十二月 十 H、 同 十四 H 條、 


g 吉記、 壽永ニ 年 六月 十二  H 條  . 

5- 東 寺 百合 文書、 十四— サ 一  . 

g 大日 本 古文書、 家 わけ 第 一 、 高野山 文書 笫八、 笫 一七 六 五號 

g 大日 本 古文書、 家 わけ 第一、 高野山 文書 第 八、 笫ー 七 六三號 

S 高 野 春秋、 十 

g 源平 盛衰 記 十三、 高 倉宮信 速戰事 

g 源平 盛衰 記 十四、 三 井寺 食議 

询 5g 平 盛衰 記 三十 七、 景高、 景時 入城 

(ハ) 武士と 農民の 對 立の 深化 

武士と 農民の 對立 深化の 現象 は 守 華 地頭が 近代的 大小 名へ 進展す る 頃より 最も 顯 著に 現 はれた。 守護 地頭 は 其の 

領土 化せる 鄕村內 に 多數の 名主 を 包 擁して 郞黨 となし、 『いざ 鎌 倉』 とい ふ 場合に は 直ちに 彼等 を 動 美し 得る やうに 

組織し、 有力なる 名主 は 今や 武士と しての 本質 を備 ふるやう になった けれども、 此の 名主- 1 武士 化せる 名主 1 . 

は 耕作 農民と 相 伍して 村落に 住居す るの みであって、 農耕に 從事 する ものでなかった。 若し 武士 化した 名主が 平時 

農業に 專 念して ゐ たなら ば、 武士と して 必要 なる 修練が 不可能 であった らうし、 又 彼等が 平時 豊業 に精勵 して ゐた 

ならば、 屢- „< 突發 する 戰役 毎に 耕地 は荒廢 して 收樓 擧ら す、 爲 めに 兵糧 盡 きて 戰鬪を 永續し 得なかった であらう。 然 

るに 實際上 彼等 名主 は 一面に は 武士と して、 他面に は 地主と して 鄕 村に 住居し、 其の 所有地 をば 所 從の作 手 乂は下 
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人 をして 耕作せ しめ、 其の 收入を 以て 生活した から、 戰鬪 員と しての 任務 を果し 得た ので ある。 而 して 名主と 其の 

作人义 は： 卜 人 は 主 從の關 係 を 以て 繁 がれ、 一 種の 郞黨 的集團 をな して ゐ たけれ ども、 庄 の 上 I に 在る 地頭との ii 

に は 益々 懸隔が 深まり 行った。 何と なれば、 名主 は 前に も 云った やうに 農民の 武士 化した 者であって、 農民 的氣風 

の 強い 階級で ある けれども、 地頭に 至って は 武家と しての 野心 を 達す る爲め 其の 支配 權を 迅速 に 確立 せんこと を 希 

ふ ものであった から， 勢 ひ 其の 配下の 百姓 を責虐 して 顧みない ことになるの である。 ち 平生 鳥 業專 一 に 勤む る 典 ^ 

民 は 僅かなる 土地と 屋數を 抱へ て 耕作に 從 ひつ、、 地頭の 貴虐を 甘受し なければ ならたかった ので ある。 而 して 武 

士の 责虐は 彼等の 直轄地た る 給 田の 百姓に 對 しての みならす、 下地 中分 をな したる 土地に 對 しても S 々暴虐 を 逞し 

くす るので あった。 其の 事 は旣に 前節に 於ても 丁應 論じて 置いた が、 玆に別個の視角ょりして地頭が農民を$-^3し、 

農民 之に 堪え 切れす して 愁訴した 事實を 語って 見よう。 建武 元年 八月、 東 寺 領若 狹國太 良庄の 百姓 言上 狀の^ 一  條 

に は、 『當御 代官の 御手作 田 畠 は 三 町に 及び、 御 耕作の 間 召使 はれる ところの 百姓 六 百餘人 也、 古今 かくの 如く：，；：： 姓 

等 责め仕 はる、 事、 全く 以て これな し、 然る 間 百姓 等爲 すすべ 方 を 失 ひ、 其のた め ；，H 姓 等の 農業 は 作 期に 後れ、 不 

熟と な り 、 不便 次第な り、』 と ある。 卽 ち寺領 庄園 の 地頭が 其の 管內 農民 に 對す る貴虐 を 立證す る もの で あ る。 更に 

叉 他の 一例と して は 同文 書 第 七條に 『城郭 を 構へ ると 稱し、 弱の 百姓に 對し早 田より 年貢米 を 十；！！； め 取られる 條堪 

え 難き 次第で ある。 何のた めに 堀 を 掘り、 城郭 を 構へ、 農業 最中の 百姓 を 毎日 召 寄せ、 责め仕 はれる のか、 術な き 

次第で ある』 と Ih 、ひ、 鑌 いて 其の 第十條 及第 十 一條に は、 配ドの 農民 等が 其の^ 虐に 堪え兼ねて 『馬上 免 cwfn 姓名 


の內、 良 厳の 名 畠 尻 高の 在家 一宇 を破壤 せられ， 城郭に 造り 進められる 條、 すべな き 次第で ある。 御領 內 在家 を 作 

り增す こと は 御領 繁昌の 源で ある。 然るに 是非な く 押し 壞 される 條、 御領 破壤の もとで ある。 城郭の 爲め、 百姓 等 

の 家々 片 庇を壤 取り 城郭に 誘 ふべき 由、 御 書 下 を 成し 下さる と稱 し、 壞 取るべき 3 曰 催促の 條、 未だ かくの 如き 地頭 

御 代官 を 見 奉らす』 と訴 へて 居る。 卽ち 地頭が 農民から 掠め取った 所 當米を 遣って 堀 を 穿ったり、 城郭 を 構へ たり 

、 叉 農 繁の眞 最中に 百姓 を徵 募して 築城の 勞 役に 服せ しむる のみなら す、 城郭 材料に 使用す る 爲に恣 に 農民の 家宅 

を 壌し 取った と iK ふので ある。 前に も說 明した やうに、 寺領は 鎌 倉 幕府 より 守護 使不 入の 地と して 守護の 權 限外に 

置かれた けれども、 地頭 は 兵糧米 徵 收の爲 に寺領 にも 之 を 配置した ので ある。 然るに 此の 地頭の 權カは 年を經 ると 

共に 增 長し、 本 所た る寺領 支配 權の 及び 兼ぬ るに 乘 じて 其の 庄園 を 侵蝕 せんとし、 更に 地頭 は 其の 住居 地の 要害に 

築城して 其處 に蟠據 しょうと する に 至った。 然も 本 所た る 寺院の 權カは 旣に衰 へたり と は 一 K へ、 尙本 所と しての 名 

分 は 厳存す るので あるから、 庄園 農民 は 地頭の 暴虐 を 列べ 立て 、本 所に 愁訴 せんとす るので あった。 卽ち庄 民が 本 

所なる 舊 勢力に 倚って 自己の 生命と 財産 を 保護しょう とする から、 其 處に本 所と 地頭との 間に 抗爭が 起り 叉 旣述の 

請 所 制度の 如き 狡猜 手段が 行 はる  ことに もなる ので ある。 蓋し 鎌倉時代 末期の 頃に 至れば 地頭の 實カ 伸張の 結果、 

其の 職 權を不 當に擴 張して 要地に 山 此石を 構へ、 其の 周邊に 多數の 象の 子郞 黨を蓄 へ、 ■ 地頭と 農民との 利害 は 益々 反 

する ことにな つて 兩者は 互に 相 嫉視す る 情勢と なり、 相^ は 年と 共に 募りつ、 あつたが、 併し 上昇の 一 路を迪 る 地 

頭の 前に は 武備な き 農民の 社 會的拉 に 經濟的 地位 は 益々 低下す る 一 方であった。 
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註 大日 本 古文書、 家 わけ 笫十、 東 寺 文書 第 一 卷、 七 〇 九 I 七 一 一一 一 頁 

(II) 農民の 彈壓 

守護が 往年の 國 司に 代り、 . 地頭が 在 來の本 所領 家に 代って 農民 曆を 支配す るに 至った 事 其れ 自體が 兵 農 分離 史上 

に 於け る 劃期的 現象で ある。 之より 先き 武士 化した 名主が 往々 領主の 命に よって 仲間の 百姓 を ils- 責し たこと がない 

ではない けれども、 彼等 は 未だ 支配者 的 暴君で はあり 得なかった。 然るに 今や 身分 的 分離 を 遂げ 得た 武士 I、 殊に 

最高 層に 在る 守護と. 地頭 は戰鬪 指揮者と して 所在の 名主 を 率ゐっ 、農民. を 容赦な く彈歷 する ことにな つた。 今此等 

の 事情 を 明に する 爲に 有力なる 一個の 文書 を 引く であらう。 

阿 河 庄上村 百姓 等 言上 狀 

(ン脫 力) 

阿 テ河ノ 上 村 百姓 ラ ッ 、 シ テ 言上 

ゥケ ノヲカ タエ、 フ セシッ メラ レテ 候ヲ、 ソ ノウ ェ ニチト ウノ 力 タエ、 マタ 四百 文 フセ ラレ d 欠ヌ、 マ 

へ チ-ー 一 タン-二 一  百文ノ フセ レゥヲ セメト ラル 、 コトタ へ カタ ク候 

C 京) 

、テ ヮ、 百姓 ユラ ツキ 候ッレ トモ、 チト ウノ キヤウ ヨリ、 ァ ラッカ ィニ、 シ モノ ク モン シ郎ヲ クタ シ 

ハ、 タへ カタ クシ テ、 セメト ラレ 候 ィヌ、 

ト カウ ナシリ 候ッレ トモ、 マコ シ郞 トノ、 百姓 ノ イエ 二、 タ ショウ ノヒ トヮ、 カケ ニン カレ コ レサ コ 

人ッ カイ ヲ、 ッカ イツ ケテ、 力 ハウ ニセメ トラ レ院 へハ、 タへ カタ ク 侯テ、 セメ トラ レ候 ィヌ、 

(御 材木) 

ーヲン サイ モク ノコ ト. アル イワ チト ウノ キヤ シャ ゥ、 アル イワ ケ カフ トマ ゥシテ カク ノコ トク ノ 人夫 ヲ、 チト ウノ カタ 


(夫)  (山 33) 

ェセ メッカ ヮレ 候へ ハ、 ヲマヒ マ 候ヮス 候、 ソノ、 コリ、 ヮッカ 二 モン ノコ リテ 候人フ ヲ、 サイ モク ノヤ マイ タシェ、 ィ 

(逃亡 ノ^ 麥ー， s〕  .  (.k^ 小 ts) 

テ ィ タ テ候 ェハ、 テゥ マウ ノア トム キマケ ト 候テ、 ヲィ モト シ候ィ ス、 ヲレ ラカコ ノ厶キ マカヌ モノ ナラ ハ、 メコ トモ ヲ 

ィ コメ、 ミ，. 1 ヲ キリ、 ハナ ヲソ リ、 カミヲ キリ テ、 アマ ニナ シテ、 ナ ヮホタ シヲゥ チテ、 サェナ マント ウテ、 セメ セン 

-,、  (在家 一 宇) 

力 ウセ ラレ 5§ -ァ イタ、 ヲン サイ モク ィョ. ソ ナヮリ 候 ィヌ、 ソ ノゥェ 百姓/サイケ ィ チウ、 チ トウ ト ノエ コホチ トリ 

候 ィヌ、  . 

(日 暮)  (宿) 

ース ナウ コト、 レ ゥヲ、 チト ウノ カタ ェセメ ラレ 候へ ハ、 ヒ ク レ候ィ ヌ、 トモ カラ ノィテ 二、 ャトヲ トリ テ、 ト マテ 候へ ハ、 

(兵 具)  (手 松) 

チ トウ ノト ノヒト ヒャゥ クヲソ 口  M テ、 百姓 ノ ト、 マリ タル ャト ェ、 テ マッサ、 ケテ、 十月 ノ廿 一 日ョ ナカ (カリ ハヤ ク、 

(首〕  (テ 力〕 

百姓 ノ クヒヲ キラン トシ 候コ シチ 候、 百姓 ソ レニ ヲ 、キニ オト 口 キサヮ キテ、 十 ハウ ェ ニケ リ 候テ、 ヮッカ ニイ ノチ ハカ 

リ ワイ キテ 候、 

(具足) 

一 チ トウ/ マ コ シ郎 トノ、 廿 三人 クソ クシ テ、 百姓 ノ クサ ノィ ヲリ 二、 十月 八日 ヨリ シテ、 一一； 日 力 アイ タセメ ラレ 候、 マタ 

十月 ノ十 八日、 二日 アイ タ、 セメ セン 力 ウセ ラレ 候、 ソ ノア イタ 二、 クシ ゥッカ マツリ 候 コト、 二百 セン マテ ソ ナヘ 候コ 

(栗 

ト、 タへ 力 タク 候、 ソノホ 力 二、 五 人 三入ノ ッカ イワ、 ヒマ候 ヮス、 カク ノコ トキノ クシ ゥヲ メシ候 カウ ェ 二、 百姓 クリ 

w、 

力 キヲ、 トノヒ トヲ、 ヲ イノ ケセ、 ヲ イノ ケセ トラ セテ、 モカ キシ廣 コト、 モノ マサ ナク liK ナリ、 

(御領) (安堵)  (ゥ脫 力)  1 

一 コ ノ 四人ノ 百姓 ヲ， コり ャゥニ アン トスへ キ ソト、 コ チヤ 候へ トモ、 マス マス ニチ トウ ト ノコ 力 ミカ ケ ラレ 候へ ハ、 コリ 

ャゥ二 ェ アン トセ ス候、 コレラ コリ ャゥ二 アン トシ テ候ヮ ハ 、 百姓 ミ クシ ヲッカ マ ッ リ候ト モ、 イカ 、ヨロ コ ヒ候ヮ ン、 

- ーチト ウノ チャウセ チノ ゥマ カイ ノコ ト、 ムレ セ ィ？ JS: ヌ コ ト 二 テ候 へ ( 、 百姓 ラ ヲ 、キ ナ，^ ナ， K キ 1K、 

S  (物 具 兵 具)  { 

1 カク ノコ トク、 マコ シ. SS トノ、 百姓 ノィヲ リニ- モノ、 クヒゥ クヲソ B ェテ、 フミ イリ フミ イリ、 百姓 ヲ トリ コメ  /\ セ 

タケ ラレ 候へ ハ、 ィョ/ \- 百姓 ウセ 候 ナン スル 候、 
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(左 女 牛〕  (き  r 先例) 

一 サメゥ シノッ 力 ミヤ ヨウ トウ ト候 テ、 三 貫 文 セン セメト ラレ 候 コト、 イマ タセ レナ キコ トニ テ恹 

一 卜 月 五日 ヨリ、 チト ウタ ラウ マコ シ郞 上下 卅五 人、 百姓 ノ モ 卜 二 シキ井 候テ、 ィ ロ/^ ノ モノ ヲ セメト ラサ ラン 力 キリ 

c£ おな) 

ヮ、 ナン 十日 モ タツマ シト 候テ、 一日 二 クリャ 三 トツ、 シ候 コト、 タ H クラウ ハカ クモ 候ス、 ソ / ゥェゥ マ/カイ マ クサ、 

一日 ニー  斗 三升セ メ トリ 侯、 ソ ノウ ェ I 一、 マメ アツ キア ヮヒェ トリ カワル、 コト、 タエ 力 タク 候、 

(無賃) 

1 コ ノウ マノ カイ ヲソ タイル、 トテ、 力 マタワ ナヘ、 己 上 十五 サラ ニム シチ 二 トラ レ候 ィヌ、 

一 ウス クマ リ タト ナツ ケテ、 タンへ チニ 三百 文 ノセニ セメト ラレ 候 コト、 セン レイナ キコ トニ 候ァ イタ、 コ トニ 百姓 ス ツナ 

キコ トニ テ候、 

(條々 ) (非 例〕  (カ脫 力) 

コ ノ テゥ/ \ノ ヒレ ィニ テセ メラ レ候ァ イタ、 百姓 ト コ ロニ アン トシ タク 候. 

(建 治 元年) 

ゲン チカ ンネ ン，; I 月せ 八日 

百姓 ラカ I-  y 

高野山 領 庄園に 於け る 農民が 地頭の 非 法を訴 ふる 上記の 訴狀 は、 實に 吾人の 想像に も 及ばない 程の 慘旗を 包む も 

ので あるが、 然も 農民 はか やうな 背 歛誅求 を 受けても 其れに 對 して 强ぃ 反抗 をな し 得す、 淚を 呑んで 隱 忍し、 上 命 

の 傣に從 順で あらねば ならなかった ので ある。 殊に 彼等 は點々 分散して 住居し * 一  地に 集結す るの 便を與 へられて 

ゐ なかった ので、 斯 くも 自ら 無統制と なり、 且つ 無氣 力であった ので ある。 

註 8 大日 本 古文書、 家 わけ 第一、 高野山 文書、 第 六卷、 四 八 六— 四 九 〇 頁 

(ホ) 農民の 反抗 


a- し裹 民と 雖 過度に 誅求 せら るれば、 遂に 柔順 を 破って 抵抗す る こと を辭 せない のであった。 斯る 事態 は 室町 時 

代の 所謂 下剋上 運動に よりて 明瞭と なり、 其れ 迄 忍從に 忍從を 重ねた 農民 も 遂に 武器 を 提げて 守護 地頭 を 前身と す 

る 領主 又は 寺院 其の ものと 戰 ふに 至った。 寺院 勢力と は 一 K ふまで もな ぐ寺領 庄園の 一圓 領地 化した もので、 其の 大 

なる は 優に 一 大侯國 を 成して ゐ たので ある。 而 して 此 等の 諸 勢力に 抗爭 した ものが 彼の 土 一  揆 及び 一 向 一 揆 である、 

土 一揆 は 正 長 元年に 勃發 したの を 手始めと して、 戰國 末に 至る 百數十 年間 殆ん ど斷續 的に 權 起し、 畿內 地方の 領主 

等 を大に 脅した。 「大乘 院曰記 目錄」 に は 正 長 元年の 土 一揆に 就て 『九月 口 曰、 天下 土民 蜂起、 號ニ德 政； 令 レ破ニ 却 

酒屋 土 倉 寺院 雜ハ 物等恣 取， 之、 借 錢等恣 取， 之、 官領 成， 一敗 之； 凡 亡國之 基不， 可， 過， 之、 日本 開 白以來 土民 蜂起 最 

初 也』 と 一 K つて ゐる。 而 して 此 等ー授 の 兵力 は 極めて 强く、 永享 元年 播 摩に 起った 土 一揆 は、 守護 赤松 滿祐の 軍隊 

を 片端から 擊 破し 『凡 土民 所 ロ不レ 可レ令 一一 一 侍 在 ニ國中 一』 と號 しつ、、 武士 層の 撃滅 を 目標と して ゐ たので ある。 又 

文龜ー 一年 若 狭に 起った 土 一  授は 遂に 守護 武田元 信 父子 を攻 殺す るに 至った。 他方、 宗敎的 色彩 を帶 びた る 一向 ー授 

は 一 殺の 土 一  授 よりも 數 倍の 統制 力と 武力 を 擁し、 現に 越 前、 加賀に 於て 蜂起した 一 向 ー撲の 如き は 加賀の 大名 富 

棰氏を 滅ぼし、 越 前の 大名 朝 倉 氏 を も 滅亡せ しめた 程强 力なる ものであった。 「朝 倉 始末 記」 に 曰く、 『斯 て國 中の 

ー授 等、 侍 共の 館へ 押 寄せ/ \攻 亡し ける 程に、 皆 誰か 身の上に て や 有ん と 思て、 晝夜肝 をけ し 胸 を ひやす 形勢、 

武士と も 前々 は.！ P の 上の 如， 鷹、 今 は 唯 猫の 下の 如レ 鼠に して、 卒爾に 聲をも 立てす、 昔の 百姓 下人 は 小袖 を 着、 騎 

馬に て 通れば、 主人 は 權樓を 着て 自身 鐘 を かたね、 粮米を 荷 運て 腰 をた めて 步 行く、 去 は 賤か貴 服 をき る、 是借上 
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とい ふ、 1^ 上の 無 禮國の 凶賊 也と 孔安國 が誡め を不， 知け る こそうた て けれ』 と。 以て 當 時の 農民が 如何に 其の 支 

配 者に 對 して 反撃 力 を 有して ゐ たかを 推測す るに 足る。 W し 土 一  揆と云 ひ、 一 向 一 授と 1K ひ、 何れも 壓倒的 氣勢を 

擧げ たものに は 相違ない けれども、 云 はて 線香花火の 發 火した やうな ものであって、 社會 推進力の 幹流 を 成した る 

武士階級の 勢力に は 到底 敵對 すべく も あらす、 現に 播 磨に 起り たる 土 一  撲の 如き は實は 武士 其 もの を廢滅 せし むる 

こと を HI 的と したりと 云 はれて 居る けれども、 固より 當時斯 の 如き ことが 實 現せら る、 害 はなく、 全 ^ー  帶の SKHK 

は 完全に 武士階級の 被 支配者と ならざる を 得ざる 時代 的 運命に 向って 馳走した。 

註 S 大乘院 a 記目錄 C 績々 群 書 額從、 第三 册、 六 四 六 S) 

§ 薩戒記  • 

8 實隆公 記 

g 朝 倉 始末 記、 卷七 (改定 史籍 集覽、 笫 六册、 一 二八 K) 

(へ) 農民の 失 姓 

斯くて 兵と 農との 身分 的 分裂 は、 室町 時代に 入って 最も 敏速に 進行し つ 、あつたが、 遂に は 身分の 一" 女 $ がと して 服 

飾の 制限 幷に稱 姓の 禁止 をな すに 至った。 卽ち應 安二 年 二月 二十 七日 發布 せる 禁令の 一節に は、 武士 以外の 者の 服 

飾に 關 して 

一、 中間 凡 下輩、 えぼし かけ、 きぬごし、 ひた、 れ のきぬ うら、 同大 口、 刀の か へらぎ 金銀、 ||g き 


を 着用す る こと を 堅く 禁止して 居る が、 更に 法 目すべき は 農民の 苗字 を稱 ふること の 禁止で ある。 此の 問題に 就て 

は 未だ 確た る 研究が なされて ゐ ないやう である けれども、 吾人の 接した 史料に よれば、 少く とも 室町 中期に は K 主 

によって 之が 法制 化された ものと 思 はれる。 「東 寺 百合 文書」 に收 むる 廿ー 口供 僧 評定 引付、 文明 十五 年 三月 十六 

日の 條に 曰く、 『近年 境內の 地ド人 等、 雅 意に 任せ、 名字 を名乘 るの 由、 先代 未聞の 次第 也、 所 isM は 向後に 於て は 停 

止せられ、 萬 一 承引せ ざる 族に 於て は 堅く 罪科に 處 すべき 3s 治定 了ん ぬ』 と。 之 は 農民が 姓 を 失 ひたる こと を 法制 

化せる ものであって、 兵 農 分離 史 研究 上尤 も 注目すべき 事實 であるが、 然も 農民が 旣に 之より 早き 時代に 於て 失 姓 

して ゐた であらう こと は、 上記の 文書に 彼等が 恣に姓 を 名乘る こと を 指して 『先代 未聞 之 次第 也』 と 力説して ゐる 

ことによ つ て も 察知 せらる、 ので ある。 

註 S. 逮武以 來逍加 (新 校 群 書類 從、 第 十七 卷、 三 九 一真) 

S 東 寺 百合 文書、 白 河 本、 一 五 〇 頁 

(卜) 農民の 不自由 化 

更に 此の頃に 至れば 農民に 對す る 居住 移轉 の 禁止 も 見られ、 其の 生活の 不自由 さは 益々 加 はり 行く  Q であつ た。 ■ 

「大內 家 壁 書」 に は 永享十 一年 「百姓 逃散 御 定法 之 事」 として 『植木 庄の 寺庄本 所領 並に 諸 給 分 本領 等の 百姓 或は 

土 貢を抅 得し、 或は 暾訴 逃散 を 企てん とする こと は誡 めざるべ からす、 所詮 所望の 輩 は 狼藉 人 を搦め 取り、 之 を 引 

渡すべき 御 定めの 上 は、 聊か も 怯 惜の儀 あるべ からす、 仍て執 達 件の 如レ』 と 規定され、 農民が 領主に 背きて 移動 
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する を禁 4- して 居る。 斯る 傾向 は 1^ 國 末期に 至る に 從ひ签 々顯 著と なる の である。 

斯の 如く 土地に 緊縛 せられて 移轉の 自由 を 失った 農民 は、 更に 武器 を携帶 する こと を も 禁止 せられた。 其のに 取 も 

徹底的に 行 はれた のは豐 臣秀吉 による 天 正 十六 年の 刀 狩で あるが、 其の 事 は 追て 次の 章に 於て 論す るで あらう。 更 

に 天 正 十九 年 に 至り、 秀吉は 武士の 身分た る ものが 町人 叉 は 百姓に 轉す る こ と を禁す る と 共 に , 百姓が 商業 ゃ赏仕 

事に 出る こと も 禁止した。 武士、 農民 及び 商人が 自由に 其の 身分と 職業 を替 ふることの 禁止 は、 是れ 取り も 直さす 

農民 階級が 組織的なる 封建 制 下に 入り 行く 過程と しての 現象で ある。 固より 斯る 思想 は旣に 古くより 存在した ので 

あるが、 室町 時代に 至って 判然と 文字の 上に 現 はれ 始めた ので ある。 

註 S 大 内家璧 書、 (H 本！！ 濟 大典、 第一 卷、 七 二 五 頁) 

g 大 in 本 古文書、 家 わけ 第-丁 一、 小 eL 川 家 文書、 一 ノ五 〇 三號 

③大 H 本 古文書、 家 わけ 第 十一、 小 早 川 家 文書、 一 /五 〇四號 

第五 節 身分 的 分離 進行 期間に 於け る 武士の 心理 

(封建制度 發達 期に 於け る社曹 心理の 儉 討) 

上來兵 農の 身分 的 分離の 過程 を 或は 政治 史 として、 社會史 として、 又 經濟史 として 論じ 來 つたが、 玆に 別個の 觀 

察 部面と して 社會 心理的 吟味 を 加 ふる 必要に 迫った。 卽ち、 封建制度 發達 期に おける 武家の 心理 衝動が 如何に 外部 


に 作用し. 如何に 體 現せられ たかを 再吟味す ると 共に、 彼等が 熾烈なる 階級 心に よって 其の 階級 體制 を强 化して 一 

門の 繁榮 を圖 らんと せる にも 拘らす 、皇室に 對し 奉りて は 常に 恭順の 意 を 表し、 連綿たる 皇統 其の もの.， 尊 嚴に對 

して は 一 指 だも觸 れんと せす、 且つ 觸れ 得なかった 事 實を諸 他の 心理 現象と 併せて 論 明す るで あらう。 . 

(ィ) 武士階級の 內部的 結合 心理  • 

庄園の 武士 は 一 方に 王朝 政權 を排擊 し、 同時に 彼等の 快し とせざる 貴族 階級に 接近した る 皇族に 對し 奉りて 暴 逆 

を 企ら みつ、 あつたが、 斯る 間に 單位 庄園 內に 於て は 或は 土地 制度の 上に、 叉 は庄內 人的 要素の 上に 種々 なる 强化 

手段が 施されて ゐた。 此の 內部的 結合 運動の 一手 段と して 單位 庄園 內に 於て は 下級 武士に 對 する 土地の 恩給が 相次 

で 行 はれた。 恩給と は 若干 町 段の 土地 を 農民と 共に 武人に 給與 し、 此の 恩給 地より 上る 作德を 以て 武人の 生活 を 支 

持せ しめんと する の であるが、 斯 くして 土地 を 得た 武士 は 其處を 領有して 名主と 呼ばれる ので ある。 後に は 此等名 

主が 後 來の新 領主より 其の 土地 を 安堵 せられて 忠勤 を誓盟 する 場合 もあった が、 何れにしても 此等 名主が 相 倚り 相 

集って 中世 農村 武士 曆 の 中堅 を 形成し、 此の 恩給の 爲に 武士 は 主君の 恩に 感じて 忠勤 を 柚ん する ことになる。 日本 

武士道に 於け る 忠義 思想 は實に 此の 恩給 地に 基く 「一所懸命」 に 原因す るので あるが、 此の 恩給 地 を^け たる 武士 

が 下作 人 义は作 手に 之 を 充て 行 ふて 小作せ しむる こと は 旣に說 明した 通りで ある。 

斯く單 位 庄園 に 於け る 武士 の縱 斷的聯 鎖と 小作 制度が 緊密 化する に 連れて、 庄圃は 押しも押されもせぬ 鞏固 

なる 經. 濟的 並に 政治的 團結 となり、 此の 單位 庄園の 上曆 領有 者 は 其の 勢に 乘 じて 一 著 其の 地位の 安定 を 得ん 爲め更 
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に大 なる 勢力に 結び 附 かんとす るので あった。 之と 同時に 當時 僅かに 取り 淺 された る舊國 衙領の 地主 (名主) も 亦 

在來の 地位 を 保たん 爲め、 其の 所有地の 得分 を 割きて 庄園の 領主に 寄進 せんとす るので あった。 是れ 所謂 .^isffi 

であって、 各地に 於け る 群小の 庄阁が 段々 累加 せられて 大 なる 庄園 へと 結成せられ 行く 一  面の 徑路 である。 彼の 平 

安 朝の 末期に 東國 地方の 一 勢力と なりたる 源氏に 對し 同地 方に 於け る無數 名主が 競 ふて 源 家 一 門の 支配 下に^した 

の は、 斯る上 分 寄進の 徑路 によりて あった。 斯 くして 上 は 大總裁 格た る 名門の 下に 大小の 庄 阅が從 藤し、 备庄^ 

は 其の 所 馬 武士 卽ち 名主に 對 して 土地の 恩給 を 行った ので ある。 此の 恩給 地 を 所有す る 武士 は 其の 土地 を 作 人 —— 

作 手 11 に充行 ふて 小作せ しめ、 以て 一面 地主、 他面 武人た る 生活 を營 むこと によりて 上下 一貫した る 皮^ 體制を 

具備す るに 至る ので あるが、 然も 武士 は尙 依然として 農村 內に 住居す るので あるから、 此の 頃 は 兵 農 共に 雜 居す る 

時代で あつたと 云って よい。 此の間 武士 曆が 種々 の 手段 を 弄して 農民 を 酷使し 且つ 誅 求し 得る に 至った の は、 此等 

農民が 營々 勞 苦して 生産 を 擧げ、 之が 爲め 農耕より 離れた る 武士が 支配者と しての 生活 を營み 得る に 至った からで 

あるのと、 軍事に 專 念す る 彼等 武 士の實 力 が克く 耕作 專門 の 農民 を 統御し 得る に 至った からで ある。 

(□) 王朝 政權 よりの 離脫 心理 

兵が 農より 離脫 せんとす る處、 延 いて 武士 層 をして 王朝 政權 より 離脫 せんとす るの 心理 を 激化せ しめ、 王朝 政 他 

以外に 政治的 地歩 を 築きて 其處に 武家 獨自の 社 會を打 立てん とし、 種々 の 謀略に より 王朝 勢力の 擁護 者た る 貴族 を 

排擊 せんとす る 意思 を 動かす のであった。 彼の 保 元 . 平 治の 亂 ありて より、 武士 は 貴族の 護衛兵た る 建前から 一 躍 


して 貴族 藤 原 氏の 上に 立ち、 之 を 統制す る 地位に 上昇す る 機 會を與 へ られ た。 洵に保 元 . 平 治の 役に 於て 武士階級 

は 決定的 勝利 を 博して、 全國 庄園 上に 中， 集 權カを 掌握した。 殊に 平清盛 は 一門の 政權を 更に 强 化する 爲に藤 原 氏 

に 對す る壓迫 の 手 を 緩めす、 其の 高壓 手段と し て 關白藤 原 氏 所領 の 半分 を强奪 せん とする 策謀 を 企 て た。 卽ち彼 は 

其 の 女 盛 子 を 攝政藤 原基實 に 嫁せ しめ、 後ち 仁 安元 年 基 實薨す る や、 其の 弟 基 房 が 代って 攝政 となった けれども、 

基 實の遺 領は基 房に 讓 らしめ すして 盛 子に 讓ら しめんと したので ある。 兹に 於て 藤 原 氏と 平氏との 間に 正面衝突 を 

見る に 至った が、 結局 藤 原 氏 遺領の 半分 は新攝 政の 基 房に、 殘り 半分 を 盛 子に 譲らし むる ことにして 事件 は 一 先づ 

落着した が、 藤 原 氏 C 所領 は爲に 俄然 半減 せられて 一門 轉 落の 非運が 襲ひ懸 るを覺 えた。 然るに 後白河 法皇 は淸盛 

の專 横を惡 まれ、 治 承 三年 盛 子の 歿後、 其の 所領 を 盛 子の 子 基 通に 俾領 せしめす して 沒收 し、 之 を 關白基 房に 總領 

せしめた ので、 此の 處 置に 憤慨した る 淸盛は 其の 年 十 一 月 幅 原より 兵 を 率ゐて 入京し、 法皇 を 鳥 羽 殿に 幽し 奉る と 

共に、 基 房 以下 四十 二人の 官を 免じ、 直ちに 基 通 を 藤 原 氏の 最高 長者と して 推擧 しね。 斯くて藤原氏の勢カは^！；ん落 

して 平氏の 下風に 立 た ざ る を 得な くな つ た。 

其 の 後平 氏 滅び て 源賴 朝が 鎌 倉に 幕府 を 創設す る や、 源氏 は 藤 原 氏 に 對し更 に 周到な る 用意 を 以て 壓迫 の 手 を 伸 

ばした。 卽ち賴 朝 は 文治 元年 義經 の賴朝 追討の 宜 33 奏請に 反對 したる 藤 原 兼實に 內覽の 宜し Z を與 へられん こと を 請 

うて 許され、 次で 平氏の 傀儡であった 攝政基 通 を 魔め、 兼實 をして 之に 代らし め、 此の 兼實と 提携して 公卿 側ー體 

Q 統制 を 行 つたの で 、 藤 原 氏 は 之より し て 完全 に 鎌 倉 幕府 に より 制壓 さるる ことにな つた。 
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惟 ふに 平氏と 源氏と は 犬猿 もー啻 な ら ざ る 間柄であった が 、 此の 兩者 間の 確執 は 武門 興隆 期 に 於け る -s: 部 的闘爭 で 

あって、 集權 勢力の 獲得 を 狙 ふ 龍 虎が 互に 相掉 つの 勢 を 語り、 後ち 彼等の 何れ かぐ 庄園の 上に 集 權的赏 力 を 把报す 

るに 至ってから は、 其の 手 は 直ちに 轉 じて 舊 勢力の 殘骸 たる 藤 原 氏に 向けられた。 藤 原氏領 する 所の 全國 庄園 を 其 

の 手中に 人る 、 ことによって、 武士階級 統制の 實を 完全に 擧 ぐる ことが 出來 たので あるが、 藤 原 氏が 多年 皇室の 藩 

屛 であった 丈け、 皇室に 及ぼした る 經 濟的幷 に 心理的 影響 も 亦 甚大 であつ た。 

註 ？5 竹 岡 勝 也、 日本 文化史、 平安 末期、 六 四-— 六 五 頁 

8 龍肅、 H 本 文化史、 鎌倉時代、 二 四 頁 

(ハ) 武士階級の 横斷的 結合 心理 (守護 地頭 設置の 再吟味) 

庄園 を 內部的 に 結合 せんとす る 武士の 心理と 共に 見る ベ きもの に 潢斷的 心 理が ある。 旣に 中央 集權カ を 挺り た る 

武門が 更に 其の 勢力 を擴 大して 全 國庄圃 を 彼等の 翼 下に 收 めんと する 心理の 衝動が 其れで ある〕 蓋し 群小の 庄^が 

自己の 地位 を 保全せ ん爲 めに 先づ大 なる 庄園の 庇護 下に 入り、 其れが 次第に 累加 せられて 膨大し 行く としても、 其 

の 擴大性 は 一 定 地域に 限られざる を 得す。 源 頼 執が 多年 東國 地方に 扶植した 父祖の 勢力 を 地盤と して 治. ポ 年中 伊豆 

に 蹶起し、 纏て 其の 功 成りて 幕」 时を鎌 倉に 開き、 後進んで 源氏 一門の 勢力 を 全國に 伸；^ せん 爲に 各國に 守護 を、 庄 

園に 地-頭 を 配置した の は 全く 頼 朝に よる 政 權の橫 斷的擴 張 運動に 外ならぬの であった。 蓋し 乎 氏討滅 事業の 成功 後 

敏朝は 鎌 倉 に 幕府 を 創設した けれども、 各地 方に は 庄園の 奮 勢力た る 本 所と 領 家が あり、 且つ 平氏殘(^-も幾分*^|動 


し 居りて 幕" 时の 統制 は 未だ 決して 愛. 固で あると は 云へ なかった が、 此の 統制 强 化の 役割 を擔 つた ものが 實に 新設 の 

守護で あり、 地頭であって 何れも 幕府の 爪牙と して 治安 維持と 租稅 徴收の 任に 営った。 是れ 固より 守護 地頭 設置の 

獻策 者た る 大江廣 元の 政治的 手腕に よるので あって • 前 にも 旣に 引いた やうに 吾妻 鏡に 『因幡 前司廣 元申レ 之、 世 己 

屬： 一 澆季； 梟 惡者尤 得， 秋 也、 夭 下 有， 1 反逆 輩, 之條、 更不レ 可 二 斷絕； 而於ー 東海道 之 内， 者、 依， 爲，； 御 居所， 雖， 令， ー靜 

謐； 奸濫定 起， 一 於 他方 一 敷、 爲， 相ニ鎮 之； 毎度 被 レ發ニ 遣 東士ー 者、 人 之 煩 也、 國費 也、 以， 一 此次ー 諸 國交ニ 御沙汰； 毎 ：1 

國 衙庄！ S; 被レ 補.： 守護 地頭 一 者、 强不 i 可レ有 レ所レ 怖、 早， 可 レ令ニ 申請 二 K々』 と 見えて ゐる ことによ りても 其の 動機が 

現 はる 、ので ある。 斯くて 頼 朝 は 各地の 庄園 を横斷 的に 結合せ しめて 鎌 倉 幕府に 屈從 せしめん とする ので あつたが、 

此の 運動 は 併し 承久 年度に 至り 藤 原 氏の 殘黨が 皇室 を 戴きて 行 ふたる 彼の 討幕 運動に よりて 衝撃 を 蒙る かに 見えた 

が、 結局 幕府 方が 勝利 を 博して 其の 勢力 を增强 する 結果 を齎 した。 

註 ① 第 四章笫 一一 一節 參照。 

(一一) 武士の 敬神 思想 

武士が 敬神 思想 を 抱懐した る は 一 面 武士階級の 精神的 強化 運動と して 觀るを 要する と共に、 他面 彼等が 國家的 祭 

神 を 祀る祌 社 を 尊崇す る > J と により、 武家と 皇室、 並に 農民 と 皇 室と を 間接的に 結び付 く る 楔 機と なった と 云 ふ 觀 

點 よりす ベ きで ある。 

武士の 敬神 思想に 就て は 旣に奧 田眞啓 氏が 論ぜら ね、 又 西 岡 虎之助 氏 其 他 多くの 學 者の 所 說が ある。 武士の 敬神 
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思想 は先づ 彼等が 軍神と して 尊信した ろ 八幡 官 との 關 係から 說き 始めねば ならぬ。 曾て 藤 原 氏の 全盛時代に 於て は _ 

奈 良の 春 日 神社が 藤 原 氏の 氏神で あつたが、 武家 勢力の 一大 飛躍 を 劃した る 源氏の 鬪將源 義家は 熱心なる 八幡宮の 

尊信 者であって、 武家と 神社との 關係は 實に義 家と 八幡宮との 關係 から 起る ので ある。 曾て^の 父 源賴義 は康平 六 

年 安倍 貞任 征伐に 際し、 密かに 石淸水 八幡宮 を 鎌 倉の 由 比 鄕に勸 請して 祈願 を 籠め、 後ち 永 保 元年に 至り 義家も 亦 

同 神社に 修復 を 加へ た。 其 Q 後 治 承 四 年 頼 朝が 鎌 倉に 入る や 之 を 更に 小 林鄕の 北山に 移し、 同年 十月 十六 日に は賴 

朝 祈願の 爲め 始めて 其 處に長 日勤 行 を 執り行 ふた。 是れ 幕府の 最も 崇敬した る 鶴 岡 八幡 窗の緣 起で ある。 爾來 代 

の 鎌 倉 武士 概ね 此の 八幡宮 を 尊崇した ので あるが、 之より 先き 諸國の 地方 武士 も 土地の 祌社を 氏神と して 尊 祟した 

で あらう こ と は 想像す るに 難くない が、 彼等 は 後ち 源氏の 御家人と なる に 連れ、 別に 八幡宮 を 氏 祌 レーして 尊崇す る 

に 至 つたので ある。 玆に 於て か 地方 武士に 取って は 在来の 氏神と 新祀 の 氏神と が 別個の 存在た る を 示す に 至つ た譯 

である。 而 して 此 Q 八幡宮 は に 源氏 一門に よっての みならす、 地方 御家人の 間に も 尊信 せらる、 のであった。 例 

へば 昌山 重忠の 如き は 頼 朝の 恩 遇に 報いん ため、 秩父郡 上吉田 村に 鶴 岡 八幡 を勸 請して 土地 を 寄進し 鶴 岡 八幡の 神 

事に 倣つ て 流 摘 馬 放 生 會等を 行 ひ、 只管に 崇敬と 忠誠 を 捧げた と 云 ふ。 斯 して 鶴^ 八幡 官は 御家人 統制の 精神的な 

中核 をな して ゐ たと 一ず つても よいで あらう。 鶴 岡 八幡宮に 次で 幕" 5- の 祟 敬した 神社 は 伊豆の 伊豆山 權現、 相 模の節 

根權 現、 伊豆の 三 島 明 神の 三 社で あり.， 中に も 前 二 社 を 特に 崇めて 二 所と 稱 した" 此等の諸社に對し^#府は戰爭の 

際 は 勿論の こと、 其 他 大小の 事變に 面する 度 毎に 祈願 を 箱め、 其の 戰功を 祈った ので ある。 惟 ふに 源賴 朝の 敬神 思 


想 は 旣に壽 永 三年 一 一月 院司高 階康經 を經て 奏上した 四. ケ絛の 意見書 中に 次の 思想が 含まれて ゐる ことによ つても 知 

られ る、 曰く 『我國 は神國 である、 往古の 神領は 相違な く 安堵せ しめ、 其の 外に 今度 又 新しく 加 へられる であらう、 

就中 去る 頃 鹿 島大明 神の 御 上洛の 風聞が あって 後、 賊徒 は 追討せられ、 神戮は 空しくなかった、 若し 諸 社の 破壌顚 

倒す る もの あれば、 功作の 後 御 裁許 を 受けるべく、 恒例の 神事 は 式目 を 守り、 懈怠な く 勤行せ しむべき である』 と。 

此の 精神 は 永く 幕府の 敬神 政策 中に 取り込まれ、 貞 永年間 制定の 御成 敗 式 g にも 其の 第一 に 『神社 を 修理し、 祭祀 

を專ら にすべき こと』 の 一 ケ條が 設けられ 『神 は 人の 崇敬に よって 其の 威を增 し、 人 は 神の 德 によって 運 を 添 ふる 

ものである。 其れ故 恒例の 祭祀 は 陵 夷 を 致さす、 從來の 禮奠は 怠慢せ しむるな かれ、 こ 、により 蘭 東 分國並 庄園に 

於て は 地頭 神主 等 其の 趣 を 存じ、 精 誠 を 期すべし。 兼ねて 叉 有 封 社に 至って は 代々 の符に 任せ、 小破の 時 は 修理 を 

加へ、 大破の 時 は 子細 を 言上して、 それに 應 じて 沙汰 あるべし』 と 規定して 神社 尊崇の 義を 明に して ゐる。 

玆に 注意して 見なければ ならぬ 點は、 武家が 斯く 軍神と して の 八幡宮 竝に 氏神と しての 土地 神 を 尊信す るレ- 同時 

に 、 伊勢大神宮 其 他 の 國家的 祭神 に 對す る 尊崇 の 念 の 篤かった ことで ある。 蓋し 武家 が 皇窒關 係 の 神社 を 尊信した 

る 心理的 傾向 を 見る に、 彼等 は元來 幕府の 勢力 を 堅持 せん 爲には 本意な くも 皇室の 衰微 を 意に 留めない と 一 K ふ 思想 

を 抱きながら も、 然も 皇統の 尊 嚴は飽 まで 之 を 保た うとした 心理と 兩々 相 通す る ものが ある。 殊に 國家的 祭神 崇敬 

の 心理 は 封建 社き の 下 暦 部た る 農民 間に も 浸潤して 祭神と 農民と を 知らす 識ら すの 間に 密着せ しめ、 以て 間接的に 

は 農民と 皇室と を 結び 附 くる 機運 を も 醸成せ しめた こと を 看過して はならぬ。 此の 事 は 後年の 明治維新に 際し、 各 
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地方に 於け る 神社の 神官が 先頭と なって 勤王 軍 を 組織し、 朝廷の 爲 に奮戰 したる 事實と 照合 すれば、 日本 民族 心理 

に 一 貫す ると ころの 思想 流 程た る ことが 想 見され るので ある。 

註 W 奧田眞 啓、 武士の 祌社 信仰と 莊園 制との 關係 (社 會經濟 史學、 笫七卷 第 十二 號) 

S 西 岡 虎之助、 王朝 時代の 武士の 發 達槪歡 (歷史 地理、 21 本 兵制 史) 

g 吾妻 鏡卷 一、 治 承 四 年卞月 十二 H 

S 渡 邊世祐 • 八代國 治、 武蔵 武士、 下 篇第六 章、 二 〇 二 頁 

ゅ：^！：；赛鏡卷！！、 壽永 三年 二月 二十 五日  - 

g 御成 败式 H 第 一條 (新 校 群 書類 從、 笫 十七 卷、 三 五 七； A) 

(ホ) 武士と 崇佛 思想 

武士と 佛敎 とが 如何に 密接な る 關係を 有し たかは、 庄園 隆起 の 主動 力が 佛敎 寺院 であり、 寺 領庄阅 が 全國庄 ：！ の 

大半 を 占めた こと、 並に 其の後 各地 方に 興つ た 武家が 氏寺と し て 寺院 の 建立 を 企つ る もの 無數 で あ つ た - 】 と 等 に よ 

りても 知らる、 ので あるが、 玆 には斯 かる 經濟 上の 形態に 觸る  >  ことなく、 專ら 佛敎の 教義が 如何に 武士の. s: 面 生 

活に 影響し たかを 語る であらう。  、 

武士 は 本 來戰爭 を 職務と し、 其の 勝敗 は 時の 運に 任せ、 生命 は 常に 危險 にさら されて ゐる。 斯 かる 職務に 從 事す 

る 武士 は 常に 生死 を 超越して 行動す ベ き 精神的 據所を 必要と する のであった。 武士が 在來の 氏寺 を 尊信した のは斯 


かる 精神的 作用からで あったら うが、 彼等 は 更に 戰爭に 際して 佛に 勝利 を 祈願す ると 共に、 平生の 信仰 を 以て 修養 

に 心掛けた。 而 して 信仰的 修養 上に 最も 大 なる 力 を 持った もの は禪宗 であった。 彼の 『直 指 人心、 見 性 成佛』 と 云 

ふ 敎理は 武士の 心理に 最もよ く 共鳴す る もので あり、 其の 枯淡 味 は 節 儉を强 調す る 武士の 精神と 一 脈 相 通す る もの 

であった。 斯 くして 禪宗は 武士の 間に 迎 へられ、 武士の 支持に よって 弘 通した。 禪宗が 武士の 心 域 を 培養した こと 

に 就き 尙ほ 深く 考察せ ねばならぬ こ と は 、 舊 貴族 階級 に 結び付いて ゐ た舊敎 派が 禪宗 を壓迫 し、 其れが 纏て 舊 貴族 

と 對立的 立場に ある 武士 を 憤激せ しめて 禪宗と 結合す るに 至らし めた ことで ある。 禪宗の 始祖た る 榮西は 京都に 在 

る 間 南都 北嶺 側の 彈壓 に耐へ かねて ゐ たが、 正 治 年間 遂に 鎌 倉に 下り 幕府の 保護 下に 始めて 其の 敎義 を弘 むる こと 

を 得た。 之より して 鎌 倉 幕府と 禪宗 との 關係は 極めて 密接と なり、 北條時 頼の 如き は寶治 元年 態々 道元 を 鎌 倉に 招 

いて 其の 菩薩 戒を 受け、 更に 同年 末に は 道 隆蘭溪 を 鎌 倉に 迎へ、 彼 をして 武士 社 食に 適切なる 禪 宗の弘 通を圖 らし 

むる 爲に鎌 倉 山 內に建 長 寺 を 創立せ しめて 其の 開祖と した。 斯く 幕府に よって 鎌 倉に 禪宗 寺院が 設け られ たと 云 ふ 

事 は 武士の 祟佛 史上 特 に 注意し なければ ならぬ 點 である。 降 つ て 北 條時賴 の 子 時宗 は宋 より 無 學祖元 を聘し 圓覺寺 

を 開いて 其の 開祖と したが、 此等 幾多の 禪 僧が 幕府の 庇護の もとに 武士の 精神 生活に 如何に 大 なる 感化 を與 へた か、 

殊に 北條 時宗が 師事した 祖 元は 曾て 宋の能 仁 寺に あって 元 兵の 侵入 を 受け、 將に 斬られん とした 際 虚心 平氣で 『乾 

坤 無地 卓 孤 節、 喜 得 人 空 法 亦 空、 珍 重大 元三 尺劍、 雷光 影 裏 斬 春風』 の 谒を唱 へ、 服 前の 暴 兵 を 退散せ しめたと 傅 

へられて ゐる 程 剛膽な 人で あった。 膽 かめ の 如しと 一 W はれた る 時宗の 膽 力が 此の 祖 元によ つ て 鍛練せられ たこと は 
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否定 出來 ない ので ある。 

禪宗 と共に 當 時の 武士階級 間に 信仰 を 博 ■ した 敎 派に 淨土宗 が ある。 舊來の 佛敎は 因果 應報 を說 き、 此の世に 於け 

る 殺生の 罪 は 人 をして 往生 を 遂げし めぬ のみなら す、 次の I に 於て 終生 苦痛 を 蒙り、 然も 其 の 罪 は 子孫に 迄 及ぶ と 

說 くので あるが、 殺生 を 常に 事と する 武士に とって は、 殺人 を罪惡 なりと 說く 敎理は 彼等 をして 戰 場に 立た しめる 

こ とに 大きな 不安と 焦慮と を與 へ た。 然る に 新敎派 の 淨土宗 に 於て は此 の 世の 如何なる 惡事も 阿 彌陀佛 の 慈悲に よ 

つて 救 はれ、 念 佛稱名 により 往生 を遂 ぐる 事が 出來 ると 說 くので ある。 斯る敎 義は克 く 武士の 不安と 焦慮と を-ま 散 

せし むる ものであった から、 爾來 彼等 の 間に は淨土 宗に歸 依す る ものが 欺くない やうに なった。 巷間 周知の 熊 谷 直 

實 は建久 三年、 久下直 光と 其の 所領 を爭ひ 幕府の 審理に 訴 へたが、 其の 審理 不公平なる を 憤り、 證據 文書 を 前庭に 

投げ捨て、 自ら 髮を 剪りて 出家し、 蓮 生 坊と稱 し法然 上人の 弟子と なった。 直實の 道心 は 極めて 固く 『淨 土に もこ 

うの ものと やさた すらん、 にしに むかひて うしろみ せねば』 と 詠歌した と 言 はれて ゐる。 彼 は 建 久六年 鎌 倉に 下つ 

た 時、 賴 朝に 謁した が、 彼 は 其の 時先づ 穢土 を 厭離し、 淨土欣 求の 3曰 趣 を 申 述べ、 彌陀の 功 德を說 き、 同時に 兵法 

の 用意、 武道の 故實 等を談 じた" 武勇 萬 人に 勝れた 昨日の 直實、 今 は解脫 して 正覺を 得た る 蓮生坊 として 自己の 赏 

驗に 基く 心境 を 語る 其の 言 や 至り、 其の 理ゃ盡 し、 並み居る 諸將 皆傾聽 して 感歎し ない ものはなかった と 云お。 

又 宇都 宮頼綱 は 一 日 自己の 郞從 多數を 連れて 武藏野 を 過ぎ、 偶々 蓮 生坊に 遇った ことがある、 生坊の 曰く 『い 

み じく 大勢に てお はする もの かな、 但 いかに 多くと も、 無常の 殺 鬼 はふせ ぎがた く 侍らん、 彌陀 如來の 本願に て 念 


佛 する 者 をば 惡道 におと さすむ かへ とり 給へば、 一人 當千 のつ はものに なり まさりた る は、 これ 念佛 なり、 かまへ. 

て念佛 した まへ』 と說 いたので、 頼 綱 も 信心 を 起し、 承 元 二 年 法然の 草庵 を 訪ねて 剃髮し 一向 專修の 行者と なった 

と 云 ふ。 其の 他 武蔵國 の 御家人 甘糟太 郞忠綱 や、 武藏國 津戶の 三 郞爲守 等の 信仰 蕻が 「法 然 上人 行狀 維圖」 に 載つ 

てゐ る。  • 

以上 を 以て 見ても、 佛敎と 武士の 內面 生活が 如何に 深い 關係を 有して ゐ たか 判る であらう。 彼等 は禪宗 の敎義 

を 信す る ことによ りて 其の 膽カを 練り、 淨 土眞宗 を 信す る ことによ りて 無 數の敵 人 を 殺害した る 罪 を 亡ぼし、 念佛 

稱名 によりて 之 を 免 さるる ものと 信じ、 其處に 安心 を 得、 立命して 武士 著 強化の 精神的 手段と なした ので ある。 

註 S 龍肅、 曰 本 文化史 鎌倉時代、 第 七 章 

同上。 

g 渡 邊世祐 • 八代國 治、 武藏 武士  • 下 篇第八 章、 二 五 四 I 二 五 五 頁 

S 法然 上人 行狀 檜圖、 日本史 (世界 歷史 大系 十三 卷 A) 笫三篇 第 一 章、， 四 四 八 K 

(へ) 對 皇室 心理 

武門の 勢力 確立 せられて 皇室の 藩屛 たりし 藤 原 氏が 滅亡 を吿 ぐると 共に、 頼 朝 は 王朝 文化より 遠ざかる 爲 めに 特 

に 東國の 一 寒村 鎌 倉に 幕府 を 開き、 京都 は單 なる 禁裏の 所在地と して 存在せ しむる に 止め、 一切の 軍事 財政の 中心 

を 鎌 倉と したる 爲に、 京都府 中に 於け る 公卿 等の 貧困 は 年と 共に 加 はり、 從 つて 自ら 皇室の 衰微 を來 し、 往年の 藤 
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原 氏 全盛時代に 於け る 繁榮と 幸 幅 は 八 「や 過去の 夢と 化し、 往時 を 追懐す るの 念 は 禁裏に も 漸く 高まって 來た。 斯る 

懐古 思想 は 固より 武士の 容れ 得べき ところで なく、 皇室 側より する 武門 倒壞の 謀略が 一 たび 表面に 露呈す る や、 直 

ちに 應 の 措置 を 講じて 大事 を 未然に防がん とする のであった。 彼の 北條泰 時が 後鳥羽 上皇 を隱岐 へ、 土 御門 上皇 

を 土 佐へ、 順德 上皇 を 佐 渡へ 遷し 奉りた るが 如き は、 何れも 皇室の 親政 復興 運動 を 快し とせす して 大逆 を 犯した も 

ので あるが、 武家 は當時 皇室に 對 して 如何に 思慮し つ、 あつたか、 或 日明惠 上人が 北條泰 時に 對し承 久の亂 に 就て 

所見 を 問ひ轧 したと. ころ、 泰時は 其れに 答へ て、 忠 ありて 罪な き 幕」 时を 打た うと 存じ 給 はる は 全く 朝廷の 御 過で あ 

る、 2^ し 今 官軍 に 杭す るの は 道理に 背く から 降參 した 方が よいと 考 へて 其の 3a を 父の 義 時に 勸 むる ところ が あ つ た。 

之に 對し父 義時は 『それ は 君の 御 政治が 正しく 國 がよく 治る 時の 事で ある、 今の 御代と なりて 國 は亂れ 民と ころに 

安ん ぜす、 上下 萬 人愁を 抱かない もの はない。 然るに HI 府の 支配して ゐる國 々だけ は 少しも 此の 難に あはす して、 

萬 民 安穏の 思 をして ゐる、 若し 今 幕府が 亡びて 朝廷の 御 政治が 全國に ゆきわたるならば、 禍は國 中に 滿ち、 人民 は 

非常の なやみに 陷る であらう。 それ故に 此の 人民の 爲めを 思 ふとき は、 勅命に 順 ひ 奉る こと は 出来ない、 又 我等 は 

. た とひ 勝利 を 得ても、 別に 皇族の 中から 夭 皇を御 立てす るつ もりで あるから、 ■ 天照大神 も、 八幡 大 菩薩 も 何の 御咎 

め も あるまい、 君 を 害し 奉らん とする ので はない、 君側の 奸を 除かん とする ものである』 と 言 つたとの ことで ある。 

彼等 は 如何な る 場合 に 於て も 朝敵と 呼ば る る こ と を絕對 に 避けん としたの である。 現に 泰時 は承久 役の 露 4^ 中慼す 

ると ころあって、 途中より 引き返し、 父なる 義 時に 向 ひ 上皇 御 親 祉の時 は 如何すべき かと たづね たと ころ， 義時は 


暫 しうち 案じて 『かしこくも 問へ る をの こかな、 その 事な り、 まさに 君の 御 奥に 向 ひて、 弓 を 引く こと はいか め 

らん、 さばかり の 時 は、 兜 をぬ ぎ、 弓の つる をき りて、 偏に かしこ まりを 申て、 身 を まかせ 奉るべし、 さは あらで、 

君 は 都に おはし ましながら、 軍兵 をた ま はせば、 命 をす て、 千 人が 一人になる まで も戰 ふべ し』 と 答へ たと 云 ふ。 

以上 の 記事 は 暴 逆なる 泰時 父子 で あ りな が ら、 皇室 に對し 奉りて は 恭順 の 意を懷 いて ゐ た こ と を 立證す る も の で あ 

之より 先き 武家政治の 基 を 開いた 源 賴朝は 皇室に 對 して は 極めて 謹厳な 態度 を 以て 臨み、 源平 役の 眞 最中 元曆ー 一 

年 正月 安德 天皇 が 平氏に 擁せられて 西 海に 赴かせら るる や、 範 頼に 手紙 を與 へて 安德 天皇 を 無事 に 迎へ申 上ぐ ベ き 

こと を 命じ 『皇室の 御 事 は 今更い ふ 迄 もない が 絕對に 尊崇し 奉るべき で、 背き 奉れば 必す 身を滅 すに きまって ゐる、 

我 源氏の 一族 木曾義 仲が 滅亡した の は 梶井宮 承 仁 法 親王 や、 八條宮 圓惠法 親王 を 討ち 奉って 冥加が 盡 きたから であ 

る、 平家が 今 滅びよう として ゐ るの は、 三條 高倉宮 以仁 王 を 討ち 奉った からで ある、 それ 故 今度の 戰 にも 決して 皇 

室に 御 あやまちがない 様に しなければ ならない』 と 懇篤に 敎訓 して ゐ るので ある。 

叉 後年 足 利 尊 氏が 九州 敗走の 途中、 播 磨の 赤松 圓 心に 據 つた 際、 赤松 は 尊 氏に 献策して 『凡そ 合 戰には 旗 を 以て 

本と す、 官軍 は 錦の 御 旗 を 先 だつ-、 味方 は 之に 對向 する 旗な き 故に、 朝敵に 相似たり、 所 餘持明 院殿は 天子の 正統 

にて 御座 あれば、 先代 滅亡 以後 定而教 慮 心よ くも あるべ からす、 急に 院宣 を 申 下されて、 錦の 御 旗 を 先立ら るべき 

なり』 と勸 めた ので、 尊 氏 は 早速 持明院 殿の 院宣 を受 くる ことにし たが、 其の 爲に尊 氏の 軍勢 は 頓に活 氣を呈 した 
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と 云 はれて ゐマ w。 斯の 如き は、 國 民の 間に 潛 在して ゐた 皇室 崇敬の 心理 を 武家が 巧みに 利用した ものと も ひ 得べ 

； ^皇室 尊崇の 心理が 武家 社會の 底流 をな して ゐ たこと を 如 實に證 明して 居る。 

註 S 明惠 上人 傳記 

S 增鏡 

g 吾妻 鏡卷、 元 曆ニ年 正月 六日 條 

S 梅 松 論 (新 校 群 書類 從、 第 十七 卷、 一二 四 I  一二 五 頁) 

XXX  XXX 

封建 制 *^ の隆與 最盛期に 於て、 夭 下 支配の 實權を 掌握した る 武家が 皇室に 對し往 々事 を檸へ 奉りた る にも拘らず 

克く 皇室 其の もの、 尊 嚴を認 得して 皇統 を 汚さぐ らんこと に 努めた こと は賁に 驚異に 値する 日本 社會 史上の 現象で 

ある。 蓋し 武士階級と 雖、 國 民の 傳統的 心理 を 把握し なければ 其の 政治的 願望 を 達する ことが 出來 ぬ。 常時 旣に國 

民 全體が 皇室 尊崇の 心理 を 抱懐せ る こと を 知悉して ゐ たれば こそ、 彼等 は 其の 凶手 を 皇統の 連綿に 觸る" ことが 出 

來 なかった ので ある。 言ひ換 ふれば、 斯る 日本 民族 心理の 流れが 此の頃よ りして 旣に社 食の 上ドに 浸透し、 其れが 

1 鬥 一 統の 利益の みを圖 らんと せる 武士階級の 心理に 反映して 斯の 如き 措置 を. 取ら しめたの である。 


第五 章 室町 時代に 於け る 兵 農の 地域的 分離 

第一 節 身分 的 分離 後に 於け る 兵褒雜 居の 狀態 

本節に 於て は、 身分 的 分離の 發展 途上に 在りた る 武士と 農民と が、 鎌倉時代より 足利時代の 半 頭 迄 農村 內に雜 居 

する 狀態 を再應 ながら 觀 察して、 兵 農 分離 史發展 の 經過を 一 曆 明瞭なら しむる ことにする。 

\ ま士は 鎌倉時代 以降に 於ても 依然として 農村に 住居し 鳥 民 を 支配す るので あった。 彼等が 農村に 住居した る 形式 

を 見る に、 庄官 屋敷 は 庄園の 主要部 落た る 町 屋に圍 まれて 時代相 應の家 城 を 成して ゐ たが、 地頭が 入部した 後は庄 

民 は 新に 地頭なる 別個の 支配者 を 戴く こと、 たり、 此の 新 支配者た る 地頭 は 追々 丘陵の 頂上 叉 は 山腹に 地 を 相して 

砦 を 構へ、 其の 周 園に 家の 子 郞黨等 を 集めて 軍事的 聚落 を 作る のであった。 地頭の 勢力が 斯く 庄園の 中心と なる に 

至れば、 自然 的に 發 達した 町屋の 必要性 は 自ら 失 はれざる を 得ない。 而 して 地頭 (並に 守護) の山柴 構築に 就て は 

後 節に 於て 更 めて 詳說 する から 兹には 省略す るが、 何れにしても 鎌倉時代より 足利時代 中葉 頃まで は 身分 的 分離 を 

なした る 武士が 依然 農村 に 住居す る 時代であって、 其の 最高 地位 者た る 守護 は 姑く 別と する も、 庄園 內に 地頭 力 あ 

り 叉 庄官が あり、 此の 兩 者が 武人で ある こと は 云 ふまで もな く、 更に 其の 下に 武士 化した 多數の 名主が 見ら る、 有 

様と なった から、 其の 頃の 農村 社會は 支配者た る 武士と、 被 支配者た る 農民と が 縱の關 係に 於て 雜 居した 點に 時代 
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的 特色が 存在. したので ある) 其の 第一 實例 として は 彼の 鎌 倉 幕" 肘 創立 直前 武藏 一 帶に 住居して 所謂 武藏 武士と 呼ば 

れ たる 秩 父黨、 野 與黨、 兒 玉黨、 丹黨、 西黨 等々 何れも 同地 方に 於け る庄官 支配 下の 武士 を 擧げ待 ハミ 彼等の 中に 

は 多數の 武士 化した る 名主 並に 名主に 從屬 する 下人が あり、 叉專ら 農業 を 職と する 多數の 小名 主 も 存在す るので あ 

つた。 鎌 倉 幕 "おは 關東 地方の 武士  の 上に 地頭 を 配置して 關東御 分國を 形成した ので ある、 關東分 國とは 鎌 倉 幕府 

直轄 支配 地の ことで、 幕府 自ら 守護の 實權を 行使す る 土地で ある。 次に 第二 賁例 として 信 濃國の 御家人 中 野 能 成の 

事を擧 ぐるならば、 彼 は 建 仁 四 年 二月 廿ー 日 鎌 倉 幕府より 次の 如き 下知 狀を與 へられて ゐる。 

信濃國 中野鄕 內 五郎 能 成 屋敷 名 田 等 事、 右 名 田 拾 町並 當鄕 居住 屋敷 所， 令， 一 安堵 一也、 所 從等事 付， 田 如レ元 可， 

被レ召 A 仕、 可 A 令：， 4-,: 四 郞妨, 之狀、 依 n 御 下知, 如， 件、  . 

建 仁 四 年 二月 廿 一日  0 江 守^ 

之に よると、 能 成 は 元 來信濃 國中野 鄕に十 町の 名 田 を 有し、 彼の 屋敷 も 亦其處 にあり、 所 屬の從 類 をして 耕作に 當 

らしめ てゐ たので あ る が、 彼が 幕" 付の 御家人た る こと を 誓 ふ た代惯 として 此 の 財 魔と 地位と を 安堵 せら れ たので あ 

る。 而 して 右 中 野 能 成 は 平時 幾人 かの 所 從を養 ふて 所有 田 を 耕作せ しめ、 戰 時には 彼等 を 率ゐて 出陣した ことが 推 

察せら る、。 第一 一一 實例 として は 肥後國 御家人 井芹 秀重 入道 西 向 を擧げ 得る、 西 向 は 元寇 役の 際、 蒙古 軍邀 if- の衝に 

當 るに 際し、 鎌 倉 幕府に 對し 出陣 人員の 注進 狀を 提出した が、 其れに よれば， 

一 人 勢 弓箭 仗 乘馬事 


西 向 年 八十 五、 仍不， 能；； 歩行， 

. 嫡子 越 前 房 永秀年 六十 五 在 尸フ箭 兵仗 

同 子息 彌五郞 經房年 三十 A"Jf  蹄 

親類 叉 二 郞秀南 年 十九 gli.^  . 

1 系 1 "^？-^^^！！；-ほトっ-^^^箭兵仗腹卷 一 領 

一 二 良 匚秀年 匹 寸乘馬 一疋 所從 一人  ， 

右 任 二 御 下知 狀 一可, 致 二 忠勤 1 也、 仍注 進言 上 如, 件 

建 治 二 年 壬 三月 七日  彌西向 

と 見え、 が 肥後國 農村に 在住す る 所從を 引き 具して 戰 場に 赴いた ことが 窺 はれる。 最後に 第 四 例と して 薩摩國 入 

來院 塔原鄕 地頭 漉 谷 惟重の 生活 振り を 擧げて 見よう。 嘉曆 三年 十二月 濉谷 惟重の 遣領 注進 狀に よれば、 惟重 は薩摩 

國塔 原鄕に 於て 十八 町 七 反 半を領 し、 其の 所領 內には 在家 四十 ニ戶と 地頭 屋敷 一所が 存在した。 此の 溢 谷 某 は島津 

氏 直屬の 代官であって、 地頭と 一 K つても 鎌 倉 幕府 直系 の 地頭と は 其の 性質 を 異にする ものである。 卽ち彼 は 島津氏 

配下の 家臣に 過ぎない のであって、 其の 屋敷に は 特に 三 反の 水田が 附屬 し、 赤 崎宮內 入道 了禪、 永吉仲 入道 觀勝、 

五郎 入道 西 念なる 百姓が 居住して ゐぉ。 此の 三人 は 無論^ 谷 氏の 家來 であって、 右三 反の 田地 を 耕作す る もので あ 

る。 而 して 此の 三 反の 地 を 含んだ 地頭 屋敷の 周 圍には 壕を繞 らして ゐ たもの \ やうで ある。 是れ當 時の 在鄕 武士に 

見 ゆる 普通の 住居 形式であって.' 此の 事 は 嘉曆四 年 五月の^ 谷 惟重 遣領 注進 狀に 在家 分と して  一 I 一  所 地頭 堀- s: 上 一 
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第一 篇兵 a? 史 概論  一 Ills 

と 記されて ゐる ことによ つても 充分 想像が 出來 る。 而 して 斯る 屋敷 附屬の 田 畠が 如何に 經營 せられ たかを 見る に、 

嘉曆 三年 十 一 月の 漉 谷 氏 注進 狀に は、 

當正作 分 

久 又. ョ 井尻 一段 梅 木 三 反 

劲段-^日方ニ^« 樺 目 三 反 地頭 屋敷 付 

と 見えて 居る。 右 地頭 正 作 分と は 地頭 手 作 田の ことで、 地頭が 前記 自己の 隸羼 百姓 三人 を 使役して 耕作した 田地で 

ある。 ^谷 氏 は實は 同地に 於て 九 反歩の 正 作 田 を 持ち、 其のう ち 三 反歩が 從 類の 耕地と して 屋敷に 附 場し、 其の 外 

郭に壤 が繞ら され、 屋敷 內に 居住す る 右 百姓 了禪、 觀勝、 西 念の 三人 をして 平時 は 正 作 田 を 耕作せ しめ、 戰 時には 

彼等 を 連れて 戰 場に 赴く のであった。 序ながら 彼の 鳥津 藩に 於け る 外 城 制度 は兹に 記す る 地；^ 支配 下の €^ 村 制度 を 

其の 傣德川 時代に 持ち越した ものであって、 避 谷 氏の やうな 地頭が 多 數島津 領內に 存在し、 其れが 德川 時代に 至り 

て も 依然 地頭と 呼ばれ、 藩內 各地の 城 山の 所在地に 駐在し、 其 處を御 假屋と 呼び、 其の 管 內には 何 町 衆と 呼ばれた 

る鄕士 と德川 時代に 至って 新 置せられ た鄕士 とが 多數雜 居して 地頭の 支配 を 受け、 島津藩 農村の 特殊 的 存在 を 示し 

てゐ たので ある。 要する に 中世 薩藩 の 地頭 は 他 地方の 名主に 相 営し、 其の 後 身が 德川 時代に 於け る葡 族鄕士 で あ る 

けれども、 德川 時代に なつてから 藩內の 地頭 は 一 應鹿兒 島 城下に 集中せ しめ、 此の 城 下士の 中から 駐在せ しむる こ 

とに した 爲に、 舊 地頭 は 土着 的 性質 を 失 ふて 城下町よりの 派遣 員た る 形と なり、 新 置の 地頭 管內に 配置 せられた 多 

數の 郷士が 同藩 特有の 農兵と なった。 外城の鄕士は斯くて德川時代に•^^iiって 一 層强 化せられ、 著者の 所 IS 特 S 鄉士 


の 一類 型 を 成して 德川 時代の 末期に 及んだ ので ある。 以て 中せ より 近せ にに 亘る 間の 鹿兒島 藩に 於け る 地頭と 鄕士 

制度 の 變遷を 知 る ベ き で あ る 。 

以上 例示の 如き 武士 化した 名主が 何れも 皆相當 大きな 屋敷 を 構へ て ゐた事 は、 著者の 舊著 r 鄕士 制度の 研究」 の 

ロ播に 示した 江 州に 於け る  一 土 豪の 屋敷 圖に よっても 明で あるが、 西 岡 虎之助 氏 も 「近古に 於け る 土 豪 屋敷」 の 典 

型 的な ものと して 近 江 國野州 郡 小 田 村の 土 豪 高 畠 氏の 屋敷の 圖を 擧げて 其の 說明を 試みられて ゐ ；^。 卽ち 名主 屋敷 

の 周 圍には 土手が 築かれ、 其の 土手に は 竹 木が 植えられ、 土手 を繞 つて 外側に 壕が穿 たれ、 壕を 以て 圍 まれた 一 劃 

內の 土地が 所謂 「ほりのう ち」 であり、 叉 土手に よって 圍繞 せられて ゐる 故に 其の 二 地域 內を土 居と も稱 し、 何れ 

も 農兵た る 名主と 、其の 土地 を 小作す る 農民が 雜然 住居し ゐ た 狀籐を 示す も の で あ る 。 

^蛇足ながら 一 應說明 を附け 加へ て 置かねば ならぬ こと は、 當時 農村に は 上記の 如き 比較的 大きな 名主が 發 生し 

てゐ たと 同時に、 小名 主が 多數 存在して 等しく 名主と 呼ばれた ことで ある。 別言すれば、 土地 所有者 は 何れも 名主 

と 呼ばれた ので あるから、 名主 は 農村 地主 曆の 別名で あつたと iK ふべ く、 後年 德川 時代に 至って 名 田地 主なる 語が 

見 ゆるの は 其の後 身で ある。 而 して 兵と 農と が 地域的に 分離す る 際に は、 武士 化した 名主 は 上着 武士に 從 つて 城下 

町に 集中した が、 其の 他の 中小 名主 卽ち 中小 地主 階級 は 其の儘 農村に 留まる ことになるの である。 
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S 大 H! 本 古文書、 家 わけ、 第 四、 石 i5e 水 文甞、 第二 卷、 一九 0:A 

5 入來院 文書、 笫七 0 號甲  ， 

J5 、入 来院 文書、 第 七 0 號乙 

ゆ 入來院 文書、 笫七 〇 號甲 

G: 西 岡 虎之助、 近古に 於け る 土 豪 9 屋敷 (社 會經濟 史學、 笫三卷 第五 號) 

第二 節 地域的 分離の 徵候 

旣に 前に も 云った ことの ある やうに、 社會 組織 上に 一 つ の 大きな 變 動の 起る の は 決して 一 時に 起る にあら すして、 

永い 間の 漸變 と徐 化に よって 集積せられ 行く ので ある。 今玆に 語らん とする 兵と 農との 地域的 分離の 如き も 決して 

織 田. 豐臣兩 時代に 於て 突如 起り たるに あらす して、 實は 其れ 以前より 山此- ぬの 周 圍に豊 兵が 集められ、 同時に 庄^ 

內 の 小 都邑 に 兵士の 住居す る を禁 する 等 の 兵 農 分離 政策が 講ぜ られつ、 あつたの である。 卽 ちせ て 丘 〈士を 山 の 周 

邊に 集中せ しめたの は 軍事的 必要からで あつたが、 然も 之 を 商業都市 化させなかった 所に 時代 的 要求が 示されて ゐ 

る。 別言 すれ 3^ で來， やべき 軍事的 目的と 商業 的 目的の 爲に 成立した る 城下町 へ の 集中が 起る 前の 現象と して 山此 -.? 

周 I 邊に 兵士 を 集 か， 其處 を據點 として 領內 を^むる 制度が 取られた ので ある。 今 其の 第一 例と して 中國 安藝の 地頭 

小 早川宣 平を擧 ぐるで あらう、 彼 は 南北朝の 頃、 曆應 三年 四月 其の 家 E に對 して 居 館の 周囤を 離れて 町屋に 移り 住 


居す る を 禁じて 居る。 其れ は 町屋に 居住 すれば、 居. 館 附近の 田地が 荒廢 する ので、 『且當 座き との 事に 掷用 を闕、 若 

しいかなる 事 も あらん 時 は、 御用に 立 かたし』 どの 理由 を 以て 家臣の 町屋 居住 を 厳禁した ので あ ー5。 此の 小 早 川 氏 

は 安藝 國 沼田 庄本庄 方の 地頭 職 沼田 小 早 川 氏の 一族であって、 沼田 川下 流 左岸の 沼田 本鄕、 舟 木鄉、 小 坂鄕、 安直 

鄕 並に 草 井、 大崎嶋 中 浦、 同 東 浦、 領 家名、 御名の 諸 鄕村を 支配す る 地頭であった。 小 早 川 氏の 居 館 は 本 鄕內の 山 

續 きたる 船 木 鄕堺に 近き 高山に あつたが、 此の 居 館に 對 する 前記の 町屋 が何處 にあつ たかは 不明で ある。 恐らく 沼 

田 川下 流の 平野に あった もの，^ 考 へられる。 時代 は 少し 降る が、 永享五 年の 頃、 小 早 川 氏 知行 得分：； a 文寫に 安直 鄕 

に 本 市が あり、 小 坂 鄕に新 市が あった ことが 記され、 沼田 川の 下流 を 挾んで 右 本 市 新 市の 兩 市が 並立して ゐ た事實 

からして、 上記の 町 屋とは 右 本 市 乃至 兩市 であった ことが 想像 せられる。 叉當時 安直 鄕で あつたと 推定され る P 口田 

川下 流 右岸の 地に は 現在で も 本 市なる 地名が 存す るから、 恐らく 現在まで も 其の 名 殘を留 むる もので あらう。 而し 

て 小 早 川 氏が 其の 家臣 をして 山 I- 力の 周邊を 離れて 安直 鄕 の 町屋に 移住す る こ と を 禁じ た の は 商業資本 の 影響が 武士 

i? に 及ぶ を 恐れた るに よる こと、、 戰略 上の 意圖に 基いた のであって、 山ゅ^：近くに兵員を集中し、 いざ 事 ある 際の 

急に 備 へん 爲 であった こ と は 云 ふまで もない。 家臣 中には 生活 に 便利な 市場に 移住 せん こ と を 欲した もの が あ つ た 

であらう が、 其れ を 領主が 許さなかった ので ある。 小 早 川 氏 は 此の 外、 文 和 二 年 四月、 其の 家臣 をして 町 場 住居の 

女 と 通婚 する こと を も 禁止して ゐ る。. 之 は 武士と 町人との 通婚 によりて 階級 制 の 崩壞す る を 防止 せんとす る もので、 

別個 の 意味 に 於け る 武士階級 强化 の 手段と して 注目す る に 値す る 。 卽ち 彼 の 近せ 初期 に 德川 氏が 武士と 百姓 町人 問 
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の 通婚を 制限して 身分 的 固定 を圖 りたる 政策の 先驅 として 見るべき ものである。 次に 第一 一例と して 文明 十七 年 十一 一 

月 一 一十 六日の 『大內 家 壁 書』 により 大內 家が 武士 集中 を 行 ふたる 事實を 見る に、 同文 書に は 「身 暇 日 救 之 事」 として 

一、 山 口に ある 衆の 內、 少 分限の 仁 は、 一年に 百ケ日 身の 暇 を 給 はるべく 定めら る、 祖し當 用 不時の 儀 は 巾 

請の 3 ほに 任せられる こと は 從來の 通りで ある。 然る に 御 暇 を 申 上げす に 內密に 歸宅 或は 他行し、 其れが 上 

聞に 達する 時 は十ケ 日に は 一 貫 文の 過怠 を、 百日に は 百 貫 文の 過怠 金 を 課せら る、 若し 此の 御成 躭を肯 か 

す 難 港 申立つ るの 族 は、 恩給の 地 を沒收 せらるべし、 

とあって、 其の 家臣 を 山 口 城下に 集中せ しめ、 少 分限の 武士に 對 して は 極り として 一 年百ケ 日の 休暇 を與 ふること 

とし、 若し 密かに 禁を 犯して 歸 村し 或は 他行した る もの あらば 罪科に 處 する こと、 なして 居る。 之に より 見る 時 は、 

大內氏 は旣に 軍事的 方便の 爲に 農兵 を 山 口 城下に 集中せ しめて はゐ たけれ ども、 然も 其の 生活の 本 據は從 前 通り 居 

村に 置かし め、 其の 土地よりの 收入 によりて 生活せ しめて ゐ たもの、 如く、 未だ 一 切の 家族、 肘產を 引き揚げて 城 

下 生活 をな さしめ てゐ たもので はない やうで ある。 武士 を 城下町に 集中す るに 至る 過渡的 現象と して 注意す るに 値 

すると 思 ふ。 更に 第三 例と して は 『朝 倉敏景 十七 筒條』 に 

一 當家壘 館の 外、 必國 中に 城郭 を 構 させら る 間 敷 候。 總て 大身の 輩 をば、 悉く ー乘の 谷へ 引越さし めて、 其 

鄕其 村に は 只 代官 下司の み 可， 被 M 居 置 1 事。  • 

とあって、 大身の 武士 をば 悉く 一  乘の 谷なる 地點に 集中せ しめて ゐる； J とも 地域的 分離の 先驅と 見て よいと 思 ふ。 


註 山大 HI 本 古文書、 家 わけ、 笫 十一、 小举川 文書、 第一 卷  . 

S 今 井林 太郞、 安藝 國 沼田 莊に 於け る 市場 禁制 (歷 史敎 育、 第 十一 卷第 九號〕 

© 今 井林 太郞、 安藝 國 沼田 莊の 市場 捕考 (歴史 學 研究、 笫七卷 第一 一一 號) 

g 大日 本 古文書、 家 わけ 第 十 一 、 小 早 川 家 文書 第 ー卷、 五 九 一 頁  • 

今 41- 林 太郎、 安藝 沼田 莊に 於け る 市場 禁制 (歷 史敎 育、 第一 卷第 九號) 

® 大內家 壁 書 (日本 經濟 大典、 第一 卷、 七 〇 八 頁) 

§ 朝 倉敏景 十七 箇條 (日本 經濟 大典、 第 一 卷、 六 九 四 頁) 

第三 節 地域的 分離の 發展 

時代 は 愈々 進んで 兵 農の 地域的 分離 を 語る 順序と なった。 兵 農の 地域的 分離の 原因の 一 は 足利時代 末期に 起り た 

る 築城 術の 變 化と 戰 術の 進歩で ある。 顧れば 我國の 幼稚なる 城郭と して は 氏族 制 時代に 於け る 家 城が あると 共に、 

野戰に 於て は 稻城ゃ 茨城が あり、 要塞と して は邊 要の 地に 柵の 類が 構築せられ、 叉 河川の 邊 りに は往々 % つ I が 設け 

られ たので あるが、 其れより 降って 平安朝 末期の 頃に 至れば、 庄園の 本 所た る 諸 大寺院が 先づ 城郭 を 樺へ て 戰鬪の 

用に 備へ 始めた、 例へば 「平家物語」 に は、 平家の 軍勢と 南都 寺院 軍との 戰を 述べ、 寺院が 構築した る 城郭の 模様 

を 叙して 『平家 は 四 萬 餘騎を 二手に 分て、 奈良 坂、 般若 寺、 ニケ 所の 城郭に 押 寄て、 閧を どっとつ くる、 大衆 は 皆 

歩 立 打 物な り、 官軍 は 馬に てかけ ま はしかけ ま はし、 あそこ こ \ に追懸 /\ 指 つめ 引つ め 散々 に 射け^ ズ、 防ぐ 
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の 大衆 數を盡 いて 討れ にけ り、 卯の 刻に 矢 合して 一 日 戰ひ暮 す、 夜に 入て、 奈良 坂、 般若 寺， 二ケ所 S 城郭 共に 阪 

れぬ』 云々。 卽ち 此の 時代に 至れば、 庄園の 一大 根據 地た る 寺院が 城郭 化し、 敵 を 防禦す る爲の 要塞と して 利用せ 

られ たので ある。 其の後 時代 を經 るに 從 つて 庄園の 城郭 は 守護 地頭 等が 大小 名 化する 過程に 於て 益々 發 達し、 备所 

に 其の 構築が 見受けら る、 に 至った。 而 して 此の 時代の 戰鬪 法は專 ら懔悍 なる 兵士の 肉彈 力に よる 一 人對 一 人义は 

鷇 人對數 人の 戰で あって、 集 圑戰鬪 にまで 進んで ゐ なかった ので ある。 然るに 中世 末期 ボルト ガル 人より 鐵砲を 傅 

来される に 至って、 從 來の戰 略と 戰術は 根本的に 變革を 遂げねば なら なくなった。 鐵 砲の 我國へ 傅來 した 時代に 就 

て は 新 井 白 石 は： 大 文の 頃と 說き、 有 坂 氏 は 永 正大 永の 頃、 寧ろ 應仁 前後の 頃からで あると して ゐ るが、 一般論と し 

て は 天文 十一 一年 種子 島 渡 來說が 正しいで あらう。 而 して 火砲 は 天 正 四年ボ ルト ガル 人が 豐後大 友宗麟 に献じ r 國崩」 

と 命名し、 今 東京 九 段 遊 就 館に 保存 せられて ある 被 羅漢 筒が 其の 起 源 であると IK はれて 居" や 築城 術の t ん化は 此の 

火藥 火器の 輸入に 伴 ふて 起った 時代 的 様相の 一 つで ある。 

偖て、 之より 先き 天險 主義に よる 築城に 於て は、 鎌 倉 幕府の 地方 官兼 H 附役 たる 守護 地頭 等が 先づ險 阻なる 山- g 

や、 敵の 襲 來を見 透し 得 る やうな 丘陵 叉 は高臺 に 城 f る を 築き、 叉 或る 場合 に は 自然の 地形 其の もの を 城郭 と^！：^做 し 

て 工作 を 施した。 例へば 河 內國に 於け る 楠 氏の 如き も 南 河內の 一隅に 據り、 襄の 底に も 似た る東條 川の 流域 を 天然 

の 城郭と 親み、 其の 全地 域に 亙って 數 多の 小 城塞 を 配置した 如き は 甚だ 巧妙なる 築城 術 レニ K ふべき であるが、 此の 

一大 城郭 地帶 から 見れば、 彼の 千 早 城の 如き は 後方 連絡 を 圖る爲 の、 或は 最後の 據軲； を ん爲 の、 一 支 城た ろに 過 


ぎない のであった〕 楠 氏が 克く 南河內 に蟠據 して 北 軍 を 苦しむ る ことが 出來 たの は、 千 早、 赤 坂の 城郭が 堅固で あ 

つたこと が 一 原因であった らうが、 主なる 原因 は東條 川なる 流域 を 巧みに 利用した 爲 である。 叉 肥 後の 菊 池 氏 は 菊 

池 川と 合 志 川の 流域、 卽 ち隈府 附近の 地 を 天然の 城と 看做し、 其の 地域 內に 多くの 小 城 を 散在せ しめた。 後 1レ の 人 

とじょう  *  3  ノ 

が 菊 池 十八 外 城と 稱し たのが 其れで ある。 かやう に 一 つの 自然 的 城郭の 內 部に 數 多の 小 城が 配置され たこと が、 其 

の 頃に 於け る 自然 的 地形 利用の 築城 術 で あ つ た。 

然るに 鐵 砲の 渡 來 により 戰鬪が 主として 歩兵 密集 部隊に よりて 行 はる、 やうに なると、 軍 を 一 箇所に 集め 置く 必 

要に 迫られ、 從 つて 城郭の 如き も 各所 に 分散せ しむる の 不得策 を 感じ、 人工的 工作に より 兵 を 敏速 に 動 具 集中す る 

の に 便利なる やう 築城す る ことが 必要と なった。 殊に 信 長、 秀吉の 時代に なつてから 城郭 は 著しく 壯麗 なる 威容 を 

整へ、 築城 技術 は 著しく 精巧と なり、 石垣の 堅固なる こと、 其の 繞ら せる 水溱の 深く 且つ 廣 いこと、 城 格 城門の 造 

作が 堅牢に して 嚴重を 極めた る こと、 殊に 天守閣が 嶄然 四隣 を壓 して 雲 際に 聳えた る こと 等 は、 同時代に 於け る武 

家 文化の 一大 偉觀 であった のみなら す、 領主 は 自己の 財源 を 補給す る爲 に、 旣に相 當の發 達 を 見せた 商工業に 着目 

し、 自領 に 散在せ る 商工業者 を 城下に 集中せ しめて 積極的に 其の 保護と 統制と を 行った。 從 つて 城下町に 圍繞せ 

らる \ 城郭 は 軍事の 中心で あると 同時に 商工業の 中心と たって 經濟的 性質 を も 多分 に 帶 ぶ る に H: 一  つた。 斯くて 城下 

町， が 成立した 結果、 領主 は 家の 子 郞黨を 從來の 如く 鄕村 又は 城郭の 近傍に 散 居せ しむる を 不得策と する に 至り、 同 

時に 武士の 生活 手段と しても 城下に 集中 せんこと を 希 ふやう にたった。 彼の 戰國 時代に 山陰の 堅城と 呼 はれた る 出 
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しんじ 

雲の 富 田 城 (今の 島根 縣能義 郡 廣瀬町 字 富 田) を廢 4J して、 新に 宍道 湖畔の 要地に 松. y 城 を 築きて 其處に 移った が 

如き、 時代 は 稍 降る けれども 兵と 農との 地域的 分離の 時代 的 傾向 を 語る 顯 著な 事例と 云って よい。 

武士 城下 集中に 最も 努力した のは豐 臣秀吉 であった。 秀吉は 天下 統一 の 大業 略 成って 中央 集權の 實を擧 ぐる や、 

間もなく 諸國 大名に 對 して 國替を 命じた。 國替 は旣に 鎌倉時代の 頃から 屢々 見受けられ たが、 其が 最も 統一的に 然 

も 一般的に 行 はるる に 至った の は秀吉 以後で ある。 國替は 今日で 一 K へば 地方 官の 更迭の 如き もので、 一 たび 移 封の 

命 を受く る や 、 大名 は 家臣 を 引 具して 他國 に轉ぜ ねばならぬ の で あ つ た。 之に 就き 德川 時代 の 畢者 大山 重 憲は說 を 

なして 『今 天下 一統、 此 風俗なる は、 太閤 秀吉諸 大名に 處替 をせ しめしより、 其 時 知行 所に 居て は 不便な りと， て、 

皆々 城下に 集り 居たり と 承る』 と 云って ゐる。 抑， - 大名 は 本質 上旣に 年貢 徴收權 者と 化し 去り 居る もので、 土地 所 

有權 者で ないから、 國替に 際して は總 ての 家臣 は 其の 主君に 從 ふて 新任 地に 移轉 せねば ならぬ。 之が 爲め家 ぼ 等 は 

鄕 村に 於て 給 地を與 へられる よりも 城下に 住んで 知行 を 受け、 一 定の切 米 を 給 せらる、 方が より 便利で ある やうに 

なった。 繰り返して 云へば、 秀吉の 行 ふたる 諸侯の 國替 制度 も 亦 兵 臭の 地域的 分， 離 を 促進せ しめた 一 原 H である。 

又 一 たび 諸侯の 統一 政策が 確立 せられた 上 は、 當時 干戈が 漸く 治まった 後の こと、 て、 兵が 農 村に 居れば 其の 煽動 

により 何時 土民が 蜂起せ すと も 限らぬ から、 此の 憂患 を 絕っ爲 に 秀吉は 一 方に は 武士 をして 鄕村を 引き上げ 城下に 

集中せ し む ると 共に、 他方 に は 後 章 述 ぶ る 所の 刀 狩 を 行 ふて 農民の 兵器 を携 ふ る こ と を 厳禁した ので ある。 

斯くて 兵と 農との 地域的 分離が 武士の 城下 集中に 伴 ふて 見られ 始めた の は、 IK ふまで もな く 封建 社會の 質的 變化 


が 遂に 最後 的 完成 へ 近づ きつ、 あった こと を 意味す る もの で あ る 。 然も 兵と 農と が 地域的に 分離す ると 云っても、 

其れが 完成 せらる、 に 至る までに は、 徐歩と 漸進の 一路 を迪 り、 最初 先づ 山砦の 周圍に 農兵が 集中し、 次で 近世 的 

軍事 都府が 平原 上に 築造 せらる、 に 連れて 此の 城下町へ 農兵が 續々 集中す る ことにな つたので あるから、 其の 間に 

經 過した 永 い 時間と 其 の 質的 變化 の 上に 幾 段階 の ある こと を 看 却して はなら な い 。 

註 S 平家物語、 卷笫五 

g 西澤勇 志智、 H 本 火 術考ー 二 頁 

g 大類 伸、 城郭 之 研究、 六 一一 一— 六 四 頁 

, S 同上 書、 六 六 頁 

川榮 四郎、 富 E 城跡 (國 史敎 育、 第五 卷、 第二 號) 

g 重憲 筆記 (日本 經濟 大典、 第三 十八 卷) 

第 四 節 足輕 出現の 時代 的 意義 

旣に 前に も 述べ たやう に、 鎌 倉 幕府の 創業 直前より 足輕 なる ものが 徴集 せられて 戰鬪の 用に 供せられ たが、 此の 

傾向 は 足利時代の 中期に 入る に隨 つて 益 々明瞭と なった。 卽 ち永祿 以後 農民の 間から 兵を徴 する の 風が 盛んと なり、 

足輕 が諸國 大名の 軍隊 制度に 重き を 成す に 至った ので ある。 旣に 一圓 領主 化した 大小 名領の 領主 は 敏速に 自己の 武 

備を 固めて 其の 地盤 を 確保し 又は 隣國を 侵さん ことに 專 念す る餘 り、 農民より 兵 を 募ら うとす やうに なった 爲め、 
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農村に 於け る 傳较的 階級 制度の 混亂を 招き、 農民に して 武士 を裝ふ ものが 所在に 見られ、 殊に 一介の 野 武士で も戰 

功次 第で は 一 躍して 將領 となり、 一圃の 大名にまで 進み 得る 時代と なった から、 其の 魔 下た る 兵士の 如き も 之 を 土 

民の 中から 召集す る やうに なった ことに 不思議 はなく、 又 之より 外に 途 がなかった とも 云 へる ので ある。 例 へば 小 

田 原北條 氏が 天 正 十五 年武相 地方の 鄕村 百姓に 募兵 を 布告し 

一 、 於， ー當鄕 1 不， 撰， 一 侍 以下； 自然 御國 御用 之 砌可, 被， 1 召 仕 1 者 撰 出、 其 名 可 ご 記事、 但 三人 

一 、 此 道具 弓、 0, 鐵砲三 樣之內 何 成 共存 分 次第、 但鏠は 竹 柄 にても 木 柄 にても 二 間より 短 は 無用に 候、 然 

者 雖ニ權 門 被官； 不， 致 二 國役ー 者、 或 商人 或 細工 人類、 十五 七十 を限而 可：， 記， 之 事 

一 、 脇 ざし 類々、 ひら/ \ 武士め くやう に 可, 致 一一 仕度 一事 (下略) 

と 云って 居る 如き 其の 一例であって、 諸國 大名が 其の 軍事的 勢力 を强 化する 手段と して 農村より 兵 を 徴募す る 風潮 

は 此の 一例から しても 判る ので ある。 

、足 邂が瘗 村より 募集 せらる、 やうに なった と 云 ふこと、、 足利時代の 土 一 授竝に 一向 ー授 運動と は 互に 氣 脈の 相 

通す る ものが ある。 旣に 述べた やうに、 足利時代の 半 頃、 殊に 應仁亂 の 頃より 下剋上の 風 起り、 農民 武装して 土 倉 

酒， si- の 豪商 幷に 寺社 を 襲 ふて 放火 掠奪 を 事に する に 至った と 云 ふ 事 其れ 自體が 農村より 兵 を 募集す る 必要と 其の 

素地が 與 へられた ものと 解され る。 斯る狀 勢 下に 於て 一 方に は 農村に 土民 兵が 起り、 他面に は 正規軍と して 足輕が 

^募せられ たので ある。 而 して 當時 正規軍に 編入せられ たる 足輕 と、 土民 兵に 過ぎざる 一 挟の 徒と が赏^ 上 殆んど 


同様の ものであった こと は 花見 朔已 氏が 『^4をして推測せしむれば、 應仁 文明の 亂 以來、 上： 卜の 疲弊 は 漸次 深 酷 を 

極めた 當然の 結果と して、 此等慵 兵た る 足 輕に對 する 給料の 支 拂に窮 する 處 から、 箭 主たる 將師は 彼等に 對 して 寧 

ろ 罪 もない 社寺 富豪 等に 向って 勝手に 掠奪 をな さしめ、 以て 支拂 不納の 罪 を 之に よって 辨償 せしめん とした』 とて 

大乘院 雑事 記の 『足輕 共 自他 罷 出向べ し、 可 A 加， 扶持 1 粮米 等不， 可レ 有. 之 間、 如， 一京 都 1 打破 亂入事 可， 一 許可！ 之 間 云 

々』 の 一節 を 引いて 說 破して 居られる の は 沟に克 く 其の 眞相を 穿って ゐる。 

民が 足輕 として 應 募した る 場合、 彼等に 尉して 相當の 訓練 を 施せ ば^も 角、 然ら ざる 場合に は 素質 は 極めて 劣 

惡 なる ものと ならざる を 得な かった。 左れ ば當時 の 識者 中 時世 を 歎き 丘ハ の 精鋭 を 希 ふの 士は此 の 種足輕 制度 に對し 

て 痛烈なる 批評 を 加 へた。 例へ ば 「樵 談治 要」 に は 『昔より 天下 の亂る 、こ と は 侍れ ど、 足が ると 一 K ふこと は舊 

記 等に もしる さ、.^ る 名目 也、 平家の かぶろ と 一 K ふこと を こそ、 めづ らしき ためしに 申 侍れ、 此 たび はじめて 出來た 

る 足 かる は 超過した る惡黨 たび、 其 故 は 洛中 外の 諸 社、 諸 寺 五山 十 刹、 公象 門跡の 滅亡 はかれら が 所行な り、 か. 

たきの たて 籠りた らん 所に おきて は 力なし、 さもな き 所々 を 打 や ふり、 或は 火 を かけ、 財產 をみ さくる 事 は ひ， こへ 

に ひる 强盜と 云 ふべ し、 か、 るた めし は 先代 未聞の こと 也、 是 はしかしながら 武藝 のす たる 、所に か、 る 事 は出來 

たり、 名 有 侍の た、 かふべき 所 を 彼等に ぬき、 せた るが ゆへ なるべし、 左れば 隨 分の 人の 足輕の 一矢に 命 をと して 

當 座の 恥辱の みならす、 末代まで の 瑕 瑾を殘 せる たぐ ひも 有と ぞ聞 えし、 いづれ も 主の なきもの は あるべ からす、 

向後 も か、 る こと あらば 各々 主々 に かけら れ て亂 明す ベ し、 乂 土民 商人たら ば 在 地に お ほせ 付ら れて 罪科 ある ベ き 
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制禁 をお かれば、 千に 一 もやむ 事 や 侍るべき、 さも こそ 下剋上の 世なら め、 外國の 間え も耻づ べき 事 成るべし』 と 

痛 歎した る 一節が 見え、 又 「兵家 受用 集」 に は 『足輕 と 1K 者 は備諸 兵の 先に 進む 者 なれば、 恐怖の 心 多し、 故に^ 

一 に は 彼 を 物 疑 なきやう に 其 氣を奪 ひ、 能く 克く勢 を 含ませて 次に 地形の 得失 を辨へ 知て 懸引 を不 レ令レ 成ば 必す過 

ち あるべし、 此 故に 其理を 察し 下々 に氣 をつ かひ、 其變 をな す 事 は 足輕. 大將の 第一な り、 足 輕と云 者 は 象棋の 駒に 

例 へれば、 歩兵の 如し (中略)、 古今 足 輕を使 ふ 法 三 品 あり、 鐵砲 >  弓、 長柄の 三種 也 (中略)、 凡そ 足 輕と云 者 は 百 

姓 町人の 類より 出で、 中より 下の 者 多し、 故に 義を思 ふ 事 薄し、 依 レ之敵 合 近くして いぶせき 時 は、 を くれ 心 出來易 

くして、 何と 下知 すれ ども 進み 難し、 此 故に 其氣を 察して 之 を 遣 ふこと 功 者なる べし』 と 語って ゐる。 武士が 領主 

に對し 一 所 懸命の 士 として 一 命を棄 つる を吝 まなかった 根本 武士道の 流れ は、 足輕 階級の 心理に は 浸透し 來ら す、 

彼等 は 到底 烏 合 の 衆た る 素質より 脫け 得なかった ので ある。  - 

しながら 足輕の 悉く を必 すし も 無頼 無秩序 の 雑兵との み 解す る は當ら す、 中には 調敎 訓練 を 受け て 精鋭 を 誇る 

も 0 がないで はなかった。 例へば 應 仁の 亂に於 ける 東 陣の細 川 勝 元の 軍に 『精鋭の 徒 三 百 餘人 あり、 足 輕と號 し 5- 

を 被らす、 戈 を 取らす、 只 ー劎を 持、 敵軍に 突入し』 云々」 一 云って 居る 如き 其れであって、 足輕も 訓練の 如何によ 

つて は 一 廉の 軍隊と なり 得た ので ある。 

足輕 の 軍隊 的 組織 は 上 に 足 輕大將 が あり、 其の 下に 弓 鐵砲等 の 武器 を携 へたる ものが 附 くやう に 編成され た。 

「武家 職 官考」 に 『足輕 大將、 非， 古、 足 利 氏 末、 起， 於 n 大名 諸家； 掌 T 總ニ 管弓鐵 砲足輕 同心 1 指 S 揮 之 h 故稱 n 先手 


弓鐵砲 頭、 持 弓鐵砲 頭、 物 頭 1 之 類、 皆此職 也、 且 諸家 所， 定雖 ぃ不， 一 、 使 二 騎馬 同心 附衞 1 則 略 同、 而分二 管 弓 同心 

鐵砲 同心 一 亦稱， 一 大將鐵 砲 大將； 而足輕 同心、 雖レ有 n 弓鐵砲 ニ隊； 鐵 砲爲， 主 (中略)、 而盛， 於 二 天文 一 古 無二 足輕 

大 將稱； 蓋由レ 於， 此』 と ある ことによ つても 其の 一端が 窺 はれる。 而 して 玆に云 ふ 足 輕大將 の 中には 足輕 全隊 を 指 

揮す る ものと、 携帶 武器の 種類に 應じ 分隊 を 組織し、 其の 分隊長た る 弓 大將、 鐵砲大 將とー K ふ 類の ものとの 15M 別が 

あった。 一般に は 足 輕大將 と 1K ふ も、 物 頭と 云 ふ も 同様の 意味に 解 せらる \ ことが 多かった が、 其の 本質に より 區 

別 すれば、 足 輕大將 と は 足 輕の戰 時 編成の 隊長、 物 頭と は 其が 平時 編成の 名稱と 解して よいので ある。 

足輕は 前に も 云った やうに、 多く 農村の 無産者 乂は 都邑の 無宿者 を驅り 集めて 編成した ものである けれども， 其 

の 訓練 さ へ 行き届けば 一 廉 の 軍隊 を 作り 得る こと 前 顯應仁 の亂の 細 川 勝 元 麾下 の 足輕の 如くに 精鋭と なり 得た の で 

あるが、 併し 多くの場合 は 其の 統率に 困難 を 伴 ひ、 士氣亦 甚だ 板 はない のであった。 

足輕の 軍事的 素質が 優秀で あり 得なかった にも 不拘、 足輕が 年と 共に 軍隊の 重要 部分 を 構成す るに 至った ので、 

農村の 細民に して 之に 應募 する ものが 次第に 增 加す る を 見. £ 。 営 時 農村 社會 に 於け る 階層 狀態は 他の 節 下に 於て 說 

明した やうに 旣に 地主 歷 たる 大 • 中. 小の 名主が あり、 其のう ち大 なる 名主 は 一 鄕を 支配す る 武士と して 從士を 養. 

ひ、 平時 は 居 村に 於て 農民 的 生活 を營 みつ、、 一 朝 事 ある 際に は 從士を 引 具して 出陣す る ことにな つて ゐ たので あ 

るが、 領主に よりて は往々 にして 此等 中小 名主 を も武裝 せしめて 驅使 せんとす るので あった。 彼の 薩 摩の 外 城に 於 

ける 一町 衆、 二 町 衆な ど 呼ばれた る 鄕士、 並に 土 佐 國長會 我 部 氏の 領內に 於け るー領 具足 等が 其れで ある。 此等は 
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今日 吾人が 入手し 得る 戰國 時代に 於け る 農村 中小 地主の 全面的 武装 事例の 典型的なる ものであって、 前^に 語りた 

る 農民の 強制的 武装の 事實 とも 聯關 し、 中小 地主 を 基礎と して 武士 曆の强 化が 行 はれた 事の 一 面 を 語る ものである 

が、 斯く 中小 地主 歷が 武装した ことと 相 並んで 其の 下曆 より 足輕の 出現した 事 を も 看過して はならぬ ので ある。 蓋 

し 其の 頃旣に 農村に は 相 赏多數 の 零細農 民が あり、 居 村に 留り 生活 せんとせば 地主の 家に 往 いて 下人に 住み込む か、 

又は 其の 土地 を 小作して 隸農的 生活に 甘んじなければ ならぬ。， 斯る 際に 領主が 兵士 募集 令 を 出して 驅り 集めた もの 

が足輕 である。 豊村 出身の 足輕が 形式 丈け でも 武士の 列に 加 へられ、 最少 限度の 生活 を 保障 せらる、 こと， は 営 時の 

彼等と して は 最も 歡迎 する 所であった であらう。 足輕は 其れ故に 兵 農の 地域的 分離に 於て  一 ^の 役割 を * した もの 

と 云って よい。 彼の 武士 化した る 名主の 大部分が 上級 武人に 從 ふて 城下に 集中した る 際、 下層 農民の 一部 も 亦 足輕 

として 城ドに 集中した と 云 ふこと は、 足利時代 末期に 於け る裹村 社會の 分解 作用の 一面 を 語る ものであった。 繰り 

返して 云へば、 足利時代の 中期 以後 下曆 農民の 一 部 は 名主の 下人 义は 小作人 (作 手) として 田 舍に殘 り、 他の 一 部 

分 は足輕 として 城下に 行き、 以て 當時 農村より 城下に 移住した 名主の 戏士 化した 者と 共に 城下町の 武士 阁を 形成し 

て、 在鄕 農民 層と は 別個の 地域的 存在た る を 示す に 至った ので あるひ 

註 の 新 編 武^ 風土. 站椅、 久良 岐郡卷 八、 永 3 村の 倏、 百姓. *i 兵 衞所藏 文 省 

は 花 朔 ：：J、  {せ 町 時代の 解體 期と 足輕の 研究 (歷史 地理、 n: 本 兵制 史) 

@ 1 條兼 良、 撫談治 要 (：r 本转濟 大典、 第 一 卷、 六 四 七 "頁) 


ゆ 兵家 受用集 五 r 古事 頻苑、 兵事 部 六、 二 四 六 頁 ：) 

§穀 山日錄 五、 應仁ニ 年 六月 五日 條 (史籍 集覽 第二 五卷) 

g 水 本 成 美、 武家 職 官考、 卷上、 九 

め 3- 陽 軍 鑑品第 十七 (甲斐 叢書 第四卷 一 七^ H) に 武田信 玄八ム 御代 ^人数 中 

御 旗本 足輕  八 八 四 人 

惣御 家中 足輕  五 S 八 九 人 

合 計  六 三 七三 人 

を あげ てゐ る。 

g 小 野 武夫、 鄉士 制度の 研究、 七 四 頁 

§ 土居淸 良、 t!S 良 記 (H 本經濟 大典、 第一 一一 卷、， 四 七 八 K) 

入 交 好 脩、 土 佐 藩 政 革 創 期と 鄉士 制度の 沿革 (早 稍 S 商學、 第 十二 卷 第三、 ra 號) 

. 第 五節 兵 農 分離 完成 期の 一 現象と しての 刀 狩 

_ 刀 狩り は 兵 農 分離 完成 期に 於け る 一 つの 時代 的表微 である。 曾て 王朝 時代の 農民が 社會的 矛盾の 苦痛に 堪え兼ね 

鄕里を 去りて 浮浪 人となり、 或は 凶器 を携 へて 强盜 化し、 國衙を 襲 ひ、 官吏 を 殺害し、 良民 を 苦め たこと があった 

が、 今や 降って 中 f 末期に 及び 足 利 氏 治下の 社 會紀綱 紊れ、 諸國 に兵亂 絶えす、 土 一  授叉は 一 向 一 揆 等の 形 を 取つ 

て 農民 蜂起し、 寺院 又は 諸 大名との 戰爭 が頻々 として 見ら る、 やうに なった。 卽ち 足利時代 特有の 百姓 ー授が 此の 
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頃屢々 蜂起す る を 見た ので ある。 例へば 寬正ニ 年 九月 十 一 日に は、 『洛邊 の 土 一  揆 蜂起し 在々 所々 の社領 並に 富 人の 

家屋へ 亂れ 入り 或は 殺害し 或は 放火して 財 寶を奪 ひ 取った』 事實が あり。 叉 文明 十二 年に 京都に 起った 土 一揆 は、 

東 寺に 屯 集し、 倉庫 を 破り、 財貨 を 掠奪し、 七關に 放火して 破 壌し、 遂に 幕府 をして 德 政を發 布せ しめた。 一 

此の 種の 暴動 事例 は 枚 擧に遑 がない 程で あるが、 農民が 武器 を 擁して かやう に氣 荒く 反抗す る こと は 時の 支配者に 

取って 一大 脅威で あるから、 農民の 抵抗力 を 弱化す る爲 にも、 亦沒收 したる 武器 を 兵士に 給して 自己の 武力 を 整備 

する 爲 にも、 民 所持の 武器 を沒收 する ことが 必要で あつたので ある。 

兹に 於て 柴田勝 家 は 先 づ天正 六 年に 加賀に 於て 刀 狩 を 行った ので ある I、 然も 之 を 最も 徹底せ しめたの は 豐臣秀 

吉の 武器 徵收 令であった。 彼 は 天 正 十六 年 七月、 諸國に 向って 刀 狩りの 令 を. 下し、 農民の 兵器 を携 ふる を嚴 f 小し、 

耕作 を專 一 に努 むべ しと 命じた、 其の 令 文に 曰く、 

. 絛 卢 

1 諸國 百姓 等 刀、 ヮキ サシ、 弓、 鐵砲其 外 武具の 類 所持 候 事 固く 令 n 停止 1 候、 其 子細 者、 不， 入道 具 相蓄 へ、 

年貢 所 當を難 漉せし め、 ー授を 企、 自然 給 人に 對し非 儀の 働 をな す 族、 勿論 御成 敗 あるべし、 然ば其 所の 田 

畑 令 二 不作 1 知行つ い ゑに 成 候 間、 其 國主給 人 代官 等 をして 右 武具 悉皆 取 あつめ 可レ 致， 一進 上 一事 

1 右 取 置かるべき 刀、 ヮキ サシ、 ツイ H にさせら るべき 儀に あらす、 今度 大佛御 建立 候 釘、 カス ガイに 被 二 仰 

付 1 べし、 然ば今 世 は不， 及レ 申、 來世迄 も 百姓 相た すかる 儀に 候 事 


1 百姓 は 農具 を 持ち 耕作 を專 にし 候へば、 子孫に 迄 長久に 候、 百姓 あわれみ を以、 如， Z 此被ニ 仰 出 一 候、 是國士 

安全 萬 民 快 樂の基 也、 異國 にて は 唐 堯の其 かみ、 天下 を 令 二 鎮撫 ー寶劍 利刀 を 農具に 用 候 も、 本朝に て はため 

しある ベから す、 此^ を 守り、 能 其 趣 を 存知 、 百姓 は 農業 に 精 を 入 る ベ き 事 

右 通り 急 度 可レ致 二進 上 1 不レ可 二 油 斷ー候 也 - 

天 正 十六 年 七月  御朱印 

禁制の 理由た る や、 百姓 は 農耕 專ー でさへ あれば、 子孫 長久、 國土 安全で あり、 從 つて 武具の 如き は 百姓に 取り 

て は 不用 物で あると iK ふので あって、 表面的 政策と して は 頗る 巧妙に 見えた ので あるが、 然も 其の 劈頭に 於て は 百 

姓が 武具 を携 へ て 居れば 年貢 所當を 難^し、 一 授不穩 の 行動 を 起す 虞が あるから 帶 刀を禁 すると 說 いて、 其の 表現 

の 形式 は 頗る 露骨であった。 恐らく 此の 露骨なる 理由が 眞の 理由であった であらう。 而 して 第二 條に は沒收 したる 

武具 は 決して 無用に すべきで なく、 此の度 大佛 建立の 用に 供す る 上 は 今 世 は 申す に 及ばす、 未來々 せまで も 百姓が 

助かる 云々 と 云って 煽て 居る の は、 百姓の 無智に 乘 じたる 懷柔策 である こと は 云 ふ ま でもない。 元 來宗敎 は 愚者 之 

を 信じ、 智者 は 笑 ひ、 政治家 は 之 を 利用す ると 云 ふ 格言 を、 稀世の 大 政治家 豐臣 秀吉は 巧みに 實踐 して ゐ るので あ 

る。 而 して 此の 武具 は實 は大佛 建立の 材料に 使用せられ たのでなくて、 其の 一部 否な 大部分 は 他に 押 置して 有事の 

用に 備 へたので あった。 貝 原 益 軒が 『朝野 雜載』 に 此の こと を 述べて 『大坂 伏 見の 雨 城の 忍び かへ しに ぞ なされけ 

る』 と 云って 居る の は 蓋し 事實 であらう。 
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斯くて 秀吉の 刀 狩り は 兵 農 分離 運動の 最高 的 段階へ の 躍進 を 示す 表徴であって、 奈良朝 末期より 其. の歴 的 動向 

を 展開し 來れる 此の 運動が、 秀吉の 時代に 至り 最も 純 粹の形 を 以て 一 劃 線 を 描いた ので ある。 

註 &應仁 前記、 卷上 (改定 史籍 集覽、 第三 册、 一 四 頁：) 

②中 村吉 治、 應仁 文明 年間の 土 一揆と 德政 (史 學雜 誌、 笫四 十五 編 第 七號、 三 五-— 五 四 真) 

g 中村吉 治、 近世 初期に 於け る 農民の 統制 (史 學雜 誌、 第 四十 一 編 第一 一一 號、 六 〇 页、 註 三) . 

g 大 H 本 古文書、 家 わけ 笫 十一、 小 早 川 文書 笫ー 卷、 五 〇 三號) 

J^CTS- 益 軒、 朝^ 雜載 (只 原 益 軒 全集、 第 八 卷) 

第 六 節 地域的 分離 成立の 必 然 性 . 

「 兵 農の 地域的 分離と は 要す る に 封建制度が 最後 的 完成 の 第一^に 入った こと を 語る のであって、 其の 此處に ： や- る 

までの 社會 的、 經濟的 並 に 軍事的 必然性が 然 かせし めた ので ある。 

曾て 五 百年 前、 平安朝 中期の 頃より 身分 的 分離 をな し 始めた る 彼等 は 年代の 經過 すると 共に 麇業 生產 I たる 農民 

を 下 積に して 支配 曆 たらん ことに 努めつ、 あつたが、 其の 間に 藁 業 生産力 は 漸次 發 達し、 蟲 民の 上に 立つ 武士階級 

の 肘 政 的 組織が 緊密 化して 非 生產謦 化した 武士が 此の 農民 I から 養 はる" に 至った と 同時に、 武士 は 軍事 を專 門に 

し、 ：d つ 自己 階級 を强 化する 爲に 中央 集權 化を圖 ると 共に、 紳 佛兩敎 0 信仰に より 精神 修養 を 重ねて 押し も柙 


され もせぬ 政治的 支配の 位置にまで 躍進し 來 つた。 fa 葉を換 へて 云 へば、 彼等の 擁する 政 權と武 權とを 以てすれば 

有形無形の あらゆる もの を 獲得し 得る こと ，M なった ので、 今や 兩者は 地域的 分離 を ぎつ、、 兵 農 分離の 最後 的完 

成 期へ 近づかん としつ、 あるの で あ る 。 卽ち 多年 在鄕 生活 を繽け たる 彼等 は 其の 厄 にして 面倒なる 農村 的纒 綿よ 

り脫 離して 軍事上 並に 經濟 上より 都合よ き 條件を 具備した 城下町へ 移住 せんこと を 希求す るので あった。 然も 彼等 

は 武權を 離れて は 社會的 存在 を 許されざる ものであった から、 城下 集中に 際しても 軍略 作戰の 企圖を 忘れ 得る もの 

ではなかった。 卽ち鐵 砲が 全國 到る 所の 城下に 普及す ると 共に、 足輕 其の 他の 歩兵 部隊が 增大 され、 曾て 軍隊の 直 

要 部分 を爲 したる 騎兵の 如き、 今や 却って 其の 數を 減じ、 數千數 萬の 步卒が 大筒 小 筒 を 操り、 其の 威力 克く 敵の 大 

軍を擊 破す る を 得 る ことにな つたので、 廣濶 なる 平原 上 の 四通八達 したる 要地が 選 まれ、 其處に 城郭 をが 構へ て駐 

屯す る ことが 最 よく 作 戰企圖 に 合する ことにな り、 以て 兵と 農と の 地域的 分離 は 益々 促進せられ ざる を 得ざる に， 至 

つた。 ^^し又彼等と雖、 經濟を 離れて は 存在し 得る もので ないから、 彼等が 農村 を 離る、 に 際して は 彼等に 經濟的 

支持 を與 ふる 爲の 代行 機關 設置の 必要 を 見た。 此の 機關 こそ は 彼の 村々 に 置かれた る， tSM で， あり、 名主で あつたが、 

此の 庄屋と 名主と を 通して 百姓より 貢租 を徵牧 し、 此の 貢租が 城下町に 運搬 せられて 武士の 家庭に 消費せられ、 叉 

は 其の 一 部分が 営 時 漸く 發達 したる 简衝， MM の 支配 を 受けて 錢貨と 交換せられ、 武士の 消費 部面 を 助く るので あつ 

た。 ；- 

斯る 軍事的 並に 經濟的 必然性に 促^れて 織 田 • 暨臣兩 時代より 德川 時代に 至る 間に 在鄕の 武士 は最 寄の 城下に 集 
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中し 始め， 德川 氏が 一 國 一 城 制 を樹， 立す る 頃 迄に は 概ね 此の 地域的 分離 を 終了した ので あるが、 然も 此の 兵 農 分離 

が 最高 度の 社 會體制 として 整備 せらる る 迄に は^ 若干の 時日 を 要する のであった。 

然も 亦 翻って 惟 ふに、 斯る社 會的變 動の 起った 際に、 假 りに 何等かの 事情に より 後年に 見た る 如き 資本主義 制度 

が發 達し、 農村に 住居し つ、 も 其處に 資本主義 的 組織 下に 農業 を經營 して 利益 を 擧げ、 其の 蓄財に よりて ー鄕 一村 

に 幅 を 利かせ、 武士 生活 以上の 得分と、 社會的 勢力と、 榮譽と を 贏ち 得る. 世に なり 得たならば、 武士 は 決して 居 村 

を 去らなかっ^ であらう、 城下 生活に 赴かなかった であらう ハ， が 土， 着， €活 に 甘， ん， せ卞 して 續々 城下へ 集り、 其 

の 跡の 農民 をば 單 なる 租稅 の 納付者と し て、 又 下賤なる 土 百姓と し て 蔑視す る こと を 當然の やうに 考へ 始めた の は、 

當時 早期 資本主義 制度 は 現 はれて ゐて も、 未だ 其の 萌芽 期に 屬し、 武士階級の特權を以てすればー：^豕農富商の財產も 

之 を 掠め 得られ、 あらゆる 慾 望が 劍の 力に よりて 獲得し 得らる、 時代であった からで ある ノ 此の 事 は^ 村に 淺留し 

たる 舊族 鄕士ゃ 中小 地主 等が 爾來 三百 年を經 たる 明治維新の 際に、 其の 時代 的 主潮た る资本 主義 制度の 露 只 中に 進 

入し、 其の 擁す る 土地 資本 を以 て 明治 新 社會暦 に 優位 を 占む るに 至った こと.^ 拉べ 見れば、 其の 間に 通す る 時代 的 

意義が 多分に 酌み 取らる \ であらう。 

第 七 節 農兵 返 去 後に 於け る 小農 群の 性質 

裹兵は 農村 を 離 去して 城下町に 集中し、 又 細 農の 一部分 も足輕 として 城下町に 吸收 せらる、 ことにな つたが、 常 


時 在鄉の 農兵 中には 故ら に 城下に 集中せ す、 依然 農村に 踏み 止り て 農民 生活 を繼續 する ものが 若干あった。 殊に 鄕 

村點々 の 地に 其の 居 を 構へ たる 名主に 此の 種の ものが 多く、 世 は 武士 城下 集中の 大勢と なっても 自ら は 依然として 

其の 居 村に 安住 せんこと を 希求す るので あった。 吾人 は 此の 種殘留 農兵 を 指して 德川 時代の 舊族鄕 士と稱 ふるので 

ある。 其の 實例は 本書 第一 一 篇に牧 めた る 特別 研究に より 實證的 に 示されて ゐ るので あるが、 更に 他の 事例 を 引くな 

らば、 彼の 新 編武藏 風土記 並に 相 摸 風土記に 記載す る 所の 小 田 原 北 條氏魔 下の 農兵が 農村に 残留し、 德川 時代に 至 

つ て は單な る舊 象と して 記谦 せられ 居る 數の 頗る 多い ことが 注目 を惹く の で あ る." 叉 彼の 豐前國 宇佐 郡內 に 於け る 

所謂 三十 六 地頭が 天 正 十七 年、 豐臣 秀吉に 投降した る 黑田長 政に 歸 順し、 其の 時 同地 方の 地頭 (武士 化した る 名主) 

は 悉く 一介の 農民に 歸 して 長 政の 弟 黑田兵 庫 頭 に 臣從す るに 至った 如き も 亦 其の 適例で あ ら う。 更に 叉戰場 に 於て 

一敗 地に 塗れ、 失意の 極、 身を容 る、 に 所な く、 少數の 部下 を從 へて 深山幽谷に 遁 入し、 其 所に 新居 を 構へ て 新田 

を 開き、 由緖 ある 其の 家格 を 持ち 續く る も の も あつ た ので ある。 斯る 多種多様 の 舊族鄕 士は單 に 戰國 時代 に 其の 起 

源を發 する ものば かりで なく、 中には 遠く 王朝 時代の 前 九 年の 役 や 後三年の 役 や、 源平の 亂ゃ、 叉 は 南北朝の 爭亂 

などに 敗北し、 其の 志 を 失 ふて 歸曲 一お したる もの も相當 あった。 此 等の 事 賁は舊 拙著 r 鄕士 制度の 研究」 に說 明して 

置いた から 其れ を 參 照 せられたい。 

以上の 如き 徑路 を經て 農村 に 居殘る ことにな りた る 鄕士は 後ち 德川氏 により 一 應 農民 階級に 編入せ ら れ たけれ ど 

も、 固より 一般 農民 レー は異る 性質の ものであるから、 德川 氏が 天下の 大權を 掌握す るに 至る や、 裹民 懐柔策と して 
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舊族 鄕士を 重要視し、 彼等 は實は 農民に して 農民に あらざる ものであるから、 鄭重に 待遇し、 托する に大 庄屋 义は 

代官の 任 を 以てせよ としおの， で. ある。 

以上 論す る 所に より、 中世より 近世に 渡る 過程に 於て 我-農村 社 會には 一大 階級 的變 化が 誘 はれ、 大部分の 兵士 は 

相 前後して 城下に 集中し、 其の 跡の 農村に は 各自の 選擇 により 残 習した る 武士と、 領主 敗北の 爲に匚 むな く 山間 僻 

地に 遁 入して 新居 を 構へ た 者と、 更に 農兵 退去の 跡に 残された 中小 名主 卽ち 中小 地主と， 此等 大中小 地主の 手餘リ 

地 を 耕作す る 小作人と、 叉鄕士 に隸屬 して 被官、 名 子、 下作 人 等と 呼 はれた 者が 互に 相 伍して 住居して ゐ たこと が 

判る であらう。 今 以上 說 明した る 中世 末期の 農民 各 を 記憶に 便す る爲め 列記して 見れば、 

(ィ) 鄕士  (舊 農兵の 淺留 して 土着せ る 者) 

(口) 中小 地主 (在來 の 自由 民 的中 小名 主) 

^  (ハ) 前記 备種 地主の 手 餘り地 を 借 耕す る 小作人 

\  (二) 農村 殘留 の鄕士 に隸屬 して、 他の 中小 地主 又は 小作 逢 階級よりも 身分 低く、 名 子 被 官等と 稱 へられた 

者 

以上 g 種の 農民 を 全國に 亙り 數字 的に 調査して 其の 割合 を 見出す が 如き は 資料 乏 少なる 今日， 到底 不可能の 1^ に 

屬 する けれども、 之 を大體 より 云へば (to の 中小 地主が 最大 多數を 占め、 (ハ) の 小作人 其， に 位し、 (ィ) の^ 

士 及び 0 こ の鄕士 5! 屬の 細民 は 其の 數 寧ろ 僅少に して、 他の 中小 地主 及び 小作人 數の 支配的な るに は 比較すべく 


もない のであった。 

讀者 若し 上記 事 實の證 據を摑 まんと せば、 彼の 太閤 檢地 として 知られた る 天 正、 文綠 年間の 撿 地に 使用 せられた 

る 水 帳 や、 慶長、 元 和 頃に 行 はれた る 各藩の 水 帳 をー覽 せよ。 此 等の 檢地 帳面に 載せられ たる 百姓の 持 地 を 各 百姓 

毎に 集計して 見れば、 其の 多數は 一 町內 外の 所有者であって、 一 戸の 百姓が 十 數町步 义は數 十 町歩 を 有する が 如き 

は 殆んど 見受けられない であらう。 尤も 若干 點々 の 村に は 特殊 的 存在た る 舊族鄕 士が相 営の 土地 を 有して ゐ たけれ 

ども、 其 は 何れも 直 上納と て 度 接 其の 筋に 年貢 を 上納す る 家柄であった から、 此 等の 土地 は檢 地の 目的物と せられ 

す、 從 つて 檢地帳 にも 記入せられ ない 場合 もあった から、 姑く 之 を 除外 するがよい としても、 農村の 數字的 大勢 力 

を 成した 中小 地主 階級が 其の 居 村に 留り、 新 置の 名主 庄屋 治下に 於て 小農 群 を 形成す る ものであった 事が 明かに 看 

取 せらる、 ので ある。 

然 らば 斯 くして 中 f 末期より 德川 時代 初頭に 持ち越された 農村の 土地 所有 權は 如何- 先づ 地主 歷に 於け る 舊族鄕 

士 並に 中小 地主の 所有 權に 就て 見る に、 農村に 土着 生活 を績 けた 舊族 鄕士の 有する 土地の 大部分が 德川 時代に 至つ 

て 「名」 又は 「名 田」 の 呼 稱を帶 びつ、 私有地と された こと は 本書 第二 篇に收 むる 出 雲 名 族の 田 部 家並に 石 見 名 族 

の 岡 本家が、 戰功 により 授與 せられた 「名 田」 を爾來 今日まで 持ち 續け 居る 事例に 徵 しても 知り 得る であらう。 

次に中小地主は農村に經濟的獨立の地位を保ちて領主の^^政的並に軍事的基礎を成すものでぁった。 別言すれば、 

彼等 中小 地主 はし 農兵た る 名主より 其の 居 村に 於て 政治的 支配 を受 くる 外、 何者に も隸屬 せざる 農民 d 曰であった 
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ので ある。 以上の 如く 見 来れば、 中世 末期より 德川 時代 初期に 至る 頃の 農民 土地 所有 權は 土着した る 農兵 及び 中小 

地主の 手中に 屬し、 此の 土地 所有者 を客體 として 後ち の德川 幕府 も、 各藩 も、 其の 年貢 徴收權 を 行使す る ことが 出 

來 たので ある。 而 して 德川氏 は舊族 鄕士を 懐柔し つ \ 寧ろ 之 を 政治的に 利用し、 財政 收 入の 基礎と して は 中小 地主 

に 重點を 置いた ので ある。 幕府が 寬永ー 一十 年 三月 家 光の 時代に 於て 彼の 有名なる 土地 永代 賣買 禁止法 を實 施し、 我 

國 をして 殆んど 典型的なる 小農 國 としての 形態 を 具 ふるに 至ら しめたの は、 中世 遺存の 中小 地主 保護 政策 を 更に 發 

展 せしめん とした ものであって、 啻に 日本 兵 農 史上に 於け る 劃期的 土地 政策で あるば かりで なく、 我. 農村 社 會が典 

型 的なる 中小 地主 國の 形態 を 具 ふるに 至つ た 契機 を 明示す る ものと して 注目す るに 値する >  蓋し 中世 末期 に 於け る 

中小 農 群 出現の 事 實を呤 味す る ことなくして は、 近世 期 土地 制度の 分化 現象の 樣相は 理解され 難いので ある。 

0  本 地誌 大系、 新 編武藏 風土記 並に 相模 風土記 を 見よ、 

g 尾 立 維考、 宇佐 郡 地頭 傳記、 二 〇 頁  . ， 

g 小 野 武夫、 「鄉士 制度の 研究」 中の 舊族鄉 士參照 

S 德川百 箇條の 地方行政の 項に 「遠 國 在々、 農家 一様た リ と雖、 其 村 其 所々 に古來 由緒 ある. 长 たる もの ぁリ、 平 百姓と 同 

じくして 同じから ず、 古来の 者を损 びて 守役に. がつべし、 下位に 居 リ、 上 を 凌が しむべからず 云々」 (德川 禁令考 笫ー 

帙七九 頁) と ある。 
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旣に中 *1 末期より 大々 的に 行 はれた る 武士の 城下 集中 政策 は德川 時代に 入って 一 liH 强 化された が、 今 其の 過程 を 

考へ 見る に、 彼の 參親 交代制 度 の 如き は 地域的 分離 を 促進 せしめた る 側面の 刺戟で ある。 固より 此 の 制度 は 諸侯 が 

地方に 權カを 伸張して 幕府に 叛旗 を 翻す こと を 未然に防 止せん とす る 意圖 に 基づ くもの で あった こと は 云 ふまで も 

ない が、 然も 之に よって 武士と 農民との 地域的 分離 を 一服 固定 化した ものである こと を 看過して はならぬ。 參覿交 

代 制度 は 一 朝に して 實 現せられ たもので なく、 慶長元 和 を經て 其の 體制 次第に 整備せられ、 寬永 十九 年に 至って 遂 

に 其の 大成 を 見る に 至った ので あるが、 其の 具體的 內容は 本章の 直接に 關 せざる 所なる が 故に 省略す る ことにする- 

, 何れにしても 此の 制度の 爲に 諸侯 は 一 定の 家臣 を 江戸 拉に鄕 藩に 住居せ しめて 政務 並に 雑用に 服せ しめ、 且つ 彼等 

は 其の 家臣と 共に 一定期間 は江戶 に在府 し、 妻子 は 人質と して 江戸に 住まし め、 自ら は 政務 を 見る 爲に屢 々鄕 藩に 

歸還 する のであった。 斯 くして 都府 としての 江戸 は 人口 增 加し 益々 繁華に なった と 同時に、 地方 諸 藩の 城下町 も 亦 

領內 農村との 交換 經濟 市場と して 年と 共に 發 達し、 武士と 農民との 經濟的 對立は 此の 爲に 一服 著しくな りざる を 得 

なかった。 斯るは 固より 中世 末期の 社食狀 勢が 此の 顷に 至り 著しく 發展 したる 結果に は 相違ない が、 併. し 叉 此の 時 

, ン 
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代の 最も 著しき 經濟的 特色 を 示す もので あつたと 見て よいので ある。 

德川家 康が將 軍職に 就任して 以來、 全國を 通じ 原則として 一藩 一城の 法則 を 立て、 在来の 小 城 は 之を齄 止せし む 

る ことにし たから、 諸 藩の 城下町 は 時勢の 進 運に 伴ぶ て 著しき 發達を 示す に 至った。 近代的 築城 術に よりて #3 營さ 

れた 城郭 は、 艇蜿 として 其の 城 地の 周 圍を繞 り、 圍 むに 二重 又は 三重の 壕を 以てし、 白壁 黑 瓦の 大； K 守閣は 5g 然 

として 天空に 聲 え- 其の 周 園に 置かれた る井然 たる 市街と 共に 軍事的 並に 商業 的 都 "おの 美観と 特- 资を備 へ、 各藩 領 

主の 威厳 は 其の 人的 要素た る 幾多 の 家臣と 共に、 優に 領 -S: の 人民 を摺服 せし むる に つたので ある。 之 を 中^の ST 

各地の 守護 や 地頭が 近傍の 天險を 利用して 簡 軍に 築城した る 山 II- の 類に 比すれば、 其の 舉事的 形質と 觀- 望の 點に於 

て 當 に 雲泥 の 差 ある を 見た ので ある。 斯の 如く 城下町 は 軍事的 並に 商業 的都府 とし て 日に 月に^ 達に 向 ひつ、 あつ 

たから、 德川 幕府 も 亦 此の 潮流に 棹 さして 進む の 外なかった。 ー卽ち 武士階級 を 社 食の 最上 麼に 置き、 之 を國々 の 城 

下に 集中せ しめ、 武士の 下に は 在鄕の 百姓と 在 城下の ェ商民 を 配し、 武士 は 消費者と して 徒食せ しめ、 農 は 尊ら S§ 

始生魔 者で あり、 ェ商は 物資の 加 H 乂は 仲繼の 任務に 常る ことにした から、 武士 は 一 に 嫠とェ 商の 物^的 支持に よ 

りて 生活す る に つ た ので ある。 卽ち 遠き 昔に 起された る 兵 農 分離が 今や 截然たる 地域的 規範にまで 昂揚す るに K に 

つた 結果、 幕 "お及び 各藩 は鄕 村の 孃民 を督勵 して 農業 生産力 を發展 せし む る と 共に、 へ 豕中士 の 生 活 を 緊縮せ しめ、 

乂 原則と し て 武士と 町人と は 農村 に 住居す る を 禁止す る の 必要 を 見た の である。 li;^ 民 を鄕村 に 引き留め、 商人 の 其 

處に 住居す る を 禁じた の は、 當時2社會が必要とする物资の生|^^者は農民でぁ つ て、 商 ：丄 の 徒 は に 財貨 を 交易 义 


は變 質す る ものに 過ぎぬ と考 へられた からであって、 彼等の 存在 は 武士階級より 輕視 せられ、 商人 は 淸廉を 33 とす 

ベ き 武人の 風尙を 害する ものと 看做され、 以て 素朴 堅實を 32 とする 農村 地域 內に 彼等 を 交 へま じと したる によるの 

である。 若し 夫れ 武士の 農村 住居 を 禁じた る 理由た る や、 一 に は 彼等 を 平時 城下町に 居住せ しめて 訓練 を與 へ、 文 

武の. 道に 熟せし めて 以て 治者た る實 力と 品位 を 保た しめんが 爲 であった けれども、 他に は 义社會 の 優者た る 武士 を 

村落に 在住せ しむる ことにすれば、 今や 全く 抵抗力の ない 農民 を 酷使すべき こ と あ る を 恐 れ たるに もよ るの で あ る 。 

かや-つに 社 會經濟 の 消費者た る 武士 及び 町人 は 城下に 集中し、 農民 は鄕 村に 散 居して 耕作に 從 ひつ、 父子 相 襲 ひて 

土地に 緊縛せられ、 其の 間轉 蛾す る ことの 自由なら ざる は 勿論、 居 を 移す ことの 自由 さへ も 認められす、 營 々とし 

て 農業 生産に 從 はねば なら なくなつ たのが、 兵 農の 地域的 分離が 完成され たる 後の 社會 形態で あの— た 一。 

武士 の 城下 集中 後に 於け る 農村 の 社 會狀態 を 見る に 、 村民 は 遠く 數 百年 來、 武士 と 名主 の 抑制 下に 農奴 の 如き 生 

活 を 營み來 つたが、 今や 斌士 並に 武士 化し た 名主が 鄕村 を 去って 城下に 住居す る ことにな つたから、 農村 に 對す る 

直接的 壓迫は 取り除かれた けれども、 其の 代り 村の 鎖め としての 主長 を 失った 爲め、 農民 統制 力 は 之より して 自ら 

弛緩せ ざる を 得ざる に 至った。 德川 時代に 至り 無數の 百姓 一 揆が 起って 幕府と 藩主と は 其の 鎭壓に 忙殺せられ、 殊 

に 新田 村落に 於 て 小作 爭議が 頻發す る を 見 るに 至った の は、 農村 統制 力 の 微弱 化 を立證 する ものである。 此の^ 彼 

の 鹿兒島 藩に 於て 殆んど 百姓 一 揆 らしき もの 、勃發 を 見なかった の は、 同藩の 臭 村 を 外 城の 鄕士 によって 銀 護した 

結果で ある。 
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左りながら、 以上の 如き 兵と 農との 地域的 分離 も 頓て又 新たなる 社會關 係の 變化 により 更改され ねば-なら たくな 

つた、 例へ ば. 袅 民が 城下に 出 稼し て 市民と 化す る こと や、 鄕村 の 富家が 金 穀獻上 により 鄕士 化す る に 至 つ た こ と 等 

は、 實に兵 農 分離 體 制に 對 する 新なる 脅威 的 新 現象で あつたが、 此の間 題 は 追て 後 章に 詳論す る。 

註 の 本庄榮 治郎、 經濟史 研究、 三 一 九 頁 

. 第二 節 身分 的關 係の 固定 化 

武士の 身分 的關係 は德川 時代に 入りて 全く 固定 化した" 少く とも 元錄、 享保顷 までに 其れが 完全に 固定 化せられ 

たの は、 德川 治下の 制度 施設が 其れに 順應 する 丈け の ものに なった 爲 である。 卽ち 武士 は 百姓 町人の 上に 其の 地位 

を 占む るに 至った ばかりでなく、 苟 くも 武士と 名の つくもの ならば 身分 低き 足輕 中間で さ へ も 僅かば かりの 侮 を 

加へ た 百姓 町人に 對 して 切 捨 御免の 特 權が與 へられた ので あ^。 町人の こと は 姑く 措いて 問 はすと する も、 百姓の 

如き は當に 牛馬に 等しき 地位に 置かれた。 其の 最も 典型 化された 法制 は慶 安御觸 書であって、 武士 >  民、 町人 等 

は 其の 身分に 從 つて 職業 をせ 襲し、 他の 一切の 職業に 轉 する こと を 許され なくなった。 斯く 身分 制度 を 固定 化する 

こと は當 時の 治者に 取って 最も 必要で あつたが 故に、 其の 頃の 御用 畢者は 各種 の 論 著に 於て 盛んに 此 の 事 を 稱揚し 

宣 傅した。 「昇 平 夜話」 の 著者 は 『百姓 は 飢寒に 困窮せ ぬ 樣に養 ふべ し、 豐な るに 過れば 農事 を 厭 ひ、 業 を 易る 者 

多し、 困窮 すれば 離散す、 東照宮 上意に 鄕 村の 百姓 共 は 死なぬ 樣 にと 合點 致し、 耿納 申付樣 にとの 上意 は 毎年 御代 


官衆 支配 所へ 御 暇 賜る 節、 仰 出されし と 云へ り』 と 云 ひ 、「地方 落穗 集」 の 著者 は 『井の 水、 程よ く 汲む 時 は 一 つの 

井に て 田家 を 潤すべし、 是. §5 ち 汲に 猶豫 ある 時 は 水生す る 故な り、 然る 時 は 萬 代 も盡る 事な し、 火  に 汲 立 つれば 

水勢 忽ちに 涸れ、 泥 混じて 水の 勢 を 失 ふ、 百姓の 年貢 を納る もまた 如レ斯 する 時 は 百姓 レ不 痛、 萬 年 も盡る 事な く、 

子孫 其 業 を 失 はす』 との 學說を 述べ立て、 ゐる。 「民間 省 要」 に は 百姓が 牛馬に 等しい こと を 率直に 述べて 『百姓 

と 云 物、 牛馬に ひとしく、 辛き 政に 重き 賦稅を かけられ、 ひどき 課役 を あてらる 、といへ ど、 更に 云 事なら す、 是 

が爲に 身代 を 滑し、 妻子 を賣 り、 或は 疵を 蒙り、 命 を 失 ふ 事 限りなし とい へど、 不斷 罵詈 打擲に 逢 ふて 生 を 過す、 

いか 様の 非道 をしても、 官人 となれば、 一 俵の 米 を 取っても 君 風に 誇り、 民へ 出て は 能く 百姓 を 睨む に、 か、 むの 

み 也、 其 外の 輩の 官人 は、 多く は 民間の 卑賤より 出て 民間 を攻 る、 是 豆を煑 て、 豆の 豆から をた く かごと く 皆爾な 

り、 縦ば 牛馬に 重荷 を 負 ふせて 打た、 き、 つま づけば 猶 怒て 大 鞭し、 この 畜生めと 罵る が 如し、 言 事な く 泣く 事な 

し、 百姓 相 同じ』 と。 更に 甚だしかった の は 小作人であって、 同書に は 『つらく 小作人の 身の上 を 思 ひやり て 見 

るに、 手 作しての 様子に て は、 さりと は あわぬ こと、 しられた るに、 年々 能く は 定め 通に 地主へ 米 を 遣す ことかと 

田地 持の 人々 心の 內に思 ひ 乍ら、 あな かしこ 此事 色に 出すな と 心に こめて 居た るの み 也』 と 述べ立て、 生きて 居る 

の を 寧ろ 不思議 だと 怪しんで ゐる。 

斯の 如き 時代で あるから、 社 食生活の 一切が 其の 所屬 する 身分に よって 規制され る こと は 云 ふまで もない。 寬文 

八 年 三月 十四日の 令に は、 農民の 衣服、 食物 其の 他 を 定めて、 『農夫の 衣服 前 制 を 守り、 里 正 は 妻子 共に 絹、 木綿 •• 
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其 他の 農民 は 布、 木綿の 外蓊 すべから す。 拾、 帶等 にも 緒、 紬を 用べ からす、 正、 衆 農、 Ef^ 女と もに 紫 紅の 色染 

ベから す、 其 他の 色 かたなしに 染 べし、 農夫の 食料 常に 雑穀 を 用 ひ、 みだりに 米 を 食 ふべ からす、 里 正、 衆^ レ.」 も 

に 轎に乘 る 事停禁 たるべし、 勸進 能、 相 摸、 操戯 等す ベて 觀 物の 類 一切と め 置べ からす、 神事、 祭 鱧、 法事 ある 

は 婚禮、 すべての 嘉 儀に 至る まで、 農家に ふさ はしからぬ 奢侈な すべから す、 この 條令 かたく 守るべき むね、 里 正 

常に 査檢 し、 嘵 諭すべし、 違背の もの は、 里 正、 五人組より その他の 奉行、 代官に うつたへ 出べ し、 もし かくし S 

あら はれな ば、 星 正 等 を はじめ、 曲事に 處 せらるべし』 と 令して ゐる。 义 少し 遡って 寬永 二十 年 三月 十一 日の 「土 

民 仕置 覺」 の 御 書付の 一節に は 

一 庄屋 總 百姓 共、 自今 以後、 不 1 應 1 一 其 身-家作 不レ 可, 仕、 伹町屋 之 儀 は 地頭 代官 之 差圖を 請可レ 仕事 

一 百姓 之 衣類、 此 以前よ ひ 如，： 御法度； 庄屋 は 妻子 共 緒 布 木綿、 脇 百姓 ハ布 木綿 計 可レ着 A 之、 以外 ハ えり、 

帶等 -ー も 致 申 間 敷 事、 

一 庄屋 總 百姓 共 二 衣類 紫 紅梅に 染間敷 候、 以外 者 其 色 成 共 かたなし 染 可， 着 事 

一 百姓 之 食物 常々. 雑穀 を 用へ し，' 米ハ狼 ニ不， 食 様-一可 n 申閱 一事 

一 在々 所々 -ー 溫飩、 切麥、 素麵、 藁麥、 切 饅頭、 豆^ 以下 五穀 之 费ニ成 候 間商資 無用 之 事 I 

と 云って 居り、 佐 賀の鍋 島 藩の 如き も 農民の 親 物 着用 を 厳禁し， 歌舞 昔樂を 禁止し、 且つ 文字通りの 鞭打 を 以て t.:? 

働 を 強制して ゐた。 


更に 営 時の 武士と 他の 身分の 者と を區 劃す る 一 表現た る 苗字 及び 帶刀も 從來の 節度に 從ひ 武士 以外の 者に は 全 く 

の 法度であった。 享和 元年 七月の 御觸 書に は 

百姓 町人 共 苗字 帶 刀の 儀に 付觸書 

百姓 町人 名字 相 名 乘並帶 刀 致 候 儀、 其 所 之 領主 地 _ 頭より 差 免 候 儀 者 格別、 用 向 等 相達迎 御領 所 者 勿論、 他領 

之 者 共 わ- 猾 一一 苗字 を名乘 らせ帶 刀いた させ 候儀ハ 有， 之 間 敷 事 一一 候 間、 堅 可 レ爲ニ 無用 1 候、 

9 

七月 

と て 、 苗 字 帶刀を 禁止 して ゐる。 併し 此の 禁制 は 旣に享 保 年間に 其の 遠 背 者 を 見出 して ゐ たこと は 後 節に 述 ぶる 通 

りで ある。 由來、 農民が 苗字 を稱 ふることの 禁制 は旣に 前章に 說 いた 如く 室町 時代に は 明に 其れが 法制 化されて 苗 

字 は 臭 民に 特殊な 装飾と なって 居り、 义帶 刀の 禁止 も 旣述の 如く 天 正 年間に 秀吉 が全國 的の 刀 狩り を實 行して- 4 來、 

農民の 遵守せ ねばならぬ 按 となり、 士と 農の 身分 的 固定 化 は 此の 邊か らも 看取せられ、 德川 時代に 頻發 したる 百姓 

一 授が刀 劍を用 ひす、 專ら 手製の 竹槍 を 武器と して 蜂起した の も亦此 等の 事情に よるので あった。 

士農 身分の 固定 化 は、 封建制度が 最後 的 段階に 達し、 最も 簡明なる 形態 を 取って 現 はれた ものである。 其 處に見 

ゆる 諸々 の 現象 は、 成熟期 封建 社 食の 所産で あり、 其の 各々 が 時代相 塵に 典型 化され 來っ たもので ある。 武士 は 百 

姓の 上に 位し、 農民 之に 次ぎ、 商工の 輩 は 其の 下に 立ち、 然も 此 等の もの は 永久に 祖法を 墨守して 他に 轉 する を 得 

す、 如何に 天分 を 有する 者で も、 其の 固定した る 身分の 爲に 萎縮して 才能 を發撣 する ことが 出來 ない。 かやうな 身 
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分 制度の 固定 化 は、 取り も 直さす 德川 幕府 存立の 一 要件で あり， 同時に 崩壞の 一 要 £ でもあった。 王朝 時代 中 紫 

より 發展 し來 つた 封建制度 は、 元祿、 享保 頃に 至って 其の 最高 段階に 達し、 此の 時代 以降 は 寧ろ 幾多の 矛盾と 破綻 

が顯 著に 瞎 露され、 次で 沒 落の 過程 を迪る ことにな つたので ある。 其の 根本的 起動 力が 社會 5： 部に 展開し 來 つた 生 

產カ、 殊に 前期 商業資本 制度 擡頭の 爲 に辛烈 なる 刺戟 を 蒙りつ 、あった こと を 看過して はならぬ。 

註 S 本庄榮 治郞、 日本 社會經 濟史、 三 五三 頁、 , 

g 高野泰 助、 昇 平 夜話、 附錄 (日本 經濟 大典、 笫 十四 卷、 四 九 三 頁) 

ゆ 地方 落 穗集卷  一 (n! 本經濟 大典、 第二 十四 卷、 五 頁) 

邱隅、 R 問 省耍、 上 編卷ニ  (日本 經濟 大典、 第五 卷、 六 四 頁) 

{?. 同上 書 上 絹卷ニ  (前 揭書五 七 IHO 

§. 厳有院 殿御 實記、 卷三 十六、 德 川實紀 第五 篇 (新 輯國史 大系、 第 四十 ニ卷、 一 〇 頁) 

6. 日本 財政 經濟 史料、 第二 卷、 九 一 九 頁、 

§ 小 野 武夫、 舊佐賀 藩の 均 田 制度、 六 〇 頁、 

⑨德川 禁令 考、 後 聚笫ー 快、 二 七 四 K 

第三 節 完成 期 封 Si 時代に 於け る 武士の 性質 

城下に 集中した 各階 級の 武士 は 其の 在鄕の 折に 使役した 下人 を 引 具し 來 つて 之 を家來 とし 又は 中間と したので あ 


るが、 城下 移住 後 彼等 武士の 蒙った 生活 變化中 最も 著しき もの は 其の 環境が 農村 的で なくなつ たこと である。 今や 

彼等の 住居 は 天守閣 下の 街區 整然たる 家中 町に 軒 を 並べ、 一切 を 擧げて 都市 人となり、 見る目 聞く 耳、 皆是れ 都市 

文明の 色で あり、 香で ない もの はなく、 都 人士 的 心理の 增長は 武士の 胸中に 日に 月に 募りつ、 あった。 

武士の 心理的 變 化の 第 一 は 其の物 質的 生活が 領土 經濟に 負へ る ことの，. ta 覺. を ，薄 ぐ U お d とで ある。 彼等が 曾て 農 

村に 在住した る 時代に は 日夕 農民と 相 接し、 其の 勞 耕の 實狀を 親しく 目擊 したる が 故に、 農民に 對 する 態度 も 自ら 

謙抑 を 伴 ひ、 隨 つて 上級 領主へ 民政 上の 獻策 を爲 すに も 重 農 的內容 ある 數々 の 意見が 提示せられ たので あるが、 今 

や 彼等 は 眼 以て 農民 を 見す、 耳 以て 褒 村の 實 情を聽 き 得ない ことにな つたから、 其の 思 ふ 所、 其の 口にする 所が 自 

ら非 農村 的と なり、 一切 萬 事が 農民 生活と は 頗る 遠い ものと なった。 德川 時代の 後半期に 見られた る 諸侯の 粃政 や- 

藩 吏の 责虐 ゃは詮 する 處 封建 社 會に 於け る斯る 家中 士の 精神的 變 化から 來てゐ るので ある。 彼の 水戶烈 公が 農 人形 

に 事寄せて 重 民 的 思想 を 鼓吹した るが 如き は、 當時 多くの 家中 士が 動もすれば、 領土 經濟に 於け る 農民 曆 の 重要性 

を 忘れん とする を誡 めて 其の 反省 を 促した る ものに 外ならぬ。 而 して 上司の 粃 政と 虐 行に 對 して 蜂起した る 彼の 無 

數の 百姓一揆の 如き 武士が、 農村に 對 する 統制 力 を 失った 結果で あると 共に、 家中 士の 農村 生活 實狀 認識の 不足に 

基く も のと 見て よいので あった。 

心理的 變 化の 第二 は 城 下士が 貴族 化を愁 求す る 傾向であって、 彼等 は 曾て 平安朝 末期、 武士 隆興 期に 於て は 其の 

生活 樣式 粗暴なる の 故に、 叉 氣品劣 俗なる の 理由 を 以て、 舊 勢力の 藤 原 氏より 輕 蔑せられ たので あつたが、 爾來五 
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百年の 年月 を閱 する 間に 彼等 も 亦 一群の 貴族 & 5 たらん こと を 慾 求し、 今や 其の 生活 態度 及び 思想 傾向に 於て-月 卿 

雲 客に も 似た らん 程に 變り 行かん とする ので ある。 卽ぢ— 彼等 は 今や 規範 化せられ たる 支配 社會に 安居し 、其の 統制 

力に より. 農 商工 を 厘 迫し 得る-に 至つ， たから、 其の 家庭に 於ても、 支配階級に有り勝ちの優美と典雅が嗜i^せ，^^れ、 

其の 趣味が 纏て 建築 樣式ゃ 衣服 調度 や 器 什の 末にまで 反映し、 遂に は 武士に は 過ぎた る 華美 僑 奢の 生活な りと て識， 

者に 批難 せらる、 に 至る、 況んゃ 生花、 茶 湯の 末技に 淫 する 者に 至て は 痛烈に 批難の 聲を 蒙らざる を 得なかった。 

武士の 被 下 集中 は斯 くして 軍事上に は戰鬪 員と しての 素質 を 低下し、 支配者と して は 其の 智見 を狹^ たらしめ 且 

つ 日常生活に 於ても 風敎上 香し からざる を 見る に 至った ので、 営 時の 心 ある 學者は 何とかして 往年の 武士 在鄕 時代 

に 於け るが 如き 質實 剛健の 美風 を囘復 せん ものと 思慮 を 練る ものが 續 出す るに 至った。 彼の 熊 澤释山 外 幾多^ 學者 

Q 武士 歸農 論の 如き 此の 思想 傾向 を 示す ものである。 仉し斯 の 如き 議論 は 営 時の 單 なる 尙古派 經濟學 者の；^ 歎に 過 

ぎす して、 旣に 日本 全土 をー體 とする 集權的 封建制度が 江戸 を 中心として 普遍 化し、 同時に 各地 方に は 一藩 を 地域 

とする 集權 制度が 城」 时 中心に 行 はれ、 其の 間に 貨幣 商品 經濟 制度が 浸透し、 德川 幕府 も、 地方 藩主 も、 此の 新時代 

の經濟 組織 中. に 捲き 込まれ、 否な 幕府 も 各藩 も 此の 時代 的 潮流に 棹し 進む ことによって のみ 其の 財政 經濟を 湖 縫し 

得る 時代と たったから、 時代 的 變質を 解せ ざる 經濟學 者 等が 費 兵 一 致の 昔 —— 兵 農の 地域的 雜居 時代の 昔 —— に復 

歸 せしめん としても、 其れ は 到底 行 はるべき ものでなかった。 尤も 德川 時代の 諸 藩 中 若干の 城下 武士 を 農村に 出し 

て 土地 を與 へ、 耕作に 從事 せしめた ものがない ではない が、 其れ は 決して 彼等 經濟學 者の 所說 に聽從 したる 結 に 


あらす して、 貧乏 士の 一時的 救濟 策に よるので あった。 斯くて 一部 經濟學 者 等が 武士 歸農 論を唱 へたる にも 拘ら す、 

一 たび 城下に 集中した る 武士 は 長 村の 百姓に 對 して 威た けだかで あり、 戰鬪 員と して は 頼む に 足らす、 其 行儀み や 

び やかに して、 貴族的 姿態 を 濃厚に 帶 ぶる 一群の 文化 ii" となつ I た。 

兵學の 如き も德川 時代に 至りて 一 應の發 達 を 見せた。 殊に 寬永、 寬 文の より 兵法 書が 多數 刊行せられ たが、 此 

等 の 兵 學は當 時 漸く 增 加した 浪人 武士 等が 諸侯 に 抱 へらる ベ き 資格 の 藝能 とし て 重んぜ ら る 、 有樣 とな つた。 隨筆 

「鹽 尻」 の 一節に 『我國 今日 軍法 者と IK 者 多し、 四 五十 年 前の 軍 者 は 大概 兵器の 製法 を敎 へ、 軍 員の 人 陚を說 く、 

其 後 は 源平の 戰、 太平 記の 軍 物語な どして、 少しく 己が 見た 評 をつ け 愚 俗 を 敎へ. ける、 ー變 して 楠 流、 甲 州 流、 越 

後流なん ど、 門 派 を 以て 互に 勝 劣 を 論じ、 再變 して 或は 孫吳が 書に よりて 說を なし、 或は 聖賢の 語 を假り 軍法 は 平 

生の 受用 なりとの、 しる、 其 身 は 良 奴の 如く、 權 威に へつら ひ、 專 名利 を 釣る なかだち になす のみ』 と 云った やう 

な狀 態とな り、 兵學は 畢竟 浪人が 仕官す る 一方 便と して 利用せられ、 其の 實 用より 遠ざかつ たの は- 德川 時代の 社 

會 が 漸く 變 質し て 封建的 ならざる 社 會的諸 要素 を 其 の 中に 孕む に 至った からで ある。 

次 に 武家 社會を 統制 したる 學問 思想の 傾向 を 見る に、 今や 德川氏 を 中心とする 集權 政府 が 完成 せられた 上 は、 如 

何に すれば よく 之 を 支持し、 且つ 之 を 緊密 化し 得る か 德川 氏の 專 念す る 所で あり、 叉 列藩 諸侯 をして 競 つて 其の 

意を迎 へしむ る 所と なった から、 學問 思想 の 如 きも 體制化 せ ら れた 此の 封建制度 を 強化す る爲の 手段と して 利用せ 

られ たので ある。 左れば 彼の 旣 成社會 を 肯定し 舊 勢力 の 追隨 に專ら ならし めんと せ し 學 の 如き 幕府が 好んで 其 
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の 發達を 希望した ものであって、 林羅山 其の 他の 官學者 を 指導 的 地位に 立た せて 幕府の 御用 を 勤めし めんと する Q 

であった。 之に 反して 封建 社會 組織 矛盾の を 口にし、 殊に 德川氏 布く 所の 諸政 策 を 批判す るが 如き は、 如何なる 风 $ 

者、 如何な る 思想家 にも 許されす、 其の 間 偶々 王 陽 明學派 の 如き 進歩的 學派 の 擡頭せ る ものがない ではな かつ たけ 

れ ども、 其 は單に 學を學 として 講 する 場合に のみ 許され、 其の 筆、 其の： I が 一 たび 旣成社 食の 批判に 一旦る が 如き も 

の ある 場合に は、 斷乎 として 膺懲の 手 を 仲ば すので あった。 王陽明學派の巨擘熊澤^^山の如き、 义大 中齋の 如き 

其の 思想と 學風は 一 代を壓 する に 足る ものが あった けれども、 彼等 は 陽 明 學の據 つて 企圖 する 進取 濶 達の 道 を 説き 

又は 之を實 行す るの 故 を 以て、 其の 晩年 を 不遇 义は悲 慘の裡 に 終へ ざる を 得なかった。 況んゃ 其の 他 群小の 陽明學 

隨從 者に 於て を や。 乍 s^、 斯る 思想 對策は 思惟 客體 たる 社會の 姿勢が 安定 を 保つ 間にの み效 果を發 揮し 得る ので あ 

つて、 封建 社 會內に 於け る經濟 的、 階級 的 矛盾が 愈. - 激化す るに 連れて、 旣成 勢力 を 本位と する 斯る 指導 方針 は 到 

底 無力 化し 行かざる を 得なかった。 

集權 制度 維持の 爲に 取られた 實際 上の 政策と して は 或は 武家 法度の 發 布が あり、 諸 國巡檢 制度が あり、 密偵 制度 

並に、 諸侯に 對す る 公儀 普請 の 申附 けな どが あった。 此 等の 諸政 策と 指導 方針と が 相 倚り 相 助けて 城下 集中 後 に 於 

ける 武士 社 食の 統一 を 緊密 化せ しめたの であるが、 其れに も拘ら す、 德川 封建 社 食の 體.^ より は 部 的 相剋の 諸 原 

因が 看取せられ、 否な 實 際に 其れが 人 H! に觸 るる 、に 至った。 

要す る に 彼等 武士 は 其 の 閑寂たり し 村 を棄 て、 殷 眼な る 城下町に 集中し、 其處 に 於 て 都市 生活 に 浸りた る爲 に、 


彼等 は 日常 思， 惟の 世界より 純朴の 農民 を 逸し、 以て 往年 庄園 隆興 期に 際し、 彼等の 祖先が 京 幾に 跳梁す る 藤 原 氏 を 

見て 文！ il- の 貴族 輩 何す る も のぞと 罵り 去りた る 其の 意氣と 剛勇と は 今や 全く 忘れ 果てた る もの、 如く、 ム&ぉ 5 因 盾 こ 

る、 こと 年. 久 うして、 生活費 愈.' 嵩み、 限られた る 僅かの 收入 によりて は 到底 之 を 償 ふ 能 はすして、 身 は i!? 建 社 

會の 支配 層に ありながら、 其の 經濟 的實 質に 於て は新與 勢力た る 豪農 富 商の 前に 平身低頭して 其の 財 的 助成 を 請 は 

ざるべ からざる 憫 むべ き 地位へ 轉 落せん とする を 見た が、 其の 詳細なる 史的 分析 は 後 節に 讓る 

こ とに する。 

註 S 大井徹 翁、 農 人形の 研究 

g 小 野 武夫、 鄉士 制. おの 研究、 四 〇 頁 

鹽 0^、 十四 (H 本隨筆 大成、 笫三 期、 第 九卷) 

ひ 井上哲次郎 著 「日本 陽明學 派の 哲學」 並に 高瀨武 次郞著 「日本の 陽 明學」 を 見よ、 兩著 共に 德川 時代の 陽 明學を 克く究 

明す、 井上 博士の 著書 殊に 精し 

第 四 節 封建制度 崩 壌の 徵候 11 兵 農 分離 體 制の 動 搖 11  . 

最高の 發展 段階に 到達した 封建制度 も、 德川 時代の 中葉 頃から 種 々なる 形態 を 採って 崩 壌の 一 路を迪 るに 至った。 

吾人の 解す る 所に よれば、 日本 封建 制の 崩 壞期は 凡そ 元 線 享保頃 を 以て 其の 序幕に 入った ものと 思 はれる。 其が 根 

本 的 起動 力の 一 つ は 封建 機構 内に 貨幣 經濟が 侵入す る ことにより、 領地 經濟に 立脚す る 上 機構が 一大 衝擊を 蒙る 
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に 至った ことで ある。 此の 爲に 先づ 武士階級の 窮乏 を招來 した。 卽ち 幕府の 財政の 如き も寬文 年度より 次第に 收支 

の 均衡 を 失 ひ、 元 ji 度に は 其の 破綻が 明かに 曝露せられ、 旗本の 窮迫の 如き はより 早くから； 浙 へられて ゐん。 更に 

各藩 例へば 備前岡 山 藩に 就て 見る に、 旣に寬 文 九 年 七月の 布 ベリに は、 借 銀 嵩み 京に て 借 銀す る 者の 多き を 記し， 正 

保 三年 十一 一月 並に 承應 元年 十一 一月の 記 錄には 京 銀 借用 希望者 多くして 其の 處 置に 困却した ことが 推察 せらる-。 

ち厦 安一 一年 正月、 老中より 組頭への 傳 命に は、 『近年 御 家 侍 共 手前 不 成に 付 御 救 可， 被， 成と 被，： 思お 一種 々被に 仰 付 I 候 

へと も 其 験 無レ之 候』 と 歎いて、 不如意なる 財政 家計の 遣り繰りの 跡 を 記して ゐる。 寬永 十七 ハ巾： 止 n;: 十三 日の 「武家 

挽 之 事」 によれば、 『备 進退 不レ辨 之 由 今度 達， 一高 W; 是 以前 御 旗本 衆 中身 上 不レ成 ^達-一 御 聞； 鹿-: 分阪, 以來 進退 相 

續候 趣に と 被， 一思 召； 知行 御加增 被， 下、 其 以後 も 被， 爲， 加 二 御 介抱 一 候處、 今度 諸 番衆中 並 諸 役人 等に •fi,; 迄、 不勝乎 

之 由 再三 被. 及， 一 S 召； 御 不審 被，： 思 召 1 候』 と あるが、 下紋 武士の 窮乏せ る 事實は 決し- P- 『御 不審』 たこと ではな か 

つたので ある。  -  . 

荻 生徂徠 は享保 年間の 著述 「政談」 に 於て 諸侯の 財政 窮乏 を 述べて 『営 時 は 大方 儉約を もすべき 樣 無くたり て、 

家中へ 物 成 を 渡さぬ 類 多し、 其儉約をすべ き^！ぉなき仔細を詮議するに、 大名の 格と IK 物に 支て * 今 は "r^ にて 手 をお 

たる 様に 成て、 儉約 をすべき 樣無 なりたり』 と 一 おひ、 叉 「寶 曆隨 筆」 の 著者 は 『今の： K 下 治平な りと 雖も 只戰^ の 

なきの みなり、 今の 天下 は 困窮 貧乏の 亂國 なり、 德川氏 はま だ左樣 にもな きが， 天下の 大名 はド々 に if- るまで、 や 古 

しまぬ はなき かと 聞 ゆ』 とまで 隨 論して ゐる。 


玆に 於て か、 幕府 及 备藩は 種々 なる 方途 を 講じて 其の 財政 窮乏に 善處 せねば ならぬ ので あつたが、 其の 爲には 色 

色な 手段が 採られた。 先づ 第一 は 町人よりの 借金で ある。 文政 年間の 述作に か、 る r 獨考 論」 に は 其の こと を 述べ 

て 『近世の 貴人 多く 町人の 金 を 借りて 年中 を 賄 ひ、 其の 利子 をお びた しう 出させ 給 ふに より、 貴人 はます/ \窮 

し、 町人 はいよ/、 富めり、 責賤 上下 金 あらそ ひに 息 も つきあへ す、 心の 亂れ そめし より、 武家 は 旣に金 あらそ ひ 

にう ち 負けて、 借財の 爲には 金主の 虜 となりたり』 と 云って 居り、 又 「町人 考 見錄」 に は 大名 貸の 事 を 述べて 『大名 

がしの 商 ひ は 博 突の 如くに て、 始め 少々 宛の 損 を 見切らす、 夫が 種と なりて 元 を 動さん と、 終に 叉 かして は 損亡と 

なり 滑れる 也、 借 大名の 金 借り 役人 留守居 杯 は、 夫 をお 鳥に いひな し、 *1 話に いふ 鼠の あぶらげ とやら にて、 終に 

わなに かゝり 大損いた し 申 候、 然 らば この 借货は 止み 可レ申 事なる に、 博 突 をう つもの は、 はじめより 負ん とて か 

かる もの は 一 人 も 無, 之、 叉 町人へ かし 候へば 大金 は 廻り 難し， 其 上 町人 身上 さし 支へ る 時 は少々 の 分散 を 請 取 申 

候て、 相手 は 跡 方 もな くたり 申 候 ゆへ、 金銀 持ても 可 致 様なくて、 大名 かし を はじめる 也、 a その 大名 貸の 金銀、 

約束の 通 取引 有 之 候へば、 此上 もな き 手 廻し にて、 人數 はか、 り不 申、 帳面 一 冊に て天祥 一 挺 あると 埒 明き、 誠に 

正 眞の寐 て 居て 金儲けと は此事 也、 古語の 如く 一  得 あれば 一 失 ありと て、 左樣 にうまき 事は大 なる 尻が 來る ものな 

り』 と ある。 けれども 斯の 如き は 未だ 輕微な 方であって、 甚だしい のになる と 武士 は 町人から 侮辱 を 蒙りつ、 も猶 

且つ 平身低頭して 借錢 せんとす る ものが 續 出す るに 至った。 一書に 『蔽- 富の 町人 金銀の 力 を もて 諸侯 を 苦め、 官吏 

を 指揮す る こと 可レ 憎の 甚き 也。 され ど 面に 顯れ ざる わざ なれば 知人な し。 大 坂の 町人 諸侯の 用達 をして、 其 仲間 
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相談し 締貸 をす る こと 一 也。 そ は 用達 町人に 一 人 借金 を 返さぐ る 諸侯 あれば、 例の 仲間 相談し で 外人 は 絶て 用達せ 

ざれば、 金 方の 役人 叉々 せんかた なく 奮の 用達に； fi?- 入、 贈物 を 費し 古 借 を 割 振し、 機嫌 をと り 笑顔 をつ くる 心中 さ 

こそ 無念なら め、 しかれ ども 主君の ため なれば、 武士道 も 捨て 町人の 太鼓 持 をす る ことに なれり』 と あるが 如き は 

其の 一 例で あらう。 

財政 經濟 窮乏の 結果と して 家中 社 食に 現 はれた る 現象 中 最も 著しき もの は 武家 二三 Si-G 浪人 化と、 武家 身分の 资 

却 慣習で ある。 武家の 牧人が 知行 制度に 改まって から、 毎年 極り きった 切 米 を 藩 庫より 受け、 其れの みに て 生活し 

なければ ならない やうに なった から、 武家の 二 男、 三男 は 自ら 生家 を 離れて 或は 學間 修業 を勵 み、 义は 兵法 剣術 を 

學んで 新に 仕官の 口 を 求めねば ならなかった。 而 して 此の 二三 男の 窮乏 緩和 手段と して 羽 前の 米 揮 藩の 如き は 藩士 

の 二三 男 を 農村に 放ち、 土地 を與へ 耕作 叉 は養蠶 を經營 せしめて 鄕士 となした が、 仕官の 途 もなければ、 夔 業經營 

の 手段 をも與 へられざる 場合に は、 浪人と なりて 諸國を 流浪し、 農村に 人って 往々 乞食に も 等しき 生活 を さ へす る 

に 至った。 德川 末期の 討幕 運動に 猛進した 闘士が 此等 浪人 階級の 一群 を溫 床と して 發 生した 處に 大きな 時代 的 意義 

が あるの で あ る 。 

更 に 又 家中 士 の 生活が 窮乏 を吿 ぐる に 至った 爲め、 諸侯に 於て は 持 參金付 の 養子 を迎 へ、 义 下歷 武士 に 在って は 

其の 士籍 株を賣 買す る やうに なった。 町人 は 此の 手段に よって 武士の 身分 を 取得し 得た が、 之 は 彼の 献金 獻穀 によ 

り 苗字 帶刀を 許された 鄕士と は 別個の 手段に よって 准 武士階級に 成り 上った 者で ある。 「*: 事 見 閒錄」 に は 其の こ 


と を 述べて 『扨 叉 御家人の 類、 番 代と 唱 へて、 株の 賫買相 営の 直 段 ありて、 金銀 を以、 讓り引 をいた す 事な り。 是 

叉 人物 を 構 はす、 御家人の 家來、 御 代官の 手代な ど、 如何なる 事に や 爾有を 得て、 大金 銀 を 出して、 一家の 番頭 を 

讓 り受、 叉 は 倍の 財寶を 餘多貯 へて、 譜代の 主人に 暇 を吳、 一旦 浪人と 成りし 上、 御家人の 株 を 買 も あり、 或は 筋 

目な き 町人の 子供、 又は 高利の 金銀 を 貸して、 非道に 利 を 貪り 取た る 族、 或は 座頭の 子供、 其 外 遠國の もの 在所に 

て惡事 をな し、 其 所に 住居な り 兼、 親 を 捨て 江戸へ 出た る も あり、 叉 領主 地頭の 咎 ある も 有べき か、 或は 坊主の 法 

戒を 破って、 還俗した る も 有べ し、 持戒の 僧の 子 も あらん か、 末々 に 至って は、 スんた 非人の 類の 交りた る も 計り か 

たし。 是れ 人物に 拘ら す、 金銀の 沙汰に のみ 成 故な り』 と ある。 厳格な りし 身分の 障壁 は、 此の方 面から も 日に 月 

に 崩壤し 行く のであった。 

更に 苗字 帶刀は 武士と 庶民と を涯 別す る 最も 重要なる 表徴で あつたが、 之 も 旣に德 川 中期から 弛緩し つ 、あった" 

享保 六年閏 七月の 布令の 第 一條に は 『百姓 之 子供 を始、 諸 親類 之- s: 輕き侍 奉公に 出し、 其 後 在所ね 引 込 候 而も 其 儘 

刀 差 候 族 も 有 之 由 相 聞 候、 自今 以後、 如， 此之類 在所ね 歸 居候 はぐ、 先主より 少々 合力な ど受 候と も、 刀 差 候 儀 は 

停止 候、 若 詮議 怠に お ゐては 名主 曲事た るべき 事』 と ありて、 武家の 住 込 奉公より 歸 りたる 百姓の 子息が 帶 刀して 

ゐた 事實を 物語って ゐる。 而 して 先き に 述べ たやうな 原因に よって 經濟的 窮乏に 陷 つた 武士 は 百姓 町人から 物質的 

給付 を 受け、 其の 代償と して 苗字 帶 刀の 特權を 許す に 至った。 事 見聞 錄」 に、 『右 體當せ 貸借の 事 流行して、 武 

家 は 多く 借財の 道に 身上 を 奪 取られ、 近來 大家 も 小 家 も 困窮 大方なら す、 或は 人 を 減し、 馬 を 渡し、 或は 以前 十 
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人 使 ひし は 五 人に なり、 馬を繁 ぎし は 止めに いたし、 又は 借 米な どと 號 して、 家 來の宛 行 を 減し、 又は 日 賄の 扶持 

方 を も 渡し 兼、 或は 取續 き出來 兼る とて 武家の 規矩 をも辨 へざる 領分の 百姓、 叉 は 由緒 もな き 町人 杯 を 頼みて、 家 

の 內外を 見せ 聞せ て 年分 暮 方の 宛 行 を 請け、 諸事 彼 もの、 作 略に 預り、 或は 領分 知行の 內、 物 持の 百姓な どへ 用金 

を 無心し、 或は 用 立、 上ケ 金の 多少に 隨ひ 褒美の 高下 を 付け、 或は 紋 付の 服 を吳、 又は 切 米 扶持 方な ど與 へ、 又は 

苗字 帶刀を 免し、 叉 は 格式 を 授けな どす る 事. 5^ り』 と あるの は、 士族 株の 賣買 と共に、 苗字 帶刀 特許の 方面より 身 

分 制度が 崩れ、 兵 農 分離の 體 制が 日に 月に 壞滅 しつ 、ある こと を立證 する ものである。 卽ち 士族 株の 寶買は 武士 

町人 間に 於け る 身分の 相對 取引で あり、 獻 金鄕士 制度 は 上司より 行 はる、 公法 的 身分 賫却 制度で あるが、 斯る こと 

の 行 はる K 半面 に は、 民間の 裕福 者が 金殼を 提供して まで も 武士の 階級 に 列 せんとす る 名 譽愁が 手 傅 つて ゐ たこと 

を 看 逃して はならない。 

次に 農民の 住居 移轉 禁止 制の 崩れ 行く 狀態を 見る に、 農民 は 居 村に 鬼 縛せられ て 「せ 事 見聞 錄」 の 著者が 『薩 

摩、 肥 前、 阿波、 土 佐な ど 殊の外 嚴制 なり、 紀州は 望みの 通り 他所に 出せ ども、 何 迄も遁 さす、 子孫 迄 も繁き 置な 

り、 非道な り、 加州、 仙臺は 年季 を 定めて 出し、 年季 中歸ら ざれば 出奔の 格に よるたり、 加州な ど は 別て^ 政なる 

由に て 彼の 領內の 土民 は 背 延び 兼て 大に 意卑 く、 悉く 陰氣 にして 勇氣 更にな し、 叉 仙 臺の人 も虑僞 多く 悉く 短慮な 

り、 他所へ 人 を 出さ -乂 る 程の 事 たれば、 都て 國 政の 背き 事是を 以て 知るべし、 窮民 は 他所へ 稼ぎに 出る か、 义は廻 

國其外 非人 乞食と 成て 他所へ 出て、 露命 をつな ぐ 外な し、 然るに 右 等の 國々 は 其 凌ぎ 出來 兼る 故、 屈 死す る もの 多 


しと 聞く、 ー體右 體の國 禁は亂 I の 頃の 風儀な らん (中略 y 左 もな く 土地に 堪へ兼 難儀 は 更に 構 はす、 無 體に動 事 

を 禁ぜし むる は 非道な り、 是究民 を 縛り 置て 締殺 すなり』 と 云へ るが 如き 狀 態であった が、 之に より 觀ても 農民 は 

旣に 農村 內 のみに て は 生活し 難く、 城下町 其 他の 市街へ 進出して 生活 せんとし たる もの、 如く、 現に 天明 七 年植崎 

八 九郞の 上書に は 『近來 百姓 共 農業の 本意 を捨、 奢に 長 じ、 少し 有餘の もの は、 耕作 を 召 仕の 男女に 任せ、 自分 は 

美服 を 着し、 遊興 を 事と し、 江戶 表へ 一度 出 候 得ば 繁華へ 心 を 奪れ、 彌惡 道へ 落 入、 亦 小百姓の 中に も 耕作 を 疎き 

事と 心得、 多く は 出度 心 持に 相 成、 女子 杯 は 親心 にても 兕 角；：； 一 戶を 見せ 度、 江 戶へ 奉公に 差 出せば、 其 営 座 は故鄕 

忘が たく 泣き かなしめ ども、 次第に 江戸の 風俗に 染、 後に は 己が 故鄕を 見下し、 見 樣見眞 似に 各 江戶へ 出した がり 

江戸の 風俗 を 見て は 田舍を 疎み 候 もの 多く 成 行、 民の 本業す たれ、 おの づ から、 粒 米 不足に 成 申 候。 自由自在に 江 

戸へ 出 居候 事に なり 候 得 者、 江 戶は諸 國の掃 溜と 一 K 偉へ、 江戶表 次第に 人增 繁昌 を 添候樣 見え 候 得 共、 本す たれ 末 

3 

に はしり、 喰 人 多く 耕人少 く、  土地 荒れ 路 ふさがり、 安危の 基 第一 大切の 儀 奉レ存 候』 と ある 程で ある。 幕府 及び 

諸侯 は 管內の 生産 政策 上斯る 農民の 都市 進出 を 阻止すべく 絶えす 種々 たる 對策を 講じた が、 然も 一 方租 稅の誅 求に 

より、 他方 饑饉 襲來 によって 窮乏 化した 農村 內 では 容易に 生活し 得られす、 如何に 幕府が 法制に よって 之 を 禁止せ 

ん としても、 其れ は 到底 至難であった。 

註 山 土屋喬 雄、 一般 武士 團の 經濟、 的衰 頸と 變質 (史學 雑誌、 第 四十 二 編、 笫ー號 一 二 頁) 

②黑正 凝、 德川 初期に 於け る 武士階級の 窮乏. (經 濟史 研究、 笫 十六 號、 三 頁) 
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g 新 燕 石 十 種、 (國書 刊行 會本、 笫ニ卷 、三 四 九 页)  . 

の 三 井高 《i!3、 町人 考見錄 上、 (H 本經濟 叢書、 第 十五 卷、 五 五 頁) 

g 松屋 筆記 (國書 刊行 食 本、 第二 卷、 三 一 四 頁) 

^世事 兑 開 錄、 卷之ー (近世 社 會經濟 叢書、 笫 ー卷、 二三 页) 
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W 世事 見聞 錄、 卷之 一 (前 揭書ー 一 頁) 

町人 鄉士に 就て は、 松 好貞夫 「土 佐 藩の 町人 鄉士に 就て」 (經 濟史 研究、 第五 號、 揭載 論文) 參 
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第 七 章 江戸時代の 鄕士 制度 

第一 節 新鄕士 出現の 必然性 

德川 時代に 於け る 新 鄕士と 一 K ふても、 其の 中には 中世より 遣存 せる 鄕士が 新に 時代 的 意義 を帶 ぶる に 至った もの 

と、 德川 時代に 至って 新に 出現した る鄕士 とがあって、 其の 各々 の 出現の 動機の 異 るに 從 つて 形態 必す しも 一 様で 

ない ので ある。 蓋し 德川 時代の 舊 族鄕士 中には の國 造、 縣主 などが 大化 改新 後 郡 司ゃ鄕 長な どに 轉 身した 者の 

後裔 や (第一)， 曾て 庄官ゃ 名主であった もの 土 ナ孫ゃ (第二)、 中 f の 武士に して 山村に 僻 居し 德川 時代 末 明まで 

存續 せる もの や (第三)、 一藩が 特に 防備の 爲ヒ 武士 を鄕 村に 居住せ しめた もの や (第 四)、 化に 至り 町人 义 

は 百姓に して 金 穀を獻 上して 其の 身分 を 得た もの や (第 直)、 幕府が 內亂 又は 邊 防の 爲に 特に 農民 を徵 集し 武士の 身 

分を與 へた もの や (第 六)、 貧窮 武士 救 濟の爲 に 彼等 を 農村に 放ち 之に 鄕士の 身分 を與 へたる もの (第 七)、 等々 が 

存在した ので あ る が、 今 吾人 の 最大 關 心事と する もの は 右 の うち 第五 乃至 第 六 の鄕士 である。 而 して 各種 鄕士 中、 

第 一 類型の 鄕士は 單に歷 史的 蓋然性 を 推察せ しむる に 止り て、 適確なる 史 實の據 りて 徴證 すべき もの を 見出し 難 0、 

第一 一 乃至 第三の 鄕士に 至って は 彼等 は 営時鄕 村に 住んで はゐ たけれ ども、 彼等 自身 は 其の 身分が 本來 武士で あり 且 

つ 近世 末期 兵 農の 地域的 分離が 進行した る 際 其の 過程に 流入せ すして 依然 農村に 止り つ、 武士の 自覺を 失 はな かつ 
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たもので ある。 第 四の 場合 は元來 城下 武士であった 者 を 農村に 出して 鄕士に 取り立て たる ものであって 武士た る こ 

とに 變 りなく、 唯在鄕 者と なりたる ことに 於て 城 下士と 異る のみで あり、 一 第五 類型の 鄕士 は德川 時代の 中葉 以後 の 

封建的 身分 關 係の 崩 壞 過程に 生じた もので、 封建制度 其 もの 、變 質と 引き離して は 其の 理念 を把擬 すべ からざる も 

のであって、 兵 農 分離 上 頗る 重要性 を帶 ぶる ものである。 卽ち 百姓に して 金穀 を獻納 して、 鄕士に 列せられ た 者 

は 實質上 農民で ありながら、 其 の 身分 を 武士階級に 列せられ たの で ある。 此の 種獻穀 ゃ獻金 に よ る鄕 士は必 すし も 

農民に 限らす、 彼等の 中には 其の 經營 する 營利 事業に より 貨 榕 を 蓄積して 產を 積み、 之を獻 上して 鄕士格 を 取得し 

た 町人 もあった。 是れ 所謂 町人 鄕士 と稱 せらる、 ものであって、 鄕士 制度 史論の 途上に 運び出す に は稍緣 遠い 感が 

ないで はない が、 等しく 德川 時代の 資本主義 制度 發 達に 伴 ふて 起り 來っ たもので あるから、 鄕士 制度の 中に 入れて 

考察しても 不可ない ので ある。 併し 此の 種 獻金獻 穀鄕士 は 其れが 農村 所 出に せよ、 町人 所 出に せよ、 元來 庶民の 分 

際に ある 者が 物 財 を獻納 して 武士の 身分 を 認められた ものであるから、 弊害の 見るべき もの、 少 くなかった こと は 

夙に 藤 田 東 湖の 指摘した る處 であ.^。 次に 第 六 類型の 鄕士の 事例と して は水戶 及び 江戸 幕」 おの 採用した る 兵制 度 

が最 よく 世に 知られて 居る が、 之 は 藩 財政の 窮乏に よって 武士の 人數が 減少した 場合 か、 乂は 幕府の 對 外事 乂は 

內地 動亂の 防備に 促されて 農兵より 徵 募した もので、 之 も 亦 幕末に 於け る 兵 農 分離 體制 終熄の 事赏を 端的に 物語る 

ものである。 最後の 第 七 種類の 鄕士 たる や、 之 も 亦 藩 肘 政の 窮乏に よって 家臣に 俸祿 を 完全に 給與し 得す、 . ^むな 

く 其の 補給 政策と して 若干の 藩士に 未 塾 地を扣 かしめ て歸 農を勸 め、 其處に 永住せ しめつ & 武士の 身分 を 認めた も 


のであって、 土 佐、 肥 前、 羽 前、 肥 後の 諸 藩に 於て 採られた 政策で ある。 

上擧 げたる 各種の 鄕士は 一 面 農民で ありながら、 他面 武士の 待遇 を 許されつ 、農村 生活 を營 みたる もので あつ 

て、 何れも 德川 初期 以來 身分 的に も、 地域的に も、 完全に 分離され 來 つたと ころの 武士と 農民が 德川 末期の 時代 的 

波濤に 搖り 動され、 今や 雨々 相 混 清して 農村 社會の 質的 大變化 を 導く に 至った ものである。 是れ 取り も 直さす 封建 

社會 が 今や 沒落期 に 入り、 武士階級が 其の 獨自 的權威 を 維持 し 得ざる に 至った こと を 立 證す る ものである。 

要するに 日本の 封建制度 は德川 時代の 中葉に 至って 一 大轉換 期に 入り、 諸， の 矛盾 を 其の 內に 孕み、 其の 變質狀 

態が 武士と 農民の 身分 制度に 逸く 反映して 兩 者の 身分 的幷に 地域的 分離 體 制の 類 廢 となって 顯 はれ、 曾て 住居 移轉 

不自由に して、 農耕 專ー であった 農民 をして 今や 却って 都市の 奉公人 又は 商工業者 たらしめ、 他方 富裕なる 町人 豪 

農 等が 獻穀獻 金して 武士の 身分 を 取得し、 叉 農村より 兵士 を徵 募し 或は 叉 窮乏 武士 を 農村に 出して 土着せ しむる 等 

等 の 諸政 策 によって、 町人と 百姓と を 身分 的 にも 地域的に も 接 觸混清 せし むる ことが 行 はれて、 兵 農 分離 體制は 愈 

有名 無實 となり、 其が 終末へ の 早瀬に 押し流さる 、のであった。 

斯く德 川 時代 の鄕士 中に は 中 f 遺存 の 農兵 の 家柄 を 受け 繼ぐも のが あると 共に、 德川 時代 の 持つ 社會的 特質 に K 

胎 する ものが あつたが、 其の 中で も 第五の 登用 鄕士と 第 六の 新規 徵 募の 農兵 制度 は 封建制度 末期の 特徵を 最もよ く 

顯現 する ものであるから. 此の 二者に 就きて は 更に 次 節に 於て 更 めて 詳論す るで あらう。 

註 m 舊 拙著の 「鄉士 制度の 研究」 に 於て は德川 時代の 鄕士を 本質 上より 分析— て 
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くるので あるから、 武士の 身分に 登りたり と は 云へ、 彼等に は 武士の 自覺 もなければ、 軍事の 心得 もな く、 隨 つて 

一 朝 事 あるに 際して は 何等 軍用に 立たない ものであった。 此の 點は 彼の 特置鄕 士ゃ救 濟鄕士 やが 皆 一 通りの 武術と 

軍法 を學 び、 又は 一 家相 傅の 兵法に より 多少な りと も 軍役 を果し 得た ると は 著しく 異る ものであった。 而 して 此の 

登用 鄕士も 一 鄕 中の. 信望 者より 拔擢 した ものである ならば、 其の 面目 を 充分に 發 揮して 弊害 を 曝露す る こと はな か 

つたで あらう が、 其の 然ら ざる 場合に は廣 々鄕村 社會の 協調 を 破り、 甚 しき は 家名 を 汚し 其の 身 を 亡ぼす こと さへ 

あるので あった。 例へば 德川 幕府の 直轄地た る豐 後の 日 田に 於て は 都 代 雀 田次郞 右衛門なる 者が 文久 三年 幕府の 命 

により 赴任した が、 彼 は 幕府の 權柄を 笠に 着て 陰險 剛慢、 肚裏 一片の 雅量 さへ 持たぬ 人であった。 営 時 夭 下の 大勢 

は 漸く 定まり 幕府の 形骸 は尙 存在して ゐて實 際 は 風前の 燈 火の 如き 形勢 下にあった こと を も 知らす、 彼 は 我 傣の限 

り を 盡し苟 くも 自己の 意に 充 たぬ もの は 忠直 の 良^も 之 を黜け 、 阿諛 迎合して 己に 媚 ぶる もの は 人 を 選ばす 寵 用し 

たので ある。 彼 は 管下の 富裕 者から 金 錢を徴 し、 金 武百兩 出せば 苗字 を 許す とか、 千兩 出せば 苗字と 共に 帶刀を 許 

すと かした ので あるが、 遂に は 僅に 四 五百兩 出せば 帶刀 御免と て 武士の 地位 を賣 つた。 隨 つて 彼の 下に 於て は賄赂 

公行し、 然も 彼 は 其の 不法 を 糊塗して 治績 を 自負し 傍若無人に 振舞った ので、 人民 何れも 眉を颦 め、 横暴 を 憎み、 

權 柄の 自負 右衛門とまで 掉 名して ゐ たと 云 ふ； s、 斯る暴 吏より 不法に 取り立てられ たる 鄕士の 素質が 如何に 劣惡で 

あつたか は 推察す るに 難くない。 併しながら、 數 多き 全國の 登用 鄕士 中には 殊勝の 心 懸けの ものが あり、 鄕士 とし 

て 苗字 帶刀 御免 を 受 くる は 固より 名譽 とする 所で ある けれども、 其の 特 遇が 子孫にまで 及べ は、 却って 子孫 驕奢 の 

^ 第 七 章 江戶 時代の 郷士 制度  .  一八 三 


第一 篇 兵 農 史斑論  一八 E 

心 を 生じて 一 象 滅亡の 原因と なるべき により、 我 一 代 を 限り 其の 待遇 を 蒙らん とて 其の 3ni を 藩主に 願出づ るので あ 

つた。 例へば 羽 後の 佐 竹 藩 本 城 村に 於け る 源之丞 なる 者の 先祖 は 曾て 陸 中 南部 氏の 藩士で あつたが、 故 ありて 同地 

に 亡命し 來り、 歸 農して 肝 煎 役 を 勤めて ゐ たが、 寬政 三年 一村の 指揮 宜しき 故 を 以て、 藩主より 其の 賞と して 苗字 

帶刀を 免許され た。 其の 時 源 之丞考 ふるやう、 自分の 先代 は 武を棄 て、 農民と なる、 然るに 我に 至り 帶刀 する は 先 

祖に 孝なら ざる ものと 思 ふ、 且叉帶 刀したならば 子孫の 者 は 奢侈の 心 を 生す るで あらう、 乍 去、 藩 命は默 止す る こ 

とが 出來 ないから、. 自分の 一 生涯 丈け ならば 苗字 帶刀 御免 を 請けても 宜しき 旨 を 願 出で て 藩主より 許可 を 受け、 自 

分 一 代 丈け I 田 字 帶刀を 御免せられ 生涯 一 一人 扶持 を 贈られた と 云 ふ。 

要するに 登用 鄕士は 幕府 叉 は 藩 財政 窮乏 を 緩和 せん 爲に行 はれた る 一種の 賣官 制度であって、 地方自治に 功勞ぁ 

りたる によると 云 ふの は 寧ろ 表面的 理由であった。 而 して 苗字 帶刀を 御免せられ たる 本人が 准 武士と して の 修養な 

く、 又 一 村の 龜鑑 たるべき 自信な き 場合に 於て は 却って 村民 怨嗟の 的と なり、 一 家 亡 減の 原因と なる のであった か 

ら、 賢明なる 登用 鄕士は 一 代 限り 其の 待遇 を 享受して 子孫に 繼承 せしめ ざるの 用意に 出で たので ある。 

註 S 小 野 精 一 、 御 許 騒動 記、 七 I 八 頁 

g 郡邑 記拔抄 (羽 後 國北秋 田 郡の 部) 

(口) 時代 的 特徴と しての 農兵 徴募 制度 

に 幕末の 時代 的特微 として 論議すべき は 庶民 服より 兵 を 募りて 彼等 を戰 線に 立た しめ、 义は 彼等 をして 軍の 雜 


役に 從 はしめ た 事で ある。 此の 農兵 徵募 制度 は德川 時代の 鄕士 制度の 分類に 從 へば 登用 鄕士 制度に 屬 する けれども、 

然も 其の 出現の 動機に 於て は 多分に 封建制度 崩壞期 特有の 新時代 的 意義 を 有する 兵 農 一 致 制、 卽ち 明治維新 後の 國 

民 皆兵 制 の 先驅的 形態 で あつたと 云 ひ 得 る の で ある。 

由來 武士階級 は 彼等の 把持す る 實カを 以て 內は 自己 階級の 破壤 をた くらむ 異分子 (浪人) を驅逐 し、 外 は 外寇に 

對 して 防備に 努 むべき 使命 を帶 ぶる もので あつたが、 封建制度が 發 達して 其の 最高潮に 達した 元祿の 頃から、 元々 

戰-鬪 員たり し 彼等 武士の 大部分 は 身心 共に 貴族 化し、 官僚化して、 社會 秩序 を 維持す る 爲の實 力 を 失 ひ、 却って 其 

の 身分の 遙に 劣りた る與カ 同心 等に より 社會 秩序が 維持 せらる 、狀 態とな り、 更に 义 幕末 邊海 多事なる に 際しても、 

旗下 又は 城 下士 等の 力 を 以てして は 到底 攘夷の 責務 を果す ことが 出來 ないやう になった か. ^ヽ 新に 農民 中より 兵 を 

募り、 之に 訓練 を與 へて 戰 線に 立た しめなければ ならぬ ことにな つたので ある。 ， 

農兵 は 幕」 付が 其の 天領 內に 於て 募集した る ものば かりで なく、 水戶 藩、 土 佐 藩 其の 諸 藩に 於ても 大に 募集せられ 

た。 表面上 は 武士階級より 徵 募した と 云って ゐ たけれ ども、 事實は 農村より 徴集した ものが 多かった、 例へば 德川 

氏 は 江戸の 旗本より 兵 を 募った ことがあ つたが、 其の 事實は 天領の 農村より 徴募した と 云 はれて ゐ V が。 而 して 幕末 

に 至り 兵 を 農村より 募った 例， の少 くなかった こと は- 左記 明治 初頭 書 出しの 「藩 制 ー覽」 に 見 ゆる 备 藩の 農兵 數に 

-徵 しても 明瞭で ある。 

新 谷 藩 袅 兵隊 二 小隊 百人餘 
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大野 藩 

米澤藩 

吉見藩 

高 崎 藩 

龍 野 藩 

田 原 藩 

龍 岡 藩 

高 岡 藩 

土 浦 藩 

淺尾藩 

新くて 幕府 一 


ほ 兵 K 史 K 誇 

農兵 四十 八 人 

f  ^saE. 小 田鄉、 鮎见 村、 荒砥 村、 中 山村、 糠！ 

管內 屯田ぶ ノ 野 目 村、 各 一 小隊 ッ 、 、 但 兵員 不同 一 


1 八 六 


農丘ハ 四十 五 人 

農兵 三百 六十 二人 

農兵 百 七十 二人  > 

農卒隊 一 小隊 但ー 小隊 五十人 ッ 、  . 

農兵 一 一十一 一人 夫卒牛 小隊 

雜卒 七十 人 £： 農籍 

農兵 三 小隊 

農兵 六十 四 人  - 

【於ても、 各藩に 於 て も、 對外 並に 對內 事情に 卽應す る爲に 兵 を 農村より 募集す る 必要 に 迫 ら れ たが， 

然も 其の 必要 を 最も 切實に 感ぜし めた もの は 海外 事情の 切迫であった。 ^ち歐 米諸國 の壓 迫と 干涉は 幕^ 並に 各潘 

をして 兵力 を增强 する の 必要 を 痛感せ しめて、 豊兵 募集 となった の で あ る 。 勝 海 舟 の 幕」 时 軍制 改 正に 對 する 意見書 

にも 同様の 考が現 はれて 居る、 曰く 

外交の 事 一 たび 起る に 及で は、 固より 一 府 一 藩の 力 を 以て 四邊 を扞禁 すべきに 非す、 必すゃ 國の民 一 致 同心 


其 全力 を 擧げて 之に 應ぜ ざる 可ら す、 是 兵制の 舊に 依る を 得すして 一 變 せざる 可らざる の氣 運と IK ふ 可く、 

然るに 今 兵制 を 革る の 必要 を感 すと 雖も 奈何せ ん從 前の 制度に 在て は全國 一致の 事 は 到底 望む 可ら す、 唯一 

時の 募兵 ある も 其 費用 殆ど 支 ふ 可らざる もの あり、 而 して 從 前の 制 を 致さん に は 彼の 所謂 武士なる 者 は 虚位 

座食して 全く 無用に 屬 せんとす、 於 是半高 上納の 令 ありと 雖 も怨聲 沸騰、 之が 處置を なすこと 極て 難し、 況 

や 其 募兵なる もの は 多く は 巿僧遊 手の 徒にして、 徒に 資給を 貪り 一時 を 糊口の 爲め にす るに 過ぎす、 亦 之が 

將領 たる 者 も 概ね 都邑 紈袴 子弟に して、 富貴に 成長し、 筋骨 尋 平時 其 調練なる 者 を 見る に、 徒に 形 似 を 摸 

擬し 外面 を粧 飾す るの み、 此輩 をして 一朝 生死の 硝烟彈 雨の 中に 爭 はしむ、 抑 亦 難しと iK ふべ し、 凡 兵 は 其 

輕 くして 巧な らんより 寧ろ 樸 にして 拙なる に 若 かす、 是れ 古今 地 着の 兵に 尙ふ 所なる， 敷。 

斯くて 各地 方に 1 り 農兵 募集が 盛に 行 はれ 始めた が、 其の 募集 方法 は 係りの 役人 を 農村に 派遣し 村 村の 庄屋 名主 

に交涉 せしめて 村內 農民の 屈強 者 を 選拔徵 集す るので あった。 例へば 嘉永ニ 年 五月、 江川 太郞左 衛鬥は 其の 頃屢々 

伊豆海 岸 を 窺 ひつ \ あった 夷狄 船 を 打 攘ふ爲 に 『(前略) 我 豆 州 韮 山 屋敷 最寄 支配 所 村. < 百姓 共の 內、 人物 相 選 農 隙 

見 計、 砲術 は 勿論 武術の 稽古 爲 仕置、 右體 非常 出張 仕 候 節 召 連 候へば、 其 場に 臨 駄引も 仕 易く、 制 法の 一端に も罷 

成、 萬 一 の 節 一廉の 御用に も 相 立 可 申 哉 (下略)』 云々 の 建議 を 幕府に 致し、 幕府 は 江川の 建白書に 對 して 卽刻 認可 

する こと をせ す、 其 の 事の 是非に 就き 熟慮 を 重ねつ、 あつだが、 遂に 文久 三年に 至って 之 を 認可す る ことにな つたの 

である。 現に 武藏國 北 多 摩 郡 田 無 村に は文久 三年 十 一 月 江川 代官の 手代が 出張し、 附近 重立の 名主に 農兵 募集の 事 
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を 申 渡し、 勘定 所より 小 筒 五 百 挺、 胴亂 其の 他の 下附 をな し、 應 募した る 農兵 は 韮 山と 江 戶新錢 座の 屋敷に 集めて 

敎 練せ しめたる 如き、 又旣に 前に も 引きた る璺 後日 田の 郡 代 窪 田次郞 右衛門 は文久 三年に、 幕府の 任命 を 受けて 同地 

に 赴任した が、 彼 は 前に 云った やうに 決して 良吏と して 數 ふべき 人物ではなかった けれども 然も 幕府に 取って は 鬼 

に 角 忠勤の 士 であり、 慶應ー ー年豐前四日市と豐後曰田町の近傍ょり鬥閥の家柄に育った子弟を徴集して^^^兵とし、 

其の 管 內に反 幕黨の 起らぬ やう、 且つ は 其の 頃 長 州 藩が 頻りに 幕" 肝に 反抗して 九州 迄， も 手 を 伸し 來 つたので、 長 兵 

侵入に 備 へる 意味で 農兵 を 創設した。 四日 市に 於て は 始めは 殺 手 隊と稱 し 五十 餘人を 養成し、 毎日 if 劍の 稽古 並に 

兵隊 訓練 を 洋式 を 以て 施し、 漸次 擴 張して 三百 人となり、 靑、 黄、 赤、 白、 黑の 五隊に 結成し、 其の 古參の 優秀な 

る もの を 隊長に 任じ、 其の 詰 所 をば 敎英 館と 稱 した。 日 田の 郡 代 は 元來 幕府より 兵 權を與 へられて はゐ なかった が • 

窪 田 は 此の 時 自己 の專斷 によりて 反 幕 運動 防壓 の 爪牙と して 農兵 制度 を 起し たので ある。 此の 農兵 は 幕府 の 長州征 

伐に 際し 長 州 勢 を邀擊 する 爲に小 倉まで 出陣した が、 小 倉 藩士が 敗北して 退却し つ、 あつたので 赏 戰に參 加せ す 引 

き 返した と 云 ふ。 然も 彼等 農兵 は 平素より 軍事的 調練 を經 ざる 所謂 烏 合の 衆に 過ぎざる ものであった から、 赏際戰 

鬪の 用に は餘り 役立た たかった らしい。 何と なれば 彼等 は旣に 遠き 以前から 農耕に 專 念し、 農業より 外に 藝 なき： 1^ 

となり 終って ゐ たから、 今 俄かに 彼等 を驅り 立て \ 兵士に 徵 集しても 其の儘で は 戰鬪の 用に 立たぬ と共に、 彼等 を 

兵士に 徴集した る 後、 全く 農業 を 忘却す る やうに て は 農兵の 實を失 ふこと になる から、 臭 耕の 業より 離れし めない 

やうに する 必耍を 感じて、 特に 其の に 注意 を拂 つた。 卽ち 一 E: 兵籍に 編入した 後 は 彼等に 調練 を 加へ て戰 11 の 術 


に 馴れし むる と共に、 兵營を 離れて 歸 村した る 後 は從來 通り 農業に 精勵 せよ と 訓示した の は何處 まで も 農兵と して 

の 性質 を 保た しめよう とした 政策の 現れで ある。 左れば 彼の 慶應 元年 五月 歩兵 組への 申 渡に は 『農 は 四民の 元、 士 

は 四民の 長と 云へ り、 扨 其方 共 事 四民の 元た る 身分に 生れ、 かりそめ ならす 御 軍役の 人數に 加り、 四民の 長た るべ 

き 末に 連り 候 事、. その 身の 冥加なる 事 を 能- 1< 心得、 今此御 時節 を 以て 先祖 代々 により 凡 三百 年の 間、 太平 之 御恩澤 

を 蒙りた る 萬が 一 を も 御 報 可 申 上假』 と あるが 如き 其の 一端 を 窺 はしむ る ものである。 

以上 は 要するに 德川 幕府が 從來 養ひ來 つた 麾下の 武力の みに て は 外 宼に對 しても、 內 覿に對 しても、 到底 其の 力 

及ばざる に 至った から、 農村より 兵を徵 して 戰鬪 員たら しめんと した ものである。 此の 種の 農兵 制度 は 前に も 一一 一国 

したやう に、 其の 性質 上 一種の 鄕士 たる ことに 相違 はない けれども、 其の 時代 的 意義より すれば 明治 初頭の 國民皆 

兵制 度が 旣に 早く も德川 末期の 社 會內に 胎動し つ 、 あ つたこと を 示す ものと 見て よい の である。 

註 W 小 栗 上野 介、 兵制 改革 意見書 (滕海 舟、 降： 車 歷史卷 二-丁 一) 

② 大山 敷 太郎、 幕末に 於る 農兵 論の 擡頭 (解 濟史 研究 ■、 第 十八 卷 五十六 號)  . 

藤 井 甚太郞 維新 前後の 農兵 (歷史 地理、 nn 本 兵制 史) 

g 潞澤榮 一、 雨 夜譚、 (靑淵 先生 六十 年史、 第一 卷、 一 四 三— 一 五 七 頁) 

S 滕海 舟、 陸軍 歷史卷 二十 三、 五 〇 頁 

g 矢 田 七 太郎、 慕 末の 偉人 江川 担 庵、 七 五 頁 (江川 太 郎左衞 門、 農兵 之 儀 申 上 候 書付、 嘉永ニ 年 五月) 

g 東京 府 民政 資料、 八 八 K 
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の 小 野 精 一 、 御 許 騒動 記、 九 頁 

g 勝 海 舟、 陸軍 歷史卷 二十 三 

第三 節 鄕士 の 生活 形態 

偖て 兵と 農との 地域的 分離 完成し、 農村 は 農民の 住む 所に して、 城下町 は 武士の 住む 所と 規定せられ たる 後に 於 

て尙 且つ 農と もっかす、 兵と もっかざる 鄕士 なる ものが 農村に 存在した と は IK ふ もの、、 此の 時代に 於け る 鄕士の 

生活 は 前代の 農兵 生活と は 其の 形態と 意義に 於て 著しく 異る ものが あった。 此の 時代の 鄕士 たる 葡族 鄕士、 特？ は鄕 

士、 救濟 鄕士、 登用 鄕士 は銘々 其の 形質 を 異にして ゐる けれども、 然も 何れも 當時 漸く 擡頭し 來 つた 资本 主義 制度 

と 縫合す る. 點に 於て 相 通す る ものが あった。 卽ち 彼等の 或 者 は鑛山 業を營 みて 互 利 を 占め、 义は他 地方と 物资 のん 父 

換を行 ふて 利益 を 占め、 又は 小作料 徴收を 目的と して 新田 開發を 企て、 廣大 なる 地面の 所有者と なる もの 等が あつ 

たので ある。 

德川 時代の 社-は 體 s: に は旣に 封建制度が 本來 持ち 傅へ たる 要素と、 次の 時代の 建設に 要する 新 W 子と が 相 並存し 

且つ 相 競合して 一種の 不安と 激情と が 其の 間に 豫感 せらる、 時代で あつたが、 然も 前代の 社會 慣習た る！： 閥 を 重ん 

する の 感情が 尙潛 在し、 豊 村に 在りても 會て 中世 期の 頃に 何々 城主の 魔 下であった とか、 义は 何々 氏の 配下で あつ 

たと か 云 ふ 傳統は 其の 家産の 豐 なると 相俟 ち、 一 鄉 一 村の 信用 を檠 ぐに 足る の もであった から、 各種の 鄉士中 特に 


s: ^ 鄕士の 如き は 其の 居 村 附近に 於て 土地 を 買占め、 叉 は 農工 商に 關 する 企業 を運營 し、 其の 功 を 成し 遂 ぐべき 諸 

諸の 便宜と 條 件が 與 へられて ゐた。 

獻金鄕 士中往 々鑛山 業 を營み 其の 利益の 一 部を獻 上して 登用せられ たもの もあった が、 此の 種の 鄕士は 姑く 別と 

する も、 諸 他の 鄕士は 多く は 小作料 並に 貸金 利子の 收入 により 生活す る ものであった。 而 して 此 等の 鄕士 中、 自ら 

手 を 下して 農業 を經營 する ものがないで はなかった けれども、 大部分が 不耕作地 主で あつたの は、 同時代に 旣に多 

分の 發達を 示した 資本主義 翁 度が 農村 社 食に 浸入し 來てゐ たこと を 語る ものである。  ■ 

斯くて 鄕士は 農村の 地主 並に 城下町の 豪商と 相 並んで 早期 資本主義 歷の 上部に 位置 を 占む る ものであった から、 

幕府と 各藩 は 彼等に 對 して 財政 經濟 上の 援助 を 求めざる を 得なかった。 蓋し 幕府 並に 各藩 は 依然として 領地 經濟の 

上に 立脚し、 財政 收 入の 基礎 を 耕作 農民の 貢租に 置いて ゐ たけれ ども、 然も 其の 財政々 策の 一翼 を 資本主義 制度の 

上に 托せざる を 得 なくなり、 城下の 町人 や、 農村の 鄕士ゃ 地主 やに 財物の 獻納を 命じ、 其の 報償と して 苗字 帶刀御 

免 を 認め ざ る を 得 ざ る 時代 的必耍 にまで 押し詰めら れてゐ たので ある。 

一 言すべき は、 旣に 其の 家柄が 前代 農兵の 所 出で あり、 德 川家康 より 特に 優遇すべく 令 達せられ 居る に拘ら す、 

特に 獻穀獻 金す るに あら ざれば 鄕士 となり 得す、 獻穀獻 金 行 はれて 始めて 鄕士の 資格 を 認められた 其の 理由 如何と 

云 ふに、 德川 時代の 初頭 以來 全國の 諸侯 中  一 二 を 除く 外 は、 悉く 其の 土地に 緣 なき 新 藩主が 入部し 來り、 何れも 自 

家 從來の 部下 を 擁して ゐて、 其の 入部 地に 土着し 居る 舊族鄕 士の輩 は 新 藩主に 取りて は 全く あかの 他人で あり 外様 
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で あ るから、 自ら 進ん で 彼等 を 重要視す る 心境に はなり 得なかった ので ある。 此の間に 在りて 若し 奮 族鄉士 が 其 の 

財力 を 提げて 新 藩主に 面從 する に 於て は、 其處に 始めて 親密なる 關 係が 新 藩主との 間に 生れ、 藩主より 進んで 苗字 

帶刀 御免の 特典が 許される のであった。 此の 事 は 本書 第二 篇の兵 農 史論 致に 收め たる 陸 中の 豐間根 鄕士、 出 雲の 田 

部、 糸 原、 撄井 鄕士、 石 見の 岡 本鄕士 等が 江戶 時代に 廸り來 つた 徑路 に徵 して 見ても 證明 さる、 ので ある。 

鄕士 たる 彼等 は、 其の 舊族 鄕士 たるに せよ、 特 置鄕士 たるに せよ、 救 濟鄕士 たるに せよ、 登用 鄕士 たるに せよ、 

其の 居 村に 在る 間 は 最高の 社會的 地位 者であった。 卽ち 其の 村に 庄屋が あり、 名主が あっても、 鄕士は 庄屋 名主の 

上位に あり、 村の 集會に 於ても 最上 席に 座す る 特權を 有した。 义租稅 納入に 際しても、 鄕士は 其の 租稅を 村 役宅た 

る 庄屋 名主 方へ 運搬す るに 及ばす、 通例 直 上納と 稱 して 直接 藩の 收 納所に 携行 すれば よいので あった。 是れ 取り も 

直さす 彼等の 社會的 地位， が 最上 位に 在る 所から 來る ものであって、 租稅の 如き 敢て 身分 低き 庄屋 や 名主の 手 を經る 

を 要せす とせられ たるに 由る ので ある。 然れ 共斯の 如き は 唯 農村に 在る 間 丈け であって、 一 たび 城下の 家中 士と並 

び 立てば、 鄕士 輩の 頭 は 上らす、 其の 地位 は 一段 下らざる を 得ない のであった。 

新くて 彼等 鄕士は 農村に 於て は 其の 家 歷の新 古 を 問 はす、 一 般 農民と は 著しく 懸け離れ たる 高位の 家柄で ある 上 

に、 多く は， fl 地资本 乂は貨 |B 资產を 擁し、 且つ 藩廳 役人と は 終始 往來を 絶やさ f る 有識者で あるから、 其の 間に 

見 自ら 備 はり、 一 鄕 一 村の 鎮めと して、 义 »々 溜池の 築造、 道路の 修繕、 灌溉 排水溝の 築造 等 を企畫 して 功績 を樹 

つる ものが 少 くなかった。 ^し 义數 ある 鄕士 中には 其の 許された る 特權を 笠に 着て 鄉村 住民に 對し 横柄に 構へ、 又 


小作料、 貸金の 利子 取 立て を 苛酷に 行 ふて 一 授 暴動の 原因 をな す もの さへ も少 くなかった。 元 來德川 時代の 百姓 一 

撲に對 して は 庄屋 名主 は 百姓 側の 代表者と して 藩主に 强訴 する もの もあった けれども、 叉 中には 却って 近鄕の 百姓 

より 怨敵 li せられ、 暴徒 打 毀の 目的と せらる 、 こと もあった が、 斯る際 村 役人なら ざる 鄕士は 多く 農民 襲撃の 標的 

とせられ、 叉 自ら 進んで 上司の 爪牙と なり 暴徒 鎭壓の 役に も 営った。 是れ 鄕士は 其の 身分が 武士であった 丈け 農村 

騒擾の 際に は 概ね 藩主 側に 加擔 せざる を 得なかった からで ある。 彼の 外 城 制度 を 以て 固められ たる 鹿兒島 藩の 農村 

に 百姓 一 投の 起り 得る 餘 地の 少 かった の は 此の 邊の 事情に よるので ある。 

要するに 德川 時代 特有の 社會的 意義 を 有する 鄕士の 一 部 は 中 I 期 農兵と 史的 連綿 性の 相 通す る ものが ある けれど 

も， 彼等 鄕士は 多少な りと も 早期 資本主義 制度の 影響 を 蒙らない ものはなかった。 別言すれば、 中 # 農兵と 同様の 

語 を 以て 表現 せらる、 德川 時代の 鄕士  (農兵) 中には 同時代に 發 達した る 資本主義 制度と 縫合し 居る ものが 少 くな 

かった ので ある。 

, 第 四 節鄕士 制度の 崩壞 

は 未だ 封建制度の 支配 下に 在って^ 士 階級が 最上の 位置に 座せ るに 拘ら す、 武士の 體面 にも 係 はるべき、 否な 

武士の 統制 力 を 失墜せ しむべき 寶官 制度 に 匹敵す る 登用 鄕士の 如き 制度 が 採用せられ たと iK ふこと や、 更に 义 武士 

支配力 の 減退 を 意味す る 農兵 募集 制度 の 如きが 見られた と iK ふ こと は、 封建制度 其 の ものが 漸く 崩 壌 の 端 を 問いた 
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こと を 物語る ものであった。 固よ り 我 封建制度 崩壤 の 原因と して は 彼の 幕末の 思想 運動た る 勤王 論の 擡頭 並に 海外 

諧 國の壓 迫に 對 する 國民的 聯合 運動な ど擧 ぐべ きものが 多く ある けれども、 本書 構想の 關 する 限り、 上記の 二 事 IS 

を以 て 我 封建制度 崩壤 の 最大 原因と 看做し てよ いと 思 ふ。 蓋し、 明治維新 は 王 政 復古 の號令 下に 赏現 せられた と は 

云へ、 歷史 進化の 法則より 見れば、 資本主義 革命たり しこと に 相違な く、 末期 封建制度の 特徴の 半面 を 現 はせ る鄉 

士 制度 の 如き も亦此 の 潮流に 押され て 自ら 崩壞し 行く のであった。 

明治維新 成立の 際に は舊 族鄕士 も、 特 置鄕士 も、 救 濟鄕士 も、 登用 鄕士も 半面 唯 心的なる、 他面 唯 物的なる 衝動 

に刺戟せられて明洽新社會 へと^；^進した。 而 して 維新の 際 唯 心的 衝動に 刺戟 せられて 動きた る 鄉士の 例と して は 文 

久 度に 於け る 大和の 十 津川鄕 士を擧 ぐる ことが 出来る。 十津川 鄕士は 南北朝の 昔、 十津 川の 溪 谷に 遁 入して 五 百年 

間隱棲 生活 を續 けた 由緖 深き 舊族 であるが、 彼等 は 幕"， 壤の 徴候 顯然 たる を 見る や、 逸く 京都の 中 山 卿 其の 他と 

連絡して 幕府 討伐の 帥 を 起し、 其の 第一線に 躍り 出で た。 蓋し、 公卿 は本來 皇室の 藩屛 であるから、 公卿と 聯絡 を 

取る こと は 勤王 運動 を 成功に 導く 最上 策と 信じた の で あるが、 其の 最も 典型的なる ものが 十津川 鄕士で あった。 十 

津 川鄕士 中に 在りても 橋 本 若 狭、 藤 井織 之 助、 野 崎 主計の 如き は 何れも 其の 祖先が 南朝の 忠 E であった と 1K ふ  ー{ 豕 

相 傅の 自覺に 基き て文久 三年に 厥 起した ので あ 「つ。 

諸 他 の鄕士 は资本 主義 革命 を 起動 力と し て 封建 社會 より 脫却 せんこ レ」 を 念と す る ものであった。 惟ムに 常時 の 鄉 

士は 衰亡 期 封建 社 食の 前途 を 見 透す 丈け の 識見 は 有して ゐて も、 眞に 社會變 革の 豫兆を 把握す るに は 更に 彼等より 


以上の 識見と 力倆 を 有する 志士の 指導 を 受けねば ならなかった。 然も 志士 等 は 何れも 赤貧 洗 ふが 如き 貧困 者で あつ 

たから、 勢 ひ田舍 の有產 者で あり、 且つ 一 鄕の 識者た る 鄕士の 支援 を受 くる 必要 を 見た ので ある。 卽ち 志士 等 一 た 

び 地方に 旅行して、 鄕士に 接する や、 鄕士 は旣に 幕府 又は 藩主から 苗字 帶刀 御免の 身分 的 待遇 を 受けて はゐて も、 

半面に は 絶えざる 經 濟的誅 求の 苦痛 を 感じ 居る ものであった から、 遠來 志士の 勤王 討伐 論に 心 動きて 反 封建思想 湧 

然として 起り、 進んで 物資 を 供給し 叉 は 自ら 第一線に 躍り 出で て 勤王 運動の 發展を 助く るので あった。 此 等の 事實 

に 就て は 著者が 別に 論考 を 試みて あるから 其れ を參 照せられ たい。 

斯くて 維新 大變 革の 際 物資 供給に 於て 又は « カ行 使に 於て、 一臂の 勞を吝 まなかった 鄕士は 大政 一 新 完成 後に 於 

ける 営 然の歸 結と して、 明治 資本主義 組織に 編入 せられて 農村の 地主 層 を 形成す るに 至った ので ある。 卽ち 昨の 鄕 

士 今や 明治 新 杜會の 地主と して 叉 は 金融資本 家と して 政治的 幷に 經濟的 優越の 地步を 或は 村に 或は 町に 占む るに 至 

つたので ある。 繰り返して 云へば、 明治 新 社會は 其の 經濟的 部面に 於ても、 政治的 部面に 於ても、 總 て是れ 資本 主 

義 的に 編 組せられ たのであった から、 舊鄕士 等 は 其の 傳統と 財力 を 以て 維新 後の 新 社 會に乘 り 移り、 其處に 於て 種 

種の 名譽 職を與 へられ、 有志 家 本位の 社 倉體制 建設に 寄與 したので あるが、 其の 中には 町村 役場 吏員 や、 小 學校敎 

員 や、 巡査 等に 職 を 求む る もの も少 くなかった。 中 * 末期に 城下町へ 集中せ す、 依然 農村に 踏み 止って 農民 生活 を 

續け來 つた 鄕士 等が、 今や 明治維新に 際し、 城下の 家中 士等 がー 齊に沒 落し 行く を 尻目に 見て、 一路 時代 的 躍進 を 

遂げた の は、 近 *1 日本 農村 社會 史上に 於け る 最も 目覺 ましき 現象で ある。 
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iifi  S の 一 橋 本 若 狭、 初の 名 は 藤-お、 後 若 狭と 改む、 大和 宇 智郡瀧 村の 鄉士益 田 某の 笫四 子な リ、 延 元年 丹 生 神社 祌職欲 

本 信 政の 嗣 とな リ、 姓 を 橋 本と 改む、 夙に 勤王の 志 ぁリ、 文久 三年 大和の 義兵 起る や、 同 の士中 井元 定 等と 之に 投じ 

所々 に轉戰 す、 IJil 屋 口の 戰 に青鬨 敵の 圍を 破リ、 京師に 逃れ、 平 岡 鴻 平と 會し俱 に 王 河に 走リ、 後ち 又 京師に 出で 年 

冬 大阪 にあ リ たる 時、 慕 吏に 捕 へられ、 慶應 元年 七月 遂に 獄中に 斬られた リ、 時に 年 四十 SE、 維新の 後 正 五位に s=j 贈せ 

らる。 (梶屋 信 平 I ほ 天誅 糾 烈士 戰誌、 五三 K) 

山の 二 藤 井織 之 助、 大和 國吉野 郡十津 川の 鄉士 なリ、 文 久癸亥 中 山忠光 卿の 義舉に 從ひ盡 す こと 多し、 ISf 應丁 卯の 冬、 

驚 尾 隆聚の 高野山に 兵を舉 ぐる や 軍監兼 隊長と 爲 れリ、 王政 維新 後 北 越に 從 5* し、 長！： 、追擎 の 際、 敵 丸に 中リ a 偽し、 

其 癒 ゆべ からざる を知リ ilrp- す、 明治 三十 一 年 七月 四日 特旨 を 以て 正 五位 を 贈らる。 (柅屋 信 平 I ほ： 人；^ 糾烈む 戰：？ I、 

ニニ 七 買) 

W の 三 野 崎 主計、 大和 國吉野 郡十津 川の 鄉士 なリ、 勤王の 志 厚く 國 事に 奔走せ リ、 文久 三年 士  a 村 寅 太 郎等 忠光卿 を掩し 

義舉の 時 之に 加 はリ、 後 義軍 敗れた る 時、 十 津川鄕 の 爲に身 を 犠牲と し、 同 鄉を救 ひたる 人な リ。 明治 二十 四 年 十二月 

十七： H 正 五位 を 追贈 せらる。 

和 歌 

大 につ か へ ぞ まつ る 其： r ょリ 

わが 身 あ リとは 思 はざリ けり 

打つ 人もう たる 丄人も 心せよ 

同じみ くにの 御た みな リ せば (梶屋 信 平 P 天誅 組 烈士 戰誌、 二 一  六 to 

0 小 野 武夫、 百姓 一 校 乎 勤王： 束 乎 (一， 村社會 史論 講」 敉錄. } 


g 畏井政 太郎、 上 杉 藩の 鄕士 聚落の 研究 (山形 縣鄉土 w 究會 郷土 研究 叢書 第 六卷、 九 八页： T 尙 本書 は 米 .t 藩の 鄕士 制. & 

を a 本： S に W 究し たもので あって、 同藩の 本 制度に 關 する 研究と して は 代表的な ものである。 
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第 八 章 近代的 國民 皆兵 制の 成立 

第一 節 徵兵令 制定の 動機 

明治維新の 變革 と共に 封建的 身分 制度に 基く 武士階級 は 一 朝に して 廢滅 を吿 ぐるに 至った ので あるが， 武門 階級 

の廢 類と 共に 新に 必要 を感 する に 至った もの は國 軍の 編成 卽ち徵 兵 令を實 施して 新 集權國 家の 兵制 を 建つ る ことで 

あった。 同 令の 發 せらる、 に 先ち 明治 二 年の 頃 兵 部 卿大村 S 次郞は 逸く も 世襲 的 兵士の 缺陷を 看破し、 士族の 常 職 

を 解き 其の 佩刀 を 禁じ、 進んで 全國 民より 兵を徴 する の 必要 を 主張した が、 同年 九月 遂に 凶 匁に I おれて 彼の 素志 は 

挫折した。 其の後 山 縣有朋 は 長州奇 兵隊の 軍監に 任じ、 其の 兵隊 中に 農兵 ありて 戰鬪上 侮るべからざる もの ある を 

見、 明治 二 年 自ら 歐洲を 巡 歷し普 怫兩國 の 軍制の 整備せ る 事實を 見て 啓發 せられ、 國民 皆兵 制に よる 軍備 充赏 の必 

耍 切なる を 感じた が、 彼 は 明治 三年 八月 歸 朝して 兵 部少輔 となり、 大 村の 遺志 を 踏襲し、 陸軍々 制 を 定め、 明治 三 

年 十 一 月徵兵 規則 を 作り、 各 道府縣 藩より 士庶を 問 はす 强壯者 を 選み 一 萬 石に 就き 五 人 宛の 壯丁を 大阪兵 部 省に 差 

出さし、 めて 先づ之 を畿內 五ケ 國に實 施した。 是れ 維新 後 初期の 徴兵 令であって 事は豫 期に 反する ものが あった けれ 

ども、 兵制 沿革 上 大に注 EG すべき ものであった。 後ち 明治 四 年 十二月、 兵 部 少輔川 村 純義は 西鄕從 道と 連名して 徴 

兵 令に よる 常備 • 豫備軍 編成の  ん務を 主唱して 山縣の 素志 貫徹 を 助く る ものが あつたが、 翌五年 山縣は 陸軍 大輔と 


なり、 特に 西 周 等 を 派遣して 獨逸 兵制 を 調査 譯述 せしめ * 之に 基き て 徴兵 令 案 を 起草し、 宮本信 順、 曾 我祐準 等と 

討議 を 重ね、 遂に 愈 ~ 成案 を 得て 明治 五 年の 徵兵 令發 布にまで 漕ぎ 附 けたので ある。 尤も 此の間に 於て 山 田 顯義の 

如き は、 明治 四 年 軍制 調査の 爲め歐 洲を巡 歷し歸 りて 兵 部大丞 となった が、 彼の 意見 は 原則として 徴兵 令の 實施を 

認 むる も、 其れに 先ち 一 般 軍事 敎 練に 要する 幹部 養成の 爲に 士官 及び 下士官 養成 所 を 設け、 然る 後 之を實 施すべし 

と 云 ふに ありて、 畢竟 徵兵 令實 施の 尙早 論者で あつたが、 結局 彼の 意見 は 採用せられ す、 卽行 論者の 意見 勝 を 制し 

て 明治 五 年の 徵兵 令と なって 現れた。 然 らば 営 時 率先して 徵兵 令の 實施 を唱 へた 山 縣有朋 の 論 33 は 如何なる もので 

あつたか、 彼の 建議に 曰く、 

兵 は國を 守り 民 を 護す るの 要たり。 而 して 我邦從 前の 法 之れ を 士卒の 常 機と し、 更に 文武の 別 ある 無し。 今 

文 職 武官 其の 途を 異にし 士卒の 常 職を廢 し、 別に 撰 任して 之れ を 養 ふ、 亦た 兵制の ー變 たり。 故に 其の 沿革 

と 其の 時宜と を 計り 現場の 方法と 將來 目的と する 所と を考定 せざる ベから す。 

謹んで 按す るに 兵部卽 今の 目途 は內に 在り、 將來の 目途 は 外に 在り、 然も 詳 かに 之れ を 論 すれば 內外猶 一 の 

如し。 未だ 始 より 分別す ベから す、 何と なれば 外に 備 ふるの 目途 旣に 立ち 其 措置 宜しき を 得ば、 內事は 憂 ふ 

るに 足らす、 誠に 天下 現今の 兵備 を 論ぜん に 所謂 親 兵 は 其の 實聖體 を 保護し、 禁闕を 守護す るに 過ぎす、 四 

管 鎮臺の 兵總て 二十 餘 大隊、 是れ 內 國 を鎭壓 する の 具にして、 外に 備 ふる 所以に 非す。 海軍の 如き は 數隻の 

戰艦も 未だ 盡く 完備す るに 至らす。 是れ 亦た 果して 外に 備 ふるに 足らん や、 抑 ~ 復古 以來 制度 ョに 新に 月に 
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就み 遂に 営 今 郡 縣の眞 治に 歸し、 天下の 藩 兵 を 解き 天下の 兵器 を收 め、 海內の 形勢 始めて 一 變す、 是の 時に 

赏 りて？ 一  n.: 宜しく 速に 廟議を 定め 外に 備 ふるの 目途 を 確定せ ざるべ けんや。 

兵 部の 議 其の 一 に 曰く、 內 地の 守備 を詨 く、 其の 目 二つ あり、 曰く 常備 兵、 曰く 豫備 兵。 夫れ 常備 兵 を S く 

各國 衆寡 同じから す、 就中 魯西亞 最も 衆く 米 利 堅 最も 寡し、 其の 故何ぞ や、 各 國政體 皆 同じき こと 能 はす、 

和 蘭、 白 耳義の 如き は i 设爾 たる 小國 なり。 大國の 間に 介 まり 其の 輕侮 凌駕 を 免れん と 欲し 日夜 孜々 勉勵 守備 

怠らす、 故に 其の 土地 人口 皇國 三分の 一 に 過ぎざる もお 能く 常備 を 置く こと 四 五 萬 を 下らす、 今 我 朝 を 以て 

之を考 ふるに 彼れ 唯 だ 兵事の み 之れ を 主と し、 他の 事務に 於て 敢て 顧みざる もの、 如し。 然れ ども 其國 凡百 

の 事 並び 行 ふて 廢 せざる もの は 其の 故 他に あらす、 目途 旣に 立って 措置 其の 直しき を 得れば 也。 常に 常備の 

設け は 方今 第一 の^.^務、 一 日 も猶豫 すべから す、 宜しく 府縣 地方 大小 廣狹 に應じ 勇敢 健 壯の丁 男 を 撰び、 之 

れに敎 ふるに 洋式 陣法を 以てし、 練磨 習熟せ しめ 以て 臨機の 用に 供すべし。 所謂 豫備兵 は 常に 隊刚 中に 在ら 

す、 平時 は 放って 家に 歸 らしめ 事 ある 日調發 差遣す る ものな り。 歐 洲各國 此の 兵 あらざる なし。 而 して 普 漏 

西 最も 衆く、 全國の 男子 皆兵 事 を 知らざる なし、 其の 近 歲佛蘭 西と 構 兵し 大勝 を 得る もの、 蓋し 豫備 兵の 力 

多き に 居る。 今皇國 其の 制 を 定め、 全國の 男子 生れて 二十歳に； 干； り、 身體 强壯、 家に 故障 無く 共役に 充てし 

むべき もの 士庶を 論ぜす、 之れ を 隊伍に 編 束し 期 年 を經、 更番 して 衆に 歸るを 許すべし。 然ると き は 全國ー 

夫と して 兵なら ざる 無く 人民の 住む 所と して 守備 あらざる 無し、 斯の 如くに して， 而 して 守備の 設け 始めて 


具 はると 云 ふべ し。 

其の 二に 曰く、 沿海の 防禦 を定 む。 卽ち戰 艦 を 造る 也、 海岸 砲臺を 築く 也 £ 

其の 三に 曰く、 海陸 兩 軍の 资本を 造る。 其の 目 三つ あり、 曰く 兵學 寮、 曰く 造兵 司、 曰く 武 司， £ 

或は 曰く 今の 時 兵 部の 事 固より 急な り、 然れ ども 廟堂 上より 之 を 觀れば 其の 他 百般 施設の 途 極めて 廣く 決し 

て 天下の 財力 を盡 して 兵 部の 一省に 資する 能 はす。 何と なれば 天下の 事 日に 開け 月に 化し 百年 並び 興る。 故 

に 兵 部 一 歩 を 進む とき は 他 も 亦 一 歩 を 進めざる を 得す、 共に 進み 共に 起り、 天下 始めて 爲す 可き 也と。 是れ 

大に 其の 本 を 知らざる の 論 り。 兵 部の 議 素より 天下 百般の 事務 を 止め、 全 國の租 入 を 攫 取す るの 謂 ひに あ 

らす。 凡そ 時に 緩急 あり、 事に 先 後 あり、 廟堂の 上に 座す る もの 古に 稽へ今 を 度り 其の 終始 輕重 を詳 かにせ 

すん ば あるべ からす。 き 今や 魯國 セバ スト ポ ー ルの 盟約 を 破り 益々 南進 せんとす。 此 時に 営り 常備 淸兵 を備 

へ、 無 數の豫 備兵を 設け、 戰艦を 造り、 砲臺を 築き 將士を 育し 器械 彈藥を 製造 貯蓄す るに 至て は、 國家實 に 

其の 費用に 勝 ふべ からすと 雖 ども、 是れ 必要の 大事^ めんと 欲して 止む ベ からす、 備 へ ざらん と 欲すと も 一 

日も備 へざる ベ からざる ものな り。 今日 四海 萬國 皆然ら ざるな し。 況んゃ 北門の 强敵 日に 迫らん とする の 秋 

に 於て を や、 若し 夫れ 施設の 方法 養 兵 造 頫其他 一 切の 計算に 至て は 後日 を 待ち 詳悉 上陳 せん、 是れ兵 部 営 今 

の 方法な り、 卽ち 將來の 目途な り、 謹んで 議す。 

辛 未 十二月 二十四日 
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第一 篇 兵 農史溉 SS  二  G 一一 

兵 部大輔 山 縣.！ 朋 

兵 部少輔 川 村純義 

兵 部少輔 西 鄕從道 

歐洲 兵制の 整備せ る を 目撃して 日本に 國民 皆兵 制に よる 國軍 編成の 急務なる を 痛感した 彼 は 一 日 も 早く t 兵 令 を 

實 施して、 兵 を 全國民 殊に 全國 農村の 壯 丁より 徴し、 以て 國內 の騷 亂に對 して は 勿論、 海外 列國の 醍^に 備 へしめ 

ん としたの である。 斯 して 山 縣有朋 は 我 近代的 國民 皆兵 制の 生みの 母で あり、 叉 育ての 父と も 云 はるべき 功勞 者で 

あった。 

註 W 山 驟有朋 、徵 兵制 度 及 自治 制度 確立の 沿革 (明治 憲政 經濟 史論、 三 八 六— 三 九 七 K) 

S 山 田顯義 建白書 (明治 文化 全集 、第二 十三 卷、 一 五— 二 四 頁) 

% 公 群 山縣有 朋傳、 第二 卷 一八 二 I 一八 七 頁 

第二 節 徵兵 令の 實施 

徴兵 令が 全國 に實 施せられ たの は 明治 五 年であった けれども、 其の 之 を 行 ふ 前 に は 種々 なる 方面より して ：！ 令 

施の 障碍と なるべき 種々. の 惰性 的舊 慣習 や 法制が 殘 つて ゐ たから 先 づ之を 除去せ ねばならなかった。 仍て 明治 新政 

府は 逸く 農民に 對 する 苗字 禁止 令の 廢止 や、 蓄髮 俗の 廢止 や、 異 階級 間の 通婚 禁止法の 廢止 や、 四民 職業 上の 制限 


法 やの 廢止 を實 行した。 是れ實 に 封建制度 崩壤後 の 明治 初頭に あって は 不可 缺の 政策で ある。 此 等の 舊 慣習 は 何れ 

も 中世 以降 封建制度の 生成 期に 發 達した 習俗で あるから、 ー齊に 之が 廢止を 見た の は 時代 轉步の 促す 處で、 當然の 

歸 結と 云 はねば ならぬ。 今 其の 事實を 具體的 に說 明す るなら ば、 明治 三年 九月 十九 日 太 政 官布吿 第 六 百 八號を 以 て 

『自今 平民 苗字 差 許 候 事』 と 令し、 數 百年に 亙り 武士と 四民と を區 別す る爲に 禁じ 來 つた 苗字 を 之より 一般に 使用 

せしめた。 叉 同年 十 一 月 十三 日の 太 政 官布吿 第 八 百 一 一十 六號を 以て 舊來の 兵長 分離 を 改めて 新に 國民 皆兵 制 を 立つ 

る 趣 じ a を宣 ベ、 翌四年 四月 十八 日の 同 布告 第 百 十九 號 にて は 平民の 乘馬を 許 同年 八月 九日の 同 布告 第三 百 九十 

八號 にて は 『散 髮、 制服、 略服、 脫刀共 可, 爲ニ 勝手 一事』 と 述べ、 同月 二十 三日の 同 布告 第 四百 三十 七號は 『華族 

より 平民に 至る 迄、 互 婚姻 被-一 差 許 1 候條、 雙方 願に 不, 及、 其 時々 戶 長へ 可 二 届出 一 is』 と 令した。 謂 ゆる 高貴なる 

身分の 者と 平民との 間に 於け る 階級 的懸絕 は玆に 於て 根本的に 撤廢 せられた ので ある。 次で 同年 十一 一月 十八 日の 太 

政 官布吿 第 六 百 五十 四號を 以て 國民は 農工 商 其の 他 如何なる 職業 を 營むも 全く 自由で ある こと を 述べ 『華 士族 卒在 

官の 外、 自今 豊ェ 商の 職業 相 營候被 二 差 許, 候 事』 と 令して、 身分に よる 業の 世襲 制度 を崩壞 せしめ、 以て 新なる 

四民 千 等の 上に 立ち 兵 を 徴集す る ことにし たから、 之に よって 新 徴兵 令實 施の 用意が 整備せられ、 其の 素地が 與へ 

ら れた譯 である。 

此の やうに 舊來の 身分 的 諸 制度 を 逐次 切り崩し 來 つた 新 政府 は 遂に 明治 五 年に 至って 徵兵 令を發 布し、 名實 共に 

具り たる 國民 皆兵 制の 號令を 宣布した。 封建的 社會關 係の 一 大 支柱であった 兵袅 分離 體制は 遂に 兹に 最後 的に 而し 
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て 最も 完全に 崩壞 して、 新體 制に よる 兵制の 樹立 を 見る に 至った ので ある。 卽ち 同年 十 一 月 一 一十 八日の 太 政 官布吿 

第三 百 七十 九號に 曰く  • 

今般 全國 募兵 ノ儀、 別紙 ノ通リ 被 二 仰 出 一 徵兵令 被 二相 定 1 候條 各、 御 趣 33 ヲ 奉戴 シ末々 -I 至ル迄 不，^ 樣布達 

可 レ致總 シ テ 細大 ノ 事件 ハ 睦軍 海軍 兩省 へ 打 合 可， 申此 da 相 達 候 事 

但徵兵 令 及徵募 期限 ハ追テ 可， 一 相 達， 事 (別紙) 

. 詔 書 寫 

朕惟ル 二、 古昔 郡 縣ノ制 全國ノ 丁壯ヲ 募リ軍 圑ヲ設 ケ以テ 國家ヲ 保護 ス、 固 ヨリ 兵 農ノ分 ナシ、 中世 以. 降お 

權武鬥 二 歸シ兵 農 始メテ 分レ； 遂ニ 封建 ノ治ヲ 成ス、 戊辰 ノ 一新 ハ實 ニニ 千有餘 年來ノ 一大 變革 ナリ、 此際 

-1 當リ、 海陸 兵制 モ亦時 ニ從ヒ 宜ヲ制 セサル へ カラス、 今 本邦 古昔 ノ制ニ 基キ、 海外 各國ノ 式ヲ斜 酌シ、 全 

國 募兵 ノ法ヲ 設ケ、 國家 保護 ノ基ヲ 立ント 欲ス、 汝 百官 有司 厚ク 朕 カ意ヲ 體シ、 . せ ク之ヲ 全 國ニ吿 論 セョ。 

明治 五 年 壬 申 十 一 月 二十 八日 

-微 兵吿諭 

我 朝 上古 ノ制海 內擧ケ テ兵ナ ラザル ハナ シ、 有事 ノ日 _大 子 之 力 元帥 トナ リ丁壯 兵役-一 甚ュ ル者ヲ t:^ リ以テ 


不服 ヲ征 ス， 役 ヲ解キ 家 ニ歸レ ハ農タ リエ タリ 叉商賈 タリ、 固 ヨリ 後世 ノ雙刀 ヲ帶ヒ 武士 ト稱 シ、 抗顏 座食 一 

シ、 甚シキ 二 至テハ 人ヲ. 殺 シ官其 罪ヲ問 ハサ ル者 ノ如キ 二 非ズ、 抑 神武 天皇 珍彥ヲ 以テ葛 城ノ國 造トナ セシー 

ヨリ、 爾後 軍 團ヲ設 ケ衞士 防人 ノ制ヲ 定メ、 神龜大 平ノ際 ニ至リ 六」 二 鎭ノ設 ケ始テ 備ル、 保 元 平 治 以後 朝 一 

綱 額 弛、 兵 權遂ニ 武門 ノ手ニ 墜テ、 國ハ 封建 ノ勢ヲ 爲シ、 人 ハ兵農 ノ別ヲ ナス、 降テ後 f  ニ至リ 名分 全 ク泯ー 

沒シ、 其 弊 勝 テ言フ 可 カラス、 然ルニ 大政 維新 列藩 版圖ヲ 奉還 シ、 辛 未 ノ歳ニ 及 ヒ遠ク 郡縣ノ 古-一 復ス、 世 一 

襲 座食 ノ士ハ 其； i ヲ 減シ、 刀劍 ヲ脫ス ルヲ 許シ、 四民 漸ク 自由 ノ權 ヲ得セ シメン トス、 是レ 上下 ヲ 平均 シ、 

人種 ヲ齊 一 二 ス ル道ニ シテ、 卽チ兵 農ヲ合 一 ス ル基 ナリ、 是 ニ於テ 士ハ從 前ノ士 二 非ス、 民 ハ從前 ノ民ニ ァ. 一 

ラ ス 、 均シ ク皇國 一 般ノ民 二 シ テ國 ニ報ス ルノ 道モ固 ヨリ 其別ナ カル へ シ、 凡ソ 天地 ノ間 一事 一物 トシ テ稅ー 

ァ ラサル ハ ナシ、 以テ國 用 二 充ッ、 然ラ ハ則チ 人 タル モノ 固 ヨリ 心カヲ 盡シ國 二 報 ゼザル ベ カラ ス、 西 人 之： 

ヲ稱シ テ血稅 トス、 其 生血 ヲ以， テ國 二 報 スルノ 謂 ナリ、 且ッ國 家 二 災害 ァ レ ハ人々 其 災害 ノ 一  分 ヲ受サ ルヲ； 

得ス、 其 故 二人々 心 力 ヲ盡シ 國家ノ 災害 ヲ防ク ハ則チ 自已ノ 災害 ヲ防 クノ基 タル ヲ知ル へ シ、 苟 モ國ァ レ ハュ 

則チ 兵備 ァリ、 兵備 ァ レ ハ則チ 人々 其 役 二 就 力 サルヲ 得ス、 是ニ 由テ之 ヲ觀レ ハ、 民兵 ノ法 タル 固 ヨリ 天然 

ノ理 二 シテ、 偶然 作 爲ノ法 二 非ス、 然リ而 シテ其 制 ノ如キ ハ 古今 ヲ掛酌 シ時ト 宜トヲ 制 セサル へ カラス、 西 一 

洋 諸國數 百年 來 研究 實 踐以テ 兵制 ヲ定 ム、 故 ヲ以テ 其 法 極メテ 精密 ナリ、 然レ It 政體 地理 ノ異ナ ル悉ク 之ヲ； 

用フ可 カラス、 故 二 其長ス ル所ヲ 取リ、 古昔 ノ 軍制 ヲ 補ヒ、 海陸 二軍 ヲ備 へ、 全國 四民 男兒 二十歳 二 至 ル者ー 
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< 盡ク 兵籍 二 編入 シ、 以テ 緩急 ノ用 ニ備フ へ シ、 鄕長里 正 厚 ク此御 趣意 ヲ奉 シ、 微兵 ベリ-一依 リ 庶ヲ說 驗シ、 

國家 保護 ノ 大本 ヲ知ラ シム へキモ ノ也。 

明治 五 年 壬 申 十 一 月 二十ん， 日 

右徵兵 令の 宣言た る や、 其の 文字の 堂々 たる、 以て 維新 政府の 意 氣め存 する 所 を 察知すべき である。 而 して 右の 

文 言 中に 『血 稅』 なる 文字 ある 爲に、 全國备 地に 血稅騷 動と 云 ふ 百姓 一 挟が 勃發 する を 見た。 其の 事 は 此處に 詳述 

すべ き 限りで ないから 省略す るが、 一 揆の 表面的 理由 は壯 丁の 生血 を摔 取して 外人に 賣り、 其の 代金 を 以て 闺俊位 

却に 充當 する 等と 誤解した ものら しい。 當時备 地方に 於け る 徒黨の 熾ん なること 恰も 德川 時代の 姓 一 投と 同然で 

あって、 諸般の 政策 實施は 勿論 維新 政府の 國民 皆兵 制を實 施す る 上の 一大 障壁で あつたが、 此 等の 一 侯 は 其の後 間 

もな く鎭定 せられた。 今 左に 徴兵， ケの實 施に 反對 して 起り たる 暴動の 發生 年月と 發生 地名 を 示.？。 

明治 六 年 三月  一二 日 度會縣 牟婁郡 神？： 村  .  , 

同 六 年 四月 一 九日 福 岡 縣抬土 郡 

同 六 年 五月 ニニ 日 大分 縣玖珠 郡 m 下 村 外數村 

同 六 年 五月 二 六日 北條縣 美作國 

同 六 年 六月 一 丸 日 鳥 取 縣食見 郡 

同 六 年 六月 一九 日 島根 縣神門 楣缝能 義三郡 


同 六 年 六月 二 五日 廣島縣 御調 郡 因ノ島 

同 六 年 六月 二七日 名東縣 豐田 三 野鵪足 阿野 多 度 那河諸 郡  、 

同 六 年 六月 二八 日 長 崎 縣松浦 郡 

同 六 年 六月  愛 嫒縣宇 和 周 布 桑 村 三 郡 

同 六 年 七月 四日 白川縣 天草 郡 崎津村 

同 六 年 七月 二三 日 京都府 何 鹿 郡 村々 

同 七 年 九月 一 〇 日 秋 田 縣平鹿 郡 阿 氣村外 六 村 

同 七 年 一二 月 七日 髙知縣 幡多郡 川 登 村 

徴兵 令が 愈. -實 施せられ たの は 明治 六 年からで あつたが、 斯 くして 成立した 國民 皆兵 制の 素質に 對 して は 當時未 

だ 一般 平民 を輕 蔑す るの 風が あって 信賴 薄く、 平民より 出で たる もの を 土百姓 兵隊と 嘲り、 到底 實地戰 場に て 物の 

用に 立つ もので ない と 罵る ものが あった。 叉 陸軍 一 部の守舊派も之に贊同して農民兵は所|5^^土民兵で、 國 軍の 大任 

に當 るに 堪へ 難いと 憂 ふるもの さへ あった。 叉 明治 六 年度の 徵兵は 安政 元年 寅年 生れの 壯丁 である 爲め、 之 を 寅 兵 

と唱 へ、 其の 頃勃發 した 征韓 論に 結び 附け、 寅 兵を驅 つて 朝鮮の 野に 戰 はせんと する かな どの 流說を 以て 人民 を 迷 

はした ので、 徵兵 を. 忌避す る 者 多く 出て、 一時 甚だ 不評 且つ 不成鑌 であるかに 見えた が、 此の 種の 誤解 は 併し 其の 

後 間もなく 解消した。 
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(10)  C9) (め {7)   (G)   (5)  (4)   (3;   (2) (1) 


第三 節 屯田兵 制度の 意義 

明治 初期の 微 兵べ リ實施 と共に 注意す ベ きもの は 北海道に 創 置せられ たる. 〈制度で ある。 北海 德川 寺た リ 

蝦^であって、 明治 當初、 道- S: の 人口 頗る 稀少に して 開拓の 餘地 甚だ 多き 爲め、 明治 新政" 时は黑 田 淸隆を 開 使 次 

官に 任命して 開拓の 事に 常ら しめたが、 屯田兵 は 一 面 軍事的、 他面 經濟的 E 的の 爲に 起された ので ある。 而 して 此 

の 制度 の 軍事的 H 的 たる や 之に より 北門の 鎭 護に 當ら しめんと したので あって、 其の 歴史的 先例と して は-土 朝 ゆ， C 


法令 全書、 叨治 1 一一 年、 三 五 九： A 

同 上、  五 0 四— 五 〇六；，：31 

同 上、 明治 四 年、 一 五六 頁 

同 上、  一二 六—： 一二 七 H 

0 上、  三 三 四 K 

上、  四 四 七： A 

M 上、 W 治 五 年、 五三 二— 四 三 三な 

小 野 武夫 編、 「維新 ii- 民錄 起譚」 

十： 喬 維. 小 野 i& 雄、 明治 初年^ W 骚擾 錄附錄 第二、 年表 

押 上 森 SIT 兵制 改革の 火 略と 兵器の 沿革 (： 歷史地 斑、 H 本 兵制 史) 


の 防人：^ に睦 奥の 鎮 兵が あ り * 德川 時代 に 於て は 武蔵八 王子 の 千 人 同心 も 其 .3 形式 上 一種の 屯田 共と 見て よい もの 

であった が、 北海道 屯田兵 制度 は 此等國 史上に 於け る邊要 防備 制度に よく 類似して ゐる。 明治 八 年始め て 屯田兵 村 

が 札幌 附近 の 琴 似 村 に 起され、 其れより 漸次 擴大 せられ 道 內點々 の 地に 多数の 屯田兵 村の 成立 を 見る に 至った が、 

屯田兵 は 一 方に 於て は 開拓と 農業に 從 事し、 他方に 於て は 軍事教練 をな さねば ならす、 隨 つて 一 一直の 負 擔を帶 び、 

農業 上 の 能率 を 低下す ると 共に 軍事上 の 要求に も應じ 兼ぬ る 事情が あつたが、 其れに. も拘ら す、 屯田兵 村に 於て は 

其の 家族の 者が 克く戶 主たる 屯田兵 を 助けて 農業に 精勵 したる を 以て、 農耕の 業 も 概ね 順調に 進展し、 同時に 軍事 

敎練も 亦 着-. - 其の 效果を 擧げ、 現に 西南 戰 役に は 北海道 屯田兵 を肥薩 地方に 出動せ しめて 顯 著なる 功績 を 擧げて 居 

る。 其の後 明治 二十 七 • 八 年の 戰 役に は 臨時 第 七 師圑の 編成 あり、 屯田兵 を 以て 動員す る處 があった が、 東京に 於 

て 出征 待命 中 五月に 復晨下 あり ヽ 翌 六月に は 臨時 編成 第 七 師團は 復員が 下って 解散 を 了した。 越えて 明治 一 一十 九 

年に は 第 七 師團を 新に 旭川に 創 置し、 同時に 全道に 徴兵 令 を 布き 新設 師團の 整備 を 急ぐ こと、 たり、 第 七師圑 長に 

は舊 屯田兵 司 4- 官 として 令名 ありた る 永 山武四 郞を擧 げた。 永 山 は 明治 十八 年少 將に 任して 屯田兵 本部 長と なり、 

一意 屯田兵 村の 建設に 努め、 身 を 以て ！^^ハ畏 を 指導した る を 以て 信望 厚く、 明治 二十 年歐 米の 軍制 を 視察した が、 露 

國 の コ サ ッ ク兵が 屯田兵 制度に より 其， の 勇武 を稱 へ ら る 、 を晃 て、 北海道 に 於け る 同 制度 擴充 の 必要なる を 痛感し 

たとの ことで ある。 歸朝後 彼 は 一 時 北海道 長官 を も 兼ねた 事が あつたが、 旭川に 第 七 師團が 新設せられ てから は 一 

に 於て 新設 師團の 整備 を圖 ると 共に、 他方 屯田兵 制度の 整理に 留意し、 明治 三十 七 年 九月 遂に 屯田兵 條例は 廢丄 
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せ-りれ た。 斯 くして 此の 特殊なる 兵 農 一致 制度 は 其の 存鑌 期間 三十 年に して 終末 を 告げた ので ある。 卽 V, 耕作し つ 

つ. 兵事 を 勤む る 兵 農 兼帶の 制度 を廢 止して 全道の 農 商工 民の 子弟より 壯 丁を徵 募して 兵士と なさん とする ので あつ 

て、 彼の 明治 五 年の 徵兵 制度が 三十 年後に して 始めて 北海道に 實 施せられ た譯 である。 

此の間に 於け る 屯田兵 村の 總 成績 を數字 上より 概観す るに、 明治 八 年 琴 似 村 入 地以來 三十 1 一年 天 鹽國士 別、 劍淵 

屯田兵 村 設置に 至る 迄 二十 五 年間、 其が 試驗 時代の 間 は 屯田兵の 募集 員數も 少数に 止まった が、 明治 二十 二 年 以後 

に 至れば 毎年 五 百 戶內外 を 移住せ しめたので、 其の 員數 も激增 して 總計七 千 三百 三十 七戶、 三 萬 九 千 九 W 十 一 人に 

達し、 之 を 北海道 移住者の 總戶 數に對 すれば 五 . 三分、 總 人口に 對 すれば 七 . 一 一分の 比率 を 示し、 乂之 を族藉 上よ 

り 云へば 士族 は 十三 ケ兵 村で 二 千 九 百 五戸、 平民 は 一 一 十四 ケ兵 村で 四千 四百 三十 一 ー戶を 示して ゐる。 之に より 見て 

も 屯田兵 村の 構成分子の 一部分が 舊 士族で あり、 他の 部分が 臭 民であった ことが 判る であらう。 

屯田兵 制度 を廢 止した 理由 は 前に も 一 言した やうに、 屯田兵 をして 一 方 長 業を營 ましめ つ 、他方 兵事に 精勵 せし 

むる こ と は 結局 其 の兩 立の 不可能なる ことが 判った からで ある。 义 明治 二十 九 年頃に 至 れば 全道 の總 人口 五十 离に 

達し、 壯丁數 六 千 人に 上りて 徵兵令 の 實施を 敢て 困難と せざる に 至った のと、 處女 地開發 の 事業 は 最早 屯田兵なる 

特殊 的 勞營者 を 必要と せざる に 至り、 又 憲法 發布 以來 一般 國 民に 開 濶 自由の 生活が 許された るに 拘ら す、 屯田兵 制 

度の 下で は 其の 家族に 至る まで 日夕の 自由が 束縛され て 時代の 進歩と 一 致せざる もの ある を 見る に 至った ので、 之 

に 代る ものと して 徴兵 令が 實 施せられ たので ある。 卽ち 耕作し つ、 兵事 を兼帶 する 屯田兵 制度 は 新時代の 要求と し 


て廢 止せられ ざる を 得ざる に 至った ので ある。 

之 を 要するに、 明治 八 年 創設、 明治 三十 七 年に 廢 止せられ た 屯田兵 制度 は國 史上に 於け る 邊耍地 防備 制度と 其の 

意義 相 通し、 然も 當 面の 目的と して 北門の 防備と 開拓 を 兼ね しめたの である。 屯田兵の 出身に は 二様の 類型が あり、 

其の 第 一 類型 は 農民に して 屯田兵に 應 募した る もの、 第二 類型 は舊 士族に して 應 募した る もので あり、 此の 兩 類型 

により 編成 せられた 屯田兵 は 其れ故に 農より 兵へ、 兵より 農へ の兩 道程 を經て 北海道 農村の 開拓 先驅 者と なった 譯 

であるが、 拓殖 事業の 進涉 と、 道內 文化の 發 達と、 自治 制度の 完備す るに 連れて、 屯田兵なる 特殊 制度よりも- 寧 

ろ徵兵 令を實 施し 新設 師圑を 以て 之に 代らし むる こと を、 より 適 営と する に 至った ので ある。 

註 3 新撰 北海道 史、 第二 卷、 三 七 七 頁 

® 北海道 廳、 北海道 屯田兵 制度、 附錄沿 草 表 三 六 頁 

g 新撰 北海道 史、 第 四卷、 一 0 1 八 頁 

SW 同上 書  一 〇 一七： m 

森 谷秀亮 北海 通 屯 £ 兵制の 槪觀 (歷史 地理、 日本 兵制 史) 

第 四 節國民 皆兵 制の 發展 

偖て 旣述の 如き 曲折 を經て 成立した 國民 皆兵 制の 其の後に 於け る 成績 を 見る に、 概ね 克く 其の 軍事的 目的 を 達し 
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たもの い 如く、  て 一 部の 人々 に 危虞せられ たやう に 農村 出身の 兵士 多き の 故 を 以て、 士氣 が； はない と 云 ふや- リ 

な こと は 見られ なくなつ た 。 新 徴兵 令 によりて 募集 せられた 兵士の 軍事的 價値 9 試練 せら る 、機會 は 其の後 頻 々 と 

して 起った。 卽ち新 令に より 召集 せられた 兵士 は 彼の 佐賀 の亂、 萩の 亂、 西南の役 等に 出動して 失々 相 常の 功總を 

現 はした から、 新微兵 ベリの 效果の 著大なる ことが 實 質的に 立證 せられた ので ある。 而 して 新微共 ベリに よる 兵士 は 職 

業的區 分より すれば 必す しも 農村 出身者 のみでな く、 徵 募せられ た 兵士 中には 商人、 官吏、 工業 家の 子 11? も 相 常に 

加って ゐた。 併し、 兵員の 數 より 云へば 農村 出身の 壯 丁が 大部分 を 占め、 且つ 農村 出身の 壯 丁が 其の 體^ の强 健な 

る ことに 於て、 士氣の 旺盛なる 點に 於て、 壓倒的 優勢 を 示して ゐ たこと は爭 はれない。 义 此の 塵 村 出身 兵士の 中に 

は 舊鄕士 出身者 並に 一般 地虫の 子弟が 混って ゐた と共に、 自作農 や 小作農の 子弟 も あると 云 ふ ^様であった。 f 

維新 後 の 政治、 經濟、 法律の あらゆる 部面に 資本主義 的 空氣が 浸潤し 行き た る 其 の 影響 を 受け て 徴兵制度 も 亦 自ら 

資本主義 的なら ざる を 得なかった。 例へば 徵兵 令實施 前の 壯兵 募集 制度に 於て 代人 料の 納附を 認め、 適齢 者が 代人 

料 三百 七十^ を納 むる に 於て は 丘 ハ役を 免除 するとした 如き 其れで ある。 义 後年に 創設 せられた 一 年 志願お 制度に 於 

て も 志願者 をして 一 定の 納金 をな さしむ る 規程 を 伴 ひたる 如き、 一 見 資本主義 制度に かぶれた る 嫌がない ではなが 

つた けれども、 之 は 併し 軍事上の H 的より して 特に 一 定敎育 ある 壯丁 を簡拔 訓練して 豫備の 將校を 養成 せんとす る 

以外 何等 の R 的 を 含む も の で はなかった の で あ る 。 唯 明治 新肚會 の あ ら ゆる 部分が 封建制度の 崩壊 後 を X けて 资本 

主義 的に 編 組せられ、 加 ふるに 明治 初頭に は 陸軍の 兵 營が鎖 臺の名 を 以て 呼ばれ、 其の W 的が 主として 共 亂 を鎖壓 


し、 地 社會の 秩序 を 維持 十る にあり たる 事 を 顧みる 時、 明治維新 後の 新 軍制 は ニ面國 防の 大任に 當る と共に、 他 

方 新興 資本主義 社會 の. 支柱た る 任務 を 課せ ら れ たる もので あ る と の こ レ」 を 、 將來 の 史家が 或は 指摘す るか も 知れな 

い。 し 日本 國初 以来の 兵制が 概ね 一 氏族 乃 K 上 一 武門の 爪牙と して 組織され ありた る を、 維新 後に 至り 國民 的軍團 

制に 改編し、 之 をして s: 亂の鎮 壓に備 へしむ ろよりも、 寧ろ 國 防の 任務に 就かし むる ことにな したの は、 最も 顯著 

た る 兵制 上 の t- 革 で あ つ た と 云 ひ 得 る で あ ら う 。  . 
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条  1 一日 

以上 日本 兵 農 發達史 の 爲に筆 を驅る こと 十數萬 言に 及んだ が、 今や 是 までに 說 明し、 論述した る 所 を-粒 ム：： 概覜し 

て. ヒド 一二 千年 を 貫く 日本 兵 農史の 主流 數條 を捉 へて 解明す るの 順^と なった。 

主流と して 擧 ぐべき もの、 第 一 はお i 乂史發 展の备 段階に 於け る 文化的 様相で ある。 上代 氏族 制 下の 部 民-兵 は 氏族 

W 體 なる 共同生活 體を 軍事的に 支持し 經濟 的に 發展 せし むる 爲の 闘士で あり、 M 時に 最も 典型的なる. E 然經 濟の營 

爲 者であった。 彼等 は 自ら 營み 自ら 生活し つ 、練 武して 有事の 日に は 族長の 命に 從 ふて 戰 鬪に從 事す る もので あ？ 

た。 而 して 彼等が 平生 營爲 する 職業 は 農業が 主で あっても、 其の 傍ら 若干の 手工業 や 狩 獵に從 事す る ものであった 

から、 其の 段階より して 未だ 兵 農 一致の 時代に 達して ゐ たと は 見られない。 兵 一  致たり 得る までに は 彼等の 業 

& 術が 今一 歩發 達し、 主として 農業の みに より 生活し 得る 時代に 入らねば ならなかった ので ある。 此の 事 は 次の 段 

階た る 王朝 集權 下の 軍圑制 時代に 至っても 尙 前代の 縫合 的 村落 經濟が 遣 習と して 踐り、 班田 制度に 於け る n 分 S の 

班 給 は 一見 專ら 農業 生産力の 上に 立ちた る もの 、如く 見 ゆる けれども、 然も 之 は 法制 史的 觀 察に 重き を S き 過ぎた 

結論であって、 農村 經濟の 本質に 於て は 多分に 未だ 前代の 遺習 を藏 して ゐ たものと 思 はれる。 此の 遣 習と 大化 改新 

の 諸 制度と が反嚼 し、 扞格 する 處 より 折角 打ち 樹 てられた る大化 改新 も 追て 自己 崩壊 作用 を 起し、 前代の 自然 經濟 


へ復歸 せんとす るので あった。 而 して 其の 次に 來 つた 庄園 制度が 其の 體制を 整へ 始めた 頃から 庄園 內 部に 名主 制度 

が 起り、 新田 開發 により 叉 は 舊來の 班田 農民が 土地の 持 添 を なすこと によりて、 或は 大 なる 叉 は 中位の 又は 小なる 

地主が 生れ、 其の 何れもが 名主の 稱を 以て 呼ばれる に K 土った の は 庄園 制度が 大に 緊密 化した 事實を 語る ものである。 

而 して 此の 名主 中の 大 なる ものが 武備 を 整へ て 武士 化する に 至って 庄園 は 鼓に 愈-外部 的 抵抗力 を增强 し、 王朝 政 

權 への 抗抵に 於ても、 他 庄園との 抗爭に 於ても、 重要なる 役割 を帶 ぶる ことにな つた。 實に 此の 名主の 簇生 こそ は 

庄園 制度の 隆起 途上に 於て 最も 注目 さるべき 部面であって、 封建制度 發展の 一大 推進力 をな す ものであった。 再 言 

すれば、 庄園 內に 名主の 稱を帶 ぶる 無数の 地主が 發 生し、 其の上 曆 部が 武士 化して 庄園 を 保護し、 諸 他の 中小 名主 

は 此の 武士 化した 名主に 率ゐ られつ、 其の 各々 が 占む る 階曆に 於て 庄園の 政治的 幷に 經濟的 發展を 助く る こ と に な 

つたので ある。 此 等上曆 名主の 一部が 後年に 至って 或は 守護に、 义は 地頭に 拔擢 せらる. -に 至った こと は 封建制度 

發達 期に 於け る 名主の 躍進 性 を 最もよ く 語る ものである。 次に 名主が 斯る發 展を始 むる 頃より 庄園の 舊 支配 勢力た 

る 本 所領 家 等が 鎌 倉 幕府 設置す ると ころの 守護 地頭に よって 其の 勢力 を 殺 がれ 始めた の は、 庄 H 制度が 改變 せられ 

て 集權的 封建制度へ 進み 行く 過程 を 語る ものであった。 彼の 自然 經濟 への 復元、 氏族制度への 後退に 過ぎざる かの 

やうに 見えた 庄園 制度の 上に も， 今や 中央 集權 制度が 樹立され、 此の 集 權カを 以て 全國 大小の 庄園 を 統一 しょうと 

する に 至って 庄園の 舊 支配者 は 一 大 脅威 を 受け、 遂に 幕府に 直屬 する 守護 地頭の 前に 屈服し なければ なら なくなり、 

庄園の 文化的 中心 は 此の頃より 守護 地頭の 下に 集中 せらる る こと、 なった。 併し 幕府 創立より 約 一 一 百年の 年月 を經 
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て 始めて 斯る 現象が 愈々 顯著 とな t つに 至った ので ある。 卽ち 室町 時代の 中期より 守護と 地 m とが 守護 請、 地， g 化 r 

半濟， 下地 中分 等々 の 過渡的 手段 を 以て 庄園の 經濟 的幷に 人的 支配 を 一手に 掌握 せんとす るに •rf: つて、 元 來凝府 よ 

り 一 定の權 限 をし か與 へられて ゐ なかった 守護と 地頭 は 其の 形質 を 一 變 して 近世 的 大名 制へ 進 轉し來 つたので ある。 

無論 近世 大名 成立の 一 支脈と して は 布 衣の 野 武士より 身 を 起した る ものがないで はなかった けれども、 守護 地， 成 を 

前身と する 大小 名が 其の 數に 於て 支配的であった。 斯る 間に 平安朝 中期より 身分 的 分離 をな し來 つた 彼等 武士 は戰 

略 的幷に 經濟的 理由より して 其の 蟠居 する 丘陵の 城砦 を棄 てて 平原に 出で、 其處に 築城して 軍事的 幷に 商業 的 都 巾 

を 打ち 迚っ るに 及ん で、 愈 々 兵と 鳥と の 地域的 分離 をな し 始め、 武士 化した 名主の 大部分 は 城下町に 集中す る こと 

になり、 其の 一部の 者は豊 村に 殘留 し、 武士 化せざる 他の 多くの 名主 は 依然として 悉く 農村 に^り 鄉村社 會の屮 

を 形成す る ことにな つたので ある。 斯くて 日本 文化の 屮 心が 一 に 此の 城下町に 集った 頃より、 武士 社 會の體 ^に は 

幾多 矛 根の 要素 を やみ、 追て 沒 落の 機運へ 導かる 、 ことにな つたと  一 K ふの が 江戸時代 社會 の.： 小す 様相であった。 而 

して 武士 社 含が 愈-崩壊に 瀬す る や、 甜建 制度 本來の 物質的 幷に 精神的 文化の 流 程 は ー齊に 其の^:^ を 停止し. 返 

に大 it 廻 を： M じて 明治維新に 逢着した ので ある。 其の 跡に 生れた 新资本 主義 社 會を背 4: 小と する 明治 兵制の 樹立に 際 

して は、 西洋 諸國の 兵制 を 採 用す るに ハト- な る 餘 り 、 新兵 制 の 建設に 必要なら ざる 舊 文化 は 之 を 弊 股の 如く 打ち あて 

て 顧みなかった が、 然も 其の： 卜より 新 日本 發： 運命 を 擔ふ國 民 皆丘ハ 制度が 一 き 大きな 足取り を 以て 成せられ 行 

くので あった。 


第二の 主流と して 擧 ぐべき もの は、 我 兵 農 あ， は 一方に 物赏的 起動 力に より 發 M したと 共に、 他方に は 精神力に よ 

り 修練せられ、 所謂 物心 兩樣の 基礎の 上に 立って 發展 した ことで ある。 卽ち 農業 生産力の 增進 によりて 武士が 農民 

暦より 物資の 給養 を 得て 財 的に 强 化された と共に、 他方 佛敎、 殊に 禪宗が 武士の 心膽を 鍛練す るに 效果 があった こ 

とが 認められ、 同時に 淨土眞 宗も亦 庶民の 間に 信仰 を 博した 敎 派であった 丈け、 武士の 間に 逸く 普及し、 血 腥き戰 

場に 於て 數，^ の 殺生 を敢 てしたる 武人の 罪業 も 念佛稱 名に よりて 解消す ると 云 ふ 平易 簡明なる 敎義は 彼等 をして 最 

も 身 輕く 出陣 せし むる に 至った。 更に 又 武家が 其の 守護神 を 尊 祟す る こ とに より 戰鬪的 意識 を 昂揚し、 此 の 信念 に 

より 彼等 をして 一 難 叉 一 難 を 加 ふる 毎に 不退 轉の氣 象 を 養 はしめ た 如き も、 精神的 推進力の 主要なる もの で あ つ 

た。 

第三の 主流 は 日本 兵 農史發 達の 過程 は 一 面 鬪爭史 であると 共に 他面 融合 史 である ことで ある。 卽ち 氏族制度 時代 

は 姑く 別と する も、 大化 改新 後 常 分の 間 は 兵と 臭と が 一致して 平靜を 保って ゐ たが、 王朝 時代に 軍圑 制度 弛廢 し、 

代って 私兵 制度が 庄園 隆起 の槓扦 として 重要視 せらる るに 至って、 f は 益々 封建的 社會 組織 へと 進み 行く ので あつ 

た。 此の 幾展 作用 は 啻に 農村 生産 層に 依據 して 爲 された るの みならす、 王朝 政權 を圍繞 する あらゆる 政治 經濟 機構 

を 彼等の 翼 下に 收 めんと する のであった から， 其 處に舊 勢力と 新 勢力との 間に 絶えざる 相剋と 抗爭 が目擊 せられた 

ので ある。 次に 鎌 倉 幕府 創立 後旣 に 身分 的 分離 をな したる 兵と 農と が 農村に 雜居 しつ、 概ね 安定 を 保ち 得た の は、 

武士階級 により 成就 せられた 集權制 下の 社會が 平靜を 維持し 得た 事實を 語り、 降って 德川 時代に 於け る 所謂 太平 三 
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百年 は 鎌倉時代の 頃に 出發 した 封建制度 生成の 運動が 最後 的に 完成した 結果で あると 云って よい。 斯くて 日本 兵 鳥 

史は 一 面 鬪爭史 であると 共に 平和 狀 勢へ の 發展史 である。 別言 すれ は、 鬪爭 史に隨 伴した る 平和の 歴史が 兵 制度 

成立 史で あると 共に、 兵 農 分離 發展史 である。 而 して 鬪爭狀 態より 平和 狀 態へ、 平和 狀 態より 闘爭狀 態へ と 流 iH- 

るに 要した る 其の 時間の 永き は 三百 年、 短き も 百年、 五十 年 を 要した る を 思 ふ 時、 由來社 會の變 質と 轉形は 一朝 一 

夕に 行 はる K ものに あらす して、 徐歩 漸進の 一 路を迎 る \ ものである ことが、 悠遠なる 社會 史哲學 として 吾人の^ 

前に 展顯 し來 るので ある。 

第 四の 主流 は 日本 兵 農史と 皇室との 關係 である。 惟べば 會て大 化^ 新 下に 兵 農 一致の 制度が 樹立せられ、 其の後 

庄園の 軍事的 擁護 者と なった 武士 は 旣存の 王朝 政權 を圍繞 する あらゆる 政治的 並に 經濟的 機構 を 其の 掌中に 收 めん 

として 抗爭 を繼續 する ことが 相當 永き 年月に 及んだ。 此の 抗爭调 中に 躍った 武門の 中には 往 々皇室に 紫 を 及ぼし 奉 

る ものがないで はなかった けれども、 然も 皇室 尊崇の 意識 は 武門の 心底 深く 潜み、 敢て 連綿たる 皇統 其 ものに 手 を 

觸 れんと せす、 時の 主上に 對 して は 概ね 恭順の 意 を 表しつ、 唯 彼等が 所謂 君側の 奸を 除く 手段と して 若 千の 皇族 を 

遠島 其の 他の 手段に 訴へ たこと は 武家 制度 發達 史上に 於け る汚點 たるに は 無論 相違ない けれども、 然も 事 は 唯 時の 

主上 を政權 の中樞 より 遠ざけ 奉り、 武門の 發 達に 都合よ き 他の 皇族 を 奉戴して 銘々 の繁 榮を圖 らんと したまで」 あ， 

る。 卽ち 兵馬の 實權を 握る 彼等と 雖、 皇室 を 尊重し 其の 接 威を藉 るに あら ざれば 時代 民衆の 支援 を 得る ことが 出來 

なかった 虚に、 日本 民族史に 特異なる 悠久 性が 示されて ゐ るので ある。 更に 叉 封建制度 成立 後、 ^勢 大神窗 其の 他 


の 國家的 祭神が 啻に 武家に より 尊崇せられ たばかりで なく、 一般 庶民 間の 尊崇 を 博した の は 我 皇統が 連綿の 一路 を 

迪り續 けた こと、 相 並んで、 日本 國 民の 持つ 綿々 たる 國家的 思想 潜 流の 一面 を 語る ものと 云 ふべき である。 

第五の 主流 は 中 f 期に 其の 丽 芽を發 した 名主 中、 德川 時代から 今日まで も繼續 する 家柄の 持つ 重要性で ある。 王 

朝の 頃より 發達を 始めた 名主の 大 なる もの は 年と 共に 武士 化した が、 此等 武士 化した 名主の 大部 は、 兵 農が 地域的 

分離 をな した 屮 f の 末 頃に 於て 城下町に 集中した けれども、 一 部の もの は 居 村に 留まって 地主 生活 を續 け、 德川時 

代に 入りて は舊 族鄕士 としての 待遇 を 受け、 降って 明治維新 後に は齊本 主義 組織 中に 轉 入して 農村 社 食に 重き を 成 

すに 至った のであって、 其の 家系の 永き は 一 千年、 短く とも 數 百年 を 數 ふるものが 多き を 占めて 居る。 此の 種の 地 

主 は 其の 家格が 歷 史的 特殊性 を帶 ベる 丈け、 其の 數は 決して 多し としない けれども、 其の 由緒 ある 家柄の 故 を 以て 

克く鄕 村 社 食に 尊敬せられ、 地方 開發 の功勞 者と して、 义 農村 文化の 核心と して 輿望 を 荷ひ來 つて ゐる。 日本 農村 

社會史 Q 眞骨 頭に 觸る k 手段 は 一 にして 足らない けれども、 此の 中世 名主の 部分的 遺存 たる 舊族 鄕士の 沿革 を 探る 

ことによ りて 其の 2!E 的の 一斑 を 達する， ことが 出來 るので ある。 加 之、 此 等の 家に 傳 はれる 其の 恒産と、 其の 穏和な 

る 社會觀 と、 其の 質實な る 生活 態度と は 傳統を 誇 る 其の 家系と 相拔 つて 全鄕 尊敬の 的と なり、 且つ 其 3 指導者 と し 

て 仰がれ 來 つて ゐる。 左れば 此の 由緖 ある 名 族が 時折々 に 襲 ひ來る 經濟 恐慌 や 社 會異變 に 影響 せらる る ことなく、 

幾久しく 農村 社會 に 存在 せら る ベ きこと は、 啻に 日 本 農民 史學徒 の 希求す る 所の みで はない ので ある。 

第 六の 主流と して は 武人の 階級 道德 たる 武士道 を擧げ 得る。 武士道 は 最初 庄園 隆起に 際し 領主が 臭 民 中の 屈强者 
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义は旣 に戰鬪 員と なれる 兵士に 土地 を 恩給し、 此の 物的 給 與ぉ對 する 感 恩の 情 思が 奉公の 士 として 表示され たこと 

に 起因す る けれども、 其の後 年月 を經る 間に、 或は 神道に より、 佛敎 により、 又は 儒敎 により 修練 せられて 难 跪な 

る 階級 道德 にまで 昂揚せられ たので ある。 殊に 前段に も 一 言した やうに、 守護神 を 戴く ことにより 其の 戰闘 意識が 

數 十倍に 增强 せられ、 叉 怫敎は 初め 入相の 鐘の音が 傳 ふる 哀々 切々 の 響と 共に-諸行無常の 厭世 感を 抱かし むる もの 

があった けれども、 後ち 諸 宗派が 分れて 各々 其の 敎義を 主張し、 殊に 禪宗 と淨土 眞宗の 起る に隨 ひ、 前者 は^ 身 成 

佛の 指導 理念 もて 克く 百難に 堪え 得る の 膽カを 養 ひ、 淨土 眞宗は 武士 をして 戰爭に 避け 難き 殺生の 自せ觀 念を縣 7m 

せし むる 上に 效果を 奏した。 斯る 精神的 毅鍊を 積む ことにより 彼等 は 事 ある 日に は克く 其の 身を鴻 毛の 輕 きに 比し 

て 力 戰勇鬪 したので ある。 更に 义 彼等 は 後ち には經 學を學 び、 藝 道に 觸れて 各種の 生活 部面に 其れが 取り入れられ 

武辨 一途 を 行く 彼等に 多彩 多邊 的なる 生活 內容 を與 ふるに 至った。 而 して 德川 時代の 初期、 兵 の 地域的 分離が { 尤 

成し、 武士と 庶民との 身分 的關 係が 固定す るに 至る や、 幕"，^ は大に 朱子學 を獎勵 し、 之に より 一 たび ral 定 化した る 

社會の 秩序 を 維持し、 且つ 强化 せんこと に 努めて 其の 效を 奏した。 斯くて德川時代に"^^..;り武士は最高の貴族群と化 

し、 階級 的に も、 地域的に も、 日本 文化の 荷擔 者と なり、 あらゆる 文化的 要素 は 武士 社會 により 吸收 せられ、 此等 

武士の 持つ 權 威と 學 問と藝 術と は 全社 會の 文化 水準 を 語る ものと なり、 以て 最初 は 武勇の みを審 一 としたる^ 士道 

も德川 時代に 至れば 却って 其が 文弱の 半面 を露顯 する に 至った。 斯る 間に 完成 期 封 感社會 の 客 觀性を 攻究し 心卽现 

の 指導 概念に よりて 現前の 社會を 批判 せんとす る 王 陽明學 派の 如き は、 當 時の 武士 社 會と相 容れ ざる ものと なった。 


此の やうに して 武門 社 食に 規範 を與 へた 武士道 も 最初 は 物質的 基點 より 出發 しながら も， 神 佛兩敎 により 强 化せら 

れ、 後ち 儒教への 傾倒に よって  一 I 純化せられ たので あるが、 然も 斯る徑 路を迪 つた 武士道 は 結局 何處 まで も 武士 

階級の 內部 的道德 であって、 廣汎 なる 人道主義に 立脚す る もので はなく、 其の 忠義、 奉公、 寬仁、 俠 勇の 思想 は 被 

支配階級の 農民に 對 して は 全く 灌注 せられす、 否な 却って 戰慄 すべき 誅求 となり、 虐使と なり、 弾壓 となる を 見た. 

叉 明治維新に 際して はせ は 尊王の 氣勢漲 溢す るに も拘ら す、 一 部の 藩主と 一 部の 志士 を 除けば^ 士& 5 全體は 權ねナ 

勢 順 塵の 線 上 を 右往左往し、 何等 積極的に 一 下の 四民 社 會を實 現すべき. こと をカ唱 する ものでなかった。 是れ 

卽ち 武士道 は何處 まで も單 なる 階級 道德 であって、 全日 本發展 昂揚の 精神的 原動力と しての 道德を 形作る もので な 

かった 證據 である。 然も 其の後 明治 初年に 至り、 新 日本の 軍隊 敎 育に 往時の 武士道 精神が 取り入れられて 其の 成績 

の大に 見るべき ものが あつたの は、 旣 に廢滅 したる 武士 社 食より 武士道 丈け を 切り離して 新 軍隊に 接種し 生長せ し 

めた ものに 過ぎぬ。 卽ち舊 武士 社會を 上下に 聯 ねたる 忠義 思想が 維新 後に 於て は 一 君に 奉す る全國 民の 忠義 観念に 

置奐せら^て熱烈なる國民道德の幹道を形成したものでぁることを牢記すべ きで ある。 之 を 要するに、 明治 雑 新 後 

の 軍隊 組織 其の もの は 全く 歐洲 軍制の 摸倣に 過ぎなかった けれども、 其が 建 軍の 根本 理念と 兵隊 敎 育の 精神的 源泉 

は純粹 なる 祖國產 であった ので ある。 卽ち 往年の 武士道 は 其の 背後の 階級が 崩 壞をル n ぐると 共に 職能 を果し 終った 

けれと も- 更に 新なる 土壤の 上に 蒔き 直されて 再び 其處に 特異の 色彩と 芳香 を敉 ち、 過ぎし 武士道の 精華に も增し 

たる 絢爛の 美 を 誇る ことにな つたので ある。 
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最後に 以上 諸 主流に 沿 ひつ、 日本 兵 農 史を通 觀し來 つた 吾人 は、 最後の 重要 論點 として 日本 兵 盤史は 結局 何を敎 

ふる かに 言及す るで あらう。 日本 兵 農 史の發 達 過程に 於て は 如何なる 時の 支配者 も 其の 時代の 豊 民^の 援助 を 受け- 

义は之 を 操縦し 得る 間にの み 其が 存在 を 許され、 其の 一 たび 豊民 暦より 游 離す るに 於て は 其の 脚下より 忽ち 階級 崩 

壞の 第一歩が 踏み出さる、 のであった。 日夕 舉鋤を 手に する 農民 は 目に  一 丁の 文字な く、 弓矢 取る 術 を 全く 知ら ざ 

る ものであって も、 其 の 質朴 の 氣 風と 困苦 欠乏 に 堪ゅ る 强健 の 體 質と は、 あらゆる 時代の 上級 署 より 戰闘 員と し て 

^望 おられ、 募兵の 目標と せられた ので ある。 斯 くして 農村 は 常に 兵士 養成の 溫床 であり、 召募の 貯水池であって 

嗇 民より 兵士 を 徴募す る ことによって のみ 上 暦 支配者の 軍事的 命脈が 保 たれ、 一 國 一 門の 進歩と 發展が 期し 得らる 

るので あった。 言 ひ換 ふれば、 氏族制度 時代に 於ても、 王 潮政權 時代に 於ても、 庄園 時代に 於ても、 亦 封建制度 時 

t に 於ても、 農より 出づる 兵士が 各 時代 社 食の 支柱で あり、 乂兵を 農民より 微 募し 得る 間に 於ての み 氏族制度が 榮 

え、 王朝 政薩が 支持せられ、 庄園 制度が 興り、 封建制度が 發 達し、 全日 本國 家が 耀進 する のであった。 
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第ー論^^ 出 雲の 三 名 族 

(田 部 家、 絲原家 及び 櫻 井家に 就て) 

緒  一一 一 曰 

本 研究の 爲め、 余 は 山陰 地方に 前後 兩 度の 旅行 を 試. みた。 ^ー囘 は 大正 十四 年であって、 其 年 取 島根 及び 山 口 

三縣 下に- 1 りて 概括 的 調査 を 行 ひ、 第一 ー囘の 旅行 は 昭和 一 一年 十月に 爲し、 研究 主題の 採訪 地域た る 出-ゆ； i 仁 多 及び 

飯 石の 兩 郡に 柱き、 仁 多 郡に て は絲原 武太郞 氏の 宅に 一夜、 飯 石 郡に て は 田 部長 右衛門 氏の 宅に 二 夜 宿泊して 親し 

く 史料の 閱覽を 請 ひ、 且つ 終日 詳細なる 說 明を聽 いた。 其 際 櫻 井三郞 右衛門 氏 をば 仁 多 郡 阿井 村に 訪ふ 積り であつ 

たが、 営 主 櫻 井 氏 は 其 頃 生憎 在宅せられ なかった。 ^し 其 後 同家よりの 通信 及び 態々 途り 越された る 文書 及び 寫眞 

により、 往訪の 機 を 逸した 遺憾 を 償 ふこと を 得た の は 幸であった。 之より 先き 常時 農林 翁 小作 官小林 平 左 衛門氏 は 

同氏が 曾て 島根 縣廳 奉職 中に 得られた る 資料 並に 農林 省に 勤務す るに 至りて 集められ たる 資料 を貸與 せられ、 叉當 

時の 島根 縣 小作 官梅原 千 松 氏 は 本 研究の 繼續 中、 始終 翁 旋の勞 を 執られ、 叉 島根 縣農會 が 種々 の 便宜 を 圖られ たこ 

と、 殊に 同會 技師 安部 憲吉氏 及び 技手 岡 本善久 氏に 對 して 深く 感謝す る。 岡 本 氏が 同縣 出身の 故 を 以て、 仁 多 郡、 

飯 石 郡 地方の 旅行に 東 道の 勞を 執られた の は 調査の 進行 を 助く る こと 至大で あつたし 又 飯 石 郡の 鄕土 史家 堀. ぱ國藏 

一お は 出 S の 一一； 名 族  ニニ 五 
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氏が 田 部 家 逗留 中 一 一日 間に 亙り 古文書の 腾寫を 助勢せられ たる 其の 勞を 感謝す る。 

斯くて 此の 研究が 不充分ながら 今 其の 成 稿 を 告げて に 公け にせられ 得る に 至った の は、 赏に田 部、 絲原、 樱井 

三 家が 其の 珍藏に 係る 記錄の 隔意 爲き 閱覽 及び 屢々 なる 通信 並に 余 を 促して 同地 方 經濟史 を關 明すべく 獎勵 せられ 

たる 篤志に 負 ふところ 至大で ある。 三 家の 如き 地方 名門の 士が學 問 研究より 他意 無き 余の 心事 を諒 とし、 家 傅の 祕 

庫 を 開きて 祖宗 數 百年 の 歷史に 溯る を 得しめ たれば こ そ、 此小篇 が 成 稿す るに 至った ので ある。 

今日、 農民 史 調査の 爲め 地方 舊家 を訪 ひて 見出し 得る 資料 は、 多く 德川 時代 後半期の ものであって、 其れより 時 

代 を 溯る に隨 つて 次第に 少く、 殊に 中世 期の もの は 之 を 求め 得る こと 稀で ある。 よしや あ つても 其 は 寧ろ 政治 义は 

戰 爭に關 する ものであって、 民間の 社 會經濟 生活に 觸る、 もの は 殆んど 見る 能 はざる 有様で ある。 斯の 如く S: 代の 

古き に從 つて 資料の 乏しき 理由た る や、 中世 期の 農村 は 文字 敎育 の 進歩 殆ん ど 見 る ベ き 無く、 百姓 の 文字 を极 ふ こ 

との 尠 かった ことに 因る ので あらう が、 其れに も增 して 資料 乏少の 原因 を 成す もの は 我 木造の 民家 を 製 ふ 彼の a ！々 

なる 火災で ある。 現に 田 部 家に 於ても 德川 時代の 中期に 於て 全燒 し， 現在の 住宅 は當 時の 假宅 を其條 使用し 居る お 

樣 である。 此の 他义 永い 年月の 間に 屢々 住居 移 轉の行 はれた こと も 原因の 一 つで あらう。 田 部 家に 於ても、 樱 井家 

に 於ても、 絲原 家に 於ても、 皆 一度 は 屋敷 替 をせられ て 居る から、 其れ 以前の 資料 は當時 極めて 重要な りと 思 はれ 

たもの 丈け が 僅に 保存せられ 居る に 過ぎぬ。 然も 其の 極めて 重要な りと 思料せられ たる 資料 さ へも經 濟史资 料と し 

ては緣 遠い ものの 多い こと は、 一 に 古今に 於け る 世 淸 の 相違に よるので ある。 


惟 ふに 數 百年に 1 る 一 家の 出来事 を感史 として 保存 せんとせば、 其の 家に 特に 記錄 係り 义は 編纂 課の 如き ものが 

無ければ ならぬ が、 斯の 如き は 皇室 又は 一藩の 事業と してなら ば 兎も角、 民家の 事業と して は 到底 望まるべき でな 

い。 唯 一 部の 舊 家中 幸に 其の 家に 尙古 趣味 を 有する 人が 出た たらば、 其の 當 主の 留意に より 旣往の 變遷を 記 錄に取 

りて 子孫に 傳 ふること も出來 るで あらう〕 田 部 家が 明治 十五 年に 譜第 使用人の 家系 を 取調べ て家史 を 編纂 せられた 

る 如き、 又絲原 家が 最近 r 絲原 家歷代 略歷」 を 編纂せられ たる 如き は 其の 好き 例で ある。 

(引用 一) 

惟レ 我家 糸 圖及ヒ 親戚 血脈 ノ統譜 抄錄^ ホ未タ 全 カラ ス、 由 之、 今 悉ク詳 一一 之ヲ 更訂 編 序シテ 嚴然タ ル 永世/ 龜鑑ヲ 就 

シテ、 親戚 主化ノ 信義 ヲ通セ シメン コトヲ 欲望 ス、 乃左條 尋問 スル 所ヲ 書出ス へ シ，' 

第 一 條 其方 共 祖父 何某 等 主人 何 殿 二 勤使シ タ ル 役名 何々 任免 年 號十支 月日 及ヒ餺 役 等 詳細 記載 ス へ シ。 

第二 條 褒賞-一 與リ タルモ ノハ 其 賞詞 書 ノ 寫謄或 ハ 本書 無 キ モノ ハ 其 旨詳 一一 記載 ス ヘシ。 

第三 條 各 家系 所持/モノ ハ之ヲ 差出ス ヘシ。 

明治 十五 壬 午年 十二月 三十日 

田 部長 右衞門 

，田 部 周 重 

惣 手代 中 

頭 霱 

一 . 總 手代 中 系圖 醫 出 相 成 度 事 
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き 家柄が 少 くない、 蓋し 曾て 名 族たり し 者， 今 は 全く 沒 落した る あり、 义沒 落しな いまでも、 家運が 甚 しく 傾ける 

者な どが あるが、 兹には 三 家 を 同地 方に 於け る 代表的な ものと して 選んだ 次第で ある。 

本 研究の 根本 資料 は 三 家 所蔵の ものに 據る けれども、 余が 探訪 後に 發 表せられ たる 論 著 卽ち結 城 次郞、 磯貝 勇 氏 共著 一中 國 

地方に 於け る 砂 鐵製練 法の 史的 研究」 幷 に原傳 氏の 「松 江 藩に 於け る義田 制度」、 「松 江 藩の 田租 法と 「輪ヒ などが あるか 

ら、 此等 は本篇 所要の 個所に 引用して、 學 者の 參考に 便す るで あらう。 

一、 槪 說 

研究 主題の 一 たる 田 部 家 は 今 は 飯 石 郡 吉田村 大字 吉田 町に 在る が、 其の 舊 屋敷 は 同村 木の 下 西に 在った」 櫻 井家 

は 仁 多 郡 阿井 村 大字 上 阿井の 石 畑に 在る が、 其の 古 屋敷 は 同村 大字 呑 谷に 在った。 絲原家 は 同 縣八川 村 大字 大谷、 

雨 川に 在る が、 其の 古 屋敷 は 同 郡 犬馬 木 村 字 湯の 迫に あった。 斯く 主題た る 三 家 は 其の 古 屋敷 及 現住所 共に 飯 石 . 

仁 田の 兩郡內 に 散在して ゐ るが、 兩郡は 出 雲の 南部に 位し、 山陽 道の 備後 境に 接 壌して ゐる。 郡內 連峰 重疊、 山 高 

くして 谷 深く、 今では 馬車 自動車が 通す る けれども、 往時 は 交通 不便、 松 江の 城下に 至る 十數 里の 間 は 徒歩の 外 は 

馬 背 又は 駕籠に 乘 るより 外に 途が 無かった。 ^し、 山 嶮 しく、 溪流 深く 流る、 より 兩郡 至る 處 風光の 美に 富んで 居 

る。 叉 三 家の 致 富と 最も 關係 深き 砂鐵の 含量 多く、 且つ 木材 其の 他の 林 產物豐 富に して 郡內 住民に 對 する 天然の 惠 

澤豐 なる ものが ある。 而 して 此の 兩 郡が 北 は 日本海 岸より 距る こと 遠く、 南 は 瀨戶內 海 方面 より 入り 来る こと 困難 

第一 ^1 牧 S  S  3 三 名 族  一二  一.？ 
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なりし 故に、 近世 初期 迄 は 人跡未到の 地域 多く、 處 女の 林、 沃饒の地にして穴^1しく荒縻に*^せらる 、ものが多かっ 

たから、 中世 末期の 社 會變動 期に 際して 其の 志 を 得ざる 敗將の 家臣 や、 浪々 の 武士が 隠棲して 自家 中心の 鄕戶を 作 

り、 子孫の 爲に產 を 起す に は適當 なる 地域であった。 斯く飯 石 • 仁 多の 兩郡は 其の 地勢 頗る 相似た るより、 松：：；： 潘 

の 一 儒者 は當時 此の 兩郡を 指して 「夫婦 郡」 とさへ 稱 へて 居った。 斯る 地文、 人文の 中に 生長した る 田 部. 樱井 • 

絲 原の 三 家が 相互に 酷似せ る 政治的、 社會 的、 經 濟的經 過を迪 つて 今日に 及んで 居る の は 寧ろ 自然で あり、 つ 相 

互に 於け る 文化史 的 意義の 深い ものが ある。 

此の 研究の 目的 は 右三 家の 政治的 並に 經濟的 沿革 を閬 明し、 之に より 同地 農村 社 會史の 根幹に 觸れ ようとす るの 

である けれども、 其の 之 を 一 歷 明に する 爲には 出 雲 一 圓の 政治 史を 背景と したる 飯 石 • 仁 多雨 郡の 鄕村 制度 を概觀 

する 必要が ある。 

田 部 家 及び 櫻 井家 は 中世 武家の 所 出で あり、 絲原家 も 適確なる 徵證 史料に は缺 けて 居る けれども、 尼 子の 將山 

中 氏と 同族で あるとの ことで. あるから、 三 家 は 等しく 中世より 近世に 至る 時期に 武 より 農に 歸 した 家柄の やうで あ 

る。 其のう ち 田 部. 絲原兩 家 は 中世 末期に 中國 地方に 覇を稱 へた 尼 子 毛利兩 氏の 與廢と 深い 關 係が あり、 楼 井家 は 

中央 勢力たり し 豐臣氏 及び 安藝の 城主たり し 幅 島 家と 深い 關係 があった。 更に 詳說 すれば、 田 部 家 は 備後國 都 山に 

於け る 地頭の 後 身た る 周 藤 家の 家臣と して 最初 は 尼 子 氏の 爲に、 後に は 毛 利 家の 爲に戰 闘に 從ひ、 义絲原 氏 は 尼 子 

の 家臣 山中 氏の 下に 於て 戰 つたと 云 ふから、 田 部 氏と 絲原 氏と は紛ふ 方な き 中國所 出の 武家の 家柄で ある。 然るに 


獨り樓 井 氏の みは 畿內 地方より 安藝の 廣 島に 來り、 其れより 北上して 遂に 出 雲 山中に 入り 居 を 占む るに 至った 外來 

の 武家で ある。 

乍 左、 三 家 は 最初の 間 こそ 其の 所 出 を 異にする けれども、 德川 時代に 至り 出 雲の 領主 堀 尾 京 極の 二 氏 を經、 次で 

寬永 十五 年 松 平氏が 代って 入部して から は、 何れも 松 江 藩の 一 領民と して 藩の 財政 を 援助し、 且つ 鄕村開 發の爲 に 

其の 力 を 致す ことにな つた。  、 

松. y 藩 は 其の 本領 を 表領と 裏領に 別つ。 表 領は松 江 藩の 直轄地であって、 裏領は 其の 支 藩で ある。 之 を 仁 多. 饭 

石兩 郡に 就て 云へば、 仁 多 は 全部 表領 にして、 歡石 郡の 一部 は 表 領に屬 し 一部 は裏領 たる 廣瀬 藩に 屬し、 田 部 家の 

住所た る 吉田村 は表領 であった。 松 江 藩 廳には 一藩 政治の 中樞を 握る 営 職の 家老が あり、 其の 下に 用人 格が あり、 

しち/. な * リ 

其の 下に 郡 奉行が あり、 何れも 城下 在住の 重役で ある。 在 鄕の藩 吏と して は 表領に 在って は 代官の 下に 下 孤が あり、 

くみ かしら 

其の 下に 與頭を 置く。 村々 に は 庄屋 及び 年寄が あり、 町に は 目 代と 年寄が 置かれて あった。 五人組 制度 は 此の 藩に 

於て は 村と 町と を 通じて 一般に 履行せられ たやう である。 下 郡 及び 與頭は 主として 郡の 政治に 關與し 郡 役人と 稱へ 

られ、 庄屋 及 年寄 は 專ら村 治に 任す る もので、 村 役人と 稱 へられた" 此の 外 宗旨 庄屋なる ものが あり、 出 雲 全國を 

通じ 十 人を算 し、 主として 人別 改の 役に 任じて 居った が、 之 も 別個の 郡 役人で ある。 而 して 此 等の 郡 役人 及び 村 役 

人の 政治的 並に 社會的 地位と、 田 部. 櫻 井. 絲原三 家の 地位と は 如何なる 關係 にあった かと 云 ふに、 三 家 は 代々 其 

の 藩主に 對 する 財政 上の 援助 並に 鄕村 開發に 任じた る功勞 により 帶刀を 許されて 下 郡 格、 小 算用 格 等の 役儀に も 任 
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じ、 且つ 乂 庶民の 分際と して は 破格なる 藩主 謁見の 禮をも 許された 身分であった から、 其の 政治 上の地位が 村^ 人 

の 上に 在った こと は 無論で ある。 殊に 三 家が 其の 家に 使役す る山內 者の 戶籍を 支配し 得る 特權 や、 彼等 を^ 御す る 

爲に 特に 刑事裁判の 權利を も 認められ てあつた こと 等 は、 一 種の 治 外法 權を 認められ たものと も考 へられ. 巾 化に 

於け る 庄園 領主に 旁 嚣 たる 觀が 無いで はなかった。 斯くて 三 家は鄕 村に 在りて は 松 江 藩主に 直屬 し、 村の 庄屋 は遙 

に 三 家の 下位に 在った こと を 知る ベ きで ある。 俳し 三 家 は 斯る顯 要の 身分 を 認められた けれども 赏 際に 藩 政に 常つ 

たので は， 通 一く、 單に 社會的 表彰と しての 優遇 を 蒙った ものに 過ぎぬ。 

此の 地方に 於て は村內 水田の 小面 劃 を 「輪」 と稱 へて 居る。 例へば 仁 多 郡 舊佐白 村に 松 竹輪と 八 代 輪が あり、 上 

三 所 村に 二番 輪、 三番 輪、 四番 輪が あり、 前 布施 村に 佐々 木 輪、 原 田 輪が あり、 上布 施 村に 川 本 輪、 石 橘 輪、 水の 

手 輪が あり、 馬馳 村に 馬場 繩手 輪、 大久保 田 輪、 後谷 輪が あり、 八 代 村 中 村に は 御藏 脇 輪、 奥 金 原 輪、 宇治 輪、 淸 

水 迫 輪、 $ム の 前輪、 橋 詰 輪が あり、 絲原 氏の 居 村た る 八 川 村に は 宮の適 輪、 金 川 輪、 半田 輪、 落 合 輪、 宵の 前輪、 

天神 輪 等が ある。 而 して 「輪」 は 啻に 古田に 附 けられた 名稱 であるば かりで なく、 新に 開墾した 場所の 地名に も 亦 

「輪」 を附 くる ことがあった。 絲原家 第 十一 代の 営 主 絲原權 造 氏 は 文久ニ 年に 馬 木 村 大字 大思 木大 の 原野 を扣き 

一 E 四 町歩に 餘る 良田 を 開墾した が、 其の 時 松 江 藩主 は絲原 氏の 功 勞を赏 して 「大德 輪」 と稱 ふること を 許した と 

云 ふ。 此の 地方 特有なる 田 制の 一端と して 見るべし。  . 

其 後 M 専氏の 調査に よれば、 輪 は 水田に 關 する- fil 分の 名稱 であって 部落の 名稱 でない から、 1 洛 名と 一 致す る 場合 も あり、 


又然ら ざる 場合 も ある。 而 して 輪 は 水田の みに あって 輪の 内に 畑 を 含む こと はなく、 又 畑の みで 輪 を 形成す る こと もない." - 

松 江 藩が 税收 上の 便利の 爲に 置かれた もので、 租稅は 輪 を 基準と して 徵收 せられた ので あると 一 K ふ。 詳細 は 原傳氏 「松 江 藩 

經濟史 の 硏究， 一 六 ra— 七 八 頁參照 。 

要するに 田 部 . 櫻 井 . 絲 原の 三 家 は德川 時代に 於て は 村落 在住の 一 庶民で ありながら、 一 方に は 藩主に 直屬 する 

形式に 於て 其の 統治に 服し つ 、村 役人の 上に 座して 權勢 を-:^ り、 一 郡 主宰者 竝の格 を 以て 優遇せられ た-: 豕 柄で ある。 

二、 名 族 由来 

田 部 • 櫻 井 • 絲 原の 三 家 を 中心とし たる 出 雲 地方の 社會經 濟史を 調査 せんとす るので あるから、 單に三 家の 家史 

其 もの 丈け では 問題 をな さない。 乍 左、 研究の 出 發點を 三 家の 沿革に 求めん とする 以上 は、 ー應三 家が 迪 つた 四百 

年の 變遷を 略述す る 必要が ある。 三 家の 沿革に 如何なる 差等が あるか を 知る ことにより、 三 家を屮 、しとした る 同地 

方社會 經濟史 研究の 端緒が 求め 得ら パ Q  、ので ある。 

(ィ) 田 部 家 沿革 

田 部 家 の 沿革 を 叙す るに は 之 を 武家 としての 田 部 家と、 民間 業 家 としての 田 部 家との 兩 方面より 觀 察する を 便な 

りと する。 記錄の 示す 處に よれば、 田 部 家の 遠祖 は 紀州熊 野 庄田邊 族の 別派で あるとの ことで あるが、 田 部 氏 遠祖 

の 起： ぬに 就て は 紀州田 邊族說 の 外、 ^參考 すべき ものが 少 くない。 卽ち 同地 方に 「反 邊」 の 地名の 存 する ことと 延 

一  論！ K 出 S の：： 一名 族  ：  一一 一二 一一 
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喜 式の 神 名 式 中、 出 雲 國飯石 郡の 祌社五 座中に は 「多 倍 神社」 が擧 つて ゐて >  今の 田 部 氏との 間に 聯通 ある を 思 は 

しめ、 叉 天平 十一 年 出 雲 國大稅 賑給歷 名 帳に は 「田 部 依 女」 の 文字 あり、 更に 义飯石 郡 地方に は 遠い昔から 田 部 氏 

を稱 ふるものが 可な り 多い 處 から 見れば、 同 郡內に 於け る 田 部族の 由 來は相 営に 古い やうで ある。 此の 相 営に 古い 

由緒 を 持つ 土着の 田 部族が 後に 述 ぶる やうに、 備 後から 移住して 來た田 部 氏と 如何なる 關 係が あり、 义 其れが 果し 

て遙に 古い 前に 紀 州の 田邊 族から 分派した もので あるか 否か は、 後日の 考證に 待たねば ならぬ。 

文治 年中、 源 頼 朝が 諸國に 地頭 職 を 配置し、 備中、 備前、 僙 後の 三國に 十六 人の 地頭 蛾 を 補した 時、 其の 一人と 

して 周 藤通资 なる もの を 備後國 惠蘇郡 荊 山に 補した。 田 部 氏 は 此の 周 藤 家の 家臣で ある。 後ち 周 藤氏 は 利 時代の 

末期に は 山陰に 覇を稱 へた 尼 子 氏 方と なった が、 毛 利 氏が 禮を 厚う して 周 藤氏 を 招きた る 爲め尼 子 氏から 離れて 毛 

利 氏に 參 じた。 今 其の 次第 を 巡り 見る に、 田 部 氏が 今の 飯 石 郡吉田 村に 其の 居 を 定めた の は： 迥か 以前の 文 永年 中で 

あって、 主君 周 藤氏の 住める 都 山から 此處に 移住し、 近鄕 を打從 へて 名主に なって ゐ たが、 其の 後裔 某が 足利時代 

の寬正 元年に 至り、 鐵師 としての 生活 を營み 始めた ので あるとの ことで あれば、 鎌倉時代の 初期， 備後 地頭の 一家 

臣 として 此 地に 住んで ゐた田 部 氏 は、 村落の ー產業 人であった ことが 判る。 然るに 其の後 戰亂の 骨と なり、 尼子\^^ 

利の 兩氏 相搏 つの 時代と なり、 前記 都 山の 地頭 周藤景 通の 一 家臣 田 部 隼 人 正なる 者が 或 年吉田 村に 住んで ゐた田 部 

氏 を 同族の 故 を 以て 懇ろに 招請した る爲 め、 田 部 氏 は 其の 招きに 應じ 一 族 を 連れて 都 山に 赴き 周 藤氏に 勤 仕す る こ 

とに なった。 卽ち田 部 氏 は 此の 時 家業の 砂鐵 採集 業 を 抛ち、 弓矢 を 執って 周 藤 家の 郞黨 となり、  <祉- 戰に從 ふて 其. の 
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勇名 を 近鄕に 轟かし むる ことにな つた。 斯く田 部 氏の 住居 は 夙に 吉田 村に 在り、 偶々 前記の 一親 族から 招かれて 周 

藤 家に 走せ 參 じたので あるから、 周 藤 家に とって は 田 部 氏は戾 り新參 であり、 同家と しても 再び 舊 主君の 爲に 喜ん 

で 弓矢 を 執る ことにな つた 譯 である。 

其の後 永祿 三年に は 田 部 家の 當主田 部 宗左衛 鬥は周 藤氏から 恩給 地 一 部の 交換 を 命ぜられて 居る。 

(引用 二) 

爲雲州 八 河 壹貰前 之 替地周 防 弘瀕是 定名之 內を以 壹石三 斗 九 升 申 付 候、 彌 忠義 肝要 候、 普請 給 役 可 有 之 者 也 仍如件 

永祿三 

九月 二十四日  、 

通定判 

田 邊宗左 衞門尉 殿 ，  (田 部 家 所蔵) 

尙田部 氏 は 其の後に 於ても 周 藤氏の 下に ありて 屢々 力 戰勇鬪 し、 主君 周 藤氏より 感 狀を與 へられた。 

(引用 三) 

去 十七 日 來島面 勤 之 時、 敵 被 討 捕 候 御高 名 之 段 誠 無比 類 次第 候、 彌可被 抽戰功 事肝耍 候、 恐々 謹言 

永祿四 

卯月 十九 日 

降 通^ 

田 部 宗左衞 門 尉 殿 

進 之 候  (田 部 家 所蔵) 

?! ー論效 出 雲の 三 名 4^ 
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今 K 來島表 勤の 時 高名 無比 類 候、 彌可被 抽忠功 事 肝要 候 謹言 

永祿四 

卯月 十九 日  .  I 

通 定 判 

田邊宗 左 衞門尉 殿  (田 部 家 所蔵) 

以上の 如く 屢々 戰功 があった ので、 周 藤氏 は 永 碌六年 其の 恩賞と して 宗左衞 門に 對し 懸合鄉 (今の 掛合 村) 坂 本 

村の- s: を 新に 增 給した。 

(引用 四)  . 

爲新給 雲 州 懸合坂 本 村 之. 内 を 壹賞前 申 付 候、 51 段錢城 普請 此外諸 役 等 如 前々 可 勤 候、 彌 可抽. 戦功 事可爲 肝要 者 也、 仍 一 

行 如 件  、 
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通 お 判 

田 部 宗左衞 門 殿  (田 部 家 所蔵) 

斯の 如く 田 部 氏 は 中 I 末期 戰亂の 際、 武人と して 名を聶 かせ、 其の主^^周藤氏ょり度々感狀を受け、 同時に 土 

地の 恩給 を 受けて 居る ので あるが、. 主將周 藤氏の 家運 は 其の後 順調なら す、 同家 繼承 者の 一 人が II 奢であった 爲め， 

毛 利 輝 元より 居城の 都. E を沒收 せられ、 同時に 田 部 宗左衞 門 も 亦 大正 九 年 六十 三歲を 以て 戰死を 遂げた。 かう して 


田 部 氏が 主君 を 失 ひ、 家長の 宗左衞 門义戰 死した 以上 は、 最早 其の 志 を 武事に 絶ちて 村落に 歸 るより 外に 途 なく 

宗左衞 門の 子 原右衞 1： の 代に り、 亡父の 遺訓に 從 ふて 再び 吉田 村に 歸 住し、 其處に 再び 一介の 庶民と して 家 傅の 

鑛山 業に 從事 する ことにな つた〕 .  . 

惟 ふに 戰國の 頃は备 地に 守護 地頭 等の 山 i_ 力 散在し、 其の 戰鬪員 は 平生 麓の 村落に 住居しながら、 變に應 じて 出陣 

する 所謂 農兵 制度 の 下に 在り、 田 部 氏の 主將周 藤氏 の 如き、 遠く 鎌倉時代 に 補任 せられた る 地頭 職が 其 傣都山 に 居 

着きて 領主と 化し、 小 城廓に 據 つて 近隣に 支配の 手 を 延ばしつつ、 他方に は 守護た る 尼 子 氏に 屬し、 又は 毛 利 家に 

款を 通じて 其の 地位 を 保って ゐ たの で あ る が、 此の 周 藤 家 の 一 家臣 に して 農兵た る 田 部 氏が 征戰 に從ひ 軍功 を 立て 

て屢々 感狀を 受け、 又は 土地 を 恩給せられ、 遂に 其の 武運 目 出た から ざ る に 至 る や 武器 を棄 て、 村落に 歸 住した の 

は 未だ 兵 農 全く 分れす、 平生は 村落の  一 土 豪と して 生活し つ、、 事 あれば 干戈 を 執って 戰 場に 臨む と 云 ふ 社 會狀態 

であ つたこと を 如實に 示して ゐる。 

吉田 村に 歸 住し てから 後 は 田 部 氏は專 ら砂鐵 製造に 從 事し、 傍ら 新田の 開墾 及び 林業 を も經營 したの であるが、 

當時此 の 地方 は 未だ 人烟 稀少 にして、 然も 鎮山業 に 勞働カ を 要す る こ と 割合 に 多く、 諸國 より 漂浪 人が 職 を 求めて 

集り 來 つたが、 其の 中には 武士の 流浪した もの も 混り、 叉 中には 山賊 强盜の 類 も 混って 居った と 云 ふ。 最初 田 部 家 

が歸 住した る 場所 は 今の 飯 石 郡 吉田村 字 木 の 下 西で あつたが、 後ち 元祿 の 頃 今の 吉田 町に 轉 居した。 木 の 下 西から 

吉田 町まで は 約 十 町の 距離し かないが、 元の 住所 は 其の 地勢 迫りて 狹隙 である 爲め、 今の 位置に 轉 じたので ある。 
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木の 下 西に は 今 は 唯 祖先の 墓石が 淋しく 風雨に 晒されて 居る。 田 部 家の 屋號は 最初 「西」 と 云 はれ、 後ち 「綿 屋」 

と 改められ たが、 一 西」 なる 屋號は 此の 最初の 住居 地た る 木の 下 西から 來て 居る と 云 ふ。 

因みに、 田 部 姓の 部の 字 は 第 八 代 目 迄 は 遠祖の 出身地た る 紀州田 邊の邊 字 を 用 ひて 居った とのこと であるが、 後 

ち 故 ありて 今の 部の 字に 改めた と 云 ふ。 

(□) 櫻 井家 沿革 

仁 多 郡 阿井 村の 櫻 井家の 沿革 も 亦 之 を 武家時代と 庶民 時代と に 分って 觀るを 便な りと する" 同家が 中 より 近 化 

初期に 跨り 武人と して 生活した る 期間 は 之 を 武家時代 とし、 此の 地に 土着して 農村 生活に 入りた る 以後 は 庶民 時代 

である。 

樱 井家の 先祖 は 彼の 武勇の 士 として 民間に 知られた る t 问團 右衛門であって、 櫻 井 姓 は 其の後に 至り 名乘 つた もの 

である。 卽 ち墙團 右衛門 直 之 (第一 代) 11 櫻 井 直 胤 (第二 代) (以上 を 武家時代 とする)。 直 望 (第三 代) —— 直 

壽 (第 四 代) —— 利吉 (第五 代) 11 苗 清 (第 六 代) 11 紀重 (第 七 代) ——修民 (第 八 代) 11 直 G^t  (節 九 代) 

11 直達 (第 十代) 11 直 養 (第 十 一 代) (以上 を 庶民 時代と する)。 

武家時代 に 於け る 櫻 井家 は 概ね 不 運なる 武士 生活 を 以て 終始して 居る。 先祖と 稱 せらる、 l^ffl 右衛門 は ！：^.!^ 國羽 

栗の 人であって、 幼名 を 直 次と 云 ひ、 十八 歳の 時 始めて 淸洲に 至り 織 田 信 長に 让 へたが、 酒癖 ある 爲め信 長に 追 は 

れ、 加藤嘉 明に 仕へ た」 秀吉 征韓の 役に は嘉 明に 從ひ渡 韓し戰 功が あつたが、 慶長五 年 關ケ原 役に は 小 早川秀 秋の 


s 
今 


ドに戰 ひ、 後ち 松 平 忠，！ ，-n に 仕へ た。 忠吉の 歿後 は 幅 島 正則に 仕へ たが、 嘉 明の 抗議に 逢 ひ 再び 正則より 離れて 剃髮 

し、 一時 は佛 門に 身 を 寄せた。 慶長 十九 年大坂 冬の 役 起る ゃ參戰 して 功 を 建て、 其の 翌元和 元年、 大坂 夏の 役に 於 

て 遂に 戰 歿した が、 其の 墓 は 和 泉 國日根 郡 樫 井村に 在る と 云 ふ。 斯の 如く 櫻 井家の 元祖 は 武士であって、 中せ より 

近せ へ 移る 過渡 時代に、 織 田 信 長、 加藤嘉 明、 小 早川秀 秋、 松 平 忠吉、 福 島 正則へ と轉 仕し、 其の 間 朝鮮に も 渡つ 

て 或は 得意、 或は 失意の 生活 を fl つたので あるが、 其の 子の 直 胤 は 福 島 正則が 德川 氏より 廣 島に 封 ぜられ た 時、 其 

の 家臣と して 西 下し、 元 和 五 年 正則の 民政 暴虐なる の 故 を 以て 德川 氏より 其の 所領 を沒收 せられた 時、 遂に 浪人と 

なり、 一時 は 安藝の 可 部に 居 を 卜して 居った が、 後ち 備 後の 高野山に 隠れ、 同所に 於て 砂鐵 採集 事業 を 始めた。 是 

れ缟 家が 武器 を棄 て、 村落に 土着し、 庶民と しての 生活 を營 むに 至りた る 最初で ある。 櫻 井家の 屋號を 可 部屋と 云 

ふの は此 頃の 住居 地た る 安藝の 可 部 町に 由來 すると 云 ふ。 

i 间 家が 此の 時より. 何故に 楼井 姓を稱 する に 至った かと 云 ふに、 元祖 缟圑 右衛門の 妻が 越前輻 井家の 家臣 櫻 井 氏の 

女であった 爲め、 櫻 井 姓 を ■ す るに 至った ので あると 云 ふ。 蓋し、 當時幅 島 氏が 除 封せられ た 跡に は淺野 氏が 入部 

したから、 新 藩主 淺野氏 の 下に 住みな が ら福島 氏 の 家臣た る搞姓 を稱 ふる を 憚り ありと し、 遂に 母方の 櫻 井 姓 を 名 

乘る ことにし たので あらう。 何れにしても 最初 武士と して 轉戰 したる 墙 家が 武器 を棄 てて 村落に 歸 住した のは缟 家 

に 取って 著しい 異變 であった。 併し 一 說 によれば 直 胤は備 後の 高野山に 整 居しながら 再び 時機 を 見て 身 を 起さん と 

する 下心が あった さう であるが、 德川 氏の 治世と なつてから 平和 打續 き、 淺野氏 も爾來 三百 年間 廣島 城主と して 存 

第 1 論 效 出 雲の-一名 族  二三 九 


S$  二  « 兵豊史 is  ft  二  E;〇 

綾した 程で あるから、 直 胤 再起の 望 は 達せら るべ くも あらす、 遂に 承應 元年 六月 高野山に 於て 病歿した。 之より し 

て樓 井家 は 高野山 地方に 於け る 一 個の 庶民と して 其の 奮き 家系 を 重んぜら る 、家柄と なった。 

斯く 武人であった ぎ 胤 は 亡命して 一 庶民に 墮ち たが、 其の 子の 直 望 は 櫻 井家 第三 代と して 殖產の 業に 力 を 注ぐ こ 

とに なった から、 曾て 武士と して 失脚した る 櫻 井家 も、 之より 村落の 經濟 人と して 產を 積む ことになるの である。 

第三 代の 櫻 井 直 望 は 正 保 元年 高野山より 出 雲 國仁多 郡 阿井 村 呑 谷に 移住した。 移住の 動機 は 此の 地方の 土質が 砂 

鐵を 含み、 且つ 其 土地 廣 くして 農林 業の 經營 上大に 有望であった 爲 であるが、 然も 其の 最初に 居 を 卜した る 呑 谷 も 

久しから すして 不便 を 感じ、 後ち 同村 石 畑に 居 を 移して 今日に 及んで 居る。 

(ハ) 絲原家 沿革 

仁 多 郡 八 川 村絲原 家の 先祖の 所 出が 武家なる や 否やに 就て は史 實の徴 すべ きもの 無き も、 種々 の 方面より 類推す 

れば 同家 も 等しく 武家 所 出で ある やうに 思 はれる。 蓋し 江戸時代の 初期 は 戰國の 餘習尙 去らす、 各地 方と も 維 主の 

移 封が 屢々 行 はれた 際であった から、 此の 地の 如き 深山幽谷に 入りて 居 を 構へ たもの が 普通の 平 百姓の 身分で 無 か 

つたこと は 明で ある。 記録の 示す 處 によれば、 絲原 家の 元祖 善 右衛門なる 人が 備後 (備 後の 何 地なる か 不詳) より 

出-か S 仁 多 郡 大馬木 村 字 湯の 迫に 移住し， 此の 地に 於て 秒鐵 採集 業 を 開始した とのこと であるが、 善右衞 門なる 人が 

尋常 凡庸の 人に あらす して、 相 當の智 見と 經 略の 才を備 へて 居った こと は 想像す るに 難くない。 現に 絲原家 歴代 略 

歷 にも 「其 本性 は 源氏、 山陰の 麒麟 兒 山中 鹿 之 助と 其 族 を 同じう すると 云 ふ」 と ある 位であって、 詳細なる 文献と 


して は據 るべき もの はない にしても、 同家の 先祖が 智勇 を 具へ たる 武門より 出て 居る こ と は 推察す る に 難くない。 

絲 原家歷 代の 家系 は 善 右衛門— 1 善 左衞鬥 (第一 代) 11 宗 右衛門 (第二 代) ！ 吉兵衛 (第三 代) —— 善右衛 

門 (第 四 代) —— 德 右衛門 (第五 代) 11 勘 右衛門 (第 六 代) —— 右三郎 (第 七 代) 11 四郞 左衞鬥 (第 八 代) ー 

—忠 三郞 (第 九 代) 11 德 右衛門 (第 十代) —— 權造 (第 十 一 代) —— 武太郞 (第 十二 代) であるが、 初代の 善 右 

衛 鬥は備 後に 住み、 其 子の 善 左 衛鬥に 至り 始めて 此 地に 移住した ので あるから、 絲原 家に 於て は 此の 善左衞 鬥を以 

て 開祖と 看做して 居る。 善左衛 門が 仁 多 郡 大馬木 村の 湯の 迫に 定住した の は寬永 元年で、 同 十 年に は旣に 同村 大原 

鐵 山に 於て 製 鐵業を 始めて 居る が、 其 後 元祿ニ 年に 至り 松 江 藩主が 仁 多 郡內に 於て 五ケ所の 酒屋 を 公許した る 際、 

絲原家 も 其 れに 加って 酒藏を 所持して ゐ たとの こ と であれば、 一 時 酒造業 を も營ん で なた ことが 知れる。 

斯く 開祖の 善左衞 門が 寬永 年中 備 後から 始めて 出 雲に 移住し 來 つた 地 點は、 前記 大馬木 村の „iQ 迫で あつたが、 

湯の 迫に 居住す る こと 百 六十 餘年、 寬政 年間に 至り 今の 八 川 村 大字 雨 川に 假 住し、 後ち 同 部落に 定住して 今日に 及 

んで 居る。 湯の 迫より 雨 川に 移住した の は 地勢 上砂鐵 採集と 製鍊 作業 G 便利なる 爲 であった が、 舊 宅地た る 湯の 迫 

から 此 Q 雨 川 ま では 約 二 里程あって、 湯の 迫に は 今 は 唯 絲原家 先祖の 墓地 を殘す のみで ある。 凡そ 家居 新營 の 條件 

として は、 其の 土着 者に 對 して 充分なる 生活 資料 を 供す る ものがなくて はならぬ。 絲原 氏が * 初湯の 迫に 居 を 定め 

たの は、 ？ B の 迫 附近が 當時 同家の 事業 經營 上、 叉 生活 方便 上、 最も 有利であった からで あつたが、 其の後 段々 製鐵 

業 や 農林 業に 關 する 地勢の 關係を 顧慮して 雨 川に 移住す る ことにな つたので ある。 絲原 家の 屋號を 「湯の 迫」 と稱 
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する の は 先住 地の 湯の 迫に 因む ので ある。 

三、 三 家と 經濟 

田 部 • 櫻 井. 絲原三 象の 先 a が 最初 出 雲 山中に 隠れた 當 時に 其の 生活 資源と して 着：：：： した もの は廣大 なる 林野と 

土屮に 包含 せらる \ 砂鐵で あった。 然も 砂鐵を 採集して 之 を熔鑛 する に は 多量の 木炭 を 必要と する。 故に 砂 鐵の採 

集と 山林と は 離れ 難い 關係 下にあった。 又木 炭 材料と し， ての 山林 を 伐り、 其の 跡 を 開墾して 農業 を 興す には少 から 

ざる 小作人 を 要する。 又 三. 家の 經濟に 最も 關係 深く して、 學術的 究明 を 要する もの は 三 家の 土地 所有 權の 起源と、 

三 家 經濟の 運 營に與 つて 力 ありた る 鐵山勞 働 者と * 冶金に 於け る 使用人で ある。 今 左に 此 等の 勞働 部面に 就て 説明 

を 試みる。  \ 

(ィ) 三 家と 土地 所有 權 

田 部 家、 櫻 井家 及び 絲原 家が 現に 何程の 土地 を 所有 せらる」 か は 余の 知る 處 でない が、 然も 其の 山林 5g お 及 耕地 

を 通じて 莫大なる 面積に 及び、 此の 廣き 土地 內に 於て 三 家 は 永年-ひ 間製鐵 及 び 農林 業 を經 營し來 つたので あろ。 而 

して 三 家 所有地の 主なる もの は 山林であって、 山义 山、 谷义 谷と 連り、 殆んど 郡鄕を 擧げて 其の 所有に ® す るお 樣 

で、 今日 其の 山林 面積 を 丈 量 せんとす る も 其の 作業 容易なら す、 僅に 鐵砲を 放ち、 昔 響の 達する 距離 を 軍 位と して 

丈 量す るより 外に 途 なしと 云 はる、 に 見ても、 其の 一端 を 知るべき である。 明治 十六 年の 頃 * 近. 江彥 根の 詩人 岡 本 


黄 石なる 人、 田 部 家 を來訪 して 滯 溜した る 際 一 詩を赋 し、 

山陰 八州 之 名 族 二十 餘代、 食 天祿方 三十 里 之 i! 內 幾千 人、 畜咸覆 育 宛 似 諸侯、 有 素 封 別 成 一 靡、 依山 麓圍村 

百 戶在其 中、 明治 癸未 之 春 我來淹 滯凡數 切、 一 々見聞 驚 其 盛。 

と 謳って 居る が、 斯るは 獨り田 部 家に 對 しての みならす、 他の 櫻 井家 及び 絲原 家に 於ても 亦 同様で あち。 以て 如何 

に 其の 所有地が 廣く、 事業の 規模が 大き かつ たかを 知るべき で あ る 。 殊に 田 部 家が 今日 も尙ほ 家産 管理の 爲め 邸- s: 

の舊 算用 場 を 保存し、 其の 中に 田地 方、 畜産 方、 計算 方 (會計 部)、 山 方 (山林 部)、 調度 方 及び 納戶 方の 六部 を設 

けて あるの は、 其の 役名の 呼び 方と 云 ひ、 職制の 仕組と 云 ひ、 恰も 藩 制 時代に 於け る 諸侯の 勘定 所 を 思 はしむ る も 

のが あるので ある。 

三 家 の 所有地 中に は 無論 明治 に 至って 買得した ものが 多數 あるので あるが、 然も 其の 土地の 若干 は 原始的 起源 に 

よって 所有に 歸し たもの も ある やうで ある。 此 等の 事實を 語る 根本 史料の 徴考 すべ きもの はない けれども、 田 部 家 

にて は 旣述の 如く 其の 祖先の 一人が 勸 めら れて文 永年 中備 後の 都 山から 吉田 村に 移住し 『其 近鄕を 併有して 鄕 長と 

なれり』 との 記事 (飯 石 郡 誌 三 六 九 贾) が あり、 此の 占有 地が 其の後 引き 續き田 部 家の 所有で あつたか 否か は 今日 

に 於て は 之 を 探る 由 はない けれども、 祖先の 一 人が 武力 的 方法に よって 土地 を 占有した る 事實の 片鱗と して 見る こ 

とが 出来る。 櫻 井家に 於て は 最初 其の 製 鐵を備 後路 を 通して 輸出して 居った の を 松；： df; 面より 輸出すべく 松. 江 藩主 

よりの 勸吿 によって 其の 命に 服した が、 其の 際 藩主 は 『其の 伐採せ し 山林 1 開墾せ し 田畑 を 悉く 櫻 井 氏の 有と なせ 
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り』 (島根 縣仁多 郡 誌 六 五 五 頁) とのこと である。 叉絲原 家に 於て は斯る 事情 を 語 一な 文獻に 接し 得ない けれども、 111； 

家に 於ても 恐らく 同様の 徑路の 下に 其の 山林 を 取得した もので あらう と 思 はれる。 

年代の 上より 見れば 文 永年間 は 今より 約 六 百 五十 年 前の 鎌倉時代 であるが、 其の 頃に 於け る屮國 地方の 深山が 總 

て 無 主の 幽谷 で あ り 、 縱令 人家が あ つたに して も 甚だ 稀少 であった こと は 云 ふ 迄 も 無い。 故に 當時 多少 武藝 の 心得 

あり、 且つ 氏 姓の 優れた ものが 其の 地に 入って 勢威 を 張れば、 其の 附近の 鄕 村が 自己の 所領に 歸 する こと は 困難で 

無かった であらう。 之 は 啻に 中國 地方の 山間に 於てば かりで 無く、 到る 處の 深山幽谷 に 於て 見る ことの 出來た 常時 

の實 情で ある (拙著 「鄕士 制度の 研究」 參 照)。 义藩有地中未だ會て私有の事實無き山林原野を地元の^^豕農に交付して 

其の 經營に 委した の は 一 面に 於て は 此の 經營 により 藩 庫の 增 收を圖 らんと する 方便であった らうが、 鄕村 開 發政衆 

も 亦 加 はって ゐ たので ある。 今日 田 部 家の 所有地 中には 祖先が 曾て 永祿 年中に 主君 周 藤 通 定から 恩給 せられた 土地 

が あり、 同家が 其の 居 を吉田 村に 定めた の は 此の 恩給 地が 其處 にあった が爲 であると のこと も (飯お 郡 誌 三 七！ r れ) 

同家 土地 所有 權 の 起源 を 語る 別個 の 材料で ある。 乍 左、 三 家 の 所有地 全部が 必 すし も斯る 起源 による ものの みと は 

云 はれない。 此の 種の 恩給 地 は旣揭 古文書の 記述に も 見 ゆる 通り、 其の 面積 は 比較的 愤少 であるから、 其れ 以前よ 

り 所有して ゐた 面積が 相當 にあった と共に、 明治時代に なって 得した もの も 亦多數 あるので ある。 

然も 斯く 廣大 たる 所有地 內に 生活す る 百姓 は 其の 住居 地 周 圍の荒 地が 地主の 所有地と は 知りながら、 往々 無 主の 

土地なる かめ 如き 考を 以て 開墾 を 企て、 其れ を 地主より 發 見せられ、 所有 權の 確保が 地主より 新に 行 はれて、 小作 


料の 納入 を 命ぜられ たこと も屢々 あった。 

(引用 五の 一 」 松笠 村 御 鐵山之 内 瀧の 尻 家の 签 いし 頭に て 山 畑 開立 候に 付 及 懸合取 置 候 書付 左 之 通 

尊家 樣御 支配 御 鐵山之 内 松笠 村 瀧の 尻 家の {4- いし 頭に て 近年 畑 貳畝步 辻 開立 作付 致 居候 處、 此度 同所 上 之 平にて 刈 山 仕 候 

を 御 鍛冶屋 所より 御 見 當り御 差 留被成 候に 付、 長者 原 惣右衞 門 殿 を 段々 御 斷申上 候處、 刈 山 之 儀 は 以後 相愼候 は. ゾ御了 

簡可被 成 候 へ ども、 右 開 畑 貳畝步 辻の 分 は 乍 僅 も 年貢 等差 出し 候 は V 是 迄の 通り 爲作可 被 下 3曰 御 懸合被 成 候 得 共、 年貢 差 

出し 候 儀 は 御 受不申 旨 申出 候に 付、 各 樣御見 分 被 下 候處、 全 御鐵山 内に 相違 無 御座 候に 付、 當年蒔 付 有 之 候 作物 不殘御 引 

上け！^後作付は不相成旨御懸合被成甚當惑仕候、 全 私 の 了簡 違 右樣不 之 申出 仕 俊 段 奉 恐 入 候、 仍而 御差圖 通り 御 年貢 差 

出し 可 申 上段 右 您右衞 門 殿 を 以御斷 申 上 候處、 御 承知 被 下 置 難 有奉存 候、 然 上は當 年より 御 年貢と して 米 壹升宛 毎年 無 間 

遠 差 出し 可 申 上候爲 後年 證 人相 立 議定 一 札 人 置 申 上 所 仍而如 件 

嘉永ニ 酉 八月 

瀧 尻 

本人  伴兵衞 

長者 原 

證人  惣右衞 門 

, 田部樣 田地 方 

所 右 衞門樣  ， 

政  平樣 

顏：< ^御 鍛冶屋 御 支配 
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武 三 郎 ？；^^  (W 部 家 所蔵) 

(引用 五 の 一 一) 多极村深山谷御鐵山据^9^平に.卯加1ぉ田村傳九郎下作淺五郎と申者甙十ケ年餘以前開畑ぃたし候を山，ャ竹次手前 

に 而其儘 差 置 候處、 右 淺五郞 儀 傳九郎 と 及 _率論 下作 相 止、 貴方 持 分 見越と 申 所へ 轉 宅いた し 候に 付、 右 開 畑 先年 il 立候存 

彩 申出、 貴方より 傳九郎 方へ 及 懸合候 得 共、 年 古き 開立 候 畑 之 儀 新 古 を 見譯難 決樣、 古田に 付 爭議に 相 成、 村 役人" 取扱 を 

以贵 方より 金子 壹兩 出し、 土地 は 貴方 分に 相定候 書付 左の 通 

書 入 申 上 一 札 之 事 

1 、 多 根 村 深山 谷 御 鐵山据 13- 平に 而開 畑壹 ケ 所有 之 候處、 右 土地 爭 論に 相 成 此度村 役人 衆 御お 扱を以 て 十" 地 は 方樣に 

相 納め 何 角 御 見込み の 場を以 て 金壹兩 受取 互に 相- ^ 候 儀 その 一 ^扱に 右 金子 結に 受取 申ヒ 候、 然上者 右 之 十； 地往 々 れ方 

樣可被 成 御 支配 候、 此事. ナ 孫に 至 迄 少しも 申 分 無 御座 候、 爲 後日 一札 仍如件 

加 1ぉ W 村 

嘉永ニ 酉 三月  傳九郎 

多 根 村 

證人  覺兵衞 

田 部長 右 衞門樣 

前書 之 通 相 這 無 御座 候 以上 


(田 部 家 所藏) 

斯く 地主 所有地 s: に 於て 百姓が 新田 を開發 した ことが 露見 すれば、 地主の 手代が 村の 庄屋と 相談して 其の 曲直 を 

正さう とする ので、 三 家と 百姓との 間に は 土地 關係 を繞 つて 屢々 論爭が 見られた。 

(口) 三 家の 計理 

田 部. 櫻 井. 絲原三 象が 德川 時代の 初期 以來出 雲 南部の 勢家と して 叉 富豪と して 其の 聲名を 謳 はれた の は 實に其 

の經營 に 係る 砂鐵 採集の 利益 ありた る ことと、 之に 附隨 して 行 はれた 山林 經營と 農耕 業の 收益 である" 然るに 此等 

の 事業 は 咸な三 家の 算用 場に 勤む る 手代 以下の 人手に よつ て勞營 せられた ものであるから、 各 家の 下に 使 はれた 山 

內勞働 者、 炭燒 人夫 並に 小作人の 生活 一 斑 を 知り 置く 必要が ある。 卽ち 其の 象產を 管理す る 爲には 其の 邸- 2： に 特に 

算用 場 (叉 は 勘定場) なる 事務所 を 詨か、 其 處に十 數人义 は數十 人の 係り を 置く 必要が あり、 現に 田 部 家に 在りて 

は旣記 の 如く 今尙ほ 往年 の 職制 を 踏襲して 居る 有様で あるが、 德川 時代 に 在りて は 他の 一 一家 も 亦 略 ぼ同樣 の 蛾 制 を 

設けて あった。 其の 職制 中の 主 座に ある もの は 手代で あるが、 手代 は 概ね 譜第 勤務であって、 特に 無能者の 出で ざ 

る 限り、 代 々勤務す る を 例と した。 手代が 其の 業務に 精勵 すると 否と は 一家の 興 廢に關 する もので あり、 又 手代の 

中には 永年の 間に 多少の 產を 成して、 藩主に 寸志 金 を 上納し、 藩主 は 其の 篤志 を 嘉賞す る 意味と、 忠僕 褒賞の 意- 

とに 於て、 右 等の 手代に 對 して 屬々 表彰 を 行 ふた。 

(引用 六) 絲原傳 右衞門 手代 

第一 論 放 出 雲 の 三 名 族  二  EI 七 
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忠四郞 

右數十 年来 召 遣 萬 端 打 任せ 候 由の 處、 格別 打 込、 實叮相 動 諸事 殿り 合 筋 等に 力 を 入 候 故、 其方 身上 向き 厚く 相 成就 而は度 

々寸志 錢差 出、 就中、 他所 向へ 懸合等 大塊之 事に 而色々 差 縫 事 も 有之甶 之處、 右手 代 程 能 取扱 急 度 H 當の 者より 相^ 候に 

付、 類 外の 譯を以 生涯 不 綿 合羽 差 之  ， 

嘉永六 巳 二月 十四日 

右 之 通 被 仰 付 候 間 御 書付 の 趣 其方ね 可申談 11 曰 之 候條、 得 其 意 可 申 渡候以 上 

巳 二月 十四日 

園 山惣七 

絲原德 右 衞門殿  (絲原 家 所藏) 

斯くて 一 家の 計理 は專ら 算用 場 勤務の 手代 及び 其の 監督 下に 在る 係員に よって 行 はれた ので あるが、 此の 算用 場 

は 文字通りの 事務所であって、 現場の 作業 は 主家より 遠く 離れた 所謂 山 內の鉞 者 や、 山 子 や， 諸 處に散 居す る 下作 

人 (小作人) によって 營 まる 、のであった。 

(ハ) 砂鐵 採集 及び 製鐵 

三 家 共に 永年の 間 其の 家業と して 鐵山業 を經營 し、 其の 爲に 家産が 增 大したので あるから、 三 家と 製鐵 業と は 之 

を 分離して 觀る こと を 許さぬ。 此の 地方の 砂鐵 採集 業が 果して 何年 頃に 創始せられ たもので あるか は 明瞭で 無い が I 

かな や こ 

遠く 神代 の 頃より 旣に 採集せられ たと 云 はれて 居る。 「 鐵山 秘書」 と名づ く る窨 に は 金屋子 神と 稱す る 女神に より 


て傳 へられた と 記されて あるが、 此の 金屋子 神の 祭文に 『金星 子 神 は 高 犬 原より 播磨國 志 相 郡 (今の 岩 鍋と 云 ふ 地 

點) に 降り、 吾 は 是れ金 を 作る 者 金屋子 神と 云 ひ、 磐 を 以て 鍋 を 作り 給 ふ、 是を 以て 彼 地 を 岩 鍋と 云 ふ。 其 後 白 鷲 

に乘り 西國に 赴き、 出 雲 國能義 郡の 奥 比 田に 着き、 火の 高殿 を 建て、 炭と 粉鐵を 集め 吹 給へば、 鐵の 湧く こと 限り 

なし』 (仁 多 郡 誌 三 九 八 頁) と あり、 現に 能義 郡の 比 田 村に は 此の 神 を祠る 神社が あるとの ことで ある。 又 此の 神社 

の 分身 は 各地に 勸 請せられ て あり、 絲原家 の 現邸內 にも 亦 田 部 家の 古 屋敷 の 所在地なる 木の ド西 にも、 金屋子 神が 

祀られ て 居り、 余が 田 部 氏と 同道して 右 古 屋敷 を 見 分した る 際、 同 神社の 話 を も 親しく 聞いた。 

蓋し 砂鐵は 土砂と 共に 堆積 せられて あるので あるから、 原始人に よりて 發 見せら る S こと も 容易であった らう。 

卽ち 原始人が 砂鐵を 含んで ゐる 原野に 於て 焚火 をな し、 其の 4< 底の 砂 鐵が 熔解して 一種の 鍋 を 作り、 其れ を 取り 上 

げて 見て 不審 を 起し、 其れより 彼等が 山中に 穴 を 穿って 砂鐵を 掘り、 其れ を 水中に 流し- 比重の 差に よって 砂鐵を 

精選して 鐵を 作る が 如き は、 未開 時代に 於ても 自ら 會得 せらる、 處 であらねば ならぬ。 金屋子 神の 祭文に 『磐 を以 

て 鍋 を 作り』 且つ 其の 最初の 採集 地 を 「お 鍋」 と稱 したと あるの は、 砂鐵 採集の 起源 を 面白く 語って 居る ものと 思 

はれる。 現に 仁 多 郡 地方の 口碑に 於ても 砂 鐵の發 見 は 其の 始め 山林 中に 焚き火 をな し、 其の 火 底の 砂鐵が 熔解して 

凝固した るに 始まった と 云 ふやうな ことが 傅 へられて 居る。 採集の 方法 は 鎌倉時代 以前 にあって は 諸 他の 鎮物を 掘 

ると 同じく 竪に穴 を 掘りて 砂鐵を 取り出し、 之 を 「野」 と稱 する 土地 を 凹く 掘りた る 箇所に 集め、 木炭に て 其の上 

ン 

たたら 

を 覆 ひ， 其の 穴 力に て 熔解せ しめたの であるが、 鱸を設 くる 至った の は 文 永年 度 以降の 事で ある (仁 多 郡 誌 四 〇〇 

m  一  m  _,K 出 雲 G 三 名 族  二 四.,？ 
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so 近年に 於け る 採集 法 は 先 づ鐵分 を 含む 山の 尾根に 近傍の 溪流 >ら 水 を 引き、 其の 水流の 力に より 土砂と 鐵粉 

と を 洗 ひ 落す 仕掛けと する。 若し 近傍に 水の 無い 時 は往々 遠方の 小川から 水 を 導き 來る こと も ある。 水 は 成るべく 

山の 上部から 注ぐ を 便利と する。 若し 其の 土質が 堅い 時 は 鶴嘴 を 以て 掘り 崩し、 之 を 水中に 投じて 下流に 至らし め、 

堰を 設けて 之 を 受け、 洗鑛 場に 排出し、 其れより 洗 桶と 稱 する 小舟 形の 桶に 注げば、 重き 砂鐵は 其の 底に 沈殿し、 

輕き 土砂 は 外に 流出す る。 

水流 を 利用して 土 沙と鐵 粉と を 選別した る 後、 其の 鐵粉 を搔き 集めて 製鐵に 着手す るので あるが、 此の 砂 繊を熔 

解せ しむる 爲の熔 鑛鑪を 「た、 ら」 と 云 ふ。 火力 は總て 木炭 を 用 ふるので あるから、 製鐵 業と 木炭 製造と はお 行し 

なければ ならぬ。 蓋し 此の 出 雲 山中に 砂鐵 採集 業が 起り 其れが 數 百年の 間繼鑌 して 行 はれた の は 一 に 砂鐵其 もの、 

埋藏 あるに よる は 勿論で ある けれども、 他方に 於て は砂鐵 選別に 缺 くべ からざる 溪 流が 自由に 利用せられ 得た こと 

\ 熔鑛鑪 の 燃料た る 木炭が 豐 富に 製造せられ たこと に歸 せねば ならぬ。 斯く豐 富なる 砂鐵 と廣大 なる 森林と- 其 

Q 間 を 流る、 溪 流が 拉存 した ことが、 出 雲 山中に 於け る 此の 特殊 工業 を 永く 持績 せしめ、 且つ 三 家の { ^康 を增 さし 

めた 所以で ある。 

仁 多 . 飯石兩 郡の 砂鐵 採集と 製鐵の 事業に 從っ たもの は 三 家 以外に 尙數軒 あるに はあった けれども、 田 部. 樱井. 

絲原 家が 其の 代表者と して 松 江 藩より 代々 鐵師 頭取 を 命ぜられ たので ある。 

(引用 七) 其 許 儀 鐵師： 頭； £^ 申 付 候條、 御用 向 念 入 可 被 相 勤 候 以上 
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(，5 用 八) 其方 儀鐵師 頭取 申 付候條 御用 念 入 可 相 動^  y ヒ 

安永 六 面 三月 十九 日 

大馬木 村  ，今 村 作 右衛門 

= 左 衞門殿  (扁所藏) 

製鐵 S 出 は樱井 象で は霸備 後路 を 溼て大 謹に 向けて ゐ たが、 其れ は德川 時代 初期の ことであって、 ，松 

平氏が 人 部して から 鐘 4.y に膽 し. 中の 海の 商 #1 から 上方 筋へ I せられた。 言 民間に 謳 はる、 歌 

一  』 

安 來千軒 名の 出た 所 

社 日 櫻 や 十祌山 

十 神 山から 沖 見れば 

いづく の 船 やら 知らね ども 

せみの もとまで 帆 をまい て 
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^  二  兵 sa 史 ！ %  二 五 二 

鐵 積んでの ぼる 

と 云 ふの が あるの は、 往時 出 雲 南部 地方の 製鐵が 安来から 大阪 方面に 積み出された 實況を 謳った ものである。 

(附 註) 中國 地方に 於け る 砂鐵の 沿革に 就て に 前に も 引いて 置いた やうに 昭和 六 年 結 城 次郞、 機 anifr 响氏共 奢で 一中 國地 

方に 於け る 砂 鐵製練 法 の 史的 研究， 一 な る 克明な る 研究が 發表 せ られて 居 る 、 雨 氏 は中函 地方に 於け る 砂 鐵製練 法 の 沿革 を 

第一 期 (紀元前 五 四 〇 頃より 天日 槍の 渡來 まで/ 第二 期 (天日 槍の 渡来より 紀ー兀 九 四 五 年 -^Hlf ハ來 朝まで 一 十數百 年/ 第 

三 期 (卓 素 来朝より 應 永の 變 革まで 一 千 百有餘 年間； /第 四 期 (應 永の 變軍 より 大正 中期の 絶滅 期まで 約 五 百年) とせられ 

て ある、 詳細 は 同書 參照 のこと。 

(一一) 山 內の勞 働經濟 

砂鐵を 水流の 力に より 押し流し、 下流に 於て 其の 鐵粉を 捕へ、 鑪に 入れて 熔解せ しめ， 之 を 商品に 仕出す 作業 は 

山 の 「かぢ や もの」 及び 「た、 らもの」 によって 行 はる 、ので あるから、 先づ 此の 主家と 勞働 者」 -の關 係から 說明 

に 人らねば ならぬ。. 勞働 者た る 「かぢ や もの」 及び 「た、 らもの」 を總稱 して 山. s: 者と 「ム ふので あるが、 山內 者と 

は 平常 鐵六場 と 呼ばる、 山內の 製鐵 作業 所 に 居る か ら である。 山.^ 者 を 其の 作業の 性質に より 分類して 熔練爐 の 作 

業 をな す ものと、 吹 分け 後の 製鐵 作業に 從ふ ものと に區 別して ある。 熔鑛 作業の 重立 人 を 村 下と 云 ふ。 村 下 は譜第 

のェ 長であって 數名 居り、 製鐵の 技に 熟達し、 山內 者から は 「村 下樣ー と 崇められて ゐ たけれ ども、 主 (豕の 方より 

見れば 譜 第の 下人で ある。 此の 外 炭 坂、 番子、 炭 焚と 云 ふの が ある。 炭 坂と 炭 焚 は 炭 を 取拔ふ もの、 番子は 鉞の騸 


主 
人 

番 


手 
代 


鑪 

場 
手 
代 


馬山鐵 n  I 一  1 山 

炭番炭 村^ コ 
打  配 

焚 子 坂 下 


を 踏む ものである。 次に 鐵の製 鍊に從 事す る ものに は 大工、 左下、 手 子、 吹 差等の 職人が 居った， 何れも 譜 第で、 主 

家と は 隸屬關 係に ある。 

^季節的 勞働 者の ことに 就いて 一言す るが、 砂鐵は 水流 を 利用して 土砂 を 洗 准して 採取す るので なる から、 下流 

の 方に は 自ら 燭 水の 溜る 處が 出來、 稻 作に 害 を 及ぼす ことになるから、 概ね 水田に 灌漑 を 要しない 秋の 彼岸より 春 

の 彼お 迄 の 間に 之 を 行 ふ。 此の 期間の 從 業者と して は 石 見 の 邑智郡 あたりから 出 稼に 來る もの が 多 いと 云 ふ。 

今此 等の 製鐵と 製炭に 從 事した 譜 第の 職人 幷 に販賣 人と が 主家に 對 する 關 係を圖 示 すれば、 
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右圖を 以て 示した る 勤勞者 は、 其の 身分が 譜 第の 使用人に 過ぎない から、 主人より は 常に 呼び 捨に せられて 居った 

が、 ms: にあって は 村 下 は 他の 勞働 者から 尊敬せられ、 何れも 村 下の 命 を 奉じて 日々 の 業務に 営らねば たらな かつ 

たたら ラた 

た。 村 下が 山內 者より 如何に 尊敬せられ たかは 山- s: にて 謳ふ鑪 歌に 

千 駄萬駄 の 金 吹き出して 

むらげ 

村 下様と も 云 はれたい 

村下樣 とて どなたの ことか 

行けば 鑪 の 左手に 

と 云 ふの が あるのに 徴 しても 其の. 一端が 知れる で. もうし：， »  >  ,  ,  -  r  _ 
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I 

—銀 冶屋 手代— 

—松、 江 支店 手代 (製品の 運撖及 販資) 

I 大阪 支店 手代 「同 前」  V 


山- s: 者に は 他 地方より 流浪し 來 つた 者 や、 武士の 落人 等が 混って 居り、 隨 つて 其の 氣性 荒々 しく、 素行の 修まら 

ざる もの もあった が、 此 等山內 者の 取締りの 爲に松 江 藩主が 三 家に 對 して 宗門 人別 改 及び 刑事裁判の 權を與 へて 

ゐ たこと は 別項に 說明 する 通りで ある。 山內 者に 對 する 給 與は 現金と 現物と である。 現品と 云っても、 米が 主なる 

ものであって、 野菜 は 住宅の 周 園の 土地 を 耕作して 自給させる のであった。 

同じく 山 s: 者と 云っても 山 子と 稱 せらる、 炭燒 は. 山內 及び 村 中 a -々 の 地に 家居 を營 み、 田畑 を 小作し、 比較的 自 

たた-つも 0 

由 な 生 活を する もので あつたが、 製鐵 に 從事 する 鱸 者 は 楝割 長屋に 住み、 代， „< 職工の 生活 をす る ものであるから、 

最 も I 襲 的 特質 を 帶 ぶ る もの で あ つ た 。 

山^ 者 は 一 般 百姓よりも 其の 身分 低し とせられた、 隨て 一 般の 百姓 は山內 者と 婚を 通ぜ す、 山內者 同志に 於て 結 

婚 する を 常例と した。 斯る 身分 關 係が あるから、 山-^ 者 は 直接 主人に 對 して 交 涉 する 等の こと は 一切 許されす、 總 

て 村 下に 申告し、 村 下より 手代 を 通じて 主人に 言上す ると 云 ふ 順序 を 取らねば ならなかった。 

(ホ) 小作 經濟 

三 家に より 行 はる、 經濟 制度 中、 農地 經營 法と しての 小作 經濟は 砂鐵業 に 於け る勞働 經濟と は、 其の 性質が 著し 

く異 つて 居る。 鐵 山の 經營に 就て は 藩廳は あらゆる 保護 手段 を 講じて、 或は 藩 有 林の 無償交付 をな し、 叉砂鐵 事業 

に 必要なる 限り 司法 權の 一部 を も 認め、 其 他 種々 なる 庇護 を與 へたので あるが、 小作 制度に 就て は 稍 趣 を 異にし、 

却って 小作人 を 保護 せんとし たる 跡が 見 ゆる。 嘉永四 年に 藩 廳が郡 役人に 發 した 左の 小作 保護に 關 する 觸 書の 如き 

第 1 論 放 m  S の 三 名 族  .  二 五 五 


ニ篇 兵 史 論 %  二 五六 

は 此の 事實を 語る ものである。  - 

高 持 百姓 を 始め 下作 共 耕作 出精いた し、 追々 田地 成立 候に 隨ひ、 地元より 理不盡 に懸を 上け、 或は 田地 賣賈の 

節懸 上け 不實を 仕出し 候 族 も 有 之、 果者 下作 共 令 困窮、 作 變るケ 所 も 有 之 趣 相閒候 所、 必竞は 地元 之搌失 勿論- 

な 4^ かよし き  ， 

御 國損も 不少歎 者 布 次第に 候、 今後 理不盡 に懸を 上け 义は賣 買 之 節 不義の 取 計 ひ 致 間 敷 勿論、 下作 共 も 懸り作 

を以 渡世 を營む 事に 候 得 者 "實 意を以 地元と 念； 一 和 一 田地 成立 候 樣可盡 精力 候、 萬 一 不實之 仕形 有 之に 於て は 

赏人は 申に 不及、 村 役人 共 嚴敷咎 可 申 付 候、 此段 人別へ 不洩 精々 可 申 渡 候 以上 

嘉永四 年 亥三 月 一 一十 日  小川 太 郞；； -衞門 

郡 役人 宛  (田 部 家 所 藏). 

4：： により 見ても、 三 家 は 一 般 地主と 等しく 小作に 關 して は 藩廳 より 相當の 制裁 を 受け 居った ことが 知れる。 

出 ま、 南部 地方の 小作 經濟に 於て 特に 注目 を惹 くもの は 其の 小作 目的物が 單に 農地の みに あらす して、 ？ 地の 外に 

山林、 原野、 家屋、 裹具、 家具、 肥料、 家畜 等が 含まれ、 且つ 小作人に 對 して 作 食を與 ふること さへ あった ことで 

か ぶげ VI く 

ある。 之を當 地方の 土語に て 株 下作と 云 ふ、 株 下作 は， § ち 株 小作に て、 農家 一 戶の裹 業 經營に 必要な る^り は 地 

以外の 物件 を 小作の 目的に 包含せ しめて 居る ので ある。 株. ト作は 出-富 一 圓 及び 石 見地 方 を 通じて 行 はる 、惯 行で あ 

るが、 其の 起因に 就て は 後の 綜合 論に 於て 說明 する であらう。 何れにしても 株 ド作は 此の 地方 特有の 小作 慣^で あ 

る。 然も 此の 地方に 於け る 小作 制度 の總 てが 株： 卜 作で あるので はたく、 流" 通の 形態 を 有する 小作 慣^ も 亦 らす^ 


在す る。 普通の 小作 は 此の 地方に 於て 「切り 掛け」 と 云 ふ。 切り 掛けと は 田地 丈け を 切り離して 小作に 掛ける レー 云 

ふ 意味で ある。 价し、 田 部. 櫻 井。 絲原三 家の 小作 は 殆んど 全部が 株 下作 制度に よって 居る。 株 下作 制度の 如何な 

る もので あるか は 地主 小作の 間に 取り 交 はされ た 小作 設 文の 形式に よっても 解明され る。 
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仁 多 郡 小馬 本 村 木 尻 谷 

1 、 田 反別 三 反 九 畝 二十 七步 

二 五 九 
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此掛米 參石壹 斗 九 升貳合 

立 家の 下 も 道 上 

、 田 反別 貳畝貳 拾四步 

此掛米 壹斗九 升 六合 

立 鐵穴尻 

、 田 反別 壹反七 畝 二十 四步 

此掛米 壹石壹 斗 五 升 七 合 

立 本 瑯屋尻 

、 田 反別 四 畝 二十 七步 

此掛米 參斗壹 升 八 合 

同家の 上 

、 田 反別 參畝 六步 

此掛米 九 升 六合 

同家の 前 

、 田 反別 六 畝 拾八步 

此掛米 三 斗 八 升 四 合 

同 淺 草 谷 尻 

、 田 反別 五 反 二十 八步 


二 さ 

此掛米 四 石 七 升 五合 

同 鐵穴尻 

、 畑 反別 

此^ 米 壹斗也 

同木屋 たるに 

、 田 反別 貳畝壹 步 

此掛米 は 秋 熟 を 御 見 分 の 上 相定之 約定 

同 

、 田壹 畝貳步  - 

此田開 領地 に \ 」 秋 熟 を 御 見 分 の 上に て 相定 の 約 

定 

右附屬 物件 

、 田 方 種 籾 石 六 斗 八 升 四 合 

、 草 山 反別 壹町步 

、 架 奥 咸拾間 分 

、 堵七拾 荷 

、 本家 I  分 


但 造作 は 和し 物に 御座 候 

右 之 地所 小作 掛り受 申 候處實 正 也、 然る 上 は 前書 小作 

掛米每 年 十 一 月 二十日 過に 御 指定の 場所へ 着込 又 皆納 

可 仕 候 若、 本人 掛米 未納せ し 時 は保證 入より 辩納可 仕 

候且贵 殿御 都合に 依り 何時 御 解約に 相 成 候と も、 毫も 

異議 不申 上付 屬 物件 を 相 添 速 に 返 ^可 仕 候 其 際 未納 有 


之 候と も、 私共より 卽納可 仕 後日の 爲 本書 差 入 g 候 也 

仁 多 郡 小馬 木 村 

本人 貞  藏 

同 

保證人 善  六 

(櫻 井家 所藏 J 


小作人 を 呼ぶ に 下作 人の 語 を 以てし、 其の 小作 慣習 を 株 ザ 作と 稱 する 程に 地主と 小作人との 間に 於け る 懸隔 は甚 

しく、 恰も 領主と 領民との 如き 關 係に 在った。 株 下作 制度に 於け る 小作人 は 農業 經營に 要する 諸々 の 物品 を 貸附け 

られ 生活 を 保障 せらる、 代り 拘束 を受 くる ことが 尠 くない。 蓋し 普通の 切り 掛け 小作に 在りて は 田 si 地主の^ 

有で あっても、 住宅 は 小作人 自身の 物で あるから- 土地の 賃借 關係 以外、 地主に 對 して 屈服す る を 要しない けれど 

も、 株 下作 制度に 在って は 耕地の 外 日常 用品が 總て 地主の 所有物で あるから、 一旦 地主の 意に 逆 ふて 小作 地より 故 

逐 せられん か、 彼等 下作 人 は 直に 其の 日より 生活に 窮 せねば ならぬ ことになる。 三 家の 株 下作 人が 其の 土地 を 離れ 

て 生活す る ことの 困難なる 事情 を 見る に、 地主 所有の 土地 面積が 非常に 廣大 であって、 地主の 所有地 以外 近 鄕には 

土地が 無く、 小作人 は 地主の 所有地 を 耕す にあら ざれば 家族 を 扶養す る を 得ない からで ある。 故に 彼等が 小作料 を 

滞納す ると か 又は 地主の 怒り を 買 ふが 如き ことで も あれば、 忽ち 地主より 放逐 せられて 一 且は村 離れ をす る けれど 

も、 間もなく 歸り來 り、 其の 窮狀を 地主に 哀訴して 再び 元の 小作人に 復歸 する のが 例であった C 
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(引用 十の 一 ) 誤り 入 申 上 一 札 之 事 

1 、 私儀 年來 尊家 樣御 用地 懸り受 作 方 仕 渡世 相 營儀御 懇情 難 有 仕 合奉存 候、 然處 近來私 風儀 不究、 其 上 御 差圆を 相？： 候 "取扱 

仕 候に 付、 此度御 暇 被 仰 付、 御 尤千萬 思 召 之 段 雷々 奉 恐 入 候、 早速 何れ、 つ」 成と も 家内 一統 立 返、 下作 家 明 渡 不申上 而は不 

相濟 儀に 御座 候處、 只今 更に 行 先手 當も無 御座、 何共 大勢 之 家内 引 連當惑 至極 仕 候、 依而 宮中 村 尾 崎 文 之 助 並に 懸合村 新 

屋敷 淸太郞 兩人立 入、 來私 身上 萬々 受合 is 申 上 候間此 度の 儀 御 宥免被 置候樣 厚く 御 願 申 上 候處、 御^？：難被成儀に御座候 

得 共、 格別の 御 惠を以 是迄之 通 於 世田屋 下作 再勤 被 仰 付、 御 憐懲之 御 程 重々 難 有 仕 合奉存 候、 然上は 今後 對^ 家樣、 毛頭 

不實 之-取扱 不仕、 萬 端 心底 立直し 實に相 勤莴々 御 差 圖に隨 ひ 可 申 上 候、 莴 一思 召に 不相叶 候 取扱 も 御座 候 は V、 急 度 御. 取 

引 可 被 成 候と も 申 分 無 御座、 何時 にても 居 家 明 渡 可 申 上 候、 且前段之通2^來受合人ょり萬端急度爲相憐可申上候、 此 上に 

も聊不5^.之ぉ极も御座候は\、 受合 人より 幾重に も 筋道 相 立 藤 引 仕 尊家 樣へは 少しも 御 面倒 舫懸中 g 敷 候、 爲 後年 誤 一札 

受入證入加判を：^差上置申所仍而如件 

弘化五 申 正月 

三阪 世田屋 下作 

木 人 • 太 三 郞 

懸合村 新 屋敷 

受人  淸太郎 

宮中 村 尾 崎 

受人  文 之 助 

吉田町 鑄懸屋 


中 作 橋 詰 

孫 四郞樣  r 田 部 家 所藏) 

(引用 十の 二) 請 合 申 上 一札 之 事 

一、 私儀 去る 亥納迄 數年來 尊家 樣御 所持 鍛冶屋 ハ 4： 御田 地下 作 仕 候處、 追々 御 年貢 引 負 候 故 御 暇 被 下、 尤千萬 重々 奉 恐 入 候、 

右に 付 外へ 轉宅仕 居候 處、 原 分 田地 作 人 代りに 相 成 何卒 私 原 株 下作に 再 動 仕度 御 願 申 上 候處、 受入等 相 立 手堅 譯に仕 候 は 

V 願 通 御 聞 入 も 可 被 成 下 旨に 付、 則此 度より 請 人相 立 再勤 御 願 申 上 候 處御聞 屆被下 難 有 仕 合奉存 候、 當時難 11 の 私に 御座 

候 得 者 田地 僅 計 作 方 仕、 追々 は 餘分作 方 仕 候 樣に願 可 申 上 候 間、 時に 模樣 を： 御 懸け 被 下 置 候 樣奉願 候、 右 樣當時 僅 計 作 

方 仕度 追々 に は 餘分作 方 仕度 譯に 付、 年々 同樣無 御座に 付、 田地 御懸 米等此 書付 を 破り 不申上 候 得 共、 尊家 樣御 帳面 前 を 

以御 作法 之 通 年々 速に 上納 可 仕 候、 若 本 入不： ^仕 候 は 請 人より 相 辨無滯 拂出可 申 上 候、 萬ー此 上に も 異議 申出 候 は 御 

目差 之 方、 賃取 催促 を 如何 樣 にも 御 折襤御 取扱 可 被 成 候、 其 節 一言 御斷 申出 間 敷 候、 尙又 尊家 樣御思 召に 不相 叶、 凡て 

下作 相 止 候 節 は 下作 家 付 諸道 具 御 差 圖に從 ひ 差 返 可 申 上 候、 爲 後日 受合 一 札 仍而如 件 

嘉永六 丑 正月 
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二 六 E 


本 

受 


人 

人 


儀 右 


十 ® 


田 部 田地 方 

所 右 衞門殿 

御 支配 

^  平 殿  (田 部 家 所藏， > 

(引用 十の 三) 請 合 申 上 一札 之 事 

原より 五 松 入  - 

一 、 田 反壹反 三畝步  掛米貳 俵 壹斗壹 升 

鼸ハ会 半 右衛門 入 

一 、 田 反 壹反四 畝 拾貳步 掛米三 俊 一 斗 六 升 八 合 

(中略) 

右 者 私儀 去る 亥 納迄數 年来 尊家 樣御 所持 鍛冶屋お 御田 地下 作 仕 候處、 大麼之 御 年貢 引 負 候 故、 御 暇 被 下御尤 千^に 奉び 候、 

右に， 付 外へ 轉宅仕 居候 處、 ^4後^年原分田地作人代りに相成、 何 平 私 原株ド 作に 再勤 仕度 御 願 申 上 候處、 受人等 相 i 疋 手れ， -i 

譯に仕 候 は 願 通 御 聞 入 も is 被 成 候 旨に 付、 則受 人相 定 再勤 御 願 甲 上 候處御 屈 被 下 難 有 仕 合、 是迄取 綾 龍 在 候處、 近年 

、じ 得 違 仕、 御 y 當薄く 御 思 召、 其 上 御田 地 は 追々 作り 落し、 ^又 私へ 御 懸渡之 新開 等 は 他 向きへ 义懸杯 致^、 數々 の 不-. «r 

仕 候に 付 而は、 去 冬 御 暇 被 下 御 尤千萬 再應之 儀に 而 如何 御 斷可申 上樣無 御座 重々 奉 恐 入 候、 然處右 樣相成 候 ..m 者、 心 故と 

ijp 申、 當時 老人 子供 大勢 之 家內引 連、 必. 4- 難 ii 差懸 渡世 之 営 も S 來不 仕、 仍與合 「組合) 中 並 親類 之^ 共を以 >w 應御斷 


申 上 候 得 共 前文 之 次第 容易に 御 聞 屆難被 下 候處、 格別 之 御憐憨 を以、 御 聞濟、 暫時 御 試 可 被 下 旨 重々 難 有 仕 合、 引 續前之 

田畑 懸り受 申 處實證 明白に 御座 候、 然上は 堵手入 等 格別 出精 仕、 御 年貢 は 不及申 上、 新田 見取 究米 並に 作 食 元利 共 毎年 十 

1 月 二十日 切 皆納 可 仕 候、 若 本人 不搏仕 候 は 受入 方より 相 辩急度 御 勘定 可 仕 候、 萬 一 此上 にも 聊不搏 儀 も 御座 候 は ..\ 

御目差之方賃取催促を！^如何樣にも糊敷御折檻御取扱可被成候、 譯立候 迄 は證入 引受 御差圖 之賃錢 日々 相 渡 可 申 上、 扱 又 

此上 とも 思 召に 不相 叶、 下作 相 止 候 節 は 前書 持 渡り 物 等 "取 揃 差 返 可 申 候、 假令 下作 相お 候 而も 此證文 御所 持 中 は、 右 御 年 

貢 引 負 居、 受判之 筋に 相違 無 御座 候、 爲 後日 請 合 一 札 仍如件 

安政 五 年 四月  ， 

•  三阪原  - 

本人  磯 右 衞門⑩ 

一 吳 

受人長  作 @ 

田 部 田地 方 

御 支配 祐助殿  ， 

太 助 殿  (田 部 家 所蔵) 

地主 は 一方に は 小作人に ii し 威 を 以て 臨む と共に 小作人と しての 風儀 を紊 した 時 (小作料 不拂を 意味す) は、 其 

の 土地より 小作人 を 放逐す る こと を敢 てしたの である。 讲し 地主 は义 一 方に は 小作人 を 保護す る こと もあった。 例 

へ ば 小作人が 何 かの 理由に より 村 中の 百姓から 村八分に せられた 場合 杯に は、 地主 は 其の 小作人の 爲に村 一 統に對 

m 一  論 欲 出 雲 の 三 名 族  二 六 M  _ 
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して； 狀を 入れて 交際の 繼續を 請 ふたこと さ へ あった。 是は 其の 小作人が 地主に 泣き付き、 取り成し を 依頼した li 

果 である こと は 云 ふ 迄 も 無い が、 兩者 は內部 的に は 隸屬的 關係を 有したがら、 外部に 對 して は郞黨 的に 固く 紫 がれ 

てゐ たこと を 語って 居る。 

(引用 十 一 ) 相 渡 申 一 札 之 事 

一、 私 方 小作 其 村 淸藏儀 色々 不 如法 之 儀 も 御座 候に 付、 受判 組に も 御 人 難 被 成、 依而は 小作 差替 吳候樣 追々 御中 出 被 成 候 趣、 

御尤 承知 致 候、 右に 付 小作 入 段々 及 詰 談候得 共、 思 召 者更無 之、 依 • 向淸藏 へ は 私共より 及 利解说 X 同人 身上 之 は 其 村に 

て 小作 は 私共 受合可 申 候 間、 御和合被成遣候樣御願申入候處御>1^知被遣_^!;?存候、 然上 は淸藏 儀に 就て は 如何 樣之難 a 出來 

候 而も、 此方へ 取 受村方 組合 中へ 少しも 御難^ 懸申間 敷 候 間、 此段御 安心 可 被 遣 候、 爲後念 一礼 渡 仕 申 所 仍而如 件 

嘉永四 年  田 部 田地 方 

亥一 一月  政  平 

.  所 右衞門 

五人組 頭 孫 右 衞門殿 

右の 谷 上 組  . 

組 合 御中  C. 田 部 家 所蔵) 

义 地主 は 前顯の 小作 證文 (引用 九の ー參 照) 中に も 見 ゆる 如/、、 場合によって は 小作人の 飯 用と して 作 食 を與へ 

ヌ 農業 資金と して 金錢 を前贷 する こと もあった ので ある。 


要するに 三 家の 所有地 は 頗る 廣 くして 其の 所有地 內に 住む 小作人 は 概ね 株 下作 制度に より 耕作し、 宛 も 領主の ド 

の 領民た るかの 如き 關係を 以て 農業に 從 事し、 其の 間 地主 は 小作人に 對し 或は 恩 を 以て、 或は 威 を 以て 臨んだ ので 

ある。 

(へ) 地主と 柴草 

此の 地方の 農業に 在りても、 肥料 自給の 爲め 原野に 自生す る 野草 を 刈 取って 綠 肥に 使用せ ねばならぬ と共に、 薪 

炭 料と しての 林樹 及び、 建築 用と しての 材木 を 必要と する のであった。 而 して 三 家の 農業 は 專ら株 下作 制度に よつ 

てゐ たから、 其の 小作 地中に は 腰 林と 稱 する 若干の 林野 を 含んで ゐ たけれ ども、 實際は 其れの みで は 足らない の で、 

斯る 場合に は 小作人 は 附近の 林野に 入りて 草 を 刈り取り 又は 樹木 を ^採す るので あった。 三 家 は 小作人 をして 單に 

下草 を 刈り取る こと を 許し、 叉 は 自家 用材と して 其れが 必要な 場合に は 地主に 挨拶して 承諾 を經さ /すれば 無代に 

て 之 を 採集す る こと を 許した が、 無斷 にて 伐採す ると か、 又は 伐採して 之 を 他人に 販賣 する 等の ことがあれ は、 地 

主 は 相當の 制裁 を 加 ふる か、 叉 は 謝罪 狀を 提出せ しめて 其の 將來 を誡 めた。 

小作人の 農業 經營上 綠肥抹 集 地と しての 原野が 必要で ある こと は、 文久 年度の 文書 中に 在る 『第 一 御用 地 之 接 山、 

且又 御 鐵山之 根元 の 樹木 何れも 大切 の 儀 兩方立 行 不申而 は不相 成』 と の 文 言が 其 の 事情 を 克く語 つて 居る。 地主の 

持 地 以外に 耕地 を 見出し 得ざる 小作人に 在りて は、 其の 戶數 が增 加し、 薪材 不足す るに 連れて、 地主 所有の 原野に 

入り込み 採集す るより 他に 途 がなかった ので ある。 

ー論效 S  0 の 三 名疾  ニ卞ヒ 
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(引用 十二) 私儀 當夏 以来 貴家 樣御持 分 下 迫に 而 大切 之 用 木 杉 木 八本 盗伐 仕、 自分 腰 林、"」 联越隱 置き、 中 作 權太郎 殿御 見お 

り 被 成、 御 不審 之 旨、 内々 御 懸合御 論 も 被 成 下 候 得 共、 有形 之 白 狀も不 仕に 付、 責家樣 へ 御 屈 被 成、 旣に表 向 御. 取調 被 成 

度 之處、 左 樣相成 候而は 不埒 仕、 私 は 不及申 上に、 組合 衆 中へ も 如何 樣之難 &出來 可 申 も 難 計、 勿論 年来 作り 懸之 W 畑 御 

引 上け 被 成 候 眼前 之 儀、 左 樣相成 候而は 必至 立行不 申、 依 而上土 并忠次 殿中 作權太 郎殿兩 入相 賴厚御 斷申上 候處、 格別 之 

御含を；：^御内濟被成下軍；々難有仕合奉存候、 然上は2^後右樣之不^決..^仕間敷候、 且盜ぉ 候 杉 木 八本 中 作 權太郎 方 着娥當 

り 料と して 錢八貫 文 並 隱置候 松 木 御 見 當り被 成 候 分 御内 濟被下 候 迄日數 九十 日让番 K 之 内 米 一 斗 五 升此度 相納、 何も 瑛 IS 

被 成 下、 家内 一 統 安心 仕 候、 爲 後日 證人 加判 證 一 札 仍而如 件 
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四 三 家と 松 江 藩 

一二 家が 若し 普通の 民家で あろたならば、 年貢 上納 其の 他 公 邊に對 する 諸般の 義務 は總て 村の 庄屋 を 通して 勤め、 

藩廳 より の 達 や 賞罰 も 亦 同じく 村 役人 を 通して 行 はれた であらう が、 三 家 は 其の 村に 在って は 准 武士と して 待遇せ 

られ、 其の 富力 又 優に 一藩の 財政 を 援助す るに 堪へ 得た から、 政治 向に 於て は鄕村 役人の 上位に 立ち、 社會 的に は 

一藩の 名門、 鄕 村の 勢家と して 認められ たので ある。 從 つて 三 家 は 平生 松 江 藩廳と 交渉す る 機 會が屢 々あり、 其の 

智見を 練る こと も出來 たから、 其の 財産の 點 より 見ても、 人物の 點 より 見ても、 近 鄕には 一二 家の 右に 出づる ものが 

なかった ので ある。 此の間の 事情 を說 明す ろ爲， 鼓に 三 家が 松 江 藩 廳に對 し 財政 的 援助 を爲 したる 事實 と、 幕末に 

於て 幕府 援助の 爲め 出動した る 事、 拉に藩 廳が三 家に 對 する 積極的 並に 消極的 保護と 身分 上の 優遇と に 就て 語る で 

あらう。  ， 

(ィ) 三 家の 藩 財政に 對 する 援助 

田 部 氏、 櫻 井 氏 及び 絲原氏 共に 其の 先祖 は 武邊の 出であった けれども、 近世の 初に 至り 仕へ た 主君が 滅； J すると 

共に 何れも 其の 志 を 武事に 絶ち、 村落に 落ち着きて 鐵山業 及び 農林 業 を經營 する に 至った が、 出 雲 南部の 山 谷に 其 

の 居 を 定めて より 後 は、 事業の 盛衰 は屢々 あった けれども、 次第に 其の 家 產を增 大して 近鄕に 比類 無き 富豪と なり- 

藩主の 覺ぇも 目出度く、 始終 藩の 爲に 財政 的 奉仕 を爲す ことにな つた。 
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三 家が 藩主に 對 して 爲 したる 財政 上の 援助 として 擧 ぐべき もの は 其の 屢々 なる 特別 稅卽ち 寸志 金の 上納で ある。 

蓋し 松 江 藩 も 他の 列藩に 於け ると 等しく、 幕末に 近づく に隨 つて 大に肘 政 上の 困難に 陷 つたが、 其の 度 毎に 三 家 は 

よく 御 無心 を 申 付けられて 居る。 尤も 無心と 言 つても 藩より 表 向に 納付せ よと 言 ふに あらす して、 多く は 寸志 金 上 

納を 申出で しめ、 其れ を 藩主が 嘉納す る 形式 を 取った の で あ る 。 

(引用 十三の 一) 此度 

御 公役に 付 金 千 二百 兩 寸志 上納 仕度 分 願 之 趣 申達 候處、 神妙の 申出 御 受納 可 被 成分に 候 間 可 被 得 其 意" I 以上 

九月 廿 三日  藤  ：  求  八 

間 is 台 之 助 

林 原 璺八郞 

田 部長 右 衞門殿  (田 部 家 所藏) 

(引用 十三の 二) 此度 

御公役-ー付銀拾^^^貫匁寸志上納仕度旨願之趣申達候處、 御聞屈の！！！！被仰渡候條此段可有承知候 以上 

七月 二日  井上 善 右衞門 

可 部屋 

源 兵衞殿  (櫻 井家 所蔵：) 


寸志 金 に 次ぎて 三 家が 特に 藩 庫に 對 して 致し た 經濟的 奉仕 制度 に義田 制度なる もの があった. -義 田と は 松： 7-;^:, 
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石お 石 石お 石 /I5 あ 


朝 宫深多 神ミ 中民吉 
久 

^原 中 野 代 'さ 野 谷 田 

一  禾ロ 


村 村 村 村 村 村 村 村 


財政 窮乏 を 救 ふ爲に 新設した る 制度で ある。 其の 方法た る や、 藩 內の高 持 百姓 をして 一時に 相 當金穀 を獻納 せしめ- 

其の 代りに 當 人の 持ち 高に 對 して 義 田の 民た る こと を 申 付け て 貢租 を 免す るので ある。 義田 制度に 於て も 寸志 金 の 

場合と 同じく 先 づ高持 百姓より 義 田の 民た らんこと を 願 出で しめ、 其れに 對 して 藩より 一 定 地の 石高 を 限り 義 田の 

民 たるべし と 云 ふ 指令 を 下す ことにな つて 居った。 義田 制度 は 寬延、 寶曆、 明 和の 三 囘に行 はれた が、 此處に 引用 

する 文書 は 寬延、 寶 曆の兩 年度の ものである。  . 

(引用 十四の 一) 覺  .， 

© 石 郡吉田 町 

田 高 百 石  田 部長 右衞門 

内 


f,IM 一  ほ 兵 6- 論 ft 

拾 五 石  • 

四  石 

六  石 

右 者 依願 可 爲義田 之 民 候、 仍右之 通 免許 地 申 付 者 也 

寬延元 戊辰 年閏 十月 九日 

(引 W 十四の 二) 覺 


田 拾 石 

右 者 依願 可 爲義田 之 民 候 仍右之 通 免許 地 申 付 候 也 

寬延元 戌 辰年 閏拾月 九日 

覺  - 

錢貳千 貰 匁 也 

右 者 義田御 禮錢御 自分 身 前 之 分 上納 健 請 取 申 候 以上 

寶曆 十三 未 正月 


0 

松 

多 


二 七 二 
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f 田 部 家 所藏) 

仁 多 郡 犬馬 木 村 

吉  三  .S 


小 W 切 半  一一 一 0  ^ 

(絲原 家 所 威- 


高 原祖 五郎 

岸 田 淸右衞 門 


w 部長 右 衞門殿  (田 部 家 所蔵 > 

(備考) 松 江 藩の 義田 制度に 就て は原傳 氏に より 昭和 九年發 行の 「松 江 藩 經濟史 研究」  一 —二 五 頁に 詳述され て ある、 

委しく は 同書 ま 照の こと。  • . 

此の 外 三 家 は 藩主に 對 して は 絶えす 珍品 佳什 を獻納 した もの、 やうで ある。 今 其の 實例を 一 つ 引くならば、 藩主 

松 平 公が 曾て 田 部 家に 臨御せられ た ことがあり、 其の 際 藩主 は 同家の 床の間に 掛け ありた る 永 雲の 鷹の 綺を 一 覽し 

て 頗る 舆に 入らせられた。 之 を 見た る從 者の 一人 は 田 部 家の 主人に 對し、 彼の 双幅 對の 掛軸 は 頗る 殿 樣の御 氣に召 

したる 模樣 なる に付き、 献上 方 を 願 出 でられて は 如何と 耳打ちす。 其れ を 聞きた る 主人 は 己むな く 承知し、 宿泊 中 

の 藩主に 畫幅を 献上 致し 度く 願 出で、 其れ を 嘉納され たと 云 ふ。 之 は 田 部 氏の 先考が 現 當主田 部 氏に 親しく 語り 傳 

へたと iK はれる 話で あるが、 同家に は 今尙此 の 話に 關 する 女 獻が殘 つて 居る。 

(引 川 十五；) 一筆 申入 候 然者腾 之 lg 

、fK 雲? 

寶 山院樣 t« 法院樣 

御 讚冇之 一 一幅 對御懸 物 並謄之 1 直 庵 筆 三 幅 對御懸 物獻上 仕度」 曰 則 入 
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絲原 氏の 居 村た る 仁 多 郡 八 川 村 は古來 牛の 名產 地と して 知られ、 八 川 牛の 名 は德川 時代に 於ても 近隣に 開え て 居 

つたが、 同家 は 又 特に 馬匹 を 愛した から、 藩主 は屢々 其の 乘馬を 同家に 預けて 保育 を依賴 し、 又 同家 所 症の 馬に. 

馬が あれば、 之 を 藩主に 献上して 其の 乘 用に 供へ たこと も ある。 


(： 引用 十六 の 一 )  仁 多 郡 大馬木 村 

絲原德 右衞門 

右 此度御 召 馬 村 雲 栗毛 川入蹇 生 之爲御 預け 相 成候處 格別 大切に 取扱 方々 致 心配 候 趣に 相 聞 候 仍譽遣 

十二月 六日 

右 之 通 被 仰 渡 候條御 書付 之 趣 可 得 其 意 候 以上 

未 十二月 六日  雨森甚 太夫 

絲原德 右 衞門殿 

(引用 十六 の 一 一) 其方 儀 先達 而 御馬 獻上致 候に 付 金 順々 丸 付 御 鞍 一 背 被 下 置 候 條可得 其 意 候 以上 

安政 七申閏 三月 廿 三日  ，  富 永  湊 

絲原德 右 衞門殿  (絲原 家 所藏) 

斯の 如く 三 家 は 普通の 貢租 以外 絶えす 寸志 金の 名に 於て、 义は義 田の 制度に 於て、 或は 珍品 佳什、 馬匹の 献上 等 

によって 藩主の 意を迎 へたので あるが、 惟 ふに 三 家の 如き 舊 家が 互 富 を 擁しながら、 敢て 藩主より 「取り^し」 の 

厄に も會 はす、 却って 種々 の 便宜 を 藩主より 與 へられた の は、 斯る 經濟的 奉仕 を 絶えす 藩主に 致した 報償であった 

と 見ても よ いので ある。 

(口) 藩よりの 保護  . 

(AJ 積極的 保護 田 部. 樱井. 絲 原の 三 家に 對 して 松 江 藩 は 常に 種 々の 方面に 於て 積極的 保護 を 加へ たが、 此は 

第一 論 欲. 出 S の 三 名 族  -  二 七 五 
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此の 三 家 を 特に 保護せ ざるべからざる 必要が あつたと 云 ふよりも、 寧ろ 藩の 財政 策と して 製鐵 事業 を 板 興す るの 必 

要に 迫られ、 其れが 延て三 家に 對 する 保護と なって 現れた ので ある。 元 來紗鐵 事業 は 藩の 特許 制度の 下に 置かれ， 

藩より 鐵師の 免許 ある 者で なければ 經營 する 事 を 許されなかった。 故に 鐵師 にして 運上 銀 未納す ると か、 义は藤 

庵に 對 する 義務 を 怠れば、 鐵師の 免許 を 取消され たので ある。 而 して 鐵師を 免許す る 以上 は 藩より 其れに 對 して 相 

営の 保護 を 加へ ねばならぬ。 先づ三 家の 事業に 對 する 保護より 云へば、 藩廳 勝手 方の ベリ 達に より 貢租 米の 一部 を 三 

家に 貸附 けて 鐵山鑛 夫の 食料に 充てし め、 之 を 後年 無利息に て 返納せ しめた ことがある。 而 して 製鐵品 は旣 記の 如 

く大阪 方面に 輸出す る . の で 、 大阪 商人 に 利 を 占めら るる ことが 多い から、 之 を 避く る 爲め藩 の 直營 事業 の 如くに 装 

はしめ、 其の 製鐵は 『藩 御 趣向 鋼』 と稱 し、 製鐵 品. に 概ね 藩 吏の 手に より 賫却 する ことにし、 其の 资上 金の^より 

先 に 藩が 赏 付け たる 米 代 を 差 引いた の で あ る と 云 ふ。 叉 製 鐵經營 の 爲には 年々 多量の 木炭 を 必要と す る， 术炭は 山 

子 をして 山林 を 伐採して 燒 かしむ るので あるが、 藩に 於て は 特に 其の 便宜 を圖 り、 仁 多 郡 及び 飯お 郡の 糜大 たる 森 

林 を 三 家の 伐採に 委し、 其の 地盤 を も 三 家の 所有と 認め、 木材 を 伐採した る 跡の 原野の 開墾 を も 許した。 惟 ふに 德 

川 時代に 至りても 此の 地方 は 人口 稀薄であった から、 其の 地に 在住す る 資本家の 手を藉 るに あら ざれば 土地の 開發 

が 困難であった から、 斯る 便宜 を與 へたので あらう。 

次に 鐵 山師と しての 三 家に は 特に 藩主より 山 使用人の 宗門 人別 改め 並に 刑罰 褒賞の 權利を 許されて あった。 之 

は 封建制度の 下に 於て は 非常なる 權法 である。 元 來田部 氏 櫻 井 氏 及び 絲原氏 は 一 藩 屈指の 彔家 では あっても、 其の 


身分 は 元 來民籍 に 在る のに、 藩の 公法 的 制度た る戶籍 調査 及び 賞罰の 特權 まで も 認めた 2 は、 其の 山內に 人り 來る 

人達の 中に 浮浪の 徒 あり、 甚 しき は强盜 殺傷 を も 犯す ものが あつたから、 之 を 統御し 制裁す る爲に 斯る權 法 を 必要 

としたの であらう。 當 時宗 鬥改は 村々 の 庄屋 又は 名主の 管掌す る處 であった が、 之 を 私人た る 鐵師に 認めた の は 非 

常の 特例で ある。 而 して 斯 る特權 を 藩が 私人に 許した の は、 幕府 集權 下の 列藩の 制度が 漸く 完備し、 斯る特 權を私 

人に 許しても 何等 顧慮す る を 要せざる 程に 藩 制の 基礎が 確立せられ たからで ある。 

( 引用 十七 の 一 ) 宗門 放 手形 之 事 

利 左衞門 姉り よ  歳 四 拾 七 

右 之 者 在所 伯 州 日 野 郡 下 村 宗旨 法華宗 同村 解脫 寺且那 にて 年々 下 阿 昆緣村 宗門 御改帳 付紛無 御座 候、 然處此 度 仁 多 

郡 上 阿井 村 鐵方鍛 55 屋者孫 市 妻に 成 引越 參申 候、 问入 方に 參り而 は 宗旨 眞 i 一^ 同 郡 橫田村 善德寺 旦那に 罷成度 由、 則 解脫寺 

よ り 善 德寺宛 宗旨 放 狀取添 進 申 候處、 然上 は來辰 宗門 御改 よ り 阿井 村鐵方 鍛冶屋 增人 • に 御 書 出 可 被 成 候、 自今 以後 此方 何 

の搆無 御座 候、 爲後 H 宗門 放 手形 仍如件 

安政 二 年 卯月 

伯 州 日 野 郡 下 阿見 緣村 

年 寄 

.  年 寄 

• .  庄. 屋 

雲 州 仁 多 郡 上 阿井 村 

f:S ー論牧 出 雲 の 一一 一名 族 


仁 左衞門 @ 

政  藏⑩ 

二 七 七 - 


f 山 二  «f IK  SS! 史 論 & 

錢方 鍛冶屋 主 

櫻 井 源 兵衞殿 

前書の 通り 健 於. 屈 申 候 處相遠 無 御座 候 以上 


下 郡 嘉 兵 


一七 八 


宗 皆 庄屋 

木 下 万右衞 

(櫻 并^ 所蔵〕 


(引用 十七の 二) 御 願 甲 上 御 事 

伯 州 日 野 郡 上 阿 E 比 緣村利 左衞門 姉り よ 歳 四 拾 七 宗旨 法華宗 同村 解脫寺 日； 那に而 年 々 下阿^1^緣村.；1_1門御改«付紛無御1!候、 

然處此 度 仁 冬 郡 上 阿井 村鐵方 鍛冶屋 者 孫 市 妻に 成 引越 參 度と 願 申 候に 付、 段 々 吟味 仕候處 人柄 實叮成 者に 而 S 人 の； に 相 

成 候 間、 願 之 通 對爲仰 被 下 候 樣奉願 候、 御 許容 被 仰 付 候 はば、 解脫 寺より 仁 多 郡橫田 村眞宗 善徳 寺 宛 宗旨 放 狀並彼 地 役 入 

より 宗門 放 證文取 揃 增人願 差 上 可 申 候、 此段 {且 敷 被 仰 上 可 被 下 候 以上 

安政 二 卯 十月  上 阿井 村 鍛冶屋 主 

櫻 井 源兵衞 


下 郡 嘉兵衞 殿 

右の 通 願 出 候 間 取次 差 上 甲 候 願 之 通 被 爲仰付 可 被 下 候 以上 

卯 十月 

市 川 虎市樣 


下 郡 嘉兵衞 

(櫻 井家 所 iig) 


(B) 消極的 保護 鄕 村の 富豪た る 三 家に 對 する 消極的 保護と して は 弘化嘉 永年 中に 藩主が 田 部 家に 對 して 「上 支 

配」 卽ち 同家の 家督 一 切 を 一 應 藩に 引き上げ、 更に 之 を 田 部 家に 貸し 附 くる 形式 を 以て 經營 させた こと を擧げ ねば 

ならぬ。 . 

せに 盛衰 あり、 人の 一生に 浮沈 ある 如く、 一家の 中に 在りても 永い 年月の 間に は 異變の 起る こと を 免れぬ。 田 部 

家に 在りて は嘉 永年 中、 事業の 經營 宜しき を 得すして 非常なる 困窮に 陷り、 其の 家産 動もすれば 散逸し、 鐵山業 も 

繼續し 難き 狀 態に 立ち至らん としたので、 営 時の 田 部 家の 主人 豐房氏 は 其の 家產 全部 及び 製鐵 事業 一 切の 取り上げ 

を 藩に 請 ひ、 田 部 家に 對 して 之 を 貸し 附 くる 名義 を 以て 事業 を繼續 させた ことがある。 蓋し 田 部 家 は 山陰 第一 の 名 

族と 云 はれ、 且つ 鐵山 業の 利 を 以て 藩の 財政 上に 貢献す る ことが 至大で あるのに、 其の 事業の 經營 宜しき を 得すし 

て 「象 名 取 崩」 のこと ありて は 同地 方 農村の 爲に 不幸で あるば かりで 無く、 一藩の 爲 にも 不利で あるから 斯の 如き 

場合に は 一家の 財産 及び 營業權 を 藩に 引き上げ、 田 部 家に は 毎年 之 を 貸し 附 くる 建前で 經營 せしめ、 叉 家督 相續汄 

に 就ても 干渉し、 此 等の 手段に よって 田 部 家の 沒落を 防ぎ、 且つ 債權 者の 追及 を 免れし めようと したので ある。 + 

田 部 家所藏 の記錄 によれば 此の 「上 支配」 の 場合に 於ても 先 づ田部 家より 其の 家督 を 上 支配と せられた きぼ を 藩 

廳に願 出で、 之に 對し 藩廳 より 指令 をな したので ある。 之と 同時に 田 部 象 自身に 於ても 一 is 事業 經營 方針 を 引き締 

め、 其の 手代 及び 山內 者に 對 して 厳重な 訓戒 を與 へた。 

广 引用 十八の 一) 弘化四 未年 御 支配 向 蒙 仰 候 御 書付 

第一 論！ K 出 雲の 三 名 族  二 七 九 


. ヌ？  二 篇 兵 iS 史^  a  二八 0 

長 右 衞門儀 は御國 内に 而 格別 之 {水 柄に 大層 之 諸 家督 等 所持 罷在候 者に 候處、 往々^:水名"取^し候樣之^^?とも出來候..^は以 

之 外 之 儀、 依 而厚御 含 を以、 此度 同人 願 出 之 通り、 諸 家督 悉皆 上ね 御 引 上け 被 仰 付、 每歳御 资渡被 成 遣 候、 御 末 i^H^ 之 

御免被 押 置、 家業 向上 之鐵 山の 名目に 被 成 遣、 長右衞 門ね 支配 被 仰 付 候 事に 候處、 同人 義 はい：； 来より 鐵產業 や： IT 取 糠 候 家 

筋 兼 而相精 人心 得 方 第一 家業に 精力 を盡 し、 往々 鐵山 永久 之 筋 格別 力 を 入、 •  取引 可 致 段 勿論 之 事に 候、 若义 以後より 心^ 

違の もの 出来、 勝手 向 取 崩 或は 身 持 放埒 等 之 儀 有 之 節 は、 相 續人御 差替、 俘 二 男三畀 又は 男子 無 之 候 はゾ、 一類の 中し， -屮 

もの 敷 御 目 當に相 成 候 ものへ 相 績鐵山 支配 可 被 仰 付 候 間、 其 節 は 頭 手代 親類 共より 及 吟味 可 願 出 候、 御 軋 之 上、 御 •  取 計 W 

被 成 遣 候 間、 此等之 筋、 長右衞 門ね 與得御 諭 置 可 有 之 候 

一、 諸事 懸引之 儀、 御 勝手 方 郡 方ね 伺 合 可 申 候、 尤 勝手 向 手 操 等 之 儀 は 是迄之 通 御 勝手 方へ 相懸 り、 +• 地、 つ」 懸候願 引 類^ 

役所 たるべく、 尤右 土地ね 懸候諸 願 等 は 長右衞 門より 郡 役 入 共ね 及 示 合、， 連 印 を 郡 奉行 直 當可致 候、 且乂鐵 山 産業 向に 

差 岡 之 儀 出 來候而 は 家名 相續之 道に 可 相懸段 勿論 之 事に 候、 諸事 差 閊之儀 有 之 候 節 は 長右衞 門より 郡 役 入 わ 一： ル諸懸 引に お 

よび！ 5- 然 事に 候 間、 郡 役人 共 懸り合 之 心得 を IT 諸事 實意示 合 精々 力 添 1^ 引 1? 致 候、 是等之 筋 長 右衞門 且つ 郡 役 入に 與 

御申談 有 之 候 

但鐵穴 方 且鐵師 頭 15- 口 判 取 來候願 引 もの は 是迄同 樣ロ判 可申受 勿論 之 事に 候 

右 格別 之譯を 以前 書 之 通 被 仰 渡 候條諸 書付 之 趣 得 其 意、 且郡 役人 共え は 別紙 を 以申談 候條萵 々 及 示 合 可 令 取引 候 以上 

未 二月 十八 日  市 川 虎 市 

田 部長 右 衞門殿  .  (田 部 家所藏 J 

： 引用 十八の 二) 諸 家督 家業 向 

上 御 支配に 願 出、 蒙 御 聞 屈 候 根元に 寛 政 之 度、 身代に 餘り候 及 高 借に 偏に 


上 御主 法 入 を 3J 家名 取 績候得 共、 素より 業 家 之 事故 業體 盛衰 は無據 次第、 依 之 何卒 家名 萬 代 不朽 之 計ら ひに いたし 遣た く、 

翁 又 追々 末世に 至り 入氣 あしく 山 境 等 自然と 御 法 を 犯し 小才の ェ みより 一村 を 動し 及差键 上. つ， i 奉備御 苦勞、 剩 咎人 等 出 

來候向 も 可 有 之、 元来 鐵山產 業 之 儀 は 御 國產之 重なる 業 向、 H3 は 山 郡 永 績之御 仕向、 旁々 古代より 厚き 御主 意 を 御 立 被 

爲 S 末代 不窮 也、 產業 彼是 世々 の 成 行 を 考量いた し 見 候處、 當家之 儀 は 悉皆 上 御 仕向に 隨ひ不 申而は 相^ 相 成 かたく、 深 

く 慮り 有而御 支配 向に 蒙 § 儀に 候 得ば、 相續 人並 目的 手代と も忽 緒に 相 心得 候 儀 曾 而不相 成 事に 候 

一、 倩々 先年 難 漉に 陷り候 成 行 を 相考見 候處、 家政 分限 益々 增 長に 至り、 業 體不差 引に 臨み 候 而も 種々 工面 を 相. 働き、 當 

分 之 遣操而 已 にて 世上 を 繕 ひ 候 故 、 終 に は 高 借に 及び 、 先祖 よ り 持傳候 田畑 等 不少賣 拂候段 はかね て 相續入 目的 手代と も 

の 心， 得 方よ ろしから ず 故 之 儀と 被存、 歎し き 次第に 候、 併 世々 業體 盛衰 は無據 次第に 候 得 共、 莴々 一家 業 不差引 借財に 至 

り 候 向 も 有 之 義候は i -、 手 はやく 勘定 向 等 取調、 有形 手筋 御 役所へ 伺 出、 御主 法 入に 被 仰 付 候樣可 取扱 肝要 之 事に 候、 畢 

しま 

竟當家 は 自他 國へも 相 響き 候 業 家に 而、 世上 萬々 手 廣之成 行に 押 移 居候 得 は、 殿り 合 杯と 申 場に 至り 候 而も、 自分 一已 之 

おにて は 入 氣合等 相 治 か たく、 偏に 上 之 蒙 H お か け 聲 - 不申而 は 萬々 主 法 向 行 屆不申 事に 候 

一、 上 御 支配 向に 蒙 仰 候 家に 候 得ば、 諸 家督 賣賈は 勿論、 質 入 又は 受判 等相績 人， つ」 印形 勝手に 取扱 候 儀 堅く 不相成 事に 候、 

左 候 時 は 全 家督に 相 かかり 候 借財 出来 可 申 道理 無 之、 譬不差 引に 臨み 候而 も 御 公 物 返 上 而已之 御主 法 向に 候 得ば、 年數不 

相 立內、 御主 法相 づら ぬき 可 申、 いつ 迄 も 永續之 計ら ひに 候、 若し 時 之 相 續人上 を 掠め、 策略 を 印形 勝手に 取扱 候 向 も 

有 之、 萬 一 及 露 顯候時 は、 以之外 之 儀 家名に 相 かかり 候 場 も 難 計 大切 至極 之 事に 候 得ば、 兼而 能々 可 相 心得 事に 候 

一、 御 書 附表に 被 仰 渡 候 通、 代々 相 績人之 儀 は 急 度 目 當無之 而は不 相 成 儀に 候 得 は、 時 之 相續人 兄弟 有 之 候と も、 二 男 三 

男 之 内、 隨分目 當に可 相 成 もの 壹人は 相續人 子供 出 來候迄 相 當之場 を以、 撫育いた し 置 可然候 

1、 家業 向 手 廣に相 續罷在 候に 付、 自他 國 とも 多端 之掛 合に 而、 趣に より 

第一 論效出 窶 の 一一 一名 族  二八 一 


Sin ー篇 乓 史論 孜  二八 二 

公邊 におよ び 候 樣の儀 も 出來可 申、 且 は數ケ 所之鍾 鍛冶屋 又は 家元に おいても 多勢 之 入 別 召 抱 居る 間に は 心得？ M ひの 族 も 

, 有 之、 御 法 を 犯し 候 樣の儀 も 可 有 之 候 哉、 彼是時宜にょっては栢續人目當て支配人とも自然と上、っ」對し不相.辦成行に-*^り 

候 事 も はかりが たく、 是亦 悉皆 璣變之 計 ひに 候 得 共、 御 仕向に より 候而は 家名に 相 掛り候 向 も 計り かたく、 范ー左 樣之場 

にも 相 臨み 候 は i -、 御 支配 家に 候 得ば 相 入 目的 手代と も 支配 向 不行屈 之 筋の みに 相 至り、 全家 は 上 御 支配 之舫を 相^き、 

譬 如何 IS 之 儀 有 之 候と も、 越度 は相續 人頭 支配人と もえ 引受 家名に 不相 掛樣、 可 取 計 肝要 之 事に 候 

右當家 爲永續 前書 之 通 御 支配 向に 願 出 蒙 御 聞屆を 候條、 代 々 相 續人は 勿論 目當の 手代と も 能々. 相 心^ 家名 不取 崩樣 お， 代不 

易之 計 ひ可爲 肝要 もの 也 

嘉 永 三  輕  房 

(田 部 家 所蔽) 

(引用 十八の 三) 當家 之囊は 御國内 同職 も 有 之 候 儀に 候 得 共、 外產業 家と は異 り、 土臺 家督へ 附艇の 職業に 付て は 手代 中迚 

綿と して 古老の もの 數代 相傳候 事顯然 たり、 左 候 得 者、 業 體懸引 心得 方銘々 自身 之 支配 筋に 相 心得 番頭 職の もの は 第一^ 

の 補佐 興廢 定理の 工夫 重要の 事、 就中 勘定 向 都て 詰 方 點檢を 旨と 致し、 時の 相轘人 自然と 驟 我儘の 向 も 有 之 時 は、 家政 第 

一 の 勘定 向 を 根元と し、 則 上より 被 仰 渡 候 御 支配 向 之 御主 意 を以及 諫言、 其 節 不得止 家政に 相 懸り候 次第 も 有 之 候 はば， 

無據 手筋 御 役所へ 伺 出、 御主 意に 隨ひ 精々 家政 之 規矩 不取 亂、 上 を 重 じ、 輕 意のお 計 ひ^ 不 仕樣 差配 肝要 之 事に 候、 其 外 

引受 支配人 共に 於て は業體 出精 向 は 勿論、 實 意に 打 廻り、 勤 方 相 勵有之 度、 畢竟 業體之 规模は 勘定 中 浮に 專ら有 之 儀に 候 

得ば、 是 等の 處 は諸ケ 所 出目 銀 等 取調 出精 向 甲乙 及 點檢、 勤 功 相顯候 もの は譽 遣すべく、 中には 惰弱 之 動方不 殿り 化 之 族 

も 有 之 候 者 は、 譬奮臣 たりと も、 其 筋 取 5i 體 により、 急 度 可 申附、 左 候 時 は 數代之 動 功 取 失 ひ 歎 敷 次第、 時の 相繊人 へ •  取 候 

て も 不本意 之 事に 候 得ば、 兼ねん.、 諸事 相 慎、 厚 精力 を 盡し候 儀 肝要 之 事に 候、 且是 迄の 勤 功不輕 人別 有 之 候に 付、 夫々 


H: 銀 等 書 出 及 點檢に 候 筋 も 有 之 候 得 共、 是又不 容易 儀、 則 勤 功之 人柄 は 連綿と 勤 向 相 傳不絕 支配 向 行 @ 候 儀に 候 得ば 略 之 

補 

當家之 義は產 業 を：^ 相 績罷在 候に 付て は 普 代 相 傳り候 もの 1 内相 選 家政 爲取捌 候 儀に 候處、 畢竟 家務 根元 は 業 體に有 之 事 

. にて、 鐵山繁 榮之道 益 相 開け 不 申て は 相 核に も 相 掛り候 義に候 得ば、 兼ねぐ 相續 人心， 魂 相 碎き產 業 巧者の もの 相 選 頭 支 

配 申附、 若年 手代と も 仕 入 方 不爲致 候て は 自然と 家職 根元 を 取 失 ひ、 終には御鐵山御支配向にも相^^り候譯出來可致も難 

計、 誠に 大切 至極の 儀に 候、 然處是 迄 家風 成 行 を 相考見 候處、 普 代 相 傳候臣 族に て 行 屆難節 は 新參： 展 入試み に 召 遣 ひ 候 

1^、 可成に 業 向 目 當に可 相 成 見込 候 得ば、 數年不 相立內 にも 辨理を 金銀 受拂等 相 任せ 間もなく 壹ケ所 支配 申 付 候 向 も 有 

之 候に 付、 自然と 心得 方 等 閣に相 成、 家職 根元 を 失 ひ、 剩行狀 等 不行屆 無 據暇等 遣し 候 もの 間々 有 之、 相 續人は 勿論、 頭 

支配人と も 支配 向 不行屆 故の 儀と 甚：？ 歎ケ敷 次第に 被存 候、 且鐵 山家 業 根元の 基 倩々 考量 致し 見 候處、 餘 之商體 とは異 り、 

萬 國へ相 用 ひ 候 格別 之 御 國產、 米錢を 元と して 人別 稼 方 永 續之御 仕向に 候 得ば 第一 分限 質素 相 慎、 艱難 を 基と し、 いつ 迄 

も不變 之產業 故、 古代より 鑪鍛ぉ 屋下小 家、 家 廻り 等 職人 杯 不用、 何にも 有 之 儘、 誠に 古風 之 補 裡に候 得ば、 是等 之處深 

く 考量 有 之 度、 肝要 之 事に 候、 然處 大勢 家臣と も 召 遣 ひ 候 儀 出精 之： § 無 之て は 仕 入 方 難行 屆依之 此度改 て 家 務番當 職 相 任 

候 も の は年數 .1 勞相改 其 外地 方鏞 鍛冶屋 支配 向之義 は、 夫 々 引受 之 場 を 年 々 出 目 銀 等 左 に 相 記 出 糈向點 俊の 上譽可 遣、 

就中 忠節 相 勵候も の は 格別に 相 撰 相 精 人よ り 深く 考量に 及び 夫 々 譽 15- 遣 者 也 

嘉永三 戌 五月 

,  •  , 豐  房 

4= —— 
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WSM 一  篇 兵 W2 史^! K  一：.，、  3； 

今般 改て頭 支配 三人に le^ 究候儀 は 家 |！ へ 附屬之 產業故 古代 之通壹 人に て行屆 難く 畢竟 家元 之 取引 等關之 場より 自然と 支 

配 心得 方相絕 i 之 場よ り 心得 違 の もの 出來可 致、 且勤方 出精 規範 見込 も 難附、 依 之 春秋 の內査 度 宛 惣ケ所 手 常と し て 、 

手 を 譯差向 取調べ 爲致可 事  (田 部 家 所藏」 

以上 は 專ら松 江 藩主と 田 部 氏 に 關 する もの で あるが、 斯く其 の 家名 を 相續し 難き 場合 に 立ち至った 時 は、 藩主 は 

俊權 者の 追及 を 防止す る爲 め、 藩に 請 ふて 一家の 財產 及び 營業權 を 上 支配に 願 はしめ、 其の 願 を 容れて 新に 其の 家 

に貸與 する 形式 を 取った の である。 三 家が 始祖 以來數 百年の 永き 間 出 雲 山中の 富豪と して 其の 名を鑷 はれた の は， 

一 方に 於て 藩主よ. り斯る 保護 政策の 施された ことによ る の である。 

(ハ) 身分 上の 優遇 

藩 は 田 部 • 櫻 井 . 絲原三 家が 藩主に 對 して 或は 寸志 金の 上納 をな し. 義 田の 奉仕 をな し、 叉 珍品 佳什 を 献納す る 

と共に、 地方 公益の 爲に も 盡す處 が 多かった ので、 之 を 嘉賞す る 趣 in よりして 種々 なる 優遇 を 三 家に 對 してた した。 

蓋し 松 江 藩が 領內の 有志 や 村 役人に 對 して 行 ふ 身分 上の 褒賞 は、 二 生涯 合；^ 御免 二、 生涯 階 具 御免 三、 枠 階 

具 御免 四、 代々 階 具合 羽 御免 五、 生涯 苗字 帶刀 御免 六、 代々 苦 字帶刀 御免 七、 生涯 ド郡格 八、 代々 • 卜 郡 

格 九 * 小 算用 格の 九 等に 分 たれて あつたが (飯 石 郡 誌 四 七 〇K) 、田 部 家、 樱 井家 及び 絲原家 は 代々 此 等の 等級の 

一 或は 一 一 以上の 優遇に 浴して 居る。 

(引 W 十九の 一 ) 覺 


仁 多 郡 大馬木 村 

吉 三 郞 

右 家業 精 sis 相 守不霍 I 之 節は寸 禀舊之 神妙 秦 il 羅具 木綿 合 匪 I 宝 

(絲原 家 所藏) 

(引用 十九の 二) 覺 

. 1、 兼而 家事 取 治方宜 敷、 家 菜 體にカ 入 候 趣に 付帶刀 上ね 

御 紋祥領 被 

仰 付議 冥加 之 事に 候 I、 召 仕の もの 末 迄 も輕々 敷不相 心得、 28 は 就中 家格 之 規矩 I し、 上下 之 差別 讓！ 濃、 

1 家事！ 業 用 取 捌 方 之 儀 月々 式日に 而も 相 (疋、 目當の もの 等へ 及 相談 取扱 度 候 事 

三 月 六 曰 .  -  (田 部家所藏) 

(引 ffl^ 九の 三) 覺 

.  仁 多 郡 大馬木 村 

絲原德 右衞門 

右 其方 S2tll 讓儉相 守、 家撃廣 之懸 引 簾、 雷し 雙 新開 S 成 I め SSS 力 を 人、 所々 往 

s.^ 筋 不き心 を 以て 普請 入 馬 之 通行 自由に 相 成、 諸人 之 雜&を 救、 差徤 事業 有 之 候 得 者、 不益を も 不厭穩 に 取 治め、 莴端抽 

諸人、 實意 にて 取引 候 付、 入 別 氣受も 宜敷趣 相 聞、 奇特 之 事に 候仍 生涯 帶刀差 免 之 

右 之 通 裉仰渡 候處、 其方 儀 は數々 有功に て 各 帶刀を も 差 免 可 致 譯に候 得 共、 樣々 の 趣 殊勝の 儀に 付、 代々 十 郡 下 郡 上座に 

付 「お、 然處 格別 之 奇特に 而尙又 此度右 之 通 被 御 付 候條御 書付 之 趣 可 得 其 意 候、 本式 立 候 節 は 格別、 平常 は 帶刀心 次き 

CS  一  0  n  S  S の 三 名 族  •  一一 八ョ 


第二 篇 兵 農 史論 a  二八 六 

にいた し 候ても 不苦 旨に 候 2^上 

安政 四 巳 八月 十四日 

絲原德 右衞門 K  (絲原 家 所藏) 

(引用 十九の 四) 覺 

飯 石 郡 吉田町 

田 部長 右衞門 

右 是迄數 度 寸志 錤差 出し、 尙又 島根 郡 三保關 にお ゐて鯨 組 相 立 候に 付 格別 之 寸志 申出 當 代に 至り 不少 寸志 銀 差 出 候 且乂所 

持 之 逍具類 も 度 々 差 上 之 候 段 彼是 神妙 事に 候 依 之 代 々 十 郡 下 郡 上座 に 申 付 之 

二月 廿 八日 

右 之 通 代 々 十 郡 下 郡 上座に 被 仰 付 11 曰 被 仰 渡 候條御 書付 之 趣 可 被 得 其 意 候 以上 

申 二月 廿 八日  石 川 丈右衞 1： 

田 部長 右 衞門殿 

其 許 儀 今度 格別 之 勤 功に 付而 子孫ね 及 候 重き 御 稱美蒙 仰 候 段 * 難 有 可被存 候、 畢竟 右 は 身上 向 も 諸人に 抽候條 其 上作 五 右 

衞門も 諸事 堅固に 相 聞え 候に 付、 鄕中役 入 之 頭に 被 差 置 候 而も 可 然ものと 被 思 召候而 右の 通 被 仰 付 候^に も 可 有 之 候 哉、 

就中 手柄 之 事に 候、 然處右 樣之譯 に 候へば、 莴ー 子孫に 至 候 而も 心得違い たし、 身上 持 崩し 又は 諸人 之 上席に 備 候而不 相 

應之 人物 等 有 之 候 はは、 其 節 は 如何 可 有 之 候 哉 勿論 上 之 思 召 は 難 計 事に 候 間、 申 迄 は 無 之 候. 傅 共、 子孫 代々 不相更 諸事 相 

0, 堅固に 相 練い たし 候 樣有之 度 存候此 段 心 付 候 事故 申 述之候 

〔田 部 家 所蔵」 


(引用 十九の 五)  仁 多 郡 

下 郡 四 郎左衞 門 

. 右 仁 多 郡 之 儀 は 年來難 郡に 付、 百姓 共 f 措 物差 直 難 極の 處、 村 役 入 並 頭 百姓 共ね 深切に 申 論 候に 付、 村 役人 共力 を 合 

せ 取扱 候 故、 百姓 耕作に 打 込み 相 慟候樣 に 相 成、 其 上 北 原村大 井關 所望 之 儀 を も 彼是 令 心配 萬事實 意之 令 取扱 候 故、 永續 

之 筋 も 相 立 候 段 格別 精出し 候 故 之 儀、 神妙 之 事に 候、 仍 生涯 下 郡 格に 申 付 之 

右 之 通 其方 儀 神妙 之 事に 付 而 生涯 下 郡 格に 被 仰 付 候條御 書付の 趣 得 其 意 難 有！ H- 奉存 候、 猶又以 來共隨 分 念 心配、 相 動 可 有 

之 候 以上 

安政 六^ 二月 十日  岩 佐 文 左衞門 

下 郡 四 郞左衞 門 殿  (絲原 家 所藏) 

(引用 十九の 六) 覺  . 

飯 石 郡 吉田町 

.  田 部長 右衞門 

右 其方 儀 耕作 は 勿論 家業 體にカ を 入質 素儉約 家事 之 取 蹄り 宜敷、 追々 身體 手厚に いたし 候 段、 神妙 之 事 候、 仍代 々帶刀 

生涯 小 算用 格 申 付 

(年代 不明 田 部 家 所藏) 

(引用 十九の 七)  仁 多 郡 雨 川 村 

絲原德 右衞門 

右 其方 儀 家業 體は 勿論、 耕作に 志 厚、 新開 畑 田 成 等設、 別而大 as4 村 は 廣大之 場所 開立 御高 增に相 成 其 外 所々 地 直 出精 候 

第一. 論 奴 出 S  9  H 名 族  二八 七 


二  ei  論！ K  二八 八 

段、 且又 此度 又々 御馬 差 上 不絕御 用途 を も 相， s、 尙年々 米 代 嚴東致 上^ 兼 加 郡 中、 つ」 仕 向 方 も 宜敷段 相 ra、 彼：： 入に 杣殊 

勝 之 事に 候、 仍而 別段の 譯 を以、 格式 御徒 席 申 付、 潜 又 枠 武太郞 小 算用 格 申 付 之 

明治 ニ已 二月 二 曰 

右 之 通 俄 仰 渡 候條、 御 書付 之 趣 可 被 得 其 意 候 以上 

已 二月 二 曰  國府久 馬 花， 

• 絲 原 德右衞 門 殿  .  (絲原 家 所 藏) 

右の 如く 合羽 御免、 階 具 御免、 下 郡 格、 小 算用 格に 登用す る 等の 優遇 を與 へた 上に も、 松. 江 藩主 は參鋭 交代 义は 

大社 參拜に ほして は 早 飛脚 を 以て 其の 日時 を 三 家に 通知し、 沿道 所定の 場所 (多く は津田 村) にて 藩 i^, に 御 H: 见ぇ 

する こと を 許した。 蓋し 封建 君 侯が 領內 在鄕の  一 ^民に 謁見 を 仰 付く るが 如き は當 時として は 破格の 優； 9^ であった 

ので ある。 而 して 此の 御 目見えの 場合、 三 家の 主人が 同席す る 場合に は、 主席が 田 部 氏、 次^が 樱井 氏、 三^が 絲 

原 氏と 云 ふやう に豫 め藩廳 より 席次が 定められ てあつた。  . 

(引用 二十の 一 ) 

杵築曰 御崎 御社 參之節 於 宍道町 外 御 目 見 席 田 部長 右 衞門次 座に 井： IS 一  郎 S お出 候 間、 E 人 次 座へ 其方 罷出 候， 申談 者に 

候 條可得 貴意 候 以上 

嘉永ニ 年 九月 二日  小川 祗 右衞 門 

絲原 德右衞 門^  (絲原 家 所蔵) 


(引用 二十の 二) 殿 樣來る 十六 日 

御城 着 被爲遊 旨 に 付 其方 儀 於 津田村 山 本 權市次 座 外人 別 

上席に 而 

御 目 見 俄 仰 付. 前々 日 十四日 迄に 令 出府 早速 御 役所へ 可 相屆候 以上 

五月 八日  國府久 馬 花押 

田 部長 右衛門 殿  ， 

追加 手札 令懷中 可罷出 候、 且 故障 之 儀 有 之 不罷出 候 はば 其 段 も 前々 日 迄に 可 申出 候 以上 

別紙 被 申入 候 節、 是迄は 飛脚え ものへ 祝儀 被 遣 候 事と 相 聞 候處、 此 度より 小屋 飛脚 を以被 申入 候 間 以来 其 祝儀 等 被 相 止 度 

五 e; 八日  河 野榮藏 

西 村 重 平 

田 部長 右 衞門殿  r 田 部 家 所藏) 

玆に 特記すべき は、 斯の 如く 藩 廳の行 ふ 種々 なる 身分 上の 優遇 は 概ね 田 部 家 . 婴 井家 • 絲原 家なる 其の 家に 對し 

て 施す ものに あらす して、 多く は 其の 人 一代に 對 してす るので ある。 故に 同一 の 家に 在りても 父 は 下 郡 格 を 仰 付け 

られ、 其の 子 は帶刀 御免 を 許さる る 等、 其の 代の 變る 毎に 沙汰 せらる る ものであった。 之 は 藩主が 鄕 村の 富豪に 對 

して 絶えす 忠勤 を盡 さしめ ん爲 であって、 若し 一 度 優遇 を與 へて 其れが 永續 する やうで は鄕村 富豪に 對 する 睨みが 

利かなくなる からで ある。 其れ故に 三 家に は 同様の 優遇 沙汰 書が 今 も 多數に 保存され て ある。 

第一 論效 出 S の 三 名 族  一一 八 九 


二  j!i 兵 史^  a  二 九 〇 

惟 ふに 德川 時代に 至って 我國 封建制度の 組織が 漸く 成熟し、 其の 財政 は領 -s: 百姓より 收納 する 外、 商業 及び 特殊 

工業 (例へば 製鐵 業) の 利益 を 民間より 徴 して 命脈 を 維持し、 叉 武門 階級の 有する 社會的 装飾 及び 名 は 一 切 之 を 

庶民に 禁じ 置き、 其 の 間 特殊 の 功績 叉 は 金穀を 上納した る ものに 限りて 之 を 許す こ と に し て あ つ た か ら、 富"^„- は A 

士の 待遇と 名譽を 得ん 爲に 進んで 金穀を 献納し、 之に 對し 武士 專 有の 社 會的 名譽を 藩主より 特許す る ので あつ た。 

語を換 へて 云へば、 法禁 による 社會 的名譽 と、 額に 汗して 得た る 財物 交換が 行 はる、 ことにより、 支配者の 生 

活が支 へられ、 同時に 封建 治下に 於け る 庶民 階級の 名譽 慾が 滿 足された ので ある。 

(二) 三 家の 出動 

元來田 部. 櫻 井. 絲 原の 三家は 武家 所 出 を 以て 村落に 住み、 德川 時代の 初頭に は舊 族の 鄕士 として 其の- 冢を 興し 

たもので あるが、 其の後 事業の 經營 により 家産が 增 大したのと、 多數の 山. 者 を 使用して ゐ たこと により、 幕末. 火 

下の 物情 騷然 たる 頃に 至れば、 三 家 共に 此の 山 S: 者に 武具 を 持たせ、 义は 軍夫に： H 立て、 德川 氏の 親潘 たる 松；： 

の 命に 從 ふて 出陣す る ことにな つた。 元 治 元 年德 川幕"^^ が 長 州 征討 を 企 つ る や 、 松 平氏 は 幕 命に より 長 州 征討に 向 

つたが、 其の 時 三 家 は 種々 の： 卓用 を 勤め， 殊に 樓 井家 の 如き は 住宅の 周圍に 防戰 準備 の爲に 防壁 及び 鹿 を 选るこ 

と を 許された と 云 ふ。 斯くて 久しく 農村の 富豪と して 生活し 來 つた 三 家が 慕 末に 至り 一種の 嫠 兵と して 勤務に 服す 

る ことにた つたの は、 德川 末期の 社會變 動の 餘 波が 三 家に 波及した ものと して 見る ベ きで ある。 

(引用 二十 一の 一) 其 元に 先達 m  ロ屋 固め 被 仰 付 候 付，. m 者、 一方 之 御 •  翻 にも 相. 笛り 候 儀に 付、 變之節 us;i„ll;s 用， 敛 せん 免 度 旨 申 


達 候處、 具足 者 格々 之.： 疋め * 有 之 候 共、 格別 御 E 常 之 ものに 付、 兜 袖佩循 丈け 相 除 可 致 着 川、 尤兜 代りに 陣笠 半 苜等柑 

用 ひ 候 儀不苦 分に 候條、 此段相 心得 時々 係 候 はば 指揮に 隨ひ可 裉盡粉 骨 候 以上 

子 九月 九日  村 田 幾 右衞門 

田 部長 右 衞門殿 

追加 本文 陣笠 半 首 共 塗 色 等 者 勝手次第 好に 任せ 取 用 ひ候樣 可申談 旨に 候 以 上 

右 添書 

ー肇致 啓上 候、 異變之 節 着服 之 儀に 付 奉行 中み 別 帋之通 m 申入 候處、 責樣之 儀者舊 家相 傳候兜 も 可 有 之 哉、 追々 功 も 有 之 

候 はば、 着用 被 差 免 候 樣相成 候 間、 左樣御 承知 可 被 成 候、 此段可 申 進 分に 付、 如斯 御座 候 以上 

子 九月 九日  成 獺 長 平 

田 部長 右 衞門殿  (田 部 家 所藏) 

(引用 二十 一 の 二) 其方 儀 先達 而は尙 又 寸志 申^、 常節 不 S 時勢 付 而は武 紫 類相嗜 * 非常 之 節 兼 而抱置 候 もの 共 召 連 御用 筋柑 

動 度 段 申出 之、 神妙 之 事に 候、 時宜 寄、 速に 人數繰 出し 指揮に 隨ひ可 盡粉骨 もの 也 

久三 亥年 十二月  文 左衞門 花押 

筑  後 在 江戸 無 判 
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田 部長 右 衞門殿  (田 部 家 所藏) 

(引 ffl  二十 一の 三) 覺 

仁 多 郡 • 向川 村 

絲原德 右衞門 

右 其方 儀 長征 一 條に 付て は 異變之 節 口 屋竝耍 地固め 等 兼 而由付 置 候處、 鐵砲拜 惜備相 達！！、  ^去 六月 石 州に 御人數 押出の 

節、 手代 共 に 山 子 差 添 遣し 數日 骨折 候 段 相 聞 奇特 之 事 に 付仍爲 褒美 遣 之 

慶應三 卯 四月 九日  . 

右 之 通 被 仰 被 候條御 書付 之 趣 可 被 得 貴意 候 以上 

卯 ra 月 九日  瀧 波 與右衞 門 

絲原德 右 衞門殿  「絲原 家 所 Jli) 

斯くて 三 家 は 幕末に 近づく に從ひ 其の 家格 愈 々 高 き を 加 へ、 幕末の 長 州 征討 に 際して は 幕 "肘の 親 藩た る 藩主 の 命 

に應 じて 軍役 を 勤め、 一意 忠勤の 意 を 表しつ、、 以て 昔 取った 杵づか を 再び取って、 一時的ながら 兵の 昔に-ばち 

歸 つたので ある。 

五、 維新 後の 三 家 

德川 時代に 於て 一 鄕の名 鬥 たり、 叉 藩 屈指の 富"：！ 秋であった 三 家 は 明治維新の 際？^ 制の 改革と 共に 如何なる 遷 


を 蒙った か、 明治維新 と共に 諸 藩の 版藉は 奉還せられ * 次で 廢藩 置縣行 はれ、 藩 知事 は 上京 を 命ぜられて 束 京に 永 

.£ する こと、 なると 同時に、 舊 家臣 は 其の 俸錄に 離れ、 公 憒を與 へられて 士族に 編入せられ たが、 昨日 迄 農村の 准 

1^ 士 として 帶刀 御免、 御 H 見え、 下 郡 格、 小 算用 格 等 を 以て 遇せられた 家柄 も 維新の 變革 と共に 准 武士た るの 資格 

を 失墜した ので ある。 當時松 江の 民政 廳 では 特に 准 士族 席た る もの を 設け、 田 部 , 櫻 井 • 絲原 家に 對 して は 特に 准 

士族 を 以て 待遇した。 

(引用 一一 十二の 一)  田 部長 右衞門 

是迄數 度 寸志 金 等差 出 其 上兼而 家業 向令盡 力 候に 付 今般 出 格 之譯^ 以 等級 五 等 列 下 準 士族 席 申 付 候 事 

三月 十四日  政  磨 ® 

(田 部 家 所蔵) 

(引用 一一 十二の 二) 御 自分 镜準 士族 席に 被 仰 付 候付而 以来 分 之 儀 者 施 令可爲 分に 候 間 可 被 得 其 意 候 W 上 

三月 十七 日  民 政 局 ® 

(，_ 田 部 家 所藏) 

(引用 二十 二の 三)  絲原 權造 

是迄數 度 寸志 金 等差 出 其 上兼而 家業 向 令盡カ 候に 付 今般 出 格之譯 を以而 等級 五 等 列 下 準 士族 席 申 付 候化ギ 

明治 四 年 三月 十四日  (絲原 家 所. 减) 


明治 初頭に 於け る 舊鄕士 等が 士族 藉に對 する 考へ 方に は 一 一通りあった やうで ある、 一 つ は 只管に 舊慣 におみ つ 
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士族に 列， せられん こと を 願った もの、 二に は 幕末の 士族 生活の 慘 めさ を 熟知し、 士族 を輕 蔑す るの 喊向 あり、 從っ 

て 明治 初年 の 屬族 決定に 際しても 進ん で 平民 藉 に 人った もの が 其れ である。 此の間に 在りて 三 家 は 准 士族と して の 

待遇 を 受けた が、 ^し 之 は 三 家に 取って は 左程 光榮 ある もので は 無かった。 何と なれば、 明治時代に 於け る 三 家- 活 

動の 原動力 は德川 時代から 持ち 俾 へた 其の 肘 力と 傅 統的權 勢が 然 らしめ たのであって、 之 あるが 爲に  一二 家 は あら ゆ 

る 名 * 職を帶 び、 屢々 中央政府 及び 地方 廳 より 表彰せられ、 义 多額 納. お-者と して 貴族院に も 列し、 以て 出 P 、屈指の 

名門と して 其の 聲望を 謳 はれつ 、今日にまで 及んで 居る の である。 

結. 言 

以上 數 節に 百 一り、 出 Kh 、南部の 三 名 族 を 中心とする 社會經 濟史の 各部 面に 就き 說 明し 來 つたが、 今上 來述 ぶる 處を 

取り纏めて 綜合 的 評論 を 試みる であらう。 

一 、 今日 現存す る 地方の 種 i 中には 其の 先祖が 遠く 藤 原 氏に 溯る とか、 义平 より 出づ ると かの 證據 として 其の 

家に 博 は る 系譜 を 重視す る 風が ある けれども、 此 等の 系譜 中 に は德川 時代に 於て 特に 製作した る ものが あり、 よし 

や 製作 し た る 形跡た しと す る も 夢の 如き 單な る 系譜 の連續 はお 料と して は 何等の 意味 を 持たない の で あ る 。 然るに 

玆に 題材と して 選み たる 田 部 • 櫻 井 " 絲 原の 三 家 は永碌 以降 約 四百 年に 直る 其の 家の 歷史を 明かに 傅へ、 各 家と；^ 

ifk に 地方 社會 との 間に 複雑なる 交涉を 保ちつ、 明治時代 を經て 今日まで 繼續し 居る こと は、 衬社 < ^の 中 IS 體た 


る 地主の 歷 史的 研究に 對し 有力なる 資料 を 供給す る ものと 云 はねば ならぬ。 

二、 田 部。 樓井 • 絲 原の 三 家 は 仁 多 及び 飯 石の 二 郡に 散在す る けれども、 各 家の 沿革 は 互に 類似して 居る。 殊に 

田 部 家の 祖が尼 子 毛 利の 對立 時代に 於て 征戰 を專 にした ことがあり、 櫻 井家の 先祖 は 民間の 講談に 其の 勇名 を へ 

られ たる 墙圑 ぉ衞門 の 後裔 で あ り 、 唯 絲原家 の 開祖に 就て は 武邊所 出の 確證 無き も * 其の 家に 傳 ふる 口碑 及び 同家 

が 最初 其 地に 土着した る 前後の 狀況 より 判斷 すれば、 必すゃ 中 化 末期に 於け る 山陰 地方の 武士の 流れで ある こと は 

疑ふ餘 地な きを 思 はしむ る。 蓋し 中せ 末期の 頃 足 利、 織 田、 豐臣、 德 川と 中央 截權の 推移が 順次に 行 はれた る 際、 

幾 百 幾 十の 守護 地頭 拉に 其の 家臣が 朝に 仆れ 夕に 亡び、 其の 間 智勇 共に 具 はり、 且つ. 好運た. る ものが 躍進して 後年 

の 藩主と たり、 义は國 老國宰 の 直 位に 用 ひられ、 武運 拙く して 敗北す るか、 叉 は 其の 主 を 失った 者 は 一家 斷絶 する 

か、 又は 土地 を 離れて 深山幽谷に 隱れ、 其處に 家運 を 挽；^ しなければ ならぬ のであった。 し 営 時 其の 家 を 再興す 

るに しても、 武士と して 再興す るに あらす して、 德川 幕府 統卒 下の 庶民と して 家 を 興す のであった。 近世 末期に 出 

雲 山中の 幽谷に 新居 を 構へ て 家 產增大 し、 遂に 一 鄕の 名門と なりたる 田 部 . 櫻 井 . 絲 原の 三 家 は 斯る社 會大變 動 期 

所 壶の名 族で ある。 

三、 田 部. 櫻 井. 絲 原の 三 家が 武人の 所 出で ある 以上 は 其の 家に 苗字の ある こと は 云 ふ 迄 もない が、 然も 苗字 あ 

るに 拘らす 田 部 家が 「綿 屋」 を 名. 乘り、 櫻 井家が 「可 部屋」 を名乘 り、 絲原 家が 「湯の 迫」 を名乘 りたる は 何故な 

るか、 元 來屋號 は 同姓の 多い 地方に て 家々 を區 別す るた めに 用 ゐられ たもので あって、 山陰 地方に は 特に 此の 慣習 
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が 一 般に行 はれた ので ある。 

四、 田 部 家の 遠き 先祖の 出身地に 就て は 紀州田 邊族說 其の 他が あるが、 後ち 邊を 改めて 部の 字と なし、 义樱 井家 

は 最初 は 稿 姓を稱 して 居った が 後ち 櫻 井 姓に 改稱 し、 絲原氏 は 最初 糸の 字 を 用 ひて 居. つたが 明治維新の 際絲 の.；：^ に 

變 へたとの ことで ある。 而 して 櫻 井家が 墙 姓を廢 したの は 故ら に 祖先の 勇名 を蔽 ひ、 後年の 藩主に 對 する 忠 順の 意 

を 表明した ので あるら しいが、 田 部 家 や、 絲原 家の 姓 字 改正 は 家運の 隆 興に 伴ひ當 時の 戶 主の 嗜好に よって 行 はれ 

たもの 、• やうで ある。 

五、 田 部 氏 も、 楼井氏 も、 亦 絲原氏 も 出 雲に 入國 してから 皆 一度 づ、 屋敷 替 をして 居る。 卽ち田 部 氏 は 古田 村 木 

の 下 两 から 今の 吉田 町へ、 櫻 井家 は 上 阿井 村 呑 谷から 今の 石 畑へ、 絲原家 は 大馬木 村 湯の 迫から 今の 八 川 村. 础 川へ 

轉 居して 居る が、 其の 轉 居の 動機 は 砂鐵抹 集の 便宜 を 得ん とする 爲 でもあった が、 地勢 狹隙 にして 聚落の 生成が 困 

難な る爲 でも あ つ た。 最初 三 家が 出 雲 0 山 谷に 入 つて 上記の 古 屋敷に 土着した の も、 當時其 の 地が 生活 資源 を 得る 

のに 最も 便利であった からで あるが、 後ち 其の 居を轉 じて 現 住 地に 屋敷 を 構へ たの も 亦より 良き 生活 手段 を 求めん 

が爲 であった。 

六、 德川 時代に 於け る 大地 主が 其の 所有地 を 如何にして 獲. 得し たかを 知る は RI 本の 土地 所有 權逸達 も上械 めて： 必 

耍の ことで あるが、 主題と なり 居る 三 家の 土地の 中には 代 價を拂 ふこと なくして 所有に 歸 した 土地が ある やうに 記 

錄の 上に 殘 つて 居る。 卽ち田 部 家に 於て は 其 祖先が 文 永年間に 4e 田 村 地方 を 伐り 隨 へて 鄉長 (赏は 名主) となった 


ので あると 一- ム はれ- 义 其の後の 一 祖先 は戰 功に よって 吉田 村に 一 貫 前の 土地 を 恩給せられ たとの ことが 古文書に 見 

え 、 更 に 櫻 井家 に 在って は 曾て 藩主より 殖産 獎勵の 趣 じほに より 藩 有 林 を 無償 附與 せられたり とのこと であるが、 惟 

ふに 他の 田 部、 絲原ニ 家に 對 して も 櫻 井家と 同様 に 土地 を給與 した こと で あらう。 三 家 今日 の 廣大た る 林野 は 恐ら 

く 藩 制 時代に 於て 事業 振興の 爲に松 江 藩より 交附 せられた ものが 大部分で あらう レー 思 ふが、 此の 土地 所有 起源に 關 

し 若干 の 論 辯 を 試みな け れ ばなら ぬ こと は、 社 會經濟 上 の 事 實は總 て 其の 時代 を 背景と して 觀 なければ ならぬ こと 

で あ る。 .§ ち 曾て 田 部 家 の 遠祖が 吉田村 の 名主と なった の は 鎌倉時代で あって、 其の 頃に 於け る此 地方の 山 谷が 殆 

んど無 主の 境域に 近き ものであった こと は 推察す るに 難から す。 叉 其の後 尼 子、 毛 利兩氏 爭覇の 頃に 於て、 田 部 {^ 

の 一 先祖が 其の 軍功に より 土地 を 恩給 せられた 事は當 時の 事情より して 當然 にあり 得べ かりし ことで ある。 而 して 

當時若 し 田 部 家 の 武運が 目出度く 打續 いて 何處 かの 城下町に 赴き 家中 土と なったならば、 此の 恩給 地の 上に 「天祿 

を 喰む」 ことなくして 止った であらう。 然るに 其の後 歸 農して 吉田 村に 土着した 爲に、 先の 恩給 地が 其 儘 私有地と 

なった ので ある。 叉 後年に 至り 藩が 三 家の 砂鐵 採集 及び 農林 業 を獎勵 する 爲に藩 有 林 を 無 W 交付した と 云 ふ 事 も、 

當時 殆んど 捨て 、顧ら れざ る 出 雲 南部の 幽谷 を開發 する に は  一二 家 の 如き 資本家と 其 の 經驗 に 待つ にあ ら ざれば 成就 

し 難き 狀 態に 在った から、 其の 藩 有 林 を 放って 三 家の 用役に 委した のであって、 當 時として は 最も 有り 勝な 勸業政 

策の 一 つであった。 斯の 如く 社 會經濟 上の 出來事 は總て 其の 時代 を 背景と して 見るべく、 決して 歷史. の 範疇 を 越え 

現代人の 思惟 を 以 て 論議す ベ き で たいこと が 承認 せらる、 ならば、 數 百年 前の 經 濟事實 に對 して 今日の 吾人の 懐く 
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法律 觀念 ゃ經濟 思想 を あて 俊む るが 如き は 到底 許され 難い 事で ある。 唯 此の間に 在りて 三 家の 所有地 內に仆 む： む 姓 

等が 無斷 開墾 を 企て、 其れが 露見して 地主より 小作料 を 納入せ しめられ、 义柴草 刈 取に 就て 折々 地主と 百姓の 問に 

紛争が 起った の は、 其の 所有地 餘 りに 廣 くして 管理が 充分に 行き届かす、 所有 權 行使 力の 弛緩した のに 乘 じて 地.^ 

小作人の 專斷が 行 はれ た 結果 に 外な ら な い 。 

七、 田 部. 櫻 井. 絲 原の 三 家 は德川 時代に 於て 盛に 砂鐵 採集 業 を經资 し、 傍ら 農林 業を營 みて 互窗を 成した ので 

あるが * 松 江 藩 は， 扦く 領內の 鐵師を 保護し、 此等 事業家の 利益の 一部 を 藩廳に 上納せ しむる 事に 意 を 用 ひた。 砂 鋭 

採集 は 藩の 特許に よる 一種の 獨占 事業で あつたので ある。 

八、 元 來松江 藩の 一 庶民た る 田 部. 櫻 井. 絲 原の 三 家が 鄕 村に 生活しながら 武士の 家格 を 以て 待遇せられ たの は 

末期 封建時代に 於け る 特有の 社會 現象で ある。 德川 時代の 末葉に 至れば、 啻に 松：： d 藩の みならす、 他 維に 於ても 鄕 

村の 豪 戶义は 市町の 富者 を 待つ に 武士 格 を 以てする の 風 を 生し、 否な 貧乏なる 家中 士 よりも 富める 地方の" 家 を 重 

んす るの 風が 漸， 、盛んと なった。 此は七 百年 來の 封建 經濟卽 ち 領土 を 以て 其の 財政 仕 法の 根本と する 制度の 維持が 

漸く 困難と なり、 領土 經濟 によろ 年 貨收納 以外に 富豪より 出づる 「寸志 金」 が 藩晦の 窮乏 を 救 ふに 至った 事 を l^li る 

ものである。 斯く 領土 經濟 以外、 貨幣 經濟 による 上納金が 重耍視 せらる るに 至って、 庶民の 持つ 货將资 本の 力が 漸 

く 武門の 權勢を 摩する に 至り、 其れが 三 家に 對 する 身分 的 優遇 法と して 現れた ので ある。 

九、 然も 三 家が 藩主より 准 武士と して 待遇せられ、 村民より ー鄕の 長者と して 尊敬せられ たる 其の 根本 動機 をト ^ 


ぬれば、 砂鐵 採集 事業に 使役 せらる、 數 t: 人の 山 者と、 小作に 從 事す る多數 下作 人の 勞營 によるの であった。 山 

內 者と は 年中 山內に 在りて 勞 役し、 一象 代々 同一 職業に より 主家に 仕 ふる 譜 第の 職人で ある。 下作 人 は經營 地た る 

農地の 外、 家屋、 山林、 原野、 農具、 家畜 等に 至る まで 之 を 主家より 货與 せられ、 其の 名 を 小作と 云 はすして 特に 

下作と 呼ばる- - 程に 身分の 低き 百姓で あつたが、 然も 此の 下作 人 も 山 5: 者に 比すれば 其の 身分 は遙に 高かった。 山 

內者は 普通人と 結婚し 得す、 山^ 者 同志 間にて 婚を 通じた の は、 山. S: 者 は 一般人よりも 其の 沿革 上より して  一 諫 

屬 的であった からで ある。 然も 此の 山內 者と 下作 人 は 三 家 經濟の 根源 を 培 ふ ものであった から、 三 家 は 代々 努めて 

彼等の 生活 を 保護して、 其の 業に 專 なる を 得しめ た。 山 S: 者と 下作 人 は 主家から 下賤 視 せられた けれども、 彼等が 

何 かの 事由に よって 村八分に で も 逢った 際 は、 主家の 地主が 常人 の爲 に^ 狀を 入れて 村の 絶交 同盟 を 解除す る の で 

あった。 又 幕末 長 州 征伐の 際、 三 家が 其の 使用人 を 引き連れて 幕軍に 參 加した 如き は、 主從 をー圑 とする 一個の 郞 

黨關 係であった とも 見る こと 出來 る。 

十、 三 家の 土地 制度 中 特に 說明を 要する は 小作の H: 的 物 中に 農地の 外 . 山林 . 原野 . 家屋 • 農具 • 家畜 等 を 含み 

たる 株： ト作 である。 株 下作 は 一 に 又 「丸 下作」 とも 「本ド 作」 とも 稱 へられ、 此の 地方に 於て は 普通の 「切り 掛け」 

小作よりも 却って 此の 小作 制度の 方が 普く 行 はれ、 農家 は 此の 小作 制度 を 以て 寧ろ 尋常の 小作 形態と 看做して 居る。 

株： 卜 作の 目的物 中には 旣 記の 如く 田畑の みならす、 腰 林なる 薪炭 用 林が あり、 草 山と て 野草 採集 地が あり、 更に 义 

小作人の 住宅の 外に 厩、 梯子、 牛馬、 搗臼、 雪 顧、 戶、 障子 等に 至る 迄 も 地主より 借り 受 くる こと は、 他 地方の 農 

第一 論 奴 § の 一一 一名 旅  二 九九 
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村に 於て は 見るべからざる 慣習で ある。 斯る 特有なる 小作 制度 は 如何にして 起った ので あるか、 其の 原 K の 考^に 

営って 先づ 着^しなければ ならぬ こと は、 小作 地の みならす、 土地 其の物と 共に 農家 一 戶に 必要な 物件 全部 を 包 is 

して 株 地と 稱へ 賣買讓 渡す る 慣行が 雲 石 地方に 行 は れゐた ことで ある。 株 小作の 赏證资 料 は旣に 前に 示した から： 

揭を 避く るが、 玆に株 地の 賣却證 文 を 取り上げて 一： 小す ことにする。 
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代錢 百 三十 貫 文  . 

右 之 御田 地 當申納 より 永代 賫渡代 銀糙に 受取 申 處實正 也、 然は御 年貢 は不及 申、 石懸諸 役目 等に 至 迄 村 並 一 

統不限 何等 其方より 可 被 成 勤 候、 此於 御田 地 は往. < 其 元 持主、 以來 此方 少も聊 無 御座 候、 永代 寶渡證 文爲後 

文化 九 年. & 四月  松笠 村 

赍 主  淸左衛 £： 

同 村 
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同  彌四郞 

庄屋  與右衞 1： 

綿 屋 

爲次郞 殿  (田 部 家 所蔵) 

斯の 如く、 此の 地方で は 一家の 土地 財產を 「株」 叉 は 「丸」 の 儘に 取引した ので ある。 惟 ふに、 我 中世の 頃、 地方 

みや， T し. S  - へやう  ム やう 

農家に して 一 定の地 を 卜し 新田 を開發 した 者 は 所謂 開發 領主であって 之 を 名主と 呼び T 重 平 名」 とか 义は 「中 田 名」 

とか 云 はれた のが 其れで ある。 而 して 名主の 中の 若 千 は 武装して 兵士と な る と 同時 に 地主と し て 小作料 を徴收 した 

みやう 

が、 他の 大部分の 名主 は 自作 地主であった。 而 して 此の 名なる 所有地 中には 家屋 を 始め 原野 山林 等が 包含 せられて 

ゐ たので ある。 當時此 等の 名 を多數 所有す る 者 を 大名と 云 ひ、 其の 數の少 きを 小名と 稱へ たこと は碟說 する ま で も 

ない が、 中世に 於け る 斯る田 制が 出 雲 (幷に 石 見) 地方に 遺存 し、 其の 片影が 株. 卜 作 制度と して 錢っ たものと 見れ 

ば、 其の 間に 「&け る 歷 史的 聯關が 發 見出 來 る で あ ら う レ 

十一、 田 部. 櫻 井 ニ1 原 三 家の 沿革 を 迪 り 見る 時、 三 家 は 日本 社 會せ上 大きな 二つの 變動 期に 逾 遇して 居る。 其 

の 一 つ は 中世 末期の 集權的 封建制度 成立 期に 於て、 多事多難の 間に 武邊を 去って 民間に 下り、 曾て 武士と して 修得 


したる 其の 智見を 活用して 殖産に 力 を 致し 、 斯 くして 獲得し た 其 の 富力 に よ り 後年 松 江 藩主 から あらゆる 優遇 を受 

くるまで になった ことで あり、 其の 二 は 明治維新 である、 維新の 至る と共に 三 家 は 藩廳の 財的誅 求より 免る る こと 

が 出來、 爾來出 雲 南方の 山林 王 又は 鎮山 王た る 社會的 地位と 經濟的 實カを 確立す る ことが 出来た。 會て 三百 年 前に 

國宰 となり 叉 は 家老と して 一門 を 張った 者 も、 明治維新 と共に 其の 特權を 失って 一家 流亡の 悲慘に 遭遇した が、 三 

百年 前 の 歸 農 武士 の 末流 は 維新 後 に 至って 愈々 富み 榮ぇ、 ー鄕の 名門と して 羽振り を 利かせ、 國 政に も 參與す る こ 

とに なった の は、 實 に社會 流轉、 民家 興亡の 跡 を 如實に 示す ものである。 

餘  言 

田 部. 櫻 井. 絲 原の 三 家 は德川 時代 以降 主として 砂鐵 採集 事業 を經營 して 産 を 成した る 特殊の fs? 企業者で あつ 

たが、 時代の 變遷は 由緒 ある 此等 事業家に も 其の 影響を及ぼ さすして は 止ます、 近年 洋鐵壓 到、 鐵價 下落の 勢に 制 

せられて、 三 家 は數年 前より 製鐵 事業 を 中止し、 之に 代 ふるに 專ら 木炭 製造 を なすこと にし、 其れ 迄 三 家に 使用し 

たる 山 內者は 悉く 此の 木炭 製造業に 從 はしめ、 今では 三 家 共に 年々 數十萬 貫の 木炭 を大阪 東京 方面に 移出して 居る 

と 云 ふ。 (昭和 二 年 十月 成 稿) 
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豊間根 氏の 現在 居 村 (il 概 ゾ 近傍の 圖 


(二十 萬分ノ 一 地形 圔) 


第二 論 奴 陸 中東 邊に 於け る豐間 根鄕士 

農村 社會 の 脊柱 をな せる 我 地主の 種類に 舊 族鄕士 なる 一類 型の ある こと は 曾て 余が 他の 機 食に 於て 說明を 試みた 

)  、 

る 處 であるが、 此の 問題に 關す る 特別 研究と し て は 曾 て 山陰 道 に 於け る 三舊 家に 就き 調査 を 試み て 學界 に 問 ふた こ 

とが ある。 玆に 公表 せんとす る 研究 は 右 余が 先年 試みた る 研究の 姉妹 篇 である。 本 研究の 題材と する 岩手縣 下の 太 

平洋 岸、 下 閉伊郡 璺間根 村の 璺間根 氏 は 八 百 有 餘年前 安倍 貞 任の 後裔より 分れ 出で たる 家柄であって、 中 食 農村 社 

會 の特徵 たる 農兵 制度の 地方 的 存在で あつたが、 近 初期に 至り 資本主義 制度の 漸次 的發 達に 連れ 其の 資本主義 機 

構に 一家 經濟の 隻翼を 托して 今日に 及べる ものである。 同家 は 陸 中東 邊の ー鄕士 である けれども、 同家の 歩み 來っ 

た 足跡 は乂 以て 全日 本 農村 社 食に 於け る鄕士 地主の 持つ 源流の 一 斑 を 語る ものである。 

本 研究の 資料 は 曩に盛 岡 市の 鄕土 史家 森 嘉兵衞 氏の 提供に 係り、 其の 資料に 基き て ー應の 考察 を 試みた る 後、 昭 

和 九 年 八月 余 自ら 岩手縣 下に 旅行して 豐間根 家に 參趨 し、. 同家の 傅 承を聽 くと 共に、 親しく 其の 地方の 狀 勢に 照し 

て 同家 九 百年の 歷史を 精査し、 更に 推敲 を 重ねて 之を發 表す る ま でに なった。 

斯くて 本 研究資料 は 問題の 所在地た る 豐間根 村に 於け る聽き 取り 調査と、 豐間根 家 所蔵の 古文書 並に f 間に 流布 

is-  二  tl iK 降 中東！！， S に 於け る 豐 問 报鄉士  .  一一 一 0 五 
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せる 一般 文獻 から 成って 居る が、 其のう ち 先達の 著述に 係る 文獻を 引用す る 場合に は 一 々附註 を 以て 其の 出典 を 明 

にす る ことにする。 本篇を 公に する に 至る までに は 稿 を 三た び 改め、 其の 間 想 を 練り、 考證の 精密な らんこと を 期 

したが、 尙 不備の 點 ある を 保し 難いから、 切に 同地 方鄕土 史家の 敎を 待つ 次第で ある。 

註 £ 拙著 r 鄉士 制度の 研究」 

S 雑誌 「農業 經濟 研究」 所載 (本書 第二 篇、 第 一 論 1« として 收載) 

一、 豐間根 家 土  の 由来 

璺間根 家の 由 來を述 ぶる 前に 其の 居 村た る 豊間根 村の 地理 的 狀勢を 略述して 置く。 下 郡鏗問 根 村 は 太平洋 岸 

宮古灣 に 注ぐ 津輕石 川の 中流 を 成せる 荒 川と 豐間根 川の 合流せ る地點 附近 一 C めの 稱呼 であって、 ^初 同家が 土着し 

た 顷は合 俊 村 乂は味 兵 村と 稱 して ゐた。 此の 合 俊 又は 味 兵 は 「アイヒ ャゥ」 と訓 み、 山と 山との 八" した 境の 襟と 「ム 

ふ 意味に て、 古く は 峠の 俗稱 であつ ね。 永い 間に 此の 地方 は 豐閒根 家に より 次第に 開發 せられ 來リ、 德川 時代の 初 

つなぎ  わ 0 ひなた * どぐ ち 

め 頃に は 旣に石 峠 村 (懸 り坊、 羽 々下、 堂ケ 鼻、 繁、 石 峠)、 豐間根 村 (田 名 部、 宇 名 田、 上野、 日當、 木戶 口、  -4" 

をさない  わ むら VI んなぃ 

田、 新田、 勝 山、 長 內)、 荒 川 村 (下野、 船 石、 上 村、 山內) の三ケ 村と なった が、 其の後明治維新後に•^F.:り右三村 

を 合して 今の 謦間根 村 を 作った ので ある。 

璺間根 村の 地誌の 說 明に 営って 一 言せ ねばならぬ こと は、 豐問根 村- s: に 於け る 上記の 長 5： (をさない) 部^ 


の 起源で ある、 長 s と は 後に 說明 する 如く 最初 豐間根 家の 開祖た る 安倍 孝 任が 味 兵 村の 一 地點 たる 糠 森に 土 

着し、 後ち 其の 子の 孺 (をさない) を 分家せ しめた 際、 愛兒の 名前 を 記念す る爲に 特に 「孺」 と 名 づけ、 其 

の 後 「稚」 と 書き、 最後に 「長 內， 一 の 文字に 改めて 今日に 及んだ ので あると 云 ふ。 

土着 以來豐 間 根 村 は 此の 地方 有數の 部落と して 發 達し、 後ち 天 和 年間の 書 出しに は 閉伊郡 二十 驛 家の 一 となり 居 

り、 其の 頃の 交通 上 重要なる 位置 を 占めて ゐ たやう である。 更に 德川 時代に 至り 人口 增 加の 結果、 臭 業 生産力 漸く 

增 進し、 租稅負 擔カも 亦相當 ある やうに なった こと は享保 年間の 書 出しに 『高 四百 十石參 斗餘、 馬 四百 六十 八 匹、 

民家 二百 十 軒 (此のう ち 二十 二 軒 は 長- s:、 十八 軒 は 新田、 十三 軒 は津名 記、 十四 軒 は 雲 南 田、 十二 軒 は 主 井、 十四 

軒 は 上野、 七 軒 は 落 合、 十二 軒 は 田 名 部、 十二 軒 は堂ケ 鼻、 十八 軒 は 勝 山)』 と ある ことによって 其の 一 斑が 判る。 

豐間根 家の 元祖 は、 安倍 頼 時の 孫に 當る孝 任であって、 後に 豐間 根と 改姓せられ たので あるが、 豐間根 氏 所藏の 

「安倍 孝 任 豐間根 落 之圖」 の贊に 

「孝 任 は 我が 豐間根 家の 遠祖に して、 頼 時の 子 正 任の 子 通 稱七郞 と 云へ り、 負 任 厨 川 柵に 戰死 する や、 諸 弟 

あるひ， は 殺され、 或は 降る。 而 して 其 幼 族 は 遺臣 往々 把 擁して 深山幽谷の 間に 遁 鼠す、 孝 任 時に 年 十四、 從 

士に 擁せられて、 その 母 阿波 見 を 奉じて 遠く 閉伊 郡に 逃れ、 味 兵 村長 內の山 谷に 隱れ、 糠 森に 館す、 味 兵 村 

は卽ち 今の 豐間 根村是 なり」。 

と ある。 上掲の 文に 云 ふ 所の 頓 時の 子 正 任と は 安倍 貞 任の 弟 頼 時の 四 男 黑澤夙 四 郞正任 1- 「平 泉雜 記」 に は 五男 黑 川尻 

第二 論 iK  il 中 柬：1 に 於け る 根鄉士  H0 七 . 


巧 二  «5  ,^  SS3 史論 欲  3A  . 

五郎： 止 任と ぁリ) の 事であって、 當時 今の 陸 中膽澤 郡の 金 ケ崎城 を 守り、 同地 方 ー帶を 領有して ゐ たが、 康平五 年 前 

九 年の 役に 源 頼 義の征 軍に 抵抗して 敗-北し たので ある。 其の 時 正 任の 子 孝 任 は 母の 阿波 見と 共に 譜 第の 郞黨に 擁せ 

られて 東方 閉伊 地方に 遁 入し、 豐間根 氏と 改めた のが 今日の 豐間根 家の 起り である。 白极 光久の 「東 奥 古 傅」 に 

豐間根 氏 (石 至 下) 本姓 安倍、 昔 前 九 年の 役の 時、 安倍 則 任 其 命 を 惜しみ、 戰場 を遁れ ける よし、 前人 乎. お 

に 見 ゆ、 今仙臺 領金ケ 崎と 云 ふ 所に 高 勝 寺 館と て 有、 山城に て 格別の 要害 也、 璺間根 氏の 古 是成 よし、 郎 

黨數十 人 連 落下り、 始め 勝 山と 云 ひし 所 を 見立て 爱に 住す、 後に 長 內に居 を 引、 爱も 捨て、 ，g 田と ニム ふ 所に 

いしと-つげ 

住む、 後に 石 至 下に 往す 

と あり、 叉 別に 「東 奥傳 集」 に は 孝 任 十四 歳に て 其の 母 阿波 見と 共に 從者 十， 七 人、 侍女 三人に 守られ ffl 伊の 大槌に 

逃れ、 ■  土地の 浪人 會 根の 孫 六に 救 はれて 鼓に 越年し、 翌春 味 兵 村に 土着した と あり、 乂 「豐間 根 家 系譜」 に は 『孝 

住 (安倍 七郎) 十四 歳の 節、 平山甚 三郞、 勝 山 作 蔵 以ド 十七 人 陸 奥の 津輕 よりせ 3 古、 豐間 根、 糠 森に 來 す』 と あ 

り。 义 「安倍 家 傅」 に は 『勝 山作藏 (中略) 若君 を もりして にげのび、 津輕 並に 野邊 地に 隠れ 居、 其 後閉伊 郡^ 八" 

俊 村 東方 高山の 小澤邊 ぬか 盛 (糠 森) と 云 ふ 所に、 しばの いほり (柴の 庵) を ひきむ すび 居たり』 と ある。 此 等の 

記事 を 以て 観れば、 前 九 年の 役に 黑澤 尻が 落城した 後、 安倍 孝 任の 父 正 任 は 出 羽に 逃れ、 後に 發 見され て 源氏に 降 

つたが、 其の 子の 孝 任 以下の 郞黨は 東方 太平洋 岸の 大槐 に遁 入し、 玆に 越年した 上、 幾 T_ 問 根 糠 森に 土着した ものら 

しい。 而 して 常時 大 3g に 入る に、 北方より 海路 を 選み 卜した と 云 ふ說 レー， 直ちに 金ケ椅 より 山 侨 を 越えて 海-: が 


同上の 折に 携帶 せる と 皮 箱、 此の 

皮 箱の 表に 鷹 羽の 紋 あるに 注意 せ よ 

豐^ 根 家 の 先祖 安倍 孝 任が 豐間根 に 

落ち延び たる 時携 へたり と傳 ふる 旅 


に 出で たとの 兩說が ある。 同地に 落ち延びた 安倍 氏 は 今の 豐閒根 村の 勝 山に 館 を 築き、 麓の 周圍 に從士 十七 人 (乎 

.Eii ヒ ニ郞、 勝 山 作藏、 岡 田 萬 之丞、 澤田三 右衛門、 根子 兵馬、 臼木權 太、 里ロ邑 治、 田瀬與 次、 宇佐 善 作、 安 庭 山 

一 郞、 羽黑 一 郞、 福士宇 一 郞、 淸川運 平 六、 平山甚 平、 勝 山 作 平、 福士ー 一郎 右衛門、 脇 川 九藏) を 引 具して 其處に 

土着した ので ある。 

蓋し 惟 ふに、 當時 源氏の 勢力が 陸 中 地方に 及んだ と 云 ふても、 其 は 今の 陸 中 平原 を 南 走す る 北上 川の 流域に 限ら 

れ、 峻 崎なる 山岳 地帶を 以て 絕緣 せられた 東陬の 太平洋 岸に は 及ばなかった らしく， 安倍 氏の 殘黨も 此の 點に 着服 

し、 密かに 此の 地方に.^ つ て 新-大地 を拓 いたので あ らう。 當時此 の 地方に は 若干 の 人家が あ つ た に は 相違な いが、 

然も 其 は 海岸 廣濶の 地方に 限られ， 今の g 伊 郡 內の峽 谷地 方 は 殆ど 無 主 荒 蕪の 地で、 人 Q 入って 開拓す る を 待つ 狀 

態であった らう。 

斯くて 此の 地に 土着した 豐間根 家 は 最初 其め 屋號を 致 東屋と 云った が、 此の 致 東なる 屋號は 同家が 安倍の 一族た 

る 事 を 示す 別個の 證左 である。 安倍 致 東 は 開 國當時 神武 天皇に 謀反した 長 髓彥の 兄、 安 日 (あび) の 末裔な りと 云 

はれて 居る。 安 日 は 其の 兄 長髓彥 の反亂 罪に 連座し、 累を 蒙って 東國に 追放せられ、 陸奧 國黑澤 地方に 居 を 占め 

「安 日」 を 「安倍」 と 改めた。 其の後 安東の 時に 至り 勅勘 を 免せられ たが 致 東 は 玆に云 ふ 安東の 後裔で ある。 而 して 

致 東 は 其の 後 蝦夷 の 反亂を 平定 した 功に より 朝廷より 將軍 の 稱號を 賜り 、 兹に 始めて 安倍 氏 の 陸 奥地 方に 於け る 地 

歩 を 固む る に 至った。 其の後 更に 年月 を經、 孝 任の 父 正 任の 時に 至り 藤 原 氏 派遣す る 東征 の 將帥源 賴義と の 戰に敗 
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れ、 其の 領域より 追 はれて 陸 中の 東邊に 落ち延び 其の 姓を變 へ^ を 忍ぶ に 至っても、 且つ 祖先 を 忘れ ざらん 爲め 

に 密かに 致 東 を屋號 としたの である。 义豐間 根 象が ra 十七 代； n の 今日に；、 一る 迄、 家紋に 魔の 羽 を 用 ひ rn" つ 其の 名乘 

に 依然として 必す 「任」 の 字 を 用 ふる 慣習の ある こと も、 安倍 氏の 一統た る こと を 示す 半面の 證左 である。 

豐間根 氏が 源氏と 戰 ふて 利 あらす、 此の 地方に 落延びた る 頃の 社會狀 勢を考 ふるに、 営 時 西南 地方に て は 所 謂 皮 

阁 制度が 隆 興しつ 、あつたが、 今の 和賀郡 及び 膽澤郡 地方に 於け る 勢力家と しての 安倍 氏は赏 は睦奧 地方 一 帶に： 且 

る 庄園の 領主であった。 蓋し、 睦 中 北上 川 流域 は 東西 狹 けれども 南北に 長く 延びた る 沃野で あるから、 此の 川の？ ん 

おに は 聚落が 發 生す るのに 好き 條件を へて ゐた I 安倍 氏が 其の 祖安 日の 土着 以來 養ひ來 つた 勢力 は 一 に 此の 肥沃 

なる 北上 川 流域の 村落 を 基礎と して ゐ たので あるが、 此の 支配 權 力が 中央 王朝 政 權に對 立す るに "riii つたので、 京都 

朝廷 は 其の 勢力 を粉碎 すべく 源氏 をして 康平 年中 東北 征討の 師を 起さ しめたの である。 

氏との 交戰に 敗れた 安倍の 一族 は、 其の 本據 地を雍 つるの 已む なきに 至り、 其の 殘黨を 引き：^ して 陸 奥 ia^ 邊に 

入り 來り 開發 領主と なった ので ある。 卽ち、 舊 領地た る 北上 川の 流域 を 失 ひたる 代りに、 睦 中東 邊に新 額 地 を錢見 

した 譯 である。 蓋し 源氏との 戰に 敗れても 屈せす、 幾多の 困難 を乘り 切って 人跡 稀なる 此の 僻陬に 新 境地 を 開きた 

る 其の 創顯的 意圖は 雄々 しきものであった。 

璺間根 家の 祖 安倍 氏が 此の 地に 入り 來 つた 徑路に 就て は旣 記の 如く 兩說 ある、 一 說には 金ケ崎 地方より ぬ 直 

に 北方に 逃げ 今の 津輕 野邊地 附近 を 彷徨し、 其れより 船に 乘り 東海-: が を南ド して 大^に 上陸し、 其れから 今 


の 豊間根 村に 落着きた りと 云 ふ 說と、 他の ー說 ——— 說と云 ふより は 寧ろ 推察 --— は 金ケ崎 地方より 直に 東方 

に 進みて 大槌に 入り、 其處 より 豐間 根に 土着した と 云 ふので ある。 安倍 氏の 殘黨が 一 先 づ陸奧 の津輕 地方に 

落ちた と 云ふ說 はー應 首肯せられ るが、 其處 より 大槌に 入る に は 太平洋 岸 を 陸路 もて 下る か、 叉 は 舟に 據ら 

ねばならぬ。 然も 陸路 は 頗る 嶮峻 にして 今日で も 容易に 通行 出來 ぬので あるから、 若し 果して 南下した のな 

らば 舟の 便に よった と 思 はなければ ならぬ が、 其の 確證は 更に 無い。 次に 直ちに 金ケ 崎より 東方の 大槌に 入 

りたり との 說 であるが、 當時 安倍 氏 を 攻略した 源氏 は 陸 中の 東方 一 帶を 固めて ゐ たので あるから、， 安倍 氏の 

殘黨が 其の 間 を 潜って 東方に 逃げ 行く こと も 亦 至難で あつたと 推測 せらる \。 要するに 文獻 では 閉伊 地方に 

直接 進入した との 說と、 先 づ陸奧 の津輕 地方に 落ち延び たと 云 ふ 兩說が ある けれども、 其の 逃 入の 徑路が 判 

明し ないから、 今 は唯兩 個の 推說 ある こと 丈け を 掲げて 後證を 待つ ことにする。 

註 S 柳 W 國男著 「地名 考說」 (民俗 學、 笫 ニ卷、 第三 號) 

S 江 刺 恒久 著 r 奧々 風土記」 (南部 叢書 笫五册 一 〇 八 頁) 

大卷 秀詮著 「封 內 鄕村士 心」 卷三 • (南部 叢書 第五 册ニ 一  五 頁) 

S 相 原 友 直 著 「平 泉 雜記」 (南部 叢書 第三 册六三 二 頁) 

® 小 西 東 著 「巨人 貞任」 五 頁 
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二、 中世に 於け る 豐間根 家の 勢力と 其の後の 沒落 

安倍 孝 任より 出 づる豐 間 根 家が 代々 此の 地に 住居して 近世 初期に 至る 數百 年間に 如何なる 變 遷を迪 つて 来た か、 

今 其の 一 班 を 書き上げて 見れば、 同家 初代 孝 任の 子 は 辰 任であった、 辰 任の 幼名 は旣 記の 如く. 孺 (をさない) であ 

つた、 孝 任 は孺が 幼に して 母に 死別した る をい とも 不憫に m わ ひ、 家督 を繼 がせん とする 折、 從士の 一人 勝 山 某に 對 

して 云った ことがある * 『吾子 孺は 母に は 早く 離れ、 父 を 母と も 思 ふなり、 我 代に いで 、、 なほ 化み.. ける^ にも 末々 

迄 名 を 残さん ため なれば とて、 村 名 を 「をさない」 と此 時分より 云 ふなり』 と、. 是れ卽 ち 今の 長^の 地名の 起った 

原因で ある こと は 前に 說 明した 通りで ある。 

其 の 頃 辰 任 は 安倍 姓 を 名乘る こ と を 世間に 憚り あ りと して 豐間极 と 改めた。 豐間 根と は アイス ；？ 一- 3 の 「トヨ マナイ」 

の 訛りで 「食 土の ある 澤」、 卽ち 食物の 璺 なる 澤地を 指す 語で ある。 之に よって 見れば、 安倍 氏の 此の 地に 人り 來っ 

た 頃に は 若干の アイヌ 部^も あって、 津輕石 川の 流域に 生活し、 此 等の 土人に より 「トヨ マナイ」 と 呼ばれて 居つ 

た ので あらう- 此の アイヌ 部落の 中に 安倍 氏 の 殘黨が 入って 來 たから、 源氏の 勢力の 及ばない 此の 地方の 土人 は 安 

倍 氏の 入 地を悠 勤に 歡迎 した ものと 思 はれる。 而 して 一 凡土着した安倍氏は其の本姓を名乘るは源氏の追跡に^-ふ 

原因と なる の で 、 新 居住地 の 地名に W んで豐 間 根 姓 を 名乘る ことにし たので ある。 

其の後 數代 を經第 十代宜 任の 時に 至れば 量-は 既に 鎌倉時代と たり、 此の 地方 一 帶は 無事 平穩 であった が， 地勢が 


要害で ある 丈け、 其の 生活 上に は 不便 を感 する ので、 近所に 新に 島 田 館 を 築き、 其 所に 家臣 を 派遣して 專ら 開拓に 

力 を 用 ふること になった。 豐間根 家 所蔵の 一 古文書に 『居所 見立て 候 得 共 宜しき 場所な く、 同村の 山々 を 見立て、 

館 を 開き、 曾 伊 館と 名付け 住居いた し』 と あるの， は 其の 頃に 於け る 開拓 理由の 一端 を 語る ものである。 此の 外豐間 

根 村內に 甲子 館、 北 館、 南 館と 相次いで 新館 を 設置し、 夫々 譜 第の 家臣. を 遣して 守らし め、 又 花輪 村大 谷に 新 置し 

た津伊 館に は宜 任の 弟 巿內次 政 を 遣して 住居せ しめた。 

說 明して 置く が、 館 (たて) と 云 へ ば 人 或は 堂々 たる 居 館で あるかの やうに 想像す るか も 知れない が、 當 時の 館 

は 今日より 見れば 想像 も 及ば ぬ 粗末な 家で、 土臺 もなければ 用材の 切り込み もしない 掘り 立て 小屋の あ ば らゃ であ 

つた。 斯 る簡單 なる 家屋で あるから、 彼方此方に 次から 次と 新館が 築き 行かれた ので ある。 要するに 西南 地方に 於 

ける 開發 新田 の 野 小屋と 見れば 間違 の ない 位 簡素な も の で あ つ た。 

豐間根 村に 土着した 同家 も 年月 を經 る？？ に、 全日 本社 會が變 遷し發 達する 大勢に 促されて 此の 地方に 勃興した 新 

勢力家 の 制 肘 を 蒙ら ざ る を 得な かった。 卽ち鎌 倉 幕府が 創始 せら る 、 や 源 頼 朝 は 東北 地方 平定の 策と し て 先づ 平 泉 

の 藤 原 氏 を 亡ぼし、 其の 跡の 陸 奥 國糠部 五 郡に は 南部 氏 を、 陸 中 盛 岡 地方に ェ 藤氏 を、 ，石 以西に 戶澤氏 を、 义遠 

野、 上 g 伊、 和賀野 地方に 阿曾沼 氏 を、 紫 波 地方に 紫 波 氏 を、 今の 下^ 伊地 方に は 閉伊氏 を 地頭と して 封した。 此 

の閉伊 氏なる 新地 頭の 下に 豐間根 氏が 從屬 する こと、 なった から 兹に閉 伊 氏の 家系と 其の 入部 事情に 就て 一 應の說 

明 を 試みよう。 賴 朝は當 時殘存 せる 先祖 爲 朝の 一門 を 何れの 地に か甜 せんとて 候補地 を 物色し つ 、ありた る 折 柄、 
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恰も好し， 陸 中東 邊の 下閉 伊地 方に は 未だ 地頭 を 置いて なかった ので、 此の 地 を 見立て 、其の 一 族 を 就 針せ しめ、 

之 をして 新に 閉伊 氏を稱 せしめた ので あると 云 ふ (畳 問 极家所 藏屋崎 大明祌 緣起由 來)。 然るに 此の 閉伊 氏が 筏ち に 一 戶 

の 南部 氏に 滅 されてから は、 璺間根 家 も亦轉 じて 一 戶 南部 氏の 郞黨 として 働く ことにた つた。 

序ながら 玆に 南部 氏の 陸 奧糠部 五 郡 入部 事情に つき 一 言す るたら ば、 南部 氏の 祖は 甲斐 源氏 南部 氏より 出づ る、 

卽ち敏 朝 は 南部 三郞 光行 を 甲 州より 招きて 陸 奥 糠 部 五 郡の 地頭に 補した。 此の 南部 光行に 六 子 あり、 長子 を 行 朝、 

二子 を赏 光、 三 子 を 朝淸、 四 子を宗 朝、 五子 を 行 連、 六 子を實 長と 云った。 此の 六 子のう ち、 長子 行 朝 を 一 戶に、 

三 子朝淸 を七戶 に、 四 子宗朝 を四戶 に、 五子 行 連 を 九戶に 分封して 地頭と したが、 他の 二子 中 赏光は 鎌 食に 置き、 

六子實 長は舊 領地 甲 州苴摩 郡の 地頭と して 止る こと、 なった、 其の後 源氏 亡びて 北條 氏と なり、 更に 北條氏 亡びて 

足 利 氏と なり、 足 利 氏の 末期に かけ 戰國 時代と なる まで 約 四百 年の 長き 間 陸 奥地 方 は 南部 諸 族の 治ドに 在った。 然 

るに 織豐 時代に 入り 奥州 地方の 支配的 勢力 も 亦 一 大變化 を 蒙る こと、 なった。 卽ち天 正 十八 年豐ぉ 秀吉が 奥州 征討 

の爲に 進攻した る 時、 南部 諸 族 中三戶 領主の 南部 氏の 外 は、 皆な 秀吉の 軍に 叛 いたから、 此 等の 南部^^ 家 は沒收 

せられ、 三戶 南部 氏に 對し舊 南部 領の總 てを與 へて 其の 支配 下に 移した。 

今、 本 研究に 於て 間 題と して 居る 豐間根 氏 は 之れ より 先き 南部 氏の 一 支族た るー戶 南部 氏に 倚って 其の 保護 を^ 

して ゐたレ 卽 ち土杂 にして 農兵と なりたる 豐間根 氏 は 自家の 土地と 人民 を 彼よりも 勢力 大 たる 一 戶 南部 氏に 寄進し 

其の 保護 下に 自家の 地位 を 守り 得た のであって、 此の頃の 豊間根 氏 は 西南 地方に 於け る 名主 の 類と 見れば 問 遠な い 


今 其の 實際を 見る に、 永錄 年間に 於け る 豐間根 家の 當 主家 任 は 一 戶 南部の 一 族た る 一 戶鬼 九郞の 麾下と して 津輕石 

七 人 衆の 一人に 數 へられ、 强勇を 以て 謳 はれた が、 當時隣 鄕荒川 村の 荒 川 氏と 協力し 附近の 土 豪 佐々 木 氏 を 打 亡し、 

其の 所領 懸り 坊を收 め、 豐間根 氏の 弟 光 任 を 石 峠 村に 置きて 守らし め、 一 時 は 其の 勢威 隆々 たる ものが あった。 然 

るに 其の後 天 正 年間に 至り 此の 地方に 於け る 土 豪 間に * 々鬪爭 が 繰 返され、 此の 鬪爭に 於て 豐間根 氏の 勢力 は 俄か 

に 地に 墜 ちざる を 得 なくなった。 今 其の 次第 を述 ぶれば、 右 鬼 九郞の 家臣に 衣笠 東 傅なる もの あり、 彼 は 同じく 一 

戶 氏の 末 族に 當る 仙德 村の 仙德 氏と 結んで 其の 主人 鬼 九郞に 反逆 を 企てた が、 鬼 九郞は 此の 戰に 敗れて 討死 を 遂げ 

た。 其の 時 配 F の 一人で 豐間根 氏の 弟に 當る豐 間 根 光 任 も 主人 鬼 九 郞に殉 して 討死 を 遂げた ので、 俄かに 一門の 勢 

力 を 失 ひ、 其の 兄に 営る 本家の 家 任 の 子 邑任は 居住地の 會伊館 を 出で &戰 死した 弟の 居住地た る 今の 石 峠 村 の 內館 

に 移り 住み、 其の 名 を 石 至 下と 改め、 之より 全く 武器 を 衆て \  土 豪 生活に 入る こと、 なった。 此の 事件 は 豐間根 家 

が當 地に 土着して 以來の 大異變 で あった。 

惟 ふに 豐間根 氏 土着 後 は 恰も 日本 經濟 史上に 一 時期 を畫 した 庄園 勃與 時代であった 丈け、 同家 も 其の 家に 傅 はる 

由緒と、 歷代當 主の 機略 を 以て 一 族の 首班に 座し 其の 繁榮を 誇り 得る ので あつたが、 其の後 年を經 て戰國 時代に 入 

る や 豐間根 一 族の 所領 は 次第に 擴大 せられ、 同時に 分家の 數も增 加し、 武門と しても、 地主と しても、 此の 地方に 

特立す る 家柄と なった ので ある。 偶々 戰國 時代に 入って から、 其の 弟が 近鄕 武士との 一 戰に 於て 武運 拙く 敗 死し、 

一 族 最早 武人と して 再起す る ことの 困難なる を 知り、 斷然 武器 を 菜て て歸 農す るに 至った ので ある。  . 
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此の頃 畋戰 した 多くの 武士 は槪ね 山間 僻地に 逃れて 其の 姿を晦 ましたが、 彼等 は 戰爭に 負. けても 武器 を^て て^ 

農し さへ すれば 其の 土地に 安住す る ことが 出來 た。 之は今曰の常識ょりして^^.-へ られなぃことでぁるが、 其 處が針 

建 社 會の內 部 的 闘爭の 事情 をよ く 現 はして 居る" 彼等 は 元々 利害に よって 相爭 ひ、 人種的 反感な ど は 毛頭ない ので 

あるから、 爭 ひの ほ 的た る 利害 關 係が なくなれば 其の後 は 同胞と して 充分に 親和し 得た ので ある。 

註 S 金 W 一  京 助 著 「言 詩 研究」 二 六 五— 六 H 

②菊地 悟郎 著 「南部 史耍」 七： A、 井に 新 井 白 石、 藩翰譜 

三、 豐間根 家. と 南部 藩  ， 

南部 藩と 豐間根 家との 關係は 近世 初期 盛 岡 南部 氏の 行へ る 封 內諸土 豪の 懐柔 政策に 其の 端を發 する。 曾て 南部 氏 

は 陸 奥の 一 代官た る津輕 家に 背かれて 其の 防 壓に惱 殺され、 遂に 其の 領土の 一 部 を 失った が、 此の 叛亂に 手 を燒き 

た る 南部 氏 は 其 の 後 藩內土 一へ み に 對 する 懐柔 政策 に 重き を 置き 土 豪 0 强 盛な る 者に 對 して は 成る ベ く溫 順の 態度 を以 

て 臨み、 叛意 を激 成せし めざる 方針 を 取った。 例へば 其の 頃の 地方 勢力であった 閉伊 地方の 仙德、 津 輕石兩 家の 如 

きに 對 しても 家老 石 井 伊賀 をして 一 「仙 德. 津 輕石兩 家と もに 向後 取合 不レ可 レ致ー 親類 一族たり とも 双方 荷據 致す 者 

於レ 有， 之 は 同罪 たるべし、 不遠. S: に檢使 遣す 之 間、 吃 度 相愼み 居るべし』 と 令して、 武力に より 壓服 する を 避けて 

ま.^^^策に出で ん として 居る が、 後ち 更に 南部 氏 は. ぼ 老楼庭 兵 助 を 閉伊郡 地方に 遣し 令せ しめて 『三閉 伊 士 悉く 行 


跡 等 御 改め、 無罪 は 本 知 安堵し、 阿黨の 者の 知行 召 放され、 長く 浪人す る もの は、 或は 半 地义は 死罪 被 仰 付。 陪臣 

なる 者 要害の 地に 置 時 は銘々 威を擬 ひ、 我意 自立の 企 有 間、 自今 以後 御 膝元に て 家屋敷 を 被レ下 間、 早々 引越 候樣 

被：！ 仰 渡：』 とて、 地方 在住の 土 豪 を 或は 城下に 引上げて 家臣と し、 叉 は 地方 給 人の 名稱の 下に 鄕士の 待遇 をな し、 

其の 二三 をば 南部 城下 (南部 が 三 戸より 盛 岡に 移った の は 元 和 三年で ある) に 招致して 家臣と たし、 以て 其の 領內の 

勢力家 を 懐柔しょう としたの である。 

斯 の 如く 南部 家 は 地方 土 豪 を 懐柔し つ、 あつたが、 豐間根 家 にあって は 此の 頃 南部 氏から 屢 々 召命 あ る に も拘ら 

す、 自ら は 城下町に 參集 せす" 居 村に 止って 臣 從を盟 ひ、 鄕村 武士と しての 待遇に は 甘ん する こと、 なり、 僅に 其 

の 弟の み を 支 藩の 三戶 城下に 送って 家臣と した〕  . 

斯くて 土着 武士の 生活 を續 くるに 至った 豐間根 氏 は 家の 周 圍に堀 (此の ih- 堀 を 「ほり こ」 と 云 ふ) を繞 らし、 其の 外 

邊に 舊從士 たる 名 子 を 配置し、 其處に 永住す る こと.、 なった が、 今 其の 頃の 家居の 一斑 を 知る 爲に 安倍 永年が 豐間 

根 氏に 送った 「延慶 堂 之 記 並赞」 を揭 ぐれば、 

宮古縣 石 至 下 邸、 I 族豐間 根、 本姓 安倍 氏、 其 譜第出 于厨川 云、 曩者據 豐間根 館、 H 氏焉、 後遷 于此、 是亦 

魏然爲 一 廊、 其 傍 所 周 邊民屋 十 累世 所 II 之編戶 也、 館 之 四面 高低 數百頃 之 田、 此乃 祖先 所 開墾 而. 縮戶爲 力作 

以奉其 主、 一 看 古 之 井田 之 制、 是以 累世 之 人望 能 所 人知 也、 i 在 其 地 東 藥師岳 連綿 邐透 凡万餘 囘環 圍繞有 

若 銀 其 家 者、 南 鯀山突 兀若率 衆嶽以 相賓捐 者、 西 乃 互樹森 然皆數 百年 之 物 盤 相 睦續達 家 之 後、 戶北之 本縣之 
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街路 而其間 萬 會 聚而爲 一 大川、 是 亦陸續 繞緣、 其 地自爲 天然 之；^ 隍焉、 且平索 所 歡之 水囘緣 朝 柳 

黛 眉 暮舒變 幻 百出 不出以 可不狀 也、 (下略) 

と ある。 『魏 然爲 ニー  靡； 其 傍 所 周 邊民屋 十 累世、 所隸 之編戶 也、 館 之 四面 高低 數百頃 之 田、 此乃 祖先 所： 開？ ivg 編 

戶爲， 一力 作 一』 の 文字 はよ く 同家の 土 豪 生活 振り を 示して 居る。 

豐間根 家 は德川 時代に 至り 南部 氏より 地方 給人卽 ち鄕士 としての 待遇 を受 くる こと" なった が、 其の後 t バ. 水 七 年 

十月に は七戶 藩の 知行 所た る 山 田 飯 岡の 代官 役 を 命ぜられた。 

き ？ 

一 今度 其方 事、 此方 三地賀 之內、 野 館長 左 衛門兩 人 同役 申 付、 閉 伊山 田 飯 岡 村 百 石 知行 所、 其 心 次第 指 圆等可 

致 候、 肝 煎 作兵衛 #J 組頭 惣 百姓 共、 其方 申 付 候 事 少も不 存知、  <1 ^度 後 签並村 用事 迄 其方 申 付 候 事、 少之如 在 

致候ハ 、其 所-一 寄 可 申 付 候、 仍而 代官 二 申 付 候 事、 可 相 勤 申 也 

寶永七 亥 寅 十月 四日  外  記 @ 

山 田 館 岡 代官 

石 峠七郞 右衛門 殿 

其の後 享保 二十 年 南部 氏が 藩內の 行政 組織 を 改め、 領 內 を 十 郡 三十 三 通に 分ち、 一通 一代 {R 制 を |« 施した 際、 璺 

間 根 氏 は 山 田 飯 岡の 代官 職 を 解かれた。 後ち 寶曆 十二 年 三月 豐間 根七郞 右衛門 久任 (四十 一代) は宮古 代官 所 下役 


を 命ぜられ， 其の 家 を 磯右衛門、 八十 右衛門の 兩 分家に 托して 宮 古に 移り、 安永 七 年 十月 迄 十八 年間 代官と して 地 

方 行政に 與 つた。 

之より 先、 豐間根 氏 は 元 文 四 年 以來の 植林 事業の 功績に より 石 峠 村に 於て 永代 御免 地 五 石 を 賜り、 寬保ニ 年に は 

七戶支 藩の 家臣と して 高 拾 石 を 給せられ、 延享四 年に は武 石の 增俸を 受け、 寬延ニ 年 宮古給 人と せられた 時には 金 

四兩を 給せられ た。 何れも 身分 上の 待遇で ある。 寬保 元年 南部 藩が 一 般諸士 及び 農民に 對 して 新田 開發 を獎勵 した 

際、 花卷 二子 萬 丁目 通 高 四十 五 石の 新田 を 購入し、 之に 石 峠 村の 免 地 五 石、 御給 人 扶持 金 方 四兩、 現 米 三駄を 加へ 

高 五十 一 石の 鄕士 たらん こと を 願った が、 其の 申請 は聽き 届けられた。 其の後 寶曆四 年に は宮 古地 方 給 人の 筆頭と 

なり、 宮古御 役醫佐 々 木 元 節 の 次席た る 待遇 を受く るに 至った。 其の 後 南部 氏 は 財政 整理 の爲に 先き に 獻金叉 は 新 

田開發 により 鄕士に 取り立てた 者の 所有地 を沒收 する こと、 なった が、 豐間根 家 は 高 一 石に 對し三 歩の 冥加金 を 上 

納 して 其の 土地 を 保持す る y J と を， 許 された。 在鄕 資産家 に 苗字 帶刀 御免 を 許して 置き、 後ち 藩主の 權カを 以て 献金 

せ ざれば 其の 家格と 財産 を沒牧 する ぞと 威嚇し、 獻金 せる ものに 對 して 從來 通り 其の 家格と 財產 所有 を 許した と 云 

ふ 政策の 裏に は 藩 財政が 如何に 困難に 陷 つて ゐ たかの 事 實が潛 んでゐ た。 斯の 如く 豊間根 家 は 夙に 南部 家より 地方 

名 族と しての 待遇 を 受け、 殊に 宮古 御給 人と して 扶持米 を 給せられ、 下役と して 地方行政 にも 參畫 せしめられ たが 

然も 南部 氏より は 常に 外樣 として 取扱 はれ、 縦 令 何 かの 役目 を申附 けられても、 代官の 下役 以上に 出 づる事 を 得す- 

又總 ての 儀式に も單に 此の 地方 給 人の 代表者た るに 止る 程度の ものであった。 
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四、 族長 制度の 遺習 

豊間根 家 は 『當家 代々 けちみ やく 有、 他姓より むこ 養子 不， 可， 有 >  代 々本 脈に 而相續 、妾腹に 而不 I 可， 繼候、 乍 去、 

本 脈 無， 之 時 は 無， 據也』 と 云って 居る 程 家憲と して 直系の 男子 を 重んじ、 一族の 長た る 地位 を 血脈に より 維持す る 

こと を 力めた。 隨 つて 豊間根 家より 出で たる 分家 は 同家の 家臣に 等しき ものであった。 例へば 分家 は 五代 以上 經過 

すれば 之 を 本家 豊間根 氏の 名 子と する 風習の あった こと を 見ても、 分家に 對 する 本家の 族長 的 地位 を 知る ことが 出 

來 よう。 豊間根 家 は 八 百 五十 年の 歷史を 有する 家柄で あるから、 分家の 數も 非常に 多く、 明治 初年に は大槐 以北お 

古 以南に 亙り 五十 數戶 を數 へ、 其の 一 鬥は相 當の數 に 達して ゐた。 而 して 分家 を 行 ふに は 最初 村 內の勝 山、 日當、 

島 田、 西 館、 南 館 等 を 選んだ が 此等は 多く は 軍事的 目的 を 加味した も のであった ので、 何れも 譜 第の 從士  (名 子) を 

附け與 へた。 德川 時代に 至ってから は、 豊間根 村內も 人口 飽和の 狀 態とな り、 他 部落に 進出せ ねばならぬ ことにな 

つたので、 遂に 其の 分家 は宮 古、. 大槌 ー帶に 散在す る ことにな つたので ある。 殊に 豊間 根、 石 峠の 兩 部落 は 殆ど 豊 

間 根 家の 一 族 竝に名 子 を 以て 充滿 した。 殊に 勝 山の 如き は、 全戶數 三十戸の 中 十七 人の 分家と 七 人の 乂 分家と 名 子 

によって 形作られて ゐる 有様で、 古くから 勝 山 は 「十七 旦那に 七 おんち やま」 と稱 へられ、 日； 那の 多い の を 他村 か 

ら羡 まれて 居た と 云 ふこと である。 以て 一族 繁殖の 狀を 知るべき である。 此 等の 分家 は 夫 々家産 を分讓 せられ、 獨 

立の 生計 を營む もので あつたが、 併し 有事の 際に は 一族の 協同 出陣 を 必要と する 關 係から して、 分家 はしても 直ち 


に 充分なる 家 產の讓 渡 は 行はなかった。 卽ち 分家の 世 帶は獨 立しても 當 分の 間 は 事實上 分家と して 置き * 經 濟的獨 

立の 地位 を與 ふること をし なかった ので、 分家 は 本家に 對し 依然として 其 家の 隸屬 的關係 下に 置かれた。 之が 爲に 

本家の 威令が よく 行 はれ、 分家 をして 臣屬 的服從 を餘義 なくさせた。 然るに 本家. が 後年 南部 氏 支配 下の 鄕士 となり- 

近鄕の 中心 力と してよりも、 寧ろ 南部 藩の 地方 給 人た る 役柄 を帶 ぶる に 至った 頃から、 其の 所有す る 財産の 爲に分 

家 は 自然に 本家より 離れ、 本家の 分家に 對 する 支配力 は爲に 次第に 薄弱と ならざる を 得なかった。 現に 寬政 三年に 

は 分家 中に あっても 資産家た る 卯 之 八、 八十 八、 藤 兵衛、 磯右衛門の 四 人が、 南部 藩主に 獻 金した 廉 により、 宮古 

通に 於て 與カ たる 待遇 を 受けて、 其の 地位が 高まった ので、 彼等 は 何時と はなしに 本家に 賴ら なくなり、 本家の 支 

配から 脫 けた 形に なった と 云 ふ。 併し 其れでも 尙 本家 は 分家に 對 して 家督 相續に 干渉す ると か、 親族 法 上の 諸權利 

とか、 種々 の 懲戒 權 とか は 之 を 保有し やうと した。 例へば. 曾て 上記 分家の 一 人た る 八十 八なる 者 は、 數 年に 亙り 本 

家の 命令に 服從 しなかった ことがあ るが、 其の 時 本家 は 彼に 對し嚴 重なる 譴責 をた し、 同時に 血判 を捺 させて 誓約 

書 を 出さし めた、 卽ち 

指 出 申 一 札 之 事 

一 私 義不行 届" _ 付、 數年御 呵相蒙 恐 入 候、 此度姥 樣被仰 渡譯" 而御 承知 被 下、 私 面目 此儀 奉存 候、 以後 貴 前 様 御 

家に 對 毛頭 無道 等 仕、 御 外. 聞 相懸不 申、 前非 改可 申、 若 叉 於僞、 大小 神祇 別而 鎮守 並 御 先祖 佛神御 罰 可 相 蒙 

候、 依 而如件 
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寬政九 年 己巳 五月  - .  豊間枳 八十. 八 血判 

宜  任 花押 

. 豊 間 根保樣  . 

之に 對 して 分家と 其の 親類 一 同 も 亦 

一 此度 八十 八 不心得-" 付、 御 呵被成 御 尤= 奉存 候、 此度 八十 八より 指 出 候 一札 之 趣に 而 御免被 下、 私共 大 s!;! 仕 候， 

右 は 私共 引 請 相違 無 御座 候、 乍 憚 俄此度 御免に 付、 私共よりも 一 札 指 出 申 候 以上 

寬政 九年已 五月  阿 部 空 右衛門 @ 

阿部 左 源 太 @ 

木 村 林 之 水 @ 

豊間根 又右衞 鬥 ,® 

豊間根 勝 見. ⑩ 

木 村 政 右衛門 n 

豊 間根定 吉 

豊 間 根 保樣 

の 一札 を 出して r< 十八の 共同 請 人と たって ゐる こと は 特に 注目すべき である。 蓋し 分家が 赏 質的に 獨立し * 藤 主と 


の 紫り に 於て 社會的 地位 を 得 るに 至れば、 本家 の 拘^ を 快 し と せ ざ る に H 土 る は 自然 で ある。 /化 四 年 豊間根 家 か ら 

分家に 出した 左の； M 說書は 此の間の 消息 を 最もよ く 語って 居る。  - 

盆 中手 前 御 墓所 各々 御佛詣 は、 當時 見舞に は 無 之、 我等 御 先祖 は 則 各々々 も 御 先祖-! 而、 何事 も 其 御 恩德に 

よりて こそ 成就 も 可 有 之歟、 然に兩 三年 已來 彼是に 事 をよ せ、 舊 例に 背 ケ候事 は、 當事 家格 も 昇進 故歟、 御 

恩 澤之深 事 を覺、 尊敬 は 全以- 家格に 拘申間 敷 哉、 不得止 事、 風雨 病氣難 去、 故障 等 は 見合、 名代 二 而も 可然 

哉、 舊例 一統 二 而相破 候 様に 相 見得 候 上 は、 中々 我等 演説に 而參不 申 事に 候へ 共、 當住之 持 前 なれば 愚意 を 

述所 也、 只 もの 立身の ため 同姓 之數に 入候迎 も、 頓而御 先祖 も御餘 功二 而並合 之 勤 可 有 之 答 敷、 全 奥深 者の 

發 言に は 無 之 害と 被 察 候、 横暴 主す、 め 同意の ために も淺 猿敷覺 候、 常時 吾 は 立身 程 之 時 可 得、 身共 は 御 

讓物を 取 失 候 程 之 愚昧 故にお 體之事 出 來候得 共、 全 我等に 拘候 事に 無 之 候、 御 先祖の 御 恩と 申 候 所 勘 辨無之 

候、 如何に 此節御 恩 忘失 之 程 あら はれ、 行末 段々 ちなみ も 遠 さかり 申、 极今御 家 等 はなけ き 入 候 折 柄、 障に 

見 攸も無 之、 物 入 迎も無 之、 然は 貧と 申 譯も不 相 聞 得 候、 定而深 賢慮 も 可 有 之、 互に 底意 申 承 度 候、 愚意 有 

增如斯 篤と 御 說可有 之 候 

文化 四 年 卯 七月 日  .  豊間根 保 

長 職 花押 
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豊間根 礎 右衛門 殿 

豊 間 根 勝 見 殿 

豊間根 丈 右 衞鬥殿 

豊間根 八十 八 殿 

以上の 文書に 徴 しても、 分家が 其の 社會 的、 經濟 的獨立 を 確保す る やうに な る と 本家 に對 する 依 蛾 心が^く なり， 

本家 叉 其 の 支配力 を 事 實上失 ふに 至る 事實が 判った で あ らう。 

繰り返して 云へば、 若し豊間根家なる本家を中心として形成せられたる此の地方の社會に资本主義制度が^^潤し 

て來 なかったならば、 本家 對 分家の 關係、 卽ち 此の 地方 限りの 氏族制度が 維持せられ たこと であらう。 然るに 財產 

ある 者が 金 穀を獻 上し さへ すれば、 一躍して 本家と 肩 を 並べ 乂は 本家 を 凌ぐ やうに なると、 勢 ひ 此の 血緣的 社會關 

係 は 崩 壌せ ざる を 得ぬ ことになるの である。 何と なれば、 氏族の長たる本家は藩主に對して其の所持する財^^カ丈 

けし か 貢獻し 得な いこと になる から、 分家 にして 相 當財產 あ る ものが 其の 財產を 以て 藩主に 貢獻す れば、 其の 社會 

的 勢力が 本家と 對等 又は 其れ 以上に 出る こ レー は 自然 であるから で あ る 。 

五、 豐間根 家と 村の 政治 

德川 時代に 於け る 墜間根 家 は 藩主 南部 氏より 地方 給 人と しての 待遇 を 受けた 丈け、 其の 居 村に 在って は 全く 特立 


したる 村の 王者であった。 同じ 南部 藩 でも 他の 村 で は 其 の 最上級 者 は 肝 煎 であるが、 豊間根 村 に 在って は 肝 煎は豊 

間 根 氏の 名 子の 一 人た る 勝 山 某氏が 勤めて ゐた。 此の 點は豊 間 根 氏が 其の 居 村に 於け る 政治的 地位 を 最もよ く 現し 

てゐ る。 村の 肝 煎 は 豊間根 氏の 任免す る處に 係り、 萬 事 豊間根 家の 支配 を 1{ス くる 點に 於て 其の 地位が 他村 民より 一 

段 低い ので ある。 南部 藩に 於ても 諸 他の 藩に 於け ると 同様に 領內を 御藏 入 地と 知行 地と に 分けてあった。 御藏 入 地 

は 藩の 直接 收納 地、 知行 地 は 城 下士の 牧稅 地で ある" 今、 豊間根 村 は 右のう ちの 御藏 入 直轄地に 屬し、 村の 肝 煎が 

租米を 村民より 徵收 して 之 を 藩 庫に 送った ので ある。 然 らば 豊間根 家の 所有地 は 納稅上 如何なる 性質 を 有して ゐた 

かと 云 ふに、 豊間根 家の 所有地 を 分ち て有稅 地と 無稅 地と する。 此のう ち 豊間根 家の 自作 地 は無稅 地で あり、 刈 分 

地と 名 子 地 は有稅 地で ある。 而 して 無 稅地 としての 自作 地 は 一 年 何日 か 宛名 子 を 使役して 自ら 耕作す る 土地で あつ 

て、 讀んで 字の 如く 藩主より 免稅 地た る こと を 許された 土地で ある。 而 して 有稅地 としての 刈 分地 は 南部 藩 一般に 

見る 定率 小作料 制に より 毎年 地主 小作人 双方に て 生産物 を 折半す る もので あり、 名 子 地 は 名 子が 永代に 小作す る 土 

地であって、 小作料 を 地主に 仕拂 はない けれども、 其の 代り 地主の 家に 一 年 何日 か 宛の 勞働を 提供して、 地主の 自 

作 地 を 耕さねば ならない ので ある。 此の 刈 分地と 名 子 地 は 前記の 如く 有稅 地で ある けれども、 租稅は 全く 小作人た 

る 名 子の 負擔 する 處 であって、 地主た る 豊間根 氏は租 稅に關 係し ない。 豊間根 家の 居 村 石峙の 石高 三十 石餘 より 上 

納 する 租稅 はか やうに 全く 名 子の 負擔 する 處 である。 卽ち名 子 は 其の 耕作す る 土地の 小作料 を 地主の 豊間根 家に 運 

び、 其の 殘り にて 租稅を 納め、 更に 其の 殘りを 自家の 用途に 充てた ので ある。 此 等の 納稅 事務 は 總て阡 煎 役の 勝 山 

K  二 論 a 睦中 less に 於け，？ ii: 間 根鄉士  11 一二 五 


0  ニ篇兵 iS3 史 IS 效  .  一: 三 六 

氏が 掌って 居た。 斯の 如く 同家 は 其の 所有地の 地主と して、 叉 汗 煎 や、 組 •§ 等の 村^ 人 を 任免す る赏權 者と して 

押しも押されもせぬ 地方 的 名家であった。 殊に 豊間根 家が 氏神の 祭主と して 神事の 一切 を 掌握し、 村民 は 豊間根 家 

の 指揮 あるに あら ざれば 一 切の 祭典 を 行 ひ 得なかった。 豊間根 村 內には 熊 野 神社と 稻荷； t 社 を勸睛 し、 此 等の 神社 

に對 する 祭祀の 權限 一 切 を 豊間根 家が 握って 居た ので ある。 卽ち 獅子舞 踊の 如き も 從來は 豊間根 家が 舞った 後でな 

け れ ば 舞 ふ こ と を 得なかった が、 文政 七 年に 至り 此の 舊例 を廢 し、 村民の 自由に 舞 ふこと を 許す やう になった との 

ことで あれば、 古來 同家に 附 隨し來 つた 氏神の 祭祀 權が 此の頃より 次第に 消え去つ たもの で あ る こと を 想像す る 

ことが 出來 る。 

之 を 要するに 豊間根 家 は 上 は 南部 藩主に 忠勤 を 怠らす、 村內に 在って は 村の 氏神に 對 して 四季の 祭事 を 勤め つ 

因襲に 基く 村の 諸行 事 にも 自ら 當 るので あつたが、 此の う ち 神社 に對 する 祭祀に 最も 重き を 置いて 居た。 古代 我國 

に 於け る 村の 精祌 生活の 中心 は 氏神に 對 する 信仰に あつたの であるが、 今 豊間根 家に 於て は 其の 村の 5： 外に 住む 分 

家 又は 名 子 を 率ゐて 氏神に 奉仕し、 其の 神事に 要する 經濟的 負擔の 一切 を 同家に 於て なし 来って ゐる事 は、 上代 氏 

族 制 時代に 於け る 祭政一致の 接 影が 東北 日本の 一 角に 近 *1 まで 港 ふて ゐ たものと 見て よい。 言 ひ換 ふれば、 氏祌中 

心の 農村 生活の 様相が 豊間家 を 中心とする 豊間根 村 內に殘 つて ゐ たので ある。 

I 六、 名 子に 對 する 支配 關係 


現在 豊間根 家が 「名 子」 と 呼んで ゐる 者の 一部 は、 遠く 八 百 有餘年 前の 由緒に 基く 者で あるが、 然も 德川 時代 以 

前に は 「郞 黨」 「從 士」 叉 は r 譜第」 と 呼ばれ、 後ち 「召 仕」 と 呼ばれた ので ある。 同家の 古い 記 錄には 「名 子」 と 云 

ふ 文字 はなく、 其れが 最初に 見えた の は 弘化四 年の r 豊 氏家傳 年中行事」 の 五月 十八 日の 條に r 尤 早乙女 廿四 文の 手 

間、 名 子の 者 斗、 男 はやと ひ 判 を繼申 候」 と あるの が 最も 古い やうで ある。 八 百 数十 年の 歷史を 有する 豊間根 家に 於 

て 名 子の 名 稱が斯 く 近 *1 に 至って 用 ひられる やうに なった の は 何故で あるか、 蓋し 最初 「召 仕」 と 呼んで ゐ たの を 

後に 至って 「名 子」 と改 むる に 至った 其の 事情 を考へ 見る に、 元來名 子と 云 ふ 言葉 は當事 者た る 主人と 召 仕の 双務 

關係を 示す もので なく、 豊間根 家と 名 子との 間に 主從關 係が あり、 第三者た る 一 般 農家が 之 を 普通 農家と 區 別して 

名 子と 呼んで ゐ たのが 次第に 一 般的 となり、 當事者 間に 於ても 名 子の 言葉 を 用 ゆる やうに なった ものと 思 はれる。 

惟 ふに 豊間根 家の 名 子 も 各地 方の 農兵が 中世 末期に 城下町へ 集中せ す、 其の儘 在鄕 生活 を績 けつ、 德川 時代に 至 

つて 一 地主と なる につれ、 從來 其の 家に 召 仕ひ來 つた 家来の 地位が 一 段と 低下して 下人と 化した ものと 同 一 徑路を 

過った ので ある。 

豊間根 家の 名 子 は 現在 十四 名あって、 其のう ち 元祖 孝 任が 豊間根 落ちの 際隨 從し來 つた 從士の 子孫た る 確 證のぁ 

る ものが 四戶 ある。 最初 十七 人の 從士 が金ケ 崎から 隨 伴し 來 つた 事 は旣に 述べた が、 後ち 本家から 分家が 行 はれた 

際に 此 等の 從士 を 夫 々 附け與 へた ことがあった、 例へば 二十 三代 隆 任の 子 道 照 を 日當 館に 出して 分家した 時、 之に 

淸川 太吉、 羽黑倉 助の 二 從士を 附け與 へ、 义 其の 弟 敎任を 西 館に 分家した 時 は 勝 山勘 十郞 なる 從士 を附 けて 居る。 
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斯くて 豊間 根本 家譜 第の 從士は 次第に 減少し、 德川 時代に 至れば 譜 第の 召 仕 人數は 最早 最初の 半數 にも 達しない や 

うにな つた。 現在 残って ゐる名 子のう ちで、 元祖 安倍 孝 任以來 の從士 として 績 いて ゐ るの は、 前記の 如く 使 かに 四 

名で、 其の 他の 名 子 は 別個 の 原因に より 德川 時代に な つてから 起つ た 家柄で あ る。 

德川 時代の 中期に 至れば 豊間根 氏 土着 以來旣 に 六 百有餘 年の 歳月 を經 過し、 其の 間 豊間根 家が 分家に 從 士を與 へ、 

又は 從士が 自然 的に 獨 立して 普通 民と 化し、 叉 曾て 豊間根 氏と 近親 關係 にあった 名 子 も 永き 年月の 間に 其の 血族 的 

關係を 薄 ふして 他人と なった もの も戡 からす ある。 斯く 草分けた る 名 族 を 中心として 村落 內 部の 人 n 救が 充赏 され 

て 行った 例 は、 日本 國內の 他 地方に 於ても 其の 例 を 多く 見る ので あるが、 豊間根 村に 於ても 同家 を 中心として 村の 

發展し 行く 狀態 がよく 現れ て 居る。 

名 子 は德川 時代に 至れ ば 最早 戰鬪 に 出づ る こと はなくな つた けれども、 然も 平生 鐵砲 を貯 へて 銑獵に 馴れし め、 

义折々 劍術 を^ はしむ る こと もあった と 云 ふ。 名 子 は 皆 夫々 獨 立の *1 帶を 持ち、 一 見 他 地方に 於け る 小作人に 類似 

して 居る が、 現存 十四 名の 名 子の 四 人の みが 上記の 如く * 襲の 名 子で、 其の 他の 十 名 は 近世 的 所^の 名 子で ある 賺 

係 上、 各々 其の 據 つて 來る 原因 を 異にして 居る。 此等备 種の 名 子の 形態， is: 由 を 明かに せん 爲に、 南部 全 藩に 於け 

る 近世 名 子 制度に 就き 簡單 に述 ぶる たらば、 南部 藩內に 於け る 名 子 を 分類して 臣屬名 子、 質 入 名 子、 分家 名 子 (血 

緣名 子)、 救恤名 子、 借金 名 子、 奉公人名子等とすることが出來^^。 豊間根 家の 名 子 十四 名 中 四 名 は！^ 記の 如く 土 

着 以來の ほ 屬名子 (家人) に當 り、 他の 十 名 は 或は 質 入 名 子で あり、 奉公人 名 子で あり、 分家 名 子 (卽 ち血緣 名チ) 


であり、 救恤名 子で あり、 借金 名 子で ある。 右のう ち 質 入 名 子と は 普通 農家が 貧困に 陷 り金穀 借用の 引き 當て とし 

て 豊間根 家 の 名 子 と なり た る 者、 奉公人 名 子 と は ニー 二 男が 永く 奉公す る 間に 獨立 の せ帶を 立て、 名 子と なりた る 者 

であり、 分家 名 子と は 最初 分家した 時 は 本家の 一門た る關係 下に 在った が、 後ち 家計 困難に 陷り 本家の 經濟的 援助 

を 受けて 其の 名 子と なった 者で あり、 救恤名 子と は 生活に 窮迫した 近在の 農民 を 村內に 引き入れ 之に 土地と 家居 を 

貸與 して 名 子と した 者で あり、 借金 名 子と は 借金 を 返濟し 得す、 其の 代りに 其の 金主の 名 子と なって 隸屬關 係 を 結 

ん だもので ある。 最初 金ケ崎 地方より 此の 地に 入り 來 つた 時 は 十七 名を算 した 豊間根 氏の 名 子 も、 其の後 分家 を 行 

ふ 際に 名 子 を贈與 したので、 本来の 名 子數は 次第に 減少した が、 然も 他の 原因に よる 名 子數は 上記の 如き 事情に よ 

り相當 數に增 加した。 而 して 此 等の 新しく 生れた 名 子 も 主家 豊間根 家の 周 園に 配置せられ、 平常 は 農耕に 從 事し、 

一朝 事 あれば 起って 主家の 爲に 御用 を 勤む る 義務 ある 者であった。 然 らば 此 等の 名 子と 豊間根 家 は 如何なる 經濟的 

關 係の 下に g.- がれて あつたか、 其の 點を 左に 說 明しょう。 

地所 建物 預り證 

七 郞右衞 鬥預り 

丸 山大藏 

第一 地 割 二十 一 番地 ィ號字 熊 野トタ 

一 、 原野 反別 四 畝拾步 

第二 論 效 膀中東？^^に於けん-欝^根»士  一 ニニ 九 


建 
家 

楝 


引 槍 新敏ロ 汁 ハ 水 


臼 


桶 鉢ィ桶 


個 挺 挺 挺 個個 fi 個 


第二 篇 兵 農 史 i| 效  ,  1 一二べ 0 

此地慣 金五錢 七厘  ， 

此 地租 金 一直 

「中略」 

ダ 反別 一町 一反 三畝步  . 

此地價 金 八十 三圓 廿七錢 

此 地租 金 二 圓八錢 三 厘 

右 地租 金 外 村費 等 都而預 リノ 土地 ニ關ス ル分ハ 地主へ 差 上ル儀 勿論 ノ事 


附屬品 

鍋 四 升 入  一 個 

鍋  二 升 入  一個 

鍋 一升 入 一個 

鍋 三盃入 一個 

コ ガ 八 斗 入  一 個 

问  一 一斗 入  一 個 

0  二 斗 人 一個 

椀 洗 桶 一個 


ボ 


へ ン ゲ 


箱 


枚 

一二 枚 

三人 枚 

二 枚 

二 枚 


但シ 破損 或ハ 紛失 致 候 上ハ、 別段 ノ品ニ テ差上 ルノ義 勿論 ノ事 

外 二 

、 奉公人 長男 除ノ外 乃至 次 三 四 男或ハ 庶子 タリ トモ、 一名 二 付 三 ケ年宛 貴殿 奉公 可 申 事 

但シ徵 兵 出身 ノモゾ ハ歸村 ヨリ 三ケ 年相務 可申定 

、雇 一 戶役ー ケ 年- 1 付 三十 三人 宛相務 可申定 

但シ間 月 アル 時ハ 三人 增日 雇ノ事  . 

右 者 貴殿 先祖 以降 慈 恩-一依 リ、 前顯 地所 並 建物 外 農事 用品 共 預リ申 置 候 義確實 也、 尤收獲 品義ハ 先代 ョぃ 

例 ノ通リ 悉皆 私共 代々 家族 共生 活料ト シ テ惠賜 相 成 候、 報酬 ト シ テ次三 四 等 奉公 ハ 勿論 一 戶^  ニ充タ ル雇 

夫 等 右定ノ 通り 堅ク相 守リ可 申、 萬 一 何 儀 定ノ趣 ^二 戾候ハ 、如何 樣所 3 相 成リ候 テモ、 一言 子細 申 上 間 敷 

候、 仍而爲 後 念 預證兼 確約 證如件 

,  東 閉伊郡 石 峠 村 十六 番地 借 宅 

當預リ 人 丸 山大藏 @ 

長 男 

丸 山 左右 藏 @ 

保證人 八十 三番 地 借 宅 

第二 論！ K 陸 中東 に 於け る 覿 問 根鄉士  三 三 I 


«s  二  ifi 兵 a~ 史； ai  &  -  三 三 二 

平 山甚藏 @ 

保 f_ ほ 人 

平 山 利 助 ⑩ 

豊間 根七郞 右衛門 殿 

右 に 示した 證文は 明治 年間 の ものである けれども、 其の 歷 史的 連綿 の 古き ものである こと は 云 ふ 迄 もな い。 此の 

證 文に 依って 見れば、 豊間根 家の 名 子に 對 する 支配 關係は 先づ名 子の 生計に 必要なる 一 切の 物卽ち (1) 土地 (田、 

畑、 山林、 原野、 宅地、 建物、 (3) 農 用器 具 (鋤、 銀、 斧、 臼 等)、 (t) 生活 要具 (鍋、 釜、 0. 桶、 盆、 其 

他)， (5) 武器 を貸與 する ことで あり、 次に 以上の 借用 物に 對 する 義務と して 名 子 は (1) 一 年 三十 三人の 勞務 提供、 

(2) 二三 男 以下の 三ケ 年間の 無償 奉公、 (3) 不動産の 公租公課 を負擔 し、 (4) 破損した る 動産 は 其の 現物 辨濟 の義 

務を負 ふので ある。 而 して 主家 豊間根 家の 權利 として は (1) 名 子に 對 して 服 從の禮 儀 を 守らし め、 (2) 事 あれば 何 

時 にても 自家の 用 を 勤めし め、 (3) 吉凶 共に 御機嫌 を 伺 はしめ、 (4) 種々 の 年中行事 を 執り行 ふ 際、 其の 勞 役に 使 

用す る ことが 出來る 等々 である。 

名 子に 對 して 斯の 如く 生活必需品 を貸與 する こと は 豊間根 氏が 自家に 識屬 する 名 子 へ の 恩給で あり、 名 子 は 其の 

恩給 物に 對 して 公租 を 負擔し 肉體的 奉仕と 臣 從的禮 儀を盡 すので あった。 若し 此の 負 持と 奉仕と 禮儀を 怠る こと あ 

らば、 名 子は忽 にして 其の 恩給 物 を沒收 せられ、 其の 日から 生活の 途を失 はざる を 得なかった。 例へば 次に 示す 文 


_ き 

"~ ^二  2l  二 

百 

升 枚 枚 文 


： の 如き 地主の 見て 不埒な りと する 名 子 を 放逐した よき 事例で ある _ 


(其 一) 

覺 

高 田 

、 3 形 

に はたり 前 

、貳人 役 

同 所 役 

、貳人 半 役 

高 田 

、一入 役 

村 上りに は 

、一人 役 


丸 山 大藏へ 田畑遗 帳 一 


一 斗 八 升 五合 

二 斗 五 升 

二 斗 五 升 

一斗 三 升 

一斗 


r 其 二) 丸山屋 大蔵へ 諸道 具 遺 帳 

、 稗 五 升  大小れ 二 入 一、 引 臼 

、 大豆 一斗 五. 升 中 队ニ入 一、 むしろ 

、麥 一斗  小叭- 一入 一、 へんない 

、餅 粟 一斗  平 捅ニ入 一 、 めの こ 


第二 論孜 降 中東？ おに 於け る s 間 报鄉士 


御上 ケ下 

、 三 入 役 

熊 野 堂/下 

高 合 

/ 一  石 七 升 


一斗 五 升 

五合. 


右 之 通 預ケ置 者 也 

明治 三年 


七 郎左衞 門 

谷 二 十 


、 象 

、 小 箱 

致 東屋 印 付 

、 口 ひやけ 
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三  一二三 


«n  一  s 兵 農史； «  ft 


ヨリ- s; 


そ は 三 斗 

白 麥ニ斗 

白 稗 一 斗 五合 

味 嗜三升 入 

布 花 ， 

签 

お へ 三 


と み 


小 盆 

粉 落 

さる 


はん ：」 い 二 入 

中. 桶 二 入 

^IST  二 ヌ 

一 撙 

一 ェ 

大小 ニッ 

四 升 入 

二 升 入 

ニ盃入 

代 五 貰 二百 文 

五 

五 枚 

二 

大小 四 


稗と ふす 

附 木 

摺鉢、 潜 木 添 

鹽 

漬水鉢 

永 ひしゃく 

9  ,フ 

17  、レ 

外 二 小 ひしゃ. 

0 

小 刀 

鹽 引 

庖丁 


枚 

升 


十 九 


尺 

丁 


に 桶 

さす 手桶 

粉む しろ 

竹 笠 

編 笠 

さたつ 

こ が 

み 

瀨ケ鉢 

桶 -ー 清 物 入 


枚 


大， 


大小 二 


貰 二百 匁. 


以 上 


右の 文書 は 實は名 子傳吉 なる 者の 死後、 其の 子 某なる 者が 不行跡に て 豊間根 家の 命 を 奉じなかった ので、 i^ii 根 

家で は貸與 せる 一 切の もの を 取り上げ、 別人の 大蔵なる 者に 對 して 之 を貸與 した ものである。 此の 他 名 子 (安倍 

家 存在 當 時より 從士 たりし 家) の 中に 絶家と なりたる ものが あれば 其の 家名 を 別人に 繼 がしむ る こと もあった。 之 

によって 見ても、 名 子の 恩給 物に 對 する 義務 服 從の嚴 重なりし ことと、 名 子が 地主に 對 して 農奴の 如くに？ t 敏 する 

事情 も 判明すべく、 要するに 名 子に 對 する 地頭の 權利 は絶對 的であった ので ある。 而 して 名 子の 借用せ る 土地 は 救 


襲の 用益 地であって， 名 子が 貸 主たる 地主に 柔順に 服從 する 限り は 之 を 取り 上ぐ る ことが 出來 ない。 併し 一度 其の 

義務 を 怠れば 直に 之を剝 奪され ねばならなかった、 例へば 

阿倍 藤四郞 

御 先祖に て 三 平 先祖ね 被 下 置 畑に 付、 四 人心 得 違 之 儀 有 之、 四 人 隱居申 付 弟 甚吉ね 家屋敷 畑 申 付、 右 之內畑 

一 人 役 引 上 候 

然所當 七月 朔日 二親 子 御 禮相濟 仕、 甚吉ゎ 相 遣 其 日 御 禮無滯 相 濟候ニ 付、 親 三 平より 引 上 之ド畑 一 人 役 永代 

-1 相 遣、 定勤相 勤 者 也 

文久 元年 酉 八月 十九. 日  多 喜 太 @ 

澤 田甚吉 # 

の 如き 其れで ある。 之に より 見ても 名 子の 權利 の 如何に 弱く、 地主の 力の 如何に 強大で あ つた を 知り 得る で あ らう „ 

左れば 豊間根 家 は 名 子 を 自家の 財産の 如く 考へ、 前に も 一 K つた やうに 分家に 財 產を讓 渡す る 時には 名 子 を も 財産と 

同様に 讓 渡した。 曾て 豊間根 家から 分家の 一 入 豊間根 初 彌に與 へた 讓狀 中に 

祖父 七郞右 衞鬥長 賴樣、 同 苗 良 助へ、 瀧 ノ鄕贰 人 役 之 穴 地 當分御 かし 置 候處、 右 畑 初 彌殿永 地 之 願 二 付、 藤 

四 郞と申 召 仕 一名 相 用 候ハ、 永代 相 遣と 申 付 候 所、 早速 承 候と 申 事に 付、 十二月 廿九， 日直 蔵相 遣 候、 C 卜 略) 

と あるの を 見で も 其の 一 斑 を 知り 得る であらう。 

第二 論 效 陸 中東 5«s における 豐問 根鄉， H  三 三 五 


KM  一  «l 兵 as "史論 效  三 三 六 

南部 藩の 一 般的 慣習と して 地主 若し 罪 を 犯し 闕 所の ffl を受 くると か、 又は 地主 破産し 其の 財產 全部 を倩權 者に W 

き 渡さねば ならぬ 場合で も、 其の 地主に 隸屬 する 名 子の 耕作地に は 影響を及ぼ さぐる を 常と した。 之 を 法律 的に 云 

へば、 名 子の 保有す る 耕作地 は 第三者に 對 して 對抗カ を 有して ゐた。 而 して 名 子が 何 かの 大罪 を 犯した 時 は 地主 は 

監督 不行屆 の廉を 以て 其の 責を負 はざる を 得なかった。 以- 上の 事實を 綜合して 見る 時、 名 子の 耕作地 は 永小作 的 性 

質 を 有し、 地主 は 名 子に 對 して 公法 的 責任 を 負 ふので ある。 別言すれば 地主 は 或 程度の 名 子の 生活 權を 認め、 其の 

配下の 名 子の 行爲に 就き 公 邊に對 して 貴 任 を 負 はねば ならなかった ので ある。 左れば 又 地主 は 名 子の 日常生活に 就 

きて 種々 の 制限 を 設け、 其の 自由 を 束縛して ゐる、 例へば 

乍 恐 指 上申 一 札 之 事 

一 、 惣衬 若者 寄 合 候而、 餅、 圑子、 菓子 等 相 喰、 取次 仕、 乂は 雑穀と 相 取 かへ、 盜 人の 小 {J? 仕攸義 御^被 爲及 

村 方 御 吟味 被 仰 付、 失 々吟味 仕 候處、 一 同 右 體之儀 仕 候 者 無 御座 候、 若亦此 末々 御 聞 被 遊候ハ 、如何様 曲事 

被 仰 付と 而 違背 仕 間 敷 候 

一 、 濁酒 之義、 御 指 遣に は 無 御座 候へ 共、 村 方 相 構 之 上 諸 味 (モ ミ) 一 盃 二 付十三文宛之直段 -ー而っ5^!&^^之相 

^^欣仕、 若 义相寶 より 呑 相對- 一而 增錢指 出 候 儀 御閱被 遊候ハ 、、 ^度 無調法 相處候 而も 違背 仕 間敷攸 

惣 •€ 村 方 毎々 よりも 前文 之 通 之 儀 付 もの ハ無 御座 二 付、 押. -御申 譯願上 候- 處、 早速 御閒濟 被ド？ T 御 承引 

被 成 下、 重々 難 有 仕 合奉存 候、 依而爲 後日 之 一 札 如 件 


文政 七 年 十月 


石^ 村 中 組頭 

友人 

同 


藤 丘ハ衞 @ 

子 之 松 @ 

淸之丞 @ 

巿左衞 門 @ 

淺 藏 @ 


此の 一札に よっても 知られる 如く、 地主が 名. ナの 日常生活に 對し てこの やうな 監督 をな したの は、 営 時 一般の 藩 

主が 幕府の 命 を 受け て 領民に 屢々 儉約令 を 申 觸れた と 同様、 豊間根 家 9 支配 下 に 在つ た 名 子 の 生活費が 膨脹し て 辻 

褸が 合はなくなる と、 結局 其 の 損害 は 豊間根 家 に 降り 懸る こ とになる から、 かやうな 事の ないや う 名 子 の 消費生活 

を 拘束した ので あらう。 現に 天明 八 年に は 次の 如き 誓約書 を 名 子 中から 豊間根 家に 提出して 居る。 

差 上申 手形 之 事 

一 、 往昔より 堅 被 仰 付 置 候惡事 先達 而相 やぶり i:^  二 付、 蒙 御 不興、 誤手形指上^^處、 尙乂此 度 右體ニ 付、 鬼 角 

他村 罷出働 候 得 者、 都 而惡事 見習、 村 中 以之外 二相 成 候 間、 他村 働 御 指 留被成 候 段 厳重 二 被 仰 付 候 得 共、 左 

樣 ニ而ハ 村 中 迷惑 至極 二 仕 候 間、 押 而願上 御免被 仰 付 被 下 置 難 有 仕 合 二 奉存 候、 度 ，^ 之 心得 可 申 上 候 樣無御 

座 候、 以後 右 體之義 御座 候ハ 、、 私共 引受 如何様 取 計 可 申、 私共 聞の がし 等 仕歟、 心得 違 御座 候ハ 、何分 思 
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召 入 次第 二 被 仰 付 可 被 下 候、 少も違 亂申上 間 敷 候、 何義ニ 而も 被 仰 付、 子々 孫々 末々 迄 少も相 背 申 問 敷^" 

萬 事 御 願ニ而 御村 中 相 續仕候 事 二 御座 候、 別而 年寄 共 度. <  心得 違 御座 候御尤 至極 之 御義- ー奉存 候、 心得 逮爲 

仕 間 敷 候、 此儀堅 相談 之 上、 一 札 如 件 


天明 八 年 申 正月 廿 六日 
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豊 間 根 保樣 

斯く て 名 子 は 他 地方へ の 出 稼 禁止 を 解除 せられん 事 を 哀願し てゐ るので あ る が、 M は 豊間根 家 の 耕地に 生産す る 收 

獲物の みで は 生活が 出來 ない ので、 其の 不足 を 出 稼に 依って 補って ゐ たもので あるら しい。 ^^し他村へ の 出 稼 は 主 

從の關 係 を 稀薄に し 且つ 耕地 を 荒す 結果に もなる から、 豊間根 家が 之 を 禁止した のに 對し、 名 子から 其の 解除 方 を 

歎願した ので ある。 

叉 文化 二 年に はおの 如く 名 子 一同より かけ 勝負 を爲 さざる 32 の 一札 を 入れて ゐる。 

一札 之 事 

一 、 4ti 昔より 當 村ニ而 かけ 勝負 等 一 圓無 之、 折々 右 始末 Hi も 指上來 候處、 近年 二相 ゆるみ 申臉樣 ニ罷成 候-! 付" 

小 W 义 今日 御 吟味 御座 候、 以來共 二 村 中 相 訊 吟味 仕 合、 右 體儀仕 間 敷 候、 萬， „c 一  右體事 御座 候ハ 、如何 樣御取 

斗 二 而も 違背 申 間 敷、 爲後證 文 如此に 御座 候 

ニ論牧 陸 中東 における sg 問 权 郷士  一 一； 一一 I 九 


第二 篇 兵 S  5- 論お  I  一一  EO 

文化 二 年 丑 

十二月 二 卜 K 日  石 峠 村惣御 百姓 老名 市 左衞門 

同 六 之 助 物- 

組頭 傅 吉 @ 

づ 耽 @  . 

馬 m  @ 

保  樣 

之 を 要す る に 豊間根 象と 名 子と の 間に 於け る 身分 關係 は、 南部 藩- s: 他 地方 の 名 子 制度と 共通す る ものが 多い の で 

あるが、 豊間根 家に は 此の 種の 慣習が 最もよ く 保存され、 且つ、 其の 色彩が 極めて 濃厚に 殘 つて ゐ るので ある。 

註 S 小 野 武夫 • 森 嘉兵衞 、「舊 南部 藩の 名 子 制度」 

七、 豐間根 家 の 小作 慣行 

ま， ん間根 家の 小作 慣習 は 其の 家に 隸屬 する 名 子 制度 を 以て 著しく 特色 づけら れてゐ る けれども、 11:家の€^1耕地が悉 

く 名 子に よって 經營 せられて 居る と 一： ムふ譯 ではない。 村 に 於け る 豊間根 家 の 所有地 は旣に 前の M 下に 述べた やう 

に 免 地、 刈 分地、 名 子 地と されて ゐ るので あるが、 免 地 は 年々 名 子の 赋^ により 耕作す る 手作り 地で あり、 刈 分地 


は 名 子と 地主の 間に 其の 收穫物 を 折半す る 土地、 名 子 地 は 小作料 免除 地であって 云 は. - 地主に 勞務を 提供す る 代り 

に 無料 小作 させて ある 土地で ある。 現在で は 豊間根 家 所有地 十八 町歩 中 十 町歩が 名 子 地、 七 町歩が 刈 分地、 二 反歩 

が 自作 地 (卽ち i 日の 免 地) である。 此の 他 他村に も 小作 地 を 有して ゐ たが、 此 等の 小作 地 は 他村に 新田 を 開き 叉 は 

新に 購入した ものであって、 普通の 小作 形式に よって 小作 させた ので ある。 豊間根 村內に 住居す る 名 子 は 其の 半面 

が 小作人で あると 共に、 他の 半面 は 同家の 家來 である。 名 子が 特殊 小作人で ある 譯は 彼等が 啻に 農業に 必要なる 耕 

地 山林 原野の みならす、 其の 住宅 を 始め、 農舍、 農具まで 貸與を 受けて 居って、 彼等 自身の 所有物と して は 身邊の 

小道具 拉に 衣類に 過き ない ことによって 示されて ゐる。 其れ故に 名 子の 生活 權の與 奪 は 一 に 地主の 手中に 存 する こ 

と 、なる から、 地主 は 彼等の 恩人で あると 共に、 彼等に 對 する 獨栽權 者で ある。 故に 名 子 は 日常生活に 於て 地主の 

意を迎 へ、 苟且に も 地主に 反抗す る 等の こ レー は考 へられなかった。 然 らば 名 子 は 地主に 對 して 如何なる 義務 を负ふ 

かと 云 ふに、 彼等 は 名 子 地に 就て は 小作料 を支拂 はす、 名 子 地よりの 收穫物 は總て 「家族 共の 生活 料と して 惠賜」 

せられ、 其の 代り 一 年 何日 か を 限り 地主の 家に 行きて 無償 勞役、 卽ち 勞務の 提供 をす る 外、 該 小作 地の 公租 を負擔 

すれば よいので ある。 斯くて 名 子 は 地主より 農耕に 必要なる 土地、 山林 を 始め 農具の 末に 至る まで 貸 與を受 け、 小 

作 料 は 刈 分 小作 地の 牧穫物 を 折半して 納入す る 外 は 別に 小作料の 負擔 がない。 言 ひ換 ふれば、 刈 分 小作 地から 收穫 

物の 一部 を納附 し、 名 子 地から 小作料の 代りに 肉 體的勞 働 を 提供す るに 止って 居る、 而 して 地主 は 此の 提供せられ 

た勞務 により 自家 手作りの 土地 (免 地) を 耕作した ので ある。 
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然 らば 豊間根 家に 取りて は 寧ろ 傍系に 歸 する. 通 小作 地 は 如何にして 經營 した かと 一-ふに、 此の 化" 通 小作 地に 於 

て も 地主の 權利は 相 當に强 く、 地主 は 小作料の 徴收を 容易なら しめん 爲め、 數人义 は十數 人の 小作人 をして 聯ま W に U 

任に より 小作料 支拂 其の 他の 義務 を 負 はしめ、 地主 損失の 危險を 少なから しめんと して 居る。 次の 設文は 此の 問の 

^息 を 明瞭に 語って ゐる。  , 

差 上手 形 之 事 

一 、 此度 旦那 樣爲 御名 代 阿部 儀 右衛門 御 出 被 成 候處、 贵公樣 御相對 新田 御 吟味 被 成攸、 此末共 問逮等 無之樣 

仕 問 奉 願 候、 此後 地主 等 無 之 田 形 も 働 輩 共 之^  二相 出候ハ 、仲間-一而 咄 八：： 作り 人 相談 仕、 御禮米 上納 仕 時に、 

とやかくと 相逮 たる 義堅申 上 間 敷、 右 御 星 様に. 神 相 街 仕 候 通り、 いさ、 かたちい. 川 5. 上様 も 末々 共 無 御座 候、 

御 竿 御 通 二 被 遊 候 時分 ハ 古人 耍 細部 之 上書 付、 殊 二 田 老共懸 ケ御目 御 相 驚 仕 攸問是 二 而間逮 たる 義申上 間 敷 

候 事  ， 

一 、 あるひ は 古地 主の もの 曰； 那樣か 濟不申 上 候而、 脇 方へ 越 申ニ而 御^ 米 相 滞り 巾、 差 田 代 錢請取 申 もの 而小 

高 帳 -1 被 仰 付 候 而御引 請 候 時分 出入 間遠 等少も 申出 間 敷 候 事 

一 、 仲間 之 內ニ而 缺落致 候 もの 有 之 候而、 御田 地 仕 付 兼 荒 地-一 罷 なり 御 損 見得 候ハ 、、 御 輩 共 寄 合 相談 仕 候而、 

御田 地主 相 對ニ而 なり 共 相 勤爲仕 付、 御 禮米等 一 合な り 共 相違 仕 間 敷、 右 之 通之義 tl 御上^ 而茂滯 ^一， 上納 


K. 仕 者 ハ 、 仲間 之內 二 而判 合^ 度 御 損 二 相 懸ケ申 間 敷 事 

、 七 兵衞、 長 作 先達 而ね方 不通、 上納米 等 上納 不仕 候而罷 有、 右 兩人ハ 御上 御 上納 等 も 右 之 通 組合 二 而钊合 

上納 仕 候 間、 別に 相 片付 之 義も難 斗 候 得 共、 私共 義居懸 り 茂 御座 候 間、 御 趣 皆 之 通 御 本 田 之外ハ 仲間の もの 

立 合 御 相 對之品 申立 候而、 新田 御 ケ所請 取申樣 -ー 可 仕事 

、 右條々 先達 而御 百姓 二 も 要 細 書付 以申上 被 得 共、 此度 阿部 儀 右衛門 殿 二 ハ御志 御 方 付 御 吟味 之 上 御と り 被 

成 度 候、 是 二 相違 無 御座 候 間 差 入 之 通 あらまし 以 書付 申 上 候 

寬延 元年 辰 十二月 廿 七日  八 兵 衛 @ 

吉 五 郞 @ 

權 右衞鬥 @  . 

ほノズ 管 p-  $ 

.  與 二次 @ 

■  勘  平 ⑩ 

孫三郎 n 

孫 七 @ 
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吉之助 ■!> 

金 之 助 @ 

豊 間 根保樣 

之 を 要するに 豊間根 家の 家計 は、 一 面 自作 經營を 行 ひ、 其の 勞働 人夫と して 名 子 を 使役し、 此の 名 子に は 別に 货 

銀 を仕拂 はない。 別言すれば 一 部の 土地 を貸與 して 小作料 を徵牧 せす、 其の 代り. 名 子 をして 一 年 何 n かの 穷務投 供 

をな さしむ る 仕組みで ある。 此の 他 叉相當 面積の 刈 分 小作 地 を 所有して 其處 から 小作料 を徴收 し、 乂^ 通 小作 地と 

して は村內 外に 新田 開 發地义 は 新規 購入 地が あるが、 此 等の 土地から は 普通の 貨貸料 を徴牧 して 家計 收 人に 充て 、 

居る。 土地 經濟 の關 する 限りに 於て は 以上 四 種の 土地 (卽ち 自作 地、 刈 分 小作 地、 名 子 地幷に #" 通 小作 地) が豊問 

根 家に 取って 重要な 財源であった。  . 

八、 豐間根 家と 林野 用益 惯行 

東北 地方、 殊に 南部 藩 地方に は 富裕なる 個人の 所有す る 山林に 其の 村.？： の！^ 家 若千戶 が入會 ふて や 木 を 株 收し川 付 

る 權利を 認められ たる 實 例が 掛 くないが、 豊間根 家に も 同様の 山林 用益 慣行が 存在した。 而 して 其の 廣大 たる 林野 

を 利 用 す るに は 其れ を 自然の 生長に 1^ して 野生の 草木 を採收 する 場 八：： も あれ は、 民間の 所有者が 獨カ もて、 乂は^ 

と 協同 もて 造林し、 其の 牧得 を兩 者に 分配す る 場合 もあった。 今、 其の 事實 を！ i:it 細に 說明 するならば、 f 一は 問 根 氏の 


居 村た る 石 峠 村 はせ CI 古 通 二十 ケ村中 生産力の 比較的 低い 村で、 天 和 二 年に は 畑 高 三十 七 石 三 斗 九 升 三 合し かなく、 

其の 稅率七 分 八 厘 六 毛の 山村で あつたが、 安永 九 年に は 其の 石高 三十 九 石 四斗餘 で、 百年 間に 僅か 二 石 前後より 增 

加して 居ない 程の 土地で ある。 W し 其の 戶數は 廿三戶 で 馬 四十 四 頭 を 有し、 各戶 平均 二 頭の 馬 を 所有して 居った の 

だから、 各 農家 は 之に より 所謂 有畜農業 を 行って ゐた 事が 判る。 從 つて 此 等の 農家 は 必す抹 草地 を 必要と したので 

ある。 然るに 豊間根 家 は 南部 藩宮古 通の 地方 給 人と して 石 峠 村に 臨む と共に、 藩の 山守 役 を も 兼ねて 村 內の藩 有 林 

を も 管理して ゐ たので あるから、 石 峠 村に 住居し 村內 山林 を 利用す る 者 は 必す豊 間 根 家の 指揮に 從 はなければ なら 

たかった。 卽ち豊 間 根 家 は 此の 山林に 封し 無償で 名 子 達の 入會を 許し 以て 其の 生活 を保證 する 代りに、 名 子よりの 

勞務 提供 を て 山林 を 經營し たので ある。 要す る に 石 峠 村 の 山林 は 全部 豊間根 氏 の 所有地であって、 其 處に名 子 達 

の 自由 入會を 許して あつたの である。 別 言す れ ば 斯く豊 間 根 家 の 抱 ふる 名 子に 限り 其の 山林に 自由 入會を 許した と 

云 ふこと は、 石 峠 村なる 地域 全部が 豊間根 氏の 所有に 羼 して ゐ たと 云 ふこと と 併せて 考 ふべ きで ある。 今 一 度 繰り 

返して 云へば、 石 峠 村の 全地 域が 豊間根 氏の 所有で あるから、 村內の 山林が 其の 所有 下にあった こと は 云 ふ 迄 もな 

, い。 斯くて 名 子 達 は 豊間根 家の 耕作 農業の 爲に 勞務を 提供し 之 を 以て 小作料に 代 ふると 共に、 更に 豊間根 家の 爲に 

も 林業 勞 働に 服し、 其 報償と して 林野 草木の 探牧を 許された ので ある。 

九、 豐間根 家の 一 般 的經濟 活動 
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八 kuK 十 年に 亙る 豊間根 家の 經濟 活動 は 古と 大槌 間に 散在せ る 分家 數の 多き ことに 依っても 其の 一 斑 を 知り 得 

るので あるが、 今日に 於ても 大梯 地方に 於て 「七 郞ナ ゴミ」 が來 たといへば 泣く 子も默 ると 言 ひ 傅 へられて ゐる。 

是れは 豊間根 家の 先祖が 曾て 此の 地方に 猛威 を 振った ことの ある 史實を 語る もの で あ つ て、 七郞 なる 名 は 豊間根 

家の 先祖に 非常に 多く、 そして 猛威 を 振った 七郞 なる 者が 果して 何 代 頃の 主人 を 指して ゐ るか 不明で あるが 「ナゴ 

ミ」 と は 所謂 「おばけ」 と 云 ふ 此の 地方の 訛であって、 豊間根 家に 對 する 此の 地方 人の 恐怖心 を ^はして ゐる。 ^ 

し 豊間根 家 は 最初より 村の s: 外 を 開拓して 其の 要所々々 に舘を 建てつ、 次第に 其の 勢力 を擴大 し、 德川 時代に 入り 

南部 藩の 所管と なつてから は、 藩に 御用 金 を獻納 し、 植林 事業 を 行 ふて 藩の 財政 を 助け、 乂或時 は 藩の 補助 を 受け 

て 殖産 事業に 協力し、 叉 或 時は獨 立して 自家 所有の 山野に 殖 林し、 其の 成 木 は 二 藩 八豊間 根、 或は 三 藩 七豊間 根の 

比例に より 納入して 藩の 財政に 貢獻 した こと も ある、 例へば 延享四 年に は 藩より 一 ケ年 一 赏文づ 、杉 苗代 金の 袖 助 

を 受けて 九 千 本の 杉 を 植林し、 文化 六 年に 之 を 伐採し 一 一藩 八豐間 根の 割合にて 上納した 如き は 其の 著しい もので あ 

つた。 

义 一般 農業 方面に 於て は大に 新田 を 開いた が、 新田 は 單に豊 間 根村內 のみなら す、 花卷、 万 丁 H 通に 於ても 四ト 

石餘の 新田 を 開いて 居る。 

义寬永 十九 年鐵砲 使用の 鑑札 を 受け 此の 地方 一 蒂の 「マ タギ」 (樵 夫の 方言) の 統制 を圖 つたり、 义は？ 一  間 根 村に 

金山 を經營 したり、 大澤 浦の f j 業植 を 獲得した りした こと も ある， 


. 叉 豐間根 家 は 質屋 を營み 金融の 道 を 開いた こと も あるが、 其の 經營 地域 は官 古、 大槌 にまで 及び、 此の 地方 ー帶 

の 金融 機關 として 多くの 貢獻 をな した。 又 穀無盡 なる もの を も 組織した が、 穀無盡 は 主として 豊間根 家の 主婦が 穀 

親と なり、 名 子の 妻女 等が 銘々 米穀 を 持ち寄り、 現物 掛け を 以てする 融通 方法であった、 此の 頼母子講 は 要するに 

豊間根 家が 中心：. J なって 組織 せられた 現物の 融通 方法で ある。 

斯く 一  面 地主た る 豊間根 氏 は 他面 此の 地方 一 帶の 金融 機關 であった。 然も 貸附 金の 囘牧の 安全 を 期す る爲に 土地- 

山林の 抵営贷 が 行 はれ、 其の 間往 々人身の 書 入れ も 行 はれた。 人身 書 入 れ と 名 子 制度 との 間に 相關々 係の ある こと 

は 前に も 説明した る 通りであって、 此の 人身 書 入が 轉 じて 名 子 制度に 變り 行く ので ある。 左に 人身 書き入れの 實例 

を 示す 爲に、 豐間根 家 保存の 人身 書入證 文を揭 ぐるで あらう。 

指 上申 一 札 之 事 

一 、 代物 三 貫 文 請 取、 拙者 子供 卯 八と 申、 此年 十六 罷成 を、 此度ー 生 指 上け 申 事實正 明白に 御座 候、. 此者 何方 

よりも 何 之 出入 無 之 候、 若 义，： ハケ敷 義出來 申候ハ 、請 人 引 請、 右 之 定之通 永々 指 上！？ 申、 爲念 一札 如 件 

1K 明 二 巳年 十一月 十六 日  人 主法 脇 お く  t> 

請 人 文 七 右衛門 ⑩ 

同  文 之 丞 @ 

盛 合 孫 右衛門 樣 
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御上 七 殿 

十、 明治維新 後. に 於 け る 璺 間 根 家 

維新 當 時に 於け る 豊間根 家 は 第 四十 六代眞 任の 時代であった。 當時豊間根氏は明治新政府ょり普通農民と^！？做さ 

れ、 平民 藉に 編入 せられて 其の 名 も 「谷 平」 とさせられ たが、 其の 際 豊間根 氏が 舊藩 時代に { お古 御給 人と して 武士 

の 待遇 を 受けた こと ある 事實を 記して 其の 筋に 願 ひ 出で た處、 其の 家柄の 平民に あらざる ことが 判って 新に 士族 席 

に 列せられ、 其の 名 も 新に 「公」 と改 むる を 許された。 「谷 平」 と 「公」 と は 其の 表現に 含む 意義に. 大 と 地との 差 

異が あるが、 明治維新の 旋風 時代に は、 此の 種の 挿話 は 他 地方に 於ても 廣々 聞かれた ので ある。 

斯くて 一 鄕に秀 づる名 族と して 四 圍の聲 望 を蒐ノ め、 叉 新經濟 地主と しての 勢力 を 持つ やうに なった 爲め、 豊間根 

家 は 維新 後に 於ても 格段なる 地方 勢力家と なった。 同家が 名 子に 耕作せ しめた 土地 は 公租公課 を 全部 名 子に 負^せ 

しめた 爲に、 名 子が 土地 所有者な るかの 如き 取扱 を 受けん こと を 恐れ、 地租 改正の 際、 豊間根 家 は 逸く 土地 所お 權 

の登錄 をな して， 自家 財産の 法律 的 基礎 を 固めた。 當時 若し 此の 手 續を爲 さなかったならば 後年に 至り 名 子の 耕作地 

が 永小作 地と 認定せられ、 其の 權 利の 存否に つきて 悶着が 起った かも 知れない が、 其の 事な きを 待た の は 明治 初キ 

に 於て 逸く も 其の 所有 權の 登錄 をな したから である。 斯くて 豊間根 氏 は 維新 後新與 地主と して 其の 社 舎的竝 に經濟 

的 地位 を 高め、 衬に 居りて は戶 長と なり、 區長 となり * 又 W 長、 縣 會議凰 となり、 此の 地方 ー帶の 勢力.： M として 分 


家 五十 一 家 (豊間 根 を 姓と する 者 二十 四 家、 安倍 を 姓と する 者 十四 家 * 外 館 を 姓と する 者 十三 家) を 其の 一 門と し 

て、 下 閉伊郡 海岸 地方の 王者と して 尊敬 せらる、 に 至った ので ある。 

維新 後 豊間根 氏 は 自家 隸屬 の 名 子に 對し 其の 希望 により 安倍 姓 を名乘 らし め、 同時に 政" より 地方 産業 開發 

資金と して 若干 金の 補助 を 受けて 新田 畑の 開墾 を 企て、 之 を 名 子 十五 人に 分配し、 此の 新田 畑 二 畝に 就き 稗 

三 升 宛 を 豊間根 氏に 納めし むる ことと した〕 
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此の 少額なる 小作料の 外、 名 子に 對 して は 盆 前に 小麥の 製粉 手傳 として 一 人 役、 地主の 薪 伐採の 手傳 として 四 人 

役 を 課し、 通帳 を 以て 此等勞 務日數 を 算出して 前記の 物納 小作料と 合算し 新田の 總 小作料に 見 積った。 德川 時代の 
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勞務 提供 小作 慣習 を 明治維新 後の 開發 田畑に も 踏襲す る ことにし たの は、 其の 時代の 農村 事情が 斯る 小作 惯 おのが 

續を 當然 と したのに よるので ある。 

其の後 ゆ 情の 變化 と共に 名 子の 中には 「名 子脫 け」 卽ち解放を希望する者も生じて明治ニ十年頃にー.^..ーれば名子の 

數 鐘に 十四 人を數 ふるに 至った。 其の 頃 豊間根 家 は 小作 關係を 法律 的に 規定す る 必要 を 見、 明治 二十 一 年に は 十四 

名の 名 子から 土地 預り證 文を徵 した。 是は 先年 行った 土地 所有 權登錄 後の 處置 として 當然爲 さるべ きものであって 

此の， こ. 至り 所有地に 對 する 賃貸 關係を 明瞭に したので ある。 更に 叉 最近に 至り 豊問根 氏 は 此の 小作 設 書に！ ^礼され 

た 小作 條件を 基礎と して 自作農 を創定 せんとし、 小作 地 を 名 子に 買 はしめ て 名 子の 解放 を 行 はんとしつ 、あるが、 

之 も 亦 時 ft 轉 歩に 順應 して 家產を 處理 せんとす る 傾向の 現れで ある。 
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前來 記述す る 所に より 豊間根 家 の 沿革の 大體は 明に なった こと、 思 ふが、 最後 に 之 を 概括して 觀 るなら ば 

一、 豊間根 家 は 現在に 於ても 下閉 伊郡內 切っての 鄕紳 であって、 其の居住する石峠部落は昔の呼稱を其儘^！^へ、 

部落 內に 於け る 耕地 總 面積 四十 町歩、 其の 內豊間 根 家 分 十八 町歩 を算 し、 經濟 的に も社會 的に も 此の 地方に 拉ぶも 

第二 論 放 睦 中東！^ に 於け る « 間 根鄉士  一 二 五 I 


0  二  兵 農 史論 牧  一 一一 五 二 

のな き 家柄で ある。 惟 ふに 今日 我國に 殘り 居る 農家 中 に は 國神系 に屬 する もの も 相， 當ぁ る で あ ら うが、 其れが 明白 

に證 明せられ て 居る 家柄 は 多く 見受け 得な いので ある。 豊間根 氏 は 其 の傳 說の證 する 限りに 於て は fj?! く 長髓彥 を 肌 

とする 國神 系の 家柄で ある、 卽ち 神武 天皇の 東征に 際して 謀反した る 長 髓彥の 兄 安 日の 末裔た る 安倍 氏に 始まり， 

今の 當 主に 至る まで 四十 七 代、 八 百 五十 年間の 推移に 就て は歷 史的 連綿が 立派に まられ るので あるから、 豊間 根-ぼ 

が 日本 有數の 由緒 ある 農家で ある こと は爭 はれない。 此の 由緖 ある 臭 家が 前に は 武士と して、 後に は 地方 役人と し 

て 同 一 地に 住居して 今日に 及んで 居る の は、 日本 農村 社會 史上の 顯 著な 事 實 であると 云って よい。 今 其の 家系の 述 

綿 を 實證す る爲に 四十 七 代 八 百 有餘年 に 亙る 歷代豊 間 根 家 の戶 主の 名前 を 左に 列記して 見る。 

初代 孝 任— 一 一代 辰 任 —三代 信任— 四代甚 任— 五代 賴任— 六代德 任— 七 代宗任 —八 代 政 任— 九 代！： 水 任— 十代.；：^ 任— 十 一 代 

高 任！ H 一代 壽任— 十三 代 佐 任— 十四 代晴 任— 十五 代淸 任— 十六 代 長 任 (正 和 四 年 死〕 —十七 代 政 長 (延元 二 年 死) —十 

八 代 影 任 (Ja 治 六 年 死) —十九 代 守 任 (明 應ニ年 死) —二十代 武任 (應永 二十 五 年 死) —二十 二 代經任 (资德 三年 死， }  I 

二十 三代 隆任 (文明 五 年 死) —二十 四 代 仲 任 (明 應ニ年 死) —二十 五代 茂 任 (大永 三年 死) I 二十 六 代 家 任 (永祿 十 一 年 

死) I 二十 七 代邑任 (此 年始め て 武を棄 て k 地方 農民と なる) —二十 八 代 之 任 (文 祿ニ年 死) I 二十 九 代 綱 任 (鹿 長 H 年 

死) —三十 代 有 任 (慶長 十八 年 死) 丄 二十 一 代慶任 (慶長 七 年 死) 丄 二士 一代 衆 任 (元 和 三年 死) 丄ー 一十三 代季任 (正 保 

元年 死〕 —三十 四 代 元 任 (寛 永 十七 年 死) —三十 五代 盛 任 (承應 元年 死) —三十 六 代 厚 任 (不明) I 三十 七 代 敬 任 (寧 水 

元年 死) —三十 八 代聽任 (享保 十四 年 死) —三十 九 代 隣 任 (寬延 元年 死) —gl 十代 忠任 (s^ 三年 死) —四十 一 代久任 

(元 明 元年 死) —四十 二 代尙任 (文化 十四 年 死) —四十 三代 長顿 (文 久ニ年 死) —四十 1： 代顯任 (文 久元ハ 小 死〕— 四十 五 


. 代 君 任 - 大正 元年 死) —四 十六 代眞任 (明治 三十 一 一年 死〕 ー 四十 七 代堯任 r 現在 當主) 

二、 中 # 末期 は 日本 農村 社 食の 大變動 期であった。 當時豊 間 根 家が 事 其の 志と 違 ひ、 武を棄 て、 農に 歸 したの は" 

其 の 頃在鄕 武人 の 多くが 城下町に 集中した のと 反對の 進路 を 選んだ ので ある。 若 し 豊間根 氏 が 武運 HI 出度く 重 つ て . 

近せ 初期の 頃 南部 氏の 盛 岡 城下 叉 は何處 かの 支 藩 城 下士と なり ゐ たなら ば、 爾來豊 間 根 家 は 知行 米 义は切 米 給 取り 

の 藩士と なって ゐた であらう が、 然 かせす して、 陸 中東 陬の 下閉 伊地 方に 土着 を續 けて ゐ たが 爲に、 其の 土地 私有 

權を 享有して 今日に 及んで 居る ので ある。 

三、 德川 時代に 豊間根 家が 南部 氏の 意に 從 ふて 地方 役人と なった の は、 南部 氏の 土 豪 懐柔策に よる もので あ 

る。 然も 豊間根 氏が 南部 氏 の 臣下と して 地方 役人 の 下 難り を 勤めた にしても、 其 の 役 格が 常に 地方 役人 の 次位 以上 

. に 出つ る を 得なかった の は、 其の 家柄が 元來 南部 氏に 對 して 外様であった ことに 原因す る。 

四、 豊間根 家 支配 下の 村の 曆には 二つの 區別 があった、 一は 豊間根 家 所 出の 分家に 對 する 支配 關係 であり、 他 は 

豊間根 家 都落ち の 當初 より 從ひ來 つ た 家來竝 に 其の後 種々 た る 經濟 的關係 のドに 主 從關係 を 結 ぶ に K 土 つ た 名 子 に 對 

する 支配 關係 である。 血緣的 支配 關係は 日本 上せの 氏族制度の 殘影 とも 見る ベ きで あるが、 名 子に 對 する 支配 關係 

は 、 庄圜 時代 に 於け る 社 會關係 の 殘影 と も 云 ふ ベ き ものである。 

五、 德川 時代の 中葉に 至れば、 此の 地方に も 貨幣 經濟が 浸潤し、 在鄕 農民 中 才幹 ある もの は 錢貨の 蓄積に よって 

富 を 成し、 之 を 藩主に 獻 上し、 其の 褒賞と して 身分 上の 優遇 を 一 K くる もの を 見る に 至った。 旣に 錢貨の 力が 領土 經 
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濟 以上に 魅力 を 持つ に 至れば、 族長 制度の 如き は ー堪り もな く 崩 壌し 去らざる を 得ぬ。 現に 寬政 一二 年 豊間根 家の 分 

家た る 卯 之 八 外 三人の 者が 藩主に 獻金 する ことによって 宮古 通の 與カ たる 待遇 を 受け， 豊間根 家の 下風に 立つ を 潔 

しとせ ざるに 至った と 云 ふの は、 當時 漸く 此の 地方に 侵入した 貨幣 資本の 力が 族長 制度 を崩壞 せしめた 一 事例と： -ム 

つてよ い。 

六， 戰國 時代 末期に 豊間 根本 家の 武運 盡 きて 村落に 下り 鄕士 となって から も、 其の 家來が 依然 從僕 として 义 小作 

人と して、 豊間根 家の 被 支配 關 係に 甘んじた の は、 豊間根 家 自身の 社會的 地位 は變 つても、 豊間根 家と 名 子との 問 

に 於け る 內部關 係が 依然として 變ら ない こと を 語る ものであった。  ， 

七、 名 子なる 制度 は 庄園 時代の 遣 習であって、 西南 地方に 於け る 名主の 下の 從 類と 全く 同様で あるが、 然も 此の 

名 子 制度 は 近世に 入り 貨幣 經濟の 影響 を 受けて 幾多の 種類に 分岐し、 歷 史的 由緒 ある 名 子と、 货將 經濟に 共丄き 生じ 

た る 名 子と が 相 交織す るに 至った 事に 注意す ベ き で あ る 。 

八、 豊間根 家 一 族が 此の 地方に 蔓延す るに 至った 事情の 中には 日本 村落 史に 於け る血緣 部^の 崩壞 事情が 語られ 

て 居る。 我 上世の 血緣 村落 は 一面 氏族 協同 體 であると 共に、 此の 氏族の 下に 下歷部 民の 隸屬 する 被 支配 關係 であつ 

た。 此の 制度が 年月 を經る 間に 分化して 後世の 地緣 村落に 變り來 つたので あるが、 豊間根 家が 中世 以降 屢々 新田 開 

發 によって 分家 を 行 ふと 共に、 其の 抱 ふる 從士を 分家に 附 けて 贈與し たこと や、 此 等の 分家が 其の後 本家に 對 して 

血 緣的意 織 を 失 ひ、 且つ 他家に 贈與 せられた 從 士が舊 主家に 對 する 恩義 を 忘れて 全くの 他人と なり 行く 徑路の 如き 


は、 上記の 血緣 制度より 地緣 制度への 移行 徑路 をよ く 示す ものである *  , 

九、 維新 後に 至り 豊間根 氏が 先づ 村の 戶長 として、 村長と して、 或は 叉縣食 議員と して 地方 社會の 尊信 を 一身に 

集めた のは數 百年 來 此の 地方に 養ひ來 つた 社 會的竝 に 經濟的 勢力が 然 かせし めた ので ある。 曾て 中世 末期の 封建 制 

度 完成 期に 際して 地方 土 豪が 運よくば 一 藩の 國宰 家老たら ん爲 に奮戰 力闘した 如く、 明治維新 後に 於け る 豊間根 氏 

は 其の 土地 生産力 を 利用して 資本主義 機構 內の 有力者 たるべく 活動した ので ある。 封建制度 下に 於け る內部 鬪爭の 

目標 は 中央に 在りても 地方に 在りても 一 に上曆 支配力 を 獲得す る ことに あつたが、 資本主義 下に 於け る 地方 勢力家 

は 資本主義 制度に 支持 せらる、 政權へ の 接近であった。 豊間根 氏が 維新 後に 於て 各種の 名譽 職に 就任した の は、 斯 

る 社 會的旋 渦の 中に 掉し來 つた 世相の 一端と 見るべき である。  . 

十、 豊間根 家 は 明治維新 後 資本主義 制度の 洗禮を 受けた けれども、 資本主義 的 操作 は 同家 經濟 組織の 丁 部分に 止 

つ て 封建的 遺習た る 名 子關係 に 及ばす、 名 子 は 最近 ま で 同家 の 農業 生 產カを 特色 づ けて ゐた。 今日 若し 豊間根 家が 

其の 名 子 制度 を 純 小作 制度に 移す 方法 を 取るならば、 其 は 同家が 今日 此の頃に なって ー曆發 達した る 資本主義 的 小 

作 制度 に 移行 せんとす る ものである。 言 ひ換 ふ れ ば、 明治維新 直後 にな さるべ かりし こと を 漸く 此 の 頃に 至って 實 

行 せんとす る もの であると 見る ベ きで あらう。 

後記 幾多の 困難 を 伴 ひたる 此の 特別 研究が 兎にも角にも 一 通り 完成した の は、 始終 多大の 援助 を與 へ られた 豐間根 氏 並 

に 森 嘉兵衞 氏 の 力に 待つ ものである こと を 特記 して 感謝の 意 を 表明す る リ 
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第三 論 放 石 見に 於け る 「名」 の 遺制 

—— 那 賀 郡 後野 鄉士の 研 究 I - 

緒 言 

うしろ G 

過ぐ る 昭和 三年 八月、 島根 縣郡賀 郡 石 見 村 (元 伊南村) 大字 後野の 岡 本家 を訪ひ 滯留數 日、 當主岡 本 氏の H にら ざ 

るな き资 料の 展示と、 島根 縣農 會； K 手 岡 本 善久氏 と 、 郡賀 郡農會 技手 增田眞 勝 氏 の 援助に よって 詳細 の 取調べ を 行 

ふこと が出來 た。 

集した 史料 は 其の後 一 先づ 整理して 成 稿 を 得、 帝 大內で 開かれた 日本 社 會學會 の 月例 會に 於て 報告した こと も 

あった。 ^し 之 を 印刷に 附 する こと は 聊か 思 ふ 所 あ つて 今日 迄 保留して 置いた が、 此の頃に 至り 箧 底に 藏し ありた 

る 原稿に 加筆し、 十 年後の 今日 之 を 公け にす る ことにな つたので ある" 

此の 研究の： R 的 は 岡 本家が 遠く 中 ま 初期の 王朝 時代より 庄 51 時代、 其れから 封建時代 脱に 明治時代 を經て 最近に 

至る 間に 或は 曾て 京都 朝廷の 衞 府の士 として、 义近 江國の ー鄕 長と して、 乂小野 好古 征討 軍 麾下の ー戰士 として、 

更に 义 其の後に は 石 見國に 移住し、 次で 中國の 大名 毛 利 家の ー郞黨 として 集團 地の 「名： を 授けられ、 降って 德川 

時代に は 藩主に 忠實 なる 庄屋と して 各種の 公人 的 生活 を營 みつ、 多數の 隸屬 農民 を從 へ、 明治時代 を 經て 今日に 至 
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つた 間の 史實を 究明 せんとす るので ある。 中に 就て も 岡 本 氏 が 中央 責族 の 血統より 出で、 幾多の ，！^ を 經て 庶民 生 

活に 合流す るまで 上下 一 千餘 年に 及べる 史實、 並に 同家と 小作人との 1? に 於け る 慣行と 同家の 年中行事に 記述の 直 

點を 置く であらう。 蓋し 此の 土地 慣行と 行事に 關 する 諸々 の 形態 を 知る ことによって、 中 f に 於け る 一 般 

「名主」 の 生活が 凡そ 如何なる もので あつたか を 推測す る ことが 出來 るので ある。 

本 研究に 使用した る 材料 中 印刷 本と して は 大正 五年發 行の 「郡賀 都 誌」 が ある 丈け で、 其の 他の 资料 として は 

「岡 本家 累世 錄」 とか 「小作 規約」 とかの 多 數文獻 は 悉く 岡 本家 珍蔵の ものであるから、 其れ丈け 此の 研究 は 特殊 

性 を 帶んで ゐる譯 である。 殊に 同家の 記錄 によれば、 同家 は 未だ 曾て 火事に 逢った ことが なく、 從 つて 古文書の 參 

考 すべき ものが 多 數に殘 つて ゐる ことが、 此の 研究 を 達成す る 上に 大に 役立った 次第で ある。 

此の 研究 を 行 ふ爲に 逗留 數日を 許され、 且つ 珍藏 資料の 閱覽を 許された 御 當主岡 本 俊 人 氏、 並に 余と 帶 同して 岡 

本家に 赴き 資料 謄寫 に手傳 はれた 岡 本善久 氏と 增田眞 勝 氏に 對 して 深謝の 意 を 表明す る。 此の 種の 農村 社會 制度 史 

研究に 於て は 研究 題材 を所藏 する 當 主の 學術 研究に 對 する 理解が あり、 且つ 其の 土地 事情に 精通した 有識の 士の援 

助を藉 るに あら ざれば 到底 其の 志 を 達し 得ない ので あるが、 今 本 研究の 赏 施に 際して 前記の 三 氏より 多大なる 援助 

を 受けた 匚 との 洵に仕 合せであった こと を 特記して 感謝の 意 を 表明す る 次第で ある。 

_  」、 岡 本家の 遠祖  —  •  • 


「岡 本 氏 累世 錄」 によれば、 岡 本 氏 は中臣 氏の 祖、 天兒 屋根 尊 第二 十四 * の 孫 * 中臣淸 奢より 出づ として ある。 

併し、 斯く 遠く 距 つた 時代の 事 は漠々 として 其の 源流 を捉 ふること が 至難で あるから、 上代 史 への 溯 及 は本篇 記述 

の關 する 限り 姑く 之 を 避く る ことにしたい。 

偖て 中臣淸 麿より 六 世の 裔、 中 臣太郞 祐時は 承 和 年度 (皇紀 一四 九 四 年) 仁 明 天皇の 時、 朝廷に 仕へ て 衞府に 列し， 

承 和 九 年、 橘 逸勢が 皇位 廢 立の 謀叛 を 起した 際、 藤 原 氏の 命 を 含んで 橘 氏 を 討ち、 彼 を 伊豆に 流罪せ しめたので、 

とら /- 一 ぜん  を かもと 

其の 軍功に より 近 江 國淺井 郡 岡本鄕 〔今の 東淺井 郡虎姬 村に 在り、 元は 岳 本と も 云った〕 に 封 ぜられ た。 蓋し、 當 

時 王朝 制度 漸く 弛齄し 始めた 頃で あつたと は 云 へ , 尙ほ國 郡制 度が 嚴存 する 時代であった から、 祐時は 自己の 軍功 

により 京都 を 下って 近： d 國岡 本の 里に 至り、 其の 鄕 長に 任ぜられ、 此の 地に 於て 藤 原 氏 忠勤の 一村 吏と して 生活す 

る ことにな つた。 

岡 本鄕に 土着した 祐時は 其の 地に 住居 を 構へ て 近鄕に 勢威 を 張る に 至った が、 里人 は祐 時の 家 城 を 呼んで 「燧 城」 

と稱 へたと 云 ふ。 叉 岡 本鄕に 土着す ると 共に 祐時は 其の 姓の 中 臣氏を 妻て、 岡 本 氏を稱 へ、 同時に 近鄕の 神社 多賀 

社 を 氏神と して 奉祀した。 此の 事實は 後年 中 國は石 見 國那賀 郡 今 福に 岡 本 氏が 移住して から も、 舊 住居 地の 氏神 多 

賀 神社 を 其の 氏神と して 勸 請した とのこと によっても 窺 はる 、ので ある。 

斯くて 岡 本 氏の 遠祖が 中臣 氏に 出で、 後ち 近 江國岡 本鄕に 土着して 岡 本姓 を稱 する に 至った 日から、 岡 本家の 歷 

史は 出足し、 爾 來歷然 たる 路筋を 迪 つて 近世へ 流渐す る ことになるの である。 
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二、 近 江 岡 本 鄕士の 西 國 下，！： 

岡 本 氏が 前記 近江國 より 石 見國に 移住す るに 至った の は 彼の 承平亂 及び 天 慶亂と 深い 關 係が ある。 承 平 七 年に は 

平 將鬥が 下 總國に 叛亂を 起し、 翌々 夭 慶ニ年 (^紀 一 五 九九 年：) に は 藤 原 純 友が 伊豫に 謀叛 を 企てた。 之より 先き 瀬 

戶內海 方面に は 海賊 頻り に 出沒 して 海上 並に 沿海に 於て 掠奪 强盜 を恣 にす る ものが あるので、 朝廷 は 純 友 をして^ 

豫守紀 淑人を 助けて 海賊 を 追 捕せ しめたが、 海賊 は淑 人、 純 友 等の 威武に 恐れて 降服した。 然るに 純 友 は本來 なら 

ば擾亂 鎮定した 上 は 直ちに 戰地を 引上げて 歸 京すべき であるのに、 彼 は 却て 異謀を 企て、 其の儘 伊豫に 小： り、 土地 

の舊 勢力家と 結んで 南海 山陽 を 往来し、 官物を 掠め 乂は官 舍を燒 きて 暴虐 を 逞しく する ので、 朝廷 は讚岐 の^ 藤 

原國風 をして 之 を 討た しめた けれども、 却て 敗北 を 招いた。 蓋し 承 平、 天慶 年度 は 朱 银夭皇 治^ ひ 頃で \大 化 改新 

を 距る旣 に 三 ぼ 年の 永 きに 及び、^ 國には 王朝 政 權の下 を 潜 つ て 庄闹 隆起 の 勢が 漸く 盛 ん となり、 爲に 藤 原 氏 の 擁 

する 政 權は將 に 有名 無實 にならん としつ 、あった 時代で、 純 友の 如き 異心 を 抱く 者が 朝 命に より 土寇を 討ち、 其の 

俊 任地に 止って 土地の 舊 勢力と 結託して 朝 命に 杭す るが 如き は、 常時と して は必 すし も 稀 有の 突發 事件と して 兄ら 

れ難 いものであった。 

朝廷 は 事態 の 容易たら ざ る を觀、 小 野 好古 を中國 南海 の 追 捕 使と し 、 源 義基を 其 の 次官と して 两 向せ しめたが、 

近 化の 鄕長岡 本 氏 は 此の 小 野 好古 征討 軍に 從 つて 西 下す る ことにな つたので ある。 其の後 純 友 は 武運 拙く 征討 軍の 


爲に 敗れて 九州の 太宰府に 遁れ、 其の 地に 於て 一 時勢 力 を 盛り返し たが、 官軍の 追及に 堪へ すして 同地 を 逃れ、 窮 

餘 再び 伊豫に 歸 らんと して 遂に 同地に 於て 射殺 せられた。 此の間 岡 本 氏 は 征討 軍の 本隊と 離れ、 別働隊と して 山陰 

地方に 於け る 純 友の 殘黨を 殲滅すべき 命 を 受けて 石 見國に 入り、 同地に 於て 戰鑌 を擧 げた。 仍て 其の 功 を 朝廷に 賞 

せられて 石 見 國那賀 郡 向野田、 河 2: . 中 多 比 • 佐 野. 山 本. 來原. 中 坪 等 を 含む 一 鄕の 長に 任ぜられ、 其の 怯 居 地 

を 今 福 (今の 那賀郡 今 福 村) に 求めて 館 を 構へ た、 時に. 天慶四 年であった。 之より 以後 六 百年の 永き 間 岡 本 氏 は 同 

地に 住居す る ことにな つたので ある。 

之より 先き、 石 見地 方の 農村 社會は 如何なる 變遷を 經てゐ たかと 云 ふに、 過ぐ る大化 改新の 際に は 此の 地方で も 

從來の 國造を 新に 郡 司と して 任命す る ことにした が 、 那賀郡 司 に は 土地の 舊國 造であった 村 部 氏が 任ぜられた。 此 

の 郡 司の 上に 新に 石見國 司が 朝廷から 任命せられ、 次々 に來 任した ので あるが、 岡 本 氏が 石 見入り をした 際に は 藤 

原 望見な る ものが 承 平 七 年 以來國 司と して 在任中で あつ た (那賀 郡 誌 八 四 页)。 斯く て 中央 朝廷 の 任命す る國司 下に、 

同じ 藤 原 氏 の 血統 で あ る 岡 本 氏 が 王朝 政權の 地方 的 延長と して 來 任した ので あるから、 其處に 何等の 故障 あ る ベ き 

害 はなく、 岡 本 氏の 石 見入り は 極めて 平 靜裡に 行 はれた のみなら す、 其の後の 農村 生活 も 概ね 平穏の 裡に 過ぎて 鎌 

倉 . 足利兩 時代 を 送った のであった。 玆に 一 應 問題と なること は、 岡 本 氏が 石 見の 今 福に 赴任した の は 果して 鄕長 

としてで あつたか、 或は 當時旣 に 庄園 隆起の 勢 盛なる 時代であった から、 同地の さ閱地 開發を 許され、 其の 開發領 

主として 土地 を 開い た 名主 であった かで あるが、 私見に よれば、 天 慶の頃 は 彼の 後 三 條 天皇が 寬德 以後 の 新立庄 Si 
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の停廢 令を發 した 延久 元年より 溯る こと 當に百 三十 年で、 其の 頃 無論 庄園 隆 興の 萌し は 諸國に 見えた けれども * 然 

も尙 王朝 政權の 現存し 居った 時代で あるから、 岡 本 氏が 中央 朝廷の 命令 を 奉じて 石 見に 入國 したの は、 那贺郡 司 治 

下の 鄕保を 治む る爲の 地方 吏、 卽ち鄕 長で あつたと 推定して よいと 思 ふ。 

三、 戰國 時代の 岡 本家 

岡 本 氏が 今 福 村に 土着して から 後 は 日本 社會、 殊に 農村 社會の 本質と 形態と が 著しい 變轉を 蒙る ことにな つた。 

卽ち 王朝 系統の 社 會內に 胎動して ゐた 庄園 制度 は 異常の 重 壓カを 以て 舊 勢力の 王朝 政 權に抗 して 隨 所に 隆起し、 其 

の 體制义 年を逐 ふて 備 はり 行きつ 、あつたが、 新鄕 長の 岡 本 氏 は 其の 家系が 名門の 出た る こと、、 中央 政 W の 威望 

を 背景と して 職務に 就ける の 故 を 以て、 名 整 近 鄕を壓 し、 其の 間 荒蕪地 を 開墾して 經濟 カを增 養す る ことに もお-め 

た。 斯る 間に 世 は 源氏の せとな り、 守護 地頭が 諸國に 配置 せらる、 に 至ってから は、 王朝 系統の 地方 制度 は 類 俊の 

一路 を迪 り、 承久 以後 石 見地 方の 庄園に も 新 補 地頭が 置かる、 ことにな り、 岡 本 氏 は 此の 地頭 配下の 名主と しての 

生活に 入る ことにな つた。 更に 降って 足利時代の 中期に 及べば、 全國の 名主 は 若干の 兵を蓄 へて 地頭 魔 下の^ 兵と 

なり、 進んで 戰陣 に馳驅 する ことにな つたが、 今 福の 名主 岡 本 氏 も 時勢の 誘導に 隨ひ、 一個の 農村 武士と して 戰岡 

に從 事す る ことにな つた。 

中國 地方 は 大 文 以後、 大內. 毛 利 • 尼 子 氏 等 爭覇の 巷で あつたが、 弘治 三年 大 -s: 氏が 毛 利 氏に 破られてから 後 は 
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毛 利 • 尼 子 二 氏の 對立狀 態とな り、 後ち 尼 子 氏が 毛 利 氏の 爲に 討滅 されてから は中國 地方 一 圓毛利 氏の 勢力下に 入 

り、 其の後 毛 利 氏 秀吉と 和睦して から は、 石 見地 方の 名主 等 は 悉く 毛 利 氏に 臣從 する こと、 なった。 之より 先き 毛 

利 氏 は 其の 子 吉川元 春、 次で 其の 子 繁澤元 氏 を 石 見の 濱 田に 在番 せしめた が、 吉川 家と 岡 本家との 主 從關係 は 此の 

頃から 結ばれ 始めた ので ある。 毛 利 氏 は 岡 本家が 軍役 其の 他の 役目に 克く 奔走す るを嘉 みして 弘治 . 天 正の 頃 

恩賞 を 施した が、 最初に 岡 本家に 授けられ たのが 大迫名 (今の 那賀郡 石 見 村 大字 後野の 地續 き) であった。 感狀の 

文に 曰く、 

以> 左 馬 助 御意、 大迫名 之 儀、 一 頃 其方 預置 ゆ、 公領 諸 役 無 緩 可 相 調 事 肝要 ゆ、 猶兩人 可 申 謹言 

二月 晦日  吉  忠 花押 

桂 與兵衞 

今 福與三 左衞鬥 との 

其の後 毛 利 氏 は 岡 本 氏に 對 して 更に 後野 名 を加增 し、 其の 一 時 的なる 支配 を 許した ので あるが-此の 一 時 的 支配 を 

許して あった 間に 岡 本家の 當主俊 綱は舊 住居 地の 今 福 を 去って 後野 名に 移住し 來 つた、 時に 元龜 三年で ある。 其の 

後 .天 正 十七 年 四月、 繁澤 氏から 愈 X, 後野 大迫兩 名 を 岡 本家の 永代 支配 下に 屬せ しむる の 申 渡しが あった。 

後野 名、 大迫 名、 近年 預置： S 之處、 東西 役目 遂 馳走 之 由、 神妙 被 思 召 5、 然間右 兩名之 儀、 對 其方. 水 代可預 

置 之】 ：！、 被 仰 出 5 間、 彌々 諸 役可抽 馳走 事 肝要 ゆ 也 
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氏 意 

天 正 十七  後野 之 

卯月 六日  與 三左衞 門 

右に 對 する 濱 田在番 の 繁澤元 氏の 添書 は 左の通り 

後野 大迫兩 名 之 事、 彌々 永代 被預置 ひ 由、 奉書 認 ：s、 御 袖 判 ひ 間、 我等 別紙に 判 形して 遣 ゆ 也 

天 正 十七  甚.； ^衞 鬥 

氏  0 花抖 

^野ノ 

與 三左衞 門 

其の後 大 正 二十 年に 至り、 繁澤元 氏 は 岡 本 俊 綱の 子 俊 氏 (通稱 孫 太郞) に對 して 『後野 名、 大迫 名の 儀 は 前々 に 

不相替 末代 可預 遣； S 云々』 との 墨 付を與 へて 居る。 岡 本家の 家長が 代っても 其の 所領 は 元の 儘に 致し： まく 意味で、 

後繼 者に 對 して 所領 安堵の 意思 を 示した ものである。 斯くて 後野 名と、 大迫名 は 所 li 一所懸命の 地、 卽ち岡 本家 0 

永代 所有地と して 確認せられ たので ある。 岡 本 氏 が斯く も廣大 なる 集團 地の 所有 權 を 取得した のが 遠く 1 兀^ 1K 正 年 

度の 恩給に 基く ものであると 云 ふこと は、 日本 土地 所有 權發達 史上に 一 個の 礎お を 置く ものと 一- ム つてよ い。 

玆 に 注意す べき は、 前記の 感狀を 授けられた 岡本與 三左衞 I： 俊 綱 は 武器 を 取って 赏際戰 場に 臨んだ 人で あるか、 

或は 叉專ら 人馬 糧食 の徴？ i ュの爲 のみに 奔走して 功 を 賞せられ たの で あるかと 云 ふに、 赏 際は兩 者の 何れで もあって * 

一 H; 事 あれば 領主の 命に 塵 じて 戰 場に 馳 願し * 平時 は 在 鄕の儘 村 治に 從 つて ゐた 農兵であった。 岡 本 氏^^ 錄に 


『俊 綱 は 毛 利 元 就 卿の 石 見守 護 職 繁澤元 氏 公より 後野 佐 野 來原諸 里の 庄官を 命ぜられたり』 と あるのと、 毛 利 家 

の 感狀に 『東西 役 目 遂 馳走』 と ある ことにより 其の 一斑 を 窺 ひ 得る であらう。 H みに 俊 綱が 最初 大迫 名のみ を 一時 

的に 預けられた 際の 感狀に は 「今 幅與三 左衞鬥 との」 と あるが (與三 左 衞鬥は 俊 綱の 通 稱)、 其の後 1K 正 十七 年に 至 

り 後野 名 を加增 せられ 之 を 永代 預け 置くべし との 感狀に は 「後野 與三左 衛鬥」 と ある ことから 推測しても、 天 正 十 

七 年に は 旣に俊 綱 は 今 福 も 去って 新 恩給 地の 後野に 移住し ゐ たもので ある ことが 判る であらう。 其の 移住 年代 が 元 

龜 三年であった こと は 前に も 一 言した 通りで ある。  • 

四、 岡 本家の 後野 名 移住 

前述の 如く 岡 本 與三左 衞門俊 綱 は 領主から 後野 名 及 大迫名 を 恩給せられ たが、 元龜 三年に 至る や、 與三左 衞門は 

今； i に 於け る 岡 本家 をば 長與三 右衛門 綱 邦に 繼 がしめ、 自ら は 毛 利 氏より 恩給 せられた 土地 を經營 する 爲に 後野 

(今の 那賀郡 石 見 村 大字 後野) に 居 を 移し、 其處に 住宅 を 構へ て 永住す る こと、 なった。 是れ岡 本家が 後野 名 を 所 

有する に 至った 根源で ある。  . 

思 ふに 岡 本 氏が 後野 大迫兩 名 を 恩給せられ たと 云 ふこと は 岡 本家に 取って は 一門の 榮譽 であり、 义 一 家經 濟發展 

の 原動力で も あ るから、 元龜 年中 自ら 進んで 後野 名に 移住した ので あらう が、 併し 今一 鹏 の 舊居 を 當時 全然 抛棄 し た 

譯 ではない。 今 福 は 長 三 左 衞門綱 邦 をして 繼 がしめ、 俊 綱 自らが 後野に 移住し 來 つたので あるから、 家督 相繽制 
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の 本末から 云へ は、 後野 名 は 俊 綱が 自己の 隱居 地と して 選んだ ものと 見るべき であった。 「岡 本 氏 累世 錄」 によれ 

ば元龜 三年に 俊 綱が 後野 名に 移住した 時に 携へ來 つた 武器 は 左の 品々 であった と 云 ふ。 

一 、 守 刀 短刀 長 六 寸六分 (備 前國宗 光の 銘 あり) 一 口 

一 、 刀 長 一 一尺 一 寸 五分 (永 正ョ年 八月 備前 長船祐 定の銘 あり) 一 口 

一 、 短刀 長 九寸五分 (吉 光の 銘 あり) 一 口 

1 、 刀 長 二 尺 一 寸 (來國 俊の 銘 あり) 一 口 

一 、 甲胄、 黑 絲緘、 一 領 

XXX 

斯くて 岡 本家の 高祖 は 遠く 承和牟 代、 仁 明 天皇 朝の 橘 逸勢 紂戮 事件 や、 天 慶亂の 藤 原 純 友 事件にまで 溯って 往く 

けれども、 岡 本家 直接の 開祖 は元龜 年度に 入 地した る 岡 本 與三左 衞鬥俊 綱に 始まる ので ある。 故に 現に 岡 本家の 家 

憲に 於ても 我家の 元祖 は 岡 本 俊 綱に 始まり、 之 を 以て 我家の 祖先と する。 將來 此の 家に 出生した る sf^ 子 は 必す俊 綱 

の 俊 字 を 取って u 名と せよ と 規定して ある 程で ある。 

五、 德川 時代の 岡 本家 

德川 時代に 於け る 岡 本 氏の 生活 形態 を 一 、 濱田 藩の 治下に 於け る 庄屋と しての 岡 本家、 二、 周 防 3- ぁ國 藩主 吉川氏 


部 一の 敷 屋人作 小の 在 現 る け 於に 名 野 後 


の 家臣と して の 岡 本家、 三、 後野 名內 三十 有餘の 小作人 を 率 ゆる 地主，， にして の 岡 本家の 三方 面から 記述す る。 

(ィ) 庄屋と しての 岡 本家 

慶長五 年の 關ケ原 役に 於て 毛 利 氏 は 最初 大阪 豊臣 方に 與 みした ので、 役 後德川 氏が 天下の 大勢 を定 むる 爲に 大名 

の 移 封 整理 を 行 ふに 際して は、 戰役中 毛 利 氏の 內應作 戰を德 としながら も、 尙毛利 氏に 全く 快から す、 其の 實カを 

殺がん が 爲に之 を 防 長 ニ國に 押し込め、 石 見國は 一時 幕府 領 とせられた。 後ち 元 和 五 年 二月 伊勢 國松阪 城主 古田 重 

治が 石 見の 那賀 . 邑智 . 美 濃 三 郡 五 萬 石の 藩主と して 入部す る ことにな つた。 其の 時 岡 本家に 於て は 後野 名 內字辻 

堂濱 井場と 呼ぶ 地に 二 本 松を植 ゑて 入部の 記念と した。 此の 老松 は 今 日 尙檬蒼 として 後野 區內 の 濱田镯 道 側に 中空 

高く 聲 えて 居る。 惟 ふに 常時 地方 地主の 心理が かやう に變 化した の は 時 *1 の 推移に 伴 ひ 其の 生命 財産 の 安固 を完 ふ 

せん 爲に 行動した 結果であって、 左程 異 とすべ きもので もなかつ たので ある。 之より 先き 岡 本 氏 は 濱田在 藩の 繁澤 

元 氏より 後野 名の 庄屋 を 命ぜられ、 後ち 其の 地が 一 時幕領 となりた る 際 は、 大森 銀山 代官 大久保 長 安から も 後野 名 

庄屋 を 命ぜられた ことがあ つたが、 元 和 五 年に は 愈 こ 德川氏 治下 の 初代 の 藩主 古田 重 松から 庄屋 を 申附け らる、 こ 

とに なった ので ある。 當時 後野 名の 石高 は 何程であった かと 云 ふに、 r 那賀郡 誌」 によれば 後野 名の 石高 は 四百 五 

十二 石 四 斗 四 升 四 合と あり (同 郡 誌 一 四：： 頁)、 之 を 水田 面積に 換算 すれば 約 四十 五町 歩 ニ反餘 となる 譯 であるが、 

併し 「名」 ts: に は 水田の 外に 畑地と 山林が 多數 あるから 「名」 の實 地面 積 は 更に 廣大 であった 害で ある。 岡 本 氏 は 

上記 面積の 名から 租稅を 上納し、 且つ 一 面 地主と して、 他面 庄屋と して 「名」 農民の 取締 並に 其の 指導に 任じて 
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居った。 其の後 慶 安二 年 藩主 更替 し、 新 藩主と して 松平康 映が 播 磨から 入部し 來 つてから は、 同家 は 此の 新潘 主に 

對 しても 忠誠 を盡 した。 卽ち新 藩主 入部の 際 岡 本 氏が 態， -備 後路 迄出迎 へに 往 つたとの こと や、 义或年 新^ 主康映 

が 近 村 本 明 村と 乙 明 村に 狩獵に 出かけた 際 岡 本家に 宿泊し、 其の 夜 往年の 毛 利 家の 感狀 (前項に 揭ぐ) ゃ亩川 家よ 

りの 伊勢 阿 濃 津感狀 (同上) を 上覧に 入れた 處 藩主 康 映は大 に 感心し、 岡 本家 は由緖 ある 家柄で あり、 又 其の 家宅 

が 後野 村の 中央に 位する から 爾後 其の 家號を 「後野」 と稱 すべし と 仰せられ たとの 事 は 「岡 本氏累 * 錄」 の 記す る 

所で ある。 因みに 山陰 地方の 民家で は 前々 から 屋號 を附 する 慣行が あつたが、 之 は 同姓 同名 を區 別す る爲の 便法で 

あった。 更に 叉 寬文七 年 同藩 主が 江 戶參府 から 歸城 する 時、 岡 本家の 嗣子に して 年 十三 歳になる 俊 道 (幼名 才助) 

が久佐 川と 云ふ處 まで 出迎 へに 行きた る 所、 藩主が 駕籠の 中より 『彼の 少年 は 何者の 子なる や』 と從 者の 中老 格 高 

橋 金 右衞門 をして 聞かしめ た處 * 『彼の 少年 は 後野 村の 庄屋 岡 本 喜 右衛門の 長 才 助と 申す 者な り』 と 言上した ので 

駕籠 の 中の 藩主 は 其の 勞を犒 ひ、 後日 親子 共に 登城せ よ との 仰せで あつたとの 事で ある。 更に 叉 岡 本家 は屢 藩主 

から 御用 金 を 命ぜられ、 叉 一 時 借 上げの 用命に も應 じたが、 藩主 は 其の 功勞を 賞す る 意味で 岡 本家に 苗字 帶刀を 許 

した。 岡 本 氏 程の 由緖 ある 舊 家が 藩主から 苗字 帶刀 御免 を 許された と 云 ふこと は 聊か 不審に も 響く が、 併し、 岡 本 

氏 は 毛 利 家と か吉川 家と かに 取りての 功臣で はあって も、 德川 氏に 封 ぜられ た 新 藩主 松 平氏に 取って は i 小なる 一 個 

の 農村 庄屋に 過ぎない、 此の 一 庄屋 且つ 一有 產者 に過ぎない 岡 本 氏が 或は 財物 を獻納 し、 义は禮 儀 を w くして 巾 誠 

を盡す こと 頻り であるので、 其の 篤實と 功績 を感 賞して 鄕士の 資格 を； i めた ので ある。， お 田 藩主から 覼れば 新に 生 


れた 一個の 登用 鄕士に 過ぎぬ ものであった らうが、 然も 岡 本家 本來 の家歷 によって 客觀 すれば、 同家 は悠々 一 千年 

を 誇 る 舊族 の 名家た る 事に 相違ない ので ある。 同家 は 其の後 も 藩主に 對 して 忠誠 を盡す こと 屢、、 であった、 例へば 

享保 三年 四月に は 此の 地方 一 帶に 亙って 百姓 一 換が 起り、 其の 目指す 所 は 村 々の 庄屋 組頭 を 打 潰す に 在り、 後野の 

庄屋 岡 本家 も 此の 時 襲撃の 目標と せられた。 元 來德川 時代の 百姓 ー授に 際して 村 役人の 取った 態度に は 二様あった. 

一 つ は 農民 側に 加擔し 農民の 代表と して 藩主に 榍 突く 場合、 二 は 藩主の 爪牙と なって、 百姓 を稀壓 する 場合で あつ 

たが、 此の 享保 三年に 於け る 石 見 農村の 百姓 一 探に 際して は、 岡 本 氏 は 自家が 襲擊 目標と せられた 關 係から、 飽ま 

で 藩主の 手先と なって 鎮壓の 一途に 進んだ のであった。 左れば 享保 三年 四月 二十 五日、 岡 本家の 當主岡 本 政 右衛門 

は 土地の 代官 星 野 富 右衛門に 對し、 『跡 市 (村の 名) が 承引 不致候 時 は 大亂と 申 ものに 候 得 者、 私共 一 通りに 覺悟仕 

候 間、 少も御 心 置 被 下 間 敷 候、 何 處迄も 殿様に 抛： 一一 身 一 申 覺悟ニ 御座 候、 此段 宜しく 被 仰 上 可 被 下 候、 追々 御 注進 

可 申 上 候、 時節と は 乍 申、 普 代の 拜 領地、 無 故 も 惡黨に 被 犯 候 事、 扨て 無 是非 存候、 私共 心底 御 察 可 被 下 候』 との 

上申書 を 致して 暴戻なる 一 授 の取鎮 方に 就き 百方 盡カ を續 けたので、 藩主 は 此の 一 揆が 鎮定して から 代官 星 野 富 右 

衞鬥 をして 神妙の 至り 云々 の 手紙 を 岡 本家に 送らし め、 且つ 松 平家の 紋章 入り 掉 一 具 を 賜り、 同時に 御城 禮 格の 三 

席に 榮進 させられ たと 云 ふ (§ 本 氏 累世 錄い。  , 

斯く德 川 時代の 地方 豪家 は 時せ の 推移に 伴 ひ、 巧みに 隨時變 應の處 置 を 取る ことにより、 其の 家の 安全と 繁榮を 

圖る ことが 出來 たので ある。 
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(口) 岩 國吉川 家の 家臣と しての 岡 本家 ，  • 

岩國 藩主 吉川 家と 岡 本 氏との 關係は 一 面に 於て 毛 利 本家に 對 する 岡 本家の 服屬 事情と、 他 には士 n 川-! M の 重 .ii 服 

部 次 兵 衞の娘 を 岡 本 俊 綱の 子 俊 氏が 娶 つたことの 二重 關 係から 觀察 される。 

弘治. 元龜. 天 正と 續く 戰國 時代に は、 务 地方 共に 領主の 更替定 りなく、 朝に 某々 大名 を迎 へ、 夕に は 义之を 送 

ると 云ふ狀 態に あった 時、 石 見 寒村の 一 名主 岡 本 氏 も 山陰 地方の 大名へ 或は 合從し 或は 分離す るを餘 儀な くされた 

が、 結局 は 最後に 中國 地方 を 統一 した 毛 利 氏の 一 郞黨 となった。 而 して 石 見國は 最初 毛 利 氏の 一 族 吉川元 春、 次で 

其の 子 繁澤元 氏を濱 田に 在 藩せ しめて 支配せ しむる ことにな つたこと、 ち 當時 の 領主 繁澤 家が 吉川象 の 一族で あ 

つたと 云 ふ ことが 吉川 家と 岡 本家と を 結び 附 くる 原因と な つたので ある。 此 の 事 は 初代 岡 本 俊 綱の 子 俊 氏の 幼名 を 

千 鶴と 呼び、 千 鶴 幼少の 時 領主 繁澤元 氏から 寵愛せられ、 天 正 十九 年 正月 十 一 日に 特に 孫 太郞と 改名せられ、 是れ 

以來岡 本家に 於て は sf; 子が 生 るれば 其の 通 稱を必 す 孫 太郞の 「孫」 字 を 採り 用 ふべ しと、 今- W ほ 同家の 〈冰 に. おし 

あ る ことによ つ て も 知り 得る ので ある。 

聊か 重複の 嫌 は あるが、 岡 本家の 男子の 實 名に は必す 初代 俊 綱の r 俊」 の 字 を、 通 稱には 二 代 孫 太郞の 「孫」 の 

字 を 代々 附 くる ことにな つ てゐる こと を、 再應 繰り返して 置く。 

扨て 吉川 家と 岡 本家との 關 係が 一 朝に して 濃厚 化し 來 つた 徑路を 案す るに、 慶長五 年 天下 分け：：： の戰 たる 關ケ原 

の 役に 際し、 吉川廣 家の 重臣に 服 部 次 兵衞 なる 者が あった。 次 兵衞は 機略 膽カ 共に 勝れた 有能の 武人で あったらし 


く、 曾て 毛 利 元 就が 尼 子 氏と 爭 ふた 頃 は、 毛 利の 一族 吉川元 春の 家お として 出 雪の 富 田に 在陣 したが、 關ケ 原の 役 

には廣 家に 從 つて 西 軍に 屬し、 其 妻は鄕 単； 八戶村 (今の 島根 縣邑智 郡長 谷 村 大字 八戶) に殘 した。 

西 軍に 加擔 した 毛 利 氏 は 東軍と 對峙 中南宮 山に 屯し、 其の 陣中に は 一 門の 吉川廣 家が 控 へて 居った が、 周知の 如 

く、 關ケ原 役に 於け る 吉川廣 家と 小 早川秀 秋と は 西 軍に 取り 獅子 身中の 蟲 であった。 關ケ原 決 戰の際 小 早 川 は 積極 

的に 敵方た る 東軍 を 助けて 友軍の 側面 を 突き、 吉川廣 家 は 毛 利 氏の 所領 安堵 を條 作と して 德川 家康 に內應 し、 交戰 

中 毛利秀 元が 西 軍と して 進擊 せんとす るの を 牽制し、 戰鬪の 終る まで 其の 軍 を 動かさし めなかった ので ある。 此の 

吉川家 の 態度 は 小 早川秀 秋の 其れと 共に 關ケ 原戰 役の 大局 を 制す る 上に 多大の 效果を 奏した ので あるが、 之より 先 

き 吉川廣 家 は 其 の 重臣 服 部 次 兵衛に 親書 を 授け 、 之 を 在 江戸 の 家康に 届けし めた。 是れ卽 ち 東軍- s: 應 の 密書で あ つ 

て 、 次 兵衞が 密書 進 達 の 使者に 當 つたので ある 。其の 事 は 「岡 本家 累 f 錄」 に 

一 , 服 部 次 兵衞吉 川廣家 公の 命 を 奉じ、 德 川家康 公の 密使 を爲 したる 事に 關し喜 右衛門 俊 奧の覺 書お 左の 如し 

一 、 關東陣 の 刻、 從廣 家樣、 家康 公え 御 內通之 御 使 二 私 先祖 服 部 次 兵 衞被仰 付 候、 其 節 道中 騷動之 儀 無恙可 

届出 儀 無 御 心 許 被 思 召 候處、 次 兵衞以 計略 早速 關 東え 着 仕、 家康 公え 御 書 指 上 之 刻 御 返書 被 下、 其 上 大事 

の 御 使 無 異儀仕 候 段 被 遊 御感之 由、 爲御 褒美 御 羽織 一 , 黄金 壹枚從 家 康樣被 下 置、 次 兵 衞拜領 仕 候、 A 月 

二十 三日 罷歸廣 家 様え 御 奉書 差 上翌廿 四日 阿の 津责 口 にて 次兵衞 討死 仕 彼 事 

一 、 廣家 公次 兵衞 討死、 右 忠節の 儀 御 悅喜被 思 召、 九月 晦日 附 にて 次兵衛 後家へ 御 感狀被 下 置 所持 仕 候 事 
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と あるに より て も 明瞭で あ る。 服 部 次 兵 衞は前 にも 記した やうに 石 見 國邑智 郡 八 戸村 の 人で ある、 其の 主君 吉川元 

春が 出 雲の 城 地 富 田に 在陣 したる 際 は 始終 同地に 屯し、 其の 妻女 は鄕 里の 八 戸村に 殘し てあつた。 然るに 次 兵衛は 

廣 家の 爲に 重大なる 密使の 役を果 し、 之を廣 家に 報告した る 後、 八月 二十四日 (慶長 五 年) $ ^勢の 阿 濃津に 於て 时 

死した ので ある。 後ち 德川 家康 征夷 大將 軍と なり、 諸 大名 配置 替の 際、 毛 利 藩の 領地 は家康 の意圖 により 防 長 二 州 

に 狭められた。 同時に 吉川氏 は 周 防の 岩國に 移された。 3_ あ 國移轉 後 吉川氏 は 其の 功臣 服 部 次 兵衛の 遺族の ことに 就 

きて 明け暮れ 念頭に かけて 居った が、 偶  元 和 二 年、 石 見 郑賀郡 佐 野 村 多 光寺 永 西 堂が 藩主に 從ひ 5 ぉ國 に移轉 した 

際、 其の 住職 某が 吉川 家に 參 候し、 談偶. -次 兵衛が 事に 及んだ 際、 次 兵衞遣 子の 一女 子 は 石 見 國那贺 郡 後野 村の！； 

本 孫 太郞俊 氏なる 者に 嫁し 居る 旨 を 言上した ので、 吉川 家に 於て は 早速 右 俊 氏 を岩國 にお 出し、 服 部 次 兵衛は 我-! M 

に功勞 ありし に惜 むらく は、 伊勢 阿 濃 津の攻 口に 於て 討死した、 其の後 HI のな きを 遺憾と する。 然るに 今汝 其の 孤 

女 を 娶 つて 居 る と 開く 、 今汝を 見る こ と 猶次兵 衞を見 るが 如しとの 言葉が あ り、 同時に 次 兵衞^ 屮佩 ぶ る 所の 太刀 

と、 次 兵 衞の戰 功 を 賞した る 左記の 感狀を 手交し、 自今 汝岡 本家 を 以て 服 部 家と 看做す とのこと であった ので、 ^ 

本 氏 は 大に面 ：e を 施して 感激し、 其れ 以來吉 川 家に 伺候す る 時 丈け は 服 部の 姓 を 以てした とのこと である。 

去 八月 廿 四日い せ あの 津城 せめくち 二 おひて 次 兵衞事 討死 候、 不便の 至 さら/ \ 無 申 計 候、 勿論 後；：：： の^ 不 

可 有 相違 候、 早々 可 申 遣 候處、 陣中 取紛 延引 候、 ュ 細の 事 香 义郞山 九 郞所可 申 遣攸也 

九！ UN ほ 日 


服 部 次 兵衞女 

淘に服 部 次 兵 衞は關 ケ原戰 役の 大局 を 動かした る吉川 家の 大 功臣で あり、 且つ 毛 利 家 興 廢の縫 を 握った 武人で あ 

るから、 吉川家 は 同人 戰 死後 其の後 繼 者の 行末 を 案じて 斯 くも 岡 本家 を 優遇した ので ある。 

右の 如き 姻戚 的 事情より して 岡 本家 は 爾來岩 國吉川 家との 間に 一門た る關 係が 結ばれ、 德川全 時代 三百 年間 は 無 

論の こと、 明 治 維新 後 ま でも 吉川 家との 交渉が 繼續 せられ、 岡 本家 は 四季の 時候 挨拶の 爲に吉 川 家に 參 候す る は 勿 

論 、吉凶の 儀式に も 心す 參邸 し て 舊 家臣た る の 禮儀 を 守り 來っ た の で あ る 。 

附註 本篇 記述 上の 資料の 大部分 は、 岡 本家 所蔵の 文書に 據 るので あるが、 其の後 傍證 資料 を搜 索した 所、 大 ni: 本 古文書 中に 

左の服部次兵衞阿濃津討死に關する赘料が見附かったから之を引ぃて^^く。 

〔大 H 本 古文書 家 わけ 第 九、 吉川家 文書 之 一 〕 

伊勢 國津城 合 戰手負 討死 注文 

於津 城、 八月 廿 四日、 ニケ 度合 戰之 時、 吉川手 手負覺  - 

服 部 治兵衛 (六 八 九 買) 

服 部 少三郞 (六 九 0:歲) 

(慶長 五 年 八月 廿六 日付) 

〔同 吉川家 文書 之 二〕  / 
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古川 廣家 功臣 人 數帳ノ 

伯 州. 城 山 岡本大 藏 (七 八 九 K) 

勢 州津城 服部少 三 郞 (八 OOK) 

同 治 兵衞尉 (八 C6:A) 

木津 二相 詰 御 弓 衆  ， 

岡 本源 右 衞！： 尉 (八 二八： cO 

,  岡 本 助 左 銜鬥尉 (八  一一； S-A) 

-  (元 和 年間の 付) 

右 一 一 文書 中 の 服 部 次兵衞 の 文字に 注意す ベ し (右文 書中 の 治 丘 ハ衞は 次 共衞 の 誤り で あ る) 

(ハ) 地主と しての 岡 本家 

次に 地主と して の 岡 本家の 記述 を 試み る ことにす るが、 鼓に 考察 を 要する こと は 元 龅 年度に 岡 本 氏が 後野 • 大迫 

兩名を 毛 利 氏より 恩給 せられて 入 地した 時、 此の 兩 名に は旣に 何戶 かの 農民が 住居したり や： 不" や、 义は岡 本 氏人 地 

後 始めて 開墾の 業が 起されたり や 否や、 又は 之より 前旣に 普通 農民の 上に 立つ 名主が あつたの を、 毛 利 氏の 方寸に 

よって 他に 移轉 せし むる か义は 一 家斷絶 を申附 け、 其の後 签に岡 本 氏 を裾附 けた もので あるか 否かで ある。 惟 ふに 

元 龜の頃 此の 地方に は旣に 若干の 農民が 估 居し 居り、 其の上に 名主の あった こ と は 想像す るに 難くない。 名 に 中 


I 農村 の 観念 を 以て す れ ば 最小 單 位 ， の 領主 で ある、 此の 領主 中 自ら 新田 を開發 所有す るに 至つ た 者 を開發 領主 叉 は 

根本 領主と 云 ひ、 旣墾 地を與 へられた 名主 は 所謂 恩給 領主と 云 ふので あるが、 今 岡 本 氏の 後野 • 大迫兩 名に 於け る 

關係は 恩給 領主 でも あり、 叉開發 領主 で もあった と 思 はれる。 併し 元 龜天正 の 頃 此の 地方 は 人口 尙 稀薄で あつたか 

ら、 旣に 若干 農家 はあった にしても、 其の後に 開墾され た 土地の ある こと は 一 K ふ 迄 もない。 其の 事 は 俊 綱 入 地 後 二 

十七 年 を經た 文祿五 年に 毛 利 氏が 石 見 全國に 課した 安堵 銀の 賦課 を 後野 分と して 上田 米 一 一十 一 石 八 斗餘、 銀 三十 九 

文 nIE、 大迫 分と して 中 田 米 二十 九 石 九 斗餘， 銀 四十 七 文： H と 計上して ゐる ことによ つても 推測され る。 卽ち 此の 兩 

名の 土地の 多分 は 最初 荒廢 地で あり、 叉 其の 多く は 岡， 本 氏 が 入 地 後に 開發 せられた ものであって、 其の 頃の 幼稚な 

る 開墾 技術 を 以てして、 然も 兵馬 倥 値. の 二十 數 年の 間に 鬼に 角是 位の 租稅負 撸カを 有する 程に なった ので ある。 

安堵 銀 石 州 配 営 之 事 

岡 本 孫 太郞抱 

後野 分 

一 、 上田 米 貳拾萱 石 八 斗 貳升貳 合 

銀 參拾九 文目 貳 八 鏡.  - 

大迫分 

一 、 中 田 米贰拾 九お 九 斗 五 升 九 合 
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銀 四 拾 七 文： R 九分 四^ 

以上 銀 八 拾 七 文目 贰分 貳鑰 

外 增分銀 六拾贰 文目 七 分 八 . 

合 銀 百 五 拾 目 之 通  ， 

右 其方 手前 近年の 出入 -ー 付て 御 究被仰 付自餘 二 相 替增分 銀 申 付 候 處無異 儀 被 相 調  一！ の 儀 候 於 向後 も 無 相 f!^ 

相 抱 何 篇御役 IE 之 儀 無 緩 可， 被， 遂，； 其 節 1 候爲 後日 一 筆 如 件 

文祿 五^の；^ 三月 七日 

賢  成 花押 

岡 本 孫太郞 殿へ 

斯くて 岡 本 氏 は 若干 旣懇 地の ある 後野 • 大迫兩 名 を 毛 利 氏より 給與 せられて 一面 其の 名主 (庄屋) として， 他： 叫 

農兵と しての 生活に 入った ので ある。 再 言 すれば、 元 龜の頃 は、 石 見地 方  一 は 民家の 存在す る もの-: 1： ほ 稀少で、 

俊 綱 入 地の 後ち、 其の 獎勵 によって 入 作 定住せ しめた： 白 姓も少 くなかった ことが 想像され る。 .§ ち 以前より 化 居し 

た 百姓 をして 改めて 岡 本 俊 綱の 下作 人と し、 新に 入 作した 百姓 は 新入 百姓と して 同家に 附箭 せしめた ので ある。 而 

して 地主と しての 岡 本 氏 は 其の 名. 2： の；，： ：！ 姓 (下作 人) に對 して 耕地、 山林 井に 住宅 を： K し與 へ、 小作人 は！； 本 氏に 

對 して 所定の 小作料 並に 勞. 務 (手間 年貢) を 提供す る こと、 なる。 此 等の 慣 |E は 岡 本家に 特有なる 赋役 小作 制と し 


て傳 はる ことにな つた。 

(二) 兩 名の 分離  ， 

岡 本 俊 綱が 今 福から 後野 名に 入 地した 時の 領有 地 は 後野 名と 大迫 名と であった が、 其の後 同家 は 兩名內 の 開懇を 

獎勵 したので、 名內の 人口 も 段，^ 增 加し、 其の 子佼 氏の 代に 至れば、 後野 「名」 と大迫 「名」 と を 一 家に て 所有す 

るに は 面積 餘 りに 廣 くして、 其の 管理に も 困難 を感 する に 至り、 且つ 老來 自己の  一 一 坊に對 する 愛着 心からで も あ 

つた か、 俊 氏 は 後野 「名」 をば 長 sf- の 俊 次に 與へ、 自ら は § の 綱 次 を 伴 ふて 大迫 「名」 に 居 を 移した、 是れ卽 ち 

大迫 「名」 岡 本 氏の 起る 原因で ある。 詰り 隱居 による 分家 を 俊 氏の 意思に よって 行 ふたので ある。 蓋し、 後野 「名」 

丈で も 其の 廣袤 南北 一 里、 東西 十六 町 も ある 集團 地で あるから、 之 を 堅實に 維持して 居り さへ すれば、 岡 本家の 經 

，を 維持す るに は 充分で あると 者へ て、 後野 名 を 長^に 繼 がしめ、 自分 は 愛着 深き 二 1?- を 連れて 大迫 「名」 に隱居 

したので ある。 大迫 「名」 は 其の 面積から 云っても 、「名」 內 小作人の 數 から 一 おっても、 後野 「名」 より は遙に 小さ 

く 僅かに 其の 四 分の 一 位に 過ぎない 地域で あるが、 俊 氏が 同地に 隱 居して から は、 其 處に大 迫 名の 岡 本家が 新に 立 

てられた 譯で、 舊岡 本家の 勢力 は爲に 二分 せらる 、 ことにな つたので ある。 岡 本 俊 氏が 分家 當時大 迫 名に 引き連れ 

來 つ た 小作人 は 大迫名 に 土着し て大迫 の 家號 を 名乘り 、現在で も大 迫名內 の 多分 を 占めて 居る。 而 して 大迫 名の 經 

濟カは 到底 後野 名 の 其れに 比すべく もない の で 、 家計 の 切り 盛り を餘程 巧み にしな け れ ば 到底 衰運 に 傾かざる を 得 

ない のであった。 實際 上- 後野 岡 本 氏の 方 は 其 後家 運 大に榮 えたる に 反し、 大 迫の 岡 本 氏の 方が 左程で なくなった 
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の は、 他に 種々 なる 原 1： があった にしても、 大迫 名の 土地 狹く、 表 家と しての 生活 を 維持す る 丈け の 力がなかった 

ことに 其の 原因 を歸 せしめても よいで あらう。 

. 六、 岡 本家の 小作 制度 

次に 後野 「名」 の 地主 岡 本 氏と 、「名」 -s: 小作人との 關 係の 説明に 入る が、 本 項に 關 する 記述 は 主として 明治 卜 九 

年 岡 本 俊 信 氏 (現 當主俊 人 氏の 先代) が 作成した る 「小作 契約」 によるの である。 明治 十九 ギは 明治維新 を^る 速 

か らす , 小作 慣習 の 如き 尙舊來 の 傣を俾 ふるものが 少 くたかった から、 其の 必耍 とす る 部分から 引用す る で あ らう 。 

斷 つて 置く が、 玆に岡 本家の 小作 制度 を 説明す ると は 一 K ふ もの 、、 其れ は 「名」 なる 中^的 土地 慣行の^ 制の 解說 

に 必要なる 限りの 引用であって、 岡 本家 の 小作 慣習 全部 を詳說 する 積り で は 無い ので ある。 

(ィ) 小作 種類と 其の 慣習 

岡 本家の 小作 種類と して 擧 げられ てゐる もの は 永小作、 散掛 小作、 入 小作、 地 借 小作の 四 種で ある。 永小作と は 

岡 本家 隸屬 の譜第 小作の 謂であって、 後野 「名」 全體に 通す る歷 史的 意義の 深い ものである。 此の 種 小作人 巾に は 

岡 本 氏が 元龜 三年に 今一 i から 後野に 移住し 來 つた 時に 現 住した 者 及 ひ 其の 時に 伴ひ來 つた ものが 若干 あり、 更に 後 

年 入 地 開 塾して 新附の 小作人と なった もの も 亦 ある こと は 無論で、 現に 明治 十九 年の 小作 契約 第二 十二 條に 記せる 

小作人 數は 二十 七 名なる に對 し、 現在 は 三十 名を算 する ことによ つても 其れが 推測され るので ある。 後野 名^に：^ 


居す る總 ての 小作人 は 岡 本家に 對 して 譜第 小作の 慣行 下 

けて 何々 「名」 レ. 一 呼 ん で ゐる ことに ； yd 意す ベ き で ある。 

みや う 

後野 名に 於け る 小作 屋敷 「名」 表 


. 置かれ、 同時に 名 小作人の 屋敷に も 亦 「名」 の 字を附 


東 岡 本名 


勺 

葛 

東 


場 名 

ケ迫名 

山 名 

名 


坂 根 名 

佐 古名 

松 ケ谷名 

表 ( ) 田 名 

北 下 畑 名，. 


淨慶田 名 

鐵穴名 

鎌 田 名 

挑屋名 

上半 漦名 


大畑名 

下 平錢名 

野 地名 

晝 揮 名 

淸 谷 名 f 


LI 

p 


松 

尾 


名 

川 名 

引地 名 

正の 田 名 


佐 古田 名 

觀昌院 名 

高 手 名 

高 堂 名 

  淸水谷 名 

mlv  Z 三十 「名」 (昭和 三年 現在し 

扭て岡 本家 小作 種類の 一 つたる 所謂 永小作 人 は 株 小作 制の 下に 置かれ、 小作料の 一 部 は 手間 年貢 卽ち 勞務 提供に よ 

つて 代納され てゐ る。 其の 他 小作人と 岡 本家との 間に 於け る 年中行事が 一 種の 隸屬的 內容を 含んで ゐる點 が 他の 種 

の 小作人と 著しく 異 るので ある。 此の 譜第 小作 を 永小作と 稱 する 所以 は、 此の 名 開發以 來の歷 史的 慣習に 基く ので 

ある。 小作人に 於て 其の 義務 を 履行せ ざる ことなき 限り、 地主 は 永久に 其の 土地の 用益 を 許す と 1K ふ 意味 で あって. 

現行 民法に 謂 ふ 所の 所有 權に對 立す る物權 としての 永小作 權を 地主に 於て 認めた と 云 ふので はない。 何れにしても" 

岡 本家に 取って は 此の 永小作 は 其の 双方 的 感情から しても、 亦 同家の 經濟的 事情から しても、 最も 直 要なる 小作 慣 

行で ある。 次に 散り 掛け 小作 は、 他 地方に 於け る 名 田 小作と 一 K ふのに 営る。 散り 掛け 小作 制の 下に 於て は 耕地 又は 
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山野が 個別に 小作の H 的 物と せられて 株 小作の 形態 を 4、 へて ゐな いのと、 小作人 は 悉く 後野 「名」 外に 住居し、 地 

主の 岡 本家に 對し 何等 歷 史的 因鎵を 持って ゐな いので ある。 「散り 掛け」 と は 其の 反對 概念た る 株 小作に 對 して 「ム 

ふので あって、 後野 「名」 內の 土地が 有り 餘り、 此の 餘り地 を 普通 小作の 形で 耕作せ しむる 場合に 用 ひらる、 ので 

ある。 次に 他村の 百姓 をして 小作せ しむる を 入 小作と 云 ふと あるが、 後野 名 は卽ち 後野 村で ある、 此の 地域的^ 念 

から 云 へば 散り 掛け 小作 も 亦 入 小作に 違 ひない 譯 であるが、 元來 後野 「名」 -s: の 土地 は 原則 上 岡 本家の 譜第 小作人 

S ち 永小作 人に 作らし め、 唯 其の 耕地に 餘裕 ある 場合に 限り 散り 掛けと して 他村 人に 小作せ しむる ので あるから、 

散り 掛け 小作 は 其れ故に 云 ふまで もな く 入 小作で あり、 叉 株 小：^ ならざる 散り 掛け 小作で も あるから、 兩者 は羅竟 

同一 小作 慣習に 別個の 名 稱を附 けた ものに 過ぎぬ。 最後に 地 借 小作で あるが、 地主が比較的近*-に•^^.:ってI::x得した 

耕地 や 山野 を 年限 を 定めて 货渡 すので あって、 永小作の 場合と 異り、 其の 家屋 は 全部 小作人 自ら 建築 所持し、 は-つ 

其の 借地より は. ま H 通 小作と 同様の 小作料 を仕拂 ふと 共に、 家屋の 修繕 は 一 切 小作人の 自辨 であるから、 赏 K 上 現；；：： 

民法の 貧 貸 契約 小作 慣行 と 同じ ものである。 惟 ふに、 此の 地 借 小作なる 名稱は 前記の 散 掛け 小作 义は入 小作 を 説明 

する 爲に 設けた 名稱 であって、 實體 として 特立す る 小作 慣習で はない。 別 甘 すれば、 人 小作 も 散り 掛け 小作 も M 一 

の-?: 容を 有する 慣行であって、 兩者共 「地 借り 小作」 に 相 遠ない から、 結局 M 本家の 小作 種類 は 「永小作」 と 「地 

借り 小作」 の 二つと なし 得る 譯 である。 

(□) 小作 管理 制度  . 


現在 後野 「名」 に 於け る 土地 を地自 別に 見れば 耕地 四十 七 町歩 (水田 二十 七 町步、 畑 二十 町歩) 山林 五 百 町歩で 

あり、 此の 耕地の 大部分 は 前記 小作 種類 中の 「永小作」 制に より、 他の 僅かの 部分が 普通の 賃借 小作 制 卽ち地 借り 

小作に よって 居る が、 德川 時代に 於て は 永小作 11 譜第 小作 ，11 制が 其 の 全部 で あ つたので ある。 而し て 同家 所有 

する 所の 土地が 耕地と 山林と に 分れて 居る 關係 上、 小作 地の 管理 を 爲す爲 に 後野 「名」 內の 小作人 中より 目 代 一名、 

觸役 一名 を 選任し、 叉 山林 を 管理せ しむる 爲に山 目 代 を 置いて ある。 尤も 全 五 百 町歩の 山林 中 小作人に 專 用せ しむ 

る ものが 二百 町歩 程 あるから、 殘り 三百 町歩が 山： H 代の 管理に 屬 する ことになる。 此 等の 觸役拉 に g 代に 對 して は 

岡 本家より 手當 として 年々 若干の 給 米 を 支給す る。 而 して 此 等の 役員 は 云 ふまで もな く 一  面 岡 本家の 財產 管理者で 

あると 共に、 他方 後野 村 政の 補佐役で もあった。 

(ハ) 小作人の 隸屬關 係 

後野 名 s: の 小作人 は 株 小作 制度の 下に 於て 地主から 種々 の 束縛 を 蒙る と共に、 地主 も 亦 小作人に 對 して 種. の 給 

與を爲 す ことにな つて ゐた。 先づ 小作人へ の^ 縛から 語れば、 小作人の 戸籍が 一 切地 主の 手に 於て 處理 せらる、 こ 

とで ある。 卽ち 結婚 は 地主に 相談して 其の 許可 を受 くる を 要する と共に、 他村に 出婚 する 者 も、 村に 入婚 する 者 も 

地主の 宅に 參 上して 挨拶し なければ ならぬ。 叉 死人 ある 時 は 其の 旨 を先づ 地主に 届け出でなければ ならぬ。 戶 主た 

る 小作人の 隱 居並に 相續の 場合 も 亦 同然で ある。 斯の 如く 地主が 戸籍の 出入り を 厳重に 監督す るの は 「名」 -s: に 於 

ける 農業 生産力 を 平 調に 維持 せんが 爲 である。 蓋し 小作人の 戶籍 出入 を 監督せ す、 自然に 委 するならば、 村 外への 
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轉住 とか、 出 稼と か、 死 絶と か、 病人と かの 爲に、 耕作が 不精に なって 小作料が 減收 する ことになるから である。 

次に 小作人の 住宅 は總て 地主に 於て 建築 貸與 し、 其の 修繕の み を 小作人に 於て 行 はしむ る ことにして あるから、 家 

屋の間 取 並に 其の 設備 も 自ら 制限せられ、， 其の 建坪 は 概ね 析行四 間 半、 梁 行 二 間 半と し、 屋根 は 草 蒼、 建具 は 子 

のみに て雨戶 なく、 屋內に 竈と 棚 をし つらへ、 臺所は 板 間と し、 他 は 悉く 竹簧 なるべし として ある。 

次に 「名」 內の 永小作 人 は 毎年 秋季に 至れば 早 稻初穗 米 を 三 合 宛 地主 宅へ 納付す る 定めに なって 居る。 之 は 小作 

料 を 意味す る ものに あらす して、 地主と 小作人と を 結ぶ 服從關 係が 精神的な 形 を 以て 現 はれた のであって、 許 通 一 

般 小作 制度に 於て 見る ことの 出來ぬ 慣行であった。 次に 小作人と 氏神との 關係 であるが、 後野 「名」 s: に は 維新 後 

まで 岡 本 氏の 創建した 大元 神社なる 氏神が あった、 此の 神社 は 後野 「名」 の 鎮守で あるから、 「名」 の 永小作 人は必 

す 祟 敬すべし との 事 を 小作 規約に 規定して ある。 併し 此の 大元 神社 は 其の後 明治 政府の 採った 神社 政策に より 村 社 

の 伊南 神社に 合祀せられ、 今 は 其の 跡の みに なって 居る。 合祀 以前に 於て は 後野 「名」 の 小作人 全部が 同 神社の 氏 

子であった から、 「名」 主の 岡 本 氏 は大元 神社に 對し 永小作 人 を 率ゐて 奉仕した 譯 であるが、 其の 事 を 小作 规約屮 

に 織り込ん で あ る の が 注意 を 引く ので ある、 此の や う に 小作人 信敎 の 自由 が 私法 の 小作 规 約に より 制^せられて あ 

つた 點 から 見ても 地主に 對 する 小作人 隸屬關 係の 一 面が 窺 はる、 と 思 ふ。 次に小作人はー兀來何等の財^^^を有せす、 

其の 耕作す る 土地 を 始め、 山林 原野、 住，； 5^ 一切、 义往々 にして^ 其 家畜まで も 地主より 借用す るので あるから、 彼 

等 小作人 自身の 經濟カ は 頗る 弱く、 自， u の 所有に 屬 する ものと て は 粟に 肉體 のみと 一 K つても よく、  乂 永小作 人と は 


云 ふ もの k 何等 其の 土地に 對 する 法律上の 耕作 權を 有する 譯 ではなく、 戶 主が 死亡す ると か、 叉 は 家族 病身に して 

小作 地 を 耕作す る ことが 出來 なくなれば、 地主より 屋敷の 明 渡し を 要求 せられて 其の 土地から 離れなければ ならぬ。 

是は 蓋し 地主の 方から 見れば 土地 を 荒して 置く 譯 にも 行かない から、 生産 能力の 乏しい 小作人に 代 ふるに 更に 生産 

能力に 富める 家族 を 引き入れ、 又は 「名」 內に 住める 他の 小作人の 健康な 子供 を 分家の 形で 嗣 がしめ て 小作 を繼續 

せし むる 處 から 來 るので ある。 左れば 現在の 小作人 數は 三十 戶を算 する けれども、 德川 時代 以前より 引き 績き 住居 

する 小作人 は 割合に 少く、 維新 後に 至り 新に 交替した 小作人が 少 からす 存在す るので ある- 此 等の 事情より して 後 

野 「名」 內の 地主と 小作人との 關係は 頗る 近代化した 跡が あり、 由緒 ある 「名」 の 小作人で は ある けれども、 其の 

歷 史的 事 實を傳 ふる 郞黨關 係と か、 血鎵 的な 紫が り とか は數 量的に は 甚だ 少ぃ 現狀で ある。 

次 は 小作人の 地主に 對 する 勞務 提供 —— 手間 年貢 制度 11 であるが、 地主が 死去した 時 は 永小作 人 は 金 參錢を 持 

參し、 且つ 二人 役 迄 無給に て 夫役 を 勤むべし との 事 を 小作 契約に 入れて ある。 之 は 臨時 夫役 を 意味す る 取り極めで 

あるが、 更に 恆久的 奉仕た る 手間 年貢 制度 を說 明しょう。 岡 本家 所藏の 一文 書に よれば 『屋敷の 下人 勤 は 男 月に 壹 

人 役、 五月 九月 三人 役に て、 十六 日 頭 付 勤む る、 勤 十七 日に 成り 候へば 米 五合 宛 給し 渡す、 女 極り 無、 見合 遣 可 

申』 と あるから、 「名」 內の各 小作人 は 毎年 十六 日 丈け は 無報酬に て 地主の 宅に 行き 勞務を 提供して 其の 家庭 勞働叉 

は 農業 勞 働に 服せ ねばならぬ。 蓋し 此 等の 小作人 は 株 小作 制の 下に 於て 耕地 ，山林. 住宅 一 切 を 地主より 借り受け、 

且つ 低廉なる 小作料に て 耕作し 居る 故、 一 ケ 年十數 日の 無報酬 勞働 提供 は當然 であるとの 解釋も 下され 得る が、 更 
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に歷 史的に は 元 龜の昔 岡 本 氏が 此の 「名」 に 入 地した 時に 旣に 慣行と なって 居った 「名」 內の隸 農民が 名主に 對し 

て 行 ふて ゐた 奉仕 關 係が 現在まで 存在す るとの 解釋も 下し 得る ので ある。 斯の 如き 慣行 下に 置かれた 小作人 は然ら 

ば獨 立した 自作 藁に 進み 得る 途が あるかと 云 ふに、 彼等 は 後野 「名」 に 住居す る 限り 永久に 岡 本 氏の 小作人 を 以て 

終始し なければ ならぬ。 何と なれば、 岡 本家に 於て は 其の 家憲 を 以て 後野 「名」 は 祖先が 生死の 間 を往來 して 取得 

した 大事な 土地で あるから、 岡 本家 歷 代の 當 主たる 者 は 永劫に 此の 土地 を 手放して はならぬ として、 固く 他村 人义 

は 「名」 ^小作人への 分讓を 禁止して ある。 故に 岡 本家の 小作人に 縱令 若干の 貯蓄が 積っても 此の 「名」 ^に ei 居 

する 限り、 土地 を 買 求めて 自作農と なること は出來 ない。 其處に 小作人と しての 宿命的 ^ ^點が あると 共に、 地主と 

しても 日進月歩の 時代に 順應 した 經營 方法 を 採用すべき 伸縮性 を缺 いて 居る 譯 である。 

七、 年中行事に 現 はれた る 生活様式 

後野 「名」 なる 地域 社 會を， 一 面 地主と して、 他面 庄屋と して、 支配した 岡 本家の 日常生活の 一 班 を 窺ふ爲 に、 

鼓に 同家の 年中行事 を揭 ぐる ことにする。 此の 年中行事に は 啻に 岡 本家の 家族 一同が 服す るの みならす、 其の 使用 

人並に 「名」 s: の 小作人 及び 小作人 代表の 目 代 等 も 服す るので ある。 云ひ換 ふれば 此の 年中行事 は 家長に 對 する. ぽ 

族の 服 從關係 や、 小作人が 岡 本家に 對 する 禮儀 や、 义 家長が 使用人 並に 小作人に 對 する 諸 給與、 飲食 饗應の 事まで 

細かに 記述され て ある。 無論 此の 年中行事 は德川 時代に 多く；，！；： はれん たもので ある けれども、 之に より 中世に 於け 


る 名主 生活の 一 斑 を も 知る に 足る と 思 ふ。 

後野 家 年中 規式  . 

一 、 正月の 事 

朔日。 早々 起 候而、 一 番 鳥うたい 候 は、、 表へ 出 候、 伹 上下 着用の 事、 其 節の か、 い^ん 方 持 出 候て 亭主 挨 

拶し、 其 座に 居候 者へ 年始の あいさつして、 右の 三方 をいた、 かせ 申 候 也。 

左 候て 歲男 大福 輻茶を 出す、 茶 口な すび 廣也、 茶 は ひき 茶に て 五 服の み 候 事、 歲男 夫婦 達に て來 り、 表に て 

年始の 挨拶し、 大福 呑 候 也、 表に て は 何事 も 咄事不 致 事 也、 朝 祝いた し受、 咄仕 候て よく 候 事。 右の 後お く 

へ 行、 朝 祝 ぞうに 出した ベ 候て、 三方に て 亭主 1^ 仕 候 事、 看 かづの 子 也、 左 候て 吸物 出 候て たべ、 か 、ぃ盃 

仕 候、 肴煮染 豆な り、 其 節の 盃 亭主の 分 も、 か、 いの 分 も、 其 座 有 會者ハ 致す 也、 歲 s?^, 夫婦と もに 一座 也、 

左 候て 歳 男の 持參候 酒壹獻 廻し、 左 候て 手 酒 廻し、 膳 を 上る 也、 初 ぞうにの 時に 亭主の はと そ 酒に て、 淸 

酒 也、 か 、いの 分 は 常の にて にごり 酒 かな 掛也、 亭主の 分 は 三方 故 かわらけ 也、 歳 51- の 供 茶の間に て ぞう 

にす いもの、 おくの 口にて 亭主 盃の 事、 年 年玉 は 祝 贰掛、 白米 貳升、 肴 一. 折、 酒豐德 利、 たいまつ とほし 

歸る 事、 歲 SR の 者の 禮糧壹 升 也、 祝餅ハ すへ かへ しの 事、 町 離雜祝 (ま、) 事 申 祝、 持參酒 出しと し 男 呑 さ 

すすへ かへ し、 左 候て 下作の 者 年 禮に來 る、 夫婦 連 也、 年玉に 白米 壹 升つ、 持參の 事、 此 袋のと び 二せ なか 

ふち 餅壹 つ、 入る 事、 外に 小餅武 つつ、 煮不申 ぞうにの 代に やる 也、. 夫より 下人 夫婦と もに せち 喰 申 候、 き 
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すし 大根のに あいさいかん 入 醤油の 實汁 はし ハ木 ばし 也に あいさい は 皿に 盛 也、 下作 盃 ハ 三方に て 表 中の 間 

にて 亭主 致、 看 かづの 子 也、 女子へ は 茶の間に て か、 いの 盃也、 看 豆 也、 盃ハ 常の 1^ 臺 かな 掛也、 左様て せ 

ちの 後、 酒の ませ 申 候 事。 

二日。 百姓 中來る 年玉 持參、 ぞうにす い 物 出す 並け いやくの 者 同斷、 下作け い 役の 者糧 s 升 贰番禮 に 持參候 

三日。 御 役儀の 時 御城 下の 年禮 也、 御 役所 相 濟其後 外へ 週る 事。 

四日。 のせち より まぜ 物め し 也、 大根 豆 也。 

五日。 のせち 同斷、 但朝 祝の 事ハ 五ケ 日 迄 元朝の 通 也、 大福 ものみ 候 事、 此朝 祝餅晝 より 方々 祝 餅お ろす、 

昔ハ 十四日 迄 有 之 候 所、 元 文 三年より 俊 方 代に 始る、 歲 とく 祭り も此朝 迄にて 歲 SR も 年禮に 出る、 最もせ ち 

は 三日 迄 方々 へ 上る。 

六日。 のせち 歲德へ 上る。 

七日。 七草の ぞう 水 歳德へ 上る、 方々 不殘 上る 目代參 る、 此日 下女 仕事 始也、 此日 のせち としとく へ 以上。 

十一 日。 ぞうに かふ やく 餅 米 餅 也、 各壹椀 下作の 者へ くわせ、 にごり 酒の み 候 事。 其 ぞうにわん にて t1 丑 つづ 

\ のみ 候 事。 其 座に て ぞう 水く わせ 候 事、 此雜水 は 歲德へ は 上げす、 晝 めし 下人 共 不殘喰 申 事、 本 はん 豆大 

根 まぜめ しさい しんいり わらびめ し 汁 ぬかみそ 也、 女房 はめし わんに て 大根 豆 ませめ し、 茶の 子め しにくい 


申 候、 此 めし 歲德へ 上る 左 候て 綱 十二 本つ、 ない はたご 取歸 る。 . 

十四日〕 とろへ い、 此 せちと 歲德へ 上る、 此 夕と し德 いわ ひお ろしなら す 也。 

十五 日。 小豆 かい 迚、 餅壹っ k 入 候て 下作の 者 夫婦 共に i& 申 候、 此 かいじき にて 酒壹 つつ 、のみ 候 事、 前年 

よめいり 致 候 もの 同 妻 持 者へ すみぬ り 有、 此 朝歲德 かさり よりと しな わ 迄 も 諸方 かさり おろし 申 候、 此 かさ 

り は 大晦日に かさり 候 ものお ろす 也、 かい 歳德へ 上る。 ， 

晦日。 其 夜より 明る 日へ 掛日待 也、 今日 餅つ き 祝贰重 歳德へ 上る、 猶日 待の 御く う 餅 ほしの 餅 取、 猶 のうぐ 

の祝壹 重 取、 殘り小 餅 也、 とし 德 かさり 內の 下男 仕 有 候 も、 皆 餅 上る もろ もき 申す り 葉 敷 候て、 明る 壹日正 

月の せち 歳德へ 上る、 下人 參候ハ や 酒の ませ 候 事、 日 待の 夜 は 能 食 也、 夜食 はに なかし 壹盛、 冷めし 小わん 

費つ、 添く ふ 也、 日 待 は 太夫 壹人 禪僧壹 人。 

、 二月の 事 

九日。 すき 初 也、 晝 めし 大根 豆め し 也、 はん 白 食 再 進 わらびめ し 也 * 但 手前の 男に て 牛よ く 遣 候 もの 候ハ > 

つかわせ 候 事、 是 なき 時ハ 下人の 內 よりよ びす き 初き せ 申 候。 

、 三月の 事 

三日。 上已の 節句、 前日 餅つ き 押 候て、 夕方より ならし 能 餅 草 餅に て 壹重佛 神へ 桃の 花 枝 添 候て 上る、 猶酒 

共に夕めしド女下3^^共に能食喰せ候事、 墓所 方々 へ 桃の 花 立る、 下人より は男鹽 すと 女 は 野 さい 也、 草 餅 能 
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餅 ひし メ壹 重く わせ 候 事。 

、 四月の 事 

八日。 たんしゅうえ (誕生 會) 旦那 寺へ 參候 事。 

、 五月の 事  .  . 

五日。 端午の 節句 也、 前日 まきこ しらへ 候 事、 左 候て、 五日の 朝佛 神へ しょうぶ 添 候て 上る、 猶 みき 上る、 

其 外 はか 所 並に 方々 へせう ぶ 立る 事、 柴ま きさ、 粽， かや まき 上る、 下人より SR はし をす と 女 は 野 さいなり- 

是へ小 麥粽壹 つ 能粽壹 くわせ 候、 五月 入に て 卯月 晦日の 夜 餅つ き佛 神へ 上る、 節句 夕 顿はド 女 下 5?. 共に よき 

めしく わせる 也。 

、 六月の 事 

土用に 入 候 は 、くと り 餅、 小豆の みに 候 事。 

、 七月の 事 

七日。 七夕の 節句 也、 但 七夕 祭 は 六日の 夜 座敷 床に て 祭る、 繪掛香 をた きとら めう 上、 瓜茄チ 栗 怖 楮の紫 等 

も 供る 也、 弓矢 脇差 上下 小袖 帶等 かしに 上る、 七日 道 かり 致參者 小豆 入候麥 めし？ はいつ、^ せ、 盆草刘 

參候 もの ハ 小わん にて にごり 酒 童 つづ、 のみ 申 事、 此日墓 掃除 花 立 打ち、 堂の 婦除等 致、 釣 井 かへ 候 事、 W 

屋敷 極り 之 盆禮十 m 日の 朝し をす と 男 野 さい、 女よりに ごり 酒 5- はめし わん 方 は 汁わん にて 登 つづ 、のみ： S 


る、 聖靈祭 十四日より 十六 日迄此 めし 汁ハ 祭りの は、 い 取 申 候。 

一 、 八月の 事  . 

十五 日、 十六 日。 下女下男 共に 朝 外用 事 申 付四ッ 時より 暇 遣し 祭へ 遣す 也、 兩日 共に 畫 めし 夕め し 共に 能め 

し 也。 

一 、 九月の 事 

二十 三日。 祈 禱月待 也、 二十 二日より 挤、 正、 五、 九月 同 也、 九日 栗 釵へ菊 添へ て佛 神へ 上る、 墓所 其 所へ 

も 菊 立 申しき 上る 也。 

一 、 十月の 事  - 

亥の子 餅 佛祌へ 上る。 

一、 十一 月の 事 

初ノ 子より 丑、 大元 (大元 神社) 御祭 仕る 事、 伹餅米 三 斗 栗贰斗 程つ く 也、 餅 は 前日に つく 也、 木こり 其 外 

料理 物 屋敷 極り あり、 二十 三日 大師 講 だんご 致し 下女下男 共に 夕飯に くわせ 申、 此日 下人の ものへ わざい、 

くわせ 申 候。 

一 、 十一 一月の 事 

十三 日。 木こり 本 腕、 豆 大豆め し、 再 進より わらびめ し、 明る 年の いごき 始也、 下女下男 共 二 出 候 もの ハ十 
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二日 晝 より 出る、 參 候者ハ 十三 日晝 より 來る、 二十四日す、 はき 也、 朝ハ そう 水 * ばんめし 也、 昔ハ 谷中不 

殘參候 所、 俊 奥 代より 止る 也、 もちつ き ハ小ノ 月 二十 七日、 大ノ月 二十 八日 也、 朝そう 水、 a は 餅 也、 とう 

きび 能餅此 日つ けな 出しく い 初る 也、 大晦日 かさり としとく かざりと し、 かわ 引 其外大 元堂鬥 共に かさり 候 

所 は きわまりの 屋敷 有 之、 せいほに は 女 は 野 さい、 男 は 二十四日に 木持參 候に あま だ 上る 也。 

大晦日 朝 かざり、 雜水喧 也、 かざり 所 

七し と < 

歲德  . 

歳繩 

大元堂 

駄 屋雪隱 

土蔵 並 -1 大黑棚 共に 適 田 上官より かさる。 

附註 S 「かか い. 一 と は 主婦の こと。 

とろへ い」 と は 藁に て 長さ 一尺 五 寸大の 馬の 形 を 作り、 之 を 家の 軒端に 上げ 置く 石 見地 方の 民俗。 

g 「せち」 と は 膳部の こと。 

5： 「いごき」 と は 每月何 HI づ X と 袖め て 他人の 家に 稼ぎに 行く 日用 奴り のこと。 


上來 記述す る 所 を 綜合す るに 

一 、 岡 本家の 歷史は 遠く 承 和 年度 (皇紀 一 四 九 四 年) の 橘 逸勢 事件の 頃より 世に 顯れ、 同事 件の 軍功に よって 近 

江の 岡 本鄕に 封せられ、 後ち 夭 慶の頃 (皇紀 一 五 九九 年) に 藤 原 純 友の 叛亂に 際し、 征西將 軍 小 野 好古に 從 つて 西 

下し、 石 見に 入りて 那賀郡 今 福に 土着し、 同地に 鄕長 又は 名主と して 土 豪 生活 を續 くる こと 約 六 百年、 戰國 時代に 

入りて は元龜 年度に 毛 利 氏の 麾下に 屬し、 其の 戰功 によって 近 村の 後野 名 並に 大迫名 を給與 せられ、 後ち 後野 名に 

移住し、 後ち 更に 一家 相續 上の 都合に より 大迫 名に 別家の 岡 本家 を 建て、 後野 岡 本家が 爾來德 川 時代 及び 明治時代 

を經て 現在 ま で も繁 榮し來 つ た 跡 を 論述した の である。 

一一、 岡 本 氏が 石 見に 入國 して 以來、 元龜天 正の 戰國 時代に 至る までの 六 百年 間に は 幾多の 公的 並に 私的 變遷が 同 

家の 周圍 並に 內 部に 起った ことで あらう が、 同家 記 錄の關 する 限り 此の間の 事實は 殆んど 明かに され 得ない。 此の 

點に 於て は 同家 一千 年の 歷 史上に も 大きな 溝渠が 存 する 譯 であるが、 之 は 併し 敢て 同家の みに 限らす、 一般 日本 經 

濟史 の 中^期が 空虚 になって ゐる のと 相 通す る もの で あ る。 

三、 德川 時代に 於て 岡 本 氏が 濱田 藩の 一 庄屋と して 忠誠 を盡 し、 其の 功 を 賞せられ て 苗字 帶刀 御免 叉 は 城 禮格三 

席の 待遇 を 認められ たの は 岡 本家が 古き 由緖 ある 家柄で ある ことの 外に、 同家の 有する 經濟カ を 以て 藩の 財政に 寄 
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與 したの を 嘉賞せられ たものに 外ならぬ。 岡 本家 は 其の 家歷ー 千年 を 誇る 名 族で あるから、 德川 時代に "ti^- り 何も^ 

主 より 苗字 帶刀 御免な ど の 待遇 を 認めら る、 必要 はない かの やうに 考 へられぬ でもない が、 ゆし 德川 時代 の 藩主に 

取って は 藩 內の舊 家は單 なる 一 個の 土 豪に 止り、 何等 其の 藩との 間に 因緣關 係が 存 する 譯 でもない から、 件の 土^ 

が 何 かの 形式 もて 忠誠の 意 を 表しない 限り は、 一個の 庶民た るに 過ぎない。 其處 で家歷 あり、 资 1^ ある 地方の 土^ 

は爭 つて 新 藩主に 對 して 精神的 叉 は 物質的 忠勤 を 盡 して 藩主より 身分 的 優遇 を 受けん としたの であるが、 今、 岡 本 

氏に 於ても 斯 かる 時代 的 潮流の 中 を 巧みに 泳ぎ 來 つた 跡が 見 ゆる。 

四、 曾て 戰陣の 間 を馳驅 し、 其の 功に よって 後野 「名」 と大迫 「名」 と を 恩給 せられた 岡 本 氏 を 法制 史的に 考 か 

する 時、 岡 本 氏 の 得た る 其の 土 地 は 所有 權 であった か 又は 年貢 © 收權 であった かと 云 ふに、 岡 本 氏が 其 の與 へられ 

た 名 内の 空閑地 を 自由に 開懇し 得た こと や、 舊來 住居した 小作人から 小作料 を徴收 した こと や、 义豐臣 氏 時代に 於 

て旣に 此の 土地 を 「岡 本 孫太郞 抱へ」 として 書き上げ、 租稅 徴收の 目的と せられた こと 等から 推測 すれば、 毛 利 氏 

より 恩給 せられた 此 「名」 は 私有地と して 岡 本家に 授與 せられた ものに 相違ない と 思 ふ。 唯元龜 年度の 頃に 於け る 

後野 「名」 と大迫 「名」 とが 全然 空 閑の 地であった か、 叉 は旣に 若干 開墾 せられて 農家の 住居す る ものが あつたか 

否かが 問題と される ので あるが、 若し 農家の 在住した ものが あつたと すれば、 其の 農民 は 自作 鳥であった か、 小作 

農であった か、 そして 自作農であった とすれば 當該 農家 は 岡 本 氏の 入 地す る ことにより 所有 權を奪 はれて 新に 小作 

人と なった 結果 を 生じ、 小作農で. れつた とすれば、 其の 小作 地 を 所有す る 名主 を驅逐 した 跡に 岡 本 氏が 代って 入 地 


した もの と 解せ ねばなら ぬ が 、 岡 本家 所藏 の 記錄 の關 する 限り、 其の 邊の 事情 は 正確に 說明 さ れ 得な いので ある。 

五、 後野 岡 本家の 元祖 岡 本 俊 綱の 子 俊 氏が 吉川 家の 重臣 服 部 次 兵衞の 娘を娶 つた 關 係から、 吉川 家と 岡 本家が 德 

川 時代より 明治時代 を經て 今日に 至る まで も 主 從關係 を 持 續し來 つて ゐる こと は、 吉川 家が 其の 功臣の 遺族に 對す 

る眷 顧の 情の こまやかなる もの ある を 語って ゐる。 而 して 此の 服 部 次兵衛 が關ケ 原の 大戰 最中に 東軍た る德川 勢の 

大勝 利 を 誘致した 彼の 毛 利 家 內應の 密使 を 勤めた ものであると 云 ふ史實 は、 岡 本家が 其の 血統に 於て 近 *1 中央 史と 

相 通す る もの ある こと を證 明して 感慨 深い ものが ある。 

六.、. 德川 時代に 入って、 地主 生活 を 始めた 岡 本 氏 は 其 「名」 內の隸 農 を 慰撫し、 督勵 して 同家 農業 生産力の 維持 

發 展を圖 つた、 若し 「名」 內 の 小作人が 普通の 所謂 「地 借り 小作」 であったならば 「名」 の 經濟を 維持す る 爲の地 

主の 負擔は 僅少に して 濟ん だで あらう が、 其の 小作 制度が 隸農 的なる 株 小作 制度であった 爲に、 岡 本家 は 小作人の 

家屋 建築から 農具 其 他の 生活 手段に 對 して 一 切の 指導 教 旋を しなければ ならなかった。 其れ程に 小作人の 經濟 生活 

が 地主に 依存して ゐ たから、 地主の 負擔は 之が 爲に增 嵩す ると 共に、 小作人の 身分 的 地位 も隨 つて 低下して、 他の 

一 般 小作人と は 比較し 難い ものと なった。 

七、 石 見地 方に 於て は 「名」 の名稱 下に 田畑 山林 宅地 を 包含す る集圑 土地 所有 制が 今尙行 はれ、 之 を 株 地と 稱し 

株の 儘で 賣買讓 渡せられ、 小作の 場合に は 此の 集團 制の 傣で 小作に 懸けられ、 之 を 株 小作と 稱 する 慣習が 德川 時代 

から 明治時代 を 通じて 行 はれた ので あるが、 今日と なって は 唯 株 小作 制度 のみ 廣く行 はれ、 其の 株 小作 地が 由緒 あ 
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る 地主の 支配 下に 在る 例 は 岡 本 氏 外 二三 家 あるの みで ある。 其の 中に 就ても 確實 なる 史料 を 所藏す る 者 は 岡 本 氏 丈 

けで ある。 

八、 中世に 於け る 「名」 に は 概ね 其の 開發 者の 名が 冠せられ て 或は 重 平 名と か、 中 田 名と か 云 はれて ゐ たが、 今、 

岡 本 氏の 有する 「名」 を 岡 本名と 呼ばな いのは、 惟 ふに、 岡 本 氏が 元龜の 頃に 入 地した 時には 旣に 後野 名の 名稱の 

下に 若干 開懇 せられて 居り、 其れ を 岡 本 氏に 給與 しので あるから、 岡 本 氏 を 「名」 の名稱 としなかった ので あらう。 

九、 岡 本家の 小作 制度に 伴 ふ 最も 特殊なる 慣習 は 手間 年貢 制度で ある、 手間 年貢 は 別に 又 「水 役」 とも 呼ばれ、 

岡 本 氏の 所有地の みならす、 同地 方の 株 小作 制度に は 一 般に行 はれて ゐ たので ある。 併し 一 部の 地主 は 近年に ffl り 

之を廢 して 普通 小作料 中に 編入して 廢滅 せしめた もの も ある。 手間 年貢 は元來 此の 地方の 株 小作 全部に 附隨 して 居 

つたが、 岡 本家に は 其れが 今日まで 比較的 濃厚に 殘 つて ゐ るので ある。 

十、 「名」 と 云 ふ 土地 制度 は 中世 裹 村に 最も 廣く行 はれ、 其れが 近世 末期に 至り 崩壤の 一路 を迪 つたが、 石 見地 

方に は 比較的 遲 くまで 其の 殘骸を 留め、 ， 唯 特別の 場合に は 其れが 明治時代まで 持ち越され、 現在に 及んで ゐる狀 態 

であるが、 岡 本 氏の 如き は 同地 方に 於け る 「名」 の 生きた 史實を 後世に 傳 ふる 著 例と して 後 に is- ふるに 足る と 思 

ふ。 (昭和 十二 年 九月 成 稿) 、 

(を わり) 
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